
備 考

4

4 同上

4 同上

4 同上

4 同上

4 同上

4

4 同上

4 同上

4 同上

4 同上

別記様式第２号（その１の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄

大 学 の 目 的
本大学は、建学の精神に基づき、学問の理論と応用を教授・研究して真理と正義を愛する自主的精
神に充ちた良識ある人材を育成し、文化の発展と人類の福祉に貢献することを目的とする。

新 設 学 部 等 の 目 的
本学スポーツ・健康科学部スポーツ科学科において、スポーツをとりまく現代社会の諸問題解決に
貢献できるより多様な人材を養成することを目指し、入学定員を増員することに伴い、大学全体の
収容定員を増員することを目的とする。

新
設
学
部
等
の
概
要

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

フ リ ガ ナ ﾀﾞｲﾄｳﾌﾞﾝｶﾀﾞｲｶﾞｸ

大 学 の 名 称 大東文化大学

大 学 本 部 の 位 置 東京都板橋区高島平1-9-1

計 画 の 区 分 大学の収容定員に係る学則変更

フ リ ガ ナ ｶﾞｯｺｳﾎｳｼﾞﾝ　ﾀﾞｲﾄｳﾌﾞﾝｶｶﾞｸｴﾝ

設 置 者 学校法人　大東文化学園

文学部
〔Faculty of
Literature〕

　日本文学科
〔Department of Japanese
Literature〕

150 ― 600 学士
（日本文学）

昭和37年4月
第1年次

（1・2年次）
埼玉県東松山市岩殿560
（3・4年次）
東京都板橋区高島平1-9-1

学位又
は称号

開設時期及
び開設年次

所　在　地

年 人 年次
人

人 　　年　月
第　年次

　教育学科
〔Department of
Education〕

120 ― 480 学士
（教育学）

昭和47年4月
第1年次

　英米文学科
〔Department of English
and American
Literature〕

130 ― 520 学士
（英米文学）

昭和42年4月
第1年次

　中国文学科
〔Department of Chinese
Literature〕

70 ― 280 学士
（中国文学）

昭和37年4月
第1年次

経済学部
〔Faculty of Economics〕

　社会経済学科
〔Department of Socio-
Economics〕

205 ― 820 学士
（経済学）

昭和37年4月
第1年次

　歴史文化学科
〔Department of History
and Culture〕

100 ― 400 学士
（歴史文化学）

平成30年4月
第1年次

　書道学科
〔Department of
Calligraphy〕

60 ― 240 学士
（書道学）

平成12年4月
第1年次

　英語学科
〔Department of English
Language〕

230 ― 920 学士
（英語学）

昭和47年4月
第1年次

外国語学部
〔Faculty of Foreign
Languages〕

　中国語学科
〔Department of Chinese
Language〕

70 ― 280 学士
（中国語学）

昭和47年4月
第1年次

同上

　現代経済学科
〔Department of Modern
Economics〕

165 ― 660 学士
（経済学）

平成13年4月
第1年次

　日本語学科
〔Department of Japanese
Language〕

60 ― 240 学士
（日本語学）

平成5年4月
第1年次
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4

4

4

4

4

4

教

員

組

織

の

概

要

　政治学科
〔Department of
Political Science〕

150 ― 600 学士
（政治学）

平成2年4月
第1年次

法学部
〔Faculty of Law〕

新
設
学
部
等
の
概
要

　法律学科
〔Department of Law〕

225 ― 900 学士
（法学）

昭和48年4月
第1年次

（1～4年次）
埼玉県東松山市岩殿560

　国際文化学科
〔Department of
International Cultures〕

100 ― 400 学士
（国際文化）

昭和61年4月
第1年次

（1～4年次）
埼玉県東松山市岩殿560

国際関係学部
〔Faculty of
International
Relations〕
　国際関係学科
〔Department of
International
Relations〕

100 ― 400 学士
（国際関係）

昭和61年4月
第1年次

（1・2年次）
埼玉県東松山市岩殿560
（3・4年次）
東京都板橋区高島平1-9-1

スポーツ・健康科学部
〔Faculty of Sports and
Health Science〕

　スポーツ科学科
〔Department of Sports
Science〕

165
(125)

― 660
(500)

学士
（ｽﾎﾟｰﾂ科学）

令和6年4月
第1年次

経営学部
〔Faculty of Business
Administration〕

　経営学科
〔Department of Business
Management〕

365 ― 1460 学士
（経営学）

平成12年4月
第1年次

同上

社会学部
〔Faculty of Sociology〕

　社会学科
〔Department of
Sociology〕

200 ― 800 学士
（社会学）

平成30年4月
第1年次

　看護学科
〔Department of
Nursing〕

100 ― 400 学士
（看護学）

平成30年4月
第1年次

（1～4年次）
埼玉県東松山市岩殿560

　健康科学科
〔Department of Health
Science〕

100 ― 400 学士
（健康科学）

平成17年4月
第1年次

同上

同 一 設 置 者 内 にお け る
変 更 状 況
（ 定 員 の 移 行 ，名 称 の
変 更 等 ）

該当なし

教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義

（1・2年次）
埼玉県東松山市岩殿560
（3・4年次）
東京都板橋区高島平1-9-1

計

2,865
(2,825) ―

11,460
(11,300)

―単位

学　部　等　の　名　称
専任教員等 兼 任

教 員 等教授 准教授 講師 助教 計

演習 実験・実習 計

― ―科目 ―科目 ―科目 ―科目

人

6 4 3 0 13 0 34

助手

新

設

分

文学部　日本文学科

人 人 人 人 人 人

（6）

0 14

（3） （4） （1） （1） （9） （0） （14）
　　　　中国文学科

3 4 1 1 9

（4） （3） （0） （13） （0） （34）

0 36

（12） （6） （6） （0） （24） （0） （36）
　　　　教育学科

12 6 6 0 24

0 52

（5） （5） （1） （0） （11） （0） （52）
　　　　英米文学科

5 5 1 0 11

0 22

（6） （3） （0） （0） （9） （0） （22）
　　　　歴史文化学科

6 3 0 0 9

0 25

（6） （3） （0） （1） （10） （0） （25）
　　　　書道学科

6 3 0 1 10

-基本計画書-2-



教

員

組

織

の

概

要

21 0 24

（12） （6） （2） （1） （21） （0） （24）新

設

分

経済学部　社会経済学科
12 6 2 1

　　　　　現代経済学科
9 5 2

外国語学部　中国語学科
8 4 2 1 15 0 34

0 16 0 17

（9） （5） （2） （0） （16） （0）

（34）

　　　　　　英語学科
11 7 6 1 25 0 87

（11）

（8） （4） （2） （1） （15） （0）

（17）

0 26

（6） （1） （2） （0） （9） （0） （26）
　　　　　　日本語学科

6 1 2 0 9

（7） （6） （1） （25） （0） （87）

0 26

（10） （3） （1） （1） （15） （0） （26）
　　　　政治学科

10 3 1 1 15

0 44

（16） （3） （1） （0） （20） （0） （44）
法学部　法律学科

16 3 1 0 20

0 12

（6） （5） （1） （0） （12） （0） （12）
　　　　　　　国際文化学科

6 5 1 0 12

0 15

（10） （3） （1） （0） （14） （0） （15）
国際関係学部　国際関係学科

10 3 1 0 14

0 27

（12） （9） (2) （0） (23) （0） （27）
スポーツ・健康科学部　スポーツ科学科

12 9 2 0 23

0 20

（22） （7） （2） （0） （31） （0） （20）
経営学部　経営学科

22 7 2 0 31

12 7

（7） （7） （5） （7） （26） （12） （7）
　　　　　　　　　　　看護学科

7 7 5 7 26

6 4

（12） （5） （1） （0） （18） （6） （4）
　　　　　　　　　　　健康科学科

12 5 1 0 18

18 ―

（188） （98） （41） （14） （341） （18） (―)
計

188 98 41 14 341

0 32

（9） （8） （2） （1） （20） （0） （32）
社会学部　社会学科

9 8 2 1 20

4 0 0

（2） （2） （0） （0） （4） （0） （0）既

設

分

東洋研究所
2 2 0 0

書道研究所
0 0 1

（0）

教職課程センター
3 1 1 0 5 0 29

（3）

0 1 0 0

（0） （0） （1） （0） （1） （0）

0 9

（1） （1） （0） （0） （2） （0） （9）
国際交流センター

1 1 0 0 2

（1） （1） （0） （5） （0） （29）

18 ―

（194） （102） （43） （14） （353） （18） (―)
合　　　　計

194 102 43 14 353

0 ―

（6） （4） （2） （0） （12） （0） (―)
計

6 4 2 0 12

58 253

（195） （58） （253）

技 術 職 員
2 24 26

（2）

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

職　　　種 専　　任 兼　　任 計

事 務 職 員

人 人 人

195

計
209 92 301

（209） （92） （301）

そ の 他 の 職 員
0 2 2

（0） （2） （2）

（24） （26）

図 書 館 専 門 職 員
12 8 20

（12） （8） （20）

０㎡ 116302.14㎡

そ の 他 160243.34㎡ ０㎡ ０㎡ 160243.34㎡

大学全体
内　借用面積
　　2,635.10㎡
（内訳）
①105.10㎡
（平成17年4月1日～
　令和7年3月31日）
②2530.00㎡
（平成16年4月1日～
　令和7年3月31日）

校 舎 敷 地 68770.45㎡ ０㎡ ０㎡ 68770.45㎡

運 動 場 用 地 47531.69㎡ ０㎡ ０㎡

区　　　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

47531.69㎡

小 計 116302.14㎡ ０㎡

大学全体115084.81㎡ ０㎡ ０㎡ 115084.81㎡

（　　115084.81㎡） （　　　　　　０㎡） （　　　　　　０㎡） （　　115084.81㎡）

合 計 276545.48㎡ ０㎡ ０㎡ 276545.48㎡

校　　　舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校
　
　
地
　
　
等

専 任 教 員 研 究 室
新設学部等の名称 室　　　数

大学全体 352 室

大学全体
情報処理学習施設お
よび語学学習施設は
実験実習室の内数

186室 44室 101室
25室 9室

（補助職員　13人） （補助職員3人）

教室等

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設
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専任教員（助手を
除く）、特任教員

助手、助教

スポーツ・健康科
学部特任助手

電子ｼﾞｬｰﾅﾙ、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰ
ｽ、その他の経費（運
用ｺｽﾄを含む）

文学部（教育学科、書道
学科を除く）

文学部（教育学科）

文学部（書道学科）

経済学部

外国語学部

法学部

国際関係学部

経営学部

環境創造学部

スポーツ・健康科学部
（スポーツ科学科）

スポーツ・健康科学部
（健康科学科）

スポーツ・健康科学部
（看護学科）

社会学部

4

4

4

4

標本
〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 種 〔うち外国書〕 点 点 点図
書
・
設
備

新設学部等の名称

図書 学術雑誌
視聴覚資料 機械・器具

大学全体
1,694,000〔366,000〕　 82,899〔74,408〕　 71,859〔71,819〕　

－

（1,635,000〔362,000〕） （82,899〔74,408〕） （71,859〔71,819〕） （　9,100　） （31,852） （　　－　　）
計

1,694,000〔366,000〕　 82,899〔74,408〕　 71,859〔71,819〕　 9,500 31,852

9,500 31,852 －

（1,635,000〔362,000〕） （82,899〔74,408〕） （71,859〔71,819〕） （　9,100　） （31,852） （　　－　　）

体育館以外のスポーツ施設の概要

13,956.96㎡ 野球場、ラグビー場、テニスコート、弓道場

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

経費
の見
積り

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次 第３年次

図書館

面積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

－ －

設 備 購 入 費 314,000千円 314,000千円 314,000千円 314,000千円 314,000千円

大学全体
14,659.66㎡ 1,769 1,751,833

体育館
面積

－

教員１人当り研究費等 280千円 280千円 280千円 280千円 － －

第４年次 第５年次 第６年次

教員１人当り研究費等 400千円 400千円 400千円 400千円 －

－ －

図 書 購 入 費 300,000千円 300,000千円 300,000千円 300,000千円 300,000千円

－ －

共 同 研 究 費 等 24,600千円 24,600千円 24,600千円 24,600千円 － －

教員１人当り研究費等 200千円 200千円 200千円 200千円

第６年次

1,214千円 1,004千円 1,004千円 1,004千円 ―千円 ―千円

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次

1,238千円 1,028千円 1,028千円 1,028千円

1,214千円 1,004千円 1,004千円 1,004千円 ―千円 ―千円

1,194千円 984千円 984千円 984千円 ―千円 ―千円

―千円 ―千円

1,416千円 1,206千円 1,206千円 1,206千円 ―千円 ―千円

1,194千円 984千円 984千円 984千円 ―千円 ―千円

1,214千円 1,004千円 1,004千円 1,004千円 ―千円 ―千円

1,194千円 984千円 984千円 984千円 ―千円 ―千円

1,781千円 1,571千円 1,571千円 1,571千円 ―千円 ―千円

1,421千円 1,211千円 1,211千円 1,211千円 ―千円 ―千円

―千円 979千円 979千円 979千円 ―千円 ―千円

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常費補助金、資産運用収入、雑収入　等

既
設
大
学
等
の
状
況

大 学 の 名 称 大東文化大学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

1,194千円 984千円 984千円 984千円 ―千円 ―千円

1,950千円 1,700千円 1,700千円 1,700千円 ―千円 ―千円

倍

文学部 0.98

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

年 人 年次
人

人

昭和42年度 同上

　教育学科 120 ― 480 学士
（教育学）

1.03 昭和47年度 同上

　英米文学科 130 ― 520 学士
（英米文学）

0.93

昭和37年度 （1・2年次）
東京都板橋区高島平1-9-1
（3・4年次）
埼玉県東松山市岩殿560

　中国文学科 70 ― 280 学士
（中国文学）

0.80 昭和37年度 同上

　日本文学科 150 ― 600 学士
（日本文学）

1.05

-基本計画書-4-



4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4 平成30年より
学生募集停止

4

4

4

1.05 平成12年度 同上

　歴史文化学科 100 ― 400 学士
（歴史文化学）

0.96 平成30年度

既
設
大
学
等
の
状
況

　書道学科 60 ― 240 学士
（書道学）

　社会経済学科 205 ― 820 学士
（経済学）

1.02 昭和37年度 同上

　現代経済学科 165 ― 660 学士
（経済学）

0.99

同上

経済学部 1.01

昭和47年度 同上

　英語学科 230 ― 920 学士
（英語学）

0.92 昭和47年度 同上

　中国語学科 70 ― 280 学士
（中国語学）

1.01

平成13年度 同上

外国語学部 0.95

昭和48年度 同上

　政治学科 150 ― 600 学士
（政治学）

1.05 平成2年度 同上

　法律学科 225 ― 900 学士
（法学）

1.00

平成5年度 同上

法学部 1.02

　日本語学科 60 ― 240 学士
（日本語学）

0.96

昭和61年度 同上

経営学部 0.98

　国際文化学科 100 ― 400 学士
（国際文化）

0.92

　国際関係学科 100 ― 400 学士
（国際関係）

1.06 昭和61年度 埼玉県東松山市岩殿560

国際関係学部 0.99

平成13年度 同上

スポーツ・健康科学部 0.96

　環境創造学科 ― ― ― 学士
（環境創造学）

―

平成12年度 （1・2年次）
東京都板橋区高島平1-9-1
（3・4年次）
埼玉県東松山市岩殿560

環境創造学部 ―

　経営学科 365 ― 1,460 学士
（経営学）

0.98

平成30年度 同上　看護学科 100 ― 400 学士
（看護学）

1.01

平成17年度 埼玉県東松山市岩殿560

　健康科学科 100 ― 400 学士
（健康科学）

0.79 平成17年度 同上

　スポーツ科学科 125 ― 500 学士
（ｽﾎﾟｰﾂ科学）

1.07
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4

2

2

2

2

2

3

3
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社会学部 0.95

　日本文学専攻
　（博士前期課程）

3 ― 6 修士
（日本文学）

0.50 昭和39年度 東京都板橋区高島平1-9-1

文学研究科

　社会学科 200 ― 800 学士
（社会学）

0.95 平成30年度 （1・2年次）
東京都板橋区高島平1-9-1
（3・4年次）
埼玉県東松山市岩殿560

平成15年度 同上

　教育学専攻
　（修士課程）

5 ― 10 修士
（教育学）

0.60 平成20年度 同上

　書道学専攻
　（博士前期課程）

7 ― 14 修士
（書道学）

0.85

昭和39年度 同上

　英文学専攻
　（修士課程）

5 ― 10 修士
（英文学）

0.60 昭和53年度 同上

　中国学専攻
　（博士前期課程）

3 ― 6 修士
（中国学）

0.50

平成17年度 同上

経済学研究科

　書道学専攻
　（博士後期課程）

3 ― 9 博士
（書道学）

1.22

昭和47年度 同上

　中国学専攻
　（博士後期課程）

2 ― 6 博士
（中国学）

0.00 昭和42年度 同上

　日本文学専攻
　（博士後期課程）

3 ― 9 博士
（日本文学）

0.00

　法律学専攻
　（博士前期課程）

5 ― 10 修士
（法学）

0.30 昭和52年度 同上

法学研究科

昭和47年度 同上

　経済学専攻
　（博士後期課程）

3 ― 9 博士
（経済学）

0.00 昭和53年度 同上

　経済学専攻
　（博士前期課程）

5 ― 10 修士
（経済学）

（公共政策学）

0.50

平成8年度 同上

外国語学研究科

　政治学専攻
　（博士後期課程）

2 ― 6 博士
（政治学）

0.16

平成6年度 同上

　法律学専攻
　（博士後期課程）

2 ― 6 博士
（法学）

0.00 平成3年度 同上

　政治学専攻
　（博士前期課程）

4 ― 8 修士
（政治学）

（公共政策学）

0.00

平成11年度 同上　中国言語文化学専攻
　（博士前期課程）

5 ― 10 修士
（中国言語文化

学）

0.30

平成11年度 同上

　日本言語文化学専攻
　（博士前期課程）

5 ― 10 修士
（日本言語文化

学）

0.70 平成11年度 同上

　英語学専攻
　（博士前期課程）

5 ― 10 修士
（英語学）

0.00

-基本計画書-6-
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3 平成27年より
学生募集停止

附属施設の概要

（注）

１　共同学科等の認可の申請及び届出の場合，「計画の区分」，「新設学部等の目的」，「新設学部等の概要」，「教育課程」及び「教員組

　織の概要」の「新設分」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

２　「教員組織の概要」の「既設分」については，共同学科等に係る数を除いたものとすること。

３　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科又は高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の届出を行おうとする場合

　は，「教育課程」，「教室等」，「専任教員研究室」，「図書・設備」，「図書館」及び「体育館」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

４　大学等の廃止の認可の申請又は届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「校地等」，「校舎」，「教室等」，「専任教員研究室」，

　「図書・設備」，「図書館」，「体育館」及び「経費の見積もり及び維持方法の概要」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

５　「教育課程」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

６　空欄には，「－」又は「該当なし」と記入すること。

既
設
大
学
等
の
状
況

　英語学専攻
　（博士後期課程）

3 ― 9 博士
（英語学）

0.77 平成17年度

平成23年度 同上

アジア地域研究科

　中国言語文化学専攻
　（博士後期課程）

3 ― 9 博士
（中国言語文化

学）

0.33

同上

　日本言語文化学専攻
　（博士後期課程）

2 ― 6 博士
（日本言語文化

学）

1.33 平成19年度 同上

　経営学専攻
　（博士前期課程）

10 ― 20 修士
（経営学）

0.40 平成15年度 東京都板橋区高島平1-9-1

経営学研究科

平成11年度 埼玉県東松山市岩殿560

　アジア地域研究専攻
　（博士後期課程）

2 ― 6 博士
（アジア地域研

究）

0.50 平成13年度 同上

　アジア地域研究専攻
　（博士前期課程）

7 ― 14 修士
（アジア地域研

究）

0.71

平成21年度 埼玉県東松山市岩殿560

法務研究科

　スポーツ・健康科学専攻
　（修士課程）

10 ― 20 修士
（ｽﾎﾟｰﾂ科学）
（健康科学）

1.05

平成15年度 同上

スポーツ・健康科学研究科

　経営学専攻
　（博士後期課程）

3 ― 9 博士
（経営学）

0.00

該当なし

平成16年度 東京都板橋区高島平1-9-1　法務専攻
　（専門職学位課程）

― ― ― 法務博士
（専門職）

―

-基本計画書-7-



学校法人 大東文化学園　設置認可等に関わる組織の移行表

令和5年度 入学
定員

編入学
定員

収容
定員 → 令和6年度 入学

定員
編入学
定員

収容
定員

変更の事由

大東文化大学 大東文化大学

　文学部 　文学部

　　日本文学科 150 - 600 　　日本文学科 150 - 600
　　中国文学科 70 - 280 　　中国文学科 70 - 280

　　英米文学科 130 - 520 　　英米文学科 130 - 520

　　教育学科 120 - 480 　　教育学科 120 - 480

　　書道学科 60 - 240 　　書道学科 60 - 240

　　歴史文化学科 100 - 400 　　歴史文化学科 100 - 400

　経済学部 　経済学部

　　社会経済学科 205 - 820 　　社会経済学科 205 - 820

　　現代経済学科 165 - 660 　　現代経済学科 165 - 660

　外国語学部 　外国語学部

　　中国語学科 70 - 280 　　中国語学科 70 - 280

　　英語学科 230 - 920 　　英語学科 230 - 920

　　日本語学科 60 - 240 　　日本語学科 60 - 240

　法学部 　法学部

　　法律学科 225 - 900 　　法律学科 225 - 900

　　政治学科 150 - 600 　　政治学科 150 - 600

　国際関係学部 　国際関係学部

　　国際関係学科 100 - 400 　　国際関係学科 100 - 400

　　国際文化学科 100 - 400 　　国際文化学科 100 - 400

　経営学部 　経営学部

　　経営学科 365 - 1,460 　　経営学科 365 - 1,460

　スポーツ・健康科学部 　スポーツ・健康科学部

　　スポーツ科学科 125 - 500 　　スポーツ科学科 165 - 660 定員の変更（40）

　　健康科学科 100 - 400 　　健康科学科 100 - 400

　　看護学科 100 - 400 　　看護学科 100 - 400

　社会学部 　社会学部

　　社会学科 200 - 800 　　社会学科 200 - 800

　計 2,825 - 11,300 　計 2,865 - 11,460

大東文化大学大学院 大東文化大学大学院

　文学研究科 　文学研究科

　　日本文学専攻（Ｍ） 5 - 10 　　日本文学専攻（Ｍ） 5 - 10

　　日本文学専攻（Ｄ） 5 - 15 　　日本文学専攻（Ｄ） 5 - 15

　　中国学専攻（Ｍ） 5 - 10 　　中国学専攻（Ｍ） 5 - 10

　　中国学専攻（Ｄ） 3 - 9 　　中国学専攻（Ｄ） 3 - 9

　　英文学専攻（Ｍ） 5 - 10 　　英文学専攻（Ｍ） 5 - 10

　　書道学専攻（Ｍ） 7 - 14 　　書道学専攻（Ｍ） 7 - 14

　　書道学専攻（Ｄ） 3 - 9 　　書道学専攻（Ｄ） 3 - 9

　　教育学専攻（Ｍ） 10 - 20 　　教育学専攻（Ｍ） 10 - 20

　経済学研究科 　経済学研究科

　　経済学専攻（Ｍ） 10 - 20 　　経済学専攻（Ｍ） 10 - 20

　　経済学専攻（Ｄ） 5 - 15 　　経済学専攻（Ｄ） 5 - 15

　法学研究科 　法学研究科

　　法律学専攻（Ｍ） 10 - 20 　　法律学専攻（Ｍ） 10 - 20

　　法律学専攻（Ｄ） 5 - 15 　　法律学専攻（Ｄ） 5 - 15

　　政治学専攻（Ｍ） 7 - 14 　　政治学専攻（Ｍ） 7 - 14

　　政治学専攻（Ｄ） 4 - 12 　　政治学専攻（Ｄ） 4 - 12

　外国語学研究科 　外国語学研究科

　　中国言語文化学専攻（Ｍ） 5 - 10 　　中国言語文化学専攻（Ｍ） 5 - 10

　　中国言語文化学専攻（Ｄ） 3 - 9 　　中国言語文化学専攻（Ｄ） 3 - 9

　　英語学専攻（Ｍ） 5 - 10 　　英語学専攻（Ｍ） 5 - 10

　　英語学専攻（Ｄ） 3 - 9 　　英語学専攻（Ｄ） 3 - 9

　　日本言語文化学専攻（Ｍ） 10 - 20 　　日本言語文化学専攻（Ｍ） 10 - 20

　　日本言語文化学専攻（Ｄ） 3 - 9 　　日本言語文化学専攻（Ｄ） 3 - 9

　アジア地域研究科 　アジア地域研究科

　　アジア地域研究専攻（Ｍ） 12 - 24 　　アジア地域研究専攻（Ｍ） 12 - 24

　　アジア地域研究専攻（Ｄ） 4 - 12 　　アジア地域研究専攻（Ｄ） 4 - 12

　経営学研究科 　経営学研究科

　　経営学専攻（Ｍ） 15 - 30 　　経営学専攻（Ｍ） 15 - 30

　　経営学専攻（Ｄ） 5 - 15 　　経営学専攻（Ｄ） 5 - 15

　スポーツ・健康科学研究科 　スポーツ・健康科学研究科

　　スポーツ・健康科学専攻（Ｍ） 10 - 20 　　スポーツ・健康科学専攻（Ｍ） 10 - 20

　計 159 - 361 　計 159 - 361

-基本計画書-8-



都道府県内における位置関係
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最寄り駅からの距離や交通機関
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番号 建屋名称 延床面積(㎡) 種類 構造・備考 番号 建屋名称 延床面積(㎡) 種類 構造・備考

1 １号館 2,076.18 講義室 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造陸屋根2階建 20 総合体育館 11,443.20 体育施設 鉄骨・鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造亜鉛メッキ鋼板葺陸屋根地下１階付５階建

2 ２号館 8,239.95 講義室・研究室
鉄骨・鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造地下１階付3階建

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造4階建 21 守衛棟 747.42 事務室 鉄骨・鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造ビニール板・亜鉛メッキ鋼板葺２階建

3 ３号館 3,392.50 講義室 鉄骨・鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造陸屋根地下１階付３階建 22 プロパンガス庫 34.34 その他 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造平屋建

4 ４号館 3,902.40 講義室・研究室 鉄骨・鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造陸屋根４階建 23 ポンプ室 11.84 その他 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造平屋建

5 ５号館 5,771.05 講義室・宿舎・課外活動施設 鉄骨・鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造合金メッキ鋼板葺８階建 24 野球場管理室 121.72 体育施設 鉄骨造亜鉛メッキ鋼板葺２階建

6 ６号館 1,783.91 講義室 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造陸屋根平屋建 25 屋外トイレ 32.00 その他 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ組積造造平屋建

7 ７号館 8,048.58 講義室 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造陸屋根地下１階付５階建て 26 総合ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ倉庫棟 244.84 体育施設 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造陸屋根平屋建

8 ８号館 9,821.78 講義室 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造陸屋根６階建 27 運転手控室 66.17 事務室 鉄骨・鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造合金メッキ鋼板葺２階建

9 ９号館 7,241.36 講義室・研究室・体育施設 鉄骨・鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ亜鉛メッキ鋼板葺平屋建 28 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ小屋(計測小屋) 9.51 課外活動施設 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ造平屋建

10 １０号館 3,978.10 講義室・研究室 鉄骨・鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造陸屋根・ｱﾙﾐﾆｳﾑ板葺４階建 29 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ小屋(倉庫側) 9.68 課外活動施設 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ造平屋建

11 １１号館 3,236.40 講義室 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造陸屋根４階建 Ａ 野球場 11,444.00 体育施設

12 第２研究棟 4,520.49 研究室 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造陸屋根５階建 Ｂ ラグビー場 8,125.00 体育施設

13 管理棟 5,057.70 事務室 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造陸屋根５階建 Ｃ テニスコート 3,438.00 体育施設

14 第１厚生棟 3,773.29 学生会館 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造陸屋根2階建 Ｄ 弓道場 430.28 体育施設

15 第２厚生棟 1,246.37 学生会館 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造陸屋根2階建 Ｅ 総合グラウンド 20,813.69 体育施設

16 運動部部室棟 923.40 課外活動施設 鉄骨造合金メッキ鋼板葺３階建

17 バス待合室 38.10 待合室 鉄筋コンクリート・鉄骨造コンクリート屋根平屋建 …校地面積（252,237.46㎡）算入部分

18 記念講堂 3,660.23 講堂 鉄骨・鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造陸屋根地下１階付４階建 　（校舎敷地：55,553.34㎡、運動場用地：47,531.69㎡、その他：149,152.43㎡）

19 記念図書館 8,916.33 図書館 鉄骨・鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造陸屋根地下３階付５階建 …当該申請等に係る学部等（スポーツ科学科）が使用する校舎

大東文化大学東松山校舎　　校舎配置図    　
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（１） 学則案の全文 …2 

 

（２） 変更事項を記載した書類 …430 
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（１）学則案の全文 

○大東文化大学学則 

昭和37年４月１日 

制定 

 改正 昭和39年４月１日 昭和41年４月１日 

 昭和43年４月１日 昭和43年９月１日 

 昭和45年３月23日 昭和46年４月１日 

 昭和47年４月１日 昭和48年４月１日 

 昭和50年４月１日 昭和51年４月１日 

 昭和52年４月１日 昭和53年４月１日 

 昭和53年６月１日 昭和54年４月１日 

 昭和55年４月１日 昭和56年４月１日 

 昭和57年３月31日 昭和57年６月８日 

 昭和57年11月２日 昭和57年12月24日 

 昭和58年３月９日 昭和58年10月27日 

 昭和59年５月31日 昭和59年12月５日 

 昭和59年12月21日 昭和60年12月25日 

 昭和61年３月７日 昭和61年３月27日 

 昭和61年５月28日 昭和61年７月30日 

 昭和61年12月17日 昭和62年１月28日 

 昭和62年11月25日 昭和62年12月23日 

 昭和63年１月27日 昭和63年７月14日 

 平成元年３月８日 平成元年10月25日 

 平成元年12月20日 平成元年12月22日 

 平成２年２月28日 平成２年３月26日 

 平成２年３月28日 平成２年７月25日 

 平成２年10月31日 平成２年12月19日 

 平成２年12月21日 平成３年１月23日 

 平成３年２月27日 平成３年３月27日 

 平成３年10月30日 平成３年11月27日 

 平成３年12月20日 平成４年１月29日 

-学則-2-



 

 平成４年２月26日 平成４年６月24日 

 平成４年９月28日 平成４年10月28日 

 平成４年12月21日 平成４年12月22日 

 平成５年１月27日 平成５年３月17日 

 平成５年３月30日 平成５年４月28日 

 平成５年９月29日 平成５年10月27日 

 平成６年３月２日 平成６年３月９日 

 平成６年７月20日 平成６年10月26日 

 平成７年３月１日 平成７年３月29日 

 平成７年11月29日 平成８年２月28日 

 平成８年３月27日 平成８年11月27日 

 平成８年12月18日 平成９年２月26日 

 平成９年３月26日 平成９年10月29日 

 平成10年２月17日 平成10年２月25日 

 平成10年７月29日 平成10年10月７日 

 平成10年10月28日 平成10年11月25日 

 平成11年２月24日 平成11年３月17日 

 平成11年６月23日 平成11年７月21日 

 平成11年９月22日 平成11年10月22日 

 平成11年11月24日 平成11年12月22日 

 平成12年１月26日 平成12年２月23日 

 平成12年３月21日 平成12年３月29日 

 平成12年５月24日 平成12年７月26日 

 平成12年10月26日 平成12年11月29日 

 平成12年12月21日 平成13年１月31日 

 平成13年２月28日 平成13年３月21日 

 平成13年６月28日 平成13年10月31日 

 平成13年11月28日 平成14年６月19日 

 平成14年12月18日 平成15年２月26日 

 平成15年３月19日 平成15年５月21日 

 平成15年７月30日 平成15年９月24日 
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 平成15年10月29日 平成15年12月17日 

 平成16年２月25日 平成16年５月26日 

 平成16年６月30日 平成16年７月28日 

 平成16年10月27日 平成16年11月30日 

 平成16年12月22日 平成17年１月26日 

 平成17年３月23日 平成17年３月29日 

 平成17年６月29日 平成17年10月26日 

 平成17年11月30日 平成17年12月21日 

 平成18年３月13日 平成18年３月23日 

 平成18年11月29日 平成19年１月31日 

 平成19年２月28日 平成19年４月25日 

 平成19年５月23日 平成19年７月25日 

 平成20年１月30日 平成20年２月27日 

 平成20年３月19日 平成20年６月25日 

 平成20年11月26日 平成20年12月17日 

 平成21年１月28日 平成21年４月30日 

 平成21年７月29日 平成21年10月28日 

 平成21年11月25日 平成22年１月25日 

 平成22年２月24日 平成22年９月29日 

 平成22年11月24日 平成23年１月26日 

 平成23年３月23日 平成23年７月27日 

 平成23年12月21日 平成24年９月26日 

 平成24年11月28日 平成24年12月19日 

 平成25年１月30日 平成25年２月28日 

 平成25年６月26日 平成25年11月27日 

 平成26年１月29日 平成26年２月27日 

 平成26年３月19日 平成26年７月30日 

 平成26年10月29日 平成26年11月26日 

 平成27年１月28日 平成27年２月25日 

 平成27年３月18日 平成27年４月22日 

 平成27年５月１日 平成27年７月29日 
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 平成27年９月30日 平成27年11月25日 

 平成28年１月27日 平成28年３月24日 

 平成28年５月25日 平成28年７月１日 

 平成28年７月27日 平成28年12月21日 

 平成29年１月25日 平成29年２月22日 

 平成29年５月24日 平成29年６月28日 

 平成29年７月26日 平成29年８月29日 

 平成29年10月25日 平成29年11月29日 

 平成29年12月20日 平成30年１月31日 

 平成30年２月28日 平成30年７月４日 

 平成30年７月25日 平成30年９月26日 

 平成30年10月31日 平成30年12月19日 

 平成31年１月30日 平成31年２月27日 

 令和元年５月29日 令和元年７月31日 

 令和元年10月30日 令和元年11月27日 

 令和２年１月29日 令和２年２月27日 

 令和２年４月22日 令和２年７月22日 

 令和２年10月28日 令和３年２月24日 

 令和３年３月17日 令和３年７月７日 

 令和３年７月28日 令和３年10月27日 

 令和３年11月24日 令和３年12月22日 

 令和４年１月26日 令和４年２月24日 

 令和４年３月16日 令和４年５月25日 

 令和４年７月27日 令和４年10月26日 

 令和４年11月30日 令和４年12月21日 

 令和５年１月25日 令和５年２月22日 

第１章 総則 

第１節 目的 

（目的） 

第１条 本大学は、建学の精神に基づき、学問の理論と応用を教授・研究して真理と正義

を愛する自主的精神に充ちた良識ある人材を育成し、文化の発展と人類の福祉に貢献す
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ることを目的とする。 

第１条の２ 本大学は、教育研究水準の向上を図り、前条の目的及び社会的使命を達成す

るため、教育研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行い、文部科学大臣の認証

を受けた者（認証評価機関）による評価を受けるものとする。 

２ 前項の点検及び評価並びに認証評価に関する事項は、別に定める。 

第２節 構成 

（学部及び学科） 

第２条 本大学は、次の９学部・21学科を置く。 

(1) 文学部 日本文学科・中国文学科・英米文学科・教育学科・書道学科・歴史文化学

科 

(2) 経済学部 社会経済学科・現代経済学科 

(3) 外国語学部 中国語学科・英語学科・日本語学科 

(4) 法学部 法律学科・政治学科 

(5) 国際関係学部 国際関係学科・国際文化学科 

(6) 経営学部 経営学科 

(7) 環境創造学部 環境創造学科 

(8) スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科・健康科学科・看護学科 

(9) 社会学部 社会学科 

（教育研究上の目的） 

第２条の２ 各学部学科は、教育研究上の目的を次のとおり定める。 

(1) 文学部は、人文諸科学に関する学識を修めることを通し、広い識見と深い洞察力を

もち、人間の生き方やあり方を考究し、多様な現代社会ならびに国際社会の諸問題に

対応できる人材を養成することを目的とする。 

文学部日本文学科は、日本文学に関する学識を修め、多様な現代社会に対応できる

能力を有する人材の養成を目的とする。 

文学部中国文学科は、中国古典学に関する学識を修め、中国文化圏に対する深い洞

察力と国際感覚を有する人材の養成を目的とする。 

文学部英米文学科は、英語圏の文学・語学・文化に関する学識を修め、国際語とし

ての英語の基盤の上に立った広い見識を持つ人材の養成を目的とする。 

文学部教育学科は、教育学に関する学識を修め、教育に関する知識・技能につい

て、理論的実践的に優れた能力を有する人材の養成を目的とする。 

-学則-6-



 

文学部書道学科は、書道学に関する学識を修め、書表現および書学に秀でた人材の

養成を目的とする。 

文学部歴史文化学科は、歴史・文化に関する学識を修め、世界の中の日本を自覚

し、多様な現代社会に対応できる能力を有する人材の養成を目的とする。 

(2) 経済学部は、経済学の専門知識と幅広い教養を修得することによって、社会人とし

ての健全な判断力、新たな価値を創造する力、社会的諸問題への適応力、情報収集・

分析・発信能力など、自ら課題を見つけ、よりよく問題を解決するといった「主体

性」の涵養を目的とする。 

経済学部社会経済学科は、経済学および経済に関連する諸領域についての理論と歴

史・現状分析の手法を学修し、複雑で多様な社会の諸相を包括的な視点で考察、分析

する能力を備えた人材の養成を目的とする。 

経済学部現代経済学科は、経済学および経済に関連する諸領域についての理論と数

理・計量分析の手法を学修し、現実の経済的諸問題についての具体的解決策を見出す

能力を備えた人材の養成を目的とする。 

(3) 外国語学部は言語に関する学識を修め、幅広い教養と国際的視野に立脚した職業能

力を有し、専攻する言語およびその言語が使用される地域の文化、社会、歴史等の教

育・研究を通じて、国際的な幅広い知識と教養を身につけた外国語のスペシャリスト

を育成することを目的とする。 

外国語学部中国語学科は、中国語学に関する学識を修め、幅広い教養と国際的視野

に立脚した職業能力を有する人材の養成を目的とする。 

外国語学部英語学科は、英語学に加えてドイツ語学、フランス語学に関する学識を

修め、幅広い教養と国際的視野に立脚した職業能力を有する人材の養成を目的とす

る。 

外国語学部日本語学科は、日本語学に関する学識を修め、幅広い教養と国際的視野

に立脚した職業能力を有する人材の養成を目的とする。 

(4) 法学部は、法学および政治学に関する専門的知識を教授することにより、広い視野

に立ち、論理的に物事を考え、正しい判断ができる、バランス感覚に満ちた人材を育

成することおよび法学・政治学の各分野において創造的で水準の高い研究成果を継続

的に世に問うていくことを目的とする。 

法学部法律学科は、法に関する学識を修め、専門的な職業能力を有する人材の養成

を目的とする。 
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法学部政治学科は、政治学に関する学識を修め、専門的な職業能力を有する人材の

養成を目的とする。 

(5) 国際関係学部はアジア諸地域を中心に、国際政治・経済・社会の課題を考え、また

豊かな伝統と多様性に富むアジア諸地域の歴史・芸術・文化を学ぶことを通して、異

文化を理解する心を育てるとともに、アジアの地域言語および英語の運用能力を身に

つけ、多文化共生の実現と広義の国際協力や国際交流に貢献できる人材の育成を目的

とする。 

国際関係学部国際関係学科は、社会科学の視点でアジア地域研究を修め、多文化共

生の実現と広義の国際協力や国際交流に貢献できる人材の育成を目的とする。 

国際関係学部国際文化学科は、比較文化の視点でアジア地域研究を修め、多文化共

生の実現と広義の国際協力や国際交流に貢献できる人材の育成を目的とする。 

(6) 経営学部は、経営学の基礎的・専門的知識を教授し、情報教育、語学教育、インタ

ーンシップなどの実践教育を通じて、経営学、会計学、知識情報マネジメントおよび

マーケティングに関する専門的な知識と能力を身につけ、広い視野から現代社会を分

析するとともに、自主的に判断できる力をもった人材を育成することを目的とする。 

経営学部経営学科は、経営学の基礎的・専門的知識を教授し、情報教育、語学教

育、インターンシップなどの実践教育を通じて、経営学、会計学、知識情報マネジメ

ントおよびマーケティングに関する専門的な知識と能力を身につけ、広い視野から現

代社会を分析するとともに、自主的に判断できる力をもった人材を育成することを目

的とする。 

(7) 環境創造学部は、主として社会科学的な観点から地球および人間の環境に関する知

識と手法を修め、その課題の発見と解決に複合的視野から創造的・実践的に取り組め

る主体性をもつ人材の養成を目的とする。 

環境創造学部環境創造学科は、主として社会科学的な観点から地球および人間の環

境に関する知識と手法を修め、その課題の発見と解決に創造的・実践的に取り組める

人材の養成を目的とする。 

(8) スポーツ・健康科学部は、本学の建学精神とその教育理念に基づき、国民の健康の

維持と増進を視野に、スポーツを通して文化の発展と健康づくりに貢献できる人材の

育成、医学・健康関連分野で健康の増進に寄与できる人材の育成を目的とする。 

スポーツ・健康科学部スポーツ科学科は、スポーツ科学に関する学識を修め、人間

性豊かなスポーツ指導と健康づくりの能力を有する人材の養成を目的とする。 
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スポーツ・健康科学部健康科学科は、生命の尊厳に基づいた生活の質を理解し、医

療と保健の幅広い分野で国民の健康づくりに貢献できる人材の養成を目的とする。 

スポーツ・健康科学部看護学科は、主体的に学問を探究し、人格形成とさまざまな

人々への理解の涵養により、地域社会における生活者の健康回復・維持・増進に向け

て創造的に活躍できる人材の養成を目的とする。 

(9) 社会学部は、問題の発見、多様性への理解、実証的調査能力、理論的な思考、社会

を構想し提言する能力などを備え、現代社会の構成員として一定の役割を果たせる人

材の養成を目的とする。 

社会学部社会学科は、問題の発見、多様性への理解、実証的調査能力、理論的な思

考、社会を構想し提言する能力などを備え、現代社会の構成員として一定の役割を果

たせる人材の養成を目的とする。 

（大学院） 

第３条 本大学に、大学院を置く。 

２ 大学院に関する事項は、別にこれを定める。 

第４条 削除 

第４条の２ 削除 

（図書館） 

第５条 本大学に、図書館を置く。 

２ 図書館に関する事項は、別にこれを定める。 

（ビアトリクス・ポターTM資料館） 

第５条の２ 本大学に、ビアトリクス・ポターTM資料館（以下「ポター資料館」とい

う。）を置く。 

２ ポター資料館に関する事項は、別にこれを定める。 

（東洋研究所） 

第５条の３ 本大学に、東洋研究所を置く。 

２ 東洋研究所に関する事項は、別にこれを定める。 

（書道研究所） 

第５条の４ 本大学に、書道研究所を置く。 

２ 書道研究所に関する事項は、別にこれを定める。 

（学生支援センター） 

第６条 本大学に、学生支援センターを置く。 
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２ 学生支援センターに関する事項は、別にこれを定める。 

（キャリアセンター） 

第６条の２ 本大学に、キャリアセンターを置く。 

２ キャリアセンターに関する事項は、別にこれを定める。 

（国際交流センター） 

第６条の３ 本大学に、国際交流センターを置く。 

２ 国際交流センターに関する事項は、別にこれを定める。 

（北京事務所） 

第６条の４ 本大学に、北京事務所を置く。 

２ 北京事務所に関する事項は、別にこれを定める。 

（スポーツ振興センター） 

第６条の５ 本大学に、スポーツ振興センターを置く。 

２ スポーツ振興センターに関する事項は、別にこれを定める。 

（地域連携センター） 

第６条の６ 本大学に、地域連携センターを置く。 

２ 地域連携センターに関する事項は、別にこれを定める。 

（教職課程センター） 

第６条の７ 本大学に、教職課程センターを置く。 

２ 教職課程センターに関する事項は、別にこれを定める。 

（入学センター） 

第６条の８ 本大学に、入学センターを置く。 

２ 入学センターに関する事項は、別にこれを定める。 

（学務局） 

第７条 本大学に、学務局を置く。 

２ 学務局に関する事項は、別にこれを定める。 

第７条の２ 学部に学部事務室を置く。 

２ 学部事務室に関する事項は、別にこれを定める。 

第３節 教職員組織 

（学長） 

第８条 本大学に学長を置く。 

２ 学長は、本大学を代表し、本大学の教育理念に基づき、校務をつかさどり、その教職
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員を統督する。 

３ 学長に事故あるときは、学長があらかじめ指名する者が学長の職務を代理する。 

４ 学長の選任及び任期については、別に定める。 

（副学長） 

第８条の２ 本大学に副学長を置くことができる。 

２ 副学長は、学長の職務を補佐する。ただし、学長が必要と認めた場合には、その命を

受けて、校務をつかさどることができる。 

３ 副学長に関し必要な事項は、別に定める。 

（学部長、学科主任、東松山キャンパス運営委員会委員長及び東松山担当主任） 

第８条の３ 本学の各学部に学部長を、各学科に学科主任を置く。 

２ 東松山校舎に東松山キャンパス運営委員会委員長及び東松山担当主任を置く。 

３ 学部長は、当該学部に関する校務をつかさどる。 

４ 学科主任は、当該学科に関して学部長を補佐する。当該学部の東松山キャンパス運営

委員会に関する校務の運営については、東松山担当主任が学部長を補佐する。 

５ 学部長、学科主任及び東松山担当主任は、当該学部の専任の教授の中から補する。 

６ 東松山キャンパス運営委員会委員長は、副学長をもつて補する。 

（付属機関等の長） 

第８条の４ 図書館、ポター資料館、東洋研究所、書道研究所、入学センター、学生支援

センター、キャリアセンター、国際交流センター、北京事務所、スポーツ振興センタ

ー、地域連携センター、教職課程センター及び学務局に、それぞれ図書館長、ポター資

料館長、東洋研究所長、書道研究所長、入学センター所長、学生支援センター所長、キ

ャリアセンター所長、国際交流センター所長、北京事務所長、スポーツ振興センター所

長、地域連携センター所長、教職課程センター所長及び学務局長を置く。 

２ 図書館長、ポター資料館長、東洋研究所長、書道研究所長、入学センター所長、学生

支援センター所長、キャリアセンター所長、国際交流センター所長、北京事務所長、ス

ポーツ振興センター所長、地域連携センター所長及び教職課程センター所長は、専任の

教授の中から補する。 

３ 図書館長、ポター資料館長、東洋研究所長、書道研究所長、入学センター所長、学生

支援センター所長、キャリアセンター所長、国際交流センター所長、北京事務所長、ス

ポーツ振興センター所長、地域連携センター所長及び教職課程センター所長は、それぞ

れ図書館、ポター資料館、東洋研究所、書道研究所、学生支援センター、キャリアセン
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ター、国際交流センター、北京事務所、スポーツ振興センター、地域連携センター及び

教職課程センターの事務を総掌する。 

４ 学務局長は、学務局の事務を総掌する。 

（教育職員） 

第９条 本大学の教育職員として、専任の教授、准教授、講師、助手及び実験助手（以下

「専任教員」という。）を置く。このほかに特任教員、助教、スポーツ・健康科学部特

任助手、客員教員（特別招聘教授を含む。）、非常勤講師、研究補助員、教育補助員、

法務研究科学習指導員及び非常勤助手を置くことができる。 

２ 前項に定める助手については、スポーツ・健康科学部健康科学科、東洋研究所及び書

道研究所に置くことができるものとする。 

３ 専任教員の職務については、学校教育法並びに学園及び本大学の諸規則の定めるとこ

ろによる。 

４ 特任教員、助教、スポーツ・健康科学部特任助手、客員教員（特別招聘教授を含

む。）、非常勤講師、研究補助員、教育補助員、法務研究科学習指導員及び非常勤助手

の職務については、別に定める。 

（事務職員） 

第10条 本大学に、事務職員、技術職員その他必要な職員を置く。 

第２章 学部教授会、大学評議会及び連合教授会 

第１節 学部教授会 

（学部教授会） 

第11条 本大学の各学部に学部教授会（以下「教授会」という。）を置く。 

（構成） 

第11条の２ 教授会は、当該学部に所属する専任教員（ただし、助手及び実験助手を除

く。）、特任教員及び助教で構成する（以下「教授会構成員」という。）。ただし、第

11条の８第１項第11号に定める事項を審議する教授会については、特任教員及び助教を

除くほか、必要に応じて各教授会で定めることができる。 

２ 削除 

３ 教授会は、必要に応じて、第１項に定める教授会構成員以外の教職員を教授会に出席

させて、その意見を聴くことができる。 

４ 削除 

（招集及び議長） 
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第11条の３ 教授会は、毎月１回開催する。ただし、必要に応じて、臨時にこれを開くこ

とができる。 

２ 教授会は、学部長が招集しその議長となる。 

３ 前条第１項に定める教授会構成員の３分の１以上から付議すべき事項を示して教授会

開催の請求があつたときは、学部長は、10日以内にこれを招集しなければならない。 

（学部長の職務の代行） 

第11条の４ 学部長に事故があるとき、又は学部長が欠けたときは、学部長があらかじめ

指名してある者が、学部長の職務を代行する。 

（議事の定足数） 

第11条の５ 教授会は、第11条の２第１項に定める教授会構成員の２分の１以上の出席が

なければ会議を開くことができない。ただし、第11条の８第１項第11号に定める事項の

うち専任教員、助教、特任教員及び客員教員（特別招聘教授を含む。）の人事について

は、専任教員の３分の２以上の出席を要する。 

２ 次の各号の一に該当する者は、前項の場合について、その数に算入しない。 

(1) 学校法人大東文化学園校務のための海外出張取扱い要領に定める海外出張者 

(2) 学校法人大東文化学園職員任免規則第18条に定める休職中の者 

(3) 大東文化大学専任教育職員就業規則第21条及び大東文化大学特任教員就業規則第26

条に定める欠勤１月以上の者 

(4) 大東文化大学海外研究員派遣規則に定める海外研究員 

(5) 大東文化大学海外留学者派遣規則に定める海外留学者 

(6) 大東文化大学海外出張者派遣規則に定める海外出張者 

(7) 大東文化大学海外派遣研究員の取扱いに関する要領に定める海外派遣研究員 

(8) 大東文化大学国内研究員規則に定める国内研究員 

(9) 大東文化大学特別研究期間制度規程に定める特別研究期間制度適用者 

(10) 学校法人大東文化学園育児休業規則に定める育児休業中の者 

(11) 学校法人大東文化学園介護休業規則に定める介護休業中の者 

(12) 学校法人大東文化学園職員懲戒規程第４条に定める出勤停止中の者 

（議決要件） 

第11条の６ 教授会の議事は、出席した教授会構成員の過半数により決し、可否同数のと

きは、議長の決するところによる。ただし、第11条の８第１項第11号に定める事項につ

いては、出席した専任教員の３分の２以上の賛成を得なければならない。 
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（非公開） 

第11条の７ 教授会の会議は、非公開とする。 

（審議及び議決事項） 

第11条の８ 教授会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり審議及び議決

し、学長に建議するものとする。 

(1) 学生の入学（再入学、転入学及び編入学を含む。）、卒業及び課程の修了に関する

事項 

(2) 学位の授与に関する事項 

(3) 入学試験に関する事項 

(4) 教育課程及び授業科目の編成に関する事項 

(5) 学生の試験その他の成績評価に関する事項 

(6) 学生の進級に関する事項 

(7) 学生の指導及び賞罰に関する事項 

(8) 卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）、教育課程編成・実施の方針

（カリキュラム・ポリシー）及び入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）

に関する事項 

(9) 学部長、学科主任、東松山担当主任及び学部附置の研究所所長の推薦に関する事項 

(10) 教員の授業担当に関する事項 

(11) 教員の選考、昇格その他の教員の人事に関する事項（ただし、懲戒審査を除

く。） 

(12) 学則の改廃、これに基づく規則等の制定及び改廃に関する事項 

(13) 前各号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を聴

くことが必要なものとして学長が定めるもの 

２ 教授会は、前項に規定するもののほか、学長及び学部長（以下「学長等」という。）

がつかさどる教育研究に関する次の事項について審議及び議決し、学長等に建議及び答

申することができる。 

(1) 学部運営の方針に関する事項 

(2) 学生の転学部、転学科、転学、休学、退学、除籍、復学等の学籍に関する事項 

(3) 学生の留学及び海外からの留学生の受入れに関する事項 

(4) 各種委員会委員の選出に関する事項 

(5) 教員の在外研究その他の研究に関する事項 
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(6) 名誉教授の推薦に関する事項 

(7) 研究室の運営及び改善に関する事項 

(8) その他教授会が必要と認める事項 

(9) 前各号に掲げるもののほか、その都度、学長等が教授会の意見を求めるもの 

（幹事） 

第11条の９ 教授会に幹事を置く。 

２ 幹事は、学部事務室が当り、教授会の事務を処理する。 

（議事録） 

第11条の10 教授会の議事録は、幹事が作成し、議決に加わつた専任教員２人が署名した

うえ、学部長がこれを保管する。 

２ 教授会は、議事録の写しを学長に提出しなければならない。 

３ 教授会の議事録は、その要旨を大学のホームページ等に公開するものとする。利害関

係者等からの議事録の開示請求については、学校法人大東文化学園情報公開規程の定め

るところによる。ただし、開示請求の対象に個人情報が含まれる場合は、学校法人大東

文化学園個人情報の保護に関する規程に定める手続に従うものとする。 

第１節の２ 削除 

第11条の11から第11条の21まで 削除 

第１節の３ 大学評議会及び連合教授会 

（大学評議会及び連合教授会） 

第11条の22 本大学に、大学評議会及び連合教授会を置く。 

（大学評議会の構成） 

第11条の23 大学評議会は、次に掲げる大学評議会委員（以下「評議会委員」という。）

をもつて構成する。 

(1) 学長 

(2) 副学長 

(3) 学部長 

(4) 学科主任 

(5) 教授会から選出された専任教員（ただし、助手及び実験助手を除く。） 各２名 

(6) 図書館長 

(7) 東洋研究所長 

(8) 書道研究所長 
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２ 前項第５号の評議会委員の任期は、２年とし、再任を妨げない。 

３ 任期の中途で評議会委員の交代のあつたときの後任者の任期は、前任者の残任期間と

する。 

４ 大学評議会は、必要に応じて評議会委員以外の者を会議に出席させてその意見を聴く

ことができる。 

（非公開） 

第11条の24 大学評議会の会議は、非公開とする。 

（審議及び議決事項） 

第11条の25 大学評議会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり審議及び

議決し、学長に建議する。 

(1) 学則の改廃、これに基づく規則等の制定及び改廃並びにこれらの解釈に関する事項 

(2) 学長、図書館長、ポター資料館長、東洋研究所長、書道研究所長、入学センター所

長、学生支援センター所長、キャリアセンター所長、国際交流センター所長、北京事

務所長、スポーツ振興センター所長、地域連携センター所長、教職課程センター所

長、大東文化歴史資料館長、学園総合情報センター所長及び診療所長の推薦に関する

事項 

(3) 副学長の選任に関する事項 

(4) 卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）、教育課程編成・実施の方針

（カリキュラム・ポリシー）及び入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）

に関する事項 

(5) 入学者選抜に関する基本的事項 

(6) 教員の研究教育業績の審査等の基準その他の人事に関する基本的事項 

(7) 全学に関する各種委員会委員の選出に関する事項 

(8) 連合教授会から再審議の要求のあつた事項 

(9) 前各号に掲げるもののほか、大学に関する重要な事項で大学評議会の意見を聴くこ

とが必要なものとして学長が定めるもの 

２ 大学評議会は、前項に規定するもののほか、学長がつかさどる教育研究に関する次の

事項について審議及び議決し、学長に建議及び答申することができる。 

(1) 全学に関する共通事項 

(2) その他大学評議会が必要と認める事項 

(3) 前各号に掲げるもののほか、その都度、学長が大学評議会の意見を求めるもの 

-学則-16-



 

３ 大学評議会は、次に掲げる事項について審議及び議決し、理事長に上申する。 

(1) 学長の選任 

(2) 学長の解任 

４ 大学評議会は、とくに必要と認めた事項について、その審議及び議決を連合教授会に

委ねることができる。 

（招集及び議長） 

第11条の26 学長は、必要に応じて大学評議会を招集し、その議長となる。 

２ 学長に支障がある場合及び第11条の25第３項第２号の場合には、学長が、あらかじめ

指名する者が、前項の職務を行う。 

（定足数） 

第11条の27 大学評議会は、評議会委員の３分の２以上の出席をもつて成立し、その議事

は、出席評議会委員の過半数の賛成により、可否同数のときは、議長の決するところに

よる。ただし、第11条の25第１項第１号及び第３項については、出席評議会委員の３分

の２以上の賛成を必要とする。 

２ 第11条の５第２項の規定は、前項の場合についてこれを準用する。 

（連合教授会の構成） 

第11条の28 連合教授会は、学部、大学院法務研究科、東洋研究所、書道研究所及び国際

交流センターに所属する専任教員、特任教員及び助教をもつて構成する（以下「連合教

授会構成員」という。）。 

２ 連合教授会は、必要に応じて前記以外の者を会議に出席させてその意見を聴くことが

できる。 

（非公開） 

第11条の29 連合教授会の会議は、非公開とする。 

（審議及び議決事項） 

第11条の30 連合教授会は、全学に関する重要事項について審議及び議決して関係機関に

建議することができる。 

２ 削除 

３ 削除 

（招集及び議長） 

第11条の31 連合教授会は、各学部長が連名で招集し、その議長は、各学部長の互選によ

る。 
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２ 削除 

３ 学長若しくは学部長の過半数が必要と認めた場合又は２学部以上の学部教授会から議

案を示して開催要求のあつた場合には、10日以内に招集しなければならない。 

（定足数） 

第11条の32 連合教授会は、第11条の28第１項に定める連合教授会構成員の過半数の出席

をもつて成立し、その議事は、出席した連合教授会構成員の過半数の賛成により決す

る。ただし、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

２ 第11条の５第２項の規定は、前項の場合についてこれを準用する。 

（幹事） 

第11条の33 大学評議会及び連合教授会に、それぞれ幹事を置き、学務部長及び学務部長

が指名する学務部員が、これに当たる。 

（議事録） 

第11条の34 大学評議会及び連合教授会の議事録には、大学評議会については、議決に加

わつた評議会委員２人が、また連合教授会については、会議に出席した各学部長が、署

名捺印する。 

２ 大学評議会及び連合教授会の議事録は、その要旨を大学のホームページ等に公開する

ものとする。利害関係者等からの議事録の開示請求については、第11条の10第３項の規

定を準用する。 

（学長推薦の手続） 

第11条の35 第11条の25第１項第２号の学長の推薦にかかわる選考手続は、別に定める学

長選考規程によるものとする。 

（図書館長推薦の手続） 

第11条の36 第11条の25第１項第２号の図書館長の推薦にかかわる選考手続は、別に定め

る図書館長選考規程によるものとする。 

第３章 学生の定員 

（定員） 

第12条 本大学の各学部及び各学科の学生定員は、次のとおりとする。 

(1) 毎年入学定員 

文学部 630名 

日本文学科 150名 

中国文学科 70名 
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英米文学科 130名 

教育学科 120名 

書道学科 60名 

歴史文化学科 100名 

経済学部 370名 

社会経済学科 205名 

現代経済学科 165名 

外国語学部 360名 

中国語学科 70名 

英語学科 230名 

日本語学科 60名 

法学部 375名 

法律学科 225名 

政治学科 150名 

国際関係学部 200名 

国際関係学科 100名 

国際文化学科 100名 

経営学部 365名 

経営学科 365名 

スポーツ・健康科学部 365名 

スポーツ科学科 165名 

健康科学科 100名 

看護学科 100名 

社会学部 200名 

社会学科 200名 

(2) 総学生定員 

文学部 2,520名 

日本文学科 600名 

中国文学科 280名 

英米文学科 520名 

教育学科 480名 
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書道学科 240名 

歴史文化学科 400名 

経済学部 1,480名 

社会経済学科 820名 

現代経済学科 660名 

外国語学部 1,440名 

中国語学科 280名 

英語学科 920名 

日本語学科 240名 

法学部 1,500名 

法律学科 900名 

政治学科 600名 

国際関係学部 800名 

国際関係学科 400名 

国際文化学科 400名 

経営学部 1,460名 

経営学科 1,460名 

スポーツ・健康科学部 1,460名 

スポーツ科学科 660名 

健康科学科 400名 

看護学科 400名 

社会学部 800名 

社会学科 800名 

第４章 学年、学期、授業期間等及び休業 

（学年） 

第13条 学年は、４月１日に始まり、翌年３月31日に終る。 

（学期） 

第14条 学年を分けて、次の２学期とする。 

前学期 ４月１日から９月15日まで 

後学期 ９月16日から翌年３月31日まで 

２ 学長は、大学評議会の議を経て、前項に定める期日を変更することができる。 
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（授業期間等） 

第14条の２ １年間の授業を行う期間は、定期試験等の期間を含め、35週にわたるものと

する。 

２ 各授業科目の授業は、前学期及び後学期それぞれ15週にわたる期間を単位として行う

ものとする。ただし、教育上特別の必要があると認められる場合は、これらの期間より

短い特定の期間において授業を行うことができるものとする。 

（休業日） 

第15条 次に掲げる日を休業日とする。 

(1) 日曜日及び国民の祝日に関する法律に規定する休日 

(2) 学園創立記念日（９月20日） 

(3) 学年暦において定める春季休業日、夏季休業日及び冬季休業日 

２ 学長は、大学評議会の議を経て、前項に定める休業日を変更することができる。 

３ 学長は、大学評議会の議を経て、臨時休業日を定めることができる。 

第５章 教育課程 

第１節 学部通則 

（修業年限） 

第16条 本大学の修業年限は、４年とし、学生は、この間に所定の単位を履修しなければ

ならない。ただし、各学部とも在学期間は、８年をこえることができない。 

２ 削除 

（教育課程） 

第17条 各学部各学科における教育課程は、本章の第２節から第９節に定めるとおりとす

る。 

（単位の算定基準） 

第18条 授業科目に対する単位は、次の基準によつて計算する。 

(1) 講義については、１時間の講義に対して、教室外における２時間の準備のための学

習を必要とすることを考慮し、毎週１時間15週の講義をもつて１単位とする。 

(2) 演習については、２時間の演習に対して、教室外における１時間の準備のための学

習を必要とすることを考慮し、毎週２時間15週の演習をもつて１単位とする。ただ

し、教育効果を考慮し、１時間の演習に対して、教室外における２時間の準備のため

の学習を必要とするものについては、毎週１時間15週の演習をもつて１単位とする。 

(3) 実験・実習及び実技については、毎週２時間又は３時間15週の実験・実習及び実技
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をもつて１単位とする。 

（メディアを利用して行う授業） 

第18条の２ 本大学は、文部科学大臣が別に定めるところにより、前条に規定する講義、

演習、実験、実習及び実技による授業科目を、多様なメディアを高度に利用して、当該

授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。 

２ 前項により修得する単位数は、卒業の要件として修得すべき単位数のうち、60単位を

超えないものとする。 

（履修科目の登録） 

第19条 学生は、各学年又は各学期における授業科目の履修届を、指定の日時に、係に提

出して承認を得なければならない。 

２ 学生は、他の学部又は他の学科の授業科目を履修しようとする場合は、当該学部の承

認を得てこれを行うことができる。 

（他の大学又は短期大学における授業科目の履修等） 

第19条の２ 本大学は、教育上有益と認めるときは、学生が他の大学又は短期大学におい

て履修した授業科目について修得した単位を、60単位を超えない範囲で本大学における

授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

２ 前項の規定を実施するにあたつては、あらかじめ、当該他の大学又は短期大学と対象

となる学生数、履修できる授業科目、単位の認定方法その他必要な具体的措置について

協議するものとする。 

３ 前２項の規定は、学生が外国の大学又は短期大学に留学する場合に準用する。 

（大学以外の教育施設等における学修） 

第19条の３ 本大学は、教育上有益と認めるときは、学生が行う短期大学又は高等専門学

校の専攻科における学修その他文部科学大臣が別に定める学修を、本大学における授業

科目の履修とみなし、本大学の定めるところにより単位を与えることができる。 

２ 前項により与えることができる単位数は、前条第１項及び第３項により本大学におい

て修得したものとみなす単位数と合わせて60単位を超えないものとする。 

（入学前の既修得単位等の認定） 

第19条の４ 本大学は、教育上有益と認めるときは、学生が本大学に入学する前に大学又

は短期大学において履修した授業科目について修得した単位（科目等履修生として修得

した単位を含む。）を、本大学に入学した後の本大学における授業科目の履修により修

得したものとみなすことができる。 
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２ 本大学は、教育上有益と認めるときは、学生が本大学に入学する前に行つた前条第１

項に規定する学修を、本大学における授業科目の履修とみなし、本大学の定めるところ

により単位を与えることができる。 

３ 削除 

４ 本大学は、教育上有益と認めるときは、学生が本大学に入学する前に本大学において

履修した授業科目で履修を認定されたものについて、本大学に入学した後の本大学にお

ける授業科目の履修により修得したものとみなし、本大学の定めるところにより単位を

与えることができる。 

５ 第１項、第２項及び第４項により修得したものとみなし、又は与えることのできる単

位数は、編入学、転学等の場合を除き、本大学において修得した単位以外のものについ

ては、第19条の２第１項及び第３項並びに前条第１項により本大学において修得したも

のとみなす単位数と合わせて60単位を超えないものとする。 

６ 第１項、第２項及び第４項の規定により単位の認定を行つた場合においても、修業年

限は、これを短縮しない。 

７ 第１項、第５項及び第６項の規定は、外国の大学又は短期大学の場合に準用する。 

（試験の施行） 

第20条 履修した授業科目については、学期末又は学年末において期間を定めて試験（以

下「定期試験」という。）を行うものとし、必要に応じて臨時に試験を行うことができ

る。ただし、論文考査・口頭試問等によってこれに代えることができる。 

２ やむを得ない事由のために、前項の試験を受けることができなかつた者については、

追試験を行うことができる。 

３ 前２項に定める４年次の定期試験等において、不合格となった科目については、学部

教授会が必要と認めた場合には、再試験を行うことができる。 

（学業の評価） 

第21条 学業の成績は、S・A・B・C・D及びEに区分し、S・A・B及びCを合格、Dを不

合格、Eを評価の対象外とする。 

２ 合格した授業科目については、所定の単位を与える。 

３ 履修した授業科目について、学業成績評価でNと表示された科目を除き、学業成績の

表示に応じて、グレード・ポイントを与える。 

４ 前項の定めに従って与えるグレード・ポイントを基に履修科目１単位あたりの成績の

平均点（以下「GPA」という。）を算出する。GPAの計算方法は別に定めるところによ
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る。 

（卒業要件） 

第22条 本大学に４年（第32条に該当する者は通算して４年）以上在学して本章第２節以

下に定める各学部の卒業要件を満たした者を卒業とし、卒業証書を授与する。 

（学位） 

第23条 前条によつて卒業証書を授与された者には、学士の学位を授与する。 

２ 学位及びその授与については、大東文化大学学位規則に定める。 

（資格課程） 

第23条の２ 本学に、次の各号に掲げる資格課程を置く。 

(1) 教職課程（副免許教職課程を含む。） 

(2) 司書・司書教諭課程 

(3) 社会教育士（養成課程）課程 

(4) 学芸員課程 

(5) 保育士課程 

２ 前項各号に規定する資格課程に関し必要な事項は、別にこれを定める。 

（教育職員免許状） 

第23条の３ 本大学において取得できる教育職員免許状の種類及び教科は、次のとおりと

する。 

学部 学科 免許状の種類 免許教科 

文学部 日本文学科 中学校教諭一種 国語 

高等学校教諭一種 国語・書道 

中国文学科 中学校教諭一種 国語 

高等学校教諭一種 国語・書道 

英米文学科 中学校教諭一種 英語 

高等学校教諭一種 英語 

教育学科 小学校教諭一種  

幼稚園教諭一種  

書道学科 中学校教諭一種 国語 

高等学校教諭一種 国語・書道 

歴史文化学科 中学校教諭一種 社会 
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高等学校教諭一種 地理歴史 

経済学部 社会経済学科 中学校教諭一種 社会 

高等学校教諭一種 地理歴史・公民 

外国語学部 中国語学科 中学校教諭一種 中国語 

高等学校教諭一種 中国語 

英語学科 中学校教諭一種 英語 

高等学校教諭一種 英語 

日本語学科 中学校教諭一種 国語 

高等学校教諭一種 国語 

法学部 政治学科 中学校教諭一種 社会 

高等学校教諭一種 地理歴史・公民 

経営学部 経営学科 高等学校教諭一種 商業 

スポーツ・健

康科学部 

スポーツ科学科 中学校教諭一種 保健体育 

高等学校教諭一種 保健体育 

健康科学科 中学校教諭一種 理科 

高等学校教諭一種 理科 

第２節 文学部 

（授業科目の区分等） 

第23条の４ 文学部が開設する授業科目の区分は、次のとおりとする。 

(1) 基礎教育科目 

(2) 専門教育科目 

(3) 全学共通科目 

(4) 外国人留学生に関する日本語科目等 

(5) 教職課程関連科目 

(6) 司書・司書教諭課程関連科目 

(7) 社会教育士（養成課程）課程関連科目 

(8) 学芸員課程関連科目 

(9) 保育士課程関連科目 

(10) 副専攻科目等 

２ 前項各号に定める各授業科目を、必修科目、選択必修科目、選択科目及び自由科目に
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分け、これを各年次に配当して編成する。 

３ 前項に定める必修科目、選択必修科目及び選択科目については卒業要件単位に算入

し、自由科目については卒業要件単位には算入しない。 

４ 第１項各号に定める各授業科目は、教授会の定めるところに従い、各学年又は各学年

の各学期に配当する。 

５ 第１項第２号に定める専門教育科目は、教育の目的に応じ、各授業科目について選択

科目の履修条件を変えることにより、歴史文化学科に次のコースを設けるものとする。 

日本史コース、東西文化コース、観光歴史学コース 

（授業科目の開設等） 

第23条の５ 開設する授業科目、単位数及び必修、選択必修、選択、自由の別は、次のと

おりとする。 

(1) 基礎教育科目 

日本文学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

基礎英語A 1  1   

基礎英語B 1  1   

英語リーディングA 1  1   

英語リーディングB 1  1   

口語英語A 1  1   

口語英語B 1  1   

総合英語A 1  1   

総合英語B 1  1   

時事英語A 1  1   

時事英語B 1  1   

英米文化表現A 1  1   

英米文化表現B 1  1   

英米作品講読A 1  1   

英米作品講読B 1  1   

現代英語応用A 1  1   

現代英語応用B 1  1   

-学則-26-



 

上級コミュニケーション英

語A 

1  1   

上級コミュニケーション英

語B 

1  1   

上級時事英語A 1  1   

上級時事英語B 1  1   

上級英語A 1  1   

上級英語B 1  1   

フランス語基礎1A 1  1   

フランス語基礎1B 1  1   

フランス語基礎2A 1  1   

フランス語基礎2B 1  1   

フランス語中級3A 1  1   

フランス語中級3B 1  1   

フランス語中級4A 1  1   

フランス語中級4B 1  1   

フランス語上級1A 1  1   

フランス語上級1B 1  1   

フランス語上級2A 1  1   

フランス語上級2B 1  1   

ドイツ語基礎1A 1  1   

ドイツ語基礎1B 1  1   

ドイツ語基礎2A 1  1   

ドイツ語基礎2B 1  1   

ドイツ語中級3A 1  1   

ドイツ語中級3B 1  1   

ドイツ語中級4A 1  1   

ドイツ語中級4B 1  1   

ドイツ語上級1A 1  1   

ドイツ語上級1B 1  1   

ドイツ語上級2A 1  1   
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ドイツ語上級2B 1  1   

中国語基礎1A 1  1   

中国語基礎1B 1  1   

中国語基礎2A 1  1   

中国語基礎2B 1  1   

中国語中級3A 1  1   

中国語中級3B 1  1   

中国語中級4A 1  1   

中国語中級4B 1  1   

中国語上級1A 1  1   

中国語上級1B 1  1   

中国語上級2A 1  1   

中国語上級2B 1  1   

フランス語初級1A 1   1  

フランス語初級1B 1   1  

フランス語初級2A 1   1  

フランス語初級2B 1   1  

フランス語中級1A 1   1  

フランス語中級1B 1   1  

フランス語中級2A 1   1  

フランス語中級2B 1   1  

ドイツ語初級1A 1   1  

ドイツ語初級1B 1   1  

ドイツ語初級2A 1   1  

ドイツ語初級2B 1   1  

ドイツ語中級1A 1   1  

ドイツ語中級1B 1   1  

ドイツ語中級2A 1   1  

ドイツ語中級2B 1   1  

中国語初級1A 1   1  

中国語初級1B 1   1  
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中国語初級2A 1   1  

中国語初級2B 1   1  

中国語中級1A 1   1  

中国語中級1B 1   1  

中国語中級2A 1   1  

中国語中級2B 1   1  

コリア語基礎1A 1   1  

コリア語基礎1B 1   1  

コリア語基礎2A 1   1  

コリア語基礎2B 1   1  

インドネシア語初級A 1   1  

インドネシア語初級B 1   1  

タイ語初級A 1   1  

タイ語初級B 1   1  

ラテン語初級A 1   1  

ラテン語初級B 1   1  

ギリシア語初級A 1   1  

ギリシア語初級B 1   1  

ロシア語基礎1A 1   1  

ロシア語基礎1B 1   1  

ロシア語基礎2A 1   1  

ロシア語基礎2B 1   1  

イタリア語初級A 1   1  

イタリア語初級B 1   1  

スペイン語基礎1A 1   1  

スペイン語基礎1B 1   1  

スペイン語基礎2A 1   1  

スペイン語基礎2B 1   1  

スペイン語中級A 1   1  

スペイン語中級B 1   1  

ポルトガル語初級A 1   1  
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ポルトガル語初級B 1   1  

情報処理A 2   2  

情報処理B 2   2  

情報処理C 2   2  

情報処理D 2   2  

海外研修英語 2   2  

海外研修中国語 2   2  

中国文学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

中国語学基礎演習1（会

話） 

2 2    

中国語学基礎演習2（会

話） 

2 2    

中国語学基礎演習3 2 2    

中国語学基礎演習4 2 2    

基礎英語A 1  1   

基礎英語B 1  1   

英語リーディングA 1  1   

英語リーディングB 1  1   

英語リーディングC 1  1   

英語リーディングD 1  1   

フランス語基礎1A 1  1   

フランス語基礎1B 1  1   

フランス語基礎2A 1  1   

フランス語基礎2B 1  1   

ドイツ語基礎1A 1  1   

ドイツ語基礎1B 1  1   

ドイツ語基礎2A 1  1   

ドイツ語基礎2B 1  1   

口語英語A 1  1   
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口語英語B 1  1   

総合英語A 1  1   

総合英語B 1  1   

時事英語A 1  1   

時事英語B 1  1   

英米文化表現A 1  1   

英米文化表現B 1  1   

英米作品講読A 1  1   

英米作品講読B 1  1   

現代英語応用A 1  1   

現代英語応用B 1  1   

上級コミュニケーション英

語A 

1   1  

上級コミュニケーション英

語B 

1   1  

上級時事英語A 1   1  

上級時事英語B 1   1  

上級英語A 1   1  

上級英語B 1   1  

フランス語初級1A 1  1   

フランス語初級1B 1  1   

フランス語初級2A 1  1   

フランス語初級2B 1  1   

フランス語中級1A 1  1   

フランス語中級1B 1  1   

フランス語中級2A 1  1   

フランス語中級2B 1  1   

フランス語上級1A 1   1  

フランス語上級1B 1   1  

フランス語上級2A 1   1  

フランス語上級2B 1   1  
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フランス語中級3A 1  1   

フランス語中級3B 1  1   

フランス語中級4A 1  1   

フランス語中級4B 1  1   

ドイツ語初級1A 1  1   

ドイツ語初級1B 1  1   

ドイツ語初級2A 1  1   

ドイツ語初級2B 1  1   

ドイツ語中級1A 1  1   

ドイツ語中級1B 1  1   

ドイツ語中級2A 1  1   

ドイツ語中級2B 1  1   

ドイツ語上級1A 1   1  

ドイツ語上級1B 1   1  

ドイツ語上級2A 1   1  

ドイツ語上級2B 1   1  

ドイツ語中級3A 1  1   

ドイツ語中級3B 1  1   

ドイツ語中級4A 1  1   

ドイツ語中級4B 1  1   

中国語初級1A 1   1  

中国語初級1B 1   1  

中国語初級2A 1   1  

中国語初級2B 1   1  

中国語中級1A 1   1  

中国語中級1B 1   1  

中国語中級2A 1   1  

中国語中級2B 1   1  

中国語上級1A 1   1  

中国語上級1B 1   1  

中国語上級2A 1   1  
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中国語上級2B 1   1  

中国語中級3A 1   1  

中国語中級3B 1   1  

中国語中級4A 1   1  

中国語中級4B 1   1  

コリア語基礎1A 1   1  

コリア語基礎1B 1   1  

コリア語基礎2A 1   1  

コリア語基礎2B 1   1  

インドネシア語初級A 1   1  

インドネシア語初級B 1   1  

タイ語初級A 1   1  

タイ語初級B 1   1  

ラテン語初級A 1   1  

ラテン語初級B 1   1  

ギリシア語初級A 1   1  

ギリシア語初級B 1   1  

ロシア語基礎1A 1   1  

ロシア語基礎1B 1   1  

ロシア語基礎2A 1   1  

ロシア語基礎2B 1   1  

イタリア語初級A 1   1  

イタリア語初級B 1   1  

スペイン語基礎1A 1   1  

スペイン語基礎1B 1   1  

スペイン語基礎2A 1   1  

スペイン語基礎2B 1   1  

スペイン語中級A 1   1  

スペイン語中級B 1   1  

ポルトガル語初級A 1   1  

ポルトガル語初級B 1   1  

-学則-33-



 

情報処理A 2   2  

情報処理B 2   2  

情報処理C 2   2  

情報処理D 2   2  

海外研修英語 2   2  

海外研修中国語 2   2  

英米文学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

Freshman Seminar 2 2    

Freshman English : 

Culture A 

1 1    

Freshman English : 

Culture B 

1 1    

Freshman English : 

Speaking A 

1 1    

Freshman English : 

Speaking B 

1 1    

Freshman English : 

Writing A 

1 1    

Freshman English : 

Writing B 

1 1    

Freshman English : 

Reading A 

1 1    

Freshman English : 

Reading B 

1 1    

Freshman English : 

Reading C 

1 1    

Freshman English : 

Reading D 

1 1    

Culture through English 1 1    
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A 

Culture through English 

B 

1 1    

Speaking English A 1 1    

Speaking English B 1 1    

Writing English A 1 1    

Writing English B 1 1    

Reading English A 1 1    

Reading English B 1 1    

Reading English C 1 1    

Reading English D 1 1    

フランス語基礎1A 1  1   

フランス語基礎1B 1  1   

フランス語基礎2A 1  1   

フランス語基礎2B 1  1   

ドイツ語基礎1A 1  1   

ドイツ語基礎1B 1  1   

ドイツ語基礎2A 1  1   

ドイツ語基礎2B 1  1   

スペイン語基礎1A 1  1   

スペイン語基礎1B 1  1   

スペイン語基礎2A 1  1   

スペイン語基礎2B 1  1   

Basic English A 1   1  

Basic English B 1   1  

フランス語中級3A 1   1  

フランス語中級3B 1   1  

フランス語中級4A 1   1  

フランス語中級4B 1   1  

フランス語初級1A 1   1  

フランス語初級1B 1   1  
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フランス語初級2A 1   1  

フランス語初級2B 1   1  

フランス語中級1A 1   1  

フランス語中級1B 1   1  

フランス語中級2A 1   1  

フランス語中級2B 1   1  

フランス語上級1A 1   1  

フランス語上級1B 1   1  

フランス語上級2A 1   1  

フランス語上級2B 1   1  

ドイツ語中級3A 1   1  

ドイツ語中級3B 1   1  

ドイツ語中級4A 1   1  

ドイツ語中級4B 1   1  

ドイツ語初級1A 1   1  

ドイツ語初級1B 1   1  

ドイツ語初級2A 1   1  

ドイツ語初級2B 1   1  

ドイツ語中級1A 1   1  

ドイツ語中級1B 1   1  

ドイツ語中級2A 1   1  

ドイツ語中級2B 1   1  

ドイツ語上級1A 1   1  

ドイツ語上級1B 1   1  

ドイツ語上級2A 1   1  

ドイツ語上級2B 1   1  

スペイン語中級A 1   1  

スペイン語中級B 1   1  

中国語中級3A 1   1  

中国語中級3B 1   1  

中国語中級4A 1   1  
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中国語中級4B 1   1  

中国語初級1A 1   1  

中国語初級1B 1   1  

中国語初級2A 1   1  

中国語初級2B 1   1  

中国語中級1A 1   1  

中国語中級1B 1   1  

中国語中級2A 1   1  

中国語中級2B 1   1  

中国語上級1A 1   1  

中国語上級1B 1   1  

中国語上級2A 1   1  

中国語上級2B 1   1  

コリア語基礎1A 1   1  

コリア語基礎1B 1   1  

コリア語基礎2A 1   1  

コリア語基礎2B 1   1  

インドネシア語初級A 1   1  

インドネシア語初級B 1   1  

タイ語初級A 1   1  

タイ語初級B 1   1  

ラテン語初級A 1   1  

ラテン語初級B 1   1  

ギリシア語初級A 1   1  

ギリシア語初級B 1   1  

ロシア語基礎1A 1   1  

ロシア語基礎1B 1   1  

ロシア語基礎2A 1   1  

ロシア語基礎2B 1   1  

イタリア語初級A 1   1  

イタリア語初級B 1   1  
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ポルトガル語初級A 1   1  

ポルトガル語初級B 1   1  

情報処理A 2   2  

情報処理B 2   2  

情報処理C 2   2  

情報処理D 2   2  

教育学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

基礎英語A 1  1   

基礎英語B 1  1   

英語リーディングA 1  1   

英語リーディングB 1  1   

口語英語A 1  1   

口語英語B 1  1   

総合英語A 1  1   

総合英語B 1  1   

時事英語A 1  1   

時事英語B 1  1   

英米文化表現A 1  1   

英米文化表現B 1  1   

英米作品講読A 1  1   

英米作品講読B 1  1   

現代英語応用A 1  1   

現代英語応用B 1  1   

上級コミュニケーション英

語A 

1  1   

上級コミュニケーション英

語B 

1  1   

上級時事英語A 1  1   

上級時事英語B 1  1   
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上級英語A 1  1   

上級英語B 1  1   

フランス語基礎1A 1  1   

フランス語基礎1B 1  1   

フランス語基礎2A 1  1   

フランス語基礎2B 1  1   

フランス語中級3A 1  1   

フランス語中級3B 1  1   

フランス語中級4A 1  1   

フランス語中級4B 1  1   

フランス語初級1A 1  1   

フランス語初級1B 1  1   

フランス語初級2A 1  1   

フランス語初級2B 1  1   

フランス語中級1A 1  1   

フランス語中級1B 1  1   

フランス語中級2A 1  1   

フランス語中級2B 1  1   

フランス語上級1A 1  1   

フランス語上級1B 1  1   

フランス語上級2A 1  1   

フランス語上級2B 1  1   

ドイツ語基礎1A 1  1   

ドイツ語基礎1B 1  1   

ドイツ語基礎2A 1  1   

ドイツ語基礎2B 1  1   

ドイツ語中級3A 1  1   

ドイツ語中級3B 1  1   

ドイツ語中級4A 1  1   

ドイツ語中級4B 1  1   

ドイツ語初級1A 1  1   
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ドイツ語初級1B 1  1   

ドイツ語初級2A 1  1   

ドイツ語初級2B 1  1   

ドイツ語中級1A 1  1   

ドイツ語中級1B 1  1   

ドイツ語中級2A 1  1   

ドイツ語中級2B 1  1   

ドイツ語上級1A 1  1   

ドイツ語上級1B 1  1   

ドイツ語上級2A 1  1   

ドイツ語上級2B 1  1   

中国語基礎1A 1  1   

中国語基礎1B 1  1   

中国語基礎2A 1  1   

中国語基礎2B 1  1   

中国語中級3A 1  1   

中国語中級3B 1  1   

中国語中級4A 1  1   

中国語中級4B 1  1   

中国語初級1A 1  1   

中国語初級1B 1  1   

中国語初級2A 1  1   

中国語初級2B 1  1   

中国語中級1A 1  1   

中国語中級1B 1  1   

中国語中級2A 1  1   

中国語中級2B 1  1   

中国語上級1A 1  1   

中国語上級1B 1  1   

中国語上級2A 1  1   

中国語上級2B 1  1   
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コリア語基礎1A 1  1   

コリア語基礎1B 1  1   

コリア語基礎2A 1  1   

コリア語基礎2B 1  1   

インドネシア語初級A 1  1   

インドネシア語初級B 1  1   

タイ語初級A 1  1   

タイ語初級B 1  1   

ラテン語初級A 1  1   

ラテン語初級B 1  1   

ギリシア語初級A 1  1   

ギリシア語初級B 1  1   

ロシア語基礎1A 1  1   

ロシア語基礎1B 1  1   

ロシア語基礎2A 1  1   

ロシア語基礎2B 1  1   

イタリア語初級A 1  1   

イタリア語初級B 1  1   

スペイン語基礎1A 1  1   

スペイン語基礎1B 1  1   

スペイン語基礎2A 1  1   

スペイン語基礎2B 1  1   

スペイン語中級A 1  1   

スペイン語中級B 1  1   

ポルトガル語初級A 1  1   

ポルトガル語初級B 1  1   

情報処理A 2   2  

情報処理B 2   2  

情報処理C 2   2  

情報処理D 2   2  

海外研修英語 2  2   
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海外研修中国語 2  2   

書道学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

書道学基礎演習 2 2    

中国語学基礎演習1 2 2    

中国語学基礎演習2 2 2    

中国語学基礎演習3 2 2    

中国語学基礎演習4 2 2    

基礎英語A 1  1   

基礎英語B 1  1   

英語リーディングA 1  1   

英語リーディングB 1  1   

口語英語A 1  1   

口語英語B 1  1   

総合英語A 1  1   

総合英語B 1  1   

時事英語A 1  1   

時事英語B 1  1   

英米文化表現A 1  1   

英米文化表現B 1  1   

英米作品講読A 1  1   

英米作品講読B 1  1   

現代英語応用A 1  1   

現代英語応用B 1  1   

中国語初級1A 1  1   

中国語初級1B 1  1   

中国語初級2A 1  1   

中国語初級2B 1  1   

中国語中級1A 1  1   

中国語中級1B 1  1   
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中国語中級2A 1  1   

中国語中級2B 1  1   

中国語中級3A 1  1   

中国語中級3B 1  1   

中国語中級4A 1  1   

中国語中級4B 1  1   

フランス語基礎1A 1  1   

フランス語基礎1B 1  1   

フランス語基礎2A 1  1   

フランス語基礎2B 1  1   

ドイツ語基礎1A 1  1   

ドイツ語基礎1B 1  1   

ドイツ語基礎2A 1  1   

ドイツ語基礎2B 1  1   

中国語上級1A 1  1   

中国語上級1B 1  1   

中国語上級2A 1  1   

中国語上級2B 1  1   

海外研修英語 2  2   

海外研修中国語 2  2   

情報処理A 2   2  

情報処理B 2   2  

情報処理C 2   2  

情報処理D 2   2  

歴史文化学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

基礎英語A 1  1   

基礎英語B 1  1   

英語リーディングA 1  1   

英語リーディングB 1  1   
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口語英語A 1  1   

口語英語B 1  1   

総合英語A 1  1   

総合英語B 1  1   

時事英語A 1  1   

時事英語B 1  1   

英米文化表現A 1  1   

英米文化表現B 1  1   

英米作品講読A 1  1   

英米作品講読B 1  1   

現代英語応用A 1  1   

現代英語応用B 1  1   

上級英語A 1  1   

上級英語B 1  1   

フランス語基礎1A 1  1   

フランス語基礎1B 1  1   

フランス語基礎2A 1  1   

フランス語基礎2B 1  1   

フランス語初級1A 1  1   

フランス語初級1B 1  1   

フランス語初級2A 1  1   

フランス語初級2B 1  1   

フランス語中級1A 1  1   

フランス語中級1B 1  1   

フランス語中級2A 1  1   

フランス語中級2B 1  1   

フランス語中級3A 1  1   

フランス語中級3B 1  1   

フランス語中級4A 1  1   

フランス語中級4B 1  1   

フランス語上級1A 1  1   
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フランス語上級1B 1  1   

フランス語上級2A 1  1   

フランス語上級2B 1  1   

ドイツ語基礎1A 1  1   

ドイツ語基礎1B 1  1   

ドイツ語基礎2A 1  1   

ドイツ語基礎2B 1  1   

ドイツ語初級1A 1  1   

ドイツ語初級1B 1  1   

ドイツ語初級2A 1  1   

ドイツ語初級2B 1  1   

ドイツ語中級1A 1  1   

ドイツ語中級1B 1  1   

ドイツ語中級2A 1  1   

ドイツ語中級2B 1  1   

ドイツ語中級3A 1  1   

ドイツ語中級3B 1  1   

ドイツ語中級4A 1  1   

ドイツ語中級4B 1  1   

ドイツ語上級1A 1  1   

ドイツ語上級1B 1  1   

ドイツ語上級2A 1  1   

ドイツ語上級2B 1  1   

中国語基礎1A 1  1   

中国語基礎1B 1  1   

中国語基礎2A 1  1   

中国語基礎2B 1  1   

中国語初級1A 1  1   

中国語初級1B 1  1   

中国語初級2A 1  1   

中国語初級2B 1  1   
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中国語中級1A 1  1   

中国語中級1B 1  1   

中国語中級2A 1  1   

中国語中級2B 1  1   

中国語中級3A 1  1   

中国語中級3B 1  1   

中国語中級4A 1  1   

中国語中級4B 1  1   

中国語上級1A 1  1   

中国語上級1B 1  1   

中国語上級2A 1  1   

中国語上級2B 1  1   

コリア語基礎1A 1  1   

コリア語基礎1B 1  1   

コリア語基礎2A 1  1   

コリア語基礎2B 1  1   

ロシア語基礎1A 1  1   

ロシア語基礎1B 1  1   

ロシア語基礎2A 1  1   

ロシア語基礎2B 1  1   

イタリア語初級A 1  1   

イタリア語初級B 1  1   

スペイン語基礎1A 1  1   

スペイン語基礎1B 1  1   

スペイン語基礎2A 1  1   

スペイン語基礎2B 1  1   

スペイン語中級A 1  1   

スペイン語中級B 1  1   

ポルトガル語初級A 1  1   

ポルトガル語初級B 1  1   

海外研修英語 2  2   
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海外研修中国語 2  2   

情報処理A 2   2  

情報処理B 2   2  

情報処理C 2   2  

情報処理D 2   2  

(2) 専門教育科目 

日本文学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

日本文学基礎演習 4 4    

卒業論文 6 6    

日本文学史概説1A 2 2    

日本文学史概説1B 2 2    

日本文学史概説2 4 4    

日本文学演習1 2  2   

日本文学演習2 2  2   

日本文学演習3 2  2   

日本文学演習4 2  2   

日本文学演習5 2  2   

日本文学演習6 2  2   

日本語学概説（音声言語を

含む。） 

4  4   

言語学概説A 2  2   

言語学概説B 2  2   

日本文法論A 2  2   

日本文法論B 2  2   

日本文学講読1A 2  2   

日本文学講読1B 2  2   

日本文学講読2A 2  2   

日本文学講読2B 2  2   

日本文学講読3A 2  2   
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日本文学講読3B 2  2   

日本文学講読4A 2  2   

日本文学講読4B 2  2   

日本文学講読5A 2  2   

日本文学講読5B 2  2   

日本文学講読6A 2  2   

日本文学講読6B 2  2   

日本文学講読7A 2  2   

日本文学講読7B 2  2   

日本文学講読8A 2  2   

日本文学講読8B 2  2   

日本文学講読9A 2  2   

日本文学講読9B 2  2   

日本文学講読10A 2  2   

日本文学講読10B 2  2   

日本語学講読1A 2  2   

日本語学講読1B 2  2   

日本語学講読2A 2  2   

日本語学講読2B 2  2   

日本文化史講読1A 2  2   

日本文化史講読1B 2  2   

日本文化史講読2A 2  2   

日本文化史講読2B 2  2   

古典文学特殊講義1A 2  2   

古典文学特殊講義1B 2  2   

古典文学特殊講義2A 2  2   

古典文学特殊講義2B 2  2   

古典文学特殊講義3A 2  2   

古典文学特殊講義3B 2  2   

古典文学特殊講義4A 2  2   

古典文学特殊講義4B 2  2   
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近・現代文学特殊講義1A 2  2   

近・現代文学特殊講義1B 2  2   

近・現代文学特殊講義2A 2  2   

近・現代文学特殊講義2B 2  2   

近・現代文学特殊講義3A 2  2   

近・現代文学特殊講義3B 2  2   

近・現代文学特殊講義4A 2  2   

近・現代文学特殊講義4B 2  2   

日本語学特殊講義1A 2  2   

日本語学特殊講義1B 2  2   

日本語学特殊講義2A 2  2   

日本語学特殊講義2B 2  2   

比較文学・文化特殊講義

1A 

2  2   

比較文学・文化特殊講義

1B 

2  2   

比較文学・文化特殊講義

2A 

2  2   

比較文学・文化特殊講義

2B 

2  2   

比較文学・文化特殊講義

3A 

2  2   

比較文学・文化特殊講義

3B 

2  2   

比較文学・文化特殊講義

4A 

2  2   

比較文学・文化特殊講義

4B 

2  2   

日本文化史特殊講義1A 2  2   

日本文化史特殊講義1B 2  2   

日本文化史特殊講義2A 2  2   
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日本文化史特殊講義2B 2  2   

日本文化史特殊講義3A 2  2   

日本文化史特殊講義3B 2  2   

日本文化史特殊講義4A 2  2   

日本文化史特殊講義4B 2  2   

上代文学演習 8  8   

中古文学演習 8  8   

中世文学演習 8  8   

近世文学演習 8  8   

近・現代文学演習 8  8   

日本語学演習 8  8   

比較文学・文化演習 8  8   

基礎古典 2   2  

文章表現法1 2   2  

文章表現法2 2   2  

創作 4   4  

中国哲学史 4   4  

中国文学史 4   4  

中国哲学史講義 4   4  

中国文学史講義 4   4  

中国文学講義1 4   4  

中国哲学講義1 4   4  

中国文学講義2 4   4  

中国文学講読3 4   4  

中国哲学講読3 4   4  

中国文学特殊講義 4   4  

中国哲学特殊講義 4   4  

日本漢文学史概説 4   4  

漢文学講読 4   4  

日本文学概説1 2   2  

日本文学概説2 2   2  
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日本文学情報処理 4   4  

漢字教育法 4   4  

教科教育法（国語）1A 2   2  

教科教育法（国語）1B 2   2  

教科教育法（国語）2A 2   2  

教科教育法（国語）2B 2   2  

日本語教授法A 2   2  

日本語教授法B 2   2  

中国美術史 2   2  

書論研究 2   2  

教科教育法（書道）A 2   2  

教科教育法（書道）B 2   2  

日本美術史 2   2  

中国絵画演習 2   2  

近現代書道史概説 2   2  

日本書道史概説A 2   2  

日本書道史概説B 2   2  

中国書道史概説A 2   2  

中国書道史概説B 2   2  

書論・鑑賞概説 4   4  

漢字作品制作研究 4   4  

仮名作品制作研究 4   4  

漢字仮名交じりの書法 2   2  

書道美学概説 2   2  

教科教育法特殊講義（漢

文） 

4   4  

篆刻学概論 2   2  

古文書学概説 2   2  

漢字書法演習 2   2  

仮名書法演習 2   2  

篆刻法演習 2   2  
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日本文学特殊講義（古筆

学） 

2   2  

中国文学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

漢文入門 4 4    

中国語入門 4 4    

中国文学基礎演習1（唐

詩） 

2 2    

中国哲学基礎演習1（論

語） 

2 2    

中国文学基礎演習2（十八

史略） 

2 2    

中国哲学基礎演習2（孟

子） 

2 2    

中国語基礎演習 2 2    

卒業論文 6 6    

中国文学特別演習1 2  2   

中国哲学特別演習1 2  2   

中国文学特別演習2 2  2   

中国哲学特別演習2 2  2   

中国文学史 4  4   

中国哲学史 4  4   

中国文学講読1 4  4   

中国哲学講読1 4  4   

中国語講読1 4  4   

中国文学講読2 4  4   

中国哲学講読2 4  4   

中国語講読2 4  4   

中国文学講義1 4  4   

中国哲学講義1 4  4   
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中国文学講義2 4  4   

中国哲学講義2 4  4   

中国文学講読3 4  4   

中国哲学講読3 4  4   

中国文学特殊講義 4  4   

中国哲学特殊講義 4  4   

日本漢文学史 4  4   

漢字教育法 4  4   

古典入門 2   2  

中国文化特別研究1 4   4  

中国文化特別研究2 4   4  

国文学史概説 4   4  

言語学概論 4   4  

文章表現法1 2   2  

文章表現法2 2   2  

教科教育法（国語）1A 2   2  

教科教育法（国語）1B 2   2  

教科教育法（国語）2A 2   2  

教科教育法（国語）2B 2   2  

教科教育法（書道）A 2   2  

教科教育法（書道）B 2   2  

教科教育法特殊講義（漢

文） 

4   4  

中国書道史A 2   2  

中国書道史B 2   2  

日本書道史A 2   2  

日本書道史B 2   2  

書論・鑑賞 4   4  

国語文法論A 2   2  

国語文法論B 2   2  

国文学概説1 2   2  
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国文学概説2 2   2  

古典文学特殊講義1A 2   2  

古典文学特殊講義1B 2   2  

古典文学特殊講義2A 2   2  

古典文学特殊講義2B 2   2  

国文学読解1 4   4  

国文学読解2 4   4  

比較文学・文化特殊講義

1A 

2   2  

比較文学・文化特殊講義

1B 

2   2  

日本文化史特殊講義1A 2   2  

日本文化史特殊講義1B 2   2  

古典文学特殊講義3A 2   2  

古典文学特殊講義3B 2   2  

古典文学特殊講義4A 2   2  

古典文学特殊講義4B 2   2  

比較文学・文化特殊講義

3A 

2   2  

比較文学・文化特殊講義

3B 

2   2  

日本文化史特殊講義3A 2   2  

日本文化史特殊講義3B 2   2  

漢字作品制作研究 4   4  

仮名作品制作研究 4   4  

漢字書法演習 2   2  

仮名書法演習 2   2  

漢字仮名交じりの書法2 2   2  

篆刻法演習 2   2  

書跡鑑賞研究 2   2  

書道美学概論 2   2  
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篆刻学概論 2   2  

書写書道教育学概説 2   2  

古文書学概説 2   2  

書跡文化財学概説 2   2  

近現代書道史概論 2   2  

日本文学特殊講義（古筆

学） 

2   2  

中国美術史 2   2  

日本美術史 2   2  

実用書法 1   1  

書写書道教育学演習 2   2  

書論読解 2   2  

中国絵画演習 2   2  

美術概論 2   2  

美術教育1 2   2  

美術教育2 2   2  

美術教育3 4   4  

美術研究1 2   2  

美術研究2 2   2  

美術研究3 2   2  

美術研究4 2   2  

美術研究5 2   2  

美術研究6 2   2  

英米文学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

英文学入門 2 2    

米文学入門 2 2    

英語学入門A 2 2    

英語学入門B 2 2    

≪ゼミナール形式科目≫      
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ゼミナール 4  4   

卒業論文 6  6   

≪英米文学系科目群≫      

英米小説を味わうA 2  2   

英米小説を味わうB 2  2   

英語の詩を味わうA 2  2   

英語の詩を味わうB 2  2   

英語の演劇を味わうA 2  2   

英語の演劇を味わうB 2  2   

英米児童文学を味わうA 2  2   

英米児童文学を味わうB 2  2   

英米小説演習1A 2  2   

英米小説演習1B 2  2   

英米小説演習2A 2  2   

英米小説演習2B 2  2   

英米詩演習1A 2  2   

英米詩演習1B 2  2   

英米詩演習2A 2  2   

英米詩演習2B 2  2   

英米演劇演習1A 2  2   

英米演劇演習1B 2  2   

英米演劇演習2A 2  2   

英米演劇演習2B 2  2   

英米児童文学演習1A 2  2   

英米児童文学演習1B 2  2   

英米児童文学演習2A 2  2   

英米児童文学演習2B 2  2   

≪英語学系科目群≫      

英語の音声A 2  2   

英語の音声B 2  2   

英語学演習1A 2  2   
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英語学演習1B 2  2   

英語学演習2A 2  2   

英語学演習2B 2  2   

英文法論A 2  2   

英文法論B 2  2   

英語文体論A 2  2   

英語文体論B 2  2   

翻訳論演習A 2  2   

翻訳論演習B 2  2   

英語コーパス演習A 2  2   

英語コーパス演習B 2  2   

≪文化論系科目群≫      

文化の中の英米女性A 2  2   

文化の中の英米女性B 2  2   

東西文化交流論A 2  2   

東西文化交流論B 2  2   

比較文化論演習A 2  2   

比較文化論演習B 2  2   

演劇文化論A 2  2   

演劇文化論B 2  2   

≪英語運用能力を高めるた

めの科目≫ 

     

現代英語応用A 1  1   

現代英語応用B 1  1   

上級英語A 1  1   

上級英語B 1  1   

English Composition A 1  1   

English Composition B 1  1   

English Conversation A 1  1   

English Conversation B 1  1   

英語・文化コミュニケーシ 2  2   
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ョン演習1 

英語・文化コミュニケーシ

ョン演習2 

2  2   

≪英米文学系科目≫      

英米詩の世界A 2   2  

英米詩の世界B 2   2  

英米小説と批評A 2   2  

英米小説と批評B 2   2  

文学と精神分析A 2   2  

文学と精神分析B 2   2  

シェイクスピアの世界A 2   2  

シェイクスピアの世界B 2   2  

英米児童文学の世界A 2   2  

英米児童文学の世界B 2   2  

≪英語学系科目群≫      

言語のしくみA 2   2  

言語のしくみB 2   2  

メディアと英語A 2   2  

メディアと英語B 2   2  

英語の歴史A 2   2  

英語の歴史B 2   2  

ことばと社会A 2   2  

ことばと社会B 2   2  

教科教育法（英語）基礎A 2   2  

教科教育法（英語）基礎B 2   2  

教科教育法（英語）応用A 2   2  

教科教育法（英語）応用B 2   2  

≪文化論系科目群≫      

イギリス文化論A 2   2  

イギリス文化論B 2   2  

アメリカ文化論A 2   2  
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アメリカ文化論B 2   2  

Multicultural Writers A 2   2  

Multicultural Writers B 2   2  

Lesbian/Gay Studies A 2   2  

Lesbian/Gay Studies B 2   2  

ウェールズの文化とことば

A 

2   2  

ウェールズの文化とことば

B 

2   2  

写本と活字の出版文化A 2   2  

写本と活字の出版文化B 2   2  

文学と美術A 2   2  

文学と美術B 2   2  

Film Studies A 2   2  

Film Studies B 2   2  

英米文学とキリスト教A 2   2  

英米文学とキリスト教B 2   2  

教育学科 

区分 授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

（必修科目） 

基礎演習1 4 4    

基礎演習2A 2 2    

基礎演習2B 2 2    

教育学概論1（人間と教

育） 

2 2    

教育学概論2（社会と教

育） 

2 2    

教育心理学概論1（発達と

教育1） 

2 2    

教育心理学概論2（発達と 2 2    
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教育2） 

教育学演習1 4 4    

（選択必修科目） 

教育思想 2  2   

日本教育史概論 2  2   

教育社会学 2  2   

教育法 2  2   

教育行政 2  2   

学校論 2  2   

教育と社会特別研究1 2  2   

教育と社会特別研究2 2  2   

道徳教育論 2  2   

教育史1 2  2   

教育史2 2  2   

人権と教育 2  2   

教育課程論 2  2   

教育方法論（ICT活用を含

む） 

2  2   

現代子ども論1 2  2   

現代子ども論2 2  2   

学校教育特別研究1 2  2   

学校教育特別研究2 2  2   

野外教育 2  2   

教育メディアとICT 2  2   

臨床心理学 2  2   

コミュニティ心理学 2  2   

児童文学教育論 2  2   

算数・数学教育実践論 2  2   

児童文化 2  2   

子ども家庭福祉 2  2   

社会福祉 2  2   
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社会的養護Ⅰ 2  2   

保育心理学 2  2   

子ども家庭支援の心理学 2  2   

障害児保育 2  2   

子育て支援 1  1   

学校地域福祉論 2  2   

発達心理学A 2  2   

発達心理学B 2  2   

青年の理解と指導（進路指

導を含む） 

2  2   

保育内容総論 2  2   

幼児教育論 2  2   

家庭支援論 2  2   

乳児保育 2  2   

保育相談支援 1  1   

教育と人間特別研究1 2  2   

教育と人間特別研究2 2  2   

特別支援教育 2  2   

特別支援教育指導法 2  2   

幼児と健康 1  1   

幼児と人間関係 1  1   

幼児と環境 1  1   

幼児と言葉 1  1   

幼児と表現 1  1   

領域「健康」の指導法 2  2   

領域「人間関係」の指導法 2  2   

領域「環境」の指導法 2  2   

領域「言葉」の指導法 2  2   

領域「表現」の指導法 2  2   

生涯学習概論1 2  2   

生涯学習概論2 2  2   
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生涯学習支援論1 2  2   

生涯学習支援論2 2  2   

社会教育経営論1 2  2   

社会教育経営論2 2  2   

文化と生涯教育 2  2   

平和と教育 2  2   

ダイバーシティと教育 2  2   

博物館学概論1 2  2   

博物館学概論2 2  2   

社会心理学 2  2   

社会教育特別研究1 2  2   

社会教育特別研究2 2  2   

社会教育演習1 2  2   

社会教育演習2 1  1   

学校経営と学校図書館 2  2   

学習指導と学校図書館 2  2   

読書と豊かな人間性 2  2   

美術概論 2  2   

音楽概論 2  2   

表現と教育 2  2   

美術教育1 2  2   

美術教育2 2  2   

美術教育3 4  4   

美術研究1 2  2   

美術研究2 2  2   

美術研究3 2  2   

美術研究4 2  2   

美術研究5 2  2   

美術研究6 2  2   

美術研究7A 1  1   

美術研究7B 1  1   
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音楽研究1 2  2   

音楽研究2 2  2   

音楽研究3 2  2   

音楽研究4 2  2   

音楽研究5 2  2   

音楽研究6 2  2   

ピアノ1 2  2   

ピアノ2 2  2   

表現と教育特別研究 2  2   

書道（漢字Ⅰ） 2  2   

書道（仮名Ⅰ） 2  2   

舞台芸術研究 2  2   

舞踊文化研究 2  2   

コミュニケーション論A 2  2   

コミュニケーション論B 2  2   

カウンセリング研究 2  2   

美術史1 2  2   

美術史2 2  2   

現代美術論 2  2   

音楽史 2  2   

現代音楽論 2  2   

生徒指導論 2  2   

進路指導論 1  1   

教師論 2  2   

教育相談 2  2   

総合的な学習の理論と方法 2  2   

特別活動論 1  1   

幼児の理解と指導 2  2   

教育とメディア特別研究 2  2   

教科教育法（国語） 2  2   

教科教育法（国語・書写） 1  1   
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教科教育法（社会） 2  2   

教科教育法（算数） 2  2   

教科教育法（理科） 2  2   

教科教育法（生活） 2  2   

教科教育法（音楽） 2  2   

教科教育法（図工） 2  2   

教科教育法（体育） 2  2   

教科教育法（家庭） 2  2   

教科教育法（外国語） 2  2   

小学校外国語教育の研究 2  2   

教育学演習2 4  4   

卒業論文 6  6   

書道学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

（必修科目）      

書道学概論1 2 2    

書道学概論2 2 2    

楷書法1（書写を含む） 2 2    

行草書法1（書写を含む） 2 2    

篆隷書法1 2 2    

仮名書法1（書写を含む） 2 2    

中国書道史通論 2 2    

中国書道史特論 2 2    

日本書道史通論 2 2    

日本書道史特論 2 2    

書学基礎研究1 2 2    

書学基礎研究2 2 2    

（選択必修科目）      

書学      

書学演習A 2  2   
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書学演習B 2  2   

書学演習C 2  2   

書学演習D 2  2   

書作      

書作演習A 2  2   

書作演習B 2  2   

書作演習C 2  2   

書作演習D 2  2   

卒業論文A 3  3   

卒業論文B 3  3   

卒業論文C 3  3   

卒業論文D 3  3   

卒業制作A 3  3   

卒業制作B 3  3   

卒業制作C 3  3   

卒業制作D 3  3   

日本文学史概説A 2  2   

日本文学史概説B 2  2   

漢文学入門 4  4   

漢文学講読演習 4  4   

日本語学概説（音声言語を

含む） 

4  4   

言語学概説 4  4   

日本文化実地演習 2  2   

漢字文化実地演習 2  2   

古文書学概説A 2  2   

古文書学概説B 2  2   

日本文学特殊講義（古筆

学） 

2  2   

日本文学特殊講義（写本

学） 

2  2   
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日本文学特殊講義（文学者

と書斎活動） 

2  2   

国文学講読1 4  4   

国文学講読2 4  4   

文章表現法 4  4   

漢文学講読 4  4   

漢文哲学講読 4  4   

楷書法2 1  1   

行草書法2 1  1   

篆隷書法2 1  1   

仮名書法2 2  2   

篆刻法 2  2   

篆刻学概論 2  2   

漢字仮名交じりの書法1 2  2   

書写書道教育学概説 2  2   

近現代書道史 2  2   

漢字作品制作研究 4  4   

仮名作品制作研究 4  4   

漢字書法演習 2  2   

仮名書法演習 2  2   

用具用材研究 2  2   

書論講読 2  2   

表装研究A（表装基礎） 2  2   

表装研究B（保存修復） 2  2   

漢字仮名交じりの書法2 2  2   

篆刻法演習 2  2   

書跡鑑賞研究 2  2   

書道美学論 2  2   

教科教育法（書道）A 2  2   

教科教育法（書道）B 2  2   

教科教育法（国語）1A 2  2   
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教科教育法（国語）1B 2  2   

教科教育法（国語）2A 2  2   

教科教育法（国語）2B 2  2   

（選択科目）      

美術概論 2   2  

美術教育1 2   2  

美術教育2 2   2  

美術教育3 4   4  

音楽概論 2   2  

中国文学史 4   4  

中国哲学史 4   4  

美術研究1 2   2  

美術研究2 2   2  

美術研究3 2   2  

美術研究4 2   2  

美術研究5 2   2  

美術研究6 2   2  

古典文学特殊講義1A 2   2  

古典文学特殊講義1B 2   2  

古典文学特殊講義2A 2   2  

古典文学特殊講義2B 2   2  

近・現代文学特殊講義1A 2   2  

近・現代文学特殊講義1B 2   2  

日本語学特殊講義1A 2   2  

日本語学特殊講義1B 2   2  

比較文学・文化特殊講義

1A 

2   2  

比較文学・文化特殊講義

1B 

2   2  

日本文化史特殊講義1A 2   2  

日本文化史特殊講義1B 2   2  
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中国美術史 2   2  

日本美術史 2   2  

古典文学特殊講義3A 2   2  

古典文学特殊講義3B 2   2  

古典文学特殊講義4A 2   2  

古典文学特殊講義4B 2   2  

近・現代文学特殊講義3A 2   2  

近・現代文学特殊講義3B 2   2  

日本語学特殊講義2A 2   2  

日本語学特殊講義2B 2   2  

比較文学・文化特殊講義

3A 

2   2  

比較文学・文化特殊講義

3B 

2   2  

日本文化史特殊講義3A 2   2  

日本文化史特殊講義3B 2   2  

実用書法 1   1  

書写書道教育学演習 2   2  

中国文学講読2 4   4  

中国哲学講読2 4   4  

中国文学講義1 4   4  

中国哲学講義1 4   4  

中国文学講義2 4   4  

中国哲学講義2 4   4  

中国文学講読3 4   4  

中国哲学講読3 4   4  

中国文学特殊講義 4   4  

中国哲学特殊講義 4   4  

日本漢文学史 4   4  

中国絵画演習 2   2  

書道（仮名Ⅰ） 2   2  
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書道（漢字Ⅰ） 2   2  

書道（仮名Ⅱ） 2   2  

書道（漢字Ⅱ） 2   2  

書道（漢字仮名交じりの

書） 

2   2  

書道（篆刻） 2   2  

歴史文化学科（日本史コース、東西文化コース、観光歴史学コース） 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

（必修科目） 

歴史文化学入門A 2 2    

歴史文化学入門B 2 2    

基礎演習A 2 2    

基礎演習B 2 2    

専門演習 4 4    

卒業研究 6 6    

（専門基礎科目） 

日本史概説A 2  2   

日本史概説B 2  2   

西洋史概説A 2  2   

西洋史概説B 2  2   

東洋史概説A 2  2   

東洋史概説B 2  2   

宗教学概説A 2  2   

宗教学概説B 2  2   

西洋文化史概論 2  2   

東洋文化史概論 2  2   

観光歴史学概論A 2  2   

観光歴史学概論B 2  2   

日本考古学概説A 2  2   

日本考古学概説B 2  2   
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専門支援科目 

漢文入門A 2  2   

漢文入門B 2  2   

漢文基礎A 2  2   

漢文基礎B 2  2   

西洋古典語入門1A 2  2   

西洋古典語入門2A 2  2   

西洋古典語基礎1B 2  2   

西洋古典語基礎2B 2  2   

観光英語A 1  1   

観光英語B 1  1   

上級観光英語A 1  1   

上級観光英語B 1  1   

添乗英語A 1  1   

添乗英語B 1  1   

日本史コース科目 

日本古代・中世史研究A 2  2   

日本古代・中世史研究B 2  2   

日本近世・近代史研究A 2  2   

日本近世・近代史研究B 2  2   

日本古代・中世史史料講読

A 

2  2   

日本古代・中世史史料講読

B 

2  2   

日本近世・近代史史料講読

A 

2  2   

日本近世・近代史史料講読

B 

2  2   

鎌倉時代史研究A 2  2   

鎌倉時代史研究B 2  2   

戦国時代史研究A 2  2   
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戦国時代史研究B 2  2   

江戸文化史研究 2  2   

明治維新史研究A 2  2   

明治維新史研究B 2  2   

昭和史研究A 2  2   

昭和史研究B 2  2   

日本古代・中世史史料演習

A 

2  2   

日本古代・中世史史料演習

B 

2  2   

日本近世・近代史史料演習

A 

2  2   

日本近世・近代史史料演習

B 

2  2   

江戸文化史演習 2  2   

東西文化コース科目 

西洋古代・中世史研究 2  2   

ヨーロッパ史研究A 2  2   

西洋近世・近代史研究 2  2   

ヨーロッパ史研究B 2  2   

東洋古代・中世史研究 2  2   

西アジア史研究 2  2   

東洋近世・近代史研究 2  2   

シルクロード史研究 2  2   

西洋史史料講読 2  2   

東洋史史料講読 2  2   

仏教史研究 2  2   

現代史研究 2  2   

近代文化史研究 2  2   

交流史研究 2  2   

ヨーロッパ史研究C 2  2   
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中東史研究 2  2   

ギリシア・ラテン文化史研

究 

2  2   

キリスト教史研究 2  2   

中国文化史研究 2  2   

西洋古典演習 2  2   

中国書演習 2  2   

比較文明論演習 2  2   

ドイツ書演習 2  2   

フランス書演習 2  2   

東西文化特別演習 2  2   

観光歴史学コース科目 

旅行業務概論A 2  2   

旅行業務概論B 2  2   

旅行業・観光事業の現状と

課題研究A 

2  2   

旅行業・観光事業の現状と

課題研究B 

2  2   

観光と現代社会研究A 2  2   

観光と現代社会研究B 2  2   

世界遺産と観光研究A 2  2   

世界遺産と観光研究B 2  2   

博物館概論A 2  2   

博物館概論B 2  2   

日本観光史研究A 2  2   

日本観光史研究B 2  2   

世界観光史研究A 2  2   

世界観光史研究B 2  2   

ミュージアムと観光研究A 2  2   

ミュージアムと観光研究B 2  2   

観光歴史学実習A 2  2   
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観光歴史学実習B 2  2   

選択科目 

人文地理学概説A 2   2  

人文地理学概説B 2   2  

自然地理学概説A 2   2  

自然地理学概説B 2   2  

地誌学概説A 2   2  

地誌学概説B 2   2  

行政法概説A 2   2  

行政法概説B 2   2  

政治学概説A 2   2  

政治学概説B 2   2  

地方自治概説A 2   2  

地方自治概説B 2   2  

行政学概説A 2   2  

行政学概説B 2   2  

社会学概説A 2   2  

社会学概説B 2   2  

経済学概説A 2   2  

経済学概説B 2   2  

哲学概説A 2   2  

哲学概説B 2   2  

倫理学概説A 2   2  

倫理学概説B 2   2  

教科教育法（社会）A 2   2  

教科教育法（社会）B 2   2  

教科教育法（社会）C 2   2  

教科教育法（社会）D 2   2  

教科教育法（地理歴史）A 2   2  

教科教育法（地理歴史）B 2   2  

(3) 全学共通科目 
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日本文学科、中国文学科、英米文学科（共通） 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

1．基本科目 

A系 人間と文化（人文系） 

哲学A 2   2  

哲学B 2   2  

文学A 2   2  

文学B 2   2  

論理学A 2   2  

論理学B 2   2  

倫理学A 2   2  

倫理学B 2   2  

宗教学A 2   2  

宗教学B 2   2  

歴史学A 2   2  

歴史学B 2   2  

考古学A 2   2  

考古学B 2   2  

文化史A 2   2  

文化史B 2   2  

芸術学A 2   2  

芸術学B 2   2  

地理学A 2   2  

地理学B 2   2  

言語学A 2   2  

言語学B 2   2  

B系 社会と生活（社会系） 

法学A 2   2  

法学B 2   2  

社会学A 2   2  
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社会学B 2   2  

政治学A 2   2  

政治学B 2   2  

経済学A 2   2  

経済学B 2   2  

心理学A 2   2  

心理学B 2   2  

教育学A 2   2  

教育学B 2   2  

民俗学A 2   2  

民俗学B 2   2  

文化人類学A 2   2  

文化人類学B 2   2  

C系 自然と環境（自然系） 

数学A 2   2  

数学B 2   2  

地学A 2   2  

地学B 2   2  

生物学A 2   2  

生物学B 2   2  

生態学A 2   2  

生態学B 2   2  

現代科学A 2   2  

現代科学B 2   2  

情報科学A 2   2  

情報科学B 2   2  

自然科学A 2   2  

自然科学B 2   2  

D系 健康とスポーツ（保健体育系） 

総合体育A 1 1    

総合体育B 1 1    
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健康スポーツ科学A 2   2  

健康スポーツ科学B 2   2  

体育実技A 1   1  

体育実技B 1   1  

野外実習A 1   1  

野外実習B 1   1  

E系 知識創造と実践（総合系） 

データサイエンスA 2   2  

データサイエンスB 2   2  

2．課題（テーマ）科目 

第1群      

地域・国家・民族の考察A 2   2  

地域・国家・民族の考察B 2   2  

第2群      

女性・子ども・老人への視

点A 

2   2  

女性・子ども・老人への視

点B 

2   2  

第3群      

人権・民主主義・平和を考

えるA 

2   2  

人権・民主主義・平和を考

えるB 

2   2  

第4群      

現代社会の諸問題A 2   2  

現代社会の諸問題B 2   2  

第5群      

異文化・世界にふれるA 2   2  

異文化・世界にふれるB 2   2  

第6群      

自己・人間をみつめるA 2   2  
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自己・人間をみつめるB 2   2  

第7群      

キャリアデザインA 2   2  

キャリアデザインB 2   2  

第8群      

インターンシップA 2   2  

インターンシップB 2   2  

第9群      

全学共通特殊講義A 2   2  

全学共通特殊講義B 2   2  

3．発展科目 

日本史概論A 2   2  

日本史概論B 2   2  

西洋史概論 2   2  

東洋史概論 2   2  

日本の人文地理 2   2  

世界の人文地理 2   2  

日本の自然地理 2   2  

世界の自然地理 2   2  

日本地誌概論 2   2  

世界地誌概論 2   2  

日本国憲法 2   2  

法学概論 2   2  

情報処理 2   2  

哲学概論A 2   2  

哲学概論B 2   2  

倫理学概論A 2   2  

倫理学概論B 2   2  

心理学概論 2   2  

社会病理 2   2  

4．単位互換科目 
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5．「他学部・他学科開放」科目 

      

摘要 

① 単位互換科目は、他大学又は短期大学の単位互換による科目名及び単位数を適用

し、中国文学科及び英米文学科においては12単位を上限として選択単位とする。 

② 「他学部・他学科開放」科目は、他学部又は学科の科目名及び単位数を適用し、

中国文学科は28単位、英米文学科は12単位を上限として選択単位とする。 

③ 日本文学科においては、前①及び②の単位数の合計を、12単位を上限として選択

単位とする。 

教育学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

1．基本科目 

A系 人間と文化（人文系） 

哲学A 2  2   

哲学B 2  2   

文学A 2  2   

文学B 2  2   

論理学A 2  2   

論理学B 2  2   

倫理学A 2  2   

倫理学B 2  2   

宗教学A 2  2   

宗教学B 2  2   

歴史学A 2  2   

歴史学B 2  2   

考古学A 2  2   

考古学B 2  2   

文化史A 2  2   

文化史B 2  2   
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芸術学A 2  2   

芸術学B 2  2   

地理学A 2  2   

地理学B 2  2   

言語学A 2  2   

言語学B 2  2   

B系 社会と生活（社会系） 

法学A 2  2   

法学B 2  2   

社会学A 2  2   

社会学B 2  2   

政治学A 2  2   

政治学B 2  2   

経済学A 2  2   

経済学B 2  2   

心理学A 2  2   

心理学B 2  2   

教育学A 2  2   

教育学B 2  2   

民俗学A 2  2   

民俗学B 2  2   

文化人類学A 2  2   

文化人類学B 2  2   

C系 自然と環境（自然系） 

数学A 2  2   

数学B 2  2   

地学A 2  2   

地学B 2  2   

生物学A 2  2   

生物学B 2  2   

生態学A 2  2   
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生態学B 2  2   

現代科学A 2  2   

現代科学B 2  2   

情報科学A 2  2   

情報科学B 2  2   

自然科学A 2  2   

自然科学B 2  2   

D系 健康とスポーツ（保健体育系） 

総合体育A 1  1   

総合体育B 1  1   

健康スポーツ科学A 2  2   

健康スポーツ科学B 2  2   

体育実技A 1  1   

体育実技B 1  1   

野外実習A 1  1   

野外実習B 1  1   

E系 知識創造と実践（総合系） 

データサイエンスA 2  2   

データサイエンスB 2  2   

2．課題（テーマ）科目 

第1群      

地域・国家・民族の考察A 2  2   

地域・国家・民族の考察B 2  2   

第2群      

女性・子ども・老人への視

点A 

2  2   

女性・子ども・老人への視

点B 

2  2   

第3群      

人権・民主主義・平和を考

えるA 

2  2   
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人権・民主主義・平和を考

えるB 

2  2   

第4群      

現代社会の諸問題A 2  2   

現代社会の諸問題B 2  2   

第5群      

異文化・世界にふれるA 2  2   

異文化・世界にふれるB 2  2   

第6群      

自己・人間をみつめるA 2  2   

自己・人間をみつめるB 2  2   

第7群      

キャリアデザインA 2  2   

キャリアデザインB 2  2   

第8群      

インターンシップA 2  2   

インターンシップB 2  2   

第9群      

全学共通特殊講義A 2  2   

全学共通特殊講義B 2  2   

3．発展科目 

日本史概論A 2  2   

日本史概論B 2  2   

西洋史概論 2  2   

東洋史概論 2  2   

日本の人文地理 2  2   

世界の人文地理 2  2   

日本の自然地理 2  2   

世界の自然地理 2  2   

日本地誌概論 2  2   

世界地誌概論 2  2   
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日本国憲法 2  2   

法学概論 2  2   

情報処理 2  2   

哲学概論A 2  2   

哲学概論B 2  2   

倫理学概論A 2  2   

倫理学概論B 2  2   

心理学概論 2  2   

社会病理 2  2   

4．単位互換科目 

      

5．「他学部・他学科開放」科目 

      

摘要 

① 単位互換科目は、他大学又は短期大学の単位互換による科目名及び単位数を適用

し、８単位を上限として選択必修単位とする。 

② 「他学部・他学科開放」科目は、他学部又は学科の科目名及び単位数を適用し、

８単位を上限として選択必修単位とする。 

書道学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

1．基本科目 

A系 人間と文化（人文系） 

哲学A 2   2  

哲学B 2   2  

文学A 2   2  

文学B 2   2  

論理学A 2   2  

論理学B 2   2  

倫理学A 2   2  

倫理学B 2   2  
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宗教学A 2   2  

宗教学B 2   2  

歴史学A 2   2  

歴史学B 2   2  

考古学A 2   2  

考古学B 2   2  

文化史A 2   2  

文化史B 2   2  

芸術学A 2   2  

芸術学B 2   2  

地理学A 2   2  

地理学B 2   2  

言語学A 2   2  

言語学B 2   2  

B系 社会と生活（社会系） 

法学A 2   2  

法学B 2   2  

社会学A 2   2  

社会学B 2   2  

政治学A 2   2  

政治学B 2   2  

経済学A 2   2  

経済学B 2   2  

心理学A 2   2  

心理学B 2   2  

教育学A 2   2  

教育学B 2   2  

民俗学A 2   2  

民俗学B 2   2  

文化人類学A 2   2  

文化人類学B 2   2  
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C系 自然と環境（自然系） 

数学A 2   2  

数学B 2   2  

地学A 2   2  

地学B 2   2  

生物学A 2   2  

生物学B 2   2  

生態学A 2   2  

生態学B 2   2  

現代科学A 2   2  

現代科学B 2   2  

情報科学A 2   2  

情報科学B 2   2  

自然科学A 2   2  

自然科学B 2   2  

D系 健康とスポーツ（保健体育系） 

総合体育A 1   1  

総合体育B 1   1  

健康スポーツ科学A 2   2  

健康スポーツ科学B 2   2  

体育実技A 1   1  

体育実技B 1   1  

野外実習A 1   1  

野外実習B 1   1  

E系 知識創造と実践（総合系） 

データサイエンスA 2   2  

データサイエンスB 2   2  

2．課題（テーマ）科目 

第1群      

地域・国家・民族の考察A 2   2  

地域・国家・民族の考察B 2   2  
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第2群      

女性・子ども・老人への視

点A 

2   2  

女性・子ども・老人への視

点B 

2   2  

第3群      

人権・民主主義・平和を考

えるA 

2   2  

人権・民主主義・平和を考

えるB 

2   2  

第4群      

現代社会の諸問題A 2   2  

現代社会の諸問題B 2   2  

第5群      

異文化・世界にふれるA 2   2  

異文化・世界にふれるB 2   2  

第6群      

自己・人間をみつめるA 2   2  

自己・人間をみつめるB 2   2  

第7群      

キャリアデザインA 2   2  

キャリアデザインB 2   2  

第8群      

インターンシップA 2   2  

インターンシップB 2   2  

第9群      

全学共通特殊講義A 2   2  

全学共通特殊講義B 2   2  

3．発展科目 

日本史概論A 2   2  

日本史概論B 2   2  
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西洋史概論 2   2  

東洋史概論 2   2  

日本の人文地理 2   2  

世界の人文地理 2   2  

日本の自然地理 2   2  

世界の自然地理 2   2  

日本地誌概論 2   2  

世界地誌概論 2   2  

日本国憲法 2   2  

法学概論 2   2  

情報処理 2   2  

哲学概論A 2   2  

哲学概論B 2   2  

倫理学概論A 2   2  

倫理学概論B 2   2  

心理学概論 2   2  

社会病理 2   2  

4．単位互換科目 

      

5．「他学部・他学科開放」科目 

      

摘要 

① 単位互換科目は、他大学又は短期大学の単位互換による科目名及び単位数を適用

し、６単位を上限として選択単位とする。 

② 「他学部・他学科開放」科目は、他学部又は学科の科目名及び単位数を適用し、

16単位を上限として選択単位とする。 

歴史文化学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

1．基本科目 

A系 人間と文化（人文系） 
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哲学A 2   2  

哲学B 2   2  

文学A 2   2  

文学B 2   2  

論理学A 2   2  

論理学B 2   2  

倫理学A 2   2  

倫理学B 2   2  

宗教学A 2   2  

宗教学B 2   2  

歴史学A 2   2  

歴史学B 2   2  

考古学A 2   2  

考古学B 2   2  

文化史A 2   2  

文化史B 2   2  

芸術学A 2   2  

芸術学B 2   2  

地理学A 2   2  

地理学B 2   2  

言語学A 2   2  

言語学B 2   2  

B系 社会と生活（社会系） 

法学A 2   2  

法学B 2   2  

社会学A 2   2  

社会学B 2   2  

政治学A 2   2  

政治学B 2   2  

経済学A 2   2  

経済学B 2   2  
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心理学A 2   2  

心理学B 2   2  

教育学A 2   2  

教育学B 2   2  

民俗学A 2   2  

民俗学B 2   2  

文化人類学A 2   2  

文化人類学B 2   2  

C系 自然と環境（自然系） 

数学A 2   2  

数学B 2   2  

地学A 2   2  

地学B 2   2  

生物学A 2   2  

生物学B 2   2  

生態学A 2   2  

生態学B 2   2  

現代科学A 2   2  

現代科学B 2   2  

情報科学A 2   2  

情報科学B 2   2  

自然科学A 2   2  

自然科学B 2   2  

D系 健康とスポーツ（保健体育系） 

総合体育A 1 1    

総合体育B 1 1    

健康スポーツ科学A 2   2  

健康スポーツ科学B 2   2  

体育実技A 1   1  

体育実技B 1   1  

野外実習A 1   1  
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野外実習B 1   1  

E系 知識創造と実践（総合系） 

データサイエンスA 2   2  

データサイエンスB 2   2  

2．課題（テーマ）科目 

第1群      

地域・国家・民族の考察A 2   2  

地域・国家・民族の考察B 2   2  

第2群      

女性・子ども・老人への視

点A 

2   2  

女性・子ども・老人への視

点B 

2   2  

第3群      

人権・民主主義・平和を考

えるA 

2   2  

人権・民主主義・平和を考

えるB 

2   2  

第4群      

現代社会の諸問題A 2   2  

現代社会の諸問題B 2   2  

第5群      

異文化・世界にふれるA 2   2  

異文化・世界にふれるB 2   2  

第6群      

自己・人間をみつめるA 2   2  

自己・人間をみつめるB 2   2  

第7群      

キャリアデザインA 2   2  

キャリアデザインB 2   2  

第8群      
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インターンシップA 2   2  

インターンシップB 2   2  

第9群      

全学共通特殊講義A 2   2  

全学共通特殊講義B 2   2  

3．発展科目 

日本国憲法 2   2  

4．単位互換科目 

      

5．「他学部・他学科開放」科目 

      

摘要 

① 単位互換科目は、他大学又は短期大学の単位互換による科目名及び単位数を適用

し、歴史文化学科においては12単位を上限として選択単位とする。 

② 「他学部・他学科開放」科目は、他学部又は学科の科目名及び単位数を適用し、

歴史文化学科は28単位を上限として選択単位とする。 

(4) 外国人留学生に関する日本語科目等 

日本文学科、歴史文化学科（共通） 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

（活動コース）      

フィールドワークA 2   2  

フィールドワークB 2   2  

（内容コース）      

日本の政治・経済・社会A 2  2   

日本の文化・芸術A 2  2   

日本の歴史A 2  2   

現代日本の諸相A 2  2   

日本の政治・経済・社会B 2  2   

日本の文化・芸術B 2  2   

日本の歴史B 2  2   
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現代日本の諸相B 2  2   

（言語コース（発展））      

理解とコミュニケーション

A 

1  1   

理解とコミュニケーション

B 

1  1   

資料・文献読解A 1  1   

資料・文献読解B 1  1   

日本語文章表現A 1  1   

日本語文章表現B 1  1   

中国文学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

（活動コース）      

フィールドワークA 2   2  

フィールドワークB 2   2  

（内容コース）      

日本の政治・経済・社会A 2   2  

日本の文化・芸術A 2   2  

日本の歴史A 2   2  

現代日本の諸相A 2   2  

日本の政治・経済・社会B 2   2  

日本の文化・芸術B 2   2  

日本の歴史B 2   2  

現代日本の諸相B 2   2  

（言語コース（発展））      

理解とコミュニケーション

A 

1   1  

理解とコミュニケーション

B 

1   1  

資料・文献読解A 1   1  
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資料・文献読解B 1   1  

日本語文章表現A 1   1  

日本語文章表現B 1   1  

英米文学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

（活動コース）      

フィールドワークA 2   2  

フィールドワークB 2   2  

（内容コース）      

日本の政治・経済・社会A 2   2  

日本の文化・芸術A 2   2  

日本の歴史A 2   2  

現代日本の諸相A 2   2  

日本の政治・経済・社会B 2   2  

日本の文化・芸術B 2   2  

日本の歴史B 2   2  

現代日本の諸相B 2   2  

（言語コース（発展））      

理解とコミュニケーション

A 

1  1   

理解とコミュニケーション

B 

1  1   

資料・文献読解A 1  1   

資料・文献読解B 1  1   

日本語文章表現A 1  1   

日本語文章表現B 1  1   

教育学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

（活動コース）      
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フィールドワークA 2   2  

フィールドワークB 2   2  

（内容コース）      

日本の政治・経済・社会A 2  2   

日本の文化・芸術A 2  2   

日本の歴史A 2  2   

現代日本の諸相A 2  2   

日本の政治・経済・社会B 2  2   

日本の文化・芸術B 2  2   

日本の歴史B 2  2   

現代日本の諸相B 2  2   

（言語コース（発展））      

理解とコミュニケーション

A 

1  1   

理解とコミュニケーション

B 

1  1   

資料・文献読解A 1  1   

資料・文献読解B 1  1   

日本語文章表現A 1  1   

日本語文章表現B 1  1   

書道学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

（活動コース）      

フィールドワークA 2   2  

フィールドワークB 2   2  

（内容コース）      

日本の政治・経済・社会A 2  2   

日本の文化・芸術A 2  2   

日本の歴史A 2  2   

現代日本の諸相A 2  2   
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日本の政治・経済・社会B 2  2   

日本の文化・芸術B 2  2   

日本の歴史B 2  2   

現代日本の諸相B 2  2   

（言語コース（発展））      

理解とコミュニケーション

A 

1  1   

理解とコミュニケーション

B 

1  1   

資料・文献読解A 1  1   

資料・文献読解B 1  1   

日本語文章表現A 1  1   

日本語文章表現B 1  1   

(5) 教職課程関連科目 

日本文学科、中国文学科、英米文学科、書道学科、歴史文化学科（共通） 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

教職科目      

教育学概論 2    2 

教師論 1    1 

教育社会学 2    2 

教育法・行政 2    2 

教育心理学概論 2    2 

特別支援教育（介護等体験

の指導を含む。） 

2    2 

教育課程論 1    1 

道徳教育論 2    2 

特別活動論・総合的な学習

の理論と指導法 

2    2 

教育方法論（中高） 2    2 

情報通信技術活用論 1    1 
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生徒指導論（進路指導を含

む。） 

2    2 

教育相談（カウンセリング

を含む。） 

2    2 

教育実習1 1    1 

教育実習2（小中） 4    4 

教育実習2（中学） 4    4 

教育実習2（高校） 2    2 

教育実習A 1    1 

教育実習B 2    2 

教育実習C 2    2 

教育実習D 3    3 

教職実践演習（中高） 2    2 

教育史1 2    2 

教育史2 2    2 

平和と教育 2    2 

ダイバーシティと教育 2    2 

教職特別演習1 2    2 

教職特別演習2 2    2 

教職特別演習3 2    2 

学校安全論 2    2 

特別インターンシップ1 2    2 

特別インターンシップ2 2    2 

教育学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

教職科目      

教育実習1 1    1 

教育実習2（幼小） 4    4 

教育実習2（小中） 4    4 

教育実習A 1    1 

-学則-95-



 

教育実習B 2    2 

教育実習C 2    2 

教育実習D 3    3 

教職実践演習（幼小） 2    2 

特別インターンシップ1 2    2 

特別インターンシップ2 2    2 

教科科目      

国語 2    2 

社会1（歴史） 2    2 

社会2（地理） 2    2 

社会3（公民） 2    2 

算数 2    2 

理科1（地学） 2    2 

理科2（生物） 2    2 

理科3（化学） 2    2 

理科4（物理） 2    2 

生活 2    2 

音楽 2    2 

図画工作 2    2 

体育 2    2 

家庭 2    2 

外国語 2    2 

(6) 司書・司書教諭課程関連科目 

日本文学科、中国文学科、英米文学科、書道学科、歴史文化学科（共通） 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

生涯学習概論1 2    2 

図書館概論 2    2 

図書・図書館史 2    2 

図書館情報資源概論 2    2 

図書館情報資源特論 2    2 
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学校図書館メディアの構成 2    2 

情報資源組織論 2    2 

情報資源組織演習A 1    1 

情報資源組織演習B 1    1 

図書館サービス概論 2    2 

図書館制度・経営論 2    2 

図書館サービス特論 2    2 

図書館情報技術論 2    2 

情報サービス論 2    2 

児童サービス論 2    2 

情報サービス演習1 1    1 

情報サービス演習2 1    1 

コミュニケーション論B 2    2 

学校経営と学校図書館 2    2 

学習指導と学校図書館 2    2 

読書と豊かな人間性 2    2 

情報メディアの活用 2    2 

教育学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

生涯学習概論1 2  2   

図書館概論 2    2 

図書・図書館史 2    2 

図書館情報資源概論 2    2 

図書館情報資源特論 2    2 

学校図書館メディアの構成 2    2 

情報資源組織論 2    2 

情報資源組織演習A 1    1 

情報資源組織演習B 1    1 

図書館サービス概論 2    2 

図書館制度・経営論 2    2 
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図書館サービス特論 2    2 

図書館情報技術論 2    2 

情報サービス論 2    2 

児童サービス論 2    2 

情報サービス演習1 1    1 

情報サービス演習2 1    1 

コミュニケーション論B 2  2   

読書と豊かな人間性 2  2   

情報メディアの活用 2    2 

学校経営と学校図書館 2  2   

学習指導と学校図書館 2  2   

(7) 社会教育士（養成課程）課程関連科目 

日本文学科、中国文学科、英米文学科、書道学科、歴史文化学科（共通） 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

生涯学習概論1 2    2 

生涯学習概論2 2    2 

生涯学習支援論1 2    2 

生涯学習支援論2 2    2 

社会教育経営論1 2    2 

社会教育経営論2 2    2 

文化と生涯教育 2    2 

学校地域福祉論 2    2 

地域福祉論 2    2 

平和と教育 2    2 

ダイバーシティと教育 2    2 

教育社会学 2    2 

社会教育実習1 2    2 

社会教育実習2 2    2 

社会教育演習1 2    2 

社会教育演習2 1    1 
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教育学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

生涯学習概論1 2  2   

生涯学習概論2 2  2   

生涯学習支援論1 2  2   

生涯学習支援論2 2  2   

社会教育経営論1 2  2   

社会教育経営論2 2  2   

文化と生涯教育 2  2   

学校地域福祉論 2  2   

平和と教育 2  2   

ダイバーシティと教育 2  2   

教育社会学 2  2   

社会教育実習1 2    2 

社会教育実習2 2    2 

社会教育演習1 2  2   

社会教育演習2 1  1   

(8) 学芸員課程関連科目 

日本文学科、中国文学科、英米文学科、書道学科（共通） 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

博物館学概論1 2    2 

博物館学概論2 2    2 

博物館資料論 2    2 

博物館資料保存論 2    2 

博物館展示論 2    2 

博物館教育論 2    2 

生涯学習概論1 2    2 

生涯学習概論2 2    2 

博物館情報・メディア論 2    2 
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博物館実習1 1    1 

博物館実習2 2    2 

文化史A 2   2  

文化史B 2   2  

美術史1 2    2 

美術史2 2    2 

考古学A 2   2  

考古学B 2   2  

民俗学A 2   2  

民俗学B 2   2  

自然科学A 2   2  

自然科学B 2   2  

理科1（地学） 2    2 

理科2（生物） 2    2 

理科3（化学） 2    2 

理科4（物理） 2    2 

教育学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

博物館学概論1 2  2   

博物館学概論2 2  2   

博物館資料論 2    2 

博物館資料保存論 2    2 

博物館展示論 2    2 

博物館教育論 2    2 

生涯学習概論1   2   

生涯学習概論2   2   

博物館情報・メディア論 2    2 

博物館実習1 1    1 

博物館実習2 2    2 

文化史A 2  2   
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文化史B 2  2   

美術史1 2  2   

美術史2 2  2   

考古学A 2  2   

考古学B 2  2   

民俗学A 2  2   

民俗学B 2  2   

自然科学A 2  2   

自然科学B 2  2   

理科1（地学） 2    2 

理科2（生物） 2    2 

理科3（化学） 2    2 

理科4（物理） 2    2 

歴史文化学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

博物館学概論1 2    2 

博物館学概論2 2    2 

博物館資料論 2    2 

博物館資料保存論 2    2 

博物館展示論 2    2 

博物館教育論 2    2 

生涯学習概論1 2    2 

生涯学習概論2 2    2 

博物館情報・メディア論 2    2 

博物館実習1 1    1 

博物館実習2 2    2 

文化史A 2   2  

文化史B 2   2  

美術史1 2    2 

美術史2 2    2 
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考古学A 2   2  

考古学B 2   2  

民俗学A 2   2  

民俗学B 2   2  

自然科学A 2   2  

自然科学B 2   2  

理科1（地学） 2    2 

理科2（生物） 2    2 

理科3（化学） 2    2 

理科4（物理） 2    2 

(9) 保育士課程関連科目 

教育学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

保育原理 2    2 

保育者論 2    2 

子ども家庭福祉 2  2   

社会福祉 2  2   

社会的養護Ⅰ 2  2   

子どもの理解と援助 1    1 

保育心理学 2  2   

子ども家庭支援の心理学 2  2   

子どもの保健 2    2 

子どもの健康と安全 1    1 

子どもの食と栄養 2    2 

家庭支援論 2  2   

保育の計画と評価 2    2 

保育内容の理解と方法 2    2 

乳児保育 2  2   

乳児保育Ⅱ 1    1 

障害児保育 2  2   
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社会的養護Ⅱ 1    1 

子育て支援 1  1   

保育相談支援 1  1   

保育実習Ⅰ 4    4 

保育実習指導Ⅰ 2    2 

保育実践演習 2    2 

保育実習Ⅱ（保育所） 2    2 

保育実習指導Ⅱ（保育所） 1    1 

保育実習Ⅱ（社会福祉施

設） 

2    2 

保育実習指導Ⅱ（社会福祉

施設） 

1    1 

(10) 副専攻科目等（各学科共通） 

イ スポーツ科学系副専攻 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

スポーツ科学入門 2   2  

スポーツの指導 2   2  

スポーツ選手の医学 2   2  

スポーツ選手の生理 2   2  

スポーツ選手の心理 2   2  

スポーツマネジメント論 2   2  

トレーニング理論と実践 2   2  

競技スポーツ演習Ⅰ 2   2  

競技スポーツ演習Ⅱ 2   2  

競技スポーツ演習Ⅲ 2   2  

競技スポーツ演習Ⅳ 2   2  

ロ 留学（英語）副専攻 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

1．語学系科目 
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（初級）      

Basic Skills

（Reading,Listening,Writ

ing,Speaking） 

1    1 

（中級）      

Reading and WritingⅠ 1    1 

Reading and WritingⅡ 1    1 

Communication and 

DiscussionⅠ 

1    1 

Communication and 

DiscussionⅡ 

1    1 

（上級）      

Academic Writing 1    1 

Discussion and 

Presentation 

1    1 

2．教養系科目 

グローバル教養系 

グローバルスタディ1 2    2 

グローバルスタディ2 2    2 

グローバルスタディ3 2    2 

グローバルスタディ4 2    2 

グローバルスタディ5 2    2 

グローバルスタディ6 2    2 

グローバルスタディ7 2    2 

グローバルスタディ8 2    2 

海外留学系 

      

摘要 「海外留学系」科目は、海外留学（英語）により学則第19条の２に基づき各学科

が認定した授業科目名及び単位数（以下「海外留学（英語）認定科目」という。）を

適用する。 

（履修方法、卒業要件及び進級要件） 
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第23条の６ 前条各号に定める各区分ごとの授業科目の履修方法及び修得単位は、次の各

号に定めるとおりとする。 

(1) 基礎教育科目 

日本文学科 

選択必修科目 

英語、フランス語、ドイツ語、中国語及び日本語の５言語中、１言語又は２言語

を８単位以上。ただし、未修外国語を履修する場合は、１言語について４単位以

上を修得しなければならない。 

選択科目 

単位修得の条件及び制限は設けない。 

中国文学科 

必修科目 ８単位 

選択必修科目 

英語、フランス語及びドイツ語の３言語中、１言語４単位を含め４単位以上 

選択科目 

単位修得の条件及び制限は設けない。 

英米文学科 

必修科目 22単位 

選択必修科目 

フランス語基礎Ⅰ・Ⅱ、ドイツ語基礎Ⅰ・Ⅱ、スペイン語基礎Ⅰ・Ⅱ中、２科目

４単位以上。 

選択科目 

単位修得の条件及び制限は設けない。ただし、日本語及び日本事情は、外国人留

学生のみ履修することができる。 

教育学科 

選択必修科目 

15言語中、任意の言語について８単位以上。ただし、外国人留学生は、外国人留

学生に関する日本語科目等について６単位以上、母国語以外の任意の言語につい

て２単位以上。 

書道学科 

必修科目 10単位 
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選択必修科目 

中国語、英語、フランス語及びドイツ語の４言語のうち、１言語４単位以上。 

選択科目 

単位修得の条件及び制限は設けない。 

歴史文化学科 

選択必修科目 

英語、フランス語、ドイツ語、中国語、コリア語、ロシア語、イタリア語、スペ

イン語及びポルトガル語の９言語中、任意の言語について８単位以上。 

選択科目 

単位取得の条件及び制限は設けない。 

(2) 専門教育科目 

日本文学科 

必修科目 18単位 

選択必修科目 

次に定める単位40単位以上。 

① 日本文学演習１～６中、２科目４単位以上。 

② 日本語学概説（音声言語を含む。）、言語学概説A・B、日本文法論A・B中、

４単位以上。 

③ 日本文学講読１A～５B、日本語学講読１A～１B、日本文化史講読１A～１B

中、２科目４単位以上。 

④ 日本文学講読６A～10B、日本語学講読２A～２B、日本文化史講読２A～２B

中、２科目４単位以上。 

⑤ 古典文学特殊講義１A～２B、近・現代文学特殊講義１A～２B、日本語学特殊

講義１A～１B、比較文学・文化特殊講義１A～２B、日本文化史特殊講義１A～

２B中、４科目８単位以上。 

⑥ 古典文学特殊講義３A～４B、近・現代文学特殊講義３A～４B、日本語学特殊

講義２A～２B、比較文学・文化特殊講義３A～４B、日本文化史特殊講義３A～

４B中、４科目８単位以上。 

⑦ 上代文学演習、中古文学演習、中世文学演習、近世文学演習、近・現代文学演

習、日本語学演習、比較文学・文化演習中、１科目８単位以上。 

選択科目 
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単位修得の条件及び制限は設けない。 

中国文学科 

必修科目 24単位 

選択必修科目 

次に定める２科目４単位を含め40単位以上。 

① 中国文学特別演習１、中国哲学特別演習１から１科目２単位のみ。 

② 中国文学特別演習２、中国哲学特別演習２から１科目２単位のみ。 

選択科目 

単位修得の条件及び制限は設けない。 

英米文学科 

必修科目 ８単位 

選択必修科目 32単位以上 

但し、４年次に４単位以上履修しなければならない。 

選択科目 

単位修得の条件及び制限は設けない。 

教育学科 

必修科目 20単位 

選択必修科目 次に定める単位を含め56単位以上 

① 教育思想、日本教育史概論、教育社会学、教育法、教育行政、学校論、教育と

社会特別研究１～２、道徳教育論、教育史１～２、人権と教育、教育課程論、教

育方法論（ICT活用を含む）、現代子ども論１～２、学校教育特別研究１～２、

野外教育、教育メディアとICT、児童文学教育論、算数・数学教育実践論、児童

文化、保育内容総論、幼児教育論、特別支援教育、特別支援教育指導法、幼児と

健康、幼児と人間関係、幼児と環境、幼児と言葉、幼児と表現、領域「健康」の

指導法、領域「人間関係」の指導法、領域「環境」の指導法、領域「言葉」の指

導法、領域「表現」の指導法、生涯学習概論１～２、生涯学習支援論１～２、社

会教育経営論１～２、文化と生涯教育、平和と教育、ダイバーシティと教育、博

物館学概論１～２、社会教育特別研究１～２、学校経営と学校図書館、学習指導

と学校図書館、読書と豊かな人間性、生徒指導論、進路指導論、教師論、総合的

な学習の理論と方法、特別活動論、幼児の理解と指導、教育とメディア特別研

究、教科教育法（国語）、教科教育法（国語・書写）、教科教育法（社会）、教
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科教育法（算数）、教科教育法（理科）、教科教育法（生活）、教科教育法（音

楽）、教科教育法（図工）、教科教育法（体育）、教科教育法（家庭）、教科教

育法（外国語）、小学校外国語教育の研究中、２科目４単位以上。 

② 臨床心理学、コミュニティ心理学、保育心理学、子ども家庭支援の心理学、発

達心理学A～B、青年の理解と指導（進路指導を含む）、教育と人間特別研究１～

２、社会心理学、コミュニケーション論A～B、カウンセリング研究、教育相談

中、２科目４単位以上。 

③ 子ども家庭福祉、社会福祉、社会的養護Ⅰ、障害児保育、子育て支援、学校地

域福祉論、家庭支援論、乳児保育、保育相談支援中、２科目４単位以上。 

④ 美術概論、音楽概論、表現と教育、美術教育１～３、美術研究１～６、美術研

究７A～７B、音楽研究１～６、ピアノ１～２、表現と教育特別研究、書道（漢字

Ⅰ）、書道（仮名Ⅰ）、舞台芸術研究、舞踊文化研究、美術史１～２、現代美術

論、音楽史、現代音楽論中、２科目４単位以上。 

書道学科 

必修科目 24単位 

選択必修科目 

次に定める単位を含め40単位以上。 

書学、書作から、各演習を履修し、計４単位を必修とする。 

書学 

書学演習A、書学演習B、書学演習C、書学演習D。 

書作 

書作演習A、書作演習B、書作演習C、書作演習D。 

卒業論文ABCD、卒業制作ABCDは書学演習、書作演習に対応した科目を選択す

ること。 

日本文学史概説A・B計４単位、あるいは漢文学入門４単位のいずれか４単位を必

ず修得すること。 

漢文学講読演習、日本語学概説（音声言語を含む）、言語学概説、日本文化実地

演習、漢字文化実地演習、古文書学概説A、古文書学概説B、日本文学特殊講義

（古筆学）、日本文学特殊講義（写本学）、日本文学特殊講義（文学者と書斎活

動）、国文学講読１、国文学講読２、文章表現法、漢文学講読、漢文哲学講読の

中から16単位を必ず修得すること。 

-学則-108-



 

選択科目 

単位修得の条件及び制限は設けない。 

歴史文化学科 

必修科目 18単位 

選択必修科目 

次に定める単位44単位以上 

専門基礎科目14科目中、８単位以上 

専門支援科目14科目中、４単位以上 

① 日本史コース履修者 

ア．日本古代・中世史研究A・B、日本近世・近代史研究A・B、日本古代・近世

史研究A・B、日本古代・中世史史料講読A・B、日本近世・近代史史料講読

A・Bから、史料講読科目２科目４単位以上を含む５科目10単位以上。 

イ．西洋古代・中世史研究、ヨーロッパ史研究A、西洋近世・近代史研究、ヨー

ロッパ史研究B、東洋古代・中世史研究、西アジア史研究、東洋近世・近代史

研究、シルクロード史研究、西洋史史料講読、東洋史史料講読、旅行業務概論

A・B、旅行業・観光事業の現状と課題研究A・B、観光と現代社会A・B、世界

遺産と観光研究A・Bから２科目４単位以上。 

ウ．鎌倉時代史研究A・B、戦国時代史研究A・B、江戸文化史研究、明治維新史

研究A・B、昭和史研究A・B、日本古代・中世史史料演習A・B、日本近世・近

代史史料演習A・B、江戸文化史演習から、史料演習科目２科目４単位以上を含

む14単位以上。 

エ．仏教史研究、現代史研究、近代文化史研究、交流史研究、ヨーロッパ史研究

C、中東史研究、ギリシア・ラテン文化史研究、キリスト教史研究、中国文化

史研究、西洋古典演習、中国書演習、比較文明論演習、ドイツ書演習、フラン

ス書演習、東西文化特別演習、博物館概論A・B、日本観光史研究A・B、世界

観光史研究A・B、ミュージアムと観光研究A・B、観光歴史学実習A・Bから２

科目４単位以上。 

② 東西文化コース履修者 

ア．西洋古代・中世史研究、ヨーロッパ史研究A、西洋近世・近代史研究、ヨー

ロッパ史研究B、東洋古代・中世史研究、西アジア史研究、東洋近世・近代史

研究、シルクロード史研究、西洋史史料講読、東洋史史料講読から史料講読科
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目１科目２単位以上を含む５科目10単位以上。 

イ．日本古代・中世史研究A・B、日本近世・近代史研究A・B、日本古代・近世

史研究A・B、日本古代・中世史史料講読A・B、日本近世・近代史史料講読

A・B、旅行業務概論A・B、旅行業・観光事業の現状と課題研究A・B、観光と

現代社会A・B、世界遺産と観光研究A・Bから２科目４単位以上。 

ウ．仏教史研究、現代史研究、近代文化史研究、交流史研究、ヨーロッパ史研究

C、中東史研究、ギリシア・ラテン文化史研究、キリスト教史研究、中国文化

史研究、西洋古典演習、中国書演習、比較文明論演習、ドイツ書演習、フラン

ス書演習、東西文化特別演習から、演習科目２科目４単位以上を含む７科目14

単位以上。 

エ．鎌倉時代史研究A・B、戦国時代史研究A・B、江戸文化史研究、明治維新史

研究A・B、昭和史研究A・B、日本古代・中世史史料演習A・B、日本近世・近

代史史料演習A・B、江戸文化史演習、博物館概論A・B、日本観光史研究A・

B、世界観光史研究A・B、ミュージアムと観光研究A・B、観光歴史学実習A・

Bから２科目４単位以上。 

③ 観光歴史学コース履修者 

ア．旅行業務概論A・B、旅行業・観光事業の現状と課題研究A・B、観光と現代

社会A・B、世界遺産と観光研究A・Bから概論科目１科目２単位以上を含む５

科目10単位以上。 

イ．日本古代・中世史研究A・B、日本近世・近代史研究A・B、日本古代・近世

史研究A・B、日本古代・中世史史料講読A・B、日本近世・近代史史料講読

A・B、西洋古代・中世史研究、ヨーロッパ史研究A、西洋近世・近代史研究、

ヨーロッパ史研究B、東洋古代・中世史研究、西アジア史研究、東洋近世・近

代史研究、シルクロード史研究、西洋史史料講読、東洋史史料講読から２科目

４単位以上。 

ウ．博物館概論A・B、日本観光史研究A・B、世界観光史研究A・B、ミュージア

ムと観光研究A・B、観光歴史学実習A・Bから実習科目１科目２単位以上を含

む７科目14単位以上。 

エ．鎌倉時代史研究A・B、戦国時代史研究A・B、江戸文化史研究、明治維新史

研究A・B、昭和史研究A・B、日本古代・中世史史料演習A・B、日本近世・近

代史史料演習A・B、江戸文化史演習、仏教史研究、現代史研究、近代文化史研
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究、交流史研究、ヨーロッパ史研究C、中東史研究、ギリシア・ラテン文化史

研究、キリスト教史研究、中国文化史研究、西洋古典演習、中国書演習、比較

文明論演習、ドイツ書演習、フランス書演習、東西文化特別演習から２科目４

単位以上。 

選択科目 

単位取得の条件及び制限は設けない。 

(3) 全学共通科目 

日本文学科、中国文学科、英米文学科、歴史文化学科（共通） 

必修科目 ２単位 

選択科目 単位修得の条件及び制限は設けない。 

教育学科 

選択必修科目 ８単位以上 

書道学科 

選択科目 単位修得の条件及び制限は設けない。 

(4) 外国人留学生に関する日本語科目等 

① 外国人留学生及び本科目の履修を学科が必要と認めた者以外の者が、本科目を履

修することはできない。 

② 本号により修得した単位は、以下に定める範囲で基礎教育科目及び専門教育科目

の単位に代えることができる。 

日本文学科、歴史文化学科（共通） 

内容コース及び言語コース（発展）の科目から選択して８単位以上修得する。た

だし、その内の８単位を基礎教育科目の選択必修科目の単位に代えることができ

る。 

中国文学科 

内容コース及び言語コース（発展）の科目から修得した単位数に応じて基礎教育

科目の必修科目及び選択必修科目並びに専門教育科目の必修科目の単位に代える

ことができる。 

英米文学科 

言語コース（発展）の科目から選択して４単位以上修得する。ただし、その内の

４単位を基礎教育科目の選択必修科目の単位に代えることができる。 

教育学科 
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内容コースの科目から４単位以上、言語コース（発展）の科目から２単位以上修

得する。ただし、その内の６単位を基礎教育科目の選択必修科目の単位に代える

ことができる。 

書道学科 

内容コース及び言語コース（発展）の科目からそれぞれ２単位以上を含む計８単

位以上を修得する。ただし、その単位数に応じて基礎教育科目の必修科目及び選

択必修科目の単位に代えることができる。 

(5) 教職課程関連科目（各学科共通） 

教育職員免許状の所要資格を取得しようとする者は、教育職員免許法及び同法施行

規則の定めるところに従い、専門教育科目、全学共通科目及び本区分の授業科目か

ら、資格を得るに必要な科目を履修するものとする。 

(6) 司書・司書教諭課程関連科目（各学科共通） 

司書の資格を取得しようとする者は、図書館法及び同法施行規則の定めるところに

従い、又司書教諭の資格を取得しようとする者は、学校図書館法及び学校図書館司書

教諭講習規程の定めるところに従い、本区分の授業科目から、資格を得るに必要な科

目を履修するものとする。 

(7) 社会教育士（養成課程）課程関連科目（各学科共通） 

社会教育士（養成課程）の資格を取得しようとする者は、社会教育法及び社会教育

主事講習等規程の定めるところに従い、本区分の授業科目から、資格を得るに必要な

科目を履修するものとする。 

(8) 学芸員課程関連科目（各学科共通） 

学芸員の資格を取得しようとする者は、博物館法及び同法施行規則の定めるところ

に従い、本区分の授業科目から資格を得るに必要な科目を履修するものとする。 

(9) 保育士課程関連科目（教育学科） 

保育士の資格を取得しようとする者は、大東文化大学文学部教育学科保育士課程の

履修に関する規程に基づき、基礎教育科目、専門教育科目、全学共通科目及び本区分

の授業科目から資格を得るに必要な科目を履修するものとする。 

(10) 副専攻科目等（各学科共通） 

イ スポーツ科学系副専攻 

「コーチングアシスタント」の資格を取得しようとする者は、日本スポーツ協会

認定スポーツ指導者資格の定めるところに従い、本区分の授業科目から、資格を得
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るに必要な科目を履修しなければならない。 

ロ 留学（英語）副専攻 

① 留学（英語）副専攻の修了要件は、語学系科目（中級）４科目４単位及び海外

留学（英語）認定科目を含む教養系科目16単位以上の計20単位以上とする。 

② 海外留学（英語）認定科目は、３カ月以上の留学の他に各学科の英語研修及び

国際交流センター実施の短期語学研修に認定された単位を含む。 

２ １年間の履修単位数の上限は、第１項第５号、第６号、第７号、第８号、第９号及び

第10号ロに定める科目の単位を除き、１年次から３年次においては44単位まで、４年次

においては49単位までとする。ただし、長期海外留学からの帰国学生、編入学生、転学

部・転学科生については、教授会の審査・承認を経て、上限を超える履修登録を認める

ことができる。 

３ 前条第１号、第２号、第３号、第４号及び第10号イに定める科目について、第１項第

１号、第２号、第３号、第４号及び第10号イに定める単位を含め、124単位以上を修得

した者を卒業とする。 

４ 前項に定める卒業要件単位のうち教育学科を除き、次に定める単位を２年次終了時点

において修得できない者は、３年次に進級することができない。 

日本文学科 40単位以上 

中国文学科 44単位以上 

英米文学科 44単位以上 

書道学科 44単位以上（基礎教育科目の書道学基礎演習、専門教育科目の書学基礎研

究１・２の６単位を含む。） 

歴史文化学科 44単位以上 

第３節 経済学部 

（授業科目の区分等） 

第23条の７ 経済学部が開設する授業科目の区分は、次のとおりとする。 

(1) 基礎教育科目 

(2) 専門教育科目 

(3) 全学共通科目 

(4) 外国人留学生に関する日本語科目等 

(5) 教職課程関連科目 

(6) 司書・司書教諭課程関連科目 
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(7) 削除 

(8) 学芸員課程関連科目 

(9) 副専攻科目等 

２ 前項各号に定める各授業科目を、必修科目、選択必修科目、選択科目及び自由科目に

分け、これを各年次に配当して編成する。 

３ 前項に定める必修科目、選択必修科目及び選択科目については卒業要件単位に算入

し、自由科目については卒業要件単位には算入しない。 

４ 第１項各号に定める各授業科目は、教授会の定めるところに従い、各学年又は各学年

の各学期に配当する。 

（授業科目の開設等） 

第23条の８ 開設する授業科目、単位数及び必修、選択必修、選択、自由の別は、次のと

おりとする。 

(1) 基礎教育科目 

社会経済学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

基礎演習 4 4    

アクティブ・リーディング

A 

2 2    

アクティブ・リーディング

B 

2 2    

プロジェクト・イングリッ

シュA 

2  2   

アクティブ・リーディング

C 

2  2   

プロジェクト・イングリッ

シュB 

2  2   

プロジェクト・イングリッ

シュC 

2  2   

コミュニカティブ・イング

リッシュA 

2  2   
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コミュニカティブ・イング

リッシュB 

2  2   

中国語ⅠA 2  2   

中国語ⅠB 2  2   

中国語ⅡA 2  2   

中国語ⅡB 2  2   

中国語ⅢA 2  2   

中国語ⅢB 2  2   

入門数理 2  2   

フランス語初級1A 1   1  

フランス語初級1B 1   1  

フランス語初級2A 1   1  

フランス語初級2B 1   1  

フランス語中級1A 1   1  

フランス語中級1B 1   1  

フランス語中級2A 1   1  

フランス語中級2B 1   1  

フランス語上級1A 1   1  

フランス語上級1B 1   1  

フランス語上級2A 1   1  

フランス語上級2B 1   1  

ドイツ語初級1A 1   1  

ドイツ語初級1B 1   1  

ドイツ語初級2A 1   1  

ドイツ語初級2B 1   1  

ドイツ語中級1A 1   1  

ドイツ語中級1B 1   1  

ドイツ語中級2A 1   1  

ドイツ語中級2B 1   1  

ドイツ語上級1A 1   1  

ドイツ語上級1B 1   1  
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ドイツ語上級2A 1   1  

ドイツ語上級2B 1   1  

中国語初級1A 1   1  

中国語初級1B 1   1  

中国語初級2A 1   1  

中国語初級2B 1   1  

中国語中級1A 1   1  

中国語中級1B 1   1  

中国語中級2A 1   1  

中国語中級2B 1   1  

中国語上級1A 1   1  

中国語上級1B 1   1  

中国語上級2A 1   1  

中国語上級2B 1   1  

外国語特殊講座A 2   2  

外国語特殊講座B 2   2  

外国語特別演習A 1   1  

外国語特別演習B 1   1  

外国語特別演習C 1   1  

外国語特別演習D 1   1  

外国語特別演習E 1   1  

外国語特別演習F 1   1  

外国語特別演習G 1   1  

外国語特別演習H 1   1  

海外研修A 1   1  

海外研修B 1   1  

海外研修C 1   1  

海外研修D 1   1  

現代経済学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 
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基礎演習 4 4    

アクティブ・リーディング

A 

2 2    

アクティブ・リーディング

B 

2 2    

入門数理 2 2    

アクティブ・リーディング

C 

2   2  

プロジェクト・イングリッ

シュA 

2   2  

プロジェクト・イングリッ

シュB 

2   2  

プロジェクト・イングリッ

シュC 

2   2  

コミュニカティブ・イング

リッシュA 

2   2  

コミュニカティブ・イング

リッシュB 

2   2  

中国語ⅠA 2   2  

中国語ⅠB 2   2  

中国語ⅡA 2   2  

中国語ⅡB 2   2  

中国語ⅢA 2   2  

中国語ⅢB 2   2  

フランス語初級1A 1   1  

フランス語初級1B 1   1  

フランス語初級2A 1   1  

フランス語初級2B 1   1  

フランス語中級1A 1   1  

フランス語中級1B 1   1  

フランス語中級2A 1   1  
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フランス語中級2B 1   1  

フランス語上級1A 1   1  

フランス語上級1B 1   1  

フランス語上級2A 1   1  

フランス語上級2B 1   1  

ドイツ語初級1A 1   1  

ドイツ語初級1B 1   1  

ドイツ語初級2A 1   1  

ドイツ語初級2B 1   1  

ドイツ語中級1A 1   1  

ドイツ語中級1B 1   1  

ドイツ語中級2A 1   1  

ドイツ語中級2B 1   1  

ドイツ語上級1A 1   1  

ドイツ語上級1B 1   1  

ドイツ語上級2A 1   1  

ドイツ語上級2B 1   1  

外国語特殊講座A 2   2  

外国語特殊講座B 2   2  

外国語特別演習A 1   1  

外国語特別演習B 1   1  

外国語特別演習C 1   1  

外国語特別演習D 1   1  

外国語特別演習E 1   1  

外国語特別演習F 1   1  

外国語特別演習G 1   1  

外国語特別演習H 1   1  

海外研修A 1   1  

海外研修B 1   1  

海外研修C 1   1  

海外研修D 1   1  
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(2) 専門教育科目 

社会経済学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

経済学の基礎A 2 2    

経済学の基礎B 2 2    

マクロ経済学Ⅰ 2 2    

ミクロ経済学Ⅰ 2 2    

選択必修

Ⅰ群 

経済史総論A 2  2   

経済史総論B 2  2   

経済史A 2  2   

経済史B 2  2   

経済・社会思想A 2  2   

経済・社会思想B 2  2   

経済・社会思想C 2  2   

経済・社会思想D 2  2   

経済データ分析入

門 

2  2   

経済データ分析A 2  2   

経済データ分析B 2  2   

マクロ経済学Ⅱ 2  2   

ミクロ経済学Ⅱ 2  2   

日本経済史A 2  2   

日本経済史B 2  2   

西洋経済史A 2  2   

西洋経済史B 2  2   

経済倫理学A 2  2   

経済倫理学B 2  2   

選択必修

Ⅱ群 

現代日本経済 2  2   

現代世界経済 2  2   
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金融A 2  2   

金融B 2  2   

財政A 2  2   

財政B 2  2   

国際経済A 2  2   

国際経済B 2  2   

国際経済C 2  2   

国際経済D 2  2   

地域経済・社会論

A 

2  2   

地域経済・社会論

B 

2  2   

経済地理A 2  2   

経済地理B 2  2   

社会保障A 2  2   

社会保障B 2  2   

公共経済学A 2  2   

公共経済学B 2  2   

中国経済・社会論

A 

2  2   

中国経済・社会論

B 

2  2   

専門演習Ⅰ 4  4   

専門演習Ⅱ 4  4   

卒業研究 4  4   

チュートリアルA 1  1   

チュートリアルB 1  1   

チュートリアルC 1  1   

チュートリアルD 1  1   

一般演習 4  4   
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外国語経済書講読A 2   2  

外国語経済書講読B 2   2  

経済学史A 2   2  

経済学史B 2   2  

制度の経済学A 2   2  

制度の経済学B 2   2  

少子高齢社会の経済学A 2   2  

少子高齢社会の経済学B 2   2  

環境経済学A 2   2  

環境経済学B 2   2  

現代産業論A 2   2  

現代産業論B 2   2  

産業心理学A 2   2  

産業心理学B 2   2  

交通経済A 2   2  

交通経済B 2   2  

労働経済A 2   2  

労働経済B 2   2  

経済政策A 2   2  

経済政策B 2   2  

開発経済論A 2   2  

開発経済論B 2   2  

応用数理A 2   2  

応用数理B 2   2  

民法A 2   2  

民法B 2   2  

商法A 2   2  

商法B 2   2  

経済法A 2   2  

経済法B 2   2  

経済学特殊講義A 2   2  
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経済学特殊講義B 2   2  

経済学特殊講義C 2   2  

経済学特殊講義D 2   2  

経済学特殊講義E 2   2  

経済学特殊講義F 2   2  

経済学特殊講義G 2   2  

経済学特殊講義H 2   2  

経済史特殊講義A 2   2  

経済史特殊講義B 2   2  

経済政策特殊講義A 2   2  

経済政策特殊講義B 2   2  

地域経済特殊講義A 2   2  

地域経済特殊講義B 2   2  

地域経済特殊講義C 2   2  

地域経済特殊講義D 2   2  

法学特殊講義A 2   2  

法学特殊講義B 2   2  

政治学特殊講義A 2   2  

政治学特殊講義B 2   2  

国際関係論特殊講義A 2   2  

国際関係論特殊講義B 2   2  

経済統計特論A 2   2  

経済統計特論B 2   2  

経済統計特論C 2   2  

経済統計特論D 2   2  

財政・公共経済特論A 2   2  

財政・公共経済特論B 2   2  

財政・公共経済特論C 2   2  

財政・公共経済特論D 2   2  

金融・ファイナンス特論A 2   2  

金融・ファイナンス特論B 2   2  
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金融・ファイナンス特論C 2   2  

金融・ファイナンス特論D 2   2  

経済地理特論A 2   2  

経済地理特論B 2   2  

生活経済特論A 2   2  

生活経済特論B 2   2  

キャリア特別講座A 2   2  

キャリア特別講座B 2   2  

キャリア特別講座C 2   2  

キャリア特別講座D 2   2  

キャリア特別講座E 2   2  

キャリア特別講座F 2   2  

キャリア特別講座G 2   2  

キャリア特別講座H 2   2  

ビジネス・コンピュータ講

座A 

2   2  

ビジネス・コンピュータ講

座B 

2   2  

ビジネス・コンピュータ講

座C 

2   2  

ビジネス・コンピュータ講

座D 

2   2  

経済実務実習A 1   1  

経済実務実習B 1   1  

経済実務実習C 1   1  

経済実務実習D 1   1  

海外実務実習A 2   2  

海外実務実習B 2   2  

集中セミナーA 1   1  

集中セミナーB 1   1  

集中セミナーC 1   1  
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集中セミナーD 1   1  

日本社会経済史A 2   2  

日本社会経済史B 2   2  

日本通史A 2   2  

日本通史B 2   2  

西洋史概論A 2   2  

西洋史概論B 2   2  

東洋史概論A 2   2  

東洋史概論B 2   2  

人文地理学概論A 2   2  

人文地理学概論B 2   2  

自然地理学概論A 2   2  

自然地理学概論B 2   2  

地誌学概論A 2   2  

地誌学概論B 2   2  

法学概説 2   2  

国際法概論A 2   2  

国際法概論B 2   2  

地方自治概論A 2   2  

地方自治概論B 2   2  

社会調査概論A 2   2  

社会調査概論B 2   2  

哲学総論A 2   2  

哲学総論B 2   2  

倫理学総論A 2   2  

倫理学総論B 2   2  

心理学概論A 2   2  

心理学概論B 2   2  

宗教学概説A 2   2  

宗教学概説B 2   2  

教科教育法（社会）A 2    2 
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教科教育法（社会）B 2    2 

教科教育法（社会）C 2    2 

教科教育法（社会）D 2    2 

教科教育法（地理歴史）A 2    2 

教科教育法（地理歴史）B 2    2 

教科教育法（公民）A 2    2 

教科教育法（公民）B 2    2 

現代経済学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

経済学の基礎A 2 2    

経済学の基礎B 2 2    

マクロ経済学Ⅰ 2 2    

ミクロ経済学Ⅰ 2 2    

経済データ分析入門 2 2    

選択必修

Ⅰ群 

マクロ経済学Ⅱ 2  2   

ミクロ経済学Ⅱ 2  2   

理論経済学A 2  2   

理論経済学B 2  2   

理論経済学C 2  2   

理論経済学D 2  2   

経済数学 4  4   

経済データ分析A 2  2   

経済データ分析B 2  2   

計量経済学A 2  2   

計量経済学B 2  2   

経済会計原理A 2  2   

経済会計原理B 2  2   

財務諸表分析A 2  2   

財務諸表分析B 2  2   
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現代経済史 2  2   

選択必修

Ⅱ群 

現代日本経済 2  2   

現代世界経済 2  2   

産業組織A 2  2   

産業組織B 2  2   

金融A 2  2   

金融B 2  2   

財政A 2  2   

財政B 2  2   

情報と経済A 2  2   

情報と経済B 2  2   

国際経済A 2  2   

国際経済B 2  2   

国際経済C 2  2   

国際経済D 2  2   

国際経済E 2  2   

国際経済F 2  2   

応用経済学A 2  2   

応用経済学B 2  2   

応用経済学C 2  2   

応用経済学D 2  2   

専門演習Ⅰ 4  4   

専門演習Ⅱ 4  4   

卒業研究 4  4   

チュートリアルA 1  1   

チュートリアルB 1  1   

チュートリアルC 1  1   

チュートリアルD 1  1   

一般演習 4  4   

外国語経済書講読A 2   2  

-学則-126-



 

外国語経済書講読B 2   2  

経済学史A 2   2  

経済学史B 2   2  

制度の経済学A 2   2  

制度の経済学B 2   2  

少子高齢社会の経済学A 2   2  

少子高齢社会の経済学B 2   2  

環境経済学A 2   2  

環境経済学B 2   2  

現代産業論A 2   2  

現代産業論B 2   2  

産業心理学A 2   2  

産業心理学B 2   2  

交通経済A 2   2  

交通経済B 2   2  

労働経済A 2   2  

労働経済B 2   2  

経済政策A 2   2  

経済政策B 2   2  

開発経済論A 2   2  

開発経済論B 2   2  

応用数理A 2   2  

応用数理B 2   2  

民法A 2   2  

民法B 2   2  

商法A 2   2  

商法B 2   2  

経済法A 2   2  

経済法B 2   2  

経済学特殊講義A 2   2  

経済学特殊講義B 2   2  
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経済学特殊講義C 2   2  

経済学特殊講義D 2   2  

経済学特殊講義E 2   2  

経済学特殊講義F 2   2  

経済学特殊講義G 2   2  

経済学特殊講義H 2   2  

経済史特殊講義A 2   2  

経済史特殊講義B 2   2  

経済政策特殊講義A 2   2  

経済政策特殊講義B 2   2  

地域経済特殊講義A 2   2  

地域経済特殊講義B 2   2  

地域経済特殊講義C 2   2  

地域経済特殊講義D 2   2  

法学特殊講義A 2   2  

法学特殊講義B 2   2  

政治学特殊講義A 2   2  

政治学特殊講義B 2   2  

国際関係論特殊講義A 2   2  

国際関係論特殊講義B 2   2  

経済統計特論A 2   2  

経済統計特論B 2   2  

経済統計特論C 2   2  

経済統計特論D 2   2  

財政・公共経済特論A 2   2  

財政・公共経済特論B 2   2  

財政・公共経済特論C 2   2  

財政・公共経済特論D 2   2  

金融・ファイナンス特論A 2   2  

金融・ファイナンス特論B 2   2  

金融・ファイナンス特論C 2   2  
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金融・ファイナンス特論D 2   2  

経済地理特論A 2   2  

経済地理特論B 2   2  

生活経済特論A 2   2  

生活経済特論B 2   2  

キャリア特別講座A 2   2  

キャリア特別講座B 2   2  

キャリア特別講座C 2   2  

キャリア特別講座D 2   2  

キャリア特別講座E 2   2  

キャリア特別講座F 2   2  

キャリア特別講座G 2   2  

キャリア特別講座H 2   2  

ビジネス・コンピュータ講

座A 

2   2  

ビジネス・コンピュータ講

座B 

2   2  

ビジネス・コンピュータ講

座C 

2   2  

ビジネス・コンピュータ講

座D 

2   2  

経済実務実習A 1   1  

経済実務実習B 1   1  

経済実務実習C 1   1  

経済実務実習D 1   1  

海外実務実習A 2   2  

海外実務実習B 2   2  

集中セミナーA 1   1  

集中セミナーB 1   1  

集中セミナーC 1   1  

集中セミナーD 1   1  
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日本社会経済史A 2   2  

日本社会経済史B 2   2  

国際法概論A 2   2  

国際法概論B 2   2  

地方自治概論A 2   2  

地方自治概論B 2   2  

社会調査概論A 2   2  

社会調査概論B 2   2  

(3) 全学共通科目（両学科共通） 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

1．基本科目 

A系 人間と文化（人文系） 

哲学A 2   2  

哲学B 2   2  

文学A 2   2  

文学B 2   2  

論理学A 2   2  

論理学B 2   2  

倫理学A 2   2  

倫理学B 2   2  

宗教学A 2   2  

宗教学B 2   2  

歴史学A 2   2  

歴史学B 2   2  

考古学A 2   2  

考古学B 2   2  

文化史A 2   2  

文化史B 2   2  

芸術学A 2   2  

芸術学B 2   2  
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地理学A 2   2  

地理学B 2   2  

言語学A 2   2  

言語学B 2   2  

B系 社会と生活（社会系） 

法学A 2   2  

法学B 2   2  

社会学A 2   2  

社会学B 2   2  

政治学A 2   2  

政治学B 2   2  

経済学A 2   2  

経済学B 2   2  

心理学A 2   2  

心理学B 2   2  

教育学A 2   2  

教育学B 2   2  

民俗学A 2   2  

民俗学B 2   2  

文化人類学A 2   2  

文化人類学B 2   2  

C系 自然と環境（自然系） 

数学A 2   2  

数学B 2   2  

地学A 2   2  

地学B 2   2  

生物学A 2   2  

生物学B 2   2  

生態学A 2   2  

生態学B 2   2  

現代科学A 2   2  
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現代科学B 2   2  

情報科学A 2   2  

情報科学B 2   2  

自然科学A 2   2  

自然科学B 2   2  

D系 健康とスポーツ（保健体育系） 

総合体育A 1   1  

総合体育B 1   1  

健康スポーツ科学A 2   2  

健康スポーツ科学B 2   2  

体育実技A 1   1  

体育実技B 1   1  

野外実習A 1   1  

野外実習B 1   1  

E系 知識創造と実践（総合系） 

データサイエンスA 2   2  

データサイエンスB 2   2  

2．課題（テーマ）科目 

第1群      

地域・国家・民族の考察A 2   2  

地域・国家・民族の考察B 2   2  

第2群      

女性・子ども・老人への視

点A 

2   2  

女性・子ども・老人への視

点B 

2   2  

第3群      

人権・民主主義・平和を考

えるA 

2   2  

人権・民主主義・平和を考

えるB 

2   2  
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第4群      

現代社会の諸問題A 2   2  

現代社会の諸問題B 2   2  

第5群      

異文化・世界にふれるA 2   2  

異文化・世界にふれるB 2   2  

第6群      

自己・人間をみつめるA 2   2  

自己・人間をみつめるB 2   2  

第7群      

キャリアデザインA 2   2  

キャリアデザインB 2   2  

第8群      

インターンシップA 2   2  

インターンシップB 2   2  

第9群      

全学共通特殊講義A 2   2  

全学共通特殊講義B 2   2  

3．発展科目 

日本国憲法 2   2  

4．単位互換科目 

      

5．「他学部・他学科開放」科目 

      

摘要 

① 単位互換科目は、他大学又は短期大学の単位互換による科目名及び単位数を適用

し、10単位を上限として選択単位とする。 

② 「他学部・他学科開放」科目は、他学部又は学科の科目名及び単位数を適用し、

20単位を上限として選択単位とする。 

(4) 外国人留学生に関する日本語科目等（両学科共通） 
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授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

（内容コース）      

日本の政治・経済・社会A 2   2  

日本の政治・経済・社会B 2   2  

日本の文化・芸術A 2   2  

日本の文化・芸術B 2   2  

日本の歴史A 2   2  

日本の歴史B 2   2  

現代日本の諸相A 2   2  

現代日本の諸相B 2   2  

国際理解演習A 2   2  

国際理解演習B 2   2  

国際理解演習C 2   2  

国際理解演習D 2   2  

（言語コース（発展））      

理解とコミュニケーション

A 

1   1  

理解とコミュニケーション

B 

1   1  

資料・文献読解A 1 1    

資料・文献読解B 1 1    

日本語文章表現A 1 1    

日本語文章表現B 1 1    

(5) 教職課程関連科目（社会経済学科） 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

教職科目      

教育学概論 2    2 

教師論 1    1 

教育社会学 2    2 
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教育法・行政 2    2 

教育心理学概論 2    2 

特別支援教育（介護等体験

の指導を含む。） 

2    2 

教育課程論 1    1 

道徳教育論 2    2 

特別活動論・総合的な学習

の理論と指導法 

2    2 

教育方法論（中高） 2    2 

情報通信技術活用論 1    1 

生徒指導論（進路指導を含

む。） 

2    2 

教育相談（カウンセリング

を含む。） 

2    2 

教育実習1 1    1 

教育実習2（小中） 4    4 

教育実習2（中学） 4    4 

教育実習2（高校） 2    2 

教育実習A 1    1 

教育実習B 2    2 

教育実習C 2    2 

教育実習D 3    3 

教職実践演習（中高） 2    2 

教育史1 2    2 

教育史2 2    2 

平和と教育 2    2 

ダイバーシティと教育 2    2 

教職特別演習1 2    2 

教職特別演習2 2    2 

教職特別演習3 2    2 

学校安全論 2    2 
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特別インターンシップ1 2    2 

特別インターンシップ2 2    2 

(6) 司書・司書教諭課程関連科目（司書は両学科共通、司書教諭は社会経済学科のみ） 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

生涯学習概論1 2    2 

図書館概論 2    2 

図書・図書館史 2    2 

図書館情報資源概論 2    2 

図書館情報資源特論 2    2 

学校図書館メディアの構成 2    2 

情報資源組織論 2    2 

情報資源組織演習A 1    1 

情報資源組織演習B 1    1 

図書館サービス概論 2    2 

図書館制度・経営論 2    2 

図書館サービス特論 2    2 

図書館情報技術論 2    2 

情報サービス論 2    2 

児童サービス論 2    2 

情報サービス演習1 1    1 

情報サービス演習2 1    1 

コミュニケーション論B 2    2 

学校経営と学校図書館 2    2 

学習指導と学校図書館 2    2 

読書と豊かな人間性 2    2 

情報メディアの活用 2    2 

(7) 削除 

(8) 学芸員課程関連科目（両学科共通） 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 
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博物館学概論1 2    2 

博物館学概論2 2    2 

博物館資料論 2    2 

博物館資料保存論 2    2 

博物館展示論 2    2 

博物館教育論 2    2 

生涯学習概論1 2    2 

生涯学習概論2 2    2 

博物館情報・メディア論 2    2 

博物館実習1 1    1 

博物館実習2 2    2 

文化史A 2   2  

文化史B 2   2  

美術史1 2    2 

美術史2 2    2 

考古学A 2   2  

考古学B 2   2  

民俗学A 2   2  

民俗学B 2   2  

自然科学A 2   2  

自然科学B 2   2  

理科1（地学） 2    2 

理科2（生物） 2    2 

理科3（化学） 2    2 

理科4（物理） 2    2 

(9) 副専攻科目等（両学科共通） 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

（スポーツ科学系副専攻）      

スポーツ科学入門 2   2  

スポーツの指導 2   2  
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スポーツ選手の医学 2   2  

スポーツ選手の生理 2   2  

スポーツ選手の心理 2   2  

スポーツマネジメント論 2   2  

トレーニング理論と実践 2   2  

競技スポーツ演習Ⅰ 2   2  

競技スポーツ演習Ⅱ 2   2  

競技スポーツ演習Ⅲ 2   2  

競技スポーツ演習Ⅳ 2   2  

（履修方法、卒業要件及び進級要件） 

第23条の９ 前条各号に定める各区分ごとの授業科目の履修方法及び修得単位は、次の各

号に定めるとおりとする。 

(1) 基礎教育科目 

社会経済学科 

必修科目 ８単位 

選択必修科目 ８単位以上 

選択科目 単位修得の条件及び制限は設けない。 

自由科目 単位修得の条件及び制限は設けない。 

現代経済学科 

必修科目 10単位 

選択科目 単位修得の条件及び制限は設けない。 

自由科目 単位修得の条件及び制限は設けない。 

社会経済学科・現代経済学科共通 

他学科が開設する基礎教育科目から、当該学科の基礎教育科目・選択科目および自

由科目の単位として履修することができる。ただし、他学科の選択必修科目につい

ては、選択科目として履修することができる。 

(2) 専門教育科目 

社会経済学科 

必修科目 ８単位 

選択必修科目 選択必修Ⅰ群から12単位以上、選択必修Ⅱ群から12単位以上を含む

36単位以上。ただし、専門演習Ⅰ・Ⅱの履修は、Ⅰ・Ⅱともに同一教員履修と

-学則-138-



 

し、担当教員の承認を得なければならない。 

選択科目 単位修得の条件及び制限は設けない。 

自由科目 単位修得の条件及び制限は設けない。 

現代経済学科 

必修科目 10単位 

選択必修科目 選択必修Ⅰ群から12単位以上、選択必修Ⅱ群から12単位以上を含む

36単位以上。ただし、専門演習Ⅰ・Ⅱの履修は、Ⅰ・Ⅱともに同一教員履修と

し、担当教員の承認を得なければならない。 

選択科目 単位修得の条件及び制限は設けない。 

自由科目 単位修得の条件及び制限は設けない。 

社会経済学科・現代経済学科共通 

他学科が開設する専門教育科目から、当該学科の専門教育科目・選択科目および自

由科目の単位として履修することができる。ただし、他学科の選択必修科目につい

ては、選択科目として履修することができる。 

以上を含め専門教育科目から74単位以上。 

なお、単位数の規定中、自由科目については単位数には算入しない。 

(3) 全学共通科目（両学科共通） 

選択科目 12単位以上。 

(4) 外国人留学生に関する日本語科目等（両学科共通） 

① 外国人留学生以外の者が、本科目を履修することはできない。 

② 履修方法は、次のとおりとする。 

必修科目 ４単位 

選択科目 内容コース及び言語コース（発展）から、10単位までを卒業要件単位と

することができる。 

自由科目 単位修得の条件及び制限は設けない。 

(5) 教職課程関連科目（社会経済学科） 

教育職員免許状の所要資格を取得しようとする者は、教育職員免許法及び同法施行

規則の定めるところに従い、専門教育科目、全学共通科目及び本区分の授業科目か

ら、資格を得るに必要な科目を履修するものとする。 

(6) 司書・司書教諭課程関連科目（司書は両学科共通、司書教諭は社会経済学科のみ） 

司書の資格を取得しようとする者は、図書館法及び同法施行規則の定めるところに
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従い、又司書教諭の資格を取得しようとする者は、学校図書館法及び学校図書館司書

教諭講習規程の定めるところに従い、本区分の授業科目から、資格を得るに必要な科

目を履修するものとする。 

(7) 削除 

(8) 学芸員課程関連科目（両学科共通） 

学芸員の資格を取得しようとする者は、博物館法及び同法施行規則の定めるところ

に従い、本区分の授業科目から、資格を得るに必要な科目を履修するものとする。 

(9) 副専攻科目等（両学科共通） 

（スポーツ科学系副専攻） 

「コーチングアシスタント」の資格を取得しようとする者は、日本スポーツ協会認

定スポーツ指導者資格の定めるところに従い、本区分の授業科目から、資格を得るに

必要な科目を履修しなければならない。 

２ 前条、第１号及び第２号に定める科目として開設する授業科目のうち、ローマ数字

（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）で表示する授業科目については、Ⅰの科目の単位を修得しなければⅡの

科目を履修することはできない。また、Ⅰ及びⅡの科目の単位を修得しなければⅢの科

目を履修することはできない。 

３ １年間の履修単位数の上限は、卒業要件単位として算入される単位数として、１年次

から２年次においては44単位まで、３年次から４年次においては49単位までとする。た

だし、長期海外留学からの帰国学生、編入学生、転学部・転学科生については、教授会

の審査・承認を経て、上限を超える履修登録を認めることができる。前条第１号、第２

号、第３号及び第９号に定める科目について、第１項第１号、第２号、第３号及び第９

号に定める単位を含め、124単位以上を修得した者を卒業とする。ただし、外国人留学

生については、前条第１号、第２号、第３号、第４号及び第９号に定める科目につい

て、第１項第１号、第２号、第３号、第４号及び第９号に定める単位を含め、124単位

以上を修得した者を卒業とする。 

４ ２年次終了の時点において、社会経済学科は基礎教育科目「基礎演習」・「アクティ

ブ・リーディングA」、専門教育科目「経済学の基礎A・B」を含め40単位以上、現代経

済学科は、基礎教育科目「基礎演習」・「アクティブ・リーディングA」・「入門数

理」、専門教育科目「経済学の基礎A・B」・「経済データ分析入門」を含め、卒業要件

単位として算入される単位数として40単位以上を修得できない者は、３年次に進級する

ことができない。 
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５ 外国人留学生は、前項に定める要件に加えて、外国人留学生に関する日本語科目等の

「資料・文献読解A・B」・「日本語文章表現A・B」を修得していないときは、３年次

に進級することができない。 

第４節 外国語学部 

（授業科目の区分等） 

第23条の10 外国語学部が開設する授業科目の区分は、次のとおりとする。 

(1) 基礎教育科目 

(2) 専門教育科目 

(3) 全学共通科目 

(4) 外国人留学生に関する日本語科目等 

(5) 教職課程関連科目 

(6) 司書・司書教諭課程関連科目 

(7) 削除 

(8) 学芸員課程関連科目 

(9) 副専攻科目等 

２ 前項各号に定める各授業科目を、必修科目、選択必修科目、選択科目及び自由科目に

分け、これを各年次に配当して編成する。 

３ 前項に定める必修科目、選択必修科目及び選択科目については卒業要件単位に算入

し、自由科目については卒業要件単位には算入しない。 

４ 第１項各号に定める各授業科目は、教授会の定めるところに従い、各学年又は各学年

の各学期に配当する。 

（授業科目の開設等） 

第23条の11 開設する授業科目、単位数及び必修、選択必修、選択、自由の別は、次のと

おりとする。 

(1) 基礎教育科目 

中国語学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

総合英語1A 1 1    

総合英語1B 1 1    

英語コミュニケーション 1 1    
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1A 

英語コミュニケーション

1B 

1 1    

教養基礎演習A 1 1    

教養基礎演習B 1 1    

ITリテラシーA 1 1    

ITリテラシーB 1 1    

総合英語2A 1   1  

総合英語2B 1   1  

英語コミュニケーション

2A 

1   1  

英語コミュニケーション

2B 

1   1  

上級英語A 1   1  

上級英語B 1   1  

上級時事英語A 1   1  

上級時事英語B 1   1  

上級コミュニケーション英

語A 

1   1  

上級コミュニケーション英

語B 

1   1  

フランス語初級1A 1   1  

フランス語初級1B 1   1  

フランス語初級2A 1   1  

フランス語初級2B 1   1  

フランス語中級1A 1   1  

フランス語中級1B 1   1  

フランス語中級2A 1   1  

フランス語中級2B 1   1  

ドイツ語初級1A 1   1  

ドイツ語初級1B 1   1  
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ドイツ語初級2A 1   1  

ドイツ語初級2B 1   1  

ドイツ語中級1A 1   1  

ドイツ語中級1B 1   1  

ドイツ語中級2A 1   1  

ドイツ語中級2B 1   1  

英語学科 

（英語コース） 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

必修科目 ライティング1A 1 1    

ライティング1B 1 1    

リーディング1A 1 1    

リーディング1B 1 1    

スピーキング1A 1 1    

スピーキング1B 1 1    

リスニング1A 1 1    

リスニング1B 1 1    

ライティング2A 1 1    

ライティング2B 1 1    

リーディング2A 1 1    

リーディング2B 1 1    

スピーキング2A 1 1    

スピーキング2B 1 1    

ライティング3A 1 1    

ライティング3B 1 1    

日本語表現法1

（含情報収集） 

1 1    

日本語表現法2

（含情報収集） 

1 1    
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情報処理1 1 1    

情報処理2 1 1    

キャリアプランニ

ング 

2 2    

選択必修

科目1 

中国語基礎1A 1  1   

中国語基礎1B 1  1   

中国語基礎2A 1  1   

中国語基礎2B 1  1   

中国語中級1A 1  1   

中国語中級1B 1  1   

ドイツ語基礎1A

（英語コース） 

1  1   

ドイツ語基礎1B

（英語コース） 

1  1   

ドイツ語基礎2A

（英語コース） 

1  1   

ドイツ語基礎2B

（英語コース） 

1  1   

ドイツ語中級1A

（英語コース） 

1  1   

ドイツ語中級1B

（英語コース） 

1  1   

フランス語基礎

1A（英語コー

ス） 

1  1   

フランス語基礎

1B（英語コー

ス） 

1  1   

フランス語基礎

2A（英語コー

1  1   
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ス） 

フランス語基礎

2B（英語コー

ス） 

1  1   

フランス語中級

1A（英語コー

ス） 

1  1   

フランス語中級

1B（英語コー

ス） 

1  1   

スペイン語基礎

1A 

1  1   

スペイン語基礎

1B 

1  1   

スペイン語基礎

2A 

1  1   

スペイン語基礎

2B 

1  1   

スペイン語中級

1A 

1  1   

スペイン語中級

1B 

1  1   

選択必修

科目2 

中国語上級1A 1  1   

中国語上級1B 1  1   

ドイツ語上級1A

（英語コース） 

1  1   

ドイツ語上級1B

（英語コース） 

1  1   

フランス語上級

1A（英語コー

1  1   
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ス） 

フランス語上級

1B（英語コー

ス） 

1  1   

スペイン語上級

1A 

1  1   

スペイン語上級

1B 

1  1   

中国語初級1A 1  1   

中国語初級1B 1  1   

ドイツ語初級1A 1  1   

ドイツ語初級1B 1  1   

フランス語初級

1A 

1  1   

フランス語初級

1B 

1  1   

ポルトガル語初級

A 

1  1   

ポルトガル語初級

B 

1  1   

イタリア語初級A 1  1   

イタリア語初級B 1  1   

ロシア語初級A 1  1   

ロシア語初級B 1  1   

コリア語初級A 1  1   

コリア語初級B 1  1   

インドネシア語初

級A 

1  1   

インドネシア語初

級B 

1  1   
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アラビア語初級A 1  1   

アラビア語初級B 1  1   

モンゴル語初級A 1  1   

モンゴル語初級B 1  1   

ベトナム語初級A 1  1   

ベトナム語初級B 1  1   

ラテン語初級A 1  1   

ラテン語初級B 1  1   

ギリシア語初級A 1  1   

ギリシア語初級B 1  1   

選択科目 キャリアデザイン

演習1A（秘書検

定1） 

2   2  

キャリアデザイン

演習1B（ビジネ

ス検定1） 

2   2  

キャリアデザイン

演習2A（秘書検

定2） 

2   2  

キャリアデザイン

演習2B（ビジネ

ス検定2） 

2   2  

情報処理研究1A 2   2  

情報処理研究1B 2   2  

情報処理研究2A 2   2  

情報処理研究2B 2   2  

情報処理研究3A 2   2  

情報処理研究3B 2   2  

身体表現演習（英

独系） 

2   2  
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ドイツ語初級2A

（英独系） 

1   1  

ドイツ語初級2B

（英独系） 

1   1  

ドイツ語中級2A

（英独系） 

1   1  

ドイツ語中級2B

（英独系） 

1   1  

ドイツ語中級3A

（英独系） 

1   1  

ドイツ語中級3B

（英独系） 

1   1  

ドイツ語中級4A

（英独系） 

1   1  

ドイツ語中級4B

（英独系） 

1   1  

身体表現演習（英

仏系） 

2   2  

フランス語初級

2A（英仏系） 

1   1  

フランス語初級

2B（英仏系） 

1   1  

フランス語中級

2A（英仏系） 

1   1  

フランス語中級

2B（英仏系） 

1   1  

フランス語中級

3A（英仏系） 

1   1  

フランス語中級

3B（英仏系） 

1   1  

-学則-148-



 

フランス語中級

4A（英仏系） 

1   1  

フランス語中級

4B（英仏系） 

1   1  

（ヨーロッパ２言語コース 英独系） 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

必修科目 ライティング1A 1 1    

ライティング1B 1 1    

リーディング1A 1 1    

リーディング1B 1 1    

スピーキング1A 1 1    

スピーキング1B 1 1    

ライティング2A 1 1    

ライティング2B 1 1    

リーディング2A 1 1    

リーディング2B 1 1    

スピーキング2A 1 1    

スピーキング2B 1 1    

ライティング3A 1 1    

ライティング3B 1 1    

日本語表現法1

（含情報収集） 

1 1    

日本語表現法2

（含情報収集） 

1 1    

情報処理1 1 1    

情報処理2 1 1    

キャリアプランニ

ング 

2 2    

身体表現演習（英 2 2    
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独系） 

ドイツ語基礎1A

（英独系） 

1 1    

ドイツ語基礎1B

（英独系） 

1 1    

ドイツ語基礎2A

（英独系） 

1 1    

ドイツ語基礎2B

（英独系） 

1 1    

ドイツ語初級2A

（英独系） 

1 1    

ドイツ語初級2B

（英独系） 

1 1    

ドイツ語中級1A

（英独系） 

1 1    

ドイツ語中級1B

（英独系） 

1 1    

ドイツ語中級2A

（英独系） 

1 1    

ドイツ語中級2B

（英独系） 

1 1    

ドイツ語中級3A

（英独系） 

1 1    

ドイツ語中級3B

（英独系） 

1 1    

ドイツ語中級4A

（英独系） 

1 1    

ドイツ語中級4B

（英独系） 

1 1    

ドイツ語上級3A 1 1    
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（英独系） 

ドイツ語上級3B

（英独系） 

1 1    

ドイツ語上級4A

（英独系） 

1 1    

ドイツ語上級4B

（英独系） 

1 1    

選択科目 中国語基礎1A 1   1  

中国語基礎1B 1   1  

中国語基礎2A 1   1  

中国語基礎2B 1   1  

中国語中級1A 1   1  

中国語中級1B 1   1  

スペイン語基礎

1A 

1   1  

スペイン語基礎

1B 

1   1  

スペイン語基礎

2A 

1   1  

スペイン語基礎

2B 

1   1  

スペイン語中級

1A 

1   1  

スペイン語中級

1B 

1   1  

中国語上級1A 1   1  

中国語上級1B 1   1  

フランス語上級

1A（英語コー

ス） 

1   1  
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フランス語上級

1B（英語コー

ス） 

1   1  

スペイン語上級

1A 

1   1  

スペイン語上級

1B 

1   1  

中国語初級1A 1   1  

中国語初級1B 1   1  

ドイツ語初級1A 1   1  

ドイツ語初級1B 1   1  

フランス語初級

1A 

1   1  

フランス語初級

1B 

1   1  

ポルトガル語初級

A 

1   1  

ポルトガル語初級

B 

1   1  

イタリア語初級A 1   1  

イタリア語初級B 1   1  

ロシア語初級A 1   1  

ロシア語初級B 1   1  

コリア語初級A 1   1  

コリア語初級B 1   1  

インドネシア語初

級A 

1   1  

インドネシア語初

級B 

1   1  

アラビア語初級A 1   1  
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アラビア語初級B 1   1  

モンゴル語初級A 1   1  

モンゴル語初級B 1   1  

ベトナム語初級A 1   1  

ベトナム語初級B 1   1  

ラテン語初級A 1   1  

ラテン語初級B 1   1  

ギリシア語初級A 1   1  

ギリシア語初級B 1   1  

リスニング1A 1   1  

リスニング1B 1   1  

フランス語基礎

1A（英語コー

ス） 

1   1  

フランス語基礎

1B（英語コー

ス） 

1   1  

フランス語基礎

2A（英語コー

ス） 

1   1  

フランス語基礎

2B（英語コー

ス） 

1   1  

フランス語中級

1A（英語コー

ス） 

1   1  

フランス語中級

1B（英語コー

ス） 

1   1  

キャリアデザイン 2   2  
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演習1A（秘書検

定1） 

キャリアデザイン

演習1B（ビジネ

ス検定1） 

2   2  

キャリアデザイン

演習2A（秘書検

定2） 

2   2  

キャリアデザイン

演習2B（ビジネ

ス検定2） 

2   2  

情報処理研究1A 2   2  

情報処理研究1B 2   2  

情報処理研究2A 2   2  

情報処理研究2B 2   2  

情報処理研究3A 2   2  

情報処理研究3B 2   2  

（ヨーロッパ２言語コース 英仏系） 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

必修科目 ライティング1A 1 1    

ライティング1B 1 1    

リーディング1A 1 1    

リーディング1B 1 1    

スピーキング1A 1 1    

スピーキング1B 1 1    

ライティング2A 1 1    

ライティング2B 1 1    

リーディング2A 1 1    

リーディング2B 1 1    
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スピーキング2A 1 1    

スピーキング2B 1 1    

ライティング3A 1 1    

ライティング3B 1 1    

日本語表現法1

（含情報収集） 

1 1    

日本語表現法2

（含情報収集） 

1 1    

情報処理1 1 1    

情報処理2 1 1    

キャリアプランニ

ング 

2 2    

身体表現演習（英

仏系） 

2 2    

フランス語基礎

1A（英仏系） 

1 1    

フランス語基礎

1B（英仏系） 

1 1    

フランス語基礎

2A（英仏系） 

1 1    

フランス語基礎

2B（英仏系） 

1 1    

フランス語初級

2A（英仏系） 

1 1    

フランス語初級

2B（英仏系） 

1 1    

フランス語中級

1A（英仏系） 

1 1    

フランス語中級

1B（英仏系） 

1 1    
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フランス語中級

2A（英仏系） 

1 1    

フランス語中級

2B（英仏系） 

1 1    

フランス語中級

3A（英仏系） 

1 1    

フランス語中級

3B（英仏系） 

1 1    

フランス語中級

4A（英仏系） 

1 1    

フランス語中級

4B（英仏系） 

1 1    

フランス語上級

3A（英仏系） 

1 1    

フランス語上級

3B（英仏系） 

1 1    

フランス語上級

4A（英仏系） 

1 1    

フランス語上級

4B（英仏系） 

1 1    

選択科目 中国語基礎1A 1   1  

中国語基礎1B 1   1  

中国語基礎2A 1   1  

中国語基礎2B 1   1  

中国語中級1A 1   1  

中国語中級1B 1   1  

スペイン語基礎

1A 

1   1  

スペイン語基礎

1B 

1   1  
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スペイン語基礎

2A 

1   1  

スペイン語基礎

2B 

1   1  

スペイン語中級

1A 

1   1  

スペイン語中級

1B 

1   1  

中国語上級1A 1   1  

中国語上級1B 1   1  

ドイツ語上級1A

（英語コース） 

1   1  

ドイツ語上級1B

（英語コース） 

1   1  

スペイン語上級

1A 

1   1  

スペイン語上級

1B 

1   1  

中国語初級1A 1   1  

中国語初級1B 1   1  

ドイツ語初級1A 1   1  

ドイツ語初級1B 1   1  

フランス語初級

1A 

1   1  

フランス語初級

1B 

1   1  

ポルトガル語初級

A 

1   1  

ポルトガル語初級

B 

1   1  
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イタリア語初級A 1   1  

イタリア語初級B 1   1  

ロシア語初級A 1   1  

ロシア語初級B 1   1  

コリア語初級A 1   1  

コリア語初級B 1   1  

インドネシア語初

級A 

1   1  

インドネシア語初

級B 

1   1  

アラビア語初級A 1   1  

アラビア語初級B 1   1  

モンゴル語初級A 1   1  

モンゴル語初級B 1   1  

ベトナム語初級A 1   1  

ベトナム語初級B 1   1  

ラテン語初級A 1   1  

ラテン語初級B 1   1  

ギリシア語初級A 1   1  

ギリシア語初級B 1   1  

リスニング1A 1   1  

リスニング1B 1   1  

ドイツ語基礎1A

（英語コース） 

1   1  

ドイツ語基礎1B

（英語コース） 

1   1  

ドイツ語基礎2A

（英語コース） 

1   1  

ドイツ語基礎2B

（英語コース） 

1   1  
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ドイツ語中級1A

（英語コース） 

1   1  

ドイツ語中級1B

（英語コース） 

1   1  

キャリアデザイン

演習1A（秘書検

定1） 

2   2  

キャリアデザイン

演習1B（ビジネ

ス検定1） 

2   2  

キャリアデザイン

演習2A（秘書検

定2） 

2   2  

キャリアデザイン

演習2B（ビジネ

ス検定2） 

2   2  

情報処理研究1A 2   2  

情報処理研究1B 2   2  

情報処理研究2A 2   2  

情報処理研究2B 2   2  

情報処理研究3A 2   2  

情報処理研究3B 2   2  

日本語学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

コンピューター演習 1 1    

リサーチ・スキルズ 1 1    

文章表現法A 2   2  

文章表現法B 2   2  

キャリア・プランニングA 2   2  
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キャリア・プランニングB 2   2  

(2) 専門教育科目 

中国語学科 

区分 授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

必修科目 総合中国語1A

（文型） 

1 1    

総合中国語1B

（文型） 

1 1    

総合中国語1A

（語彙） 

1 1    

総合中国語1B

（語彙） 

1 1    

総合中国語1A

（会話） 

1 1    

総合中国語1B

（会話） 

1 1    

総合中国語2A

（文型） 

1 1    

総合中国語2B

（文型） 

1 1    

総合中国語2A

（語彙） 

1 1    

総合中国語2B

（語彙） 

1 1    

総合中国語2A

（会話） 

1 1    

総合中国語2B

（会話） 

1 1    

中国語作文1A 1 1    
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中国語作文1B 1 1    

中国語作文2A 1 1    

中国語作文2B 1 1    

講読A 1 1    

講読B 1 1    

中国語時事文1A 1 1    

中国語時事文1B 1 1    

中国語時事文2A 1 1    

中国語時事文2B 1 1    

コース選

択必修科

目 

中国語・社会（ビ

ジネス）コース 

     

ビジネス中国語A 1  1   

ビジネス中国語B 1  1   

中国へのアプロー

チA 

2  2   

中国へのアプロー

チB 

2  2   

中国現代経済論A 2  2   

中国現代経済論B 2  2   

中国語通信文A 1  1   

中国語通信文B 1  1   

ビジネスIT演習A 1  1   

ビジネスIT演習B 1  1   

国際政治経済論A 2  2   

国際政治経済論B 2  2   

中国語・言語（通

訳翻訳）コース 

     

観光中国語A 1  1   

観光中国語B 1  1   

中国語学概論A 2  2   
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中国語学概論B 2  2   

中国語文法概論A 2  2   

中国語文法概論B 2  2   

中国語通訳法A 1  1   

中国語通訳法B 1  1   

中国語翻訳法A 1  1   

中国語翻訳法B 1  1   

日中対照言語概論

A 

2  2   

日中対照言語概論

B 

2  2   

共通選択

必修科目 

中国現代文学概論

A 

2  2   

中国現代文学概論

B 

2  2   

日中比較文化概論

A 

2  2   

日中比較文化概論

B 

2  2   

中国語語彙論A 2  2   

中国語語彙論B 2  2   

中国語音韻論A 2  2   

中国語音韻論B 2  2   

中国語資格対策講

座A 

2  2   

中国語資格対策講

座B 

2  2   

中国語コミュニケ

ーション1A 

1  1   

中国語コミュニケ 1  1   
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ーション1B 

中国語コミュニケ

ーション2A 

1  1   

中国語コミュニケ

ーション2B 

1  1   

中国現代政治論A 2  2   

中国現代政治論B 2  2   

国際企業A 2  2   

国際企業B 2  2   

ベンチャービジネ

スA 

2  2   

ベンチャービジネ

スB 

2  2   

中国言語情報演習

1A 

2  2   

中国言語情報演習

1B 

2  2   

中国言語情報演習

2A 

2  2   

中国言語情報演習

2B 

2  2   

中国社会文化演習

1A 

2  2   

中国社会文化演習

1B 

2  2   

中国社会文化演習

2A 

2  2   

中国社会文化演習

2B 

2  2   

学科共通海外現地研修1 2   2  
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選択科目 海外現地研修2 2   2  

海外現地研修3 2   2  

海外現地研修4 2   2  

海外現地研修5 2   2  

海外現地研修6 2   2  

海外現地研修7 2   2  

海外現地研修8 2   2  

海外現地研修9 2   2  

海外現地研修10 2   2  

インターンシップ

実習1 

2   2  

インターンシップ

実習2 

2   2  

教科教育法（中国

語）基礎A 

2   2  

教科教育法（中国

語）基礎B 

2   2  

教科教育法（中国

語）応用A 

2   2  

教科教育法（中国

語）応用B 

2   2  

学部共通

選択科目 

コリア語初級A 1   1  

コリア語初級B 1   1  

インドネシア語初

級A 

1   1  

インドネシア語初

級B 

1   1  

スペイン語基礎

1A 

1   1  

スペイン語基礎 1   1  
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1B 

スペイン語基礎

2A 

1   1  

スペイン語基礎

2B 

1   1  

スペイン語中級A 1   1  

スペイン語中級B 1   1  

スペイン語上級A 1   1  

スペイン語上級B 1   1  

ポルトガル語初級

A 

1   1  

ポルトガル語初級

B 

1   1  

ポルトガル語中級

A 

1   1  

ポルトガル語中級

B 

1   1  

ロシア語初級A 1   1  

ロシア語初級B 1   1  

アラビア語初級A 1   1  

アラビア語初級B 1   1  

モンゴル語初級A 1   1  

モンゴル語初級B 1   1  

ベトナム語初級A 1   1  

ベトナム語初級B 1   1  

ラテン語初級A 1   1  

ラテン語初級B 1   1  

ギリシア語初級A 1   1  

ギリシア語初級B 1   1  

イタリア語初級A 1   1  
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イタリア語初級B 1   1  

イタリア語中級A 1   1  

イタリア語中級B 1   1  

情報処理研究1A 2   2  

情報処理研究1B 2   2  

情報処理研究2A 2   2  

情報処理研究2B 2   2  

情報処理研究3A 2   2  

情報処理研究3B 2   2  

国際関係論A 2   2  

国際関係論B 2   2  

国際経済論A 2   2  

国際経済論B 2   2  

国際法A 2   2  

国際法B 2   2  

多文化社会A 2   2  

多文化社会B 2   2  

移民政策A 2   2  

移民政策B 2   2  

民法A 2   2  

民法B 2   2  

商法A 2   2  

商法B 2   2  

会計学A 2   2  

会計学B 2   2  

日本文化学概説A 2   2  

日本文化学概説B 2   2  

日本語学概論A 2   2  

日本語学概論B 2   2  

日本語学演習A 1   1  
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日本語学演習B 1   1  

日本語教授法A 2   2  

日本語教授法B 2   2  

文章表現法A 2   2  

文章表現法B 2   2  

日本語情報処理研

究A 

2   2  

日本語情報処理研

究B 

2   2  

日本語教育学演習

A 

2   2  

日本語教育学演習

B 

2   2  

日本語特別演習A 1   1  

日本語特別演習B 1   1  

日本語教育学A 2   2  

日本語教育学B 2   2  

マスコミュニケー

ション論A 

2   2  

マスコミュニケー

ション論B 

2   2  

東アジア地域研究

A 

2   2  

東アジア地域研究

B 

2   2  

東南アジア地域研

究A 

2   2  

東南アジア地域研

究B 

2   2  

アメリカ研究A 2   2  
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アメリカ研究B 2   2  

南米地域研究A 2   2  

南米地域研究B 2   2  

オーストラリア研

究 

2   2  

ニュージーランド

研究 

2   2  

英語学科 

（英語コース・ヨーロッパ２言語コース共通 必修科目） 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

必修科目 ゼミナールⅠA 2 2    

ゼミナールⅠB 2 2    

ゼミナールⅡA 2 2    

ゼミナールⅡB 2 2    

ゼミナールⅢA 2 2    

ゼミナールⅢB 2 2    

ゼミナールⅣA 2 2    

ゼミナールⅣB 2 2    

英語学入門 2 2    

英語文学入門（文

学史） 

2 2    

英語圏地域研究入

門 

2 2    

ヨーロッパ地域研

究入門 

2 2    

英語学と関連領

域：知の森を覗く

A 

2 2    

英語学と関連領 2 2    

-学則-168-



 

域：知の森を覗く

B 

検定英語1A 1 1    

検定英語1B 1 1    

検定英語2A 1 1    

検定英語2B 1 1    

検定英語3A 1 1    

検定英語3B 1 1    

（英語コース・ヨーロッパ２言語コース共通 選択必修科目A） 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

選択必修

科目A 

オーラル・コミュ

ニケーション演習

1（発音トレーニ

ング） 

1  1   

オーラル・コミュ

ニケーション演習

2A（ドラマA） 

1  1   

オーラル・コミュ

ニケーション演習

2B（ドラマB） 

1  1   

オーラル・コミュ

ニケーション演習

3A（パブリッ

ク・スピーキング

A） 

1  1   

オーラル・コミュ

ニケーション演習

3B（パブリッ

ク・スピーキング

1  1   
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B） 

オーラル・コミュ

ニケーション演習

4A（ディベート

A） 

1  1   

オーラル・コミュ

ニケーション演習

4B（ディべート

B） 

1  1   

メディア・コミュ

ニケーション演習

1A（メディア・

イングリッシュ

1A） 

1  1   

メディア・コミュ

ニケーション演習

1B（メディア・

イングリッシュ

1B） 

1  1   

メディア・コミュ

ニケーション演習

2A（メディア・

イングリッシュ

2A） 

1  1   

メディア・コミュ

ニケーション演習

2B（メディア・

イングリッシュ

2B） 

1  1   

アドバンスト・イ

ングリッシュ1A 

1  1   
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アドバンスト・イ

ングリッシュ1B 

1  1   

アドバンスト・イ

ングリッシュ2A 

1  1   

アドバンスト・イ

ングリッシュ2B 

1  1   

スーパー・アドバ

ンスト・イングリ

ッシュ1A 

1  1   

スーパー・アドバ

ンスト・イングリ

ッシュ1B 

1  1   

スーパー・アドバ

ンスト・イングリ

ッシュ2A 

1  1   

スーパー・アドバ

ンスト・イングリ

ッシュ2B 

1  1   

英語圏現地研修A 2  2   

英語圏現地研修B 2  2   

（英語コース・選択必修科目B） 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

英語学系

（選択必

修科目

B） 

英語学概論A 2  2   

英語学概論B 2  2   

英文法概論A 2  2   

英文法概論B 2  2   

英語音声学概論A 2  2   

英語音声学概論B 2  2   

英語学研究1A 2  2   
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（英語史A） 

英語学研究1B

（英語史B） 

2  2   

英語学研究2A

（社会言語学A） 

2  2   

英語学研究2B

（社会言語学B） 

2  2   

英語学研究3A

（対照言語学A） 

2  2   

英語学研究3B

（対照言語学B） 

2  2   

英語学研究4A

（一般音声学A） 

2  2   

英語学研究4B

（一般音声学B） 

2  2   

英語学研究5A

（理論言語学A） 

2  2   

英語学研究5B

（理論言語学B） 

2  2   

英語学研究6A

（認知言語学A） 

2  2   

英語学研究6B

（認知言語学B） 

2  2   

英語学研究7A

（コーパス言語学

A） 

2  2   

英語学研究7B

（コーパス言語学

B） 

2  2   

英語コミュニケー 2  2   
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ション研究1A

（異文化コミュニ

ケーション論A） 

英語コミュニケー

ション研究1B

（異文化コミュニ

ケーション論B） 

2  2   

英語コミュニケー

ション研究2A

（英語翻訳法A） 

2  2   

英語コミュニケー

ション研究2B

（英語翻訳法B） 

2  2   

英語コミュニケー

ション研究3A

（英語通訳法A） 

2  2   

英語コミュニケー

ション研究3B

（英語通訳法B） 

2  2   

卒業論文A 2  2   

卒業論文B 2  2   

英語教育

学系（選

択必修科

目B） 

英語教育学概論A 2  2   

英語教育学概論B 2  2   

教科教育法（英

語）基礎A 

2  2   

教科教育法（英

語）基礎B 

2  2   

教科教育法（英

語）応用A 

2  2   

教科教育法（英 2  2   
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語）応用B 

英語教育学研究

1A（小学校英語

教育A） 

2  2   

英語教育学研究

1B（小学校英語

教育B） 

2  2   

英語教育学研究

2A（言語評価法

A） 

2  2   

英語教育学研究

2B（言語評価法

B） 

2  2   

英語教育学研究

3A（ICT＆CALL 

A） 

2  2   

英語教育学研究

3B（ICT＆CALL 

B） 

2  2   

英語教育学研究

4A（第二言語習

得論A） 

2  2   

英語教育学研究

4B（第二言語習

得論B） 

2  2   

卒業論文A 2  2   

卒業論文B 2  2   

地域文化

学系（選

択必修科

目B） 

英語圏の文化と社

会概論A 

2  2   

英語圏の文化と社

会概論B 

2  2   
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イギリス研究A 2  2   

イギリス研究B 2  2   

アメリカ研究A 2  2   

アメリカ研究B 2  2   

オーストラリア研

究 

2  2   

ニュージーランド

研究 

2  2   

カナダ研究 2  2   

中近東地域研究A 2  2   

中近東地域研究B 2  2   

東アジア地域研究

A 

2  2   

東アジア地域研究

B 

2  2   

東南アジア地域研

究A 

2  2   

東南アジア地域研

究B 

2  2   

南米地域研究A 2  2   

南米地域研究B 2  2   

地域文化学研究

1A（英米言語文

化研究A） 

2  2   

地域文化学研究

1B（英米言語文

化研究B） 

2  2   

地域文化学研究

2A（英語文学研

究A） 

2  2   
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地域文化学研究

2B（英語文学研

究B） 

2  2   

地域文化学研究

3A（異文化理解

A） 

2  2   

地域文化学研究

3B（異文化理解

B） 

2  2   

地域文化学研究

4A（ライフスタ

イル研究A） 

2  2   

地域文化学研究

4B（ライフスタ

イル研究B） 

2  2   

地域文化学研究

5A（カルチュラ

ル・スタディーズ

研究A） 

2  2   

地域文化学研究

5B（カルチュラ

ル・スタディーズ

研究B） 

2  2   

地域文化学研究

6A（ファッショ

ン文化研究A） 

2  2   

地域文化学研究

6B（ファッショ

ン文化研究B） 

2  2   

地域文化学研究

7A（比較日本文

2  2   
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化論A） 

地域文化学研究

7B（比較日本文

化論B） 

2  2   

地域文化学研究

8A（キリスト教

研究A） 

2  2   

地域文化学研究

8B（キリスト教

研究B） 

2  2   

卒業論文A 2  2   

卒業論文B 2  2   

社会科学

系（選択

必修科目

B） 

社会科学概論A 2  2   

社会科学概論B 2  2   

国際関係論A 2  2   

国際関係論B 2  2   

国際経済論A 2  2   

国際経済論B 2  2   

国際法A 2  2   

国際法B 2  2   

商法A 2  2   

商法B 2  2   

民法A 2  2   

民法B 2  2   

会計学A 2  2   

会計学B 2  2   

マスコミュニケー

ション論A 

2  2   

マスコミュニケー

ション論B 

2  2   
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多文化社会A 2  2   

多文化社会B 2  2   

移民政策A 2  2   

移民政策B 2  2   

社会科学研究1A

（多言語主義A） 

2  2   

社会科学研究1B

（多言語主義B） 

2  2   

社会科学研究2A

（国際機構研究

A） 

2  2   

社会科学研究2B

（国際機構研究

B） 

2  2   

社会科学研究3A

（国際交流研究

A） 

2  2   

社会科学研究3B

（国際交流研究

B） 

2  2   

卒業論文A 2  2   

卒業論文B 2  2   

観光学系

（選択必

修科目

B） 

ツーリズム概論A 2  2   

ツーリズム概論B 2  2   

ESP演習1A（観

光英語A） 

2  2   

ESP演習1B（観

光英語B） 

2  2   

ESP演習2A（ビ

ジネス英語A） 

2  2   
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ESP演習2B（ビ

ジネス英語B） 

2  2   

ツーリズム研究

1A（サービス・

マネージメント） 

2  2   

ツーリズム研究

1B（ツーリズ

ム・マネージメン

ト） 

2  2   

ツーリズム研究

2A（旅行・宿泊

業論） 

2  2   

ツーリズム研究

2B（航空産業

論） 

2  2   

ツーリズム研究

3A（ツーリズム

政策論） 

2  2   

ツーリズム研究

3B（ツーリズ

ム・プロジェク

ト） 

2  2   

卒業論文A 2  2   

卒業論文B 2  2   

（ヨーロッパ２言語コース 選択必修科目B） 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

英独系

（選択必

修科目

B） 

ドイツ語圏の文化

と社会概論A 

2  2   

ドイツ語圏の文化

と社会概論B 

2  2   
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ドイツ語圏現地研

修A 

2  2   

ドイツ語圏現地研

修B 

2  2   

ドイツ語圏地域研

究A 

2  2   

ドイツ語圏地域研

究B 

2  2   

ドイツ語圏文化研

究A 

2  2   

ドイツ語圏文化研

究B 

2  2   

東欧・中欧地域研

究A 

2  2   

東欧・中欧地域研

究B 

2  2   

卒業論文A 2  2   

卒業論文B 2  2   

英仏系

（選択必

修科目

B） 

フランス語圏の文

化と社会概論A 

2  2   

フランス語圏の文

化と社会概論B 

2  2   

フランス語圏現地

研修A 

2  2   

フランス語圏現地

研修B 

2  2   

フランス語圏地域

研究A 

2  2   

フランス語圏地域

研究B 

2  2   
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フランス語圏文化

研究A 

2  2   

フランス語圏文化

研究B 

2  2   

アフリカ地域研究

A 

2  2   

アフリカ地域研究

B 

2  2   

卒業論文A 2  2   

卒業論文B 2  2   

（英語コース・ヨーロッパ２言語コース共通 選択科目） 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

共通選択

科目 

英語教育学入門A 2   2  

英語教育学入門B 2   2  

海外研修認定科目

1A 

1   1  

海外研修認定科目

1B 

1   1  

海外研修認定科目

1C 

1   1  

海外研修認定科目

1D 

1   1  

海外研修認定科目

2A 

2   2  

海外研修認定科目

2B 

2   2  

海外研修認定科目

3A 

4   4  

海外研修認定科目 4   4  
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3B 

海外研修認定科目

3C 

4   4  

海外研修認定科目

3D 

4   4  

海外研修認定科目

4A 

8   8  

海外研修認定科目

4B 

8   8  

インディペンデン

ト・スタディA 

2   2  

インディペンデン

ト・スタディB 

2   2  

インターンシップ

A 

2   2  

インターンシップ

B 

2   2  

日本文化学概説A 2   2  

日本文化学概説B 2   2  

日本語学概論A 2   2  

日本語学概論B 2   2  

日本語学演習A 1   1  

日本語学演習B 1   1  

日本語教授法A 2   2  

日本語教授法B 2   2  

文章表現法A 2   2  

文章表現法B 2   2  

日本語情報処理研

究A 

2   2  

日本語情報処理研 2   2  
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究B 

日本語教育学演習

A 

2   2  

日本語教育学演習

B 

2   2  

日本語特別演習A 1   1  

日本語特別演習B 1   1  

日本語教育学A 2   2  

日本語教育学B 2   2  

日本語学科 

区分 授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

日本語

学・言語

学系列 

日本語学概論 4 4    

日本語学基礎演習 2 2    

言語学概論 4 4    

日本語学1A 2  2   

日本語学1B 2  2   

日本語学2 4  4   

日本語学3 4  4   

日本語学4 4  4   

日本語学5A 2  2   

日本語学5B 2  2   

日本語学演習A 1  1   

日本語学演習B 1  1   

音声学 4  4   

言語調査法 4  4   

言語学講義 2  2   

言語学演習 2  2   

日本語情報処理研

究A 

2  2   
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日本語情報処理研

究B 

2  2   

日本語教

育学系列 

日本語教育学概論 4 4    

多文化社会A 2  2   

多文化社会B 2  2   

日本語教育学 4  4   

応用言語学（第2

言語習得論） 

4  4   

日本語教育学演習

A 

2  2   

日本語教育学演習

B 

2  2   

日本語教授法A 2  2   

日本語教授法B 2  2   

日本言語

文化学系

列 

日本文学概説 4  4   

日本文学史概説A 2  2   

日本文学史概説B 2  2   

古文講読1A 2  2   

古文講読1B 2  2   

古文講読2 4  4   

日本文化学概説A 2  2   

日本文化学概説B 2  2   

漢文講読 4  4   

日本文化特別演習

A 

1  1   

日本文化特別演習

B 

1  1   

書道（仮名） 2  2   

書道（漢字） 2  2   

共修日本日本語特別演習 1  1   
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語系列 1A（教える・学

ぶ） 

日本語特別演習

1B（教える・学

ぶ） 

1  1   

日本語特別演習

2A（教える・学

ぶ） 

1  1   

日本語特別演習

2B（教える・学

ぶ） 

1  1   

日本語特別演習

3A（キャリア生

活のための日本

語） 

1  1   

日本語特別演習

3B（キャリア生

活のための日本

語） 

1  1   

母語日本

語系列 

英語系列 

語彙・読解1A 1 1    

語彙・読解1B 1 1    

語彙・読解2A 1   1  

語彙・読解2B 1   1  

英語リーディング

1A 

1 1    

英語リーディング

1B 

1 1    

英語コンプリヘン

シブ1A 

1 1    

英語コンプリヘン 1 1    
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シブ1B 

英語コミュニケー

ション1A 

1 1    

英語コミュニケー

ション1B 

1 1    

英語リーディング

2A 

1   1  

英語リーディング

2B 

1   1  

英語コンプリヘン

シブ2A 

1   1  

英語コンプリへン

シブ2B 

1   1  

英語コミュニケー

ション2A 

1   1  

英語コミュニケー

ション2B 

1   1  

英語コンテンツ・

スタディA 

1   1  

英語コンテンツ・

スタディB 

1   1  

英語コンプリへン

シブ3A 

1   1  

英語コンプリヘン

シブ3B 

1   1  

英語コミュニケー

ション3A 

1   1  

英語コミュニケー

ション3B 

1   1  

一般英語A 1   1  
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一般英語B 1   1  

オーラル・コミュ

ニケーションA 

1   1  

オーラル・コミュ

ニケーションB 

1   1  

上級英語A 1   1  

上級英語B 1   1  

上級時事英語A 1   1  

上級時事英語B 1   1  

上級コミュニケー

ション英語A 

1   1  

上級コミュニケー

ション英語B 

1   1  

留学生日

本語系列 

日本語理解1A 1 1    

日本語理解1B 1 1    

日本語表現1A 1 1    

日本語表現1B 1 1    

日本語古典文法A 1 1    

日本語古典文法B 1 1    

日本語理解2A 1 1    

日本語理解2B 1 1    

日本語表現2A 1 1    

日本語表現2B 1 1    

日本事情A 1 1    

日本事情B 1 1    

日本語漢字A 1 1    

日本語漢字B 1 1    

日本語選択1A

（理解とコミュニ

ケーションA） 

1   1  
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日本語選択1B

（理解とコミュニ

ケーションB） 

1   1  

日本語選択2A

（資料・文献読解

A） 

1   1  

日本語選択2B

（資料・文献読解

B） 

1   1  

日本語選択3A

（日本語文章表現

A） 

1   1  

日本語選択3B

（日本語文章表現

B） 

1   1  

日本の政治・経

済・社会A 

2   2  

日本の政治・経

済・社会B 

2   2  

日本の文化・芸術

A 

2   2  

日本の文化・芸術

B 

2   2  

日本の歴史A 2   2  

日本の歴史B 2   2  

演習系列 卒業研究 4 4    

専門演習1 4  4   

専門演習2 4  4   

専門演習3 4  4   

専門演習4 4  4   
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専門演習5 4  4   

専門演習6 4  4   

専門演習7 4  4   

専門演習8 4  4   

多言語系

列 

中国語初級1A 1  1   

中国語初級1B 1  1   

中国語中級A 1  1   

中国語中級B 1  1   

コリア語初級A 1  1   

コリア語初級B 1  1   

インドネシア語初

級A 

1  1   

インドネシア語初

級B 

1  1   

タイ語初級A 1  1   

タイ語初級B 1  1   

ドイツ語初級1A 1  1   

ドイツ語初級1B 1  1   

フランス語初級

1A 

1  1   

フランス語初級

1B 

1  1   

スペイン語基礎

1A 

1  1   

スペイン語基礎

1B 

1  1   

スペイン語基礎

2A 

1  1   

スペイン語基礎

2B 

1  1   

-学則-189-



 

スペイン語中級A 1  1   

スペイン語中級B 1  1   

スペイン語上級A 1  1   

スペイン語上級B 1  1   

ポルトガル語初級

A 

1  1   

ポルトガル語初級

B 

1  1   

ロシア語初級A 1  1   

ロシア語初級B 1  1   

アラビア語初級A 1  1   

アラビア語初級B 1  1   

モンゴル語初級A 1  1   

モンゴル語初級B 1  1   

ベトナム語初級A 1  1   

ベトナム語初級B 1  1   

ラテン語初級A 1  1   

ラテン語初級B 1  1   

ギリシア語初級A 1  1   

ギリシア語初級B 1  1   

イタリア語初級A 1  1   

イタリア語初級B 1  1   

選択科目 情報処理研究1A 2   2  

情報処理研究1B 2   2  

情報処理研究2A 2   2  

情報処理研究2B 2   2  

情報処理研究3A 2   2  

情報処理研究3B 2   2  

国際関係論A 2   2  

国際関係論B 2   2  
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国際経済論A 2   2  

国際経済論B 2   2  

国際法A 2   2  

国際法B 2   2  

移民政策A 2   2  

移民政策B 2   2  

民法A 2   2  

民法B 2   2  

商法A 2   2  

商法B 2   2  

会計学A 2   2  

会計学B 2   2  

マスコミュニケー

ション論A 

2   2  

マスコミュニケー

ション論B 

2   2  

東アジア地域研究

A 

2   2  

東アジア地域研究

B 

2   2  

東南アジア地域研

究A 

2   2  

東南アジア地域研

究B 

2   2  

アメリカ研究A 2   2  

アメリカ研究B 2   2  

南米地域研究A 2   2  

南米地域研究B 2   2  

オーストラリア研

究 

2   2  
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ニュージーランド

研究 

2   2  

教科教育法（国

語）1A 

2   2  

教科教育法（国

語）1B 

2   2  

教科教育法（国

語）2A 

2   2  

教科教育法（国

語）2B 

2   2  

(3) 全学共通科目 

中国語学科、英語学科、日本語学科（共通） 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

1．基本科目 

A系 人間と文化（人文系） 

哲学A 2  2   

哲学B 2  2   

文学A 2  2   

文学B 2  2   

論理学A 2  2   

論理学B 2  2   

倫理学A 2  2   

倫理学B 2  2   

宗教学A 2  2   

宗教学B 2  2   

歴史学A 2  2   

歴史学B 2  2   

考古学A 2  2   

考古学B 2  2   

文化史A 2  2   
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文化史B 2  2   

芸術学A 2  2   

芸術学B 2  2   

地理学A 2  2   

地理学B 2  2   

言語学A 2  2   

言語学B 2  2   

B系 社会と生活（社会系） 

法学A 2  2   

法学B 2  2   

社会学A 2  2   

社会学B 2  2   

政治学A 2  2   

政治学B 2  2   

経済学A 2  2   

経済学B 2  2   

心理学A 2  2   

心理学B 2  2   

教育学A 2  2   

教育学B 2  2   

民俗学A 2  2   

民俗学B 2  2   

文化人類学A 2  2   

文化人類学B 2  2   

C系 自然と環境（自然系） 

数学A 2  2   

数学B 2  2   

地学A 2  2   

地学B 2  2   

生物学A 2  2   

生物学B 2  2   
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生態学A 2  2   

生態学B 2  2   

現代科学A 2  2   

現代科学B 2  2   

情報科学A 2  2   

情報科学B 2  2   

自然科学A 2  2   

自然科学B 2  2   

D系 健康とスポーツ（保健体育系） 

総合体育A 1  1   

総合体育B 1  1   

健康スポーツ科学A 2  2   

健康スポーツ科学B 2  2   

体育実技A 1  1   

体育実技B 1  1   

野外実習A 1  1   

野外実習B 1  1   

E系 知識創造と実践（総合系） 

データサイエンスA 2  2   

データサイエンスB 2  2   

2．課題（テーマ）科目 

第1群      

地域・国家・民族の考察A 2  2   

地域・国家・民族の考察B 2  2   

第2群      

女性・子ども・老人への視

点A 

2  2   

女性・子ども・老人への視

点B 

2  2   

第3群      

人権・民主主義・平和を考 2  2   
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えるA 

人権・民主主義・平和を考

えるB 

2  2   

第4群      

現代社会の諸問題A 2  2   

現代社会の諸問題B 2  2   

第5群      

異文化・世界にふれるA 2  2   

異文化・世界にふれるB 2  2   

第6群      

自己・人間をみつめるA 2  2   

自己・人間をみつめるB 2  2   

第7群      

キャリアデザインA 2  2   

キャリアデザインB 2  2   

第8群      

インターンシップA 2  2   

インターンシップB 2  2   

第9群      

全学共通特殊講義A 2  2   

全学共通特殊講義B 2  2   

3．発展科目 

日本史概論A 2  2   

日本史概論B 2  2   

西洋史概論 2  2   

東洋史概論 2  2   

日本の人文地理 2  2   

世界の人文地理 2  2   

日本の自然地理 2  2   

世界の自然地理 2  2   

日本地誌概論 2  2   
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世界地誌概論 2  2   

日本国憲法 2  2   

法学概論 2  2   

情報処理 2  2   

哲学概論A 2  2   

哲学概論B 2  2   

倫理学概論A 2  2   

倫理学概論B 2  2   

心理学概論 2  2   

社会病理 2  2   

4．単位互換科目 

      

5．「他学部・他学科開放」科目 

      

摘要 

① 単位互換科目は、他大学又は短期大学の単位互換による科目名及び単位数を適用

し、12単位を上限として選択単位とする。 

② 「他学部・他学科開放」科目は、他学部又は学科の科目名及び単位数を適用し、

12単位を上限として選択単位とする。 

(4) 外国人留学生に関する日本語科目等 

中国語学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

（活動コース）      

フィールドワークA 2   2  

フィールドワークB 2   2  

（内容コース）      

日本の政治・経済・社会A 2  2   

日本の文化・芸術A 2  2   

日本の歴史A 2  2   

現代日本の諸相A 2  2   
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日本の政治・経済・社会B 2  2   

日本の文化・芸術B 2  2   

日本の歴史B 2  2   

現代日本の諸相B 2  2   

（言語コース（発展））      

理解とコミュニケーション

A 

1 1    

理解とコミュニケーション

B 

1 1    

資料・文献読解A 1 1    

資料・文献読解B 1 1    

日本語文章表現A 1  1   

日本語文章表現B 1  1   

（言語コース（集中基

礎）） 

     

集中日本語基礎演習1A1 1   1  

集中日本語基礎演習1A2 1   1  

集中日本語基礎演習1A3 1   1  

集中日本語基礎演習1A4 1   1  

集中日本語基礎演習1A5 1   1  

集中日本語基礎演習1A6 1   1  

集中日本語基礎演習1A7 1   1  

集中日本語基礎演習1A8 1   1  

集中日本語基礎演習2A1 1   1  

集中日本語基礎演習2A2 1   1  

集中日本語基礎演習2A3 1   1  

集中日本語基礎演習2A4 1   1  

集中日本語基礎演習2A5 1   1  

集中日本語基礎演習2A6 1   1  

集中日本語基礎演習2A7 1   1  

集中日本語基礎演習2A8 1   1  
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集中日本語基礎演習3A1 1   1  

集中日本語基礎演習3A2 1   1  

集中日本語基礎演習3A3` 1   1  

集中日本語基礎演習3A4 1   1  

集中日本語基礎演習3A5 1   1  

集中日本語基礎演習3A6 1   1  

集中日本語基礎演習3A7 1   1  

集中日本語基礎演習3A8 1   1  

集中日本語基礎演習1B1 1   1  

集中日本語基礎演習1B2 1   1  

集中日本語基礎演習1B3 1   1  

集中日本語基礎演習1B4 1   1  

集中日本語基礎演習1B5 1   1  

集中日本語基礎演習1B6 1   1  

集中日本語基礎演習1B7 1   1  

集中日本語基礎演習1B8 1   1  

集中日本語基礎演習2B1 1   1  

集中日本語基礎演習2B2 1   1  

集中日本語基礎演習2B3 1   1  

集中日本語基礎演習2B4 1   1  

集中日本語基礎演習2B5 1   1  

集中日本語基礎演習2B6 1   1  

集中日本語基礎演習2B7 1   1  

集中日本語基礎演習2B8 1   1  

集中日本語基礎演習3B1 1   1  

集中日本語基礎演習3B2 1   1  

集中日本語基礎演習3B3 1   1  

集中日本語基礎演習3B4 1   1  

集中日本語基礎演習3B5 1   1  

集中日本語基礎演習3B6 1   1  

集中日本語基礎演習3B7 1   1  
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集中日本語基礎演習3B8 1   1  

英語学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

（活動コース）      

フィールドワークA 2   2  

フィールドワークB 2   2  

（内容コース）      

日本の政治・経済・社会A 2   2  

日本の文化・芸術A 2   2  

日本の歴史A 2   2  

現代日本の諸相A 2   2  

日本の政治・経済・社会B 2   2  

日本の文化・芸術B 2   2  

日本の歴史B 2   2  

現代日本の諸相B 2   2  

（言語コース（発展））      

理解とコミュニケーション

A 

1 1    

理解とコミュニケーション

B 

1 1    

資料・文献読解A 1 1    

資料・文献読解B 1 1    

日本語文章表現A 1 1    

日本語文章表現B 1 1    

（言語コース（集中基

礎）） 

     

集中日本語基礎演習1A1 1   1  

集中日本語基礎演習1A2 1   1  

集中日本語基礎演習1A3 1   1  

集中日本語基礎演習1A4 1   1  

-学則-199-



 

集中日本語基礎演習1A5 1   1  

集中日本語基礎演習1A6 1   1  

集中日本語基礎演習1A7 1   1  

集中日本語基礎演習1A8 1   1  

集中日本語基礎演習2A1 1   1  

集中日本語基礎演習2A2 1   1  

集中日本語基礎演習2A3 1   1  

集中日本語基礎演習2A4 1   1  

集中日本語基礎演習2A5 1   1  

集中日本語基礎演習2A6 1   1  

集中日本語基礎演習2A7 1   1  

集中日本語基礎演習2A8 1   1  

集中日本語基礎演習3A1 1   1  

集中日本語基礎演習3A2 1   1  

集中日本語基礎演習3A3 1   1  

集中日本語基礎演習3A4 1   1  

集中日本語基礎演習3A5 1   1  

集中日本語基礎演習3A6 1   1  

集中日本語基礎演習3A7 1   1  

集中日本語基礎演習3A8 1   1  

集中日本語基礎演習1B1 1   1  

集中日本語基礎演習1B2 1   1  

集中日本語基礎演習1B3 1   1  

集中日本語基礎演習1B4 1   1  

集中日本語基礎演習1B5 1   1  

集中日本語基礎演習1B6 1   1  

集中日本語基礎演習1B7 1   1  

集中日本語基礎演習1B8 1   1  

集中日本語基礎演習2B1 1   1  

集中日本語基礎演習2B2 1   1  

集中日本語基礎演習2B3 1   1  
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集中日本語基礎演習2B4 1   1  

集中日本語基礎演習2B5 1   1  

集中日本語基礎演習2B6 1   1  

集中日本語基礎演習2B7 1   1  

集中日本語基礎演習2B8 1   1  

集中日本語基礎演習3B1 1   1  

集中日本語基礎演習3B2 1   1  

集中日本語基礎演習3B3 1   1  

集中日本語基礎演習3B4 1   1  

集中日本語基礎演習3B5 1   1  

集中日本語基礎演習3B6 1   1  

集中日本語基礎演習3B7 1   1  

集中日本語基礎演習3B8 1   1  

日本語学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

（活動コース）      

フィールドワークA 2    2 

フィールドワークB 2    2 

（内容コース）      

日本の政治・経済・社会A 2    2 

日本の文化・芸術A 2    2 

日本の歴史A 2    2 

現代日本の諸相A 2    2 

日本の政治・経済・社会B 2    2 

日本の文化・芸術B 2    2 

日本の歴史B 2    2 

現代日本の諸相B 2    2 

（言語コース（発展））      

理解とコミュニケーション

A 

1    1 
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理解とコミュニケーション

B 

1    1 

資料・文献読解A 1    1 

資料・文献読解B 1    1 

日本語文章表現A 1    1 

日本語文章表現B 1    1 

（言語コース（集中基

礎）） 

     

集中日本語基礎演習1A1 1    1 

集中日本語基礎演習1A2 1    1 

集中日本語基礎演習1A3 1    1 

集中日本語基礎演習1A4 1    1 

集中日本語基礎演習1A5 1    1 

集中日本語基礎演習1A6 1    1 

集中日本語基礎演習1A7 1    1 

集中日本語基礎演習1A8 1    1 

集中日本語基礎演習2A1 1    1 

集中日本語基礎演習2A2 1    1 

集中日本語基礎演習2A3 1    1 

集中日本語基礎演習2A4 1    1 

集中日本語基礎演習2A5 1    1 

集中日本語基礎演習2A6 1    1 

集中日本語基礎演習2A7 1    1 

集中日本語基礎演習2A8 1    1 

集中日本語基礎演習3A1 1    1 

集中日本語基礎演習3A2 1    1 

集中日本語基礎演習3A3 1    1 

集中日本語基礎演習3A4 1    1 

集中日本語基礎演習3A5 1    1 

集中日本語基礎演習3A6 1    1 

集中日本語基礎演習3A7 1    1 
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集中日本語基礎演習3A8 1    1 

集中日本語基礎演習1B1 1    1 

集中日本語基礎演習1B2 1    1 

集中日本語基礎演習1B3 1    1 

集中日本語基礎演習1B4 1    1 

集中日本語基礎演習1B5 1    1 

集中日本語基礎演習1B6 1    1 

集中日本語基礎演習1B7 1    1 

集中日本語基礎演習1B8 1    1 

集中日本語基礎演習2B1 1    1 

集中日本語基礎演習2B2 1    1 

集中日本語基礎演習2B3 1    1 

集中日本語基礎演習2B4 1    1 

集中日本語基礎演習2B5 1    1 

集中日本語基礎演習2B6 1    1 

集中日本語基礎演習2B7 1    1 

集中日本語基礎演習2B8 1    1 

集中日本語基礎演習3B1 1    1 

集中日本語基礎演習3B2 1    1 

集中日本語基礎演習3B3 1    1 

集中日本語基礎演習3B4 1    1 

集中日本語基礎演習3B5 1    1 

集中日本語基礎演習3B6 1    1 

集中日本語基礎演習3B7 1    1 

集中日本語基礎演習3B8 1    1 

(5) 教職課程関連科目（各学科共通） 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

教職科目      

教育学概論 2    2 

教師論 1    1 
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教育社会学 2    2 

教育法・行政 2    2 

教育心理学概論 2    2 

特別支援教育（介護等体験

の指導を含む。） 

2    2 

教育課程論 1    1 

道徳教育論 2    2 

特別活動論・総合的な学習

の理論と指導法 

2    2 

教育方法論（中高） 2    2 

情報通信技術活用論 1    1 

生徒指導論（進路指導を含

む。） 

2    2 

教育相談（カウンセリング

を含む。） 

2    2 

教育実習1 1    1 

教育実習2（小中） 4    4 

教育実習2（中学） 4    4 

教育実習2（高校） 2    2 

教育実習A 1    1 

教育実習B 2    2 

教育実習C 2    2 

教育実習D 3    3 

教職実践演習（中高） 2    2 

教育史1 2    2 

教育史2 2    2 

平和と教育 2    2 

ダイバーシティと教育 2    2 

教職特別演習1 2    2 

教職特別演習2 2    2 

教職特別演習3 2    2 
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学校安全論 2    2 

特別インターンシップ1 2    2 

特別インターンシップ2 2    2 

(6) 司書・司書教諭課程関連科目（各学科共通） 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

生涯学習概論1 2    2 

図書館概論 2    2 

図書・図書館史 2    2 

図書館情報資源概論 2    2 

図書館情報資源特論 2    2 

学校図書館メディアの構成 2    2 

情報資源組織論 2    2 

情報資源組織演習A 1    1 

情報資源組織演習B 1    1 

図書館サービス概論 2    2 

図書館制度・経営論 2    2 

図書館サービス特論 2    2 

図書館情報技術論 2    2 

情報サービス論 2    2 

児童サービス論 2    2 

情報サービス演習1 1    1 

情報サービス演習2 1    1 

コミュニケーション論B 2    2 

学校経営と学校図書館 2    2 

学習指導と学校図書館 2    2 

読書と豊かな人間性 2    2 

情報メディアの活用 2    2 

(7) 削除 

(8) 学芸員課程関連科目（各学科共通） 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単 選択単位 自由単位 
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位 

博物館学概論1 2    2 

博物館学概論2 2    2 

博物館資料論 2    2 

博物館資料保存論 2    2 

博物館展示論 2    2 

博物館教育論 2    2 

生涯学習概論1 2    2 

生涯学習概論2 2    2 

博物館情報・メディア論 2    2 

博物館実習1 1    1 

博物館実習2 2    2 

文化史A 2  2   

文化史B 2  2   

美術史1 2    2 

美術史2 2    2 

考古学A 2  2   

考古学B 2  2   

民俗学A 2  2   

民俗学B 2  2   

自然科学A 2  2   

自然科学B 2  2   

理科1（地学） 2    2 

理科2（生物） 2    2 

理科3（化学） 2    2 

理科4（物理） 2    2 

(9) 副専攻科目等 

イ スポーツ科学系副専攻（各学科共通） 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

（スポーツ科学系副専攻）      
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スポーツ科学入門 2   2  

スポーツの指導 2   2  

スポーツ選手の医学 2   2  

スポーツ選手の生理 2   2  

スポーツ選手の心理 2   2  

スポーツマネジメント論 2   2  

トレーニング理論と実践 2   2  

競技スポーツ演習Ⅰ 2   2  

競技スポーツ演習Ⅱ 2   2  

競技スポーツ演習Ⅲ 2   2  

競技スポーツ演習Ⅳ 2   2  

ロ 留学（英語）副専攻（英語学科・日本語学科） 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

1．語学系科目 

（初級）      

BasicSkills

（Reading,Listening,Writ

ing,Speaking） 

1   1  

（中級）      

ReadingandWritingⅠ 1   1  

ReadingandWritingⅡ 1   1  

CommunicationandDiscu

ssionⅠ 

1   1  

CommunicationandDiscu

ssionⅡ 

1   1  

（上級）      

AcademicWriting 1   1  

DiscussionandPresentatio

n 

1   1  

2．教養系科目 
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グローバル教養系 

グローバルスタディ1 2   2  

グローバルスタディ2 2   2  

グローバルスタディ3 2   2  

グローバルスタディ4 2   2  

グローバルスタディ5 2   2  

グローバルスタディ6 2   2  

グローバルスタディ7 2   2  

グローバルスタディ8 2   2  

海外留学系 

      

摘要 「海外留学系」科目は、海外留学（英語）により学則第19条の２に基づき英語学

科・日本語学科が認定した授業科目名及び単位数（以下「海外留学（英語）認定科

目」という。）を適用する。 

（履修方法、進級要件及び卒業要件） 

第23条の12 前条各号に定める各区分の授業科目の履修方法及び修得単位は、次に定める

とおりとする。 

(1) 基礎教育科目 

中国語学科 

必修科目 ８単位 

選択科目 単位修得の条件及び制限は設けない。 

英語学科 

（英語コース） 

必修科目 22単位 

選択必修科目 ８単位 

① 選択必修科目１から１言語を選択し６単位。 

② 選択必修科目２から２単位、ただし、選択必修科目１で選択した言語の初級

は除く。 

選択科目 単位修得の条件及び制限は設けない。 

（ヨーロッパ２言語コース） 

必修科目 40単位 
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選択科目 英独系を専攻する場合は英語コースのドイツ語を、英仏系を専攻する場

合は英語コースのフランス語を選択科目として履修することはできない。 

日本語学科 

必修科目 ２単位 

選択科目 単位修得の条件及び制限は設けない。 

(2) 専門教育科目 

中国語学科 

必修科目 22単位 

選択必修科目 

次に定める単位40単位以上 

① コース選択必修科目 

中国語・社会（ビジネス）コース、中国語・言語（通訳翻訳）コースのいず

れか一つのコースを選択し、次に定める単位を修得しなければならない。 

中国語・社会（ビジネス）コース選択必修科目 18単位 

中国語・言語（通訳翻訳）コース選択必修科目 18単位 

② 共通選択必修科目 

選択科目 単位修得の条件及び制限は設けない。 

英語学科 

（英語コース） 

必修科目 34単位 

選択必修科目 次に定める単位 28単位以上 

① 選択必修科目Aから４単位 

② 選択必修科目Bから24単位 

ただし選択した専攻系から16単位以上。 

選択科目 単位修得の条件及び制限は設けない。 

（ヨーロッパ２言語コース） 

必修科目 34単位 

選択必修科目 次に定める単位 24単位 

① 選択必修科目Aから４単位 

② 選択必修科目Bから20単位 

ただし選択した専攻系から12単位以上 
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選択科目 単位修得の条件及び制限は設けない。 

日本語学科 

必修科目 18単位 

外国人留学生以外 

上記単位数に加えて母語日本語系列、英語系列より必修科目 ８単位 

外国人留学生 

上記単位数に加えて留学生日本語系列より必修科目 14単位 

選択必修科目 

次に定める①～⑥迄のそれぞれの選択必修科目群の中から、それぞれの所定の

単位を修得すること。 

① 日本語学・言語学系列科目 16単位以上 

② 日本語教育学系列科目 ８単位以上 

③ 日本言語文化学系列科目 ８単位以上 

④ 共修日本語系列科目 ４単位以上 

⑤ 演習系列科目 ４単位以上 

⑥ 多言語系列科目 ４単位以上 

選択科目 単位修得の条件及び制限は設けない。 

(3) 全学共通科目 

中国語学科、英語学科、日本語学科（共通） 

選択必修科目 12単位 

選択科目 単位修得の条件及び制限は設けない。 

(4) 外国人留学生に関する日本語科目等（日本語学科を除く。） 

① 学科が本科目の履修を必要と認めた者以外の者が、本科目を履修することはでき

ない。 

② 履修方法及び修得単位は、次のとおりとする。 

中国語学科 

必修科目 ４単位 

選択必修科目 ２単位 

上の必修科目４単位は、基礎教育科目の必修科目総合英語１A／B・英語コミ

ュニケーション１A／Bに代えることができる。 

英語学科 
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必修科目 ６単位 

上６単位は、基礎教育科目の専攻外国語以外の外国語科目（選択必修科目

１）の単位に代えることができる。 

選択科目 単位修得の条件及び制限は設けない。 

日本語学科 

自由科目 単位修得の条件及び制限は設けない。 

(5) 教職課程関連科目（各学科共通） 

教育職員免許状の所要資格を取得しようとする者は、教育職員免許法及び同法施行

規則の定めるところに従い、専門教育科目、全学共通科目及び本区分の授業科目か

ら、資格を得るに必要な科目を履修するものとする。 

(6) 司書・司書教諭課程関連科目（各学科共通） 

第23条の９第１項第６号の定めに準ずる。 

(7) 削除 

(8) 学芸員課程関連科目（各学科共通） 

第23条の９第１項第８号の定めに準ずる。 

(9) 副専攻科目等 

イ スポーツ科学系副専攻（各学科共通） 

「コーチングアシスタント」の資格を取得しようとする者は、日本スポーツ協会

認定スポーツ指導者資格の定めるところに従い、本区分の授業科目から、資格を得

るに必要な科目を履修しなければならない。 

ロ 留学（英語）副専攻（英語学科・日本語学科） 

① 留学（英語）副専攻の修了要件は、語学系科目（中級）４科目４単位及び海外

留学（英語）認定科目を含む教養系科目16単位以上の計20単位以上とする。 

② 海外留学（英語）認定科目は、３カ月以上の留学の他に各学科の英語研修及び

国際交流センター実施の短期語学研修に認定された単位を含む。 

２ １年間の履修単位数の上限は、第１項第５号、第６号、第７号及び第８号に定める科

目の単位を除き、48単位までとする。ただし、長期海外留学からの帰国学生、編入学

生、転学部・転学科生については、教授会の審査・承認を経て、上限を超える履修登録

を認めることができる。 

３ 前条第１号、第２号、第３号、第４号（外国人留学生のみ。）及び第９号に定める科

目について、第１項第１号、第２号、第３号、第４号（外国人留学生のみ。）及び第９
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号に定める単位を含め、中国語学科及び英語学科については124単位以上を修得した者

及び日本語学科については、前条第１号、第２号、第３号及び第９号に定める科目につ

いて、第１項第１号、第２号、第３号及び第９号に定める単位を含め、124単位を修得

した者を卒業とする。 

４ 削除 

５ ２年次終了の時点において、中国語学科専門教育科目の必修科目12単位を含む卒業要

件単位30単位、英語学科卒業要件単位40単位、日本語学科卒業要件単位36単位を修得で

きない者は、３年次に進級することができない。 

第５節 法学部 

（授業科目の区分等） 

第23条の13 法学部が開設する授業科目の区分は、次のとおりとする。 

(1) 基礎教育科目 

(2) 専門教育科目 

(3) 全学共通科目 

(4) 外国人留学生に関する日本語科目等 

(5) 教職課程関連科目 

(6) 司書・司書教諭課程関連科目 

(7) 削除 

(8) 学芸員課程関連科目 

２ 前項各号に定める各授業科目を、必修科目、選択必修科目、選択科目及び自由科目に

分け、これを各年次に配当して編成する。 

３ 前項に定める必修科目、選択必修科目及び選択科目については卒業要件単位に参入

し、自由科目については卒業要件単位には参入しない。 

４ 第１項各号に定める各授業科目は、教授会の定めるところに従い、各学年又は各学年

の各学期に配当する。 

５ 削除 

（授業科目の開設等） 

第23条の14 開設する授業科目、単位数及び必修、選択必修、選択、自由の別は、次のと

おりとする。 

(1) 基礎教育科目 

法律学科 
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区分 授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

必修 英語A 1 1    

英語B 1 1    

英語C 1 1    

英語D 1 1    

英語応用A 1 1    

英語応用B 1 1    

現代英語A 1 1    

現代英語B 1 1    

文章表現法1A

（日本語） 

1 1    

文章表現法1B

（日本語） 

1 1    

選択 文章表現法2A

（日本語） 

1   1  

文章表現法2B

（日本語） 

1   1  

ドイツ語初級1A 1   1  

ドイツ語初級1B 1   1  

ドイツ語初級2A 1   1  

ドイツ語初級2B 1   1  

フランス語初級

1A 

1   1  

フランス語初級

1B 

1   1  

フランス語初級

2A 

1   1  

フランス語初級

2B 

1   1  
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中国語初級1A 1   1  

中国語初級1B 1   1  

中国語初級2A 1   1  

中国語初級2B 1   1  

情報処理A 2   2  

情報処理B 2   2  

コンピュータ基礎

A 

2   2  

コンピュータ基礎

B 

2   2  

コミュニケーショ

ン英語A 

1   1  

コミュニケーショ

ン英語B 

1   1  

コミュニケーショ

ン英語C 

1   1  

コミュニケーショ

ン英語D 

1   1  

TOEFL準備講座 2   2  

上級英語（留学準

備用）A 

2   2  

上級英語（留学準

備用）B 

2   2  

ドイツ語中級3A 1   1  

ドイツ語中級3B 1   1  

ドイツ語中級4A 1   1  

ドイツ語中級4B 1   1  

フランス語中級

3A 

1   1  

フランス語中級 1   1  
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3B 

フランス語中級

4A 

1   1  

フランス語中級

4B 

1   1  

中国語中級3A 1   1  

中国語中級3B 1   1  

中国語中級4A 1   1  

中国語中級4B 1   1  

政治学科 

区分 授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

必修 英語A 1 1    

英語B 1 1    

英語C 1 1    

英語D 1 1    

英語応用A 1 1    

英語応用B 1 1    

英語応用C 1 1    

英語応用D 1 1    

選択 ドイツ語基礎1A 1   1  

ドイツ語基礎1B 1   1  

ドイツ語基礎2A 1   1  

ドイツ語基礎2B 1   1  

ドイツ語中級3A 1   1  

ドイツ語中級3B 1   1  

ドイツ語中級4A 1   1  

ドイツ語中級4B 1   1  

フランス語基礎

1A 

1   1  
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フランス語基礎

1B 

1   1  

フランス語基礎

2A 

1   1  

フランス語基礎

2B 

1   1  

フランス語中級

3A 

1   1  

フランス語中級

3B 

1   1  

フランス語中級

4A 

1   1  

フランス語中級

4B 

1   1  

中国語基礎1A 1   1  

中国語基礎1B 1   1  

中国語基礎2A 1   1  

中国語基礎2B 1   1  

中国語中級3A 1   1  

中国語中級3B 1   1  

中国語中級4A 1   1  

中国語中級4B 1   1  

スペイン語基礎

1A 

1   1  

スペイン語基礎

1B 

1   1  

スペイン語基礎

2A 

1   1  

スペイン語基礎

2B 

1   1  
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スペイン語中級A 1   1  

スペイン語中級B 1   1  

ロシア語基礎1A 1   1  

ロシア語基礎1B 1   1  

ロシア語基礎2A 1   1  

ロシア語基礎2B 1   1  

ロシア語中級A 1   1  

ロシア語中級B 1   1  

コリア語基礎1A 1   1  

コリア語基礎1B 1   1  

コリア語基礎2A 1   1  

コリア語基礎2B 1   1  

コリア語中級A 1   1  

コリア語中級B 1   1  

小論文の書き方A 1   1  

小論文の書き方B 1   1  

コミュニケーショ

ン英語A 

1   1  

コミュニケーショ

ン英語B 

1   1  

コミュニケーショ

ン英語C 

1   1  

コミュニケーショ

ン英語D 

1   1  

英語CALL演習A 1   1  

英語CALL演習B 1   1  

(2) 専門教育科目 

法律学科 

区分 授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 
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必修 現代社会と法A 2 2    

現代社会と法B 2 2    

基本法学概論A 2 2    

基本法学概論B 2 2    

憲法1A 2 2    

憲法1B 2 2    

刑法1A 2 2    

刑法1B 2 2    

刑法2A 2 2    

民法1A 2 2    

民法1B 2 2    

民法2A 2 2    

民法2B 2 2    

民法2C 2 2    

民法2D 2 2    

選択必修 憲法2A 2  2   

憲法2B 2  2   

刑法2B 2  2   

行政法1A 2  2   

行政法1B 2  2   

行政法2A 2  2   

行政法2B 2  2   

国際法1A 2  2   

国際法1B 2  2   

国際法2A 2  2   

国際法2B 2  2   

税法A 2  2   

税法B 2  2   

教育法A 2  2   

教育法B 2  2   
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刑事訴訟法A 2  2   

刑事訴訟法B 2  2   

刑事政策A 2  2   

刑事政策B 2  2   

民法3A 2  2   

民法3B 2  2   

民法4A 2  2   

民法4B 2  2   

会社法概説A 2  2   

会社法概説B 2  2   

株式会社法A 2  2   

株式会社法B 2  2   

商法総則・手形小

切手法A 

2  2   

商法総則・手形小

切手法B 

2  2   

商行為法・保険法

A 

2  2   

商行為法・保険法

B 

2  2   

民事訴訟法A 2  2   

民事訴訟法B 2  2   

民事執行法A 2  2   

民事執行法B 2  2   

倒産処理法A 2  2   

倒産処理法B 2  2   

労働法基礎A 2  2   

労働法基礎B 2  2   

労働法展開A 2  2   

労働法展開B 2  2   

-学則-219-



 

社会保障法A 2  2   

社会保障法B 2  2   

経済法A 2  2   

経済法B 2  2   

国際経済法A 2  2   

国際経済法B 2  2   

知的所有権法A 2  2   

知的所有権法B 2  2   

国際私法A 2  2   

国際私法B 2  2   

法思想史A 2  2   

法思想史B 2  2   

法哲学A 2  2   

法哲学B 2  2   

法制史A 2  2   

法制史B 2  2   

法社会学A 2  2   

法社会学B 2  2   

外国法1A 2  2   

外国法1B 2  2   

外国法2A 2  2   

外国法2B 2  2   

法情報学・情報法

学 

2  2   

法学特殊講義1A 2  2   

法学特殊講義1B 2  2   

法学特殊講義1C 2  2   

法学特殊講義1D 2  2   

法学特殊講義2A 2  2   

法学特殊講義2B 2  2   
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現代政治理論A 2  2   

現代政治理論B 2  2   

国際政治学A 2  2   

国際政治学B 2  2   

行政学A 2  2   

行政学B 2  2   

公共政策論A 2  2   

公共政策論B 2  2   

経済理論A 2  2   

経済理論B 2  2   

国際経済論A 2  2   

国際経済論B 2  2   

経済政策A 2  2   

経済政策B 2  2   

財政学A 2  2   

財政学B 2  2   

会計学A 2  2   

会計学B 2  2   

情報論A 2  2   

情報論B 2  2   

基礎演習 4  4   

専門演習A 4  4   

専門演習B 4  4   

専門演習C 4  4   

摘要 

① 「現代社会と法A」、「現代社会と法B」、「基本法学概論A」及び「基本法学概

論B」は、法律学科学生のみ履修可とする。 

② 必修科目30単位を含め、専門教育科目を94単位を超えて修得した場合には、その

単位は選択科目の単位として卒業要件に含めることができる。 

政治学科 
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区分 授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

必修科目 憲法A 2 2    

憲法B 2 2    

入門演習A 2 2    

入門演習B 2 2    

基幹選択

必修科目 

（政治外交史） 

西洋政治外交史A 2  2   

西洋政治外交史B 2  2   

日本政治外交史A 2  2   

日本政治外交史B 2  2   

東洋政治外交史A 2  2   

東洋政治外交史B 2  2   

（理論） 

現代政治理論A 2  2   

現代政治理論B 2  2   

政治過程論A 2  2   

政治過程論B 2  2   

（行政） 

行政学A 2  2   

行政学B 2  2   

地方自治論A 2  2   

地方自治論B 2  2   

公共政策論A 2  2   

公共政策論B 2  2   

（国際） 

国際政治学A 2  2   

国際政治学B 2  2   

国際関係論A 2  2   

国際関係論B 2  2   
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（地域） 

海外地域政治研究

（東南アジアA） 

2  2   

海外地域政治研究

（東南アジアB） 

2  2   

海外地域政治研究

（中国A） 

2  2   

海外地域政治研究

（中国B） 

2  2   

海外地域政治研究

（朝鮮A） 

2  2   

海外地域政治研究

（朝鮮B） 

2  2   

海外地域政治研究

（北アメリカA） 

2  2   

海外地域政治研究

（北アメリカB） 

2  2   

海外地域政治研究

（中南米A） 

2  2   

海外地域政治研究

（中南米B） 

2  2   

海外地域政治研究

（ロシアA） 

2  2   

海外地域政治研究

（ロシアB） 

2  2   

海外地域政治研究

（EU A） 

2  2   

海外地域政治研究

（EU B） 

2  2   

海外地域政治研究 2  2   
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（オセアニアA） 

海外地域政治研究

（オセアニアB） 

2  2   

海外地域政治研究

（日本の対外関係

A） 

2  2   

海外地域政治研究

（日本の対外関係

B） 

2  2   

海外地域政治研究

（北欧A） 

2  2   

海外地域政治研究

（北欧B） 

2  2   

海外地域政治研究

（英国A） 

2  2   

海外地域政治研究

（英国B） 

2  2   

海外地域政治研究

（フランスA） 

2  2   

海外地域政治研究

（フランスB） 

2  2   

海外地域政治研究

（ドイツA） 

2  2   

海外地域政治研究

（ドイツB） 

2  2   

海外地域政治研究

（中東A） 

2  2   

海外地域政治研究

（中東B） 

2  2   

海外地域政治研究 2  2   
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（アフリカA） 

海外地域政治研究

（アフリカB） 

2  2   

地誌学通論A 2  2   

地誌学通論B 2  2   

人文地理学通論A 2  2   

人文地理学通論B 2  2   

自然地理学通論A 2  2   

自然地理学通論B 2  2   

展開選択

必修科目 

（展開政治学） 

西洋政治思想史A 2  2   

西洋政治思想史B 2  2   

日本政治思想史A 2  2   

日本政治思想史B 2  2   

東洋政治思想史A 2  2   

東洋政治思想史B 2  2   

政治文化論A 2  2   

政治文化論B 2  2   

比較政治学A 2  2   

比較政治学B 2  2   

都市政治論A 2  2   

都市政治論B 2  2   

平和学A 2  2   

平和学B 2  2   

現代政治のイッシ

ューA 

2  2   

現代政治のイッシ

ューB 

2  2   

現代政治のイッシ

ューC 

2  2   
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現代政治のイッシ

ューD 

2  2   

現代行政のイッシ

ューA 

2  2   

現代行政のイッシ

ューB 

2  2   

現代行政のイッシ

ューC 

2  2   

現代行政のイッシ

ューD 

2  2   

地域政策総合研究

A 

2  2   

地域政策総合研究

B 

2  2   

Political Studies 

in English A 

2  2   

Political Studies 

in English B 

2  2   

基礎演習 4  4   

専門演習A 4  4   

専門演習B 4  4   

専門演習C 4  4   

政治学インターン

シップA 

2  2   

政治学インターン

シップB 

2  2   

政治学インターン

シップC 

2  2   

政治学インターン

シップD 

2  2   
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日本史通論 2  2   

西洋史通論 2  2   

東洋史通論 2  2   

哲学通論A 2  2   

哲学通論B 2  2   

倫理学通論A 2  2   

倫理学通論B 2  2   

宗教学概説A 2  2   

宗教学概説B 2  2   

教科教育法（社

会）A 

2    2 

教科教育法（社

会）B 

2    2 

教科教育法（社

会）C 

2    2 

教科教育法（社

会）D 

2    2 

教科教育法（地理

歴史）A 

2    2 

教科教育法（地理

歴史）B 

2    2 

教科教育法（公

民）A 

2    2 

教科教育法（公

民）B 

2    2 

他系列選

択必修科

目 

（法律学系列） 

民法1（日常生活

と法A） 

2  2   

民法1（日常生活

と法B） 

2  2   
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民法2（取引社会

と法A） 

2  2   

民法2（取引社会

と法B） 

2  2   

行政法A 2  2   

行政法B 2  2   

刑法A 2  2   

刑法B 2  2   

商法総則・手形小

切手法A 

2  2   

商法総則・手形小

切手法B 

2  2   

会社法A 2  2   

会社法B 2  2   

労働法A 2  2   

労働法B 2  2   

社会保障法A 2  2   

社会保障法B 2  2   

経済法A 2  2   

経済法B 2  2   

外国法A 2  2   

外国法B 2  2   

国際法A 2  2   

国際法B 2  2   

国際経済法A 2  2   

国際経済法B 2  2   

（経済学系列） 

経済理論A 2  2   

経済理論B 2  2   

財政学A 2  2   
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財政学B 2  2   

経営学A 2  2   

経営学B 2  2   

社会福祉概論A 2  2   

社会福祉概論B 2  2   

経済政策A 2  2   

経済政策B 2  2   

国際経済論A 2  2   

国際経済論B 2  2   

社会政策A 2  2   

社会政策B 2  2   

労働経済A 2  2   

労働経済B 2  2   

地方財政A 2  2   

地方財政B 2  2   

国際金融論A 2  2   

国際金融論B 2  2   

金融論A 2  2   

金融論B 2  2   

（社会学系列） 

マス・コミュニケ

ーション論A 

2  2   

マス・コミュニケ

ーション論B 

2  2   

社会学原論A 2  2   

社会学原論B 2  2   

社会心理学A 2  2   

社会心理学B 2  2   

社会調査論A 2  2   

社会調査論B 2  2   
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時事英語A 2  2   

時事英語B 2  2   

実践的外国語A 2  2   

実践的外国語B 2  2   

社会情報論A 2  2   

社会情報論B 2  2   

（情報学系列） 

コンピュータ基礎

A 

2  2   

コンピュータ基礎

B 

2  2   

情報の分析A 2  2   

情報の分析B 2  2   

情報と論理A 2  2   

情報と論理B 2  2   

情報と数理A 2  2   

情報と数理B 2  2   

情報と統計A 2  2   

情報と統計B 2  2   

(3) 全学共通科目 

法律学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

1．基本科目 

A系 人間と文化（人文系） 

哲学A 2  2   

哲学B 2  2   

文学A 2  2   

文学B 2  2   

論理学A 2  2   

-学則-230-



 

論理学B 2  2   

倫理学A 2  2   

倫理学B 2  2   

宗教学A 2  2   

宗教学B 2  2   

歴史学A 2  2   

歴史学B 2  2   

考古学A 2  2   

考古学B 2  2   

文化史A 2  2   

文化史B 2  2   

芸術学A 2  2   

芸術学B 2  2   

地理学A 2  2   

地理学B 2  2   

言語学A 2  2   

言語学B 2  2   

B系 社会と生活（社会系） 

法学（法律学入門）A 2 2    

法学（法律学入門）B 2 2    

社会学A 2  2   

社会学B 2  2   

政治学A 2  2   

政治学B 2  2   

経済学A 2  2   

経済学B 2  2   

心理学A 2  2   

心理学B 2  2   

教育学A 2  2   

教育学B 2  2   

民俗学A 2  2   
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民俗学B 2  2   

文化人類学A 2  2   

文化人類学B 2  2   

C系 自然と環境（自然系） 

数学A 2  2   

数学B 2  2   

地学A 2  2   

地学B 2  2   

生物学A 2  2   

生物学B 2  2   

生態学A 2  2   

生態学B 2  2   

現代科学A 2  2   

現代科学B 2  2   

情報科学A 2  2   

情報科学B 2  2   

自然科学A 2  2   

自然科学B 2  2   

D系 健康とスポーツ（保健体育系） 

総合体育A 1  1   

総合体育B 1  1   

健康スポーツ科学A 2  2   

健康スポーツ科学B 2  2   

体育実技A 1  1   

体育実技B 1  1   

野外実習A 1  1   

野外実習B 1  1   

E系 知識創造と実践（総合系） 

データサイエンスA 2  2   

データサイエンスB 2  2   

2．課題（テーマ）科目 
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第1群      

地域・国家・民族の考察A 2  2   

地域・国家・民族の考察B 2  2   

第2群      

女性・子ども・老人への視

点A 

2  2   

女性・子ども・老人への視

点B 

2  2   

第3群      

人権・民主主義・平和を考

えるA 

2  2   

人権・民主主義・平和を考

えるB 

2  2   

第4群      

現代社会の諸問題A 2  2   

現代社会の諸問題B 2  2   

第5群      

異文化・世界にふれるA 2  2   

異文化・世界にふれるB 2  2   

第6群      

自己・人間をみつめるA 2  2   

自己・人間をみつめるB 2  2   

第7群      

キャリアデザインA 2  2   

キャリアデザインB 2  2   

第8群      

インターンシップA 2  2   

インターンシップB 2  2   

第9群      

全学共通特殊講義A 2  2   

全学共通特殊講義B 2  2   
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3．発展科目 

日本史概論A 2  2   

日本史概論B 2  2   

西洋史概論 2  2   

東洋史概論 2  2   

日本の人文地理 2  2   

世界の人文地理 2  2   

日本の自然地理 2  2   

世界の自然地理 2  2   

日本地誌概論 2  2   

世界地誌概論 2  2   

哲学概論A 2  2   

哲学概論B 2  2   

倫理学概論A 2  2   

倫理学概論B 2  2   

心理学概論 2  2   

社会病理 2  2   

摘要 

① 「法学（法律学入門）A」及び「法学（法律学入門）B」は、法律学科学生のみ履

修可とする。 

② 必修科目４単位を含め、全学共通科目を10単位を超えて修得した場合は、その単

位は選択科目の単位として卒業要件に含めることができる。 

政治学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

1．基本科目 

A系 人間と文化（人文系） 

哲学A 2  2   

哲学B 2  2   

文学A 2  2   

文学B 2  2   
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論理学A 2  2   

論理学B 2  2   

倫理学A 2  2   

倫理学B 2  2   

宗教学A 2  2   

宗教学B 2  2   

歴史学A 2  2   

歴史学B 2  2   

考古学A 2  2   

考古学B 2  2   

文化史A 2  2   

文化史B 2  2   

芸術学A 2  2   

芸術学B 2  2   

地理学A 2  2   

地理学B 2  2   

言語学A 2  2   

言語学B 2  2   

B系 社会と生活（社会系） 

法学A 2  2   

法学B 2  2   

社会学A 2  2   

社会学B 2  2   

政治学A 2 2    

政治学B 2 2    

経済学A 2  2   

経済学B 2  2   

心理学A 2  2   

心理学B 2  2   

教育学A 2  2   

教育学B 2  2   
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民俗学A 2  2   

民俗学B 2  2   

文化人類学A 2  2   

文化人類学B 2  2   

C系 自然と環境（自然系） 

数学A 2  2   

数学B 2  2   

地学A 2  2   

地学B 2  2   

生物学A 2  2   

生物学B 2  2   

生態学A 2  2   

生態学B 2  2   

現代科学A 2  2   

現代科学B 2  2   

情報科学A 2  2   

情報科学B 2  2   

自然科学A 2  2   

自然科学B 2  2   

D系 健康とスポーツ（保健体育系） 

総合体育A 1  1   

総合体育B 1  1   

健康スポーツ科学A 2  2   

健康スポーツ科学B 2  2   

体育実技A 1  1   

体育実技B 1  1   

野外実習A 1  1   

野外実習B 1  1   

E系 知識創造と実践（総合系） 

データサイエンスA 2  2   

データサイエンスB 2  2   
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2．課題（テーマ）科目 

第1群      

地域・国家・民族の考察A 2  2   

地域・国家・民族の考察B 2  2   

第2群      

女性・子ども・老人への視

点A 

2  2   

女性・子ども・老人への視

点B 

2  2   

第3群      

人権・民主主義・平和を考

えるA 

2  2   

人権・民主主義・平和を考

えるB 

2  2   

第4群      

現代社会の諸問題A 2  2   

現代社会の諸問題B 2  2   

第5群      

異文化・世界にふれるA 2  2   

異文化・世界にふれるB 2  2   

第6群      

自己・人間をみつめるA 2  2   

自己・人間をみつめるB 2  2   

第7群      

キャリアデザインA 2  2   

キャリアデザインB 2  2   

第8群      

インターンシップA 2  2   

インターンシップB 2  2   

第9群      

全学共通特殊講義A 2  2   
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全学共通特殊講義B 2  2   

3．発展科目 

日本国憲法 2  2   

情報処理 2  2   

摘要 

① 政治学科学生は、それぞれ指定された時間割上の「政治学A」と「政治学B」を履

修するものとする。 

② 政治学科については、全学共通科目における選択必修科目は16単位とする。これ

を超えて修得した場合には、その単位は選択単位として卒業要件に含めることがで

きる。 

(4) 外国人留学生に関する日本語科目等 

法律学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

（内容コース）      

日本の政治・経済・社会A 2 2    

日本の文化・芸術A 2   2  

日本の歴史A 2   2  

現代日本の諸相A 2   2  

日本の政治・経済・社会B 2 2    

（言語コース（発展））      

理解とコミュニケーション

A 

1 1    

理解とコミュニケーション

B 

1 1    

資料・文献読解A 1 1    

資料・文献読解B 1 1    

政治学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

（内容コース）      
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日本の政治・経済・社会A 2  2   

日本の文化・芸術A 2  2   

日本の歴史A 2  2   

現代日本の諸相A 2  2   

日本の政治・経済・社会B 2  2   

日本の文化・芸術B 2  2   

日本の歴史B 2  2   

現代日本の諸相B 2  2   

（言語コース（発展））      

理解とコミュニケーション

A 

1  1   

理解とコミュニケーション

B 

1  1   

資料・文献読解A 1 1    

資料・文献読解B 1 1    

日本語文章表現A 1 1    

日本語文章表現B 1 1    

(5) 教職課程関連科目（政治学科） 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

教職科目      

教育学概論 2    2 

教師論 1    1 

教育社会学 2    2 

教育法・行政 2    2 

教育心理学概論 2    2 

特別支援教育（介護等体験

の指導を含む。） 

2    2 

教育課程論 1    1 

道徳教育論 2    2 

特別活動論・総合的な学習 2    2 
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理論と指導法（中高） 

教育方法論（中高） 2    2 

情報通信技術活用論 1    1 

生徒指導論（進路指導を含

む。） 

2    2 

教育相談（カウンセリング

を含む。） 

2    2 

教育実習1 1    1 

教育実習2（小中） 4    4 

教育実習2（中学） 4    4 

教育実習2（高校） 2    2 

教育実習A 1    1 

教育実習B 2    2 

教育実習C 2    2 

教育実習D 3    3 

教職実践演習（中高） 2    2 

教育史1 2    2 

教育史2 2    2 

平和と教育 2    2 

ダイバーシティと教育 2    2 

教職特別演習1 2    2 

教職特別演習2 2    2 

教職特別演習3 2    2 

学校安全論 2    2 

特別インターンシップ1 2    2 

特別インターンシップ2 2    2 

(6) 司書・司書教諭課程関連科目 

法律学科 

司書課程関連科目 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 
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生涯学習概論1 2    2 

図書館概論 2    2 

図書・図書館史 2    2 

図書館情報資源概論 2    2 

図書館情報資源特論 2    2 

情報資源組織論 2    2 

情報資源組織演習A 1    1 

情報資源組織演習B 1    1 

図書館サービス概論 2    2 

図書館制度・経営論 2    2 

図書館サービス特論 2    2 

図書館情報技術論 2    2 

情報サービス論 2    2 

児童サービス論 2    2 

情報サービス演習1 1    1 

情報サービス演習2 1    1 

コミュニケーション論B 2    2 

政治学科 

司書・司書教諭課程関連科目 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

生涯学習概論1 2    2 

図書館概論 2    2 

図書・図書館史 2    2 

図書館情報資源概論 2    2 

図書館情報資源特論 2    2 

学校図書館メディアの構成 2    2 

情報資源組織論 2    2 

情報資源組織演習A 1    1 

情報資源組織演習B 1    1 

図書館サービス概論 2    2 
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図書館制度・経営論 2    2 

図書館サービス特論 2    2 

図書館情報技術論 2    2 

情報サービス論 2    2 

児童サービス論 2    2 

情報サービス演習1 1    1 

情報サービス演習2 1    1 

コミュニケーション論B 2    2 

学校経営と学校図書館 2    2 

学習指導と学校図書館 2    2 

読書と豊かな人間性 2    2 

情報メディアの活用 2    2 

(7) 削除 

(8) 学芸員課程関連科目（両学科共通） 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

博物館学概論1 2    2 

博物館学概論2 2    2 

博物館資料論 2    2 

博物館資料保存論 2    2 

博物館展示論 2    2 

博物館教育論 2    2 

生涯学習概論1 2    2 

生涯学習概論2 2    2 

博物館情報・メディア論 2    2 

博物館実習1 1    1 

博物館実習2 2    2 

文化史A 2  2   

文化史B 2  2   

美術史1 2    2 

美術史2 2    2 
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考古学A 2  2   

考古学B 2  2   

民俗学A 2  2   

民俗学B 2  2   

自然科学A 2  2   

自然科学B 2  2   

理科1（地学） 2    2 

理科2（生物） 2    2 

理科3（化学） 2    2 

理科4（物理） 2    2 

（卒業要件及び進級要件） 

第23条の15  

（卒業要件） 

卒業するには、前条第１号、第２号、第３号及び第４号（外国人留学生のみ）に定め

る科目並びに他学科が開設する専門教育科目について、以下に定める単位を含め、法律

学科及び政治学科は124単位以上を修得しなければならない。ただし、他学科が開設す

る専門教育科目は、８単位を超えて履修することはできない。 

(1) 基礎教育科目 

法律学科 

必修科目 10単位 

政治学科 

必修科目 ８単位 

選択科目 修得単位の条件及び制限は設けない。ただし、履修の方法については、

別に定めるところによる。 

(2) 専門教育科目 

法律学科 

次に定める単位を含め、94単位 

必修科目 30単位 

政治学科 

次に定める単位を含め、82単位以上 

必修科目 ８単位 
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基幹選択必修科目 20単位以上 

政治外交史 ４単位 

理論 ４単位 

行政 ４単位 

国際 ４単位 

地域 ４単位 

展開選択必修科目 26単位以上 

他系列選択必修科目 28単位以上 

法律学系列 ８単位以上 

経済学系列 ８単位以上 

社会学系列 ８単位以上 

情報学系列 ４単位以上 

ただし、基幹選択必修科目で20単位を超えて履修した単位は、展開選択必修科目の

取得単位に含めるものとする。 

(3) 全学共通科目 

法律学科 

次に定める単位を含め、10単位 

必修科目 ４単位 

政治学科 

必修科目 ４単位を含む20単位以上 

(4) 外国人留学生に関する日本語科目等 

法律学科 

必修科目 ８単位 

本号により修得した単位は、前条第１号に掲げる科目のうち英語A・B・C・D、

英語応用A・B及び現代英語A・B計８単位又はその一部に代えることができる。 

政治学科 

必修科目 ４単位 

本号により修得した単位は、前条第１号に掲げる科目のうち英語A・B・C・D、

英語応用A・B・C・D計８単位又はその一部に代えることができる。 

選択必修科目 日本の政治・経済・社会A２単位、日本の文化・芸術A２単位、日本

の歴史A２単位、現代日本の諸相A２単位、日本の政治・経済・社会B２単位、日
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本の文化・芸術B２単位、日本の歴史B２単位、現代日本の諸相B２単位、理解と

コミュニケーションA１単位、理解とコミュニケーションB１単位の10科目18単

位の中から４単位を選択必修科目として履修することができる。 

２（進級要件） 

２年次終了の時点において、次に定める単位を修得できない者は、３年次に進級する

ことができない。 

法律学科 

前項において法律学科の卒業要件として定める単位のうち、必修26単位以上を含む

34単位 

政治学科 

前項において政治学科の卒業要件として定める単位のうち、36単位 

３（資格科目） 

(1) 教職課程関連科目（政治学科） 

第23条の９第１項第５号の定めに準ずる。 

(2) 司書・司書教諭課程関連科目（法律学科 司書課程関連科目、政治学科 司書・司

書教諭課程関連科目） 

第23条の９第１項第６号の定めに準ずる。 

(3) 削除 

(4) 学芸員課程関連科目（両学科共通） 

第23条の９第１項第８号の定めに準ずる。 

４（年間履修単位数） 

① １年間の履修単位数の上限は、前条第５号、第６号、第７号及び第８号に定める科

目の単位を除き、１年次から３年次においては法律学科は48単位まで、政治学科は44

単位まで、４年次においては両学科とも49単位までとする。ただし、長期海外留学か

らの帰国学生、編入学生、転学部・転学科生については、教授会の審査・承認を経

て、上限を超える履修登録を認めることができる。 

② ４年次においては、４単位以上を履修し、修得しなければならない。 

第６節 国際関係学部 

（授業科目の区分等） 

第23条の16 国際関係学部が開設する授業科目の区分は、次のとおりとする。 

(1) 基礎教育科目 
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(2) 専門教育科目 

(3) 全学共通科目 

(4) 外国人留学生に関する日本語科目等 

(5) 削除 

(6) 司書課程関連科目 

(7) 削除 

(8) 学芸員課程関連科目 

(9) 副専攻科目等 

２ 前項各号に定める各授業科目を、必修科目、選択必修科目、選択科目及び自由科目に

分け、これを各年次に配当して編成する。 

３ 前項に定める必修科目、選択必修科目及び選択科目については卒業要件単位に算入

し、自由科目については卒業要件単位には算入しない。 

４ 第１項各号に定める各授業科目は、教授会の定めるところに従い、各学年又は各学年

の各学期に配当する。 

（授業科目の開設等） 

第23条の17 開設する授業科目、単位数及び必修、選択必修、選択、自由の別は、次のと

おりとする。 

(1) 基礎教育科目（両学科共通） 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

チュートリアルⅠ 1 1    

チュートリアルⅡ 1 1    

Global EnglishⅠ 1 1    

Global EnglishⅡ 1 1    

フランス語基礎1A 1   1  

フランス語基礎1B 1   1  

フランス語基礎2A 1   1  

フランス語基礎2B 1   1  

ドイツ語基礎1A 1   1  

ドイツ語基礎1B 1   1  

ドイツ語基礎2A 1   1  
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ドイツ語基礎2B 1   1  

フランス語初級1A 1   1  

フランス語初級1B 1   1  

フランス語初級2A 1   1  

フランス語初級2B 1   1  

ドイツ語初級1A 1   1  

ドイツ語初級1B 1   1  

ドイツ語初級2A 1   1  

ドイツ語初級2B 1   1  

(2) 専門教育科目 

国際関係学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

基幹演習Ⅰ 1 1    

基幹演習Ⅱ 1 1    

専門演習Ⅰ 1 1    

専門演習Ⅱ 1 1    

卒業論文演習Ⅰ 2 2    

卒業論文演習Ⅱ 2 2    

国際関係論 2 2    

（地域研究）      

東アジア      

東アジア地域研究1 2   2  

（中国の現代政治）      

東アジア地域研究2 2   2  

（中国の国際関係）      

東アジア地域研究3 2   2  

（中国の経済発展）      

東アジア地域研究4 2   2  

（中国の経済事情）      

東アジア地域研究5 2   2  
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（朝鮮半島の近現代史）      

東アジア地域研究6 2   2  

（朝鮮半島の社会）      

東アジア地域研究7 2   2  

（東アジアの文化）      

東アジア地域研究8 2   2  

（東アジアの芸術）      

東南アジア      

東南アジア地域研究1 2   2  

（東南アジアの現代政治）      

東南アジア地域研究2 2   2  

（東南アジアの国際関係）      

東南アジア地域研究3 2   2  

（東南アジアの経済発展）      

東南アジア地域研究4 2   2  

（東南アジアの経済事情）      

東南アジア地域研究5 2   2  

（東南アジアの近現代史）      

東南アジア地域研究6 2   2  

（東南アジアの社会）      

東南アジア地域研究7 2   2  

（東南アジアの文化）      

東南アジア地域研究8 2   2  

（東南アジアの環境問題）      

南アジア      

南アジア地域研究1 2   2  

（南アジアの現代政治）      

南アジア地域研究2 2   2  

（南アジアの国際関係）      

南アジア地域研究3 2   2  

（インドの経済発展）      
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南アジア地域研究4 2   2  

（南アジアの経済事情）      

南アジア地域研究5 2   2  

（南アジアの近現代史）      

南アジア地域研究6 2   2  

（南アジアの社会）      

南アジア地域研究7 2   2  

（南アジアの文化）      

南アジア地域研究8 2   2  

（南アジアの芸術）      

西アジア      

西アジア地域研究1 2   2  

（西アジアの現代政治）      

西アジア地域研究2 2   2  

（西アジアの国際関係）      

西アジア地域研究3 2   2  

（西アジアの経済発展）      

西アジア地域研究4 2   2  

（西アジアの経済事情）      

西アジア地域研究5 2   2  

（西アジアの近現代史）      

西アジア地域研究6 2   2  

（西アジアの社会）      

西アジア地域研究7 2   2  

（西アジアの文化史）      

西アジア地域研究8 2   2  

（西アジア・イスラム国家

の歴史） 

     

（言語文化講座）      

中国語1 2  2   

中国語2 2  2   
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中国語3 2  2   

中国語4 2  2   

中国語5 2  2   

中国語6 2  2   

中国語7 2   2  

中国語8 2   2  

中国語9 2   2  

中国語10 2   2  

現地研修 6   6  

コリア語1 2  2   

コリア語2 2  2   

コリア語3 2  2   

コリア語4 2  2   

コリア語5 2  2   

コリア語6 2  2   

コリア語7 2   2  

コリア語8 2   2  

コリア語9 2   2  

コリア語10 2   2  

現地研修 6   6  

インドネシア語1 2  2   

インドネシア語2 2  2   

インドネシア語3 2  2   

インドネシア語4 2  2   

インドネシア語5 2  2   

インドネシア語6 2  2   

インドネシア語7 2   2  

インドネシア語8 2   2  

インドネシア語9 2   2  

インドネシア語10 2   2  

現地研修 6   6  

-学則-250-



 

タイ語1 2  2   

タイ語2 2  2   

タイ語3 2  2   

タイ語4 2  2   

タイ語5 2  2   

タイ語6 2  2   

タイ語7 2   2  

タイ語8 2   2  

タイ語9 2   2  

タイ語10 2   2  

現地研修 6   6  

ベトナム語1 2  2   

ベトナム語2 2  2   

ベトナム語3 2  2   

ベトナム語4 2  2   

ベトナム語5 2  2   

ベトナム語6 2  2   

ベトナム語7 2   2  

ベトナム語8 2   2  

べトナム語9 2   2  

ベトナム語10 2   2  

現地研修 6   6  

ヒンディー語1 2  2   

ヒンディー語2 2  2   

ヒンディー語3 2  2   

ヒンディー語4 2  2   

ヒンディー語5 2  2   

ヒンディー語6 2  2   

ヒンディー語7 2   2  

ヒンディー語8 2   2  

ヒンディー語9 2   2  
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ヒンディー語10 2   2  

現地研修 6   6  

アラビア語1 2  2   

アラビア語2 2  2   

アラビア語3 2  2   

アラビア語4 2  2   

アラビア語5 2  2   

アラビア語6 2  2   

アラビア語7 2   2  

アラビア語8 2   2  

アラビア語9 2   2  

アラビア語10 2   2  

現地研修 6   6  

英語1 2  2   

英語2 2  2   

英語3 2  2   

英語4 2  2   

英語5 2  2   

英語6 2  2   

英語7 2   2  

英語8 2   2  

英語9 2   2  

英語10 2   2  

現地研修 6   6  

（言語文化講座上級）      

中国語Ⅰ 2   2  

中国語Ⅱ 2   2  

コリア語Ⅰ 2   2  

コリア語Ⅱ 2   2  

インドネシア語Ⅰ 2   2  

インドネシア語Ⅱ 2   2  
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タイ語Ⅰ 2   2  

タイ語Ⅱ 2   2  

ベトナム語Ⅰ 2   2  

ベトナム語Ⅱ 2   2  

ヒンディー語Ⅰ 2   2  

ヒンディー語Ⅱ 2   2  

アラビア語Ⅰ 2   2  

アラビア語Ⅱ 2   2  

英語Ⅰ 2   2  

英語Ⅱ 2   2  

（言語文化特殊講義）      

言語文化特殊講義1 2   2  

言語文化特殊講義2 2   2  

言語文化特殊講義3 2   2  

言語文化特殊講義4 2   2  

言語文化特殊講義5 2   2  

言語文化特殊講義6 2   2  

言語文化特殊講義7 2   2  

言語文化特殊講義8 2   2  

言語文化特殊講義9 2   2  

言語文化特殊講義10 2   2  

（クラスター）      

国際協力・多文化共生      

多文化共生論A 2   2  

多文化共生論B 2   2  

国際協力・ボランティア入

門 

2   2  

SDGs入門 2   2  

マイノリティの文化論 2   2  

法学概論A 2   2  

法学概論B 2   2  
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開発経済学A 2   2  

開発経済学B 2   2  

農業食料問題A 2   2  

農業食料問題B 2   2  

ナショナリズムと国家 2   2  

紛争論 2   2  

比較法A 2   2  

比較法B 2   2  

国際政治学A 2   2  

国際政治学B 2   2  

国際社会学 2   2  

地域福祉論 2   2  

国際協力・多文化共生ワー

クショップ 

2   2  

国際協力・多文化共生フィ

ールドワーク 

2   2  

国際協力・多文化共生特殊

講義1 

2   2  

（問題解決学入門）      

国際協力・多文化共生特殊

講義2 

2   2  

（NGO活動論）      

国際協力・多文化共生特殊

講義3 

2   2  

（難民問題）      

国際協力・多文化共生特殊

講義4 

2   2  

（安全保障論）      

国際協力・多文化共生特殊

講義5 

2   2  

国際協力・多文化共生特殊 2   2  
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講義6 

（DACIX Ⅰ）      

国際協力・多文化共生特殊

講義7 

2   2  

（DACIX Ⅱ）      

国際協力・多文化共生特殊

講義8 

2   2  

（DACIX Ⅲ）      

国際協力・多文化共生特殊

講義9 

2   2  

（DACIX Ⅳ）      

国際協力・多文化共生特殊

講義10 

2   2  

（DACIX Ⅴ）      

国際協力・多文化共生特殊

講義11 

2   2  

（DACIX Ⅵ）      

国際協力・多文化共生特殊

講義12 

2   2  

（DACIX Ⅶ）      

国際協力・多文化共生特殊

講義13 

2   2  

（DACIX Ⅷ）      

国際協力・多文化共生特殊

講義14 

2   2  

（DACIX Ⅸ）      

国際協力・多文化共生特殊

講義15 

2   2  

（DACIX Ⅹ）      

国際ビジネス      

経済学基礎A（ミクロ） 2   2  
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経済学基礎B（マクロ） 2   2  

経営学基礎 2   2  

国際経済論A 2   2  

国際経済論B 2   2  

国際マーケティング論A 2   2  

国際マーケティング論B 2   2  

資源環境論A 2   2  

資源環境論B 2   2  

食品産業論 2   2  

海外経営事情 2   2  

インターンシップ・イン・

アジア 

6   6  

企業と雇用A 2   2  

企業と雇用B 2   2  

国際ビジネス特殊講義1 2   2  

（インターンシップ準備講

座） 

     

国際ビジネス特殊講義2 2   2  

（SPI対策講座）      

国際ビジネス特殊講義3 2   2  

（旅行産業論）      

国際ビジネス特殊講義4 2   2  

（ホスピタリティ論）      

国際ビジネス特殊講義5 2   2  

異文化理解      

宗教文化論1（東アジア） 2   2  

宗教文化論2（東南アジ

ア） 

2   2  

宗教文化論3（南アジア） 2   2  

宗教文化論4（西アジア） 2   2  

シルクロード文化論 2   2  
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比較文化史 2   2  

アジアの舞踊と身体文化A 2   2  

アジアの舞踊と身体文化B 2   2  

イスラム社会論 2   2  

オセアニアの文化 2   2  

オセアニアの社会 2   2  

アジア伝統芸能論A 2   2  

アジア伝統芸能論B 2   2  

アジア食文化論 2   2  

アジア服飾文化論 2   2  

アジアのポップカルチャー 2   2  

アジアのジェンダー 2   2  

比較芸術論 2   2  

クール・ジャパノロジー 2   2  

文化遺産論A 2   2  

文化遺産論B 2   2  

異文化理解特殊講義1 2   2  

（世界遺産講座Ⅰ）      

異文化理解特殊講義2 2   2  

（世界遺産講座Ⅱ）      

異文化理解特殊講義3 2   2  

（ガムラン合奏Ⅰ）      

異文化理解特殊講義4 2   2  

（ガムラン合奏Ⅱ）      

異文化理解特殊講義5 2   2  

国際文化学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

基幹演習Ⅰ 1 1    

基幹演習Ⅱ 1 1    

専門演習Ⅰ 1 1    
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専門演習Ⅱ 1 1    

卒業論文演習Ⅰ 2 2    

卒業論文演習Ⅱ 2 2    

比較文化論 2 2    

（地域研究）      

東アジア      

東アジア地域研究1 2   2  

（中国の現代政治）      

東アジア地域研究2 2   2  

（中国の国際関係）      

東アジア地域研究3 2   2  

（中国の経済発展）      

東アジア地域研究4 2   2  

（中国の経済事情）      

東アジア地域研究5 2   2  

（朝鮮半島の近現代史）      

東アジア地域研究6 2   2  

（朝鮮半島の社会）      

東アジア地域研究7 2   2  

（東アジアの文化）      

東アジア地域研究8 2   2  

（東アジアの芸術）      

東南アジア      

東南アジア地域研究1 2   2  

（東南アジアの現代政治）      

東南アジア地域研究2 2   2  

（東南アジアの国際関係）      

東南アジア地域研究3 2   2  

（東南アジアの経済発展）      

東南アジア地域研究4 2   2  

（東南アジアの経済事情）      
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東南アジア地域研究5 2   2  

（東南アジアの近現代史）      

東南アジア地域研究6 2   2  

（東南アジアの社会）      

東南アジア地域研究7 2   2  

（東南アジアの文化）      

東南アジア地域研究8 2   2  

（東南アジアの環境問題）      

南アジア      

南アジア地域研究1 2   2  

（南アジアの現代政治）      

南アジア地域研究2 2   2  

（南アジアの国際関係）      

南アジア地域研究3 2   2  

（インドの経済発展）      

南アジア地域研究4 2   2  

（南アジアの経済事情）      

南アジア地域研究5 2   2  

（南アジアの近現代史）      

南アジア地域研究6 2   2  

（南アジアの社会）      

南アジア地域研究7 2   2  

（南アジアの文化）      

南アジア地域研究8 2   2  

（南アジアの芸術）      

西アジア      

西アジア地域研究1 2   2  

（西アジアの現代政治）      

西アジア地域研究2 2   2  

（西アジアの国際関係）      

西アジア地域研究3 2   2  
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（西アジアの経済発展）      

西アジア地域研究4 2   2  

（西アジアの経済事情）      

西アジア地域研究5 2   2  

（西アジアの近現代史）      

西アジア地域研究6 2   2  

（西アジアの社会）      

西アジア地域研究7 2   2  

（西アジアの文化史）      

西アジア地域研究8 2   2  

（西アジア・イスラム国家

の歴史） 

     

（言語文化講座）      

中国語1 2  2   

中国語2 2  2   

中国語3 2  2   

中国語4 2  2   

中国語5 2  2   

中国語6 2  2   

中国語7 2   2  

中国語8 2   2  

中国語9 2   2  

中国語10 2   2  

現地研修 6   6  

コリア語1 2  2   

コリア語2 2  2   

コリア語3 2  2   

コリア語4 2  2   

コリア語5 2  2   

コリア語6 2  2   

コリア語7 2   2  
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コリア語8 2   2  

コリア語9 2   2  

コリア語10 2   2  

現地研修 6   6  

インドネシア語1 2  2   

インドネシア語2 2  2   

インドネシア語3 2  2   

インドネシア語4 2  2   

インドネシア語5 2  2   

インドネシア語6 2  2   

インドネシア語7 2   2  

インドネシア語8 2   2  

インドネシア語9 2   2  

インドネシア語10 2   2  

現地研修 6   6  

タイ語1 2  2   

タイ語2 2  2   

タイ語3 2  2   

タイ語4 2  2   

タイ語5 2  2   

タイ語6 2  2   

タイ語7 2   2  

タイ語8 2   2  

タイ語9 2   2  

タイ語10 2   2  

現地研修 6   6  

ベトナム語1 2  2   

ベトナム語2 2  2   

ベトナム語3 2  2   

ベトナム語4 2  2   

ベトナム語5 2  2   
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ベトナム語6 2  2   

ベトナム語7 2   2  

ベトナム語8 2   2  

ベトナム語9 2   2  

ベトナム語10 2   2  

現地研修 6   6  

ヒンディー語1 2  2   

ヒンディー語2 2  2   

ヒンディー語3 2  2   

ヒンディー語4 2  2   

ヒンディー語5 2  2   

ヒンディー語6 2  2   

ヒンディー語7 2   2  

ヒンディー語8 2   2  

ヒンディー語9 2   2  

ヒンディー語10 2   2  

現地研修 6   6  

アラビア語1 2  2   

アラビア語2 2  2   

アラビア語3 2  2   

アラビア語4 2  2   

アラビア語5 2  2   

アラビア語6 2  2   

アラビア語7 2   2  

アラビア語8 2   2  

アラビア語9 2   2  

アラビア語10 2   2  

現地研修 6   6  

英語1 2  2   

英語2 2  2   

英語3 2  2   
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英語4 2  2   

英語5 2  2   

英語6 2  2   

英語7 2   2  

英語8 2   2  

英語9 2   2  

英語10 2   2  

現地研修 6   6  

（言語文化講座上級）      

中国語Ⅰ 2   2  

中国語Ⅱ 2   2  

コリア語Ⅰ 2   2  

コリア語Ⅱ 2   2  

インドネシア語Ⅰ 2   2  

インドネシア語Ⅱ 2   2  

タイ語Ⅰ 2   2  

タイ語Ⅱ 2   2  

ベトナム語Ⅰ 2   2  

べトナム語Ⅱ 2   2  

ヒンディー語Ⅰ 2   2  

ヒンディー語Ⅱ 2   2  

アラビア語Ⅰ 2   2  

アラビア語Ⅱ 2   2  

英語Ⅰ 2   2  

英語Ⅱ 2   2  

（言語文化特殊講義）      

言語文化特殊講義1 2   2  

言語文化特殊講義2 2   2  

言語文化特殊講義3 2   2  

言語文化特殊講義4 2   2  

言語文化特殊講義5 2   2  
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言語文化特殊講義6 2   2  

言語文化特殊講義7 2   2  

言語文化特殊講義8 2   2  

言語文化特殊講義9 2   2  

言語文化特殊講義10 2   2  

（クラスター）      

国際協力・多文化共生      

多文化共生論A 2   2  

多文化共生論B 2   2  

国際協力・ボランティア入

門 

2   2  

SDGs入門 2   2  

マイノリティの文化論 2   2  

法学概論A 2   2  

法学概論B 2   2  

開発経済学A 2   2  

開発経済学B 2   2  

農業食料問題A 2   2  

農業食料問題B 2   2  

ナショナリズムと国家 2   2  

紛争論 2   2  

比較法A 2   2  

比較法B 2   2  

国際政治学A 2   2  

国際政治学B 2   2  

国際社会学 2   2  

地域福祉論 2   2  

国際協力・多文化共生ワー

クショップ 

2   2  

国際協力・多文化共生フィ

ールドワーク 

2   2  
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国際協力・多文化共生特殊

講義1 

2   2  

（問題解決学入門）      

国際協力・多文化共生特殊

講義2 

2   2  

（NGO活動論）      

国際協力・多文化共生特殊

講義3 

2   2  

（難民問題）      

国際協力・多文化共生特殊

講義4 

2   2  

（安全保障論）      

国際協力・多文化共生特殊

講義5 

2   2  

国際協力・多文化共生特殊

講義6 

2   2  

（DACIX Ⅰ）      

国際協力・多文化共生特殊

講義7 

2   2  

（DACIX Ⅱ）      

国際協力・多文化共生特殊

講義8 

2   2  

（DACIX Ⅲ）      

国際協力・多文化共生特殊

講義9 

2   2  

（DACIX Ⅳ）      

国際協力・多文化共生特殊

講義10 

2   2  

（DACIX Ⅴ）      

国際協力・多文化共生特殊

講義11 

2   2  
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（DACIX Ⅵ）      

国際協力・多文化共生特殊

講義12 

2   2  

（DACIX Ⅶ）      

国際協力・多文化共生特殊

講義13 

2   2  

（DACIX Ⅷ）      

国際協力・多文化共生特殊

講義14 

2   2  

（DACIX Ⅸ）      

国際協力・多文化共生特殊

講義15 

2   2  

（DACIX Ⅹ）      

国際ビジネス      

経済学基礎A（ミクロ） 2   2  

経済学基礎B（マクロ） 2   2  

経営学基礎 2   2  

国際経済論A 2   2  

国際経済論B 2   2  

国際マーケティング論A 2   2  

国際マーケティング論B 2   2  

資源環境論A 2   2  

資源環境論B 2   2  

食品産業論 2   2  

海外経営事情 2   2  

インターンシップ・イン・

アジア 

6   6  

企業と雇用A 2   2  

企業と雇用B 2   2  

国際ビジネス特殊講義1 2   2  

（インターンシップ準備講      
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座） 

国際ビジネス特殊講義2 2   2  

（SPI対策講座）      

国際ビジネス特殊講義3 2   2  

（旅行産業論）      

国際ビジネス特殊講義4 2   2  

（ホスピタリティ論）      

国際ビジネス特殊講義5 2   2  

異文化理解      

宗教文化論1（東アジア） 2   2  

宗教文化論2（東南アジ

ア） 

2   2  

宗教文化論3（南アジア） 2   2  

宗教文化論4（西アジア） 2   2  

シルクロード文化論 2   2  

比較文化史 2   2  

アジアの舞踊と身体文化A 2   2  

アジアの舞踊と身体文化B 2   2  

イスラム社会論 2   2  

オセアニアの文化 2   2  

オセアニアの社会 2   2  

アジア伝統芸能論A 2   2  

アジア伝統芸能論B 2   2  

アジア食文化論 2   2  

アジア服飾文化論 2   2  

アジアのポップカルチャー 2   2  

アジアのジェンダー 2   2  

比較芸術論 2   2  

クール・ジャパノロジー 2   2  

文化遺産論A 2   2  

文化遺産論B 2   2  
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異文化理解特殊講義1 2   2  

（世界遺産講座Ⅰ）      

異文化理解特殊講義2 2   2  

（世界遺産講座Ⅱ）      

異文化理解特殊講義3 2   2  

（ガムラン合奏Ⅰ）      

異文化理解特殊講義4 2   2  

（ガムラン合奏Ⅱ）      

異文化理解特殊講義5 2   2  

(3) 全学共通科目（両学科共通） 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

1．基本科目 

A系 人間と文化（人文系） 

哲学A 2   2  

哲学B 2   2  

文学A 2   2  

文学B 2   2  

論理学A 2   2  

論理学B 2   2  

倫理学A 2   2  

倫理学B 2   2  

宗教学A 2   2  

宗教学B 2   2  

歴史学A 2   2  

歴史学B 2   2  

考古学A 2   2  

考古学B 2   2  

文化史A 2   2  

文化史B 2   2  

芸術学A 2   2  
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芸術学B 2   2  

地理学A 2   2  

地理学B 2   2  

言語学A 2   2  

言語学B 2   2  

B系 社会と生活（社会系） 

法学A 2   2  

法学B 2   2  

社会学A 2   2  

社会学B 2   2  

政治学A 2   2  

政治学B 2   2  

経済学A 2   2  

経済学B 2   2  

心理学A 2   2  

心理学B 2   2  

教育学A 2   2  

教育学B 2   2  

民俗学A 2   2  

民俗学B 2   2  

文化人類学A 2   2  

文化人類学B 2   2  

C系 自然と環境（自然系） 

数学A 2   2  

数学B 2   2  

地学A 2   2  

地学B 2   2  

生物学A 2   2  

生物学B 2   2  

生態学A 2   2  

生態学B 2   2  
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現代科学A 2   2  

現代科学B 2   2  

情報科学A 2   2  

情報科学B 2   2  

自然科学A 2   2  

自然科学B 2   2  

D系 健康とスポーツ（保健体育系） 

総合体育A 1   1  

総合体育B 1   1  

健康スポーツ科学A 2   2  

健康スポーツ科学B 2   2  

体育実技A 1   1  

体育実技B 1   1  

野外実習A 1   1  

野外実習B 1   1  

E系 知識創造と実践（総合系） 

データサイエンスA 2   2  

データサイエンスB 2   2  

2．課題（テーマ）科目 

第1群      

地域・国家・民族の考察A 2   2  

地域・国家・民族の考察B 2   2  

第2群      

女性・子ども・老人への視

点A 

2   2  

女性・子ども・老人への視

点B 

2   2  

第3群      

人権・民主主義・平和を考

えるA 

2   2  

人権・民主主義・平和を考 2   2  
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えるB 

第4群      

現代社会の諸問題A 2   2  

現代社会の諸問題B 2   2  

第5群      

異文化・世界にふれるA 2   2  

異文化・世界にふれるB 2   2  

第6群      

自己・人間をみつめるA 2   2  

自己・人間をみつめるB 2   2  

第7群      

キャリアデザインA 2   2  

キャリアデザインB 2   2  

第8群      

インターンシップA 2   2  

インターンシップB 2   2  

第9群      

全学共通特殊講義A 2   2  

全学共通特殊講義B 2   2  

4．単位互換科目 

      

5．「他学部・他学科開放」科目 

      

摘要 

① 単位互換は、他大学又は短期大学の単位互換による科目名及び単位数を適用し、

20単位を上限として選択単位とする。 

② 「他学部・他学科開放」科目は、他学部又は学科の科目名及び単位数を適用し、

20単位を上限として選択単位とする。 

(4) 外国人留学生に関する日本語科目等（全学科共通） 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 
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（活動コース）      

フィールドワークA 2   2  

フィールドワークB 2   2  

（内容コース）      

日本の政治・経済・社会A 2   2  

日本の文化・芸術A 2   2  

日本の歴史A 2   2  

現代日本の諸相A 2   2  

日本の政治・経済・社会B 2   2  

日本の文化・芸術B 2   2  

日本の歴史B 2   2  

現代日本の諸相B 2   2  

（言語コース（発展））      

理解とコミュニケーション

A 

1   1  

理解とコミュニケーション

B 

1   1  

資料・文献読解A 1   1  

資料・文献読解B 1   1  

日本語文章表現A 1   1  

日本語文章表現B 1   1  

（言語コース（集中基

礎）） 

     

集中日本語基礎演習1A1 1   1  

集中日本語基礎演習1A2 1   1  

集中日本語基礎演習1A3 1   1  

集中日本語基礎演習1A4 1   1  

集中日本語基礎演習1A5 1   1  

集中日本語基礎演習1A6 1   1  

集中日本語基礎演習1A7 1   1  

集中日本語基礎演習1A8 1   1  
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集中日本語基礎演習2A1 1   1  

集中日本語基礎演習2A2 1   1  

集中日本語基礎演習2A3 1   1  

集中日本語基礎演習2A4 1   1  

集中日本語基礎演習2A5 1   1  

集中日本語基礎演習2A6 1   1  

集中日本語基礎演習2A7 1   1  

集中日本語基礎演習2A8 1   1  

集中日本語基礎演習3A1 1   1  

集中日本語基礎演習3A2 1   1  

集中日本語基礎演習3A3 1   1  

集中日本語基礎演習3A4 1   1  

集中日本語基礎演習3A5 1   1  

集中日本語基礎演習3A6 1   1  

集中日本語基礎演習3A7 1   1  

集中日本語基礎演習3A8 1   1  

集中日本語基礎演習1B1 1   1  

集中日本語基礎演習1B2 1   1  

集中日本語基礎演習1B3 1   1  

集中日本語基礎演習1B4 1   1  

集中日本語基礎演習1B5 1   1  

集中日本語基礎演習1B6 1   1  

集中日本語基礎演習1B7 1   1  

集中日本語基礎演習1B8 1   1  

集中日本語基礎演習2B1 1   1  

集中日本語基礎演習2B2 1   1  

集中日本語基礎演習2B3 1   1  

集中日本語基礎演習2B4 1   1  

集中日本語基礎演習2B5 1   1  

集中日本語基礎演習2B6 1   1  

集中日本語基礎演習2B7 1   1  
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集中日本語基礎演習2B8 1   1  

集中日本語基礎演習3B1 1   1  

集中日本語基礎演習3B2 1   1  

集中日本語基礎演習3B3 1   1  

集中日本語基礎演習3B4 1   1  

集中日本語基礎演習3B5 1   1  

集中日本語基礎演習3B6 1   1  

集中日本語基礎演習3B7 1   1  

集中日本語基礎演習3B8 1   1  

(5) 削除 

(6) 司書課程関連科目（両学科共通） 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

生涯学習概論1 2    2 

図書館概論 2    2 

図書・図書館史 2    2 

図書館情報資源概論 2    2 

図書館情報資源特論 2    2 

情報資源組織論 2    2 

情報資源組織演習A 1    1 

情報資源組織演習B 1    1 

図書館サービス概論 2    2 

図書館制度・経営論 2    2 

図書館サービス特論 2    2 

図書館情報技術論 2    2 

情報サービス論 2    2 

児童サービス論 2    2 

情報サービス演習1 1    1 

情報サービス演習2 1    1 

コミュニケーション論B 2    2 

(7) 削除 
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(8) 学芸員課程関連科目（両学科共通） 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

博物館学概論1 2    2 

博物館学概論2 2    2 

博物館資料論 2    2 

博物館資料保存論 2    2 

博物館展示論 2    2 

博物館教育論 2    2 

生涯学習概論1 2    2 

生涯学習概論2 2    2 

博物館情報・メディア論 2    2 

博物館実習1 1    1 

博物館実習2 2    2 

文化史A 2   2  

文化史B 2   2  

美術史1 2    2 

美術史2 2    2 

考古学A 2   2  

考古学B 2   2  

民俗学A 2   2  

民俗学B 2   2  

自然科学A 2   2  

自然科学B 2   2  

理科1（地学） 2    2 

理科2（生物） 2    2 

理科3（化学） 2    2 

理科4（物理） 2    2 

(9) 副専攻科目等（両学科共通） 

イ スポーツ科学系副専攻 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単 選択単位 自由単位 
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位 

スポーツ科学入門 2   2  

スポーツの指導 2   2  

スポーツ選手の医学 2   2  

スポーツ選手の生理 2   2  

スポーツ選手の心理 2   2  

スポーツマネジメント論 2   2  

トレーニング理論と実践 2   2  

競技スポーツ演習Ⅰ 2   2  

競技スポーツ演習Ⅱ 2   2  

競技スポーツ演習Ⅲ 2   2  

競技スポーツ演習Ⅳ 2   2  

ロ 留学（英語）副専攻 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

1．語学系科目 

（初級）      

Basic Skills

（Reading,Listening,Writ

ing,Speaking） 

1   1  

（中級）      

Reading and WritingⅠ 1   1  

Reading and WritingⅡ 1   1  

Communication and 

DiscussionⅠ 

1   1  

Communication and 

DiscussionⅡ 

1   1  

（上級）      

Academic Writing 1   1  

Discussion and 

Presentation 

1   1  
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2．教養系科目 

グローバル教養系 

グローバルスタディ1 2   2  

グローバルスタディ2 2   2  

グローバルスタディ3 2   2  

グローバルスタディ4 2   2  

グローバルスタディ5 2   2  

グローバルスタディ6 2   2  

グローバルスタディ7 2   2  

グローバルスタディ8 2   2  

海外留学系 

      

摘要 「海外留学系」科目は、海外留学（英語）により学則第19条の２に基づき各学科

が認定した授業科目名及び単位数（以下「海外留学（英語）認定科目」という。）を

適用する。 

（履修方法、進級要件及び卒業要件） 

第23条の18 前条各号に定める各区分ごとの授業科目の履修方法及び修得単位は、次の各

号に定めるとおりとする。 

(1) 基礎教育科目（両学科共通） 

必修科目 ４単位 

(2) 専門教育科目（両学科共通） 

必修科目 10単位 

選択必修科目 次に定める単位 70単位以上 

A） 地域研究科目 

① ４地域の地域研究科目から10科目20単位以上を修得しなければならない。 

② 言語文化講座科目７～10を履修しない者は、①に加えて４地域の地域研究科目

から４科目８単位を修得しなければならない。 

③ 地域研究科目について所定の単位以上を修得した場合は、その超える単位は、

専門教育科目の選択科目の単位に振り替えることができる。 

B） 言語文化講座科目 

① 言語文化講座科目から１言語を選択し、１～６の６科目12単位を修得しなけれ
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ばならない。 

② 外国人留学生は、外国人留学生に関する日本語科目等から12単位を修得するこ

とにより、言語文化講座科目の要件単位に振り替えることができる。 

③ 言語文化講座科目７～10を履修する者は、４科目８単位のすべてを修得しなけ

ればならない。 

④ 言語文化講座科目７～10を履修しない者は、４地域の地域研究科目から４科目

８単位を修得しなければならない。 

⑤ 言語文化講座科目７～10を履修しない者は、現地研修を履修することができな

い。ただし、当該科目の単位を認定された者はこの限りではない。 

⑥ 言語文化講座の１科目を１～10まで修得したものは、所定の審査に合格した場

合に限り、二つ目の言語科目（アジア地域言語に限る）を履修することができ

る。当該科目の修得単位は、専門教育科目の選択科目の単位に振り替えることが

できる。 

C） 言語文化講座上級、言語文化特殊講義及び３クラスター科目 

① 言語文化講座上級、言語文化特殊講義及び３クラスター科目から15科目30単位

以上を修得しなければならない。 

(3) 全学共通科目（両学科共通） 

選択科目 単位修得の条件及び制限は設けない。 

(4) 外国人留学生に関する日本語科目等（両学科共通） 

外国人留学生は外国人留学生に関する日本語科目等の（内容コース）（言語コース

（発展））の中から12単位を履修することにより、言語文化講座の要件単位に振り替

えることができる。 

(5) 削除 

(6) 司書課程関連科目（両学科共通） 

第23条の９第１項第６号の定めに準ずる。 

(7) 削除 

(8) 学芸員課程関連科目（両学科共通） 

第23条の９第１項第８号の定めに準ずる。 

(9) 副専攻科目等（両学科共通） 

イ スポーツ科学系副専攻 

「コーチングアシスタント」の資格を取得しようとする者は、日本スポーツ協会
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認定スポーツ指導者資格の定めるところに従い、本区分の授業科目から、資格を得

るに必要な科目を履修しなければならない。 

ロ 留学（英語）副専攻 

① 留学（英語）副専攻の修了要件は、語学系科目（中級）４科目４単位及び海外

留学（英語）認定科目を含む教養系科目16単位以上の計20単位以上とする。 

② 海外留学（英語）認定科目は、３カ月以上の留学の他に現地研修（英語圏に限

る）及び国際交流センター実施の短期語学研修に認定された単位を含む。 

２ １年間の履修単位数の上限は、第１項第６号、第７号及び第８号に定める科目の単位

を除き、１年次から３年次においては44単位まで、４年次においては48単位までとす

る。ただし、長期海外留学からの帰国学生、編入学生、転学部・転学科生については、

教授会の審査・承認を経て、上限を超える履修登録を認めることができる。 

３ ２年次終了の時点において、卒業要件単位32単位を修得できない者は、３年次に進級

することができない。 

４ 国際関係学科及び国際文化学科ともに、前条第１号、第２号、第３号、第４号及び第

９号に定める科目について、第１項第１号、第２号、第３号、第４号及び第９号に定め

る単位を含め、124単位以上を修得した者を卒業とする。 

第７節 経営学部 

（授業科目の区分等） 

第23条の19 経営学部が開設する授業科目の区分は、次のとおりとする。 

(1) 基礎教育科目 

(2) 専門教育科目 

(3) 全学共通科目 

(4) 外国人留学生に関する日本語科目等 

(5) 教職課程関連科目 

(6) 司書・司書教諭課程関連科目 

(7) 削除 

(8) 学芸員課程関連科目 

(9) 副専攻科目等 

２ 前項各号に定める各授業科目を、必修科目、選択必修科目、選択科目及び自由科目に

分け、これを各年次に配当して編成する。 

３ 前項に定める必修科目、選択必修科目及び選択科目については卒業要件単位に算入
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し、自由科目については卒業要件単位には算入しない。 

４ 第１項各号に定める各授業科目は、教授会の定めるところに従い、各学年又は各学年

の各学期に配当する。 

５ 第１項第２号に定める専門教育科目は、教育の目的に応じ、各授業科目について選択

科目の履修条件を変えることにより、経営学科に次のコースを設けるものとする。 

(1) 経営学科 経営コース、会計コース、マーケティングコース、知識情報コース 

（授業科目の開設等） 

第23条の20 開設する授業科目、単位数及び必修、選択必修、選択、自由の別は、次のと

おりとする。 

(1) 基礎教育科目 

経営学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

基礎演習 4 4    

情報リテラシA 2 2    

情報リテラシB 2 2    

英語A 1  1   

英語B 1  1   

中国語A 1  1   

中国語B 1  1   

ドイツ語A 1  1   

ドイツ語B 1  1   

フランス語A 1  1   

フランス語B 1  1   

英語会話講座A 2   2  

英語会話講座B 2   2  

中国語会話講座A 2   2  

中国語会話講座B 2   2  

英語総合講座A 2   2  

英語総合講座B 2   2  

英語総合講座C 2   2  
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英語総合講座D 2   2  

英語総合講座E 2   2  

英語総合講座F 2   2  

英語コミュニケーション講

座A 

2   2  

英語コミュニケーション講

座B 

2   2  

英語コミュニケーション強

化講座A 

2   2  

英語コミュニケーション強

化講座B 

2   2  

中国語総合講座A 2   2  

中国語総合講座B 2   2  

英語特別講座A 2   2  

英語特別講座B 2   2  

英語特別講座C 2   2  

英語特別講座D 2   2  

グローバルスタディA 2   2  

グローバルスタディB 2   2  

中国語特別講座A 2   2  

中国語特別講座B 2   2  

(2) 専門教育科目 

経営学科 

（経営コース、会計コース、マーケティングコース、知識情報コース） 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

経営学総論A 2 2    

経営学総論B 2 2    

会計学総論A 2 2    

会計学総論B 2 2    

マーケティング総論A 2 2    
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マーケティング総論B 2 2    

経営管理論A 2  2   

経営管理論B 2  2   

人的資源管理論A 2  2   

人的資源管理論B 2  2   

経営財務A 2  2   

経営財務B 2  2   

現代企業論A 2  2   

現代企業論B 2  2   

経営史A 2  2   

経営史B 2  2   

経営戦略A 2  2   

経営戦略B 2  2   

経営組織A 2  2   

経営組織B 2  2   

国際経営A 2  2   

国際経営B 2  2   

組織行動 2  2   

リーダーシップ論 2  2   

生産管理A 2  2   

生産管理B 2  2   

ファイナンスA 2  2   

ファイナンスB 2  2   

簿記原理Ⅰ 2  2   

簿記原理Ⅱ 2  2   

財務諸表論A 2  2   

財務諸表論B 2  2   

工業簿記・原価計算A 2  2   

工業簿記・原価計算B 2  2   

上級商業簿記A 2  2   

上級商業簿記B 2  2   
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管理会計A 2  2   

管理会計B 2  2   

財務会計A 2  2   

財務会計B 2  2   

税法・税務会計A 2  2   

税法・税務会計B 2  2   

経営分析・会計情報A 2  2   

経営分析・会計情報B 2  2   

会計監査A 2  2   

会計監査B 2  2   

国際会計A 2  2   

国際会計B 2  2   

ナレッジマネジメント方法

論A 

2  2   

ナレッジマネジメント方法

論B 

2  2   

ITプロジェクトマネジメン

トA 

2  2   

ITプロジェクトマネジメン

トB 

2  2   

経営科学A 2  2   

経営科学B 2  2   

プログラミングA 2  2   

プログラミングB 2  2   

戦略情報意思決定論A 2  2   

戦略情報意思決定論B 2  2   

情報セキュリティマネジメ

ントA 

2  2   

情報セキュリティマネジメ

ントB 

2  2   

ビッグデータマネジメント 2  2   
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A 

ビッグデータマネジメント

B 

2  2   

経営情報システム設計A 2  2   

経営情報システム設計B 2  2   

情報ネットワークA 2  2   

情報ネットワークB 2  2   

経営工学A 2  2   

経営工学B 2  2   

市場調査A 2  2   

市場調査B 2  2   

消費者行動A 2  2   

消費者行動B 2  2   

広告論A 2  2   

広告論B 2  2   

ロジスティクスA 2  2   

ロジスティクスB 2  2   

貿易実務A 2  2   

貿易実務B 2  2   

マーケティングマネジメン

トA 

2  2   

マーケティングマネジメン

トB 

2  2   

商品学（製品計画）A 2  2   

商品学（製品計画）B 2  2   

国際マーケティングA 2  2   

国際マーケティングB 2  2   

サービスマーケティングA 2  2   

サービスマーケティングB 2  2   

小売マーケティングA 2  2   

小売マーケティングB 2  2   
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経営学演習 4  4   

専門演習Ⅰ 4  4   

専門演習Ⅱ 4  4   

情報化社会論 2   2  

問題解決法A 2   2  

問題解決法B 2   2  

民法A 2   2  

民法B 2   2  

現代経済学A 2   2  

現代経済学B 2   2  

国内インターンシップ講座 2   2  

国内インターンシップ実習 2   2  

海外インターンシップ講座 2   2  

海外インターンシップ実習 2   2  

海外インターンシップ・コ

ミュニケーション講義 

2   2  

海外インターンシップ・コ

ミュニケーション演習 

2   2  

ベンチャービジネスA 2   2  

ベンチャービジネスB 2   2  

商法A 2   2  

商法B 2   2  

経営統計A 2   2  

経営統計B 2   2  

交通・公益企業A 2   2  

交通・公益企業B 2   2  

金融論A 2   2  

金融論B 2   2  

企業家論A 2   2  

企業家論B 2   2  

財政学A 2   2  
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財政学B 2   2  

マルチメディア表現A 2   2  

マルチメディア表現B 2   2  

データ解析とレポート作成 2   2  

データ活用の経営 2   2  

産業・組織心理学A 2   2  

産業・組織心理学B 2   2  

キャリア開発 2   2  

企業と経営者A 2   2  

企業と経営者B 2   2  

ベンチャービジネス実践講

座 

2   2  

保険論A 2   2  

保険論B 2   2  

証券市場論A 2   2  

証券市場論B 2   2  

国際法A 2   2  

国際法B 2   2  

行政法A 2   2  

行政法B 2   2  

ビジネス実務英語A 2   2  

ビジネス実務英語B 2   2  

外国書購読 4   4  

経営学特殊講義A 2   2  

経営学特殊講義B 2   2  

経営学特殊講義C 2   2  

経営学特殊講義D 2   2  

経営学特殊講義E 2   2  

経営学特殊講義F 2   2  

経営学特殊講義G 2   2  

経営学特殊講義H 2   2  
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経営学特殊講義I 2   2  

経営学特殊講義J 2   2  

経営学特殊講義K 2   2  

経営学特殊講義L 2   2  

経営学特殊講義M 2   2  

経営学特殊講義N 2   2  

経営学特殊講義O 2   2  

経営学特殊講義P 2   2  

教科教育法（商業）A 2    2 

教科教育法（商業）B 2    2 

職業指導 2    2 

(3) 全学共通科目 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

1．基本科目 

A系 人間と文化（人文系） 

哲学A 2   2  

哲学B 2   2  

文学A 2   2  

文学B 2   2  

論理学A 2   2  

論理学B 2   2  

倫理学A 2   2  

倫理学B 2   2  

宗教学A 2   2  

宗教学B 2   2  

歴史学A 2   2  

歴史学B 2   2  

考古学A 2   2  

考古学B 2   2  

文化史A 2   2  
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文化史B 2   2  

芸術学A 2   2  

芸術学B 2   2  

地理学A 2   2  

地理学B 2   2  

言語学A 2   2  

言語学B 2   2  

B系 社会と生活（社会系） 

法学A 2   2  

法学B 2   2  

社会学A 2   2  

社会学B 2   2  

政治学A 2   2  

政治学B 2   2  

経済学A 2   2  

経済学B 2   2  

心理学A 2   2  

心理学B 2   2  

教育学A 2   2  

教育学B 2   2  

民俗学A 2   2  

民俗学B 2   2  

文化人類学A 2   2  

文化人類学B 2   2  

C系 自然と環境（自然系） 

数学A 2   2  

数学B 2   2  

地学A 2   2  

地学B 2   2  

生物学A 2   2  

生物学B 2   2  
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生態学A 2   2  

生態学B 2   2  

現代科学A 2   2  

現代科学B 2   2  

情報科学A 2   2  

情報科学B 2   2  

自然科学A 2   2  

自然科学B 2   2  

D系 健康とスポーツ（保健体育系） 

総合体育A 1   1  

総合体育B 1   1  

健康スポーツ科学A 2   2  

健康スポーツ科学B 2   2  

体育実技A 1   1  

体育実技B 1   1  

野外実習A 1   1  

野外実習B 1   1  

E系 知識創造と実践（総合系） 

データサイエンスA 2   2  

データサイエンスB 2   2  

2．課題（テーマ）科目 

第1群      

地域・国家・民族の考察A 2   2  

地域・国家・民族の考察B 2   2  

第2群      

女性・子ども・老人への視

点A 

2   2  

女性・子ども・老人への視

点B 

2   2  

第3群      

人権・民主主義・平和を考 2   2  
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えるA 

人権・民主主義・平和を考

えるB 

2   2  

第4群      

現代社会の諸問題A 2   2  

現代社会の諸問題B 2   2  

第5群      

異文化・世界にふれるA 2   2  

異文化・世界にふれるB 2   2  

第6群      

自己・人間をみつめるA 2   2  

自己・人間をみつめるB 2   2  

第7群      

キャリアデザインA 2   2  

キャリアデザインB 2   2  

第8群      

インターンシップA 2   2  

インターンシップB 2   2  

第9群      

全学共通特殊講義A 2   2  

全学共通特殊講義B 2   2  

3．発展科目 

日本史概論A 2   2  

日本史概論B 2   2  

西洋史概論 2   2  

東洋史概論 2   2  

日本の人文地理 2   2  

世界の人文地理 2   2  

日本の自然地理 2   2  

世界の自然地理 2   2  

日本地誌概論 2   2  
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世界地誌概論 2   2  

日本国憲法 2   2  

法学概論 2   2  

情報処理 2   2  

哲学概論A 2   2  

哲学概論B 2   2  

倫理学概論A 2   2  

倫理学概論B 2   2  

心理学概論 2   2  

社会病理 2   2  

4．単位互換科目 

      

5．「他学部・他学科開放」科目 

      

摘要 

① 単位互換は、他大学又は短期大学の単位互換による科目名及び単位数を適用し、

10単位を上限として選択単位とする。 

② 「他学部・他学科開放」科目は、他学部又は学科の科目名及び単位数を適用し、

20単位を上限として選択単位とする。 

(4) 外国人留学生に関する日本語科目等 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

（活動コース）      

フィールドワークA 2   2  

フィールドワークB 2   2  

（内容コース）      

日本の政治・経済・社会A 2   2  

日本の文化・芸術A 2   2  

日本の歴史A 2   2  

現代日本の諸相A 2   2  

日本の政治・経済・社会B 2   2  
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日本の文化・芸術B 2   2  

日本の歴史B 2   2  

現代日本の諸相B 2   2  

（言語コース（発展））      

理解とコミュニケーション

A 

1 1    

理解とコミュニケーション

B 

1 1    

資料・文献読解A 1 1    

資料・文献読解B 1 1    

日本語文章表現A 1 1    

日本語文章表現B 1 1    

（言語コース（集中基

礎）） 

     

集中日本語基礎演習1A1 1   1  

集中日本語基礎演習1A2 1   1  

集中日本語基礎演習1A3 1   1  

集中日本語基礎演習1A4 1   1  

集中日本語基礎演習1A5 1   1  

集中日本語基礎演習1A6 1   1  

集中日本語基礎演習1A7 1   1  

集中日本語基礎演習1A8 1   1  

集中日本語基礎演習2A1 1   1  

集中日本語基礎演習2A2 1   1  

集中日本語基礎演習2A3 1   1  

集中日本語基礎演習2A4 1   1  

集中日本語基礎演習2A5 1   1  

集中日本語基礎演習2A6 1   1  

集中日本語基礎演習2A7 1   1  

集中日本語基礎演習2A8 1   1  

集中日本語基礎演習3A1 1   1  
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集中日本語基礎演習3A2 1   1  

集中日本語基礎演習3A3 1   1  

集中日本語基礎演習3A4 1   1  

集中日本語基礎演習3A5 1   1  

集中日本語基礎演習3A6 1   1  

集中日本語基礎演習3A7 1   1  

集中日本語基礎演習3A8 1   1  

集中日本語基礎演習1B1 1   1  

集中日本語基礎演習1B2 1   1  

集中日本語基礎演習1B3 1   1  

集中日本語基礎演習1B4 1   1  

集中日本語基礎演習1B5 1   1  

集中日本語基礎演習1B6 1   1  

集中日本語基礎演習1B7 1   1  

集中日本語基礎演習1B8 1   1  

集中日本語基礎演習2B1 1   1  

集中日本語基礎演習2B2 1   1  

集中日本語基礎演習2B3 1   1  

集中日本語基礎演習2B4 1   1  

集中日本語基礎演習2B5 1   1  

集中日本語基礎演習2B6 1   1  

集中日本語基礎演習2B7 1   1  

集中日本語基礎演習2B8 1   1  

集中日本語基礎演習3B1 1   1  

集中日本語基礎演習3B2 1   1  

集中日本語基礎演習3B3 1   1  

集中日本語基礎演習3B4 1   1  

集中日本語基礎演習3B5 1   1  

集中日本語基礎演習3B6 1   1  

集中日本語基礎演習3B7 1   1  

集中日本語基礎演習3B8 1   1  
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(5) 教職課程関連科目 

経営学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

教職科目      

教育学概論 2    2 

教師論 1    1 

教育社会学 2    2 

教育法・行政 2    2 

教育心理学概論 2    2 

特別支援教育（介護等体験

の指導を含む。） 

2    2 

教育課程論 1    1 

道徳教育論 2    2 

特別活動論・総合的な学習

の理論と指導法 

2    2 

教育方法論（中高） 2    2 

情報通信技術活用論 1    1 

生徒指導論（進路指導を含

む。） 

2    2 

教育相談（カウンセリング

を含む。） 

2    2 

教育実習1 1    1 

教育実習2（高校） 2    2 

教育実習A 1    1 

教育実習B 2    2 

教育実習C 2    2 

教育実習D 3    3 

教職実践演習（中高） 2    2 

教育史1 2    2 

教育史2 2    2 
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平和と教育 2    2 

ダイバーシティと教育 2    2 

教職特別演習1 2    2 

教職特別演習2 2    2 

教職特別演習3 2    2 

学校安全論 2    2 

特別インターンシップ1 2    2 

特別インターンシップ2 2    2 

(6) 司書・司書教諭課程関連科目 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

生涯学習概論1 2    2 

図書館概論 2    2 

図書・図書館史 2    2 

図書館情報資源概論 2    2 

図書館情報資源特論 2    2 

学校図書館メディアの構成 2    2 

情報資源組織論 2    2 

情報資源組織演習A 1    1 

情報資源組織演習B 1    1 

図書館サービス概論 2    2 

図書館制度・経営論 2    2 

図書館サービス特論 2    2 

図書館情報技術論 2    2 

情報サービス論 2    2 

児童サービス論 2    2 

情報サービス演習1 1    1 

情報サービス演習2 1    1 

コミュニケーション論B 2    2 

学校経営と学校図書館 2    2 

学習指導と学校図書館 2    2 
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読書と豊かな人間性 2    2 

情報メディアの活用 2    2 

(7) 削除 

(8) 学芸員課程関連科目 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

博物館学概論1 2    2 

博物館学概論2 2    2 

博物館資料論 2    2 

博物館資料保存論 2    2 

博物館展示論 2    2 

博物館教育論 2    2 

生涯学習概論1 2    2 

生涯学習概論2 2    2 

博物館情報・メディア論 2    2 

博物館実習1 1    1 

博物館実習2 2    2 

文化史A 2   2  

文化史B 2   2  

美術史1 2    2 

美術史2 2    2 

考古学A 2   2  

考古学B 2   2  

民俗学A 2   2  

民俗学B 2   2  

自然科学A 2   2  

自然科学B 2   2  

理科1（地学） 2    2 

理科2（生物） 2    2 

理科3（化学） 2    2 

理科4（物理） 2    2 
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(9) 副専攻科目等（経営学科） 

イ スポーツ科学系副専攻 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

スポーツ科学入門 2   2  

スポーツの指導 2   2  

スポーツ選手の医学 2   2  

スポーツ選手の生理 2   2  

スポーツ選手の心理 2   2  

スポーツマネジメント論 2   2  

トレーニング理論と実践 2   2  

競技スポーツ演習Ⅰ 2   2  

競技スポーツ演習Ⅱ 2   2  

競技スポーツ演習Ⅲ 2   2  

競技スポーツ演習Ⅳ 2   2  

ロ 留学（英語）副専攻 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

1．語学系科目 

（初級）      

Basic Skills

（Reading,Listening,Writ

ing,Speaking） 

1   1  

（中級）      

Reading and WritingⅠ 1   1  

Reading and WritingⅡ 1   1  

Communication and 

DiscussionⅠ 

1   1  

Communication and 

DiscussionⅡ 

1   1  

（上級）      

-学則-297-



 

Academic Writing 1   1  

Discussion and 

Presentation 

1   1  

2．教養系科目 

グローバル教養系 

グローバルスタディ1 2   2  

グローバルスタディ2 2   2  

グローバルスタディ3 2   2  

グローバルスタディ4 2   2  

グローバルスタディ5 2   2  

グローバルスタディ6 2   2  

グローバルスタディ7 2   2  

グローバルスタディ8 2   2  

海外留学系 

      

摘要 「海外留学系」科目は、海外留学（英語）により学則第19条の２に基づき各学科

が認定した授業科目名及び単位数（以下「海外留学（英語）認定科目」という。）を

適用する。 

（履修方法、進級要件及び卒業要件） 

第23条の21 前条各号に定める各区分ごとの授業科目の履修方法及び修得単位は、次の各

号に定めるとおりとする。 

(1) 基礎教育科目 

経営学科（経営コース・会計コース・マーケティングコース・知識情報コース共通） 

必修科目 ８単位 

選択必修科目 １言語２単位以上 

選択科目 単位修得の条件及び制限は設けない。 

(2) 専門教育科目 

各学科に定める単位を含め84単位以上を修得しなければならない。 

経営学科（コース共通） 

必修科目 12単位 

選択必修科目 
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① 経営コース履修者は、「経営財務A」・「経営財務B」・「経営史A」・「経営

史B」・「経営組織A」・「経営組織B」・「生産管理A」・「生産管理B」・

「人的資源管理論A」・「人的資源管理論B」・「ファイナンスA」・「ファイナ

ンスB」・「経営戦略A」・「経営戦略B」・「経営管理論A」・「経営管理論

B」・「現代企業論A」・「現代企業論B」・「国際経営A」・「国際経営B」・

「組織行動」・「リーダーシップ論」の科目から10科目・20単位を含め36単位以

上。ただし、専門演習Ⅰ・Ⅱの履修は、３、４年次同一教員連年履修とし、担当

教員の承認を得なければならない。 

② 会計コース履修者は、「簿記原理Ⅰ」・「簿記原理Ⅱ」・「財務諸表論A」・

「財務諸表論B」・「工業簿記・原価計算A」・「工業簿記・原価計算B」・「上

級商業簿記A」・「上級商業簿記B」・「管理会計A」・「管理会計B」・「財務

会計A」・「財務会計B」・「税法・税務会計A」・「税法・税務会計B」・「経

営分析・会計情報A」・「経営分析・会計情報B」・「会計監査A」・「会計監査

B」・「国際会計A」・「国際会計B」の科目から10科目・20単位を含め36単位

以上。ただし、専門演習Ⅰ・Ⅱの履修は、３、４年次同一教員連年履修とし、担

当教員の承認を得なければならない。 

③ 知識情報コース履修者は、「ナレッジマネジメント方法論A」・「ナレッジマ

ネジメント方法論B」・「ITプロジェクトマネジメントA」・「ITプロジェクト

マネジメントB」・「経営科学A」・「経営科学B」・「プログラミングA」・

「プログラミングB」・「戦略情報意思決定論A」・「戦略情報意思決定論B」・

「情報セキュリティマネジメントA」・「情報セキュリティマネジメントB」・

「ビッグデータマネジメントA」・「ビッグデータマネジメントB」・「経営情報

システム設計A」・「経営情報システム設計B」・「情報ネットワークA」・「情

報ネットワークB」・「経営工学A」・「経営工学B」の科目から10科目・20単位

を含め36単位以上。ただし、専門演習Ⅰ・Ⅱの履修は、３、４年次同一教員連年

履修とし、担当教員の承認を得なければならない。 

④ マーケティングコース履修者は、「市場調査A」・「市場調査B」・「消費者行

動A」・「消費者行動B」・「広告論A」・「広告論B」・「ロジスティクス

A」・「ロジスティクスB」・「貿易実務A」・「貿易実務B」・「マーケティン

グマネジメントA」・「マーケティングマネジメントB」・「商品学（製品計画）

A」・「商品学（製品計画）B」・「国際マーケティングA」・「国際マーケティ
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ングB」・「サービスマーケティングA」・「サービスマーケティングB」・「小

売マーケティングA」・「小売マーケティングB」の科目から10科目・20単位を

含め36単位以上。ただし、専門演習Ⅰ・Ⅱの履修は、３、４年次同一教員連年履

修とし、担当教員の承認を得なければならない。 

選択科目 単位修得の条件及び制限は設けない。 

自由科目 単位修得の条件及び制限は設けない。 

(3) 全学共通科目 

選択科目 単位修得の条件及び制限は設けない。 

(4) 外国人留学生に関する日本語科目等 

① 外国人留学生及び学科で履修を認めた者以外は、本科目を履修することはできな

い。 

② 履修方法は、次のとおりとする。 

必修科目 ６単位 

選択科目 単位修得の条件及び制限は設けない。 

(5) 教職課程関連科目 

第23条の９第１項第５号の定めに準ずる。 

(6) 司書・司書教諭課程関連科目 

第23条の９第１項第６号の定めに準ずる。 

(7) 削除 

(8) 学芸員課程関連科目 

第23条の９第１項第８号の定めに準ずる。 

(9) 副専攻科目等（経営学科） 

イ スポーツ科学系副専攻 

「コーチングアシスタント」の資格を取得しようとする者は、日本スポーツ協会

認定スポーツ指導者資格の定めるところに従い、本区分の授業科目から、資格を得

るに必要な科目を履修しなければならない。 

ロ 留学（英語）副専攻 

① 留学（英語）副専攻の修了要件は、語学系科目（中級）４科目４単位及び海外

留学（英語）認定科目を含む教養系科目16単位以上の計20単位以上とする。 

② 海外留学（英語）認定科目は、３カ月以上の留学の他に各学科の英語研修及び

国際交流センター実施の短期語学研修に認定された単位を含む。 

-学則-300-



 

２ 前条第２号に定める科目として開設する授業科目のうち、ローマ数字（Ⅰ・Ⅱ）で表

示する授業科目については、Ⅰの科目の単位を修得しなければⅡの科目を履修すること

ができない。 

３ １年間の履修単位数の上限は、第１項第５号、第６号、第７号及び第８号に定める科

目の単位を除き、１年次から３年次においては44単位まで、４年次においては48単位ま

でとする。ただし、長期海外留学からの帰国学生、編入学生、転学部・転学科生につい

ては、教授会の審査・承認を経て、上限を超える履修登録を認めることができる。 

４ ２年次終了の時点において、経営学科・企業システム学科は、基礎教育科目の必修科

目８単位を含め40単位以上を修得できない者は、３年次に進級することができない。 

５ 前条第１号、第２号、第３号及び第９号に定める科目について、第１項第１号、第２

号、第３号及び第９号に定める単位を含め、124単位以上を修得した者を卒業とする。

ただし、外国人留学生については、前条第１号、第２号、第３号、第４号及び第９号に

定める科目について、第１項第１号、第２号、第３号、第４号及び第９号に定める単位

を含め、126単位以上を修得した者を卒業とする。 

第８節 環境創造学部 

（授業科目の区分等） 

第23条の22 環境創造学部が開設する授業科目の区分は、次のとおりとする。 

(1) 基礎教育科目 

(2) 専門教育科目 

(3) 全学共通科目 

(4) 外国人留学生に関する日本語科目等 

(5) 教職課程関連科目 

(6) 司書・司書教諭課程関連科目 

(7) 社会教育主事課程関連科目 

(8) 学芸員課程関連科目 

２ 前項各号に定める各授業科目を、必修科目、選択科目及び自由科目に分け、これを各

年次に配当して編成する。 

３ 第１項各号に定める各授業科目は、教授会の定めるところに従い、各学年又は各学年

の各学期に配当する。 

４ 第１項第２号に定める専門教育科目は、教育の目的に応じ、各授業科目について選択

科目の履修条件を変えることにより、次の３コースを設けるものとする。 
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環境創造学科 都市環境コース、福祉環境コース、環境マネジメントコース 

（授業科目の開設等） 

第23条の23 開設する授業科目、単位数及び必修、選択、自由の別は、次のとおりとす

る。 

(1) 基礎教育科目（各コース共通） 

区分 授業科目 単位 必修単位 選択単位 自由単位 

環境創造

入門 

環境創造学入門 2 2   

環境創造入門ゼミ 4 4   

情報 情報活用能力 2 2   

情報科学入門 2 2   

外国語 コミュニケーション英語1 2 2   

コミュニケーション英語2 2 2   

環境問題英語1 2 2   

環境問題英語2 2 2   

英検対策英語 2   2 

TOEIC対策英語 2   2 

ドイツ語初級1A 1   1 

ドイツ語初級1B 1   1 

ドイツ語初級2A 1   1 

ドイツ語初級2B 1   1 

フランス語初級1A 1   1 

フランス語初級1B 1   1 

フランス語初級2A 1   1 

フランス語初級2B 1   1 

中国語初級1A 1   1 

中国語初級1B 1   1 

中国語初級2A 1   1 

中国語初級2B 1   1 

環境学入

門 

環境学入門A 2   2 

環境学入門B 2   2 
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各コース

共通 

都市環境Ⅰ 2 2   

社会福祉論Ⅰ 2 2   

環境科学Ⅰ 2 2   

社会科学

の基礎 

社会調査Ⅰ 2  2  

社会調査Ⅱ 2  2  

ミクロ経済学Ⅰ 2  2  

ミクロ経済学Ⅱ 2  2  

マクロ経済学Ⅰ 2  2  

マクロ経済学Ⅱ 2  2  

基礎法学 2  2  

法律学 2  2  

憲法Ⅰ 2  2  

憲法Ⅱ 2  2  

環境政策と環境行政Ⅰ 2  2  

環境政策と環境行政Ⅱ 2  2  

公共経済学Ⅰ 2  2  

公共経済学Ⅱ 2  2  

消費者行動と環境問題 2  2  

企業の環境マネジメント 2  2  

社会科学の歴史Ⅰ 2  2  

社会科学の歴史Ⅱ 2  2  

近代日本経済史 2  2  

現代日本経済史 2  2  

パネルディスカッション 2  2  

世界経済史 2  2  

企業の社会的責任(CSR) 2  2  

経営学入門 2  2  

生涯設計

の基礎 

民法Ⅰ 2  2  

民法Ⅱ 2  2  

労働法 2  2  
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社会保障法 2  2  

くらしと税金 2  2  

くらしと金融Ⅰ 2  2  

くらしと金融Ⅱ 2  2  

企業経営の見方Ⅰ 2  2  

企業経営の見方Ⅱ 2  2  

健康・スポーツ・人生Ⅰ 2  2  

健康・スポーツ・人生Ⅱ 2  2  

キャリア形成と人生A 2  2  

キャリア形成と人生B 2  2  

エコロジ

ーの基礎 

排出量取引と環境税 2  2  

生態学Ⅰ 2  2  

生態学Ⅱ 2  2  

物質循環 2  2  

環境生物学 2  2  

農業と農村 2  2  

技術と環境 2  2  

エネルギー科学A 2  2  

エネルギー科学B 2  2  

日本の自然地理 2  2  

世界の自然地理 2  2  

環境倫理学Ⅰ 2  2  

環境倫理学Ⅱ 2  2  

(2) 専門教育科目 

区分 授業科目 単位 必修単位 選択単位 自由単位 

コース毎

選択 

都市環境Ⅱ 2 2   

社会福祉論Ⅱ 2 2   

環境科学Ⅱ 2 2   

各コース

共通 

環境創造ゼミⅠ 4 4   

環境創造ゼミⅡ 4 4   
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卒業研究 4 4   

都市環境

コース 

都市論Ⅰ 2  2  

都市論Ⅱ 2  2  

都市計画Ⅰ 2  2  

都市計画Ⅱ 2  2  

環境法Ⅰ 2  2  

環境法Ⅱ 2  2  

財政Ⅰ 2  2  

財政Ⅱ 2  2  

都市再開発 2  2  

土地・住宅問題Ⅰ 2  2  

土地・住宅問題Ⅱ 2  2  

公共事業・国土計画事業 2  2  

地方自治Ⅰ 2  2  

地方自治Ⅱ 2  2  

社会経済論Ⅰ 2  2  

社会経済論Ⅱ 2  2  

都市文化 2  2  

地域研究A（日本） 2  2  

地域研究B（海外） 2  2  

地域研究C（自然） 2  2  

まちづくり原論A 2  2  

まちづくり原論B 2  2  

不動産取引 2  2  

再開発・住宅関連ビジネス 2  2  

中小企業と地場経済Ⅰ 2  2  

中小企業と地場経済Ⅱ 2  2  

福祉環境

コース 

福祉環境フィールドワークA 2  2  

福祉環境フィールドワークB 2  2  

福祉環境フィールドワークC 2  2  
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福祉環境フィールドワークD 2  2  

福祉法と福祉行政Ⅰ 2  2  

福祉法と福祉行政Ⅱ 2  2  

リハビリテーション演習 2  2  

社会保険・民間保険事業Ⅰ 2  2  

社会保険・民間保険事業Ⅱ 2  2  

福祉住環境講座 2  2  

福祉環境各論A 2  2  

福祉環境各論B 2  2  

福祉環境各論C 2  2  

公的扶助 2  2  

福祉業務 2  2  

病院経営 2  2  

福祉教育 2  2  

福祉施設経営 2  2  

地域福祉 2  2  

人間生物学（体構造・疾病） 2  2  

環境マネ

ジメント

コース 

環境マネジメント概論 2  2  

環境経営Ⅰ 2  2  

環境経営Ⅱ 2  2  

環境経済学Ⅰ 2  2  

環境経済学Ⅱ 2  2  

環境会計 2  2  

環境科学各論I 2  2  

環境科学各論Ⅱ 2  2  

環境衛生 2  2  

公害問題 2  2  

廃棄物処理問題 2  2  

現代の消費者行動 2  2  

エコビジネス 2  2  
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環境リスクマネジメント 2  2  

防災リスクマネジメント 2  2  

自然保護論 2  2  

ゼロ・エミッション 2  2  

環境教育A 2  2  

環境教育B 2  2  

各コース

共通 

会計学Ⅰ 2  2  

会計学Ⅱ 2  2  

国際金融Ⅰ 2  2  

国際金融Ⅱ 2  2  

国際経済Ⅰ 2  2  

国際経済Ⅱ 2  2  

国際法Ⅰ 2  2  

国際法Ⅱ 2  2  

多文化社会Ⅰ 2  2  

多文化社会Ⅱ 2  2  

比較文化Ⅰ 2  2  

比較文化Ⅱ 2  2  

メディア論Ⅰ 2  2  

メディア論Ⅱ 2  2  

生態学実験・実習Ⅰ 2  2  

生態学実験・実習Ⅱ 2  2  

環境社会学Ⅰ 2  2  

環境社会学Ⅱ 2  2  

内外研修A 2  2  

内外研修B 2  2  

内外研修C 2  2  

内外研修D 2  2  

内外研修E 2  2  

NPOとNGO 2  2  
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移民政策Ⅰ 2  2  

移民政策Ⅱ 2  2  

情報システム論 2  2  

情報処理 2  2  

情報と経済・情報と社会 2  2  

TOEIC英語A 2  2  

TOEIC英語B 2  2  

インターンシップ 2  2  

ボランティア 2  2  

環境創造特殊講義A 2  2  

環境創造特殊講義B 2  2  

環境創造特殊講義C 2  2  

環境創造特殊講義D 2  2  

環境創造特殊講義E 2  2  

外国書講読（英語）Ⅰ 2  2  

外国書講読（英語）Ⅱ 2  2  

外国書講読（ドイツ語）Ⅰ 2  2  

外国書講読（ドイツ語）Ⅱ 2  2  

外国書講読（フランス語）Ⅰ 2  2  

外国書講読（フランス語）Ⅱ 2  2  

環境創造学 2  2  

海外英語研修A 2  2  

海外英語研修B 2  2  

企業研究 2  2  

(3) 全学共通科目 

授業科目 単位 必修単位 選択単位 自由単位 

1．基本科目 

A系 人間と文化（人文系） 

哲学A 2   2 

哲学B 2   2 
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文学A 2   2 

文学B 2   2 

論理学A 2   2 

論理学B 2   2 

倫理学A 2   2 

倫理学B 2   2 

宗教学A 2   2 

宗教学B 2   2 

歴史学A 2   2 

歴史学B 2   2 

考古学A 2   2 

考古学B 2   2 

文化史A 2   2 

文化史B 2   2 

芸術学A 2   2 

芸術学B 2   2 

地理学A 2   2 

地理学B 2   2 

言語学A 2   2 

言語学B 2   2 

B系 社会と生活（社会系） 

法学A 2   2 

法学B 2   2 

社会学A 2   2 

社会学B 2   2 

政治学A 2   2 

政治学B 2   2 

経済学A 2   2 

経済学B 2   2 

心理学A 2   2 

心理学B 2   2 
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教育学A 2   2 

教育学B 2   2 

民俗学A 2   2 

民俗学B 2   2 

文化人類学A 2   2 

文化人類学B 2   2 

C系 自然と環境（自然系） 

数学A 2   2 

数学B 2   2 

地学A 2   2 

地学B 2   2 

生物学A 2   2 

生物学B 2   2 

生態学A 2   2 

生態学B 2   2 

現代科学A 2   2 

現代科学B 2   2 

情報科学A 2   2 

情報科学B 2   2 

自然科学A 2   2 

自然科学B 2   2 

D系 健康とスポーツ（保健体育系） 

総合体育A 1   1 

総合体育B 1   1 

健康スポーツ科学A 2   2 

健康スポーツ科学B 2   2 

体育実技A 1   1 

体育実技B 1   1 

野外実習A 1   1 

野外実習B 1   1 

2．課題（テーマ）科目 
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第1群     

地域・国家・民族の考察A 2   2 

地域・国家・民族の考察B 2   2 

第2群     

女性・子ども・老人への視点A 2   2 

女性・子ども・老人への視点B 2   2 

第3群     

人権・民主主義・平和を考えるA 2   2 

人権・民主主義・平和を考えるB 2   2 

第4群     

現代社会の諸問題A 2   2 

現代社会の諸問題B 2   2 

第5群     

異文化・世界にふれるA 2   2 

異文化・世界にふれるB 2   2 

第6群     

自己・人間をみつめるA 2   2 

自己・人間をみつめるB 2   2 

第7群     

キャリアデザインA 2   2 

キャリアデザインB 2   2 

第8群     

全学共通特殊講義A 2   2 

全学共通特殊講義B 2   2 

3．教職課程専門科目 

日本史概論A 2   2 

日本史概論B 2   2 

西洋史概論 2   2 

東洋史概論 2   2 

日本の人文地理 2   2 

世界の人文地理 2   2 
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日本の自然地理 2   2 

世界の自然地理 2   2 

日本地誌概論 2   2 

世界地誌概論 2   2 

日本国憲法 2   2 

法学概論 2   2 

情報処理 2   2 

哲学概論A 2   2 

哲学概論B 2   2 

倫理学概論A 2   2 

倫理学概論B 2   2 

心理学概論 2   2 

社会病理 2   2 

4．単位互換科目 

     

5．「他学部・他学科開放」科目 

     

摘要 

① 単位互換科目は、他大学又は短期大学の単位互換による科目名及び単位数を適用

し、４単位を上限として自由単位とする。 

② 「他学部・他学科開放」科目は、他学部又は学科の科目名及び単位数を適用し、

10単位を上限として自由単位とする。 

(4) 外国人留学生に関する日本語科目等（各コース共通） 

授業科目 単位 必修単位 選択単位 自由単位 

（活動コース）     

フィールドワークA 2   2 

フィールドワークB 2   2 

（内容コース）     

日本の政治・経済・社会A 2  2  

日本の文化・芸術A 2  2  

日本の歴史A 2  2  
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現代日本の諸相A 2  2  

日本の政治・経済・社会B 2  2  

日本の文化・芸術B 2  2  

日本の歴史B 2  2  

現代日本の諸相B 2  2  

（言語コース（発展））     

理解とコミュニケーションA 1 1   

理解とコミュニケーションB 1 1   

資料・文献読解A 1 1   

資料・文献読解B 1 1   

日本語文章表現A 1 1   

日本語文章表現B 1 1   

（言語コース（集中基礎））     

集中日本語基礎演習1A1 1   1 

集中日本語基礎演習1A2 1   1 

集中日本語基礎演習1A3 1   1 

集中日本語基礎演習1A4 1   1 

集中日本語基礎演習1A5 1   1 

集中日本語基礎演習1A6 1   1 

集中日本語基礎演習1A7 1   1 

集中日本語基礎演習1A8 1   1 

集中日本語基礎演習2A1 1   1 

集中日本語基礎演習2A2 1   1 

集中日本語基礎演習2A3 1   1 

集中日本語基礎演習2A4 1   1 

集中日本語基礎演習2A5 1   1 

集中日本語基礎演習2A6 1   1 

集中日本語基礎演習2A7 1   1 

集中日本語基礎演習2A8 1   1 

集中日本語基礎演習3A1 1   1 

集中日本語基礎演習3A2 1   1 
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集中日本語基礎演習3A3 1   1 

集中日本語基礎演習3A4 1   1 

集中日本語基礎演習3A5 1   1 

集中日本語基礎演習3A6 1   1 

集中日本語基礎演習3A7 1   1 

集中日本語基礎演習3A8 1   1 

集中日本語基礎演習1B1 1   1 

集中日本語基礎演習1B2 1   1 

集中日本語基礎演習1B3 1   1 

集中日本語基礎演習1B4 1   1 

集中日本語基礎演習1B5 1   1 

集中日本語基礎演習1B6 1   1 

集中日本語基礎演習1B7 1   1 

集中日本語基礎演習1B8 1   1 

集中日本語基礎演習2B1 1   1 

集中日本語基礎演習2B2 1   1 

集中日本語基礎演習2B3 1   1 

集中日本語基礎演習2B4 1   1 

集中日本語基礎演習2B5 1   1 

集中日本語基礎演習2B6 1   1 

集中日本語基礎演習2B7 1   1 

集中日本語基礎演習2B8 1   1 

集中日本語基礎演習3B1 1   1 

集中日本語基礎演習3B2 1   1 

集中日本語基礎演習3B3 1   1 

集中日本語基礎演習3B4 1   1 

集中日本語基礎演習3B5 1   1 

集中日本語基礎演習3B6 1   1 

集中日本語基礎演習3B7 1   1 

集中日本語基礎演習3B8 1   1 

(5) 教職課程関連科目（各コース共通） 
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授業科目 単位 必修単位 選択単位 自由単位 

教職科目     

教師論 2   2 

教育学概論1（人間と教育） 2   2 

教育史研究1 2   2 

教育史研究2 2   2 

教育と社会特別研究1 2   2 

教育と社会特別研究2 2   2 

教育心理学概論1（発達と教育1） 2   2 

教育心理学概論2（発達と教育2） 2   2 

教育と人間特別研究1 2   2 

教育と人間特別研究2 2   2 

特別支援教育 2   2 

教育学概論2（社会と教育） 2   2 

教育社会学 2   2 

教育法・行政 2   2 

社会教育特別研究1 2   2 

社会教育特別研究2 2   2 

学校論 2   2 

教育課程論 2   2 

学校教育特別研究1 2   2 

学校教育特別研究2 2   2 

教科教育法Ⅰ（社会） 4   4 

教科教育法Ⅱ（社会） 4   4 

教科教育法（公民） 4   4 

道徳教育の研究 2   2 

特別活動の研究（中高） 2   2 

教育方法論（中高・情報処理を含

む。） 

2   2 

視聴覚教育（情報処理を含む。） 2   2 

教育方法論特別研究 2   2 
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生活指導論（進路指導を含む。） 2   2 

青年の理解と指導（進路指導を含

む。） 

2   2 

教育相談 2   2 

カウンセリング研究 2   2 

教職実践演習（中高） 2   2 

教育実習（中学） 5   5 

教育実習（高校） 3   3 

教育実習A 1   1 

教育実習B 2   2 

教育実習C 2   2 

教育実習D 3   3 

介護等体験の研究 2   2 

(6) 司書・司書教諭課程関連科目（各コース共通） 

授業科目 単位 必修単位 選択単位 自由単位 

社会教育概論1 2   2 

図書館概論 2   2 

図書・図書館史 2   2 

図書館情報資源概論 2   2 

図書館情報資源特論 2   2 

学校図書館メディアの構成 2   2 

情報資源組織論 2   2 

情報資源組織演習A 1   1 

情報資源組織演習B 1   1 

図書館サービス概論 2   2 

図書館制度・経営論 2   2 

図書館サービス特論 2   2 

図書館情報技術論 2   2 

情報サービス論 2   2 

児童サービス論 2   2 

情報サービス演習1 1   1 
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情報サービス演習2 1   1 

コミュニケーション論B 2   2 

学校経営と学校図書館 2   2 

学習指導と学校図書館 2   2 

読書と豊かな人間性 2   2 

情報メディアの活用 2   2 

(7) 社会教育主事課程関連科目（各コース共通） 

授業科目 単位 必修単位 選択単位 自由単位 

社会教育概論1 2   2 

社会教育概論2 2   2 

社会教育計画1 2   2 

社会教育計画2 2   2 

社会教育演習1 2   2 

社会教育演習2 2   2 

ジェンダー問題と社会教育 2   2 

現代の家庭と社会教育 2   2 

人権と教育 2   2 

現代社会と社会教育 4   4 

社会教育施設・活動 2   2 

図書館概論 2   2 

図書館サービス概論 2   2 

視聴覚教育（情報処理を含む。） 2   2 

教育学概論1（人間と教育） 2   2 

教育学概論2（社会と教育） 2   2 

哲学A 2   2 

哲学B 2   2 

倫理学A 2   2 

倫理学B 2   2 

美術概論 2   2 

音楽概論 2   2 

(8) 学芸員課程関連科目（各コース共通） 
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授業科目 単位 必修単位 選択単位 自由単位 

博物館学概論1 2   2 

博物館学概論2 2   2 

博物館資料論 2   2 

博物館資料保存論 2   2 

博物館展示論 2   2 

博物館教育論 2   2 

社会教育概論1 2   2 

社会教育概論2 2   2 

博物館情報・メディア論 2   2 

博物館実習1 1   1 

博物館実習2 2   2 

文化史A 2   2 

文化史B 2   2 

美術史1 2   2 

美術史2 2   2 

考古学A 2   2 

考古学B 2   2 

民俗学A 2   2 

民俗学B 2   2 

自然科学A 2   2 

自然科学B 2   2 

理科1（地学） 2   2 

理科2（生物） 2   2 

理科3（化学） 2   2 

理科4（物理） 2   2 

（履修方法、進級要件及び卒業要件） 

第23条の24 前条各号に定める各区分ごとの授業科目の履修方法及び修得単位は、次の各

号に定めるとおりとする。 

(1) 基礎教育科目 

① 必修科目 環境創造入門６単位、情報４単位、外国語８単位、コース選択用科目
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（都市環境Ⅰ、社会福祉論Ⅰ、環境科学Ⅰ）６単位の計24単位 

② 自由科目 単位修得の条件及び制限は設けない。 

③ 選択科目 （各コース共通） 

各系列に定める単位を含め30単位以上を修得しなければならない。 

１．「社会科学の基礎」は８科目16単位以上 

２．「生涯設計の基礎」は４科目８単位以上 

３．「エコロジーの基礎」は３科目６単位以上 

(2) 専門教育科目 

共通必修科目４科目14単位及び各コースに定める単位を含め計46単位以上を修得し

なければならない。なお、他コースの設置科目及びコース共通科目は、選択科目とし

て単位認定する。 

① 都市環境コース 

選択科目 12単位以上 

② 福祉環境コース 

選択科目 12単位以上 

③ 環境マネジメントコース 

選択科目 12単位以上 

(3) 全学共通科目 

自由科目 12単位以上 

(4) 外国人留学生に関する日本語科目等（全学共通） 

① 外国人留学生及び学科で履修を認めた者以外は、本科目を履修することができな

い。 

② 履修方法は、次のとおりとする。 

必修科目 ６単位 

選択科目 １科目２単位 

自由科目 単位修得の条件及び制限は設けない。 

(5) 教職課程関連科目（各コース共通） 

第23条の９第１項第５号の定めに準ずる。 

(6) 司書・司書教諭課程関連科目（各コース共通） 

第23条の９第１項第６号の定めに準ずる。 

(7) 社会教育主事課程関連科目（各コース共通） 
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第23条の９第１項第７号の定めに準ずる。 

(8) 学芸員課程関連科目（各コース共通） 

第23条の９第１項第８号の定めに準ずる。 

２ １年間の履修単位数の上限は、第１項第５号、第６号、第７号及び第８号に定める科

目の単位を除き、１年次から３年次においては44単位まで、４年次においては49単位ま

でとする。ただし、長期海外留学からの帰国学生、編入学生、転学部・転学科生につい

ては、教授会の審査・承認を経て、上限を超える履修登録を認めることができる。 

３ ２年次終了の時点において、基礎教育科目および専門教育科目の必修科目30単位なら

びに選択科目４単位の計34単位を修得できない者は、３年次に進級することができな

い。 

４ 前条第１号、第２号及び第３号に定める科目について、第１項第１号、第２号及び第

３号に定める単位を含め、126単位以上を修得した者を卒業とする。ただし、外国人留

学生については、前条第１号、第２号、第３号及び第４号に定める科目について、第１

項第１号、第２号、第３号及び第４号に定める単位を含め、126単位以上を修得した者

を卒業とする。 

第９節 スポーツ・健康科学部 

（授業科目の区分等） 

第23条の25 スポーツ・健康科学部が開設する授業科目の区分は、次のとおりとする。 

(1) 基礎教育科目（スポーツ科学科・健康科学科） 

(2) 総合基礎科目（看護学科） 

(3) 専門教育科目（スポーツ科学科・健康科学科） 

(4) 専門基礎科目（看護学科） 

(5) 専門科目（看護学科） 

(6) 全学共通科目（スポーツ科学科・健康科学科） 

(7) 外国人留学生に関する日本語科目等（スポーツ科学科・健康科学科） 

(8) 教職課程関連科目（スポーツ科学科・健康科学科） 

(9) 削除 

(10) 健康運動指導士に関する科目（スポーツ科学科） 

(11) パラスポーツ指導員に関する科目（スポーツ科学科） 

(12) 臨床検査技師に関する科目（健康科学科） 

(13) 食品衛生管理者・食品衛生監視員に関する科目（健康科学科） 
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(14) 第二種作業環境測定士に関する科目（健康科学科） 

(15) 副専攻科目等（健康科学科） 

(16) 健康運動実践指導者に関する科目（健康科学科） 

(17) 保健師に関する科目（看護学科） 

(18) トレーナー系資格に関する科目（スポーツ科学科） 

(19) 教員養成に関する科目（スポーツ科学科） 

２ 前項各号に定める各授業科目を、必修科目、選択必修科目、選択科目及び自由科目に

分け、これを各年次に配当して編成する。 

３ 前項に定める必修科目、選択必修科目及び選択科目については卒業要件単位に算入

し、自由科目については卒業要件単位には算入しない。 

４ 第１項各号に定める各授業科目は、教授会の定めるところに従い、各学年又は各学年

の各学期に配当する。 

（授業科目の開設等） 

第23条の26 開設する授業科目、単位数及び必修、選択必修、選択、自由の別は、次のと

おりとする。 

(1) 基礎教育科目（スポーツ科学科・健康科学科） 

スポーツ科学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

英語A 1 1    

英語B 1 1    

フレッシュマンセミナーA 2 2    

フレッシュマンセミナーB 2 2    

スポーツ情報科学A 2 2    

スポーツ情報科学B 2 2    

スポーツ基礎教養 2 2    

スポーツキャリアセミナー

A 

2 2    

スポーツキャリアセミナー

B 

2 2    

コミュニケーション英語A 1   1  
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コミュニケーション英語B 1   1  

中国語A 1   1  

中国語B 1   1  

コリア語A 1   1  

コリア語B 1   1  

フランス語A 1   1  

フランス語B 1   1  

ドイツ語A 1   1  

ドイツ語B 1   1  

健康科学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

英語A 1 1    

英語B 1 1    

生命倫理学 2 2    

フレッシュマンセミナーA 2 2    

フレッシュマンセミナーB 2 2    

基礎化学A 2 2    

基礎化学・基礎生物学演習 2 2    

基礎生物学A 2 2    

コミュニケーション英語A 1   1  

コミュニケーション英語B 1   1  

中国語A 1   1  

中国語B 1   1  

コリア語A 1   1  

コリア語B 1   1  

フランス語A 1   1  

フランス語B 1   1  

ドイツ語A 1   1  

ドイツ語B 1   1  

情報科学 2 2    
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健康科学概論 2 2    

心理学 2 2    

(2) 総合基礎科目（看護学科） 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

基本スキル科目・大学入門 

基礎ゼミナール 1 1    

情報処理 2 2    

人間関係論 1 1    

基本スキル科目・第一外国語 

英語コミュニケーションⅠ 1 1    

英語コミュニケーションⅡ 1 1    

英語コミュニケーションⅢ 1 1    

英語コミュニケーションⅣ 1 1    

医療英語 1   1  

英語ゼミナール 1   1  

基本スキル科目・第二外国語 

中国語A 1   1  

中国語B 1   1  

コリア語A 1   1  

コリア語B 1   1  

フランス語A 1   1  

フランス語B 1   1  

ドイツ語A 1   1  

ドイツ語B 1   1  

全学共通科目・A系 人間と文化（人文系） 

哲学A 2   2  

哲学B 2   2  

文学A 2   2  

文学B 2   2  

論理学A 2   2  
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論理学B 2   2  

倫理学A 2   2  

倫理学B 2   2  

宗教学A 2   2  

宗教学B 2   2  

歴史学A 2   2  

歴史学B 2   2  

考古学A 2   2  

考古学B 2   2  

文化史A 2   2  

文化史B 2   2  

芸術学A 2   2  

芸術学B 2   2  

地理学A 2   2  

地理学B 2   2  

言語学A 2   2  

言語学B 2   2  

全学共通科目・B系 社会と生活（社会系） 

法学A 2   2  

法学B 2   2  

社会学A 2   2  

社会学B 2   2  

政治学A 2   2  

政治学B 2   2  

経済学A 2   2  

経済学B 2   2  

心理学A 2   2  

心理学B 2   2  

教育学A 2   2  

教育学B 2   2  

民俗学A 2   2  
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民俗学B 2   2  

文化人類学A 2   2  

文化人類学B 2   2  

全学共通科目・C系 自然と環境（自然系） 

数学A 2   2  

数学B 2   2  

地学A 2   2  

地学B 2   2  

生物学A 2   2  

生物学B 2   2  

生態学A 2   2  

生態学B 2   2  

現代科学A 2   2  

現代科学B 2   2  

情報科学A 2   2  

情報科学B 2   2  

自然科学A 2   2  

自然科学B 2   2  

全学共通科目・D系 健康とスポーツ（保健体育系） 

総合体育A 1 1    

総合体育B 1 1    

健康スポーツ科学A 2   2  

健康スポーツ科学B 2   2  

体育実技A 1   1  

体育実技B 1   1  

野外実習A 1   1  

野外実習B 1   1  

全学共通科目・E系 知識創造と実践（総合系） 

データサイエンスA 2   2  

データサイエンスB 2   2  

全学共通科目・F系 課題（テーマ）科目 
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第1群      

地域・国家・民族の考察A 2   2  

地域・国家・民族の考察B 2   2  

第2群      

女性・子ども・老人への視

点A 

2   2  

女性・子ども・老人への視

点B 

2   2  

第3群      

人権・民主主義・平和を考

えるA 

2   2  

人権・民主主義・平和を考

えるB 

2   2  

第4群      

現代社会の諸問題A 2   2  

現代社会の諸問題B 2   2  

第5群      

異文化・世界にふれるA 2   2  

異文化・世界にふれるB 2   2  

第6群      

自己・人間をみつめるA 2   2  

自己・人間をみつめるB 2   2  

第7群      

キャリアデザインA 2   2  

キャリアデザインB 2   2  

第8群      

インターンシップA 2   2  

インターンシップB 2   2  

第9群      

全学共通特殊講義A 2   2  

全学共通特殊講義B 2   2  
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全学共通科目・発展科目 

日本国憲法 2   2  

(3) 専門教育科目（スポーツ科学科・健康科学科） 

スポーツ科学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

スポーツ科学概論 2 2    

解剖学 2 2    

生理学 2 2    

スポーツコーチング概論 2 2    

ストレングス＆コンディシ

ョニングベーシック 

2   2  

スポーツ実技A（水泳） 1   1  

スポーツ実技A（陸上競

技） 

1   1  

スポーツ実技A（器械運

動） 

1   1  

スポーツ実技B（バスケッ

トボール） 

1   1  

スポーツ実技B（バレーボ

ール） 

1   1  

スポーツ実技B（サッカ

ー） 

1   1  

スポーツ実技B（ラグビ

ー） 

1   1  

スポーツ実技B（ハンドボ

ール） 

1   1  

スポーツ実技B（ソフトボ

ール） 

1   1  

スポーツ実技B（バドミン

トン） 

1   1  
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スポーツ実技B（テニス） 1   1  

スポーツ実技C（剣道） 1   1  

スポーツ実技C（柔道） 1   1  

スポーツ実技C（ダンス） 1   1  

マリン 2   2  

キャンプ 2   2  

カヌー 2   2  

ゴルフ 2   2  

スキー 2   2  

スケート 2   2  

スポーツ原理 2   2  

健康科学概論 2   2  

レクリエーション概論 2   2  

スポーツ測定法 2   2  

生涯スポーツ論 2   2  

健康と経済 2   2  

体育・スポーツ史 2   2  

スポーツ心理学 2   2  

スポーツバイオメカニクス 2   2  

スポーツ生理学 2   2  

トレーニング生理学 2   2  

スポーツ社会学 2   2  

スポーツ運動学 2   2  

スポーツ法学 2   2  

スポーツ外傷・障害学 2   2  

リコンディショニング論 2   2  

スポーツ医学 2   2  

スポーツ栄養学 2   2  

安全教育及び救急法 2   2  

スポーツ経営学 2   2  

衛生学・公衆衛生学 2   2  
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発育発達論 2   2  

野外活動論 2   2  

予防医学概論 2   2  

スポーツ文化論 2   2  

スポーツ政策論 2   2  

スポーツ指導のリスクマネ

ジメント 

2   2  

スポーツマネジメント 2   2  

英語でスポーツ科学 2   2  

スポーツビジネス 2   2  

ストレングス＆コンディシ

ョニング論 

2   2  

スポーツとジェンダー 2   2  

アダプテッドスポーツ論 2   2  

武道論 2   2  

スポーツコーチング学 2   2  

ヘルスプロモーション論 2   2  

体力科学 2   2  

トップアスリート論 2   2  

スポーツデータサイエンス 2   2  

教科教育法（保健Ⅰ） 2   2  

教科教育法（保健Ⅱ） 2   2  

教科教育法（体育Ⅰ） 2   2  

教科教育法（体育Ⅱ） 2   2  

応用スポーツデータサイエ

ンス 

2   2  

体力科学演習 2   2  

スポーツ生理学演習 2   2  

スポーツバイオメカニクス

演習 

2   2  

スポーツ心理学演習 2   2  
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スポーツ社会学演習 2   2  

スポーツ運動学演習 2   2  

ヘルスプロモーション演習 2   2  

ランニングサイエンス演習

（有酸素系） 

2   2  

ランニングサイエンス演習

（スプリント） 

2   2  

サッカーサイエンス演習 2   2  

アウトドアスキル演習 2   2  

スポーツパフォーマンス分

析演習 

2   2  

ストレングス＆コンディシ

ョニング演習 

2   2  

リコンディショニング演習 2   2  

アスレチック・トリートメ

ント演習 

2   2  

スポーツボランティア・イ

ンターンシップ演習 

2   2  

コーチング水泳 2   2  

コーチング陸上競技（長距

離） 

2   2  

コーチング陸上競技（短距

離） 

2   2  

コーチング体操競技 2   2  

コーチングテニス 2   2  

コーチングバドミントン 2   2  

コーチングソフトボール・

野球 

2   2  

コーチングラグビー 2   2  

コーチングバレーボール 2   2  

コーチングハンドボール 2   2  
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コーチングサッカー 2   2  

コーチングバスケットボー

ル 

2   2  

コーチング剣道 2   2  

コーチング柔道 2   2  

コーチングダンス 2   2  

野外活動演習サマー 2   2  

野外活動演習ウィンター 2   2  

ティーチング保健体育A 2   2  

ティーチング保健体育B 2   2  

スポーツフィールドワーク

Ⅰ 

2   2  

スポーツフィールドワーク

Ⅱ 

2   2  

スポーツフィールドワーク

Ⅲ 

2   2  

スポーツフィールドワーク

Ⅳ 

2   2  

ゼミナール（3年用） 4   4  

ゼミナール（4年用） 6   6  

生化学 2   2  

血液学 2   2  

免疫学 2   2  

病理学 2   2  

栄養学（基礎と応用） 2   2  

基礎化学A 2   2  

解剖生理学A 2   2  

分子生物学 2   2  

病態学概論 2   2  

環境衛生学 2   2  

健康科学科 
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授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

分子生物学 2   2  

解剖生理学A 2 2    

解剖生理学実習A 1 1    

解剖生理学B 2   2  

解剖生理学実習B 1   1  

公衆衛生学 2 2    

分析化学演習 2   2  

生化学 2 2    

生化学実習 1 1    

病理学 2 2    

微生物学 2   2  

血液学 2 2    

免疫学 2 2    

薬理学 2   2  

環境衛生学 2 2    

予防医学概論 2 2    

医療安全管理学 2   2  

情報科学概論 2   2  

医用工学概論 2   2  

血液検査学 2   2  

病理検査学B 2   2  

寄生虫学 2   2  

臨床病態学 2   2  

疫学・統計学 2 2    

一般検査学 2   2  

放射性同位元素検査技術学 2   2  

人類遺伝学 2 2    

微生物検査学A 2   2  

微生物検査学B 2   2  
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免疫検査学 2   2  

精度管理学 2   2  

検査機器総論 2   2  

検査管理総論 2   2  

スポーツ医学 2   2  

ヘルスプロモーション概論 2   2  

ヘルスプロモーション演習 2   2  

卒業研究演習 4   4  

卒業研究 4   4  

スポーツ生理学 2   2  

スポーツ心理学 2   2  

生涯スポーツ論 2   2  

健康マネジメント論 2 2    

病態学概論 2 2    

医学概論 2   2  

遺伝子関連・染色体検査学 2   2  

遺伝子関連・染色体検査学

実習 

1   1  

国際感染症・感染症危機管

理学 

2   2  

生化学検査学A 2   2  

生理検査学A 2   2  

病理検査学A 2   2  

輸血・移植検査学 2   2  

生化学検査学B 2   2  

生理検査学B 2   2  

生理検査学C 2   2  

食品科学 2   2  

栄養食品学 2   2  

栄養学（基礎と応用） 2   2  

健康運動づくりの理論 2   2  
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健康運動づくりの実際Ⅰ

（ウォームアップとストレ

ッチング・ウォーキング・

ジョギング） 

1   1  

健康マネジメントキャリア

デザイン演習 

2   2  

栄養食品学実習 1   1  

栄養学（環境・スポーツと

臨床） 

2   2  

食品科学実習Ⅰ 1   1  

スポーツ生理学演習 2   2  

健康科学インターンシップ

A 

2   2  

健康科学インターンシップ

B 

2   2  

基礎化学B 2   2  

基礎生物学B 2   2  

理科のための数学 2   2  

教科教育法（理科）A 2   2  

環境安全学 2   2  

生態学A 2   2  

有機化学 2   2  

化学実験 1   1  

物理学実験 1   1  

生物学A 2   2  

教科教育法（理科）B 2   2  

無機化学 2   2  

基礎物理学A 2   2  

基礎地学A 2   2  

生態学B 2   2  

生物学B 2   2  
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機器分析化学 2   2  

生物学実験 1   1  

教科教育法（理科）C 2   2  

放射線物理学特論 2   2  

基礎物理学B 2   2  

基礎地学B 2   2  

地学実験 1   1  

教科教育法（理科）D 2   2  

スポーツバイオメカニクス 2   2  

スポーツ測定法 2   2  

スポーツ外傷・障害学 2   2  

体力トレーニング論 2   2  

トレーニング生理学 2   2  

(4) 専門基礎科目（看護学科） 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

人体の構造と機能 

人体の構造と機能Ⅰ 2 2    

人体の構造と機能Ⅱ 2 2    

人間と栄養 1 1    

微生物学 1 1    

生化学 1 1    

臨床心理学概論 1 1    

発達心理学 1 1    

疾病と治療 

疾病・治療学Ⅰ      

（侵襲的治療総論、呼吸

器、循環器、腎・尿路） 

1 1    

疾病・治療学Ⅱ      

（消化器、内分泌・代謝、

血液・造血器） 

1 1    
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疾病・治療学Ⅲ      

（脳・神経、運動器、感覚

器） 

1 1    

疾病・治療学Ⅳ      

（アレルギー・膠原、感

染、精神科系） 

1 1    

疾病・治療学Ⅴ      

（産科・婦人科系、小児科

系） 

1 1    

病態論 1 1    

薬理学 2 2    

救急救命Ⅰ 1 1    

救急救命Ⅱ 1   1  

スポーツ医学概論 1   1  

東洋医学 1 1    

臨床検査学概論 1 1    

地域社会と医療福祉 

郷土論（埼玉学） 1 1    

疫学 2   2  

公衆衛生学 1 1    

保健医療統計学 2 2    

医療情報学 1 1    

健康科学実践 1   1  

保健医療福祉制度論 2 2    

社会福祉学 1 1    

生命倫理学 1 1    

チーム医療論 1 1    

(5) 専門科目（看護学科） 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

看護の基盤 
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基盤看護学概論 2 2    

生活支援技術論Ⅰ 1 1    

生活支援技術論Ⅱ 1 1    

医療支援技術論Ⅰ 

（ヘルスアセスメント） 

1 1    

医療支援技術論Ⅱ 1 1    

看護方法論（看護過程） 1 1    

看護理論 1 1    

看護倫理 1 1    

看護コミュニケーション論 1 1    

家族看護学 1 1    

看護の実践Ⅰ（理論と方法） 

成人看護学概論 1 1    

成人看護学方法論Ⅰ（急性

期） 

1 1    

成人看護学方法論Ⅱ（慢性

期） 

1 1    

成人看護学演習 1 1    

老年看護学概論 1 1    

老年看護学方法論Ⅰ      

（医療支援看護） 1 1    

老年看護学方法論Ⅱ      

（生活支援看護） 1 1    

老年看護学演習 1 1    

小児看護学概論 1 1    

小児看護学方法論 2 2    

小児看護学演習 1 1    

母性看護学概論 1 1    

母性看護学方法論 2 2    

母性看護学演習 1 1    

精神看護学概論 1 1    
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精神看護学方法論 2 2    

精神看護学演習 1 1    

地域健康支援論 2 2    

地域・在宅看護学概論 1 1    

地域・在宅看護学方法論 1 1    

地域・在宅看護学演習 1 1    

地域包括ケア概論 1 1    

地域包括ケア方法論 1 1    

地域包括ケア演習 1 1    

公衆衛生看護学概論 1 1    

看護の実践Ⅱ（臨地実習） 

基盤看護学実習Ⅰ 1 1    

基盤看護学実習Ⅱ 2 2    

成人看護学実習Ⅰ 2 2    

成人看護学実習Ⅱ 2 2    

老年看護学実習Ⅰ 1 1    

老年看護学実習Ⅱ 2 2    

小児看護学実習 2 2    

母性看護学実習 2 2    

精神看護学実習 2 2    

地域・在宅看護学実習 2 2    

地域包括ケア実習 2 2    

統合実習 3 3    

看護の実践Ⅲ（看護の発展） 

クリティカルケア論 1   1  

リハビリテーション看護 1   1  

がん看護 1 1    

看護実践能力強化演習 1 1    

看護の統合 

東洋文化と看護 1   1  

看護研究Ⅰ 1 1    

-学則-338-



 

看護研究Ⅱ 2 2    

看護管理学概論 1 1    

国際看護学 1   1  

医療安全論 1   1  

リプロダクティブヘルス看

護学 

1   1  

災害看護学 1 1    

(6) 全学共通科目（スポーツ科学科・健康科学科） 

スポーツ科学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

1．基本科目 

A系 人間と文化（人文系） 

哲学A 2   2  

哲学B 2   2  

文学A 2   2  

文学B 2   2  

論理学A 2   2  

論理学B 2   2  

倫理学A 2   2  

倫理学B 2   2  

宗教学A 2   2  

宗教学B 2   2  

歴史学A 2   2  

歴史学B 2   2  

考古学A 2   2  

考古学B 2   2  

文化史A 2   2  

文化史B 2   2  

芸術学A 2   2  

芸術学B 2   2  
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地理学A 2   2  

地理学B 2   2  

言語学A 2   2  

言語学B 2   2  

B系 社会と生活（社会系） 

法学A 2   2  

法学B 2   2  

社会学A 2   2  

社会学B 2   2  

政治学A 2   2  

政治学B 2   2  

経済学A 2   2  

経済学B 2   2  

心理学A 2   2  

心理学B 2   2  

教育学A 2   2  

教育学B 2   2  

民俗学A 2   2  

民俗学B 2   2  

文化人類学A 2   2  

文化人類学B 2   2  

C系 自然と環境（自然系） 

数学A 2   2  

数学B 2   2  

地学A 2   2  

地学B 2   2  

生物学A 2   2  

生物学B 2   2  

生態学A 2   2  

生態学B 2   2  

現代科学A 2   2  
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現代科学B 2   2  

情報科学A 2   2  

情報科学B 2   2  

自然科学A 2   2  

自然科学B 2   2  

D系 健康とスポーツ（保健体育系） 

総合体育A 1 1    

総合体育B 1 1    

E系 知識創造と実践（総合系） 

データサイエンスA 2   2  

データサイエンスB 2   2  

2．課題（テーマ）科目 

第1群      

地域・国家・民族の考察A 2   2  

地域・国家・民族の考察B 2   2  

第2群      

女性・子ども・老人への視

点A 

2   2  

女性・子ども・老人への視

点B 

2   2  

第3群      

人権・民主主義・平和を考

えるA 

2   2  

人権・民主主義・平和を考

えるB 

2   2  

第4群      

現代社会の諸問題A 2   2  

現代社会の諸問題B 2   2  

第5群      

異文化・世界にふれるA 2   2  

異文化・世界にふれるB 2   2  
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第6群      

自己・人間をみつめるA 2   2  

自己・人間をみつめるB 2   2  

第7群      

キャリアデザインA 2   2  

キャリアデザインB 2   2  

第8群      

インターンシップA 2   2  

インターンシップB 2   2  

第9群      

全学共通特殊講義A 2   2  

全学共通特殊講義B 2   2  

3．発展科目 

日本国憲法 2   2  

4．単位互換科目 

      

5．「他学部・他学科開放」科目 

      

摘要 

① 単位互換は、他大学又は短期大学の単位互換による科目名及び単位数を適用し、

６単位を上限として選択単位とする。 

② 「他学部・他学科開放」科目は、他学部又は学科の科目名及び単位数を適用し、

６単位を上限として選択単位とする。 

健康科学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

1．基本科目 

A系 人間と文化（人文系） 

哲学A 2   2  

哲学B 2   2  
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文学A 2   2  

文学B 2   2  

論理学A 2   2  

論理学B 2   2  

倫理学A 2   2  

倫理学B 2   2  

宗教学A 2   2  

宗教学B 2   2  

歴史学A 2   2  

歴史学B 2   2  

考古学A 2   2  

考古学B 2   2  

文化史A 2   2  

文化史B 2   2  

芸術学A 2   2  

芸術学B 2   2  

地理学A 2   2  

地理学B 2   2  

言語学A 2   2  

言語学B 2   2  

B系 社会と生活（社会系） 

法学A 2   2  

法学B 2   2  

社会学A 2   2  

社会学B 2   2  

政治学A 2   2  

政治学B 2   2  

経済学A 2   2  

経済学B 2   2  

心理学A 2   2  

心理学B 2   2  
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教育学A 2   2  

教育学B 2   2  

民俗学A 2   2  

民俗学B 2   2  

文化人類学A 2   2  

文化人類学B 2   2  

C系 自然と環境（自然系） 

数学A 2   2  

数学B 2   2  

地学A 2   2  

地学B 2   2  

生物学A 2   2  

生物学B 2   2  

生態学A 2   2  

生態学B 2   2  

現代科学A 2   2  

現代科学B 2   2  

情報科学A 2   2  

情報科学B 2   2  

自然科学A 2   2  

自然科学B 2   2  

D系 健康とスポーツ（保健体育系） 

総合体育A 1 1    

総合体育B 1 1    

健康スポーツ科学A 2   2  

健康スポーツ科学B 2   2  

体育実技A 1   1  

体育実技B 1   1  

野外実習A 1   1  

野外実習B 1   1  

E系 知識創造と実践（総合系） 

-学則-344-



 

データサイエンスA 2   2  

データサイエンスB 2   2  

2．課題（テーマ）科目 

第1群      

地域・国家・民族の考察A 2   2  

地域・国家・民族の考察B 2   2  

第2群      

女性・子ども・老人への視

点A 

2   2  

女性・子ども・老人への視

点B 

2   2  

第3群      

人権・民主主義・平和を考

えるA 

2   2  

人権・民主主義・平和を考

えるB 

2   2  

第4群      

現代社会の諸問題A 2   2  

現代社会の諸問題B 2   2  

第5群      

異文化・世界にふれるA 2   2  

異文化・世界にふれるB 2   2  

第6群      

自己・人間をみつめるA 2   2  

自己・人間をみつめるB 2   2  

第7群      

キャリアデザインA 2   2  

キャリアデザインB 2   2  

第8群      

インターンシップA 2   2  

インターンシップB 2   2  
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第9群      

全学共通特殊講義A 2   2  

全学共通特殊講義B 2   2  

3．発展科目 

日本国憲法 2   2  

4．単位互換科目 

      

5．「他学部・他学科開放」科目 

      

摘要 

① 単位互換は、他大学又は短期大学の単位互換による科目名及び単位数を適用し、

６単位を上限として選択単位とする。 

② 「他学部・他学科開放」科目は、他学部又は学科の科目名及び単位数を適用し、

６単位を上限として選択単位とする。 

(7) 外国人留学生に関する日本語科目等（スポーツ科学科・健康科学科） 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

（内容コース）      

日本の政治・経済・社会A 2   2  

日本の文化・芸術A 2   2  

日本の歴史A 2   2  

現代日本の諸相A 2   2  

日本の政治・経済・社会B 2   2  

日本の文化・芸術B 2   2  

日本の歴史B 2   2  

現代日本の諸相B 2   2  

（言語コース（発展））      

理解とコミュニケーション

A 

1   1  

理解とコミュニケーション

B 

1   1  

-学則-346-



 

資料・文献読解A 1   1  

資料・文献読解B 1   1  

日本語文章表現A 1   1  

日本語文章表現B 1   1  

(8) 教職課程関連科目（スポーツ科学科・健康科学科） 

スポーツ科学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

教職科目      

教育学概論 2    2 

教師論 1    1 

教育法・行政 2    2 

教育心理学概論 2    2 

特別支援教育（介護等体験

の指導を含む。） 

2    2 

教育課程論 1    1 

道徳教育論 2    2 

特別活動論・総合的な学習

理論と指導法（中高） 

2    2 

教育方法論（中高） 2    2 

情報通信技術活用論 1    1 

生徒指導論（進路指導を含

む。） 

2    2 

教育相談（カウンセリング

を含む。） 

2    2 

教育実習1 1    1 

教育実習2（小中） 4    4 

教育実習2（中学） 4    4 

教育実習2（高校） 2    2 

教育実習A 1    1 

教育実習B 2    2 
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教育実習C 2    2 

教育実習D 3    3 

教職実践演習（中高） 2    2 

教職特別演習1 2    2 

教職特別演習2 2    2 

教職特別演習3 2    2 

学校安全論 2    2 

特別インターンシップ1 2    2 

特別インターンシップ2 2    2 

健康科学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

教職科目      

教育学概論 2    2 

教師論 1    1 

教育法・行政 2    2 

教育心理学概論 2    2 

特別支援教育（介護等体験

の指導を含む。） 

2    2 

教育課程論 1    1 

道徳教育論 2    2 

特別活動論・総合的な学習

理論と指導法（中高） 

2    2 

教育方法論（中高） 2    2 

情報通信技術活用論 1    1 

生徒指導論（進路指導を含

む。） 

2    2 

教育相談（カウンセリング

を含む。） 

2    2 

教育実習1 1    1 

教育実習2（中学） 4    4 
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教育実習2（高校） 2    2 

教育実習A 1    1 

教育実習B 2    2 

教育実習C 2    2 

教育実習D 3    3 

教職実践演習（中高） 2    2 

教職特別演習1 2    2 

教職特別演習2 2    2 

教職特別演習3 2    2 

学校安全論 2    2 

特別インターンシップ1 2    2 

特別インターンシップ2 2    2 

(9) 削除 

(10) 健康運動指導士に関する科目（スポーツ科学科） 

スポーツ科学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

運動プログラムの管理 2    2 

救急処置法 2    2 

健康運動指導演習 2    2 

健康産業施設等現場実習 2    2 

健康運動指導士総合演習 2    2 

(11) パラスポーツ指導員に関する科目（スポーツ科学科） 

スポーツ科学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

パラスポーツ演習 2    2 

(12) 臨床検査技師に関する科目（健康科学科） 

健康科学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 
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臨地実習 12    12 

一般検査学実習 1    1 

血液検査学実習 1    1 

免疫検査学実習 1    1 

生化学検査学実習 1    1 

輸血・移植検査学実習 1    1 

微生物検査学実習 2    2 

病理検査学実習 1    1 

生理検査学実習A 2    2 

生理検査学実習B 2    2 

細胞診断学演習 2    2 

臨床検査医学総論 2    2 

(13) 食品衛生管理者・食品衛生監視員に関する科目（健康科学科） 

健康科学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

食品衛生学 2    2 

食品衛生学実習 1    1 

食品科学実習Ⅱ 1    1 

(14) 第二種作業環境測定士に関する科目（健康科学科） 

健康科学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

環境測定分析概論 2    2 

労働衛生関係法規 1    1 

環境測定分析実習 1    1 

環境測定分析現場実習 1    1 

(15) 副専攻科目等 

イ スポーツ科学系副専攻（健康科学科） 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 
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スポーツ科学入門 2   2  

スポーツの指導 2   2  

スポーツ選手の医学 2   2  

スポーツ選手の生理 2   2  

スポーツ選手の心理 2   2  

スポーツマネジメント論 2   2  

トレーニング理論と実践 2   2  

競技スポーツ演習Ⅰ 2   2  

競技スポーツ演習Ⅱ 2   2  

競技スポーツ演習Ⅲ 2   2  

競技スポーツ演習Ⅳ 2   2  

ロ 留学（英語）副専攻 

① スポーツ科学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

1．語学系科目 

（初級）      

Basic Skills

（Reading,Listening,Writ

ing,Speaking） 

1   1  

（中級）      

Reading and WritingⅠ 1   1  

Reading and WritingⅡ 1   1  

Communication and 

DiscussionⅠ 

1   1  

Communication and 

DiscussionⅡ 

1   1  

（上級）      

Academic Writing 1   1  

Discussion and 

Presentation 

1   1  
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2．教養系科目 

グローバル教養系 

グローバルスタディ1 2   2  

グローバルスタディ2 2   2  

グローバルスタディ3 2   2  

グローバルスタディ4 2   2  

グローバルスタディ5 2   2  

グローバルスタディ6 2   2  

グローバルスタディ7 2   2  

グローバルスタディ8 2   2  

海外留学系 

      

摘要 「海外留学系」科目は、海外留学（英語）により学則第19条の２に基づき各学科

が認定した授業科目名及び単位数（以下「海外留学（英語）認定科目」という。）を

適用する。 

② 健康科学科、看護学科（共通） 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

1．語学系科目 

（初級）      

Basic Skills

（Reading,Listening,Writ

ing,Speaking） 

1    1 

（中級）      

Reading and WritingⅠ 1    1 

Reading and WritingⅡ 1    1 

Communication and 

DiscussionⅠ 

1    1 

Communication and 

DiscussionⅡ 

1    1 

（上級）      
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Academic Writing 1    1 

Discussion and 

Presentation 

1    1 

2．教養系科目 

グローバル教養系 

グローバルスタディ1 2    2 

グローバルスタディ2 2    2 

グローバルスタディ3 2    2 

グローバルスタディ4 2    2 

グローバルスタディ5 2    2 

グローバルスタディ6 2    2 

グローバルスタディ7 2    2 

グローバルスタディ8 2    2 

海外留学系 

      

摘要 「海外留学系」科目は、海外留学（英語）により学則第19条の２に基づき各学科

が認定した授業科目名及び単位数（以下「海外留学（英語）認定科目」という。）を

適用する。 

(16) 健康運動実践指導者に関する科目（健康科学科） 

健康科学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

運動プログラムの管理 2    2 

健康づくりの実際Ⅱ（エア

ロビクス運動とエアロビッ

クダンスと水泳・水中運

動） 

1    1 

健康づくりの実際Ⅲ（各種

トレーニング・レジスタン

トトレーニング） 

1    1 

健康づくりの運動総合演習 2    2 
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（健康づくり運動の指導と

実際） 

救急処置法（整形外科的な

外傷・障害への対応を含

む） 

1    1 

(17) 保健師に関する科目（看護学科） 

看護学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

公衆衛生看護活動論 2    2 

公衆衛生看護技術論 2    2 

公衆衛生看護管理論 1    1 

公衆衛生看護学実習Ⅰ 2    2 

公衆衛生看護学実習Ⅱ 3    3 

(18) トレーナー系資格に関する科目（スポーツ科学科） 

スポーツ科学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

スポーツトレーナー実践論 2    2 

(19) 教員養成に関する科目（スポーツ科学科） 

スポーツ科学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

教職実技演習 2    2 

体育授業指導法 2    2 

学校保健 2    2 

（履修方法、進級要件及び卒業要件） 

第23条の27 前条各号に定める各区分ごとの授業科目の履修方法及び修得単位は、次の各

号に定めるとおりとする。 

(1) 基礎教育科目（スポーツ科学科・健康科学科） 

スポーツ科学科 
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必修科目 16単位 

選択科目 １言語２単位以上 

健康科学科 

必修科目 20単位 

選択科目 １言語２単位以上 

(2) 総合基礎科目（看護学科） 

必修科目 10単位 

選択科目 10単位以上 

自由科目 単位修得の条件及び制限は設けない。 

(3) 専門教育科目（スポーツ科学科・健康科学科） 

スポーツ科学科 

必修科目 ８単位 

選択科目 66単位以上 

健康科学科 

必修科目 26単位 

選択科目 47単位以上 

(4) 専門基礎科目（看護学科） 

必修科目 30単位 

選択科目 ３単位以上 

自由科目 単位修得の条件及び制限は設けない。 

(5) 専門科目（看護学科） 

必修科目 70単位 

選択科目 ３単位以上 

自由科目 単位修得の条件及び制限は設けない。 

(6) 全学共通科目（スポーツ科学科・健康科学科） 

スポーツ科学科 

必修科目 ２単位 

選択科目 ８単位修得しなければならない。 

健康科学科 

必修科目 ２単位 

選択科目 単位修得の条件及び制限は設けない。 
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(7) 外国人留学生に関する日本語科目等（スポーツ科学科・健康科学科） 

① 外国人留学生以外の者が、本科目を履修することはできない。 

② 外国人留学生は留学生に関する日本語科目のうち、内容コース及び言語コース

（発展）の中から12単位までを選択科目の単位とすることができる。 

(8) 教職課程関連科目（スポーツ科学科・健康科学科） 

スポーツ科学科 

第23条の９第１項第５号の定めに準ずる。 

健康科学科 

第23条の９第１項第５号の定めに準ずる。 

(9) 削除 

(10) 健康運動指導士に関する科目（スポーツ科学科） 

スポーツ科学科 

① 健康運動指導士の認定試験受験資格を取得しようとする者は、健康運動指導士養

成講座の定めるところに従い、専門教育科目及び本区分の授業科目から、資格を得

るに必要な科目を履修するものとする。 

② 健康運動指導士に関する科目は、卒業に要する単位に算入しない。 

(11) パラスポーツ指導員に関する科目（スポーツ科学科） 

スポーツ科学科 

① パラスポーツ指導員の資格を取得しようとする者は、パラスポーツ指導員養成講

座の定めるところに従い、専門教育科目及び本区分の授業科目から、資格を得るに

必要な科目を履修するものとする。 

② パラスポーツ指導員に関する科目は、卒業に要する単位に算入しない。 

(12) 臨床検査技師に関する科目（健康科学科） 

健康科学科 

① 臨床検査技師の国家試験受験資格を取得しようとする者は、臨床検査技師等に関

する法律及び同施行令の定めるところに従い、専門教育科目及び本区分の授業科目

から、資格を得るに必要な科目を履修するものとする。 

② 臨床検査技師に関する科目は、卒業に要する単位に算入しない。 

(13) 食品衛生管理者・食品衛生監視員に関する科目（健康科学科） 

健康科学科 

① 食品衛生管理者及び食品衛生監視員の資格を取得しようとする者は、食品衛生法
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の定めるところに従い、専門教育科目及び本区分の授業科目から、資格を得るに必

要な科目を修得するものとする。 

② 食品衛生管理者及び食品衛生監視員に関する科目は、卒業に要する単位に算入し

ない。 

(14) 第二種作業環境測定士に関する科目（健康科学科） 

健康科学科 

① 作業環境測定士の資格を取得しようとする者は、作業環境測定法の定めるところ

に従い、専門教育科目及び本区分の授業科目から、資格を得るに必要な科目を履修

するものとする。 

② 作業環境測定士に関する科目は、卒業に要する単位に算入しない。 

(15) 副専攻科目等 

イ スポーツ科学系副専攻（健康科学科） 

「コーチングアシスタント」の資格を取得しようとする者は、日本スポーツ協会

認定スポーツ指導者資格の定めるところに従い、本区分の授業科目から、資格を得

るに必要な科目を履修しなければならない。 

ロ 留学（英語）副専攻（各学科共通） 

① 留学（英語）副専攻の修了要件は、語学系科目（中級）４科目４単位及び海外

留学（英語）認定科目を含む教養系科目16単位以上の計20単位以上とする。 

② 海外留学（英語）認定科目は、３カ月以上の留学の他に各学科の英語研修及び

国際交流センター実施の短期語学研修に認定された単位を含む。 

(16) 健康運動実践指導者に関する科目（健康科学科） 

健康科学科 

① 健康運動実践指導者の認定試験受験資格を取得しようとする者は、健康運動実践

指導者養成講座の定めるところに従い、専門教育科目及び本区分の授業科目から、

資格を得るに必要な科目を履修するものとする。 

② 健康運動実践指導者に関する科目は、卒業に要する単位に算入しない。 

(17) 保健師に関する科目（看護学科） 

① 保健師国家試験を受験しようとする者は、卒業要件に加えて、本学科教育課程に

定めている保健師国家試験受験に必要な科目を履修するものとする。 

② 保健師に関する科目は、卒業に要する単位に算入しない。 

(18) トレーナー系資格に関する科目（スポーツ科学科） 
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① トレーナー系資格を取得しようとする者は、各トレーナー系資格養成講座の定め

るところに従い、専門教育科目及び本区分の授業科目から、資格を得るに必要な科

目を履修するものとする。 

② トレーナー系資格に関する科目は、卒業に要する単位に算入しない。 

(19) 教員養成に関する科目（スポーツ科学科） 

① 教員免許状を取得しようとする者は、教職課程の定めるところに従い、専門教育

科目、教職関連科目及び本区分の授業科目から、資格を得るに必要な科目を履修す

るものとする。 

② 教員養成に関する科目は、卒業に要する単位に算入しない。 

２ １年間の履修単位数の上限は、スポーツ科学科は第１項第２号、第４号、第５号、第

８号、第９号、第10号、第11号、第12号、第13号、第14号、第15号イ、第16号、第17

号、第18号及び第19号に定める科目の単位を除き、１年次から３年次においては44単位

まで、４年次においては49単位までとする。健康科学科は第１項第２号、第４号、第５

号、第８号、第９号、第10号、第11号、第12号、第13号、第14号、第15号ロ、第16

号、第17号、第18号及び第19号に定める科目の単位を除き、１年次から３年次において

は48単位まで、４年次においては49単位までとする。看護学科は、第１項第１号、第３

号、第６号、第７号、第８号、第９号、第10号、第11号、第12号、第13号、第14号、

第15号、第16号、第17号、第18号及び第19号に定める科目の単位を除き、１年次から

４年次においては48単位までとする。ただし、長期海外留学からの帰国学生、編入学

生、転学部・転学科生については、教授会の審査・承認を経て、上限を超える履修登録

を認めることができる。 

３ ４年次においては、４単位以上を履修し、修得しなければならない。 

４ スポーツ科学科は、前条第１号、第３号、第６号及び第15号ロに定める科目につい

て、第１項第１号、第３号、第６号及び第15号ロに定める単位を含め、124単位以上を

修得した者を卒業とする。健康科学科は、前条第１号、第３号、第６号及び第15号イに

定める科目について、第１項第１号、第３号、第６号及び第15号イに定める単位を含

め、124単位以上を修得した者を卒業とする。ただし、外国人留学生については、スポ

ーツ科学科は前条第１号、第３号、第６号及び第７号に定める単位を含め、124単位以

上を修得した者を卒業とする。健康科学科は前条第１号、第３号、第６号、第７号及び

第15号に定める単位を含め、124単位以上を修得した者を卒業とする。看護学科は、前

条第２号、第４号及び第５号に定める科目について、第１項第２号、第４号及び第５号
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に定める単位を含め、126単位以上を修得した者を卒業とする。 

５ 前項に定める卒業要件単位のうち、看護学科を除き次に定める単位を２年次終了時点

において修得できない者は、３年次に進級することができない。 

スポーツ科学科 44単位以上 

健康科学科 44単位以上 

６ 第４項に定める卒業要件のうち、看護学科においては２年次終了時点において必修科

目71単位を修得できない者は、３年次に進級することができず、３年次終了時点におい

て必修科目96単位を修得できない者は４年次に進級することができない。 

第10節 社会学部 

（授業科目の区分等） 

第23条の28 社会学部が開設する授業科目の区分は、次のとおりとする。 

(1) 基礎教育科目 

(2) 専門教育科目 

(3) 全学共通科目 

(4) 外国人留学生に関する日本語科目等 

(5) 司書課程関連科目 

(6) 社会教育士（養成課程）課程関連科目 

(7) 学芸員課程関連科目 

(8) 副専攻科目等 

２ 前項各号に定める各授業科目を、必修科目、選択必修科目、選択科目及び自由科目に

分け、これを各年次に配当して編成する。 

３ 前項に定める必修科目、選択必修科目及び選択科目については卒業要件単位に算入

し、自由科目については卒業要件単位には算入しない。 

４ 第１項各号に定める各授業科目は、教授会の定めるところに従い、各学年又は各学年

の各学期に配当する。 

（授業科目の開設等） 

第23条の29 開設する授業科目、単位数及び必修、選択必修、選択、自由の別は、次のと

おりとする。 

(1) 基礎教育科目 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 
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〔必修科目〕      

フレッシュマンセミナーA 2 2    

フレッシュマンセミナーB 2 2    

時事英語1 1 1    

時事英語2 1 1    

実用コミュニケーション英

語1 

1 1    

実用コミュニケーション英

語2 

1 1    

〔選択必修科目〕      

時事英語3 1  1   

英語で読む現代社会 1  1   

実用コミュニケーション英

語3 

1  1   

実用コミュニケーション英

語4 

1  1   

海外英語研修 4  4   

〔選択科目〕      

（未修外国語科目）      

ドイツ語初級1A 1   1  

ドイツ語初級1B 1   1  

ドイツ語初級2A 1   1  

ドイツ語初級2B 1   1  

フランス語初級1A 1   1  

フランス語初級1B 1   1  

フランス語初級2A 1   1  

フランス語初級2B 1   1  

中国語初級1A 1   1  

中国語初級1B 1   1  

中国語初級2A 1   1  

中国語初級2B 1   1  
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コリア語基礎1A 1   1  

コリア語基礎1B 1   1  

コリア語基礎2A 1   1  

コリア語基礎2B 1   1  

(2) 専門教育科目 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

〔必修科目〕      

社会学入門A 2 2    

社会学入門B 2 2    

社会学の諸相 2 2    

社会統計入門 2 2    

情報処理基礎Ⅰ 2 2    

情報処理基礎Ⅱ 2 2    

社会調査Ⅰ 2 2    

社会調査Ⅱ 2 2    

社会学演習Ⅰ 4 4    

社会学演習Ⅱ 4 4    

卒業研究 4 4    

〔選択必修科目①〕      

歴史社会学 2  2   

家族社会学 2  2   

教育社会学 2  2   

格差社会論 2  2   

社会学理論A 2  2   

社会学理論B 2  2   

社会学史 2  2   

組織社会学 2  2   

情報と統計基礎実習 2  2   

量的調査法 2  2   

社会調査法 2  2   

-学則-361-



 

成熟社会A 2  2   

成熟社会B 2  2   

社会調査実習 4  4   

Introduction to Sociology

（外書講読） 

2  2   

〔選択必修科目②〕      

（多文化と共生コース）      

国際社会学 2  2   

多文化社会論 2  2   

ジェンダーの社会学A 2  2   

ジェンダーの社会学B 2  2   

文化人類学 2  2   

文化社会学 2  2   

ケアの社会学 2  2   

環境社会学A 2  2   

環境社会学B 2  2   

宗教社会学 2  2   

環境政策論 2  2   

（都市と地域コース）      

都市社会学 2  2   

地域デザイン論 2  2   

地域社会学A 2  2   

地域社会学B 2  2   

福祉医療政策 2  2   

ソーシャルキャピタル論 2  2   

地域福祉論 2  2   

地方自治 2  2   

行政学 2  2   

財政学A 2  2   

財政学B 2  2   

（メディアと情報コース）      
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情報社会論 2  2   

情報科学概論 2  2   

マスコミュニケーション論

A 

2  2   

マスコミュニケーション論

B 

2  2   

情報システム 2  2   

マルチメディア論 2  2   

統計解析基礎 2  2   

統計解析応用 2  2   

メディア社会 2  2   

ジャーナリズム論A 2  2   

ジャーナリズム論B 2  2   

〔選択必修科目③〕      

（共通関連科目）      

心理学概論A 2  2   

心理学概論B 2  2   

スポーツ社会学 2  2   

スポーツ心理学 2  2   

ミクロ経済学A 2  2   

ミクロ経済学B 2  2   

マクロ経済学A 2  2   

マクロ経済学B 2  2   

キャリアの社会学 2  2   

経営学概論A 2  2   

経営学概論B 2  2   

コミュニケーション論 2  2   

社会システム論A 2  2   

社会システム論B 2  2   

社会科学の歴史A 2  2   

社会科学の歴史B 2  2   
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公共政策論 2  2   

行動分析学A 2  2   

行動分析学B 2  2   

（多文化と共生コース関連

科目） 

     

国際関係論 2  2   

サブカルチャー論 2  2   

地域研究（アジア） 2  2   

地域研究（中東） 2  2   

教育心理学A 2  2   

教育心理学B 2  2   

環境経営 2  2   

社会心理学A 2  2   

社会心理学B 2  2   

社会階層論 2  2   

地域研究（北米） 2  2   

地域研究（ヨーロッパ） 2  2   

セクシュアリティ 2  2   

エスニシティ 2  2   

（都市と地域コース関連科

目） 

     

民法A 2  2   

民法B 2  2   

産業心理学A 2  2   

産業心理学B 2  2   

コミュニティ心理学 2  2   

都市・地域政策論 2  2   

NPO／NGOの社会学 2  2   

地方財政論 2  2   

金融論 2  2   

産業社会学A 2  2   
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産業社会学B 2  2   

消費者政策 2  2   

観光社会学 2  2   

行政法 2  2   

子ども福祉論 2  2   

障がい福祉論 2  2   

（メディアと情報コース関

連科目） 

     

心理学基礎実験A 2  2   

心理学基礎実験B 2  2   

マスコミ史 2  2   

臨床心理学 2  2   

心理統計学 2  2   

情報ネットワーク 2  2   

広告論 2  2   

ビッグデータ論 2  2   

コンテンツ産業論 2  2   

プログラミング基礎 2  2   

プログラミング応用 2  2   

ネットワークコンピューテ

ィング 

2  2   

知的財産法 2  2   

実験社会心理学A 2  2   

実験社会心理学B 2  2   

情報処理実習 2  2   

〔選択科目〕      

（社会学特殊講義科目）      

社会学特殊講義Ⅰ 2   2  

社会学特殊講義Ⅱ 2   2  

（キャリア支援特殊講義科

目） 
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キャリア支援特殊講義Ⅰ 2   2  

キャリア支援特殊講義Ⅱ 2   2  

キャリア支援特殊講義Ⅲ 2   2  

キャリア支援特殊講義Ⅳ 2   2  

キャリア支援特殊講義Ⅴ 2   2  

キャリア支援特殊講義Ⅵ 2   2  

キャリア支援特殊講義Ⅶ 2   2  

キャリア支援特殊講義Ⅷ 2   2  

インターンシップ 2   2  

（研修科目）      

社会活動Ⅰ 2   2  

社会活動Ⅱ 2   2  

社会活動Ⅲ 2   2  

海外研修A 2   2  

海外研修B 2   2  

国内研修A 2   2  

国内研修B 2   2  

(3) 全学共通科目 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

1．基本科目 

A系 人間と文化（人文系） 

哲学A 2   2  

哲学B 2   2  

文学A 2   2  

文学B 2   2  

論理学A 2   2  

論理学B 2   2  

倫理学A 2   2  

倫理学B 2   2  

宗教学A 2   2  
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宗教学B 2   2  

歴史学A 2   2  

歴史学B 2   2  

考古学A 2   2  

考古学B 2   2  

文化史A 2   2  

文化史B 2   2  

芸術学A 2   2  

芸術学B 2   2  

地理学A 2   2  

地理学B 2   2  

言語学A 2   2  

言語学B 2   2  

B系 社会と生活（社会系） 

法学A 2  2   

法学B 2  2   

社会学A 2  2   

社会学B 2  2   

政治学A 2  2   

政治学B 2  2   

経済学A 2  2   

経済学B 2  2   

心理学A 2  2   

心理学B 2  2   

教育学A 2  2   

教育学B 2  2   

民俗学A 2  2   

民俗学B 2  2   

文化人類学A 2  2   

文化人類学B 2  2   

C系 自然と環境（自然系） 
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数学A 2   2  

数学B 2   2  

地学A 2   2  

地学B 2   2  

生物学A 2   2  

生物学B 2   2  

生態学A 2   2  

生態学B 2   2  

現代科学A 2   2  

現代科学B 2   2  

情報科学A 2   2  

情報科学B 2   2  

自然科学A 2   2  

自然科学B 2   2  

D系 健康とスポーツ（保健体育系） 

総合体育A 1 1    

総合体育B 1 1    

健康スポーツ科学A 2   2  

健康スポーツ科学B 2   2  

体育実技A 1   1  

体育実技B 1   1  

野外実習A 1   1  

野外実習B 1   1  

E系 知識創造と実践（総合系） 

データサイエンスA 2   2  

データサイエンスB 2   2  

2．課題（テーマ）科目 

第1群      

地域・国家・民族の考察A 2  2   

地域・国家・民族の考察B 2  2   

第2群      
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女性・子ども・老人への視

点A 

2  2   

女性・子ども・老人への視

点B 

2  2   

第3群      

人権・民主主義・平和を考

えるA 

2  2   

人権・民主主義・平和を考

えるB 

2  2   

第4群      

現代社会の諸問題A 2  2   

現代社会の諸問題B 2  2   

第5群      

異文化・世界にふれるA 2  2   

異文化・世界にふれるB 2  2   

第6群      

自己・人間をみつめるA 2   2  

自己・人間をみつめるB 2   2  

第7群      

キャリアデザインA 2   2  

キャリアデザインB 2   2  

第8群      

インターンシップA 2   2  

インターンシップB 2   2  

第9群      

全学共通特殊講義A 2   2  

全学共通特殊講義B 2   2  

3．発展科目 

日本史概論A 2   2  

日本史概論B 2   2  

西洋史概論 2   2  
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東洋史概論 2   2  

日本の人文地理 2   2  

世界の人文地理 2   2  

日本の自然地理 2   2  

世界の自然地理 2   2  

日本地誌概論 2   2  

世界地誌概論 2   2  

日本国憲法 2   2  

法学概論 2   2  

情報処理 2   2  

哲学概論A 2   2  

哲学概論B 2   2  

倫理学概論A 2   2  

倫理学概論B 2   2  

社会病理 2   2  

4．単位互換科目 

      

5．「他学部・他学科開放」科目 

      

摘要 

① 単位互換科目は、他大学又は短期大学の単位互換による科目名及び単位数を適用

し、社会学科においては60単位を上限として選択単位とする。 

② 「他学部・他学科開放」科目は、他学部又は学科の科目名及び単位数を適用し、

社会学科は20単位を上限として選択単位とする。 

(4) 外国人留学生に関する日本語科目等 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

（活動コース）      

フィールドワークA 1  2   

フィールドワークB 1  2   

（内容コース）      
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日本の政治・経済・社会A 2  2   

日本の政治・経済・社会B 2  2   

日本の文化・芸術A 2  2   

日本の文化・芸術B 2  2   

日本の歴史A 2  2   

日本の歴史B 2  2   

現代日本の諸相A 2  2   

現代日本の諸相B 2  2   

（言語コース（発展））      

理解とコミュニケーション

A 

1  1   

理解とコミュニケーション

B 

1  1   

資料・文献読解A 1  1   

資料・文献読解B 1  1   

日本語文章表現A 1  1   

日本語文章表現B 1  1   

(5) 司書課程関連科目 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

生涯学習概論1 2    2 

図書館概論 2    2 

図書・図書館史 2    2 

図書館情報資源概論 2    2 

図書館情報資源特論 2    2 

情報資源組織論 2    2 

情報資源組織演習A 1    1 

情報資源組織演習B 1    1 

図書館サービス概論 2    2 

図書館制度・経営論 2    2 

図書館サービス特論 2    2 
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図書館情報技術論 2    2 

情報サービス論 2    2 

児童サービス論 2    2 

情報サービス演習1 1    1 

情報サービス演習2 1    1 

コミュニケーション論B 2    2 

(6) 社会教育士（養成課程）課程関連科目 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

生涯学習概論1 2    2 

生涯学習概論2 2    2 

生涯学習支援論1 2    2 

生涯学習支援論2 2    2 

社会教育経営論1 2    2 

社会教育経営論2 2    2 

文化と生涯教育 2    2 

学校地域福祉論 2    2 

地域福祉論 2  2   

平和と教育 2    2 

ダイバーシティと教育 2    2 

教育社会学 2  2   

地域社会学A 2  2   

地域社会学B 2  2   

社会教育実習1 2    2 

社会教育実習2 2    2 

社会教育演習1 2    2 

社会教育演習2 1    1 

(7) 学芸員課程関連科目 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

博物館学概論1 2    2 
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博物館学概論2 2    2 

博物館資料論 2    2 

博物館資料保存論 2    2 

博物館展示論 2    2 

博物館教育論 2    2 

生涯学習概論1 2    2 

生涯学習概論2 2    2 

博物館情報・メディア論 2    2 

博物館実習1 1    1 

博物館実習2 2    2 

文化史A 2   2  

文化史B 2   2  

美術史1 2    2 

美術史2 2    2 

考古学A 2   2  

考古学B 2   2  

民俗学A 2  2   

民俗学B 2  2   

自然科学A 2   2  

自然科学B 2   2  

理科1（地学） 2    2 

理科2（生物） 2    2 

理科3（化学） 2    2 

理科4（物理） 2    2 

(8) 副専攻科目等 

イ スポーツ科学系副専攻 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

スポーツ科学入門 2   2  

スポーツの指導 2   2  

スポーツ選手の医学 2   2  
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スポーツ選手の生理 2   2  

スポーツ選手の心理 2   2  

スポーツマネジメント論 2   2  

トレーニング理論と実践 2   2  

競技スポーツ演習Ⅰ 2   2  

競技スポーツ演習Ⅱ 2   2  

競技スポーツ演習Ⅲ 2   2  

競技スポーツ演習Ⅳ 2   2  

ロ 留学（英語）副専攻 

授業科目 単位 必修単位 選択必修単

位 

選択単位 自由単位 

1．語学系科目 

（初級）      

Basic Skills

（Reading,Listening,Writ

ing,Speaking） 

1   1  

（中級）      

Reading and WritingⅠ 1   1  

Reading and WritingⅡ 1   1  

Communication and 

DiscussionⅠ 

1   1  

Communication and 

DiscussionⅡ 

1   1  

（上級）      

Academic Writing 1   1  

Discussion and 

Presentation 

1   1  

2．教養系科目 

グローバル教養系 

グローバルスタディ1 2   2  

グローバルスタディ2 2   2  
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グローバルスタディ3 2   2  

グローバルスタディ4 2   2  

グローバルスタディ5 2   2  

グローバルスタディ6 2   2  

グローバルスタディ7 2   2  

グローバルスタディ8 2   2  

海外留学系 

      

摘要 「海外留学系」科目は、海外留学（英語）により学則第19条の２に基づき各学科

が認定した授業科目名及び単位数（以下「海外留学（英語）認定科目」という。）を

適用する。 

（履修方法、進級要件及び卒業要件） 

第23条の30 前条各号に定める各区分の授業科目の履修方法及び修得単位は、次の各号に

定めるとおりとする。 

(1) 基礎教育科目 

必修科目 ８単位 

選択必修科目 ４単位以上 

選択科目 単位修得の条件は設けない。 

(2) 専門教育科目 

必修科目 28単位 

選択必修科目 次に定める単位 48単位以上 

A）選択必修科目①の中から８単位以上 

B）選択必修科目②「多文化と共生」・「都市と地域」・「情報とメディア」の

コースから一つを選択し16単位以上。選択していないコースから４単位以上 

C）選択必修科目③から20単位以上 

選択科目 単位修得の条件は設けない。 

(3) 全学共通科目 

必修科目 総合体育AB ２単位 

選択必修科目 ４単位以上 

選択科目 単位修得の条件は設けない。 

(4) 外国人留学生に関する日本語科目等 

-学則-375-



 

外国人留学生及び学科で履修を認めた者以外は、本科目を履修できない。 

選択必修科目 12単位 

選択科目 単位修得の条件は設けない。 

(5) 司書課程関連科目 

第23条の９第１項第６号の定めに準ずる。 

(6) 社会教育士（養成課程）課程関連科目 

第23条の６第１項第７号の定めに準ずる。 

(7) 学芸員課程関連科目 

第23条の９第１項第８号の定めに準ずる。 

(8) 副専攻科目等 

イ スポーツ科学系副専攻 

「コーチングアシスタント」の資格を取得しようとする者は、日本スポーツ協会

認定スポーツ指導者資格の定めるところに従い、本区分の授業科目から、資格を得

るに必要な科目を履修しなければならない。 

ロ 留学（英語）副専攻 

① 留学（英語）副専攻の修了要件は、語学系科目（中級）４科目４単位及び海外

留学（英語）認定科目を含む教養系科目16単位以上の計20単位以上とする。 

② 海外留学（英語）認定科目は、３カ月以上の留学の他に学科の英語研修及び国

際交流センター実施の短期語学研修に認定された単位を含む。 

２ １年間の履修単位数の上限は、第１項第５号、第６号、第７号に定める科目の単位を

除き、１年次から４年次において44単位までとする。 

ただし、長期海外留学からの帰国学生、編入学生、転学部・転学科生については、教

授会の審査・承認を経て、上限を超える履修登録を認めることができる。 

３ 前条第１号、第２号、第３号及び第８号に定める科目について、第１項第１号、第２

号、第３号及び第８号に定める単位を含め、124単位以上を修得した者を卒業とする。 

ただし、外国人留学生については、前条第１号、第２号、第３号、第４号及び第８号

に定める科目について、前条第１号、第２号、第３号、第４号及び第８号に定める単位

を含め、124単位以上を修得した者を卒業とする。 

４ 前項に定める卒業要件単位のうち、２年次終了時点において44単位修得できない者

は、３年次に進級することができない。 

第６章 入学、編入学、転学、転学部、転学科、休学、留学、復学、退学、除籍及
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び再入学 

（入学の時期） 

第24条 入学の時期は、学年の始めとする。 

（入学の資格） 

第25条 本大学の各学部第１年次に入学できる者は、次の各号の一に該当する資格を有

し、且つ本大学の考査に合格した者とする。 

(1) 高等学校を卒業した者 

(2) 通常の課程による12年の学校教育を修了した者及び通常の課程以外の課程により、

これに相当する学校教育を修了した者 

(3) 外国において、学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文

部科学大臣の指定した者 

(4) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育

施設の当該課程を修了した者 

(5) 文部科学大臣の指定した者 

(6) 大学入学資格検定規程（昭和26年文部省令第13号）により文部科学大臣が行う大学

入学資格検定に合格した者 

(7) 高等学校卒業程度認定試験規則（平成17年文部科学省令第１号）により文部科学大

臣が行う高等学校卒業程度認定試験に合格した者 

（入学志願手続） 

第26条 本大学に入学を志願する者は、別に定める入学検定料を添えて、次の書類を所定

の期日までに提出しなければならない。 

(1) 本大学所定の用紙による入学願書 

(2) 出身学校長の卒業証明書又は卒業見込証明書 

(3) 出身学校長の調査書及び成績証明書 

(4) 健康診断書（但し、入学年度の前々年度の高等学校卒業者及び前年度の３月卒業見

込みの者を除く。） 

(5) 学校教育法施行規則第150条第４号に該当する者は、その検定合格書 

(6) 写真 

（入学手続） 

第27条 入学を許可された者は、別に定める入学金及び学費の納付証明書その他の所定の

書類を、指定の期間に郵送して、入学手続をしなければならない。 
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（保証人） 

第28条 保証人は、保護者又は縁故者で、確実に保証人としての責務を果たし得る者でな

ければならない。 

２ 保証人は、保証する学生の在学中、その一身に関する事項について、一切の責めに任

じなければならない。 

３ 保証人が死亡又はその他の事由によつてその責務を尽し得ないときには、新たに保証

人を定めなければならない。この場合には、改めて第27条の誓約書を提出しなければな

らない。 

４ 保証人が姓名を改め又は住所を変更したときは、直ちにその旨を届け出なければなら

ない。 

（編入学） 

第29条 本大学は、次の各号のいずれかに該当する者が本大学に編入学（学士入学を含

む。以下同じ。）を願い出たときは、欠員のある場合に限り、考査のうえ、入学を許可

することができる。 

(1) 他の大学、短期大学、高等専門学校若しくは専修学校専門課程に在学中の者又は卒

業若しくは修了した者 

(2) 本大学の学部を卒業又は卒業見込みの者で、本大学の他の学部に編入学を願い出た

者 

２ 削除 

３ 編入学を許可された者は、本大学に２年以上在学しなければならない。 

（転学） 

第30条 本大学の学生で、他の大学に転学を願い出た者は、事情によつて許可することが

ある。 

（転学部・転学科） 

第31条 本大学の学生で、他の学部又は学科へ移ることを願い出た者は、欠員があり、か

つ学科が定める条件を満たす場合に限り、考査の上これを許可することがある。 

（休学） 

第32条 病気その他やむを得ない事由で、引続き３月以上出席することができない場合

は、その事由を記し、保証人連署の上、休学を願い出ることができる。 

２ 校医が健康上修学に不適当と認めた者に対しては、休学を命ずる。 

３ 病気を事由とする休学願には、医師の診断書を添えなければならない。 
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４ 休学期間は１年以内とし、当該学年限りとする。ただし、特別の事情がある場合に

は、１年を限度として引続き休学を許可することがある。 

５ 前項の規定にかかわらず、国籍を有する母国において兵役の義務（以下、「兵役」と

いう。）を理由とする休学の場合には、最長３年を限度に休学を許可することができ

る。この場合において、兵役を理由とする休学願には、兵役通知書又はそれに準ずる書

類を添えなければならない。 

６ 休学期間は、通算して４年を超えることができない。 

７ 休学期間は、第16条第１項ただし書に定める在学期間には算入しない。 

８ 休学者は、学期の始めでなければ復学することができない。 

（留学） 

第32条の２ 学生が外国における学位授与権を有する正規の高等教育機関またはこれに相

当する教育研究機関において学修するため、留学を願い出たときは、本大学が教育上有

益であると認めた場合に限りこれを許可することができる。 

２ 留学期間は、１年以内とする。ただし、外国語学部のダブルディグリー制度による派

遣留学については、留学期間を２年以内とする。 

３ 前項の規定にかかわらず、特別の事情があると認めた場合は、留学期間の延長を許可

することがある。 

４ 留学期間は、在学年数に算入する。 

５ 第１項の出願手続方法については、別に定める。 

（復学） 

第32条の３ 休学期間中にその理由が消滅し、復学しようとする者は、保証人連署の復学

願を提出し、許可を得なければならない。 

２ 疾病により休学した者が復学する場合は、前項に定める復学願に医師の診断書を添付

するものとする。 

（退学） 

第33条 病気その他の事由によつて退学しようとする者は、その事由を記し、保証人連署

の上、願い出なければならない。 

（除籍） 

第33条の２ 次の各号の一に該当する者は、除籍する。 

(1) 授業料等の納付を怠り、督促してもなお納付しない者 

(2) 第16条第１項ただし書きに定める在学期間を超えた者 
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(3) 第32条第６項に定める休学期間を超えてなお修学できない者 

(4) 長期間にわたり行方不明の者 

（再入学） 

第34条 第33条の規定により退学した者（以下「退学者」という。）又は第33条の２第１

号の規定により除籍された者（以下「除籍者」という。）が、再入学を願い出た場合に

は、事情を考慮した上、許可することがある。 

２ 前項の規定により再入学を許可された場合の再入学年次は、退学者は退学時の在籍年

次とし、除籍者は除籍事由が生じた時に在籍した年次とする。ただし、退学者のうち、

当該学部教授会において、学年進行が認められた者の再入学年次は、この限りでない。 

（入学等の決定） 

第35条 入学・編入学・転学・転学部・転学科・休学・留学・復学・退学・除籍及び再入

学は、当該学部教授会の議を経て、学長がこれを定める。 

第７章 入学検定料、入学金及び学費等 

（入学検定料） 

第36条 本大学に入学を志願する者は、入学検定料35,000円を納めなければならない。 

２ 一般入試における次の入試区分（大学入学共通テスト利用入試（前期・中期・後

期）、一般選抜（全学部統一）（前期・後期）及び一般選抜（３教科））において、同

一入試区分２学科目志願分の入試検定料は免除する。 

３ 一般選抜（全学部統一）において３学科以上志願する者は、前項に定める入学検定料

35,000円の他に、志願する学科数から２を差し引いた数に10,000円を乗じた入学検定料

を納めなければならない。 

４ 一般選抜（３教科）において３学科以上志願する者は、第１項に定める入学検定料

35,000円の他に、志願する学科数から２を差し引いた数に10,000円を乗じた入学検定料

を納めなければならない。 

５ 第１項の定めにかかわらず大学入学共通テスト利用入試の本大学志願者は、入学検定

料15,000円を納めなければならない。なお、３学科以上志願する者は、入学検定料

15,000円の他に、志願する学科数から２を差し引いた数に5,000円を乗じた入学検定料

を納めなければならない。 

６ 第２項に定める入試区分のうち、次の３区分（大学入学共通テスト利用入試（前

期）、一般選抜（全学部統一）（前期）及び一般選抜（３教科））において、大学入学

共通テスト利用入試（前期）と他の２区分のいずれかを同時に出願した場合は、入学検
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定料総額より5,000円を割り引く。また、一般選抜（全学部統一）（前期）と一般選抜

（３教科）の２区分あるいは３区分全てを同時に出願した場合は、入学検定料総額より

10,000円を割り引く。 

７ 第１項の定めにかかわらず、外国人留学生入学試験にて本大学を志願する者は、入学

検定料20,000円（指定校推薦入学試験及び渡日前入学試験にて本大学を志願する者は

5,000円）を納めなければならない。 

８ 海外における入学試験会場にて本学を志願する者は、１学科につき入学検定料5,000

円を納めなければならない。 

９ 納めた入学検定料は、返還しない。 

（入学金等） 

第37条 入学を許可された者は、次の入学金及び学費を納めなければならない。 

(1) 入学金 

(1) スポーツ・健康科学部看護学科を除く全学科 210,000円 

(2) スポーツ・健康科学部看護学科 250,000円 

(2) 学費 

(1) 文学部（教育学科及び書道学科を除く。）、外国語学部及び国際関係学部 

授業料 733,000円 

教育充実費 271,000円 

(2) 文学部教育学科 

授業料 733,000円 

教育充実費 295,000円 

(3) 文学部書道学科 

授業料 855,000円 

教育充実費 271,000円 

実習費 80,000円 

(4) 経済学部、法学部、経営学部及び社会学部 

授業料 713,000円 

教育充実費 271,000円 

(5) スポーツ・健康科学部スポーツ科学科 

授業料 835,000円 

教育充実費 326,000円 
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実習費 50,000円 

(6) スポーツ・健康科学部健康科学科 

授業料 995,000円 

教育充実費 326,000円 

実習費 250,000円 

(7) スポーツ・健康科学部看護学科 

授業料 1,000,000円 

教育充実費 350,000円 

実習費 350,000円 

２ 学費は、前学期と後学期に分けて、納めることができる。 

３ 納めた入学金及び学費は、返還しない。ただし、別に定める入学試験において入学を

許可された者が、所定の期間に入学辞退届を提出して、入学を辞退するときは学費を返

還する。 

（学費） 

第38条 学生は、各学年の学費を指定の期限までに納めなければならない。 

(1) 文学部（教育学科及び書道学科を除く。）、外国語学部及び国際関係学部 

授業料 733,000円 

教育充実費 271,000円 

(2) 文学部教育学科 

授業料 733,000円 

教育充実費 295,000円 

(3) 文学部書道学科 

授業料 855,000円 

教育充実費 271,000円 

実習費 80,000円 

(4) 経済学部、法学部、経営学部及び社会学部 

授業料 713,000円 

教育充実費 271,000円 

(5) 環境創造学部 

授業料 733,000円 

教育充実費 246,000円 
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(6) スポーツ・健康科学部スポーツ科学科 

授業料 835,000円 

教育充実費 326,000円 

実習費 50,000円 

(7) スポーツ・健康科学部健康科学科 

授業料 995,000円 

教育充実費 326,000円 

実習費 250,000円 

(8) スポーツ・健康科学部看護学科 

授業料 1,000,000円 

教育充実費 350,000円 

実習費 350,000円 

２ 学費は、前学期と後学期に分けて、納めることができる。 

３ 学生が、学費の納入について、延期を願い出たときは、正当な事由がある場合に限

り、許可することができる。 

４ 学費の納入手続に関する事項は、別に定める。 

５ 納めた学費は、返還しない。ただし、学費を全納した学生が前期中に退学した場合又

は学費を納めた学生が休学する場合に限り、それぞれ後期分の学費又はすでに納めた休

学期間中の学費を返還することができる。 

６ 休学を許可され又は休学を命じられた学生は、休学在籍料として年額120,000円（月

額10,000円）を納めるものとし、学費（授業料、教育充実費及び実習費）の納入は免除

する。ただし、兵役を理由に休学を許可された者については、休学在籍料及び学費の納

入を免除する。 

７ 削除 

８ 外国人留学生のうち、本学との協定にもとづき学費を免除される者のほか、これに準

ずる者についても学長の許可を得て学費を免除することができる。 

（教職課程等の資格課程履修料等） 

第38条の２ 第23条の２第１項各号に定める資格課程を履修する者は、別に定める資格課

程履修料等を納めなければならない。 

第８章 聴講生、科目等履修生、外国人留学生及び交流学生 

（聴講生） 
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第39条 本大学は、本大学の学生以外の者が特定の授業科目について聴講を願い出たとき

は、正規の学生の教育を妨げない場合に限り、聴講生として入学を許可することができ

る。 

２ 聴講生に関し必要な事項は、別に定める。 

（科目等履修生） 

第40条 本大学は、本大学の学生以外の者が１又は複数の授業科目について履修を願い出

たときは、正規の学生の教育を妨げない場合に限り、科目等履修生として入学を許可

し、単位を与えることができる。 

２ 科目等履修生に関し必要な事項は、別に定める。 

第41条 削除 

（外国人留学生） 

第42条 本大学は、外国人が、学校教育法施行規則第150条第１号又は第３号に該当し、

本大学に入学を願い出たときは、特別の審議を経て、入学を許可することができる。 

２ 前項の審議は、当該学部の教授会において行なう。 

３ 外国人留学生に関しては、前２項のほか、別に定める。 

（交流学生） 

第42条の２ 本大学は、本大学との協定にもとづき、他の大学又は短期大学（外国の大学

又は短期大学を含む。）の学生が本大学の授業科目を履修する場合は、交流学生として

受入れることができる。 

２ 交流学生の受入れに関し必要な事項は、別に定める。 

第９章 教職特別課程 

（教職特別課程） 

第43条 本大学に、教職特別課程を置く。 

２ 教職特別課程に関する事項は、別にこれを定める。 

第10章 履修証明プログラム 

（履修証明プログラム） 

第44条 本大学は、学校教育法第105条及び学校教育法施行規則第164条の規定に基づき履

修証明を行うプログラム（以下「履修証明プログラム」という。）を設けることができ

る。 

２ 履修証明プログラムの実施に関し必要な事項は別に定める。 

第11章 公開講座 
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（公開講座） 

第45条 本大学は、大学の教育研究を公開するため、公開講座を設けることができる。 

２ 公開講座は、学年ごとに、当該学部の教授会又は大学評議会の議を経て、学長が、こ

れを定める。 

第12章 保健及び厚生 

（保健室） 

第46条 本大学教職員・学生の保健のため、保健室を設け、次の事業を行なう。 

(1) 毎学年定期の健康診断 

(2) 健康相談 

(3) 疾病及び傷害の救急処置 

第13章 学生指導 

（学生指導） 

第47条 学生の福利厚生をはかり、かつ、自治的精神及び文化的活動を向上促進させる目

的をもつて、本大学に必要な委員会を置く。 

２ 委員会に関する事項は、別にこれを定める。 

第14章 賞罰 

（表彰） 

第48条 学業優秀または称賛にあたいする学生については、当該教授会の推薦に基づき、

学長が表彰する。 

（罰則） 

第49条 学長は、本学則並びにこれに基づいて定められた大東文化大学学生懲戒処分規程

及び大東文化大学定期試験における不正行為者の処分に関する規定に従い、学生を懲戒

処分に付することができる。 

２ 懲戒は訓告・停学及び退学の３種とする。 

３ 懲戒処分は、教授会の議を経て、学長がこれを行う。 

第50条 削除 

第51条 削除 

第15章 改正 

（学則の改廃） 

第52条 本学則の改廃は、学長の提案を受けて、理事会がこれを行う。 

附 則 
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本学則は、昭和37年４月１日から施行する。 

附 則（昭和39年４月１日） 

本学則は、昭和39年４月１日から施行する。 

附 則（昭和41年４月１日） 

本学則は、昭和41年４月１日から施行する。 

附 則（昭和43年４月１日） 

本学則は、昭和43年４月１日から施行する。 

附 則（昭和43年９月１日） 

本学則は、昭和43年９月１日から施行する。 

附 則（昭和45年３月23日） 

本学則は、昭和45年３月23日から施行する。 

附 則（昭和46年４月１日） 

本学則は、昭和46年４月１日から施行する。 

附 則（昭和47年４月１日） 

本学則は、昭和47年４月１日から施行する。 

附 則（昭和48年４月１日） 

本学則は、昭和48年４月１日から施行する。 

附 則（昭和50年４月１日） 

本学則は、昭和50年４月１日から施行する。 

附 則（昭和51年４月１日） 

本学則は、昭和51年４月１日から施行する。 

附 則（昭和52年４月１日） 

本学則は、昭和52年４月１日から施行する。 

附 則（昭和53年４月１日） 

１ 本学則は、昭和53年４月１日から施行する。但し、第11条の２、第11条の３、第11条

の５及び第11条の６の改正は昭和51年６月１日より適用する。 

２ 別表の改正は、昭和52年４月１日より適用する。但し、外国語学部専門教育科目の改

正は昭和53年４月１日より適用する。 

附 則（昭和53年６月１日） 

本学則は、昭和53年４月１日から施行する。 

附 則（昭和54年４月１日） 
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本学則は、昭和54年４月１日から施行する。 

附 則（昭和55年４月１日） 

本学則は、昭和55年４月１日から施行する。 

附 則（昭和56年４月１日） 

本学則は、昭和56年４月１日から施行する。 

附 則（昭和57年３月31日） 

１ 本学則は、昭和57年４月１日から施行する。 

２ 昭和58年度以後の入学金および授業料は、国家公務員給与に関する人事院勧告に示さ

れた対前年度改定率と同じく平均定期昇給率とを加算したものを、施設費は、首都圏標

準建築費の対前年度指数の変化率をそれぞれ基準として毎年度に定められた額とする。 

３ 本学則第38条の規定にかかわらず、昭和57年３月31日現在在学する者の授業料および

施設費は、入学当時の定められた額による。 

附 則（昭和57年６月８日） 

本学則は、昭和57年６月８日から施行する。 

附 則（昭和57年11月２日） 

本学則は、昭和58年４月１日から施行する。 

附 則（昭和57年12月24日） 

本学則は、昭和58年１月10日から施行する。 

附 則（昭和57年12月24日） 

１ 本学則は、昭和58年４月１日から施行する。 

２ 第12条第１項第２号の総学生定員は昭和58年度・昭和59年度・昭和60年度において

は、それぞれ次のとおり読み替えるものとする。 

総学生定員 

 昭和58年度 昭和59年度 昭和60年度 

文学部 2,280名 2,360名 2,440名 

日本文学科 1,000名 1,000名 1,000名 

中国文学科 450名 500名 550名 

英米文学科 430名 460名 490名 

教育学科 400名 400名 400名 

経済学部 2,250名 2,500名 2,750名 

経済学科 1,350名 1,500名 1,650名 
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経営学科 900名 1,000名 1,100名 

外国語学部 900名 1,000名 1,100名 

中国語学科 360名 400名 440名 

英語学科 540名 600名 660名 

法学部 800名 800名 800名 

法律学科 800名 800名 800名 

３ 第19条の３については昭和57年度入学生から適用する。 

４ 第18条第２号については昭和58年度生から適用する。 

附 則（昭和58年３月９日） 

１ 本学則は、昭和58年４月１日から施行する。 

２ 別表１中、専門教育科目の改正は、昭和58年度入学生から適用する。但し、一般教育

科目及び文学部日本文学科専門教育科目の改正は、昭和57年度入学生から適用する。 

附 則（昭和58年10月27日） 

本学則は、昭和59年４月１日から施行する。 

附 則（昭和59年５月31日） 

１ 本学則は、昭和60年４月１日から施行する。 

２ 第12条第１項第２号の総学生定員中、法学部の総学生定員は、昭和60年度・昭和61年

度・昭和62年度においては、それぞれ次のとおり読み替えるものとする。 

 昭和60年度 昭和61年度 昭和62年度 

法学部 850名 900名 950名 

法律学科 850名 900名 950名 

附 則（昭和59年12月５日） 

本学則は、昭和60年４月１日から施行する。 

附 則（昭和59年12月21日） 

本学則は、昭和60年４月１日から施行する。但し、第22条及び別表１の改正は昭和60年

度入学生から適用する。 

附 則（昭和60年12月25日） 

本学則は、昭和61年４月１日から施行する。但し、別表１の改正は昭和61年度入学生か

ら適用する。 

附 則（昭和61年３月７日） 

１ 本学則は、昭和61年４月１日から施行する。 
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２ 第12条第１項第２号の総学生定員中、国際関係学部の総学生定員は、昭和61年度・昭

和62年度・昭和63年度においては、それぞれ次のとおり読み替えるものとする。 

 昭和61年度 昭和62年度 昭和63年度 

国際関係学部 200名 400名 600名 

国際関係学科 100名 200名 300名 

国際文化学科 100名 200名 300名 

３ 第12条の規定にかかわらず、昭和61年度から平成11年度までの間の入学定員は、次の

とおりとする。 

学部・学科 入学定員 

文学部 630名 

日本文学科 250名 

中国文学科 150名 

英米文学科 130名 

教育学科 100名 

経済学部 1,000名 

経済学科 600名 

経営学科 400名 

外国語学部 450名 

中国語学科 180名 

英語学科 270名 

法学部 350名 

法律学科 350名 

国際関係学部 200名 

国際関係学科 100名 

国際文化学科 100名 

計 2,630名 

４ 別表１の改正は昭和61年度入学生から適用する。 

附 則（昭和61年３月27日） 

１ 本学則は、昭和61年４月１日から施行する。 

２ 本学則は、大学評議会の議を経て、理事会の決議により変更することができる。 

附 則（昭和61年５月28日） 
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本学則は、昭和61年５月28日から施行する。 

附 則（昭和61年７月30日） 

１ 本学則は、昭和62年４月１日から施行する。但し、第22条及び別表の改正は昭和62年

度入学生から適用する。 

２ 第８条の２の規定については、昭和61年７月30日から施行する。 

附 則（昭和61年12月17日） 

本学則は、昭和62年４月１日から施行する。 

附 則（昭和62年１月28日） 

本学則は、昭和62年４月１日から施行する。但し、別表１及び別表３の改正は昭和62年

度入学生から適用する。 

附 則（昭和62年11月25日） 

１ 本学則は、昭和63年４月１日から施行する。 

２ 昭和63年度入学金・授業料および施設費については、附則（昭和57年３月31日）第２

項の定めによらない。 

附 則（昭和62年12月23日） 

本学則は、昭和63年４月１日から施行する。 

附 則（昭和63年１月27日） 

本学則は、昭和63年４月１日から施行する。但し、別表１の改正は昭和63年度入学生か

ら適用する。 

附 則（昭和63年７月14日） 

本学則は、昭和63年７月14日から施行する。但し、別表１の改正は平成元年度入学生か

ら適用する。 

附 則（平成元年３月８日） 

１ 本学則は、平成元年４月１日から施行する。 

２ 平成元年度入学金・授業料および施設費については、附則（昭和57年３月31日）第２

項の定めによらない。 

３ 別表１及び別表３の改正は平成元年度入学生から適用する。 

附 則（平成元年10月25日） 

本学則は、平成２年４月１日から施行する。但し、別表１の改正は平成２年度入学生か

ら適用する。 

附 則（平成元年12月20日） 
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１ 本学則は、平成２年４月１日から施行する。 

２ 平成２年度入学金、授業料および施設費については、附則（昭和57年３月31日）第２

項の定めによらない。 

３ 平成２年度入学金、施設費および教育活動維持費の額には、消費税率100分の３を乗

じた額を含む。 

附 則（平成元年12月20日） 

１ 本学則は、平成２年４月１日から施行する。ただし、第38条第５項の規定について

は、平成元年４月１日に遡り適用する。 

２ 平成元年度内に留学した者で、第38条第５項に該当する者のうち、留学期間中の施設

費以外の学費を既に納めている者については、その納めた額を次年度の学費の一部に充

当する。 

附 則（平成元年12月20日） 

１ 本学則は、平成２年４月１日から施行する。但し、別表１の改正は平成２年度入学生

から適用する。 

附 則（平成元年12月22日） 

１ 本学則は、平成２年４月１日から施行する。 

２ 第12条第２号の総定員中、法学部法律学科及び政治学科の総定員は、平成２年度・平

成３年度・平成４年度においては、それぞれ次のとおり読み替えるものとする。 

 平成2年度 平成3年度 平成4年度 

法学部 1,000名 1,000名 1,000名 

法律学科 900名 800名 700名 

政治学科 100名 200名 300名 

３ 第12条第１号及び附則（昭和61年３月７日）第３項の規定にかかわらず、平成２年度

から平成11年度までの間の法学部の入学定員は、次のとおりとする。 

法学部 350名 

法律学科 250名 

政治学科 100名 

附 則（平成２年２月28日） 

本学則は、平成２年４月１日から施行する。但し、別表１の改正は平成２年度入学生か

ら適用する。 

附 則（平成２年３月26日） 
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本学則は、平成２年４月１日から施行する。但し、別表１及び別表３の改正は平成２年

度入学生から適用する。 

附 則（平成２年３月28日） 

本学則は、平成２年４月１日から施行する。 

附 則（平成２年３月28日） 

本学則は、平成３年４月１日から施行する。但し、国際関係学部にかかわる学則改正に

ついては平成３年度入学生から適用する。 

附 則（平成２年７月25日） 

１ 本学則は、平成３年４月１日から施行する。 

２ 別表１の改正は平成３年度入学生から適用する。 

附 則（平成２年10月31日） 

本学則は、平成３年４月１日から施行する。但し、別表１の改正は平成３年度入学生か

ら適用する。 

附 則（平成２年12月19日） 

１ 本学則は、平成３年４月１日から施行する。但し、第７条の２及び第11条の９の規定

は、平成２年11月１日から適用する。 

２ 平成３年度入学金、学費については、附則（昭和57年３月31日）第２項の定めによら

ない。 

附 則（平成２年12月21日） 

１ 本学則は、平成３年４月１日から施行する。 

２ 第12条第１号、附則（昭和61年３月７日）第３項及び附則（平成元年12月22日）第３

項の規定にかかわらず、平成３年度から平成11年度までの間の入学定員は、次のとおり

とする。 

学部・学科 入学定員 

文学部 650名 

日本文学科 250名 

中国文学科 150名 

英米文学科 130名 

教育学科 120名 

経済学部 1,000名 

経済学科 600名 
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経営学科 400名 

外国語学部 450名 

中国語学科 180名 

英語学科 270名 

法学部 500名 

法律学科 300名 

政治学科 200名 

国際関係学部 200名 

国際関係学科 100名 

国際文化学科 100名 

計 2,800名 

附 則（平成３年２月27日） 

１ 本学則は、平成３年４月１日から施行する。 

２ 別表１（教育学科専門教育科目）及び別表４の改正は、平成３年度入学生から適用す

る。 

３ 別表３及び別表６の改正は平成２年度入学生から適用する。 

附 則（平成３年２月27日） 

１ 本学則は、平成２年４月１日から適用する。 

附 則（平成３年10月30日） 

この学則は、平成３年10月30日から施行する。 

附 則（平成３年11月27日） 

１ 本学則は、平成４年４月１日から施行する。 

２ 平成４年度入学金及び学費については附則（昭和57年３月31日）第２項の定めによら

ない。 

附 則（平成３年12月20日） 

１ 本学則は、平成４年４月１日から施行する。 

２ 附則（平成２年12月21日）第２項の規定にかかわらず、平成４年度から平成11年度ま

での間の入学定員は、次のとおりとする。 

学部・学科 入学定員 

文学部 650名 

略 略 
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経済学部 1,000名 

略 略 

外国語学部 500名 

中国語学科 200名 

英語学科 300名 

法学部 500名 

略 略 

国際関係学部 200名 

略 略 

計 2,850名 

附 則（平成４年１月29日） 

１ 本学則は、平成４年４月１日から施行する。 

２ 別表１（中国文学科専門教育科目・教育学科専門教育科目）の改正は、平成４年度入

学生から適用する。 

附 則（平成４年２月26日） 

１ 本学則は、平成４年４月１日から施行する。 

２ 日本文学科の卒業要件及び専門教育科目の改正は、平成４年度入学生から適用する。 

附 則（平成４年６月24日） 

この学則は、平成４年９月１日から施行する。 

附 則（平成４年９月28日） 

本学則は、平成５年４月１日から施行する。 

附 則（平成４年10月28日） 

１ 本学則は、平成５年４月１日から施行する。 

２ 平成５年度入学金及び学費については附則（昭和57年３月31日）第２項の定めによら

ない。 

附 則（平成４年12月21日） 

１ 本学則は、平成５年４月１日から施行する。 

２ 第12条第２号の総定員中、外国語学部中国語学科、英語学科及び日本語学科の総定員

は、平成５年度、平成６年度、平成７年度においては、それぞれ次のとおり読み替える

ものとする。 

 平成5年度 平成6年度 平成7年度 
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外国語学部 1,200名 1,200名 1,200名 

中国語学科 460名 440名 420名 

英語学科 690名 660名 630名 

日本語学科 50名 100名 150名 

３ 第12条第１号及び附則（平成３年12月20日）第２項の規定にかかわらず、平成５年度

から平成11年度までの間の外国語学部の入学定員は、次のとおりとする。 

外国語学部 500名 

中国語学科 180名 

英語学科 270名 

日本語学科 50名 

附 則（平成４年12月22日） 

１ 本学則は、平成５年４月１日から施行する。 

２ 別表１（日本文学科専門教育科目）の改正は平成５年度入学生から適用する。 

附 則（平成５年１月27日） 

１ 本学則は、平成５年４月１日から施行する。 

２ 教育学科の卒業要件及び専門教育科目の改正は、平成５年度入学生から適用する。 

附 則（平成５年３月17日） 

１ 本学則は、平成５年４月１日から施行する。 

２ 別表１（日本文学科専門教育科目）の改正は平成５年度入学生から適用する。 

附 則（平成５年３月30日） 

本学則は、平成５年４月１日から施行し、改正後の第25条の規定は、平成３年11月14日

から適用する。 

附 則（平成５年４月28日） 

本学則は、平成５年４月28日から施行し、改正後の第11条の25第２号の規定は、平成５

年４月１日から適用する。 

附 則（平成５年９月29日） 

１ 本学則は、平成６年４月１日から施行する。 

２ 平成６年度入学金及び学費については附則（昭和57年３月31日）第２項の定めによら

ない。 

附 則（平成５年10月27日） 

１ 本学則は、平成６年４月１日から施行する。 
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２ 改正前の学則第41条第３項の規定は、平成６年４月１日前に本大学に聴講生として在

学した者について、これを適用する。 

附 則（平成６年３月２日） 

１ 本学則は、平成６年４月１日から施行する。 

２ 別表１（英語学科専門教育科目）の改正は平成６年度入学生から適用する。 

附 則（平成６年３月９日） 

１ 本学則は、平成６年４月１日から施行する。 

２ 別表１（日本語学科専門教育科目）、別表３（日本語学科教職専門科目）及び別表６

（日本語学科において取得できる免許状の種類）の改正は、平成５年度入学生から適用

する。 

附 則（平成６年７月20日） 

本学則は、平成６年９月１日から施行する。 

附 則（平成６年７月20日） 

本学則は、平成６年10月１日から施行する。 

附 則（平成６年10月26日） 

１ 本学則は、平成７年４月１日から施行する。 

２ 別表１（国際関係学部専門教育科目）の改正は平成７年度入学生から適用する。 

附 則（平成７年３月１日） 

１ 本学則は、平成７年４月１日から施行する。 

２ 次の各号に掲げる規定は、それぞれ当該各号に定める日から適用する。 

(1) 改正後の第27条及び第37条の規定 

平成７年度入学を許可された日 

(2) 改正後の第38条の規定 

平成７年度学費納入期間の初日 

３ 附則（昭和57年３月31日）第２項の定めにかかわらず、平成７年度入学金及び学費に

ついては、別に定める。 

附 則（平成７年３月１日） 

１ 本学則は、平成７年４月１日より施行する。 

２ 改正後の第５章第１節第17条ただし書並びに同章第３節及び第５節各条の規定は、平

成７年度入学生から適用する。 

附 則（平成７年３月29日） 
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本学則は、平成７年４月１日から施行する。 

附 則（平成７年11月29日） 

１ 本学則は、平成８年４月１日から施行する。 

２ 附則（昭和57年３月31日）第２項の定めにかかわらず、平成８年度入学金及び学費に

ついては、別に定める。 

附 則（平成８年２月28日） 

１ 本学則は、平成８年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第５章第２節各条（第23条の４第７号の規定を除く。）、第３節第23条の７

第５号、第６号、第７号、第４節各条（第23条の10第１号(8)及び第２号(7)の規定を除

く。）、第５節第23条の13第５号、第６号、第７号及び第６節各条（第23条の16第６号

の規定を除く。）の規定は、平成８年度入学生から適用する。ただし、第５章第５節第

23条の14第４項の規定は、平成７年度入学生から適用する。 

３ 経済学部又は法学部に平成７年度前に入学した学生及び文学部、外国語学部又は国際

関係学部に平成８年度前に入学した学生の進級については、なお旧学則第16条第２項の

規定により、別に定めるところによる。 

附 則（平成８年３月27日） 

本学則は、平成８年４月１日から施行する。 

附 則（平成８年11月27日） 

１ 本学則は、平成９年４月１日から施行する。 

２ 附則（昭和57年３月31日）第２項の定めにかかわらず、平成９年度入学金及び学費に

ついては、別に定める。 

附 則（平成８年12月18日） 

１ 本学則は、平成９年４月１日から施行する。 

２ 改正後の外国語学部日本語学科に係る第５章第４節各条（第23条の10第４号、第５

号、第６号、第７号及び第８号並びに第23条の11第１項第４号、第５号、第６号、第７

号、第８号及び第３項の規定を除く。）の規定は、平成９年度入学生から適用する。 

３ 改正後の外国語学部中国語学科及び英語学科に係る第23条の11第５項の規定は、平成

９年度入学生から適用する。 

４ 外国語学部日本語学科に平成９年度前に入学した学生の進級については、なお旧学則

第16条第２項の規定により、別に定めるところによる。 

附 則（平成９年２月26日） 
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本学則は、平成９年４月１日から施行する。ただし、改正後の第５章第６節第23条の16

第４号及び第５号の規定は、平成８年度入学生から適用する。 

附 則（平成９年３月26日） 

本学則は、平成９年４月１日から施行する。 

附 則（平成９年10月29日） 

１ 本学則は、平成10年４月１日から施行する。 

２ 附則（昭和57年３月31日）第２項の定めにかかわらず、平成10年度入学金及び学費に

ついては、別に定める。 

附 則（平成10年２月17日） 

本学則は、平成10年４月１日から施行する。但し、教育学科の専門教育科目の改正は、

平成８年度入学生から適用する。 

附 則（平成10年２月25日） 

本学則は、平成10年４月１日から施行する。ただし、改正後の第５章第５節第23条の14

第５項の規定は、平成７年度入学生から適用する。 

附 則（平成10年７月29日） 

本学則は、平成11年４月１日から施行する。ただし、改正後の第５章第５節第23条の13

第２号の規定は、平成８年度入学生から適用する。 

附 則（平成10年10月７日） 

本学則は、平成11年４月１日から施行する。ただし、第36条の改正は、平成11年度入学

試験受験者から適用する。 

附 則（平成10年10月28日） 

本学則は、平成10年11月９日から施行する。 

附 則（平成10年11月25日） 

１ 本学則は、平成11年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第５章第５節第23条の13第１号の規定は、平成11年度入学生から適用する。

ただし、第５章第５節第23条の13第２号の規定は、平成９年度入学生から適用する。 

附 則（平成11年２月24日） 

１ 本学則は、平成11年４月１日から施行する。 

２ 学費の変更があつたときは、学生は、その変更された額の学費を納入するものとす

る。 

３ 従前の附則（昭和57年３月31日）第２項及び第３項は、平成11年３月31日をもつて廃
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止する。 

附 則（平成11年３月17日） 

１ 本学則は、平成11年４月１日から施行する。 

２ 改正後の教育学科の専門教育科目に係る第23条の４の規定は、平成８年度入学生から

適用する。 

３ 平成10年度以前に入学した学生で、改正前の第38条第７項の規定の適用を受けている

学生は、なお従前の例によるものとする。 

附 則（平成11年６月23日） 

本学則は、平成12年４月１日から施行する。ただし、改正後の第23条の４第２号は、平

成12年度入学生から適用する。 

附 則（平成11年７月21日） 

本学則は、平成12年４月１日から施行する。ただし、教育学科の専門教育科目の改正

は、平成10年度入学生から適用する。 

附 則（平成11年９月22日） 

本学則は、平成12年４月１日から施行する。 

附 則（平成11年10月22日） 

１ 本学則は、平成12年４月１日から施行する。 

２ 第12条第２号の総学生定員中、文学部書道学科は、平成12年度、平成13年度及び平成

14年度においては、それぞれ次のとおり読み替えるものとする。 

 平成12年度 平成13年度 平成14年度 

文学部 2,570名 2,620名 2,670名 

書道学科 50名 100名 150名 

附 則（平成11年11月24日） 

１ 本学則は、平成12年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の４、第23条の５、第23条の16及び第23条の17の規定は、平成12年

度入学生から適用する。 

附 則（平成11年12月22日） 

１ 本学則は、平成12年４月１日から施行する。 

２ 改正前の第２条第１項第２号の経済学部経営学科については、平成12年度から学生募

集を停止し、平成12年３月31日に当該学科に在学する者の卒業を待つて廃止する。 

３ 第12条第１号の毎年入学定員中、文学部教育学科、外国語学部中国語学科・英語学
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科、法学部法律学科・政治学科、経営学部経営学科は、平成12年度、平成13年度、平成

14年度及び平成15年度においては、それぞれ次のとおり読み替えるものとする。 

 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 

文学部 698名 696名 694名 692名 

教育学科 118名 116名 114名 112名 

外国語学部 430名 410名 390名 370名 

中国語学科 152名 144名 136名 128名 

英語学科 228名 216名 204名 192名 

法学部 475名 450名 425名 400名 

法律学科 285名 270名 255名 240名 

政治学科 190名 180名 170名 160名 

経営学部 390名 380名 370名 360名 

経営学科 240名 230名 220名 210名 

４ 第12条第１号の毎年入学定員中、経済学部経済学科は、平成12年度、平成13年度、平

成14年度、平成15年度及び平成16年度においては、それぞれ次のとおり読み替えるもの

とする。 

 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 

経済学部 585名 570名 555名 540名 525名 

経済学科 585名 570名 555名 540名 525名 

５ 第12条第２号の総学生定員中、文学部教育学科・書道学科、経済学部経済学科・経営

学科、外国語学部中国語学科・英語学科、法学部法律学科・政治学科、経営学部経営学

科・企業システム学科は、平成12年度、平成13年度、平成14年度、平成15年度、平成

16年度、平成17年度、平成18年度及び平成19年度においては、それぞれ次のとおり読み

替えるものとする。 

 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 

文学部 2,648名 2,694名 2,738名 2,780名 

教育学科 478名 474名 468名 460名 

書道学科 50名 100名 150名 200名 

経済学部 3,585名 3,155名 2,710名 2,250名 

経済学科 2,385名 2,355名 2,310名 2,250名 

経営学科 1,200名 800名 400名 0名 
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外国語学部 1,930名 1,840名 1,760名 1,600名 

中国語学科 692名 656名 612名 560名 

英語学科 1,038名 984名 948名 840名 

法学部 1,975名 1,925名 1,850名 1,750名 

法律学科 1,185名 1,155名 1,110名 1,050名 

政治学科 790名 770名 740名 700名 

経営学部 390名 770名 1,140名 1,500名 

経営学科 240名 470名 690名 900名 

企業システム学

科 

150名 300名 450名 600名 

 

 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 

文学部 2,772名 2,766名 2,762名 2,760名 

教育学科 452名 446名 442名 440名 

書道学科 200名 200名 200名 200名 

経済学部 2,190名 2,145名 2,115名 2,100名 

経済学科 2,190名 2,145名 2,115名 2,100名 

経営学科 0名 0名 0名 0名 

外国語学部 1,520名 1,460名 1,420名 1,400名 

中国語学科 528名 504名 488名 480名 

英語学科 792名 756名 732名 720名 

法学部 1,650名 1,575名 1,525名 1,500名 

法律学科 990名 945名 915名 900名 

政治学科 660名 630名 610名 600名 

経営学部 1,460名 1,430名 1,410名 1,400名 

経営学科 860名 830名 810名 800名 

企業システム学科 600名 600名 600名 600名 

附 則（平成11年12月22日） 

本学則は、平成12年４月１日から施行する。ただし、本改正は平成12年度入学生から適

用する。 

附 則（平成12年１月26日） 

-学則-401-



 

１ 本学則は、平成12年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の13第１号の規定は、平成12年度入学生から適用する。 

附 則（平成12年２月23日） 

１ 本学則は、平成12年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の５第３項、第23条の８第３項、第23条の11第３項、第23条の14第

３項及び第23条の17第３項の規定は、平成12年度入学生から適用する。 

３ 改正後の第34条の規定は、平成４年度以後に入学した者について適用する。 

附 則（平成12年３月21日） 

１ 本学則は、平成12年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の２、第23条の４第４号、第23条の７第５号、第23条の10第５号、

第23条の13第５号、第23条の16第４号及び第23条の19第５号は、平成12年度入学生か

ら適用する。 

附 則（平成12年３月29日） 

本学則は、平成12年４月１日から施行する。 

附 則（平成12年５月24日） 

本学則は、平成13年４月１日から施行する。 

附 則（平成12年７月26日） 

本学則は、平成12年９月１日から施行する。 

附 則（平成12年10月26日） 

１ 本学則は、平成13年４月１日から施行する。 

２ 改正前の第２条第１項第２号の経済学部経済学科については、平成13年３月31日に当

該学科に在学する者は、なお従前のとおりとする。 

３ 第12条第１号の毎年入学定員中、経済学部は、附則（平成11年12月22日）第４項の定

めにかかわらず平成13年度、平成14年度、平成15年度及び平成16年度においては、それ

ぞれ次のとおり読み替えるものとする。 

 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 

経済学部 570名 555名 540名 525名 

社会経済学科 410名 395名 380名 365名 

現代経済学科 160名 160名 160名 160名 

４ 第12条第２号の総学生定員中、経済学部は、附則（平成11年12月22日）第５項の定め

にかかわらず平成13年度、平成14年度、平成15年度、平成16年度、平成17年度、平成
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18年度及び平成19年度においては、それぞれ次のとおり読み替えるものとする。 

 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 

経済学部 3,155名 2,710名 2,250名 2,190名 

経済学科 1,785名 1,185名 585名 0名 

経営学科 800名 400名 0名 0名 

社会経済学科 410名 805名 1,185名 1,550名 

現代経済学科 160名 320名 480名 640名 

 

 平成17年度 平成18年度 平成19年度 

経済学部 2,145名 2,115名 2,100名 

経済学科 0名 0名 0名 

経営学科 0名 0名 0名 

社会経済学科 1,505名 1,475名 1,460名 

現代経済学科 640名 640名 640名 

附 則（平成12年11月29日） 

１ 本学則は、平成12年12月11日から施行する。 

２ 改正後の第23条の10第２号の規定は、平成９年度入学生から適用する。 

附 則（平成12年11月29日） 

１ 本学則は、平成13年４月１日から施行し、平成13年度入学生から適用する。 

２ 改正後の第23条の４第１号、第23条の５第１項第１号及び第23条の16第２号の規定

は、平成12年度入学生から適用する。 

３ 改正後の第23条の４第４号、第23条の10第５号、第23条の13第５号、第23条の16第

４号及び第23条の19第５号の授業科目「教育相談」については、平成12年度入学生から

適用する。 

附 則（平成12年12月21日） 

１ 本学則は、平成13年４月１日から施行する。 

２ 第12条第１号の毎年入学定員中、経済学部は、附則（平成12年10月26日）第３項の定

めにかかわらず平成13年度、平成14年度、平成15年度及び平成16年度においては、それ

ぞれ次のとおり読み替えるものとする。 

 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 

経済学部 405名 390名 375名 360名 
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社会経済学科 245名 230名 215名 200名 

現代経済学科 160名 160名 160名 160名 

３ 第12条第２号の総学生定員中、経済学部は、附則（平成12年10月26日）第４項の定め

にかかわらず平成13年度、平成14年度、平成15年度、平成16年度、平成17年度、平成

18年度及び平成19年度においては、それぞれ次のとおり読み替えるものとする。 

 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 

経済学部 2,990名 2,380名 1,755名 1,530名 

経済学科 1,785名 1,185名 585名 0名 

経営学科 800名 400名 0名 0名 

社会経済学科 245名 475名 690名 890名 

現代経済学科 160名 320名 480名 640名 

 

 平成17年度 平成18年度 平成19年度 

経済学部 1,485名 1,455名 1,440名 

経済学科 0名 0名 0名 

経営学科 0名 0名 0名 

社会経済学科 845名 815名 800名 

現代経済学科 640名 640名 640名 

４ 第12条第２号の総学生定員中、環境創造学部環境創造学科は、平成13年度、平成14年

度、平成15年度及び平成16年度においては、それぞれ次のとおり読み替えるものとす

る。 

 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 

環境創造学部 165名 330名 495名 660名 

環境創造学科 165名 330名 495名 660名 

附 則（平成12年12月21日） 

１ 本学則は、平成13年４月１日から施行し、平成13年度入学生から適用する。 

２ 改正後の第23条の７第５号及び第23条の19第５号の授業科目「教育相談」について

は、平成12年度入学生（経済学科入学生を含む。）から適用する。 

３ 改正前の第23条の２経営学部企業システム学科「高等学校教諭一種（商業）」につい

ては、同学科の平成12年度入学生が卒業するまでは存続するものとする。 

附 則（平成13年１月31日） 
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１ 本学則は、平成13年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の10、第23条の11及び第23条の16の規定は、平成13年度入学生から

適用する。 

附 則（平成13年２月28日） 

１ 本学則は、平成13年４月１日から施行する。 

２ 本学則の施行の際、改正前の第11条の23第１項第５号による大学評議会委員の任期

は、第２項の定めにかかわらず、平成13年３月31日までとする。 

附 則（平成13年３月21日） 

１ 本学則は、平成14年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の12、第23条の13及び第23条の14の規定は、平成14年度入学生から

適用する。 

附 則（平成13年６月28日） 

１ 本学則は、平成14年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の13の規定は、平成14年度入学生から適用する。 

附 則（平成13年６月28日） 

本学則は、平成13年６月28日から施行する。 

附 則（平成13年10月31日） 

１ 本学則は、平成14年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の５の規定は、平成14年度入学生から適用する。 

附 則（平成13年11月28日） 

本学則は、平成13年12月17日から施行する。 

附 則（平成14年６月19日） 

１ 本学則は、平成14年８月１日から施行する。 

２ 改正後の第36条の規定は、平成15年度志願者から適用する。 

附 則（平成14年12月18日） 

１ 本学則は、平成15年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の４、第23条の７、第23条の10、第23条の13、第23条の16、第23条

の19及び第23条の22の規定は、平成15年度入学生から適用する。 

附 則（平成15年２月26日） 

１ 本学則は、平成15年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の４及び第23条の５の規定は、平成15年度入学生から適用する。 
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附 則（平成15年３月19日） 

１ 本学則は、平成15年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の11の規定は、平成15年度入学生から適用する。 

附 則（平成15年５月21日） 

本学則は、平成15年６月１日から施行する。 

附 則（平成15年７月30日） 

１ 本学則は、平成16年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の４第２号及び第６号、第23条の７第７号、第23条の10第７号、第

23条の13第７号、第23条の16第６号、第23条の19第７号並びに第23条の22第６号の規

定は、平成16年度入学生から適用する。 

附 則（平成15年９月24日） 

１ 本学則は、平成16年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の13第２号の授業科目「情報論A」及び「情報論B」については、平

成14年度入学生から適用する。 

附 則（平成15年10月29日） 

１ 本学則は、平成16年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の８第４項及び第５項、第23条の16第１号及び第２号並びに第23条の

17第１項の規定は、平成16年度入学生から適用する。 

附 則（平成15年12月17日） 

１ 本学則は、平成16年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の４第４号の授業科目「特別教育実習」については、平成13年度入学

生から適用する。 

附 則（平成16年２月25日） 

１ 本学則は、平成16年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の４、第23条の５及び第23条の16の規定は、平成16年度入学生から

適用する。 

附 則（平成16年５月26日） 

１ 本学則は、平成17年４月１日から施行する。 

２ 改正前の第２条第１号の文学部中国文学科については、平成17年３月31日に当該学科

に在学する者は、なお従前のとおりとする。 

３ 第12条第２号の総学生定員中、文学部日本文学科、中国文学科及び中国学科は、平成
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17年度、平成18年度、平成19年度及び平成20年度においては、それぞれ次のとおり読み

替えるものとする。 

 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 

文学部 2,616名 2,462名 2,310名 2,160名 

日本文学科 900名 800名 700名 600名 

中国文学科 450名 300名 150名 0名 

中国学科 100名 200名 300名 400名 

附 則（平成16年６月30日） 

１ 本学則は、平成17年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の４及び第23条の５の規定は、平成17年度入学生から適用する。 

附 則（平成16年７月28日） 

１ 本学則は、平成17年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の４及び第23条の５の規定は、平成17年度入学生から適用する。ただ

し、第23条の４第２号日本文学科及び書道学科の授業科目「漢字作品制作研究」「仮名

作品制作研究」の単位については平成16年度入学生から適用する。 

附 則（平成16年10月27日） 

１ 本学則は、平成17年４月１日から施行する。 

２ 第12条第２号の総学生定員中、外国語学部英語学科は、平成17年度、平成18年度、平

成19年度及び平成20年度においては、それぞれ次のとおり読み替えるものとする。 

 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 

外国語学部 1,450名 1,500名 1,550名 1,600名 

英語学科 770名 820名 870名 920名 

３ 改正後の第23条の21、第23条の22及び第23条の23の規定は、平成17年度入学生から

適用する。 

附 則（平成16年11月30日） 

１ 本学則は、平成17年４月１日から施行する。 

２ 第12条第２号の総学生定員中、スポーツ・健康科学部は、平成17年度、平成18年度、

平成19年度及び平成20年度においては、それぞれ次のとおり読み替えるものとする。 

 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 

スポーツ・健康科学

部 

200名 400名 600名 800名 
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スポーツ科学科 100名 200名 300名 400名 

健康科学科 100名 200名 300名 400名 

附 則（平成16年12月22日） 

本学則は、平成17年４月１日から施行する。 

附 則（平成17年１月26日） 

本学則は、平成17年４月１日から施行する。 

附 則（平成17年３月23日） 

本学則は、平成17年４月１日から施行する。 

附 則（平成17年３月29日） 

本学則は、平成17年４月１日から施行する。 

附 則（平成17年６月29日） 

１ 本学則は、平成18年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の10及び第23条の11の規定は、平成18年度入学生から適用する。 

附 則（平成17年10月26日） 

１ 本学則は、平成18年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の21、第23条の22及び第23条の23の規定は、平成18年度入学生から

適用する。 

附 則（平成17年11月30日） 

１ 本学則は、平成18年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の３から第23条の20まで及び第23条の24から第23条の26までの規定

は、平成18年度入学生から適用する。 

附 則（平成17年12月21日） 

１ 本学則は、平成18年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の13第１号、第２号及び第４号、第23条の14第１項第２号及び第４号

並びに第５項並びに第23条の16第２号の規定は、平成17年度入学生から適用する。 

附 則（平成18年３月13日） 

１ 本学則は、平成18年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の２、第23条の21第６号及び第７号、第23条の22第４号３．教職資

格専門科目、第６号及び第７号並びに第23条の23第６号及び第７号の規定は、平成17年

度入学生から適用する。 

附 則（平成18年３月23日） 
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本学則は、平成18年４月１日から施行する。 

附 則（平成18年11月29日） 

１ 本学則は、平成19年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の22第３号の規定は、平成18年度入学生から適用する。 

３ 改正後の第23条の12第４項第２号、第23条の13第１号及び第２号、第23条の14第１

項及び第２項、第23条の24第１項第７号、第23条の25第７号、第23条の26第１項第７

号並びに第38条の２の規定は、平成19年度入学生から適用する。 

４ 改正後の第23条の14第２項の規定は、平成19年度以前の法律学科入学者で改正前の第

23条の14第２項に規定する進級要件を満たさない者にも適用することができる。 

附 則（平成19年１月31日） 

１ 本学則は、平成19年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の14第４項の規定は、平成19年度入学生から適用する。 

附 則（平成19年２月28日） 

１ 本学則は、平成19年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の13第４号及び第23条の14第１項第４号の規定は、平成19年度入学

生から適用する。 

３ 経済学部経営学科は、平成19年３月31日をもつて廃止する。 

附 則（平成19年４月25日） 

本学則は、平成19年５月１日から施行する。 

附 則（平成19年５月23日） 

１ 本学則は、平成19年６月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の４第３号の摘要③の規定は、平成18年度入学生から適用する。 

附 則（平成19年７月25日） 

１ 本学則は、平成20年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の４第１号、第２号、第４号及び第６号、第23条の５第１項第２号、

第23条の７第５号及び第７号、第23条の10第５号及び第７号、第23条の13第５号及び

第７号、第23条の16第４号及び第６号、第23条の19第５号及び第７号、第23条の22第

６号及び第８号並びに第23条の25第６号の規定は、平成20年度入学生から適用する。 

附 則（平成20年１月30日） 

本学則は、平成20年４月１日から施行する。 

附 則（平成20年２月27日） 

-学則-409-



 

１ 本学則は、平成20年４月１日から施行する。 

２ 別科日本語研修課程は、平成20年３月31日をもつて廃止する。 

３ 大東文化大学別科日本語研修課程規程は、廃止する。 

４ 改正後の第23条の17第３項の規定は、平成20年度入学生から適用する。 

附 則（平成20年３月19日） 

１ 本学則は、平成20年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の24第１項第７号、第23条の25第７号及び第23条の26第１項第７号

の規定は、平成17年度入学生から適用する。 

附 則（平成20年６月25日） 

１ 本学則は、平成21年４月１日から施行する。 

２ 従前の「附則第２項（平成11年２月24日）」は、平成21年３月31日をもって廃止す

る。 

３ 改正後の第37条及び第38条の規定は、平成21年度入学生から適用する。 

附 則（平成20年11月26日） 

１ この学則は、平成21年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の４第１号及び第28条第１項の規定は、平成21年度入学生から適用す

る。 

附 則（平成20年12月17日） 

本学則は、平成21年１月１日から施行する。 

附 則（平成21年１月28日） 

本学則は、平成21年３月１日から施行する。 

附 則（平成21年１月28日） 

１ 本学則は、平成21年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の13第２号の規定は、平成21年度入学生から適用する。 

附 則（平成21年４月30日） 

１ 本学則は、平成22年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の10の規定は平成22年度入学生から適用する。 

附 則（平成21年７月29日） 

本学則は、平成21年９月１日から施行する。 

附 則（平成21年７月29日） 

１ 本学則は、平成22年４月１日から施行する。 
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２ 改正後の第23条の４第２号並びに第23条の５第１項第２号の規定は、平成22年度入学

生から適用する。 

附 則（平成21年７月29日） 

１ 本学則は、平成22年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の４第２号並びに第23条の５第１項第２号の規定は、平成22年度入学

生から適用する。 

附 則（平成21年７月29日） 

１ 本学則は、平成22年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の４第１号及び第２号並びに第23条の５第１項第１号及び第２号並び

に第４項の規定は、平成22年度入学生から適用する。 

附 則（平成21年７月29日） 

１ 本学則は、平成22年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の４第４号、第５号、第６号、第７号、第23条の５第４号、第23条の

７第５号、第６号、第７号、第８号、第23条の10第５号、第６号、第７号、第８号、第

23条の11第５号、第23条の13第５号、第６号、第７号、第８号、第23条の14第３項第

１号、第２号、第３号、第４号、第23条の16第４号、第５号、第６号、第７号、第23条

の16、第23条の19第５号、第６号、第７号、第８号、第23条の20第５号、第６号、第

７号、第８号、第23条の22第６号、第７号、第８号、第９号、第23条の23第６号、第７

号、第８号、第９号並びに第23条の25第５号、第６号及び第23条の26第５号、第６号の

規定は、平成22年度入学生から適用する。 

附 則（平成21年７月29日） 

本学則は、平成22年４月１日から施行する。 

附 則（平成21年10月28日） 

１ 本学則は、平成22年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の４第１号の規定は、平成22年度入学生から適用する。 

附 則（平成21年10月28日） 

１ 本学則は、平成22年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の10及び第23条の11の規定は平成22年度入学生から適用する。 

附 則（平成21年10月28日） 

１ 本学則は、平成22年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の14第２項の規定は、平成22年度入学生から適用する。 
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附 則（平成21年10月28日） 

１ 本学則は、平成22年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の16、第23条の17の規定は、平成22年度入学生から適用する。 

附 則（平成21年10月28日） 

１ 本学則は、平成22年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の25、第23条の26の規定は、平成22年度入学生から適用する。 

附 則（平成21年11月25日） 

１ 本学則は、平成22年４月１日から施行する。 

２ 第12条第２号の総学生定員中、文学部及び外国語学部は、平成22年度、平成23年度、

平成24年度及び平成25年度においては、それぞれ次のとおり読み替えるものとする。 

 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 

文学部 2,170名 2,180名 2,190名 2,200名 

日本文学科 600名 600名 600名 600名 

中国学科 400名 400名 400名 400名 

英米文学科 520名 520名 520名 520名 

教育学科 440名 440名 440名 440名 

書道学科 210名 220名 230名 240名 

 

 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 

外国語学部 1,590名 1,580名 1,570名 1,560名 

中国語学科 460名 440名 420名 400名 

英語学科 920名 920名 920名 920名 

日本語学科 210名 220名 230名 240名 

附 則（平成21年11月25日） 

１ 本学則は、平成22年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の19第２号および第23条の20第２号の規定は、平成22年度入学生か

ら適用する。 

附 則（平成22年１月25日） 

１ 本学則は、平成22年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第38条の２の規定は、平成22年度入学生から適用する。 

附 則（平成22年２月24日） 
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本学則は、平成22年４月１日から施行する。 

附 則（平成22年９月29日） 

１ 本学則は、平成23年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の５第１号及び第２号並びに第23条の６第１項第２号の規定は、平成

23年度入学生から適用する。 

附 則（平成22年11月24日） 

１ 本学則は平成23年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の４第４号、第５号、第６号、第７号及び第８号、第23条の５第１

号、第４号、第５号、第６号、第７号及び第８号、第23条の６第１号、第４号、第５

号、第６号、第７号及び第８号、第23条の６第２項及び第３項、第23条の８第４号、第

23条の９第４号、第23条の９第５項、第23条の11第４号、第23条の12第４号、第23条

の14第４号、第23条の15第４号、第23条の16第４号、第23条の17第２号、第４号、第

５号、第６号、第７号及び第８号、第23条の18第４号、第５号、第６号、第７号及び第

８号、第23条の18第３項、第23条の20第４号、第23条の21第４号、第23条の22第５

号、第23条の23第５号、第23条の26第４号並びに第23条の27第４号の規定は平成23年

度入学生から適用する。 

附 則（平成23年１月26日） 

本学則は、平成23年４月１日から施行する。 

附 則（平成23年１月26日） 

１ 本学則は、平成23年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第21条の規定は、平成23年度入学生から適用する。 

附 則（平成23年３月23日） 

本学則は、平成23年４月１日から施行する。 

附 則（平成23年７月27日） 

１ 本学則は、平成24年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の５第６号、第23条の８第６号、第23条の11第６号、第23条の14第

６号、第23条の17第６号、第23条の20第６号及び第23条の23第７号の規定は、平成24

年度入学生から適用する。 

附 則（平成23年７月27日） 

１ 本学則は、平成24年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の５第８号、第23条の８第８号、第23条の11第８号、第23条の14第
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８号、第23条の17第８号、第23条の20第８号及び第23条の23第９号の規定は、平成24

年度入学生から適用する。 

附 則（平成23年12月21日） 

本学則は、平成24年４月１日から施行する。 

附 則（平成24年９月26日） 

１ 本学則は、平成25年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の22、第23条の23及び第23条の24の規定は、平成25年度入学生から

適用する。 

附 則（平成24年11月28日） 

１ 本学則は、平成25年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の５第７号、第23条の８第７号、第23条の11第７号、第23条の14第

７号、第23条の17第７号、第23条の20第７号、第23条の23第８号及び第23条の26第６

号の社会教育主事課程関連科目「図書館概論」及び「図書館サービス概論」について

は、平成24年度入学生から適用する。 

附 則（平成25年１月30日） 

１ 本学則は、平成25年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第32条の２第２項については、平成25年４月１日に在籍する学生から適用す

る。 

附 則（平成25年２月28日） 

１ 本学則は、平成25年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の２第１項第５号、第23条の４第１項第９号、第23条の５並びに第23

条の６の規定は、平成25年度入学生から適用する。 

附 則（平成25年６月26日） 

本学則は、平成25年７月１日から施行する。 

附 則（平成25年11月27日） 

１ 本学則は、平成26年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の６第２項、第23条の９第３項、第23条の12第２項、第23条の15第

４項、第23条の18第２項、第23条の21第３項、第23条の24第２項及び第23条の27第２

項の規定は、平成26年度入学生から適用する。 

３ 附則（平成24年９月26日）第２項の定めにかかわらず、第23条の24第２項中４年次の

履修単位数の上限を定めた部分は、平成25年度入学生には適用しない。 
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附 則（平成26年１月29日） 

本学則は、平成26年４月１日から施行する。 

附 則（平成26年２月27日） 

１ 本学則は、平成26年４月１日から施行し、平成26年度入学生から適用する。 

附 則（平成26年３月19日） 

本学則は、平成26年４月１日から施行する。 

附 則（平成26年７月30日） 

１ 本学則は、平成27年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の13第４項、第23条の14第１号、第２号及び第３号並びに第23条の

15第１項、第２項及び第４項の規定は、平成27年度入学生から適用する。 

附 則（平成26年７月30日） 

１ 本学則は、平成27年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の17第１項第１号及び第２号、第23条の18第１項第１号、第２号及び

第４号並びに、第23条の18第２項及び第３項の規定は、平成27年度入学生から適用す

る。 

附 則（平成26年７月30日） 

１ 本学則は、平成27年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第37条及び第38条の規定は、平成27年度入学生から適用する。 

附 則（平成26年７月30日） 

本学則は、平成26年９月１日から施行する。 

附 則（平成26年10月29日） 

本学則は、平成27年４月１日から施行し、平成27年度入学生から適用する。 

附 則（平成26年11月26日） 

１ 本学則は、平成27年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の５第１項第２号、第23条の６第１項第２号及び第４項の規定は、平

成27年度入学生から適用する。 

附 則（平成26年11月26日） 

１ 本学則は、平成27年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の５第１項第２号の規定は、平成27年度入学生から適用する。 

附 則（平成27年１月28日） 

１ 本学則は、平成27年４月１日から施行する。 
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２ 改正後の第38条第５項及び第６項の規定は、平成27年４月１日以降の在学生から適用

する。 

附 則（平成27年２月25日） 

１ 本学則は、平成27年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第36条の規定は、平成28年度入学生から適用する。 

３ 改正後の第37条第１項第５号及び第38条第１項第５号の規定は、平成27年４月１日以

降の在学生から適用する。 

附 則（平成27年３月18日） 

本学則は、平成27年４月１日から施行する。 

附 則（平成27年４月22日） 

１ 本学則は、平成28年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第21条第３項及び第４項の規定は、平成28年度入学生から適用する。 

附 則（平成27年５月１日） 

１ 本学則は、平成28年４月１日から施行する。 

２ 改正前の第２条第１項第２号の経営学部企業システム学科については、平成28年度か

ら学生募集を停止し、平成28年３月31日に当該学科に在学する者の卒業を待つて廃止す

る。 

３ 第12条第２号の総学生定員中、経営学部経営学科及び企業システム学科は、平成28年

度、平成29年度、平成30年度及び平成31年度においては、それぞれ次のとおり読み替え

るものとする。 

 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 

経営学部 1,400名 1,400名 1,400名 1,400名 

経営学科 950名 1,100名 1,250名 1,400名 

企業システム学科 450名 300名 150名 0名 

附 則（平成27年７月29日） 

１ 本学則は、平成28年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の26第１項第２号の規定は、平成28年度入学生から適用する。 

附 則（平成27年７月29日） 

１ 本学則は、平成28年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の11の規定は、平成27年度入学生から適用する。 

附 則（平成27年９月30日） 
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本学則は、平成28年４月１日から施行する。 

附 則（平成27年11月25日） 

１ 本学則は、平成29年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の８、第23条の９第１項及び第４項の規定は、平成29年度入学生から

適用する。 

附 則（平成28年１月27日） 

本学則は、平成28年４月１日から施行する。 

附 則（平成28年３月24日） 

本学則は、平成28年４月１日より施行する。 

附 則（平成28年３月24日） 

１ 本学則は、平成29年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第２条、第２条の２第１号、第12条第１号及び第２号、第23条の３、第23条

の５第１号、第２号、第３号、第４号、第５号、第６号、第７号及び第８号、第23条の

６第１項第１号、第２号、第３号、第４号、第６号、第７号、第８号及び第４項の規定

は、平成29年度入学生から適用する。 

附 則（平成28年５月25日） 

本学則は、平成29年４月１日から施行し、平成29年度入学生から適用する。 

附 則（平成28年７月１日） 

１ 本学則は、平成29年４月１日から施行する。 

２ 第12条第２号の総学生定員中、文学部中国文学科・教育学科、経済学部社会経済学

科・現代経済学科、外国語学部中国語学科、経営学部経営学科及びスポーツ・健康科学

部スポーツ科学科は、平成29年度、平成30年度、平成31年度及び平成32年度において

は、それぞれ次のとおり読み替えるものとする。 

 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 

文学部 2,180名 2,160名 2,140名 2,120名 

中国文学科 370名 340名 310名 280名 

教育学科 450名 460名 470名 480名 

経済学部 1,450名 1,460名 1,470名 1,480名 

社会経済学科 805名 810名 815名 820名 

現代経済学科 645名 650名 655名 660名 

外国語学部 1,530名 1,500名 1,470名 1,440名 
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中国語学科 370名 340名 310名 280名 

経営学部 1,415名 1,430名 1,445名 1,460名 

経営学科 1,415名 1,430名 1,445名 1,460名 

スポーツ・健康科学

部 

825名 850名 875名 900名 

スポーツ科学科 425名 450名 475名 500名 

附 則（平成28年７月27日） 

１ 本学則は、平成29年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の５第２号の規定は、平成29年度入学生から適用する。 

附 則（平成28年12月21日） 

１ 本学則は、平成29年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の３、第23条の16第１項第５号及び第６号、第23条の17第５号及び

第６号、第23条の18第１項第５号及び第６号並びに、第23条の18第２項の規定は、平成

29年度入学生から適用する。 

附 則（平成29年１月25日） 

１ 本学則は、平成29年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の５第１号及び第２号、第23条の６第１項第１号の規定は、平成29年

度入学生から適用する。 

附 則（平成29年２月22日） 

１ 本学則は、平成29年４月１日から施行する。 

附 則（平成29年５月24日） 

本学則は、平成29年７月１日から施行する。 

附 則（平成29年６月28日） 

１ 本学則は、平成30年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の11第１号及び第２号、第23条の12第１項第１号、第２号、第３号及

び第５号の規定は、平成30年度入学生から適用する。 

附 則（平成29年７月26日） 

本学則は、平成29年９月１日から施行する。 

附 則（平成29年８月29日） 

１ 本学則は、平成30年４月１日から施行する。 

２ 改正前の第２条第７号の環境創造学部環境創造学科については、平成30年度から学生
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募集を停止し、平成30年３月31日に当該学科に在学する者の卒業を待つて廃止する。 

３ 第８条の３、第11条から第11条の10まで及び第11条の23の規定にかかわらず、学生

募集停止から廃止に至るまでの移行期間における環境創造学部の学部長、学科主任及び

東松山担当主任の選任、学部教授会の運営並びに大学評議会委員の選任に関する事項

は、別に定める。 

４ 第12条第２号の総学生定員中、文学部歴史文化学科、環境創造学部環境創造学科、ス

ポーツ・健康科学部看護学科及び社会学部社会学科は、平成30年度、平成31年度、平成

32年度及び平成33年度においては、それぞれ次のとおり読み替えるものとする。 

 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 

文学部 2,260名 2,340名 2,420名 2,520名 

歴史文化学科 100名 200名 300名 400名 

環境創造学部 495名 330名 165名 0名 

環境創造学科 495名 330名 165名 0名 

スポーツ・健康科学

部 

950名 1,075名 1,200名 1,300名 

看護学科 100名 200名 300名 400名 

社会学部 200名 400名 600名 800名 

社会学科 200名 400名 600名 800名 

附 則（平成29年10月25日） 

１ 本学則は、平成30年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の３、第23条の４第２項及び第３項、第23条の５、第23条の６、第

23条の８第５号、第23条の10第２項及び第３項、第23条の11、第23条の12第１号、第

２号、第３号、第４号及び第５号、第23条の14第５号、第６号及び第７号、第23条の17

第７号、第23条の19第２項及び第３項、第23条の20、第23条の21、第23条の26第８号

及び第９号、第23条の28第２項及び第３項、第23条の29の規定は、平成30年度入学生

から適用する。 

附 則（平成29年10月25日） 

１ 本学則は、平成30年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の４第１項、第23条の５、第23条の６第１項及び第３項、第23条の７

第１項、第23条の８、第23条の９第１項、第２項及び第３項、第23条の10第１項、第

23条の11、第23条の12第１項及び第３項、第23条の16第１項、第23条の17、第23条の

-学則-419-



 

18第１項及び第４項、第23条の19第１項、第23条の20、第23条の21第１項及び第５

項、第23条の25第１項、第23条の26、第23条の27第１項及び第４項の規定は、平成30

年度入学生から適用する。 

附 則（平成29年11月29日） 

本学則は、平成30年４月１日から施行する。 

附 則（平成29年11月29日） 

１ 本学則は、平成31年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の11第１号及び第２号、第23条の12第１項第１号及び第２号の規定

は、平成31年度入学生から適用する。 

附 則（平成29年11月29日） 

１ 本学則は、平成31年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の16第２項及び第３項、第23条の17第１号、第２号、第３号、第４

号、第６号、第７号、第８号及び第９号並びに第23条の18第１項第１号、第２号及び第

３号の規定は、平成31年度入学生から適用する。 

附 則（平成29年12月20日） 

１ 本学則は、平成30年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の21第３項の規定は、平成30年度入学生から適用する。 

附 則（平成30年１月31日） 

本学則は、平成30年４月１日から施行する。 

附 則（平成30年１月31日） 

１ 本学則は、平成30年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の５第１号、第５号、第７号及び第８号の規定は、平成30年度入学生

から適用する。 

附 則（平成30年１月31日） 

１ 本学則は、平成31年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の５第２号、第３号、第５号、第６号、第７号、第８号及び第９号、

第23条の６第１項第２号、第23条の11第３号及び第５号、第23条の20第３号及び第５

号、第23条の25第２項及び第３項、第23条の26、第23条の27第１項第３号、第６号及

び第７号の規定は、平成31年度入学生から適用する。 

附 則（平成30年２月28日） 

本学則は、平成30年４月１日から施行する。 
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附 則（平成30年２月28日） 

１ 本学則は、平成30年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の５第２号、第23条の８第２号、第23条の９第１項第２号、第３項及

び第４項、第23条の14第２号及び第５号及び第23条の15第２項の規定は、平成30年度

入学生から適用する。 

附 則（平成30年２月28日） 

１ 本学則は、平成31年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の３、第23条の７第２項及び第３項、第23条の８、第23条の９第１

項、第３項及び第４項、第23条の13第２項及び第３項、第23条の14並びに第23条の15

第１項の規定は、平成31年度入学生から適用する。 

附 則（平成30年７月４日） 

本学則は、平成31年４月１日より施行する。 

附 則（平成30年７月25日） 

１ 本学則は、平成31年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の５第９号の規定は、平成31年度入学生から適用する。 

附 則（平成30年９月26日） 

本学則は、平成30年10月１日から施行する。 

附 則（平成30年10月31日） 

１ 本学則は、平成31年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の28第１項、第23条の29第８号、第23条の30第１項、第２項及び第

３項の規定は、平成31年度入学生から適用する。 

附 則（平成30年10月31日） 

１ 本学則は、平成31年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の17第９号、第23条の18第１項第９号、第23条の26第15号、第23条

の27第１項第15号、第２項、第４項、第23条の29第８号及び第23条の30第１項第８号

の規定は、平成31年度入学生から適用する。 

附 則（平成30年12月19日） 

１ 本学則は、平成31年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の５第10号、第23条の６第１項第10号、第２項及び第３項の規定は、

平成31年度入学生から適用する。 

附 則（平成31年１月30日） 
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１ 本学則は、平成31年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の５第９号の規定は、平成31年度入学生から適用する。 

附 則（平成31年１月30日） 

本学則は、平成31年４月１日から施行する。 

附 則（平成31年２月27日） 

１ 本学則は、平成31年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の５第５号、第23条の８第５号、第23条の11第５号、第23条の14第

５号、第23条の20第５号及び第23条の26第８号の規定は、平成31年度入学生から適用

する。 

附 則（平成31年２月27日） 

１ 本学則は、平成31年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の29第３号の規定は、平成31年度入学生から適用する。 

附 則（平成31年２月27日） 

１ 本学則は、平成32年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の３、第23条の５第２号及び第23条の６第２号の規定は、平成32年度

入学生から適用する。 

附 則（令和元年５月29日） 

１ 本学則は、令和２年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第37条及び第38号の規定は、令和２年度入学生から適用する。 

附 則（令和元年７月31日） 

本学則は、令和２年４月１日から施行する。 

附 則（令和元年10月30日） 

１ 本学則は、令和２年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の５の規定は、令和２年度入学生から適用する。 

附 則（令和元年10月30日） 

１ 本学則は、令和２年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の５第１号及び第２号の規定は、令和２年度入学生から適用する。 

附 則（令和元年10月30日） 

１ 本学則は、令和２年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の５第２号の規定は、令和２年度入学生から適用する。 

附 則（令和元年10月30日） 

-学則-422-



 

１ 本学則は、令和２年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の２第１項第３号、第23条の４第１項第７号、第23条の５第６号、第

７号及び第８号、第23条の６第１項第７号、第23条の７第１項第７条、第23条の８第６

号、第７号及び第８号、第23条の９第１項第７号、第23条の10第１項第７号、第23条の

11第６号、第７号及び第８号、第23条の12第１項第７号、第23条の13第１項第７号、

第23条の14第６号、第７号及び第８号、第23条の15第３項第３号、第23条の16第１項

第７号、第23条の17第６号、第７号及び第８号、第23条の18第１項第７号、第23条の

19第１項第７号、第23条の20第６号、第７号及び第８号、第23条の21第１項第７号、

第23条の25第１項第９号、第23条の26第９号、第23条の27第１項第９号、第23条の28

第１項第６号、第23条の29第５号、第６号及び第７号並びに第23条の30第１項第６号の

規定は、令和２年度入学生から適用する。 

附 則（令和元年11月27日） 

１ 本学則は、令和３年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の19第５項第２号、第23条の20第１号、第２号、第23条の21第１項

第１号及び第２号の規定は、令和３年度入学生から適用する。 

附 則（令和２年１月29日） 

１ 本学則は、令和２年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の20第９号及び第23条の21第１項第９号の規定は、令和２年度入学生

から適用する。 

附 則（令和２年２月27日） 

１ 本学則は、令和２年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の11第２号、第４号及び第23条の12第１項第４号の規定は、平成27

年度入学生から適用する。 

附 則（令和２年２月27日） 

本学則は、令和２年４月１日から施行する。 

附 則（令和２年４月22日） 

１ 本学則は、令和２年５月１日から施行する。 

２ 改正後の第18条の２の規定は、令和２年度開講科目から適用する。 

附 則（令和２年７月22日） 

本学則は、令和２年10月１日から施行する。 

附 則（令和２年７月22日） 
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１ 本学則は、令和３年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の５第５号の規定は令和３年４月１日入学生から適用する。 

附 則（令和２年10月28日） 

１ 本学則は、令和２年９月21日から施行する。 

２ 改正後の第23条の５第５号、第23条の８第５号、第23条の11第５号、第23条の14第

５号、第23条の20第５号、第23条の23第５号並びに第23条の26第８号の規定は、令和

２年４月１日以降の在学生及び科目等履修生について当分の間適用する。 

３ 改正後の第23条の８第５号の規定は、平成30年度以前入学生については従前の教職職

課程関連科目（両学科共通）において、次のとおり読み替えるものとする。 

(5) 教職課程関連科目（両学科共通） 

授業科目 単位 必修単位 選択単位 自由単位 

（省略）     

教育実習（高校） 3  3 

教育実習A 1  1 

教育実習B 2  2 

教育実習C 2  2 

教育実習D 3  3 

介護等体験の研究 2  2 

４ 改正後の第23条の14第５号の規定は、平成29年度以前入学生については従前の教職職

課程関連科目（両学科共通）において、次のとおり読み替えるものとする。 

(5) 教職課程関連科目（両学科共通） 

授業科目 単位 必修単位 選択単位 自由単位 

（省略）     

教育実習（高校） 3  3 

教育実習A 1  1 

教育実習B 2  2 

教育実習C 2  2 

教育実習D 3  3 

介護等体験の研究 2  2 

５ 改正後の第23条の５第５号、第23条の８第５号、第23条の11第５号、第23条の14第
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５号、第23条の20第５号、並びに第23条の26第８号の授業科目「教育相談（カウンセリ

ングを含む）」は、平成29年度以前の入学生については「教育相談」と読み替えるもの

とする。 

附 則（令和３年２月24日） 

本学則は、令和４年４月１日から施行し、令和４年度入学生から適用する。 

附 則（令和３年３月17日） 

本学則は、令和４年４月１日から施行し、令和４年度入学生から適用する。 

附 則（令和３年７月７日） 

１ 本学則は、令和４年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の５第２号の規定は、令和４年度入学生から適用する。 

附 則（令和３年７月28日） 

１ 本学則は、令和３年９月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の11第１号の規定は、平成30年度入学生から適用する。 

３ 改正後の第23条の11第２号の規定は、平成31年度入学生から適用する。 

附 則（令和３年７月28日） 

１ 本学則は、令和３年９月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の６第１項第10号イ、第23条の９第１項第９号、第23条の12第１項

第９号、第23条の18第１項第９号イ、第23条の21第１項第９号イ、第23条の27第１項

第15号イ及び第23条の30第１項第８号イの規定は、令和２年度入学生から適用する。 

附 則（令和３年７月28日） 

１ 本学則は、令和４年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の26及び第23条の27は、令和４年度入学生から適用する。 

附 則（令和３年10月27日） 

１ 本学則は、令和４年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の29第２号、第３号、第４号及び第23条の30第１項第３号の規定は、

平成30年４月１日入学生から適用する。 

附 則（令和３年10月27日） 

１ 本学則は、令和４年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の11第８号、第23条の17第８号及び第23条の20第８号の規定は、平

成30年４月１日入学生から適用する。 

３ 改正後の第23条の８第８号及び第23条の14第８号の規定は、平成31年４月１日入学生
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から適用する。 

附 則（令和３年11月24日） 

１ 本学則は、令和５年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の17第１号及び第２号の規定は、令和５年度入学生から適用する。 

附 則（令和３年12月22日） 

１ 本学則は、令和４年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の５第２号の規定は、令和４年度入学生から適用する。 

附 則（令和３年12月22日） 

１ 本学則は、令和４年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の26第３号及び第12号は、令和４年度入学生から適用する。 

附 則（令和４年１月26日） 

１ 本学則は、令和４年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の26は、令和４年度入学生から適用する。 

附 則（令和４年１月26日） 

本学則は、令和４年４月１日から施行する。 

附 則（令和４年２月24日） 

本学則は、令和４年４月１日から施行する。 

附 則（令和４年２月24日） 

１ 本学則は、令和４年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の５第５号、第23条の８第５号、第23条の11第５号、第23条の14第

５号、第23条の20第５号並びに第23条の26第８号の規定は、令和２年４月１日以降の在

学生及び科目等履修生について当分の間適用する。 

３ 改正後の第23条の８第５号の規定は、平成30年度以前入学生については従前の教職職

課程関連科目（両学科共通）において、次のとおり読み替えるものとする。 

(5) 教職課程関連科目（両学科共通） 

授業科目 単位 必修単位 選択単位 自由単位 

（省略）     

教育実習1 1   1 

教育実習2（中学） 4   4 

教育実習2（高校） 2   2 

（省略）     
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４ 改正後の第23条の14第５号の規定は、平成29年度以前入学生については従前の教職職

課程関連科目（両学科共通）において、次のとおり読み替えるものとする。 

(5) 教職課程関連科目（両学科共通） 

授業科目 単位 必修単位 選択単位 自由単位 

（省略）     

教育実習1 1   1 

教育実習2（中学） 4   4 

教育実習2（高校） 2   2 

（省略）     

附 則（令和４年２月24日） 

本学則は、令和５年４月１日から施行する。 

附 則（令和４年３月16日） 

本学則は、令和４年４月１日から施行する。 

附 則（令和４年５月25日） 

１ 本学則は、令和４月７月１日から施行する。 

２ 経営学部企業システム学科は令和４年６月30日をもって廃止する。 

附 則（令和４年７月27日） 

１ 本学則は、令和５年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の５第２号及び第23条の６第２号の規定は、令和５年度入学生から適

用する。 

附 則（令和４年７月27日） 

１ 本学則は、令和５年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の５第２号、第３号、第９号、及び第23条の６第１号、第２号、第３

号、第４号の規定は、令和５年度入学生から適用する。 

附 則（令和４年７月27日） 

１ 本学則は、令和５年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の５第２号及び第23条の６第２号の規定は、令和５年度入学生から適

用する。 

附 則（令和４年10月26日） 

１ 本学則は、令和５年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の５第２号の規定は、令和５年度入学生から適用する。 
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附 則（令和４年10月26日） 

１ 本学則は、令和５年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の５第２号の規定は、令和５年度入学生から適用する。 

附 則（令和４年10月26日） 

１ 本学則は、令和５年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の11および第23条の12の規定は、令和５年度入学生から適用する。 

附 則（令和４年11月30日） 

１ 本学則は、令和５年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の11第２号、同条第９号及び第23条の12第１項第９号の規定は、令和

５年度入学生から適用する。 

附 則（令和４年12月21日） 

１ 本学則は、令和５年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の27第２項に定める各学科の履修単位数の上限のうち、スポーツ科学

科については同条第１項第16号及び第17号を、健康科学科については同条第１項第17号

を、看護学科については同条第１項第17号を、それぞれ従前の規定に加え、令和４年度

入学生から適用する。 

附 則（令和４年12月21日） 

１ 本学則は、令和５年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の５第５号、第23条の８第５号、第23条の11第５号、第23条の14第

５号並びに第23条の26第８号の規定は、令和５年度入学生から適用する。 

附 則（令和４年12月21日） 

１ 本学則は、令和６年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の25、第23条の26及び第23条の27の規定は、令和６年度入学生から

適用する。 

附 則（令和４年12月21日） 

１ 本学則は、令和６年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の５第３号、第23条の８第３号、第23条の11第３号、第23条の14第

３号、第23条の17第３号、第23条の20第３号、第23条の26第２号及び第６号、第23条

の29第３号の規定は、令和６年度入学者から適用する。 

 

附 則（令和５年１月25日） 
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１ 本学則は、令和６年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の25、第23条の26及び第23条の27の規定は、令和６年度入学生から

適用する。 

附則（令和 年 月 日） 

１ 本学則は、令和６年４月１日から施行する。 

２ 第12条第２号の総学生定員中、スポーツ・健康科学部スポーツ科学科は、令和６年

度、令和７年度、令和８年度及び令和９年度においては、それぞれ次のとおり読み替え

るものとする。 

 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

スポーツ・健康科学部 1,340名 1,380名 1,420名 1,460名 

スポーツ科学科 540名 580名 620名 660名 

附則（令和５年２月22日） 

１ 本学則は、令和６年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第23条の27は、令和６年度入学生から適用する。 
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 （２） 変更事項を記載した書類 
 

＜変更の事由＞ 

スポーツをとりまく現代社会の諸問題解決に貢献できるより多様な人材を養成すること

を目指し、スポーツ・健康科学部スポーツ科学科の教育課程を改正するとともに収容定員を

変更する。 

 

＜変更事項＞ 

１．スポーツ・健康科学部及びスポーツ科学科の学生定員（毎年入学定員・総学生定員）

に係る人数変更【第１２条（定員）、附則】 

２．（１１）障がい者スポーツ指導員の資格名称がパラスポーツ指導員に変更されること

に伴う、授業科目の区分等の変更【第２３条の２５（授業科目の区分等）】 

３．（１８）トレーナー系資格に関する科目（スポーツ科学科）、（１９）教員養成に関す

る科目（スポーツ科学科）を追加する【第２３条の２５（授業科目の区分等）】 

４．新カリキュラム立ち上げに伴う科目の追加・削除【第２３条の２６（授業科目の開設

等）】 

・基礎教育科目「情報科学」及び「応用情報科学」を廃止し、「スポーツ情報科学 A」

「スポーツ情報科学 B」を新設する。 

・講義科目として「スポーツデータサイエンス」、「スポーツとジェンダー」、「アダプテ

ッドスポーツ論」などの科目を新設する。 

・演習科目として「ストレングス&コンディショニング演習」、「ヘルスプロモーション

演習」、「ランニングサイエンス演習」、「アウトドアスキル演習」などの科目を新設す

る。 

・実技・コーチング科目としてスポーツフィールドワーク I〜IV 等を新設する。 

５．卒業要件の修得単位数の変更【第２３条の２７（履修方法、進級要件及び卒業要件）】 

６．本改正に係る施行日を記載【附則】 
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（３）変更部分の新旧対照表 

 

〇大東文化大学学則 

新 旧 

第１章～第２章（省略） 第１章～第２章（省略） 

第３章 学生の定員 第３章 学生の定員 

（定員） （定員） 

第12条 本大学の各学部及び各学科の学生定員は、次のとおりとする。 第12条 本大学の各学部及び各学科の学生定員は、次のとおりとする。 

（１） 毎年入学定員 （１） 毎年入学定員 

文学部～経営学部（省略） 文学部～経営学部（省略） 

スポーツ・健康科学部 365名 スポーツ・健康科学部 325名 

スポーツ科学科 165名 スポーツ科学科 125名 

健康科学科 100名 健康科学科 100名 

看護学科 100名 看護学科 100名 

社会学部（省略） 社会学部（省略） 

（２） 総学生定員 （２） 総学生定員 

文学部～経営学部（省略） 文学部～経営学部（省略） 

スポーツ・健康科学部 1,460名 スポーツ・健康科学部 1,300名 

スポーツ科学科 660名 スポーツ科学科 500名 

健康科学科 400名 健康科学科 400名 

看護学科 400名 看護学科 400名 

社会学部（省略）  社会学部（省略） 

第13条～第５章第８節（省略） 第13条～第５章第８節（省略） 
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第９節 スポーツ・健康科学部 第９節 スポーツ・健康科学部 

（授業科目の区分等） （授業科目の区分等） 

第23条の25 スポーツ・健康科学部が開設する授業科目の区分は、次の

とおりとする。 

第23条の25 スポーツ・健康科学部が開設する授業科目の区分は、次の

とおりとする。 

（１）～（10）（省略） （１）～（10）（省略） 

（11） パラスポーツ指導員に関する科目（スポーツ科学科） （11） 障がい者スポーツ指導員に関する科目（スポーツ科学科） 

（12）～（16）（省略） （12）～（16）（省略） 

（17） 保健師に関する科目（看護学科） （17） 保健師に関する科目（看護学科） 

（18） トレーナー系資格に関する科目（スポーツ科学科）  

（19） 教員養成に関する科目（スポーツ科学科）  

２～４（省略） ２～４（省略） 

（授業科目の開設等） （授業科目の開設等） 

第23条の26 開設する授業科目、単位数及び必修、選択必修、選択、自

由の別は、次のとおりとする。 

第23条の26 開設する授業科目、単位数及び必修、選択必修、選択、自

由の別は、次のとおりとする。 

（１） 基礎教育科目（スポーツ科学科・健康科学科） （１） 基礎教育科目（スポーツ科学科・健康科学科） 

スポーツ科学科 スポーツ科学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修

単位 

選択単位 自由単位 

（省略）      

フレッシュマンセミ

ナーB 

2 2    

スポーツ情報科学A 2 2    

スポーツ情報科学B 2 2    

スポーツ基礎教養 2 2    

スポーツキャリアセ 2 2    

授業科目 単位 必修単位 選択必修

単位 

選択単位 自由単位 

（省略）      

フレッシュマンセミ

ナーB 

2 2    

情報科学 2 2    

応用情報科学 2 2    

      

スポーツキャリアセ 2 2    
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ミナーA 

スポーツキャリアセ

ミナーB 

2 2    

コミュニケーション

英語A 

1   1  

コミュニケーション

英語B 

1   1  

      

（省略）      
 

ミナーA 

スポーツキャリアセ

ミナーB 

2 2    

コミュニケーション

英語A 

1 1    

コミュニケーション

英語B 

1 1    

スポーツ基礎教養 2 2    

（省略）      
 

健康科学科（省略） 健康科学科（省略） 

（２）（省略） （２）（省略） 

（３） 専門教育科目（スポーツ科学科・健康科学科） （３） 専門教育科目（スポーツ科学科・健康科学科） 

スポーツ科学科 スポーツ科学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修

単位 

選択単位 自由単位 

（省略）      

生理学 2 2    

スポーツコーチング

概論 

2 2    

ストレングス＆コン

ディショニングベー

シック 

2   2  

      

      

      

授業科目 単位 必修単位 選択必修

単位 

選択単位 自由単位 

（省略）      

生理学 2 2    

スポーツコーチング

論 

2 2    

      

      

      

水泳（基礎） 1 1    

水泳（発展） 1 1    

陸上競技（基礎） 1 1    
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スポーツ実技A（水

泳） 

1   1  

スポーツ実技A（陸上

競技） 

1   1  

スポーツ実技A（器械

運動） 

1   1  

スポーツ実技B（バス

ケットボール） 

1   1  

スポーツ実技B（バレ

ーボール） 

1   1  

スポーツ実技B（サッ

カー） 

1   1  

スポーツ実技B（ラグ

ビー） 

1   1  

スポーツ実技B（ハン

ドボール） 

1   1  

スポーツ実技B（ソフ

トボール） 

1   1  

スポーツ実技B（バド

ミントン） 

1   1  

スポーツ実技B（テニ

ス） 

1   1  

陸上競技（発展） 1 1    

器械運動（基礎） 1 1    

器械運動（発展） 1 1    
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スポーツ実技C（剣

道） 

1   1  

スポーツ実技C（柔

道） 

1   1  

スポーツ実技C（ダン

ス） 

1   1  

マリン 2    2  

キャンプ 2   2  

カヌー 2   2  

ゴルフ 2   2  

スキー 2   2  

スケート 2   2  

スポーツ原理 2   2  

健康科学概論 2   2  

レクリエーション概

論 

2   2  

スポーツ測定法 2   2  

生涯スポーツ論 2   2  

健康と経済 2   2  

体育・スポーツ史 2   2  

スポーツ心理学 2   2  

スポーツバイオメカ

ニクス 

2   2  

スポーツ生理学 2   2  

トレーニング生理学 2   2  

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

健康科学概論 2   2  
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スポーツ社会学 2   2  

スポーツ運動学 2   2  

スポーツ法学 2   2  

スポーツ外傷・障害

学 

2   2  

リコンディショニン

グ論 

2   2  

スポーツ医学 2   2  

      

      

      

      

      

      

スポーツ栄養学 2   2  

安全教育及び救急法 2   2  

      

      

      

      

      

      

      

スポーツ経営学 2   2  

衛生学・公衆衛生学 2   2  

      

スポーツ運動学 2   2  

      

      

      

      

      

      

スポーツ原理 2   2  

スポーツ生理学 2   2  

トレーニング生理学 2   2  

スポーツバイオメカ

ニクス 

2   2  

スポーツ測定法 2   2  

スポーツ栄養学 2   2  

      

スポーツ心理学 2   2  

体育・スポーツ史 2   2  

スポーツ社会学 2   2  

スポーツ法学 2   2  

レクリエーション概

論 

2   2  

スポーツ医学 2   2  
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発育発達論 2   2  

野外活動論 2   2  

予防医学概論 2   2  

      

      

      

スポーツ文化論 2   2  

スポーツ政策論 2   2  

スポーツ指導のリス

クマネジメント 

2   2  

スポーツマネジメン

ト 

2   2  

英語でスポーツ科学 2   2  

スポーツビジネス 2   2  

ストレングス＆コン

ディショニング論 

2   2  

スポーツとジェンダ

ー 

2   2  

アダプテッドスポー

ツ論 

2   2  

武道論 2   2  

スポーツコーチング

学 

2   2  

ヘルスプロモーショ

ン論 

2   2  

      

      

予防医学概論 2   2  

安全教育及び救急法 2   2  

アスレチックコンデ

ィショニング論 

2   2  

      

      

      

      

      

      

      

      

アスレチックトレー

ニング論 

2   2  

      

      

      

      

      

      

      

      

      



-学則-438- 

 

体力科学 2   2  

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

トップアスリート論 2   2  

スポーツデータサイ

エンス 

2   2  

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

体力トレーニング論 2   2  

スポーツ外傷・障害

学 

2   2  

スポーツ経営学 2   2  

生涯スポーツ論 2   2  

発育発達論 2   2  

学校保健 2   2  

衛生学・公衆衛生学 2   2  

野外活動論 2   2  

スポーツ政策論 2   2  

スポーツ指導のリス

クマネジメント 

2   2  

      

スポーツ統計学 2   2  

      

スポーツ産業論 2   2  

スポーツマネジメン

ト 

2   2  

スポーツ文化論 2   2  

テニス（基礎） 1   1  

テニス（発展） 1   1  

ソフトボール（基礎） 1   1  

ソフトボール（発展） 1   1  

ラグビー（基礎） 1   1  

ラグビー（発展） 1   1  
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教科教育法（保健Ⅰ） 2   2  

バレーボール（基礎） 1   1  

バレーボール（発展） 1   1  

ハンドボール（基礎） 1   1  

ハンドボール（発展） 1   1  

サッカー（基礎） 1   1  

サッカー（発展） 1   1  

バスケットボール

（基礎） 

1   1  

バスケットボール

（発展） 

1   1  

バドミントン（基礎） 1   1  

バドミントン（発展） 1   1  

剣道（基礎） 1   1  

剣道（発展） 1   1  

柔道（基礎） 1   1  

柔道（発展） 1   1  

ダンス（基礎） 1   1  

ダンス（発展） 1   1  

マリン 2   2  

ゴルフ 2   2  

キャンプ 2   2  

カヌー 2   2  

スキー 2   2  

スケート 2   2  
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教科教育法（保健Ⅱ） 2   2  

教科教育法（体育Ⅰ） 2   2  

教科教育法（体育Ⅱ） 2   2  

応用スポーツデータ

サイエンス 

2   2  

体力科学演習 2   2  

スポーツ生理学演習 2   2  

スポーツバイオメカ

ニクス演習 

2   2  

スポーツ心理学演習 2   2  

スポーツ社会学演習 2   2  

スポーツ運動学演習 2   2  

ヘルスプロモーショ

ン演習 

2   2  

ランニングサイエン

ス演習（有酸素系） 

2   2  

ランニングサイエン

ス演習（スプリント） 

2   2  

サッカーサイエンス

演習 

2   2  

アウトドアスキル演

習 

2   2  

スポーツパフォーマ

ンス分析演習 

2   2  

ストレングス＆コン 2   2  
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ディショニング演習 

リコンディショニン

グ演習 

2   2  

アスレチック・トリ

ートメント演習 

2   2  

スポーツボランティ

ア・インターンシッ

プ演習 

2   2  

コーチング水泳 2   2  

（省略）      

コーチングテニス 2   2  

コーチングバドミン

トン 

2   2  

コーチングソフトボ

ール・野球 

2   2  

（省略）       

コーチングダンス 2   2  

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

コーチング水泳 2   2  

（省略）      

コーチングテニス 2   2  

      

      

コーチングソフトボ

ール・野球 

2   2  

（省略）      

コーチングダンス 2   2  

ティーチング保健体

育A 

2   2  

ティーチング保健体

育B 

2   2  

教科教育法（保健Ⅰ） 2   2  

教科教育法（保健Ⅱ） 2   2  

教科教育法（体育Ⅰ） 2   2  

教科教育法（体育Ⅱ） 2   2  
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野外活動演習サマー 2   2  

野外活動演習ウィン

ター 

2   2  

ティーチング保健体

育A 

2   2  

ティーチング保健体

育B 

2   2  

スポーツフィールド

ワークⅠ 

2 

 

  2  

スポーツフィールド

ワークⅡ 

2   2  

スポーツフィールド

ワークⅢ 

2   2  

スポーツフィールド

ワークⅣ 

2   2  

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

野外活動演習サマー 1   1  

野外活動演習ウィン

ター 

1   1  

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

アスレチックコンデ

ィショニング演習 

2   2  

スポーツパフォーマ

ンス分析演習 

2   2  

生理学実験演習 2   2  

スポーツ生理学演習 2   2  

スポーツバイオメカ

ニクス演習 

2   2  

スポーツ心理学演習 2   2  

スポーツ社会学演習 2   2  
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ゼミナール（3年用） 4   4  

ゼミナール（4年用） 6   6  

      

      

      

生化学 2   2  

血液学 2   2  

免疫学 2   2  

      

      

      

病理学 2   2  

栄養学（基礎と応用） 2   2  

基礎化学A 2   2  

解剖生理学A 2   2  

分子生物学 2   2  

      

      

      

      

      

      

スポーツボランティ

ア演習 

2   2  

ゼミナール 10   10  

      

      

化学 2   2  

生化学A 2   2  

生化学B 2   2  

      

血液学 2   2  

免疫学 2   2  

環境衛生学 2   2  

スポーツ・健康科学

特殊講義 

2   2  

      

      

      

      

分子生物学 2   2  

健康情報学A 2   2  

健康情報学B 2   2  

メディカル英語 2   2  

健康科学演習A 2   2  

健康科学演習B 2   2  

保健医療福祉概論 2   2  
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病態学概論 2   2  

環境衛生学 2   2  
 

臨床医学総論 2   2  

英語でスポーツ科学 2   2  

      

      
 

健康科学科（省略） 健康科学科（省略） 

（１）～（９）（省略） （１）～（９）（省略） 

（10） 健康運動指導士に関する科目（スポーツ科学科） （10） 健康運動指導士に関する科目（スポーツ科学科） 

スポーツ科学科 スポーツ科学科 

授業科目 単位 必修単位 選択必修

単位 

選択単位 自由単位 

      

運動プログラムの管

理 

2    2 

救急処置法 2    2 

      

健康運動指導演習 2    2 

      

      

      

健康産業施設等現場

実習 

2    2 

健康運動指導士総合

演習 

2    2 

 

授業科目 単位 必修単位 選択必修

単位 

選択単位 自由単位 

救急処置法      

運動プログラムの管

理 

     

      

運動負荷試験      

健康運動指導士実技

実習 

     

健康運動指導士総合

演習 

     

健康産業施設等現場

実習 

     

      

      
 

（11） パラスポーツ指導員に関する科目（スポーツ科学科） （11） 障がい者スポーツ指導員に関する科目（スポーツ科学科） 

スポーツ科学科 スポーツ科学科 
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授業科目 単位 必修単位 選択必修

単位 

選択単位 自由単位 

パラスポーツ演習 

 

2    2 

 

授業科目 単位 必修単位 選択必修

単位 

選択単位 自由単位 

障がい者スポーツ演

習 

     

 

（12）～（17）（省略） （12）～（17）（省略） 

（18） トレーナー系資格に関する科目（スポーツ科学科）  

  スポーツ科学科  

授業科目 単位 必修単位 選択必修

単位 

選択単位 自由単位 

スポーツトレーナー

実践論 

2    2 

 

 

（19） 教員養成に関する科目（スポーツ科学科）  

  スポーツ科学科  

授業科目 単位 必修単位 選択必修

単位 

選択単位 自由単位 

教職実技演習 2    2 

体育授業指導法 2    2 

学校保健 2    2 
 

 

（履修方法、進級要件及び卒業要件） （履修方法、進級要件及び卒業要件） 

第23条の27 前条各号に定める各区分ごとの授業科目の履修方法及び

修得単位は、次の各号に定めるとおりとする。 

第23条の27 前条各号に定める各区分ごとの授業科目の履修方法及び

修得単位は、次の各号に定めるとおりとする。 

（１） 基礎教育科目（スポーツ科学科・健康科学科） （１） 基礎教育科目（スポーツ科学科・健康科学科） 

スポーツ科学科 スポーツ科学科 

必修科目 16単位 必修科目 18単位 
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選択科目 １言語２単位以上 選択科目 １言語２単位以上 

健康科学科（省略） 健康科学科（省略） 

（２） （省略） （２） （省略） 

（３） 専門教育科目（スポーツ科学科・健康科学科） （３） 専門教育科目（スポーツ科学科・健康科学科） 

スポーツ科学科 スポーツ科学科 

必修科目 8単位 必修科目 14単位 

選択科目 66単位以上 選択科目 66単位以上 

健康科学科（省略） 健康科学科（省略） 

（４）～（５）（省略） （４）～（５）（省略） 

（６） 全学共通科目（スポーツ科学科・健康科学科） （６） 全学共通科目（スポーツ科学科・健康科学科） 

スポーツ科学科 スポーツ科学科 

必修科目 ２単位 必修科目 ２単位 

選択科目 ８単位修得しなければならない。 選択科目 12単位修得しなければならない。 

健康科学科（省略） 健康科学科（省略） 

（７）～（10）（省略） （７）～（10）（省略） 

（11） パラスポーツ指導員に関する科目（スポーツ科学科） （11） 障がい者スポーツ指導員に関する科目（スポーツ科学科） 

スポーツ科学科 スポーツ科学科 

①  パラスポーツ指導員の資格を取得しようとする者は、パラス

ポーツ指導員養成講座の定めるところに従い、専門教育科目及

び本区分の授業科目から、資格を得るに必要な科目を履修する

ものとする。 

① 障がい者スポーツ指導員の資格を取得しようとする者は、障が

い者スポーツ指導員養成講座の定めるところに従い、専門教育科

目及び本区分の授業科目から、資格を得るに必要な科目を履修す

るものとする。 

②  パラスポーツ指導員に関する科目は、卒業に要する単位に算

入しない。 

② 障がい者スポーツ指導員に関する科目は、卒業に要する単位に

算入しない。 

（12）～（17）（省略） （12）～（17）（省略） 

（18） トレーナー系資格に関する科目（スポーツ科学科）  
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①  トレーナー系資格を取得しようとする者は、各トレーナー系

資格養成講座の定めるところに従い、専門教育科目及び本区分

の授業科目から、資格を得るに必要な科目を履修するものとす

る。 

 

②  トレーナー系資格に関する科目は、卒業に要する単位に算入

しない。 

 

（19） 教員養成に関する科目（スポーツ科学科）  

①  教員免許状を取得しようとする者は、教職課程の定めるとこ

ろに従い、専門教育科目、教職関連科目及び本区分の授業科目

から、資格を得るに必要な科目を履修するものとする。 

 

②  教員養成に関する科目は、卒業に要する単位に算入しない。  

２ １年間の履修単位数の上限は、スポーツ科学科は第１項第２号、第

４号、第５号、第８号、第９号、第10号、第11号、第12号、第13号、

第14号、第15号イ、第16号、第17号、第18号及び第19号に定める科目

の単位を除き、１年次から３年次においては44単位まで、４年次にお

いては49単位までとする。健康科学科は第１項第２号、第４号、第５

号、第８号、第９号、第10号、第11号、第12号、第13号、第14号、第

15号ロ、第16号、第17号、第18号及び第19号に定める科目の単位を除

き、１年次から３年次においては48単位まで、４年次においては49単

位までとする。看護学科は、第１項第１号、第３号、第６号、第７号、

第８号、第９号、第10号、第11号、第12号、第13号、第14号、第15号、

第16号、第17号、第18号及び第19号に定める科目の単位を除き、１年

次から４年次においては48単位までとする。ただし、長期海外留学か

らの帰国学生、編入学生、転学部・転学科生については、教授会の審

査・承認を経て、上限を超える履修登録を認めることができる。 

２ １年間の履修単位数の上限は、スポーツ科学科は第１項第２号、第

４号、第５号、第８号、第９号、第10号、第11号、第12号、第13号、

第14号、第15号イ、第16号及び第17号に定める科目の単位を除き、１

年次から３年次においては44単位まで、４年次においては49単位まで

とする。健康科学科は第１項第２号、第４号、第５号、第８号、第９

号、第10号、第11号、第12号、第13号、第14号、第15号ロ、第16号及

び第17号に定める科目の単位を除き、１年次から３年次においては48

単位まで、４年次においては49単位までとする。看護学科は、第１項

第１号、第３号、第６号、第７号、第８号、第９号、第10号、第11号、

第12号、第13号、第14号、第15号、第16号及び第17号に定める科目の

単位を除き、１年次から４年次においては48単位までとする。ただし、

長期海外留学からの帰国学生、編入学生、転学部・転学科生について

は、教授会の審査・承認を経て、上限を超える履修登録を認めること

ができる。 
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３（省略） ３（省略） 

４～６（省略） ４～６（省略）  

第10節 ～ 第14章（省略） 第10節 ～ 第14章（省略） 

     

   附 則（令和４年12月21日）  

 １ 本学則は、令和６年４月１日から施行する。  

２ 改正後の第23条の25、第23条の26及び第23条の27の規定は、令和

６年度入学生から適用する。 

 

  附 則（令和５年１月25日）  

１ 本学則は、令和６年４月１日から施行する。  

２ 改正後の第23条の25、第23条の26及び第23条の27の規定は、令

和６年度入学生から適用する。 

 

附則（令和 年 月 日） 

１ 本学則は、令和６年４月１日から施行する。 

２ 第12条第２号の総学生定員中、スポーツ・健康科学部スポーツ科

学科は、令和６年度、令和７年度、令和８年度及び令和９年度にお

いては、それぞれ次のとおり読み替えるものとする。 

 

       令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度  

スポーツ・    1,340名   1,380名   1,420名   1,460名 

健康科学部 

 

スポーツ科学科     540名   580名   620名    660名  

附 則（令和５年２月22日）  

１ 本学則は、令和６年４月１日から施行する。  

２ 改正後の第23条の27は、令和６年度入学生から適用する。  



 

 

学則の変更の趣旨等を記載した書類 
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学則の変更の趣旨等を記載した書類 

ア．学則変更（収容定員変更）の内容                               

2024 年度より、スポーツ・健康科学部スポーツ科学科の入学定員 125 名を 40 名増員して 165 名と 

し、完成年度に収容定員 500 名を 160 名増の 660 名とし、これに伴い大学全体の収容定員を 11,300 名 

から 11,460 名へと増員すべく、収容定員増に伴う学則変更の認可申請を行うものである。 

上記変更内容により、スポーツ・健康科学部の収容規模は次のとおりとなる。 

 

<スポーツ・健康科学部各学科の入学定員・編入学定員・収容定員> 

学科の名称 入学定員（人） 編入学定員（人） 収容定員（人） 

スポーツ科学科 165 ― 660 

健康科学科 100 ― 400 

看護学科 100 ― 400 

総 計 365 ― 1,460 

 

イ．学則変更（収容定員変更）の必要性                              

(1)スポーツ科学科の入学定員の増加を必要とする理由 

大東文化大学スポーツ・健康科学部スポーツ科学科は、教育研究上の目的として、「スポーツ科学に 

関する学識を修め、人間性豊かなスポーツ指導と健康づくりの能力を有する人材の養成」を掲げている。

今回の申請においては、この教育研究の目的を踏襲した上で、質の高い保健体育教員、幅広い年代に対応

できる地域スポーツ指導者、理論と実践能力を兼ね備えたトレーナーなど、「スポーツをとりまく現代社

会の諸問題解決に貢献できるより多様な人材を養成すること」を目指して、2024 年度より入学定員を 125

名から 165 名へと増員するとともに教育課程（カリキュラム）を改編することを計画する。これに伴う

学則変更の必要性について以下に述べる。 

 

①社会的な必要性 

   我が国におけるスポーツ振興を図る基本計画として、2012 年に「スポーツ基本計画」が策定された。 

その後、人口減少・高齢化の進行、地域間格差の広がり、急速な技術革新、持続可能な社会や共生社会 

への移行等の社会状況の変化ならびに 2020 オリンピック・パラリンピック東京大会の開催を受けて 

2022 年 3 月に策定された「第 3 期スポーツ基本計画」では、スポーツの価値を高めるための新たな視 

点として下記の 3 点が挙げられている（資料 1）。 

・スポーツを「つくる/はぐくむ」 

・スポーツで「あつまり、ともに、つながる」 

・スポーツに「誰もがアクセスできる」 

さらに、これらの視点に基づき、「感動していただけるスポーツ界」の実現へ向けて、今後 5 年間 
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  に取り組むべき 12 の施策目標が掲げられているが、中でも施策⑩「スポーツ推進のためのハード、 

ソフト、人材」の実現に対して、スポーツ科学部・学科を有する大学が果たすべき役割の重要性が社 

会的に高まっている。 

子どもたちを取り巻くスポーツ環境に目を向けると、特に中学校における教師の負担軽減を図る 

施策として、2019 年に文部科学省からの諮問を受けた中央教育審議会によって「新しい時代の教育

に向けた持続可能な学校指導・運営体制の構築のための学校における働き方改革に関する総合的な

方策について（答申）」が取りまとめられた。それを受けた文部科学省から「学校の働き方改革を踏

まえた部活動改革について」という方針が示され、2022 年 12 月には、スポーツ庁・文化庁から「学

校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」が出され、従来の

「学校部活動」から「地域クラブ活動」への転換方針が示されている（資料 2）（資料 3）。 

また、2022 年 12 月に公表された「令和 4 年度 全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果（概 

  要）について」によると、新型コロナウイルス感染症拡大の影響もあり、体力合計点や実技テスト 

  数値の低下がみられる。 

こうした社会動向を踏まえると、中学高校保健体育教員の養成はもとより、地域における児童・ 

  生徒のスポーツ活動を支える「地域スポーツ指導者」の養成が今後より重要となることは明らか 

である。 

一方、我が国における高齢化には歯止めがかからない状況で、このような中、国民の健康増進を 

図り、健康寿命の延長を目指す行動指針として、厚生労働省は「21 世紀における国民健康づくり運

動<健康日本 21>」を掲げている（資料 4）。この中では、栄養や食生活、喫煙や飲酒などの生活習慣

とともに、健康の維持・増進に対する身体活動・運動の重要性が指摘されている。すなわち、国民の

健康増進を実現し、我が国を「より健康で、より豊かな国」へと発展させるためには、年代はもとよ

り性別や国籍、障がいの有無といった人々の「多様性」を受け入れ、理解し、ひとりひとりの個性や

環境に適した「カスタムメイド型の運動・スポーツ指導」を実践できる幅広い人材養成がより重要と

なることが予想される。 

 

本学スポーツ科学科における定員増とカリキュラム改編は、「スポーツ科学に関する学識を修め 

人間性豊かなスポーツ指導と健康づくりの能力を有する人材の養成する」という基本理念を踏襲し

ながら、「現代社会の諸問題解決に貢献できるより多様な人材を養成すること」に対して、より積極

的に貢献しようとするものである。この取り組みは、「スポーツそのものが有する価値」、「スポーツ

が社会活性化等に寄与する価値」を高めようとする我が国における現代的課題の解決策として、まさ

しくふさわしいものである。 

 

②養成する人材の必要性 

   学校法人大東文化学園は、「東西文化の融合をはかり、新たな文化の創造をめざす」という建学の精 

神のもと、大東文化大学、大東文化大学第一高等学校、大東文化大学附属青桐幼稚園の 3 つの学校を 

設置している。学園の中核をなす大東文化大学は、1923 年（大正 12 年）当時の国会にあたる帝国議会 

の決議によって創設された大東文化協会が設置する大東文化学院を前身とし、中国学、日本文学、書道 

などの分野で比類ない伝統と歴史を誇ってきた。今日では人文・社会科学全領域だけでなく一部体育・ 
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保健衛生系の領域までもカバーする、8 学部 20 学科を擁する総合大学へと発展し続けている。また、 

本学は 2014 年、本学の教育研究および経営の両面における将来像を構想した基本計画「DAITO  

VISION2023」を策定した。この中で、建学の精神「東西文化の融合」をもとに、「アジアから世界へ 

−多文化共生を目指す新しい価値の不断の創造」を新たな大学の理念として据えている。さらに、2022 

年には創立 110 周年となる 2033 年を目標年とした新たな中長期計画「DAITO VISION 2033」を策定 

した。この中では、DAITO VISION 2023 において定義した「大東学士力」を「本学を修了した者が身 

につけておかなければならない 5 つの力（包容力、問題解決能力、協働力、挑戦力、当事者意識）」と 

再構成し、「大学生活のすべてを教育の場と位置づけ、学生・教職員の垣根を超えて、学び合いの精神 

を持つことを大切にし」、「文化を学ぶことを通じて『大東学士力』を身につけ」社会をつなぐ人材を育 

むとしている（資料 5）。 

   こうした全学的経緯の中、2005 年に「スポーツ科学科」と「健康科学科」の 2 学科からなる「スポ 

ーツ・健康科学部」が創設された。本学部は「国民の健康の維持と増進を視野に、スポーツを通して文 

化の発展と健康づくりに貢献できる人材の育成、医学・健康関連分野で健康の増進に寄与できる人材の 

育成」を教育研究上の目的としている。2009 年には上位組織としてのスポーツ・健康科学研究科（ス 

ポーツ・健康科学専攻）修士課程が開設された。2018 年度には健康・医療分野における更なる人材育 

成を目指して「看護学科」が設立され、現在に至っている。 

  スポーツ科学科は、「スポーツ科学に関する学識を修め、人間性豊かなスポーツ指導と健康づくりの 

能力を有する人材の養成」を教育研究上の目的として設立された。その後、スポーツ科学の進展と社会 

的要請に対応すべく改編しながら発展してきた。学科改編の具体的経緯としては、2010 年にキャリア 

教育の強化や演習系授業の充実を図る第 1 次カリキュラム改編を行った。2014 年には第 2 次カリキュ 

ラム改編を行うとともに、教育課程と将来像との関連づけを可視化した学生用の学びの航路図「ルート 

マップ」を作成した（資料 6）。続く 2015 年には、カリキュラムの充実を土台として、より多様な人材 

の輩出を意図した定員増加（100 名から 125 名）を行った。以上の実績として、本学スポーツ科学科で 

の学びを得た卒業生は 2022 年 8 月現在で 1729 名に及び、有為な人材を社会に輩出し続けている。 

  スポーツ科学科は、学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）として、以下の 4 点を掲げている（資料 

7）。 

  １．豊かな教養と専門知識およびそれを活用する技能 

(1)豊かな人間性と社会性の基となる幅広い教養を有し、スポーツ科学に関する専門知識や技能を

総合的・学問的に理解している。 

(2)スポーツ科学に関する実践的知識・技能を修得し理解している。 

2．他者との共同による問題発見・解決能力と、それを支える思考・判断・表現力 

(1)スポーツ現場のさまざまな課題に対して、スポーツ科学に関連する研究方法を用いて考察する

ことができる。 

(2)スポーツをはじめさまざまな場面において、自ら判断して科学的・体系的に指導することがで 

きる。 

3．自律的学習者として学び続け、社会に貢献する意欲と能力、社会の担い手としての使命感 

(1)スポーツ科学に関する課題を探求し、主体的・継続的に学修することができる。 

(2)社会の一員として自分の役割を自覚し、与えられた課題に対して挑戦力、問題解決力、及び行 
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動持続力をもって対処することができる。 

４．本学の建学の精神や本学の理念に対する理解 

(1)多様な社会のニーズを理解し、人間がもつ様々な能力を理解し、尊重することができる。 

(2)本学の理念（多文化共生）に基づき、多様性を認め、地球的規模の視野と感覚を持ち、異文化 

への理解力・共感力、コミュニケーション能力を発揮し、多文化社会における諸問題の解決に貢 

献できる。 

さらに、これらに基づく学生の行動方針として、ステューデントポリシー“Big Hand”を掲げている 

（資料 8）。 

本学科における上述の教育方針は、定員増およびカリキュラム改編後も踏襲する。そして、本学科の 

教育方針には、先述の「第 3 期スポーツ基本計画」の施策実現上求められる人材像とも数多くの共通 

点を見出すことができる。中でも特筆すべきは、「アジアから世界へ−多文化共生を目指す新しい価値 

の不断の創造」という本学の理念と、施策⑧「スポーツを通じた共生社会の実現」との高い親和性であ 

る。そこで、今回のカリキュラム改編では、「スポーツとジェンダー」や「アダプテッドスポーツ論」 

といった科目を配置するなど、「スポーツを通じた多文化共生の実現」をこれまで以上に重視する。さ 

らに、「新しい価値の不断の創造」を実現していく上では、AI 化や DX 化といった現代的要請に対応で 

きる知識・技能に加えて、人々とのコミュニケーション能力や主体的行動力の向上がいっそう重要とな 

る。そこで、「スポーツ情報科学 A・B」や「スポーツデータサイエンス」及び「応用スポーツデータサ 

イエンス」といったデータサイエンス系の科目を配置するとともに、学生によるアクティブラーニング 

の基幹となる多種多様な演習科目を配置し、更なる充実を図る。以上のような、現代社会的ニーズへの 

対応を重視した新カリキュラムにもとづく学生教育と研究活動を通じて、「スポーツを通じた共生社会 

の実現」へと、これまで以上に積極的に貢献することを目指したい。 

 

③本学の状況からみた定員増の必要性 

現状における本学の 1 学年あたりの定員は 2,825 名であり、このうちスポーツ科学科の定員はその 

  4.4%に相当する 125 名である。この規模は、関東近隣の同系統大学と比較すると小規模であり（資料 

9）、この点は「少人数制によるきめの細かい教育」という点での強みである。一方、ニーズの高まりを 

みせるスポーツ振興に対応し、より積極的に社会へ貢献しようとする上では、定員の小規模性は本学科 

の弱みであるとも言える。そこで、今回の定員増では 40 名増の定員 165 名を想定している。 

   スポーツ科学科の過去 5 年間の平均志願倍率は 9.95 倍、平均入学定員超過率は 1.06 倍、平均志願者 

数は 1,245 名であった。これらの実績を参考として、一方今後想定される 18 歳人口減少、他方での大 

学進学率の向上という要因を考慮しても、十分な定員充足数が見込まれることから、本学科への入学志 

願者の安定的確保は可能と判断している（資料 10）。なお、今回、定員を増やしたとしても本学科規模 

は 200 名に満たないことから小規模を維持しており、本学科の特色である「少人数制によるきめ細か 

い教育」を損なう要因とはならない。 

   定員増後の就職先の確実性については、これまでスポーツ科学科に所属した学生の就職実績に関し 

ては、保健体育教員(臨時含む)や公務員が１割程度、７割近くは一般企業に就職している（資料 11）。 

本学に届いた求人件数（大学に届いた総数）は、14,552 件（2019 年度）、14,057 件（2020 年度）、13,572 
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件（2021 年度）12,858 件（2022 年度）、14,288 件（2023 年度）で推移しており、常に卒業予定者人 

数の 4 倍を超えるものとなっている。また、スポーツ科学科の最近 5 年間の就職決定率（教員志望者 

の臨時任用採用、非常勤講師採用を含む）は 99％以上であり、常に全国平均値（文部科学省「大学等 

卒業者の就職状況調査」）を上回っている。加えて、本学の立地する関東地域の有効求人倍率も、平成 

26 年度の 1.13 から上昇に転じ、平成 27 年度では 1.21、平成 28 年度では 1.31、平成 29 年 1 月では  

1.41 と上昇傾向をたどっている。こうした状況からも、スポーツ科学科の定員増加後も、卒業後の進 

路は堅調であることが予測される（資料 12）。以上のことから、スポーツ科学科の入学定員増加後も、 

卒業後の進路は十分に確保できるものと見込まれる。 

    以上を総合すると、本学科における定員 165 名という規模は、入学生の確保ならびに卒業生の就職 

先確保の確実性を前提としつつ、少人数制教育のメリットを保ちながらより多様な人材を輩出するこ 

とで、積極的に社会へ貢献しようとする点において妥当であると考えられる。 

 

ウ．学則変更(収容定員変更)に伴う教育課程等の変更内容                      

(1)教育課程の変更内容 

本学における各学部・学科のカリキュラムは、大きく分けて、主に基礎教育科目、専門教育科目、全 

 学共通科目の 3 つの科目群から構成されている。また、各学部・学科における教育課程は、大学全体の 

カリキュラム・ポリシー（CP）およびディプロマ・ポリシー（DP）に基づいて構成され（資料 13）、ス

ポーツ科学科でも学科独自の CP および DP の下で教育課程を構成している（資料 7）。これらのポリシ

ーに基づき、養成するべき人材像や学びの体系性に基づいた履修モデルを定めた上で学生の教育活動に

あたっている。なお、今回の定員増およびカリキュラム改編は、現行の全学ならびに本学科の CP、DP

をいずれも踏襲するものであり、これらの変更を伴うものではない。 

  今回のカリキュラム改編では、本学スポーツ科学科における「学びの特徴」として、以下に示した 5 

点を新たに掲げる（資料 14）。 

 

<大東文化大学 スポーツ科学科における 5 つの学びの特徴> 

①豊かな学び 

「全学共通科目」と「他学部・他学科開放科目」に代表される、総合大学の強みである「スポーツ 

科学に限定しない幅の広い教育」を継続して提供する。 

②壮大な学び 

スポーツ科学科が設置されている東松山キャンパスの広大な敷地と運動施設を有効活用した実

技・コーチング授業を継続して提供する。 

③体験する学び 

実践的な学びや主体的な学びを重視して、演習科目を充実させる（例：ヘルスプロモーション演 

    習、ストレングス&コンディショニング演習、スポーツボランティア・インターンシップ演習など）。

さらに、これまで実現できていなかった全専任教員によるゼミナール開講を実現する。 

④大東スポ科ならではの学び 

高校生のニーズや現代社会的なニーズを踏まえた上で、東松山キャンパス周辺の自然環境や運動施
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設、本学科専任教員の専門性を活かした独自性の高い科目を新設する（例：アウトドアスキル演習、

ランニングサイエンス演習〔有酸素系〕・〔スプリント〕、サッカーサイエンス演習など）。 

⑤未来へつながる学び 

本学科では 2022 年度現在、別添資料（資料 15）に示した資格取得が可能であり、カリキュラム改編 

  後も継続する予定である。教員採用試験や資格取得を想定した教職科目・資格科目を新設し充実させる 

ことを通じて、学生のキャリア形成を支援する（例：教職実技演習、健康運動指導演習、スポーツトレ 

ーナー実践論など）。 

 

以上のような特色ある「学び」を通じて、本学科における教育研究上の目的と DP の深化を図ること  

が今回のカリキュラム改編の主たる狙いである。以下では、カリキュラムの変更点について詳細に説明 

していく。 

 

<全学共通科目> 

全学共通科目は、豊かな教養と高い倫理性を備えた人間を育成することを目指して、本学に所属する 

教員が総力を結集し、幅広い学問分野を基礎とした多様な内容の授業を提供することを目的としている。

なお、全学共通科目は、全学部の 1、2 年生が学ぶ東松山キャンパスで開講されている。 

全学共通科目の教育内容は、人類が長い歴史を通じて探究し積み上げてきた学問の体系と方法を教授

するとともに、健康な心身を育むための「基本科目」と、人類の社会と生活に密接に関わる課題を通じて

現代世界への問題意識と異文化への理解、総合的な判断力を育むための「課題（テーマ）科目」に大別さ

れる。 

「基本科目」は、A 系：人間と文化（人文系）、B 系：社会と生活（社会系）、C 系：自然と環境（自 

然系）、D 系：健康とスポーツ（保健体育系）、E 系：知識創造と実践（総合系）の５系統に属する科目 

群から構成される。これらの履修により、いずれの学部・学科で学ぶ学生も、学問研究を支える基礎的な

知識と技能、高い教養と幅広い視野が得られる。 

「課題（テーマ）科目」は、第 1 群（地域・国家・民族の考察）、第 2 群（女性・子ども・老人への 

視点）、第 3 群（人権・民主主義・平和を考える）、第 4 群（現代社会の諸問題）、第 5 群（異文化・世界

にふれる）、第 6 群（自己・人間を見つめる）、第 7 群（キャリアデザイン）、第８群（インターシップ）、

第９群（全学共通特殊講義）の計９群から構成される。これらの履修により、現代社会で生活する中で不

可避の諸課題を、学問の枠にとらわれずに追究・深化できるようになり、また専門教育への動機づけが得

られる。 

以上のように、全学共通科目の編成については定員増に伴う変更はない。全学的な定員純増となるこ 

とからも、履修者数の超過など他学部学生の科目履修に対する影響も考慮はしなければならないが、40

名という小規模の増員であることに加え、現状でも定員に対して余裕がある科目が多数あることからも、

全学共通科目の履修状況に対する定員増の影響は軽微であるものと考えられる。 

<学科固有科目>  

本学科のカリキュラムは、スポーツ科学に関する専門的知識を修得する上での基礎能力を育成するこ

とを狙いとした「基礎教育科目」、スポーツ科学に関する専門的知識を教授する科目である「専門教育科

目」、各種資格を取得するために必要な科目である「資格科目」によって編成されている。なお、カリキ
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ュラム改編に伴う学科開講科目の新旧対照表は別紙（資料 16）に示した。 

 

●基礎教育科目 

新カリキュラムにおける基礎教育科目は、以下のとおりに編成する。なお、以降、必修科目について 

のみ、（必修）と付記する。 

 

<1 年次> 

・英語 A・B（必修） 

・フレッシュマンセミナーA・B（必修） 

・スポーツ情報科学 A・B（必修）   【情報科学・応用情報科学 後継】 

・スポーツ基礎教養（必修） 

・中国語 A・B 

・コリア語 A・B 

・フランス語 A・B 

・ドイツ語 A・B 

 

<2 年次> 

・スポーツキャリアセミナーA・B（必修） 

・コミュニケーション英語 A・B 

 

基礎教育科目については、従来開講していた「情報科学」および「応用情報科学」を廃止し、「スポ 

 ーツ情報科学 A・B」を新設する。これによって、本学科生に対する訴求が高い「スポーツ」を主たる 

題材として、データサイエンススキル獲得の前提としての情報処理教育の内容充実を図る。 

 

●専門教育科目 

本学科の専門教育科目は、科目特性や教育内容から、①講義科目、②演習科目、③実技・コーチング 

科目に大別される。次に、それぞれの主な変更点について説明する。 

 

①講義科目 

講義系科目については、以下の科目を新設する。 

 

<1 年次> 

・スポーツコーチング概論（必修） 【スポーツコーチング論 後継】 

・健康と経済       

・生化学    【生化学 A・B を統合】 

・病理学       

・栄養学（基礎と応用）     

・基礎化学 A    【化学 後継】 
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・解剖生理学 A      

 

<2 年次> 

・リコンディショニング論  【アスレチックコンディショニング論 後継】 

・スポーツビジネス   【スポーツ産業論 後継】 

・ストレングス&コンディショニング論 【アスレチックトレーニング論 後継】 

・スポーツとジェンダー       

・アダプテッドスポーツ論       

・武道論             

・スポーツコーチング学       

・ヘルスプロモーション論       

・体力科学    【体力トレーニング論 後継】 

・トップアスリート論       

・スポーツデータサイエンス  【スポーツ統計学 後継】 

・病態学概論        

 

<3 年次> 

・応用スポーツデータサイエンス      

 

これらの講義科目を新設する意図としては、「健康増進」、「多様性」、「データサイエンス」といった 

 社会的要請の重視に加えて、「トレーナー」や「トップアスリート」など、スポーツ科学分野を志す高

校生の興味・関心の高さが挙げられる。一方で、本学科における従来の教育課程ではこれらの分野にお

ける科目配置や学習支援体制が手薄であったことから、スポーツ科学科としての弱点を強化するため

の改編であるとも言える。 

 

②演習科目 

今回のカリキュラム改編では、演習科目を充実させることを最大の特徴とする。具体的には以下の科

目を新設する。 

 

<1 年次> 

・ストレングス&コンディショニングベーシック 

 

<3 年次> 

・体力科学演習 

・スポーツ運動学演習 

・ヘルスプロモーション演習 

・ランニングサイエンス演習（有酸素系） 

・ランニングサイエンス演習（スプリント） 
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・サッカーサイエンス演習 

・アウトドアスキル演習 

・ストレングス&コンディショニング演習 

・リコンディショニング演習      【アスレチックコンディショニング演習 後継】 

・アスレチック・トリートメント演習 

・スポーツボランティア・インターンシップ演習 

 

演習科目の充実を図る最大の狙いは、全学的 CP にも掲げられている「インタラクティブ性を重視し 

た少人数制授業を通じて、学生の主体的な学習をより積極的に促すため」である。また、定員増を伴う

ことからも、演習科目を増加するとともに多様な専門性を有するより多くの教員が教育に携わること

によって、少人数制を維持しながら、「より多様で、より充実した実践的・体験的教育機会の提供」を

図りたい。 

アフターコロナにおける大学教育は、対面形式とオンライン形式の複合による「ハイブリッド化」が

加速することが予見される。こうした中、「学生がキャンパスへ通って学ぶ価値」を高める上でも、演

習授業の充実は本学科における重要課題であると認識している。演習授業の充実を通じた「体験する学

び」を、本学スポーツ科学科の学びの特徴として明確に打ち出していきたい。 

 

③実技・コーチング系科目 

今回の教育課程改編において、実技・コーチング科目系については、「効率化」と「充実化」の両立

を図る。具体的には以下の科目を配置する。 

 

<1 年次> 

・スポーツ実技 A（水泳）  【水泳（基礎）後継】 

・スポーツ実技 A（陸上競技）  【陸上競技（基礎）後継】 

・スポーツ実技 A（器械運動）  【器械運動（基礎）後継】 

 

<2 年次> 

・スポーツ実技 B（バスケットボール） 【バスケットボール（基礎）後継】 

・スポーツ実技 B（バレーボール） 【バレーボール（基礎）後継】 

・スポーツ実技 B（サッカー）  【サッカー（基礎）後継】 

・スポーツ実技 B（ラグビー）  【ラグビー（基礎）後継】 

・スポーツ実技 B（ハンドボール）   【ハンドボール（基礎）後継】 

・スポーツ実技 B（ソフトボール） 【ソフトボール（基礎）後継】 

・スポーツ実技 B（バドミントン） 【バドミントン（基礎）後継】 

・スポーツ実技 B（テニス）  【テニス（基礎）後継】 

・スポーツ実技 C（剣道）  【剣道（基礎）後継】 

・スポーツ実技 C（柔道）  【柔道（基礎）後継】 

・スポーツ実技 C（ダンス）  【ダンス（基礎）後継】 
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・スポーツフィールドワーク I・II 

 

<3 年次> 

・コーチング水泳   【水泳（発展）とコーチング水泳を統合】 

・コーチング陸上競技（長距離） 【陸上競技（発展）とコーチング陸上競技（長距離）を統合】 

・コーチング陸上競技（短距離） 【陸上競技（発展）とコーチング陸上競技（短距離）を統合】 

・コーチング体操競技          【器械運動（発展）とコーチング体操競技を統合】 

・コーチングテニス          【テニス（発展）とコーチングテニスを統合】 

・コーチングバドミントン  【バドミントン（発展）後継】 

・コーチングソフトボール・野球 【ソフトボール（発展）とコーチングソフトボール・野球を統合】 

・コーチングラグビー      【ラグビー（発展）とコーチングラグビーを統合】 

・コーチングバレーボール  【バレーボール（発展）とコーチングバレーボールを統合】 

・コーチングハンドボール  【ハンドボール（発展）とコーチングハンドボールを統合】 

・コーチングサッカー    【サッカー（発展）とコーチングサッカーを統合】 

・コーチングバスケットボール   【バスケットボール（発展）とコーチングバスケットボールを統合】 

・コーチング剣道   【剣道（発展）とコーチング剣道を統合】 

・コーチング柔道   【柔道（発展）とコーチング柔道を統合】 

・コーチングダンス   【ダンス（発展）とコーチングダンスを統合】 

・スポーツフィールドワーク III・IV 

 

実技授業については、現行カリキュラムにおける各種目実技（基礎/発展/コーチング）を土台としな 

がら、発展とコーチングについては種目ごとに統合する。この主な理由は、定員増に伴う履修者人数の 

肥大化を抑制することを通じて、実技授業運営上の安全管理および教育効果の担保を図るためである。 

一方、人気種目であるバドミントンについては、従来なかったコーチング科目を新設する。さらに、本 

学科の一つの特徴として、運動部所属の学生比率が高い（60%程度）が挙げられる。これらの学生に対 

して、課外活動と学科教育を有機的に連動させながら主体的な学びの姿勢を養成することを狙いとし 

て、スポーツフィールドワーク I〜IV を新設する。 

 

●資格科目 

 卒業後の進路選択や生涯にわたるキャリアデザインを描く上で、資格の取得は多くの学生にとって学 

習に対する大きな動機づけとなり得る。資格取得がすべて将来の進路選択に直結するわけでないとして

も、学生にとって資格の取得が「スポーツ科学科における学びの証」となることは自明である。このため、

教員免許や各種資格取得を希望する学生をより積極的に支援するべく複数の科目を新設する。 

・健康運動指導演習  【健康運動指導士実技実習後継】 

・スポーツトレーナー実践論 

・教職実技演習 

・体育授業指導法 

・学校保健   【専門教育科目から資格科目へ変更】 
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●カリキュラム改編に伴って廃止する科目 

 これまでに述べた通り、今回のカリキュラム改編では、定員増に対応するとともに学科における教育 

内容の充実を図るべく、数多くの科目を新設する。一方で、担当授業数の増加をはじめとする教員の負担 

増大や、教室および運動施設のキャパオーバーによる教育の質の低下には十分に配慮する必要がある。 

そこで、今回のカリキュラム改編では、科目の新設とともに複数の科目を廃止あるいは統合する。具体的 

な科目は以下の通りである。 

 

<専門教育科目> 

<講義系科目> 

・スポーツコーチング論  【スポーツコーチング概論へ後継】 

・アスレチックコンディショニング論   【リコンディショニング論へ後継】 

・スポーツ産業論    【スポーツビジネスへ後継】 

・アスレチックトレーニング論  【ストレングス&コンディショニング論へ後継】 

・体力トレーニング論   【体力科学へ後継】 

・スポーツ統計学   【スポーツデータサイエンスへ後継】 

・スポーツ・健康科学特殊講義 

 

<演習系科目> 

・生理学実験演習 

・アスレチックコンディショニング演習【リコンディショニング演習へ後継】 

 

<実技・コーチング系科目> 

・水泳（発展）    【コーチング水泳へ統合】 

・陸上競技（発展）   【コーチング陸上競技（長距離）・コーチング陸上競技（短距離）へ統合】 

・器械運動（発展）    【コーチング体操競技へ統合】 

・テニス（発展）      【コーチングテニスへ統合】 

・バドミントン（発展）  【コーチングバドミントンへ後継】 

・ソフトボール（発展）  【コーチングソフトボール・野球へ統合】 

・ラグビー（発展）    【コーチングラグビーへ統合】 

・バレーボール（発展）  【コーチングバレーボールへ統合】 

・ハンドボール（発展）  【コーチングハンドボールへ統合】 

・サッカー（発展）    【コーチングサッカーへ統合】 

・バスケットボール（発展）【コーチングバスケットボールへ統合】 

・剣道（発展）     【コーチング剣道へ統合】 

・柔道（発展）     【コーチング柔道へ統合】 

・ダンス（発展）    【コーチングダンスへ統合】 
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<資格科目> 

・運動負荷試験    【運動プログラムの管理へ統合】 

・健康運動指導士実技実習 【健康運動指導演習へ後継】 

・障がい者福祉論       【障がい者スポーツ演習へ統合】 

 

これらの科目を廃止する主な理由としては、新設される科目との教育内容の重複が挙げられる。 

なお、実技科目については、現行のカリキュラムでは基礎、発展の 2 段階によって構成されていた

が、今回のカリキュラム改編では 1 段階となっており、実質的に授業回数が半減されることになる。

先述のとおり、この主な理由は、定員増に伴う履修者人数の肥大化を抑制することを通じて、実技授業

運営上の安全管理および教育効果の担保を図るためである。 

 

(2)教育方法及び履修指導方法の変更内容 

今回の定員増およびカリキュラム改編は、本学科における教育および履修指導方法の大幅な変更を伴 

うものではないが、現状の仕組みを土台としながら向上を目指した対応を施していく（資料 17）。 

①教育方法 

本学は教育の目的と人格として、以下のような「大東学士力」を掲げている。 

（1）地球的規模の視野と感覚を持ち、異文化への理解力・共感力、コミュニケーション能力を持ち、 

  諸問題の解決に貢献できる。 

（2）豊かな人間的教養と高度な専門的知識・技術を持ち、現代社会の諸問題にチャレンジできる。 

（3）修得した専門的知識と技能を使って、社会の中核・中堅として、その発展に貢献する意欲と能 

  力を持っている。 

（4）自分の意見を持ち、それを適切に表現し、他者と協力・共同する能力を持っている。 

（5）大東人として、また人間としての誇りと自信、社会の担い手としての強い使命感・モラルを持 

  ち、行動できる。 

 

「大東学士力」の向上を図る上では、講義を通じた受動的な知識の修得はもとより、学生による主体

的な学び（Active Learning）の促進が特に重要である。そこで、今回のカリキュラム改編では演習授業

の充実を図るが、演習授業では履修人数過多による教育効果の低下が懸念される。これを回避するため

に、演習授業については各科目特性に応じて履修者数の上限を設ける。一方で、学生がより幅広い教育

内容に触れられるようスポーツ科学系の演習授業の種類や開講科目数を増やす。具体的には、現行の

12 科目から 18 科目へと充実させる。さらに、希望者が多いトレーナー資格取得に関係する演習科目

については、開講科目数とコマ数を増やすことによって履修者数の緩和を図る。具体的には、現行の 2

科目 4 コマから 3 科目 6 コマへと増やす。 

先述のとおり、実技授業に関しては現行の 2 段階（基礎/発展）を 1 段階へと統合するため、実質的 

な授業回数が半減することになる。こうした中での実技技能の修得については、種目特性に応じた適正

履修者数の担保や授業内容の見直し、電子デバイスの活用等、教育方法の工夫などを通じて改善を図っ

ていきたい。一方、実技授業をスポーツ実技 A（基礎運動）、B（球技）、C（武道・ダンス）へと分類

した上で選択必修化することを通じて、学生に対して多様かつバランスの良いスポーツ機会を提供す  
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る。実技の上位科目に相当するコーチング科目については、現状からの大幅な変更はないが、他の実技

や演習と同様に履修者数の上限を設けることによって、安全管理および教育の質の担保を図る。 

 ゼミナールについては、従来は連年科目（3,4 年）であったが、これをゼミナール（3 年生用）、ゼミナ 

ール（4 年生用）の通年科目に分割する。この大きな意図は、各年度における学修成果ならびにその評 

価の明確化を図る点にある。合わせて、全専任教員がゼミナールを開講することによって、学生によ 

り多様な選択肢を提供するとともに、少人数制の促進による主体的な学びの活性化を図る。 

  学科の授業全般に関しては、学内のオンライン授業支援システム（DB manaba）を活用するなど、 

 教員と学生の間での日常的なコミュニケーションの充実を図る。また、毎学期末に全学的に実施され 

る授業認識アンケートを参考とした授業改善について、各教員に適宜促す。さらに、FD 活動の実施を 

通じて、学科全体としての授業の質の向上に継続的に努める。 

 

②履修指導方法 

   本学では、新入生を含めた全学生に対して「教務ガイダンス」を実施し、教育課程の体系性や科目構 

成などを理解させるとともに、シラバスの確認方法等を指導した上で履修登録を受け付けている。な 

お、シラバスは本学の学修支援ポータルサイト「DB Portal」と連動しているため、オンライン上で常 

時確認することができる。さらに、履修登録後の一定期間に履修修正期間を設けており、履修登録の誤 

りや履修上のミスマッチを回避できるよう配慮している。 

   本学ではスポーツ科学科を含む全学部・全学科において、教育課程の体系性や各科目と DP との関 

連性を学生に理解させるために、カリキュラムツリー（資料 18）やカリキュラムマップ（資料 19）等 

のツールを作成し、学生に提示している。また、本学科では学生による履修の柔軟性を重視してコース 

制は採用しないが、将来の進路や身につけたい能力、関連する資格などに対応した以下の 8 つの履修 

モデルを新たに作成する。 

 

<スポーツ科学科における 8 つの履修モデル> 

 

 

これらの情報を学生に周知することを通じて、学生の履修の指針となるように配慮していく。一方、こ

履修モデル 想定される進路・社会的役割 目指せる資格

保健体育教員 中学・高校保健体育教員など 中学高校保健体育教員免許

トレーナー
フィットネスクラブ、公共運動施設、パーソナルトレーナー、ト

レーニング指導者など

NSCA認定資格試験受験資格(CSCS，CPT) 、日本トレーニング指導

者協会認定資格試験受験資格(JATI-ATI)

ヘルスプロモーション
フィットネスクラブ、健康増進施設、メディカルフィットネスセ

ンター、ヘルスケア産業など

（公財)健康・体力づくり事業団認定健康運動指導士認定試験受験資

格

スポーツマネジメント スポーツクラブ運営・管理者、一般企業など （公財）日本スポーツ協会公認アシスタントマネージャー

ダイバーシティスポーツ
障がい者支援、ジュニアスポーツ指導員、女性スポーツ指

導員など

（公財）日本スポーツ協会公認ジュニアスポーツ指導員、（公財）日

本パラスポーツ協会公認初級パラスポーツ指導員

アウトドアスポーツ
アウトドアスポーツメーカー、野外活動インストラクター、野

外活動施設スタッフなど

キャンプインストラクター、スクーバｰ（Cカード）、スキー、スノーボー

ドバッチテスト、水上バイク（特殊小型船舶操縦士免許）

アスリート&コーチング
プロスポーツ選手、企業スポーツ選手、地域スポーツクラ

ブ指導者など
（公財）日本スポーツ協会公認コーチングアシスタント（共通科目I）

スポーツアナリスト 大学教員、スポーツ用具開発、スポーツ科学研究員など 大学院修士号*卒業後の大学院進学が必要
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れらのツールを開示するだけでは効果が不十分であることも懸念される。このため、本学科では、新入

生に対して始業前に「スタートアッププログラム」を開催し、その中で履修相談の時間を設けることを

通じて、個別の相談に対して詳細に対応できる体制を取っているが、この体制を継続する。さらに、教

職を志望する学生に対しては「教職ガイダンス」を行い、資格取得を希望する学生に対しては「資格ガ

イダンス」を行っている。これらのガイダンスを通じて、教職や資格取得を希望する学生の履修サポー

トを行っているが、これらも継続していく。 

 

③学修指導方法 

  本学では GPA を導入しており、ゼミや留学希望者の選抜、奨学金受給の優先順位付けなどに活用し

ている。教務ガイダンスにおいては、単位取得のみを目標とするのではなく、学習成果の指標となる

GPA にも意識を向けるよう学生に指導している。また、本学では授業支援システム（DB manaba）を

導入している。本システムは、各授業における教員と学生との間での日常的な連絡やコミュニケーショ

ンに活用されているが、学生は DB manaba を通じて、レポートやテストの得点や達成度、教員からの

フィードバックコメントなどを確認することができる。また、DB manaba にはポートフォリオ機能が

実装されており、学生はこの機能を通じて、自らの学修成果を視覚的に把握することができ、学修の振

り返りや将来的な学修計画の立案に役立てることができる。 

上記のようなオンラインでの学修支援に加えて、本学では全学的に教員による学生相談時間「オフィス

アワー」を設けており、本学科においても各教員が学生の個別相談に親身に応じている。さらに、スポ

ーツ科学科では「学年担任制度」を設けており、事務室との連携のもとで成績不振学生をピックアップ

し、学期ごとに個別面談を行っている。定員増および教育課程改編後もこうした対面形式での学修指導

体制は継続する予定である。 

 

(3)教員組織の変更内容 

2022 年 4 月現在、本学全体の教員組織は、教授 192 名、准教授 103 名、講師 42 名、助教 14 名、計

351 名の専任教員を配置している。スポーツ科学科については、授業内容や授業方法、施設や設備の状況、

実験・実習・演習の指導体制などの教育上の諸条件を考慮して、22 名の専任教員が講義科目等を担当し、

教育効果を十分にあげられるよう教育・指導体制を構築しており、大学設置基準に照らし十分な専任教

員数を配置している。 

今回の入学定員増に伴い、新規で専任教員 1 名を採用する。大学設置基準を満たしていることからも、

これまでと同等の教育・研究を維持できると判断している。さらに今後の人事計画についても、学科の教

育課程を適切に運営し、社会の動向を踏まえたスポーツ科学科の教育目的を将来にわたって達成してい

くため、保有学位、専門性、年齢、 職位のバランスに十分配慮した教員確保に努めることとする。 

 

 (4)大学全体の施設・設備の変更内容 

本学は東京都の板橋キャンパスと埼玉県の東松山キャンパスという 2 つのキャンパスを備えているが、

スポーツ科学科は東松山キャンパスのみを利用する。東松山キャンパスの施設・設備(校地・運動場、校

舎等施設、図書等の資料及び図書館の整備)については、既に十分な施設・設備を有しており、収容定員

増による影響はなく教育運営を図ることが可能である。 
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①校地、運動場、校舎等施設の整備計画 

本学の校地面積(校舎・運動場敷地面積:276,545.48 m²)は、大学設置基準における校地面積 114,600m²

（入学定員変更年度）を十分に上回っており、また、本学の校舎面積も 115,084.81m²を有しており、

大学設置基準における校舎面積 54,235m²（入学定員変更年度）を十分に上回っている。スポーツ科学

科が使用する東松山キャンパスは 252,237.46 m²を所有し、校舎及び関連施設は 29 棟を有し、各建物

校舎には、教室(15~549 名収容可能な講義室 186 室、演習室 44 室、実験・実習室 101 室、情報処理

学習施設 25 室、語学学習施設 9 室)・研究室(352 室)などを配置している。 

スポーツ科学関係施設としては、総合グラウンド、ラグビー場、野球場、総合体育館（トレーニング

ルーム、剣道場、柔道場、空手場、ダンス場）、テニスコート 5 面、屋内プールを有している。また、

スポーツ科学科の拠点施設である 9 号館には、実験用アリーナ、実験室 A（スポーツ情報分析）、実験

室 B（バイオメカニクス）、実験室 C（運動生理学）、トレーナーズルーム、トレーニングルームを有し

ている。以上のように、スポーツ科学科としての教育研究活動の目的を達成する上での施設設備は十分

に整備されており、定員増後においても引続きこれらの活用を図ることを予定している。 

 

②図書等の資料及び図書館の整備計画 

本学は、板橋、東松山両校舎それぞれに図書館が設置されている。2022 年 3 月 31 日時点での蔵書

数は、大東文化大学図書館（以下、「板橋図書館」という。）に和書 753,253 冊、洋書 228,014 冊、計

981,267 冊、大東文化大学 60 周年記念図書館（以下、「東松山図書館」という。）に和書 492,479 冊、

洋書 136,966 冊、計 629,445 冊であり、本学全体では和書 1,245,732 冊、洋書 364,980 冊、総計 1,610,712

冊に上る。雑誌の所蔵は、板橋図書館で和雑誌 6,364 タイトル、洋雑誌 1,925 タイトル、計 8,289 タイ

トル、東松山図書館で和雑誌 2,093 タイトル、洋雑誌 840 タイトル、計 2,933 タイトル、オンライン

データベース 32 サイトに含まれる雑誌は、71,677 タイトルあり、両館合わせた雑誌タイトル数は、総

計 82,899 タイトルである。 

国立情報学研究所(NII)の提供する目録所在情報サービス(NACSIS-CAT/ILL)を通じ、他大学図書

館などと文献複写、現物貸借業務を行っている。 

オンライン蔵書目録検索システム（OPAC）を提供し、Web 上で図書館蔵書、電子ジャーナル、電

子書籍の検索閲覧等が可能である。図書館が契約している電子書籍、電子ジャーナル、オンラインデー

タベースは学内での閲覧のほか、学外からは学園総合情報センターが管理する VPN 接続を使って閲覧

が可能であり、My OPAC により貸出・履歴・予約状況照会、文献複写・現物貸借申込み、文献複写・

現物貸借状況照会などが行える。学内からの学術情報へのアクセス環境として、所蔵検索用

OPAC21(板橋図書館 9，東松山図書館 12)台、情報検索用インターネット・データベース 223(板橋図

書館 158，東松山図書館 65) 台の端末が設置されている。 

板橋図書館（中央棟及び書庫棟）の総面積は 5,743.33 ㎡で、館内に閲覧室、個室閲覧室、ラーニン

グ・コモンズ、ガイダンスコーナーなどがあり、713 座席を有している。開館時間は平日 9:00〜20:30、

土曜日 9:00〜16:30、定期試験期間の平日は 8:30〜20:30 となっている。 

東松山図書館の総面積は 8,916.33 ㎡で、館内に閲覧室、個室閲覧室、新聞閲覧室、ラーニング・コ

モンズ、グループ学習室、視聴覚室、AV ホール、ガイダンス室などがあり、1,056 座席を有している。

開館時間は平日 8:30〜20:30、土曜日 9:00〜16：30、定期試験期間の平日は 8:10〜20:30 となってい
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る。また、東松山図書館 1 階に専用のレファレンスカウンターを設置し、オンライン蔵書目録検索シ

ステム（OPAC）、オンラインデータベースの使用方法などについて、「対面」、「質問フォーム」による

相談対応を行っている。 

本学の図書館は、これまでも年次計画に基づき、体系的・系統的に資料収集及び整備を進めており、

東松山図書館にはスポーツ科学科の教育研究に必要な図書及び学術雑誌が十分に整備されていること

から、今回の収容定員増においても、教育研究に支障なく運営を図れるものと考えられる。 
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ৈऽॉधؚ५এشॶभਃઈ॑ీਃधखञ
५এشॶ॑യਤ

ٳ ड़জঃছઇभੴৄ॑ણऊखञ॔५জشॺध
भઐણಉ॑ਤ

ٳ ূপভपेॊୠકড়ಉभ५এشॶषभ
ঢ়ੱभৈऽॉ্॑ে؞ऽठतऎॉभੌप
ણऊखؚలਟपॎञढथಲਢ؞ା

ٳ বয়଼ૼৃಉ५এشॶਝपउऐॊୠभऽठ
तऎॉध৹ਮखञੌ॑ਤ

ٳ ূপভपऐथ਼ؚੀরभযرप५এشॶभ
க॑ඍऐञ५এشॶ؞ইज़؞شॺॗঔটش
ॡ॑ણ৷شSFT)হदသॎोञড়ॿॵॺডق
खؚಌऩॊবੈৡ॑ன৫ؚ५এشॶSDGsपु
൴ ॿॵ؞আথॢଆૃણपબॊয౫شॻق
ॺডشॡभણ৷ಉك

ٳ ূপভदुୖधऩढञ॔५জشॺಉभੱମभ
৸؞ੱ॑ะऊघহଙपৌૢघॊञीؚ
㠷ήরംृਙঁছ५ওথॺभଆૃ؞
৳ੱभન؞রඪৌੁभජೲऩन৸؞
ણ৷؞ചৡஉബपऐञৼษઠभಽभఢੴ؞

.ڮ ५এشॶभக॑ৈीॊञीभਸ਼گੑभৗञऩَگणभଳਡ੍ُ॑इॊੁ
५এشॶَ॑णऎॊ / मएऎिُ ५এشॶदَँणऽॉؚधुपؚणऩऋॊُ ५এشॶपَၴुऋ॔ॡ७५दऌॊُ

ভभ৲ृ૾யपૢगथؚใோभலੌापधैॎोङप
ฑໞपৄઉखؚਈిऩু১؞ঝشঝ॑અइथॉলघ؛

رऩয়ৃ؞ూବ્؞ਙ॑થखञযੌ؞௶ऋँणऽॉؚ
धुपୖपৌૢखؚणऩऋॉ॑गथ५এشॶ॑ষअ؛

ਙશृফೡؚ૩ؚ৽ੋ؞ୠহੲಉभୀःಉपेढथؚ
५এشॶभੌप୷ऋেगऩःভ॑ৰਠखؚਃઈ॑ᅿਛ؛

ٷ ฑໞి؞જऩু১ृலੌाभোಉ॑ৢखञؚ
ऩ৬ऋਸदऌॊ५এشॶभਃভল
ٷ ५এشॶपॉੌिभঽਙ؞ঽਙ॑യघ
ऋदऌॊସभৈः५এشॶभਛ

ॶਃভृؚشॹ४ॱঝૼ॑ણ৷खञৗञऩ५এٷ
ৗञऩঅ४ॿ५ঔॹঝभলऩनDX॑ਤ

ٷ ਝ؞ਝତؚউটॢছؚཟણप
ेॉၴुऋคप५এشॶभக॑ᄵਭदऌॊؚ
५এشॶ॑ৢगञુেভभৰਠ
ٷ ५এشॶ੮৬भफ़ংॼথ५؞৽ৡਘ৲ؚঢ়બ
੮৬ಉभ৴ੈ؞ৡपेॊऋবभ५এشॶ৬
भਘ৲
ॶীभবੈৡृྟৡभਦش५এٷ

ॶपखीॊَৃतऎॉُಉभشકড়ၴुऋਞೄप५এٷ
ਃভभ

؞ॶୢشॺऋ५এشકୠपऊऊॎैङؚ৸বभ॔५জٷ
ఐ৾ಉभ੍ର॑ਭऐैोॊेअୠਃঢ়भ৴ਘ৲

ॶ॑ಥরदीॊऒधऋشমযऋऽऩः৶द५এٷ
ऩःಲਢऩ॔ॡ७५भન৳

⋇ ৗ॥টॼक़ॖঝ५ഉඪ؟
呍 ഉఁপपेॉؚ५এشॶણऋ

⋈ ূड़জথআॵॡ؞ঃছজথআॵॡ଼ૼপভ؟
呍 ফభؚਉಋ૮௴भরद৫ಈڭ

⋉ जभভ૾யभ৲؟
呍 যઠ؞ৈೡ৲भਤষ
呍 ୠત୷भઁऋॉ
呍 ऩनசऩૼৗۍڹ
呍 ছॖই५ॱॖঝभ৲
呍 ਢ૭ચऩভृુেভषभষ

ऒअखञলਟহಉ॑ৢगथؚीथનੳऔोञ
௫खऔَُಜलَُঽਙُप੦तऌষॎोॊমସऩَ؞

ِ५এشॶजभुभऋથघॊகّقWell-beingك
ॶ॑ৢगञୠણਙ৲Ҩ೨ੜਤपेॊ೨শํভभش५এ؞

ৰਠҨ৽ੋனҨব৶ੰभയਤऩनِ५এشॶऋভણਙ৲
ಉपఞଖघॊகّ

॑ಌपৈीॊसऎؚਸ਼گੑदमઃपൕऑॊੁ॑ன৫
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ِखथःञटऐॊ५এشॶੀّभৰਠपऐञ৯ఏਝ
৸थभযऋঽप५এشॶपॉੌिऒधदঽഞৰਠ॑ॉؚ५এشॶभৡदؚऌदણৡँॊভधؚभਘःভ॑৯घ

 বড়भ५এشॶৰ૨॑
另 ਛযभౝڭਰभ५এشॶৰ૨॑
ك٫ڬڰ૩मق٫ڬڳ

另 ॶ॑ৰघॊਛشফप২ਰ५এڭ
যभસ়॑٫ڬڬڭपतऐॊق૩
म٫॑ڬڳ৯घك

 েၺपॎञढथઈ؞५এشॶ॑ಲਢ
खञःभੜਸ
ك%90ܒেെ82%ؚ%90ܒుญ86%ق
 भ৬ৡभ
ৗ৬ৡॸ५ॺभ়௬Cਰभق
ుญ68%80ܒ%ؚেെ75%ك%85ܒ

 ၴुऋ५এشॶपदऌؚુपણदऌॊ
ভ॑ৰਠ
另 ৬౸षभਸ॑ൌघॊ૩भँॊుญ
েെभৄ৾८ট॑৯खञ৾ಆউটॢছ৫

另 ५এشॶ੮৬भਙ৶হभ૽સ॑40%

 ड़জথআॵॡ؞ঃছজথআॵॡಉभ
ব଼ૼপভदؚૌுਈৈभসওॲঝ
ਯؚওॲঝਯؚোೖਯؚওॲঝඃ੭
଼ૼਯಉभৰਠ

 ५এشॶ॑ৢगथણৡँॊভ॑ৰਠ
另 ५এشॶৃૠெ15ூभਛ
ك2025ফऽदق
另 ५এشॶ؞೨ऽठतऎॉपॉੌि
্ਁુ੮৬भસ়15.6%40ܒ%

 ५এشॶ॑ৢगथ਼ੀधणऩऋॊ
另 এ५ॺSFTহ॑ৢगथ਼ੀরभবرभ700ਐ
যभযرषभἔஇ॑৯ఏपহ॑ਤ

另 ব଼ૼ৴ೇقIFكಉ૽৩ਯ37যૠெभ؞
ఁপ

भੁڮڭফप়ऊणੑपॉੌिڱ০ .گ
⋇ऩ৬पउऐॊ५এشॶभਃভল
ୠृ৾ૅपउऐॊ؞भ५এشॶਃভभౄৰध৬ৡؚ
৬भ౸भౄৰؚઈણभਤؚਙ؞૩؞௮ऎ
ॶৰ૨भشथ਼৻भ५এ؞৻਼ ಉ

⋈५এشॶੀपउऐॊDXभਤ
ਤૼ॑ણ৷खञ५এشॶৰभँॉ্भఁপؚॹ४ॱঝ
ૼ॑ણ৷खञৗञऩঅ४ॿ५ঔॹঝभল ಉ

⋉ব଼ૼৡभ
রশभਘ৲ਅറप੦तऎ଼ૼৡ੍ର३५ॸभનয়ؚ
ୠपउऐॊ଼ૼৡ੍॑इॊ৬भଡണؚব؞JSPO؞্ਁ
ુ੮৬ऋ৬धऩढञবড়৬পভभ৫ಈ ಉ

⋊५এشॶभবઐੈ؞ৡ
ব५এشॶੀषभਔઓৠषभ੍ରؚ५এشॶਓभ
বன৫॑യਤघॊউছॵॺইज़شभਫ਼ୈ ಉ

⋋५এشॶपेॊ೨ੜਤ
೨ੜਤपৱघॊ५এشॶपঢ়घॊଢ଼भౄৰ؞৹ਪଢ଼ਛ
ટभਹ৷യਤؚୢஂ؞૧ृ੫؞৳૫धभ৴ਘ৲ ಉ

⋌५এشॶभਛশਓ৲
५ॱ४॔॔؞জشॼତभାৰऩਤؚਓधभड़شউ
থॖঀঋش३ঙথपेॊৗঅ४ॿ५ঔॹঝभল੍ର ಉ

⋍५এشॶपेॊ্েؚऽठतऎॉ
૱ृ॔क़ॺॻ॔५এشॶಉभ५এشॶॶشজ६भಌऩॊ
ਤऩनؚ५এشॶपेॊ্েؚऽठतऎॉभলभ৸
বदभਸச৲ ಉ

⋎५এشॶ॑ৢगञુেভभৰਠ
૩ृਙभ५এشॶभৰ୭भତؚবਗभ५এشॶ
੮৬भਙ૽৩ଓभః৷؞ਛभ੍ରؚਔཟ؞ੲਾ
ਦ ಉ

⋏५এشॶ੮৬भफ़ংॼথ५؞৽ৡਘ৲
फ़ংॼথ५؞॥থউছॖ॔থ५पঢ়घॊଢ଼ఊಉभৰؚ
५এشॶ੮৬भਅറ৽॑ষअয౫भ౻৷ল੍॑ର ಉ

⋐५এشॶਤभञीभঁشॻؚ९ইॺؚয౫
ড়؞প৾ुஅीञୠ५এشॶਝभથણ৷भയਤؚୠ
५এشॶ॥ॵ३ঙথऩनୠ৴ੌ௶भણ৷ؚ৸ڻۃदभ
য౫ਛलણ৷पঢ়घॊੑੁ॑യਤؚਙभ५এشॶ
पಖৢखञുਛ੍ର ಉ

⋑५এشॶ॑ৰघॊभ৸؞ੱभન৳
ചৡृਂిજऩಉभஉബपऐञുਛ؞ଢ଼ఊभৰؚ
५এشॶ৸पબॊੲਾਦ؞৸ৌੁभയਤ ಉ

⋒५এشॶॖ؞থॸॢজॸॕभન৳
५এشॶ੮৬षभफ़ংॼথ५॥شॻभയਤؚ५এشॶ
ൎଇ؞৹২भ৶ੰੜਤಉभਤؚઇଢ଼ఊृଢ଼ણಉ॑
ৢगञॻشআথॢଆૃણभன৫ ಉ

出典：スポーツ庁「第3期スポーツ基本計画」
　　　https://www.mext.go.jp/sports/content/000021299_20220316_1.pdf
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Ꮫᰯࡢാࡁ᪉ᨵ㠉ࢆ㋃ࡓ࠼ࡲ㒊άືᨵ㠉࡚࠸ࡘ 

 

 ࡵࡌࡣ

ᩥ㒊⛉Ꮫ┬࡛ࠊࡣ⏕ᚐ࡚ࡗᮃ࠸ࡋࡲ㒊άືࡢ⎔ቃࢆᵓ⠏ࡿࡍほⅬࠊࡽ㒊άື࢞

⥭ႚࡣ᪉ᨵ㠉ࡁാࡢᏛᰯࠊ᪉ࠋࡿ࠸࡚ࡋ᥎㐍ࢆ㐺ṇࡢ㒊άືࠊࡋᐃ⟇ࢆࣥࣛࢻ

Ꮫᰯࢆ㒊άືࠕࠊ࡚࠸࠾ᅜᑂ㆟ࡢἲᨵṇ≉⤥ࡸ⏦⟆ࡢ୰ኸᩍ⫱ᑂ㆟ࠊࡾ࠶ㄢ㢟࡛ࡢ

༢ࡽᆅᇦ༢ࡀࡇࠖࡿࡍ⤌ྲྀࡢᣦࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ 

ࡓࡋ៖⪄ࡶ᪉ᨵ㠉ࡁാࡢᏛᰯࠊ࡚ࡋṌ୍➨ࡢࡑࡣᅇࠊࡘࡘ࠼ࡲ㋃ࡶᣦࡢࡽࢀࡇ

᭦ࡿ࡞㒊άືᨵ㠉ࡢ᥎㐍ࢆ┠ᣦࠊࡋ㒊άືࠕࡓࡋ♧࡛ࣥࣛࢻ࢞Ꮫᰯᆅᇦࡀ༠ാ࣭

 ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿࡍ♧᫂ࢆ࣮ࣝࣗࢪࢣࢫ⟇ᐇ⌧᪉࡞ලయⓗࡢ㒊άືࡓࡋࠖྜ⼥

㒊άືࡿࡄࡵࢆᵝ࡞ࠎ㛵ಀ⪅ࡢࢀࡒࢀࡑࡀ❧ሙ࡛༠ຊࠊࡽࡀ࡞ࡋ௨ୗࡍ♧᪉⟇ࡘ

ࠊ࠼ຍ㈇ᢸ㍍ῶࡢᩍᖌࡿࡅ࠾㒊άືࠊࡾࡼࡇࡿࡍᐇᐇ╔࡛ࢇ㋃ࢆẁ㝵࡚࠸

㒊άືࡢᣦᑟ➼ពḧࢆ᭷ࡿࡍᆅᇦேᮦࡢ༠ຊࢆᚓ࡚ࠊ⏕ᚐ࡚ࡗᮃ࠸ࡋࡲ㒊άືࡢ

ᐇ⌧ࢆᅗࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿ 

 

 ᪉࠼⪄ࡢ㒊άືᨵ㠉ࡓࡋ៖⪄ࡶ᪉ᨵ㠉ࡁാࡢᏛᰯۑ

㸦㒊άືࡢព⩏ㄢ㢟㸧 

࣭㒊άືࠊࡣ⏕ᚐࡢ⮬ⓗࠊ⮬Ⓨⓗ࡞ཧຍࠊࡾ࠶࡛ࡢࡶࡿࢀࢃ⾜ࡾࡼᏛ⩦ពḧྥࡢ

Ꮫ⩦ᣦࠊ࡚ࡋ⎔୍ࡢ⫱Ꮫᰯᩍࠊࡾ࠶࡛ࡢࡶࡿࡍ㈨➼ᾰ㣴ࡢ㐃ᖏឤࠊ㈐௵ឤࡸୖ

ᑟせ㡿⨨ࡓࢀࡽࡅάື࡛ࠋࡿ࠶ 

࣭㒊άືཧຍࡿࡍ⏕ᚐࠊࢶ࣮࣏ࢫࠊࡣ࡚ࡗⱁ⾡ᩥ➼ࡢᖜᗈ࠸άືᶵࢆᚓࡽ

㞟ᅋࡿ࡞␗ࡣ⩦ᩍ⛉Ꮫࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡅࡔࡿࡍ㈨ୖྥࡢ⬟ᢏࡸయຊࠊࡶࡿࢀ

ሙ࡛ࡿࡁά㌍࡛ࡀᚐ⏕࡞ከᵝࡣ㒊άືࠋࡿ࠶ࡶᶵ࡛ࡢே㛫ᙧᡂࡓࡌ㏻ࢆάືࡢ࡛

 ࠋࡿࡍ᭷ࢆᙺࡿࡍ⌧ᐇࢆᏛᰯ⏕ά࡞㇏ࠊࡾ࠶

୍࣭᪉࡛ࠊ㒊άືࡢタ⨨࣭㐠Ⴀࠊࡣἲ௧ୖ࡚ࡋົ⩏ࡢồࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡢࡶࡿࢀࡽࡵᚲ

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡅ⨨ᴗົ࠸࡞ࡢᚲせ࠺ᢸࡀᩍᖌࡶࡋࡎ

࣭ᩍᖌࡢົࢆせ࠸࡞ࡋ᪥㸦ఇ᪥㸧ࡢάືࠊ࡚ࡵྵࢆᩍᖌࡢ⊩㌟ⓗ࡞ົ࡚ࡗࡼᨭ

ከࡣᩍᖌ࠸࡞ࡀᣦᑟ⤒㦂≉ࠊࡸࡇࡿ࠶せᅉ࡛ࡢ㛗㛫ົࠊࡾ࠾࡚ࢀࡽ࠼

 ࠋࡿ࠶ࡶኌࡢࡿ࠸࡚ࡗ࡞㈇ᢸ࡞

㸦ᨵ㠉ࡢ᪉ྥᛶ㸧 

࣭ᅇࡢ㒊άືᨵ㠉ࠊࡣ࡚࠸ࡘබ❧Ꮫᰯࡿࡅ࠾ാࡁ᪉ᨵ㠉ࡢどⅬࡶ㋃ࠊ࠼ࡲᩍᖌ

㇟ᑐࢆබ❧Ꮫᰯࠊࡵࡓࡢࡇࠋࡿ࠶ᚲせ࡛ࡀࡇࡿࡍෆᐜࡿࡁ࡛⌧ᐇࢆ㈇ᢸ㍍ῶࡢ

࡚࠸ࡘ㧗➼Ꮫᰯࠊࡋ㇟ᑐࢆ୰Ꮫᰯ࡚ࡋࠊࡶࡿࡍ㒊άືᨵ㠉ࡓࡋ

Ꮫࠊࡣ㒊άືࡿࡅ࠾㧗➼Ꮫᰯࠊ࠾࡞ࠋࡿࡵ㐍ࢆ㒊άືᨵ㠉ᇶࢆ᪉࠼⪄ࡢᵝྠࡶ
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ࠋࡿ࠶࡛ࡁࡍព␃ࡇࡿ࠶ࡶሙྜࡿ࠸࡚ࢀࡽࡅ࡙⨨࡚ࡋάືࡿ࠶Ⰽ≉ࡢᰯ

៖⪄ࢆ㈇ᢸ㍍ῶࡢᩍᖌࠊ࡚࠸࠾௵㈐ࡢ⪅⨨タࠊ㏵ูࠊࡣ࡚࠸ࡘᏛᰯ࡞࠺ࡼࡢࡇ

ࡿࡅ࠾බ❧Ꮫᰯࠊࡶ࡚࠸࠾Ꮫᰯ❧⚾ࠋࡿ࠶࡛ࡁࡍᵓ⠏ࢆᣦᑟయไ࡞㐺ษࡓࡋ

⤌ࡾྲྀᵓ⠏ࡢᣦᑟయไ࡞㐺ษࡓࡋ៖⪄ࢆ㈇ᢸ㍍ῶࡢᩍᖌࠊࡽࡀ࡞ࡋ⪄ཧࡶ⤌ྲྀ

 ࠋ࠸ࡋࡲᮃࡀࡇࡴ

㒊࡞⬟ྍ⥆ᣢࠊࡾ࠾࡚ࡗ❧ࡾୗ࡛ᡂࡢົ࡞㌟ⓗ⫣ࡿࡼᩍᖌࡣ㒊άືࡢ࡛ࡲࢀࡇ࣭

άືᏛᰯࡢാࡁ᪉ᨵ㠉ࡢ୧᪉ࢆᐇ⌧≉ࠊࡣࡵࡓࡿࡍఇ᪥ࡢ㒊άືࡿࡅ࠾ᩍ

ᖌࡢ㈇ᢸ㍍ῶࢆᅗࡿᚲせࠋࡿ࠶ࡀ㒊άືࠊࡣᏛᰯᩍ⫱ࡿࢀࢃ⾜࡚ࡋ⎔୍ࡢάື࡛

ᩍ⛉ᣦᑟఇ᪥ࠊ࠼ࡲ㋃ࢆࡇࡿ࠶࡛ࡢࡶ࠸࡞ࡢᚲせ࠺ᢸࡀᩍᖌࡶࡋࡎᚲࠊࡀࡿ࠶

ᵓࢆቃ⎔࠸࡞ࡀᚲせࡿࢃᦠᣦᑟࡢ㒊άືࡀᩍᖌఇ᪥ࠊᵝྠࡇ࠸࡞ࢃ⾜ࢆ

⠏ࠋࡿ࠶࡛ࡁࡍ 

୍࣭᪉࡛ࠊఇ᪥ࡢ㒊άືᑐࡿࡍ⏕ᚐࡢᕼᮃᛂࠊࡵࡓࡿ࠼ఇ᪥࡚࠸࠾㒊άືࢆᆅ

ᇦࡢάື࡚ࡋᐇ࡛ࡿࡁ⎔ቃࡀࡇࡿ࠼ᩚࢆ㔜せ࡛ࠋࡿ࠶㒊άື௦ࠊࡾࢃ⏕ᚐ

ࢆάືᶵࡍᣦ┠ࢆୖྥࡢ⬟ᢏࡸయຊࠊࡳ⤌ࡾྲྀάືᩥ࣭ࢶ࣮࣏ࢫⓗ⮬ࡀ

ಖ㞀ࡿࡍほⅬࠊࡽᩍᖌࡢົࢆせࡿࡍ᪥㸦ᖹ᪥㸧࡚࠸࠾Ꮫᰯࡢάືࢃ⾜࡚ࡋ

άືࡢᆅᇦ࡚࠸࠾᪥㸦ఇ᪥㸧࠸࡞ࡋせࢆົࡢᩍᖌ㒊άື㸦Ꮫᰯ㒊άື㸧ࡿࢀ

࠸࠾➼ᆅ᪉⮬యࠊࡽࡀ࡞ࡾᅗࢆ㐃ᦠࡢ㒊άື㸦ᆅᇦ㒊άື㸧ࡿࢀࢃ⾜࡚ࡋ

 ࠋࡿࢀࡽࡵồࡀࡇ࠺⾜ࢆ⤌ྲྀ࡞ᚲせࡵࡓࡢᐇࡢᆅᇦ㒊άືࠊ࡚

 

 ⟇᪉࡞ලయⓗۑ

እ㒊ᣦࡢ࡞㒊άືᣦᑟဨࠊ࡚ࡋ㒊άືᨵ㠉ࡓࡅྥ⌧ᐇࡢ㒊άື࡞㐺ṇ࡛ࡲࢀࡇ

ᑟ⪅ࡢά⏝ࠊάື㛫ࡸఇ㣴᪥ࡢᇶ‽ࡢタᐃࠊ▷㛫࡛ຠᯝⓗ࡞ᣦᑟࡢ᥎㐍ࡾྲྀ࡞

 ࠋࡿ࠶࡛ࢁࡇࡓࡁ࡛ࢇ⤌

ᅇࡢ㒊άືᨵ㠉ࠊࡣ㒊άືࡢᩍ⫱ⓗព⩏ࢆ㋃ࠊࡘࡘ࠼ࡲ᭦ࡿ࡞Ꮫᰯࡢാࡁ᪉ᨵ㠉ࢆ

ᐇ⌧ࠊࡵࡓࡿࡍ㒊άືࢆࣥࣛࢻ࢞㋃࡚ࡋ⎔୍ࡢ⤌ྲྀࡓ࠼ࡲᐇࠊࡾ࠶࡛ࡢࡶࡿࡍ

ලయⓗࡣ௨ୗࢆ⤌ྲྀࡢ㐍ࠋࡿࡵ 

 

㸯㸬ఇ᪥ࡢ㒊άືࡢẁ㝵ⓗ࡞ᆅᇦ⛣⾜㸦Ꮫᰯ㒊άືࡽᆅᇦ㒊άືࡢ㌿㸧 

ఇ᪥ࡢ㒊άືࡿࡅ࠾⏕ᚐࡢᣦᑟࡸࡢᘬ⋡ࠊࡣ࡚࠸ࡘᏛᰯ࡚ࡋົ⫋ࡢᩍᖌ

ࡿࡍ᥎㐍ࢆᆅᇦ㒊άືࠊࡋࡇ࠺ᢸࡀᆅᇦேᮦ࡚ࡋάືࡢᆅᇦࡃ࡞ࡣ࡛ࡢ࠺ᢸࡀ

ẁ㝵ࡢ㒊άືࡢఇ᪥ࠊ௧㸳ᖺᗘ௨㝆ࠊᇶࢆᡂᯝࡢࡑࠋࡿࡍᐇࢆ✲◊㊶ᐇࡢࡵࡓ

ⓗ࡞ᆅᇦ⛣⾜ࢆᅗࠊࡶࡿఇ᪥ࡢ㒊άືࡢᣦᑟࢆᮃ࠸࡞ࡲᩍᖌࡀఇ᪥ࡢ㒊άື

ᚑࠋࡿࡍࡇ࠸࡞ࡋ 
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㸦ᆅᇦ㒊άືࡢ㐠Ⴀయ㸧 

࣭ᆅᇦ㒊άືࡢ㐠Ⴀయࠊࡣ㏥⫋ᩍᖌࠊᆅᇦࢶ࣮࣏ࢫࡢᣦᑟ⪅ࢶ࣮࣏ࢫࠊ᥎㐍ጤဨࠊ

⏕ᚐࡢಖㆤ⪅➼ࡢཧ⏬ࡸ༠ຊࢆᚓ࡚ࠊ⥲ྜᆺᆅᇦࠊࣈࣛࢡࢶ࣮࣏ࢫẸ㛫ࢶ࣮࣏ࢫࡢ

 ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡀࡇ࠺ᢸࡀ➼ⱁ⾡ᩥᅋయࠊࣈࣛࢡ

ᙜࠊࡘࡘࡋಖ☜ࢆ⪅ᣦᑟࡸேᮦ࠺ᢸࢆ㐠Ⴀࡢᆅᇦ㒊άື࡚࠸࠾ᆅᇦᅋయࡓࡋ࠺ࡇ࣭

ヱᅋయࡢ㈐௵ࡢୗ࡛ࠊ⏕ᚐࡢᏳࡢ☜ಖࡸᣦᑟ⪅ࡢㅰ㔠ࠊ࡞⌮⟶ࡢᆅᇦ㒊άື

ࡋࡲᮃࡀࡇࡿᚓࢆゎ⌮ࡢ➼⪅ಖㆤࠊᚐ⏕ࠊ࡚࠸ࡘࡇࡿࢀࢃ⾜ࡀ㐠Ⴀ⌮⟶ࡢ

 ࠋ࠸

࣭ఇ᪥ࡢ࣭ࡢ࣮ࣝࢡࣥࢥཧຍࠊࡣ࡚࠸ࡘᖹ᪥ࡢᏛᰯ㒊άືཧຍࡿࡍ⏕ᚐࡢ

⾲Ꮫᰯ௦ࡀᚐ⏕ࡿࡍཧຍᆅᇦ㒊άືࠊࡣࡁࡿࡵㄆࡀሙྜ࡛ᰯ㛗ࡿࡍཧຍ࡛ࡳ

 ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡀࡇࡿࡍཧຍ࡚ࡋ

࣭Ꮫᰯ௦⾲ࡢ࡚ࡋཧຍࠊࡵྵࢆᆅᇦ㒊άືࡢ㝿ᨾࡀⓎ⏕ࡓࡋሙྜࠊࡣᆅᇦ

㒊άືࡢ㐠Ⴀయࡸࡢദ⪅ࡀ㈐௵ࢆ㈇ࠊࡀࡿ࡞ࡇ࠺⏕ᚐࡀᡃࡓࡋࢆሙ

ࡘᙺศᢸࡢᨾⓎ⏕ࠊ࡞⤡㐃ࡢ➼ᩍ⫱ጤဨࠊᏛᰯࠊ⪅ಖㆤࡸᩆㆤࡢྜ

ࡋࡲᮃࡀࡇࡿᚓࢆゎ⌮ࡢ➼⪅ಖㆤࠊᚐ⏕ࠊࡶࡿࡍ☜᫂ࡵࡌࡽ࠶ࠊ࡚࠸

 ࠋ࠸

ᙜࡀಖ☜ࡢᆅᇦேᮦ࡚ẚሙྜ࠺ᢸࢆࡳࡢᣦᑟࠊࡣ࡚࠸ࡘ⋠ᘬࡢࠊ࠾࡞࣭

㠃㝈ᐃⓗࢆࡴࡸࠊࡵࡓࡿࢀࡽ࠼⪄ࡿ࡞ᚓ࠸࡞ሙྜ㝈ࠊࡾᩍᖌࡀᏛᰯ㒊άື

 ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡶࡇ࠺⾜ࢆ⋠ᘬ࡚ࡋ

㸦ఇ᪥ࡢᣦᑟ➼ࢆᢸ࠺ᆅᇦேᮦࡢ☜ಖ㸧 

࣭ఇ᪥ࡢᆅᇦ㒊άືࠊࡣ࡚࠸ࡘᩍᖌ࡛ࡃ࡞ࡣᆅᇦேᮦࡀᢸࠊࡾ࠶࡛ࡢࡶ࠺ᆅ᪉⮬

యࠊࡣᩍᖌ௦ࡾࢃ⏕ᚐࡢᣦᑟࡸࡢᘬ⋡ࢆᢸ࠺ᆅᇦேᮦࡢ☜ಖࠊ࡚ࡅྥே

ᮦᩚࢆࢡࣥࣂഛ࣭ά⏝ࠊࡋ㛵ಀᅋయ㐃ᦠࠊࡽࡀ࡞ࡋேᮦࡢ⫱ᡂࡲࢢࣥࢳࢵ࣐ࡽ

 ࠋ࠺⾜ࢆ⤌ྲྀࡢ࡞ࡿࡍᵓ⠏ࢆࡳ⤌ࡢ⏝άࡢẸ㛫ேᮦࡢ࡛

࣭ᆅᇦ㒊άືࡢᣦᑟ⪅ࠊࡣ㒊άືཧຍࡿࡍ⏕ᚐࡢពྥࢆ㋃ࠊ࠼ࡲᣦᑟ᪉㔪ࡸάືෆ

ᐜࢆỴᐃࡢࡑࠋࡿࡍ㝿ࠊᖹ᪥ࡢᏛᰯ㒊άືࡢ㛵㐃ᛶࢆ⪃៖ࡿࡍᚲせࠋࡿ࠶ࡀ 

ᩥ࣭ࢶ࣮࣏ࢫࡢᚐ⏕ࠊ࡛ୖࡓࡋゎ⌮ࢆ⩏ពࡢ㒊άືࡀ⪅ᣦᑟࡢᆅᇦ㒊άືࠊࡓࡲ࣭

㒊ࠊ࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇ࠺⾜ࢆᣦᑟࡿࡍ㈨ୖྥࡢ⬟యຊ࣭ᢏࡸୖྥࡢ㛵ᚰ⯆ࡢ

άືࢆࣥࣛࢻ࢞㋃ࠊ࠼ࡲ㒊άືᣦᑟဨྠᵝࡢ◊ಟࡀࡇ࠺⾜ࢆᮃࠋ࠸ࡋࡲ 

࣭ᆅᇦ㒊άື࡚࠸࠾ఇ᪥ࡢᣦᑟࢆᕼᮃࡿࡍᩍᖌࠊࡣᩍᖌࡢ࡚ࡋ❧ሙ࡛ᚑࡢࡿࡍ

ࡇࡿࡍୗ࡛ᚑࡢ㐠Ⴀయࡢᆅᇦ㒊άືࠊ࡛ୖࡓᚓࢆチྍࡢව⫋වᴗࠊࡃ࡞ࡣ࡛

⏝㐠㐺ษࢆࡳ⤌ࡢチྍࡢව⫋වᴗ࡚࠸࠾௧㸱ᖺᗘ௨㝆ᩍ⫱ጤဨࠋࡿ࡞

➼࠸ᨭᡶࡢቑ㈤㔠ࠊ⌮⟶ປാ㛫ࡸ᪉࠼⪄ࡢව⫋වᴗᖺᗘ୰ࠊ࠺ࡼࡿࡁ࡛

 ࠋࡿࡍࡇࡍ♧ࢆ⌮ᩚ࡚࠸ࡘ

ࢆㄳ⏦ࡢᩍᖌࡿࡍᕼᮃࢆᣦᑟࡢఇ᪥࡛ࡲࡃ࠶ࠊࡣ࡚ࡗࡓᙜ⏝㐠ࡢව⫋වᴗࠊ࠾࡞࣭

ᩍ⫱ጤဨࡀチྍࡿࡍ⤌ࠊࡽࡇࡿ࠶࡛ࡳᩍᖌࡀᕼᮃࠊࡎࡽࢃࡶ࠸࡞ࡋ
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ఇ᪥ࡢᣦᑟ➼ᚑ࠺ࡼ࠸࡞ࡀࡇࡿࡏࡉ༑ศ␃ពࠋࡿࡍ 

ࡼࡿࡁ㑅ᢥ࡛యⓗࢆ᪉ࡾࢃᦠࡢ㒊άືࠊࡌᛂࢪ࣮ࢸࢫࣇࣛࡢᩍᖌࠊࡓࡲ࣭

 ࠋ࠸ࡋࡲᮃࡀ࠸ᢅࡾྲྀ࡞ᙎຊⓗ࠺

࣭㒊άືᑐࡿࡍᩍᖌࡢ㈇ᢸ㍍ῶ࡚ࡅྥ࡞ࡁᙺࢆᯝࡿ࠸࡚ࡋࡓᏛᰯ㒊άື࠾

⪄ࡿ࠶ࡀᚲせࡿࡍ⥆⥅ࡣ࡚࠸ࡘᨭࡿࡼᅜࡿࡍᑐ⨨㓄ࡢ㒊άືᣦᑟဨࡿࡅ

 ࠋࡿࢀࡽ࠼

㸦ᆅ᪉⮬యࡸಖㆤ⪅ࡿࡼ㈝⏝㈇ᢸᅜࡿࡼᨭ㸧 

࣭ᆅᇦ㒊άືࡢᣦᑟ⪅㸦ව⫋වᴗࡢチྍࢆᚓࡓᩍᖌࠋࡴྵࢆ㸧ࡢ☜ಖᙜࠊࡣ࡚ࡗࡓㅰ

㔠ࢆせࡿࡍሙྜࡀⓎ⏕ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡿࡍ 

ࡍ⏕Ⓨࡀሙྜࡿࡍせࢆ⏝ᩱࠊࡣ࡚ࡗࡓᙜಖ☜ࡢල⏝ࡸሙᡤࡢᆅᇦ㒊άືࠊࡓࡲ࣭

 ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡿ

࣭ᆅᇦ㒊άືࡢᐇᙜࠊࡣ࡚ࡗࡓᨾഛࠊࡵࡓࡿ࠼ಖ㝤ࡢຍධࡀᮃࠋ࠸ࡋࡲ 

࣭ᆅᇦ㒊άືࡢ㈝⏝㈇ᢸࠊࡣ࡚࠸ࡘ⏕ᚐࡢάືᶵࡢಖ㞀ࡢほⅬཷࡸ┈⪅㈇ᢸࡢほ

Ⅼࠊࡽಖㆤ⪅ࡀ㈇ᢸࡸࡇࡿࡍᆅ᪉⮬యࡀῶචᥐ⨨➼ࢆㅮࡀࡇࡿࡎ㐺ษ࡛࠶

ᩍᖌఇ᪥ࡸᐇែ࠸࡞࠸࡚ࢀࢃ⾜ࡀ➼㈇ᢸࡿࡼ⪅୧࡛ࡲࢀࡇࠊࡀࡿࢀࡽ࠼⪄ࡿ

ᨭࡿࡼᅜࠊࡘࡘࡋ៖⪄ࢆṦົᡭᙜ≉ࡢ⾜⌧ࡿࡅ࠾ሙྜࡿࡍᚑ㒊άືࡀ

᪉⟇᳨ࡶ࡚࠸ࡘウࠋࡿࡍ 

㸦ఇ᪥ࡢᆅᇦ㒊άືࢆ᥎㐍ࡿࡍᣐⅬᰯ㸦ᆅᇦ㸧ᩚࡢഛ㸧 

࣭ఇ᪥ࡢᆅᇦ㒊άືࡢᐇ⌧ࢆ⤌ྲྀࡓࡅྥ⥲ྜⓗ᥎㐍ྛࠊࡵࡓࡿࡍ㒔㐨ᗓ┴ᣐⅬ

ᰯ㸦ᆅᇦ㸧ࢆタࠊࡅᅜ࡚ࡋᣐⅬᰯ㸦ᆅᇦ㸧ࡿࡅ࠾ᐇ㊶◊✲ࢆᐇࡏేࠋࡿࡍ

ࠊ࡚࠸࠾Ꮫᰯࡢ࡚ࡍࡢᅜࠊࡾࡼࡇࡿࡍᶓᒎ㛤Ꮫᰯࡢࢆᡂᯝࡢࡑࠊ࡚

ఇ᪥ࡢ㒊άືࡿࡅ࠾ᩍᖌࡢ㈇ᢸ㍍ῶࢆィ⏬ⓗᐇ⌧ࠊ࠾࡞ࠋࡿࡍᣐⅬᰯ㸦ᆅᇦ㸧

ᆅᇦ㒊ࡢఇ᪥ࡸ㏿ࠊࡣ࡚࠸࠾Ꮫᰯ㸦ᆅᇦ㸧࡞⬟ྍࡀ⾜⛣ᆅᇦ᪩ᮇࠊࡵྵࢆ

άືࡢᐇ⌧ࢆ⤌ྲྀࡓࡅྥ㐍ࠋࡿࡵ 

 

㸰㸬ྜ⌮ⓗ࡛ຠ⋡ⓗ࡞㒊άືࡢ᥎㐍 

㸦ྜྠ㒊άືࡢ᥎㐍㸧 

࣭ᆅᇦࡢᐇࢆ㋃≉ࠊ࠼ࡲᑡᏊࡢᙳ㡪ࡀ࠸ࡁ㐣ᆅᇦࠊࡣ࡚࠸࠾ᆅ᪉⮬య

㒔ᕷ㒊ࠊࡶࡿࡍ᥎㐍ࢆ㒊άືྠྜࡢᰯࡓ࠼㉺ࢆᕷ⏫ᮧࠊࡁᇶุ࡙᩿ࡢ

ࢆᴗࡿࡍ᥎㐍ࢆ㒊άືྠྜࡿࡼᣐⅬᰯ᪉ᘧࠖࠕࡢ㏆㞄ᰯࡢᕷෆࠊࡣ࡚࠸࠾

ᐇࡢࡑࠋࡿࡍ㝿ࠊᆅ⌮ⓗ࡞ㄢ㢟ࠊࡀࡿࡌ⏕ࡀICTࢆά⏝ࠊ࡛ࡇࡿࡍ⏕ᚐࡍື⛣ࡀ

ࡼࡿ࡞⬟ྍࡀࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢᚐ࣭ᣦᑟ⪅㛫⏕ࠊࡾࡓࡅཷࢆᣦᑟࡃ࡞ࡇࡿ

 ࠋࡿࡍ᥎㐍ࢆ✲◊㊶ᐇ࠺
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㸦࣭ࡢ࣮ࣝࢡࣥࢥᅾࡾ᪉ᩚࡢ⌮㸧 

࣭ᅜཧຍ୍࡛ࠊࡣࡢࡿࡁ㒊ࡢᏛᰯ࡛ࠊࡾ࠶ከᩘࡢᏛᰯࡀ㛵ಀࡣࡢࡿࡍᆅ᪉

࡛ࠊࡵࡓࡢࡇࠋࡿ࠶Ꮫᰯࡢാࡁ᪉ᨵ㠉ࡢほⅬࡶ㋃ࠊ࠼ࡲᆅ᪉ࡢᅾࡾ᪉

 ࠋࡿ࠶ࡀᚲせࡿࡍ⌮ᩚࢆ

࣭ᚑࠊ࡚ࡗᅜࠊࡣ㛵ಀᅋయࡿࡼᅜࡢぢ┤ಁࢆࡋ㐍ࠊࡶࡿࡍᆅ᪉⮬య

ࡘ᪉ࡾᅾࡢࠊࡋᢕᥱࢆᐇែࡢ㛤ദࡢᆅ᪉ࠊ࡚ࡋ㐃ᦠ࣭༠ຊ㛵ಀᅋయࡀ

 ࠋࡿࡍせㄳ࠺ࡼࡿࡍ⌮ᩚ࡚࠸

ཧࡢᚐ⏕ࠊࡶࡘࡘࡋ៖⪄ࢆࡇࡿ࠶ሙ࡛ࡢ⾲ᡂᯝⓎࡢάືࡢᚐ⏕ࡀࠊࡓࡲ࣭

ຍࡿࡼ㈇ᢸࡀ㐣ᗘࠊ࠺ࡼ࠸࡞ࡽ࡞ཧຍࡿࡍࢆ⢭㑅ࠋࡿࡍ 

࡞ᙎຊⓗ࠺ࡼࡿࡁཧຍ࡛ࡶ࣒࣮ࢳࡢᏛᰯ௨እࠊࡣ࡚࠸ࡘཧຍ㈨᱁ࡢࠊ࡚ࡏే࣭

 ࠋࡿࡍせㄳࢆウ᳨ࡢ࠸ᢅྲྀ

 

 ࡾࢃ࠾

௨ୖࡢ᪉⟇ࠊࡣ㒊άືᨵ㠉ࠋࡿ࠶࡛࣮ࣥࢺࢫ࣐ࣝࡃ࡞ࡣ࡛࣮ࣝࢦࡢ 

㒊άືࡣ⏕ᚐ࡚ࡗᩍ⫱ⓗព⩏ࡢ㧗࠸άື୍࡛ࡿ࠶᪉࡛ࠊᩍᖌࡢ⊩㌟ⓗ࡞ົᨭ

ࡢᏛᰯࢆ࡚ࡍࠊࡣ㒊άືࠋ࠸࡞࠼ゝࡣࡿ࠶ែ≦࡞⬟ྍ⥆ᣢࡸࡣࡶࠊࡾ࠾࡚ࢀࡽ࠼

ᩍᖌࡀᢸࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡢ࠺⏕ᚐࡢᣦᑟ➼ពḧࢆ᭷ࡿࡍᆅᇦேᮦࡢ༠ຊࡢୗ࡛ࠊ⏕ᚐ

 ࠋࡿࢀࡽࡵồࡀࡇࡃ࠸࡚࠼ᨭࡀᆅᇦࢆάືᩥ࣭ࢶ࣮࣏ࢫ࠸ࡋࡲᮃ࡚ࡗ

ࡿ࡞␗ࡀἣ≦ࡢ㒊άືࡢࢀࡒࢀࡑ࡚ࡗࡼάືෆᐜࡸᆅᇦࠊࡣ㒊άືᨵ㠉࡞࠺ࡼࡢࡇ

ᚲせࡿࡵ㐍ࢆ⤌ྲྀ࡞ᐇ╔ẁ㝵ⓗࠊࡽࡀ࡞࠸⾜ࢆ✲◊㊶ᆅᇦ࡛ᐇྛࠊࡤࢀ࠼ࡲ㋃ࢆࡇ

ࠊᆅ᪉⮬యࠊᅜࠊ㝿ࡢࡑࠊࡾ࠶ྍḞ࡛ࡀព㆑ኚ㠉ࡢ⪅㛵ಀࠊࡣᨵ㠉ࡢࡇࠋࡿ࠶ࡀ

Ꮫᰯ㛵ಀ⪅ࡢࢀࡒࢀࡑࡀᙺࢆᯝࠊࡾࡼࡇࡍࡓᅇࡢ㒊άືᨵ㠉ࡀ⤖ᐇࡢࡶࡿࡍ

 ࠋࡿ࠼⪄

ࠊᚓ࡚ࢆ༠ຊࡢᆅᇦேᮦࠊࡽࡀ࡞ࡵぢᴟࡶㄢ㢟ࡸᡂᯝࡢ㒊άືᨵ㠉ࡢᅇࠊ࡛ୖࡢࡑ

⏕ᚐ࡚ࡗᮃ࠸ࡋࡲ㒊άືࡢᐇ⌧ࠊࡸᏛᰯࡢാࡁ᪉ᨵ㠉ࢆ㏻ࡓࡌᏛᰯᩍ⫱ࡢ㉁ୖྥࡢ

㈐ࡢ⪅㛵ಀࡀࡇࡿࡵ㐍ࢆ⤌ྲྀࡿ࡞᭦ࠊࡵྵࢆᨵゞࡢࣥࣛࢻ࢞㒊άືࠊࡵࡓࡿᅗࢆ

 ࠋࡿ࠶Ṍ୍࡛➨ࡢࡵࡓࡢࡑࠊࡣ⾜⛣ᆅᇦ࡞ẁ㝵ⓗࡢ㒊άືࡢఇ᪥ࠊࡾ࠶࡛ົ
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৾ૅણ峝ৗ峉峔ୠ崗嵑崾ણ峘峴্ಉ峕ঢ়峃峵
়峔崔崌崱嵑崌嵛岧ਏ岨

س ৲ऋਤिরؚలਟपॎञॉেെऋ५এشॶ؞ધ৲഼ણपಲਢखथखिऒधऋदऌॊਃভ॑ન৳घॊञीؚசृऊपણपॉੌ
िਏ؛जभؚেെभঽदऩ৾लभৃदँढञણभઇਔଝ॑ಲഅ؞னऔचؚৗखःகऋলऔोॊेअपघॊऒधऋਏ؛
س ഥਮڰফಒपॉऽधीैोञણभୠষपঢ়घॊਫ਼ୈভ৮भ॑౷ऽइؚਛ30ফपੁखञَઈણभॉ্पঢ়घॊ়ऩ
फ़ॖॻছॖথُलَધ৲ણभॉ্पঢ়घॊ়ऩफ़ॖॻছॖথُ॑ଁ়खञद৸એप؛ऒोपेॉؚ৾ૅણभిਫऩઈृ
૨؞ટऩણभॉ্धधुपؚৗञऩୠॡছঈણ॑ତघॊञीपਏऩৌૢपणःथؚবभઅइ্॑ં؛
س ણभୠষपਊञढथमَؚୠभञठमؚ৾ૅ॑அीञୠदथॊُ؛धःअਔभৣؚেെभऽखःਛশ॑৳दऌॊेअؚ
ୠभਢ૭ચदऩ୭॑৬पତ؛ୠभৰੲपૢगেെभ५এشॶ؞ધ৲഼ણभਈి৲॑ॉؚ৬ୡત୷॑ੰघॊऒधऋਏ؛

ഥਮڰফ12া

كऩઍق
ઇపभણषभঢ়ଖपणःथؚ১ഥಉप੦तऌਜఒृඐਜଵ৶؞
৳ણ৩ृਗ॑ન؞
ছ५ওথॺभஉബभජೲঁ؞হଆૃभජೲؚ৬ຌ؞ମभ೨ଵ৶ੱ؞
كڭؚౝଜڭقਰभ೬ുभਝڮౝਊञॉ؞
ણपਘपਸোऔचॊऒधऋऩःेअपघॊ؞
ધ৲഼੮৬धभ৴ृ৳૧ಉभੈৡ؞ॶش্ਁુ੮৬ಉमؚ५এ؞
भৣؚ৾ૅधୠऋੈ௮؞়खञदभ୭ତ॑ਤीॊ

ઇୖஙਗभણदँॊ৾ૅણपणःथؚৰघॊৃ়भిਫऩઈ
ಉभॉ্ؚ॑జਟभफ़ॖॻছॖথभઍ॑౷ऽइणणંघ؛

⋛ ৾ૅણ

كऩઍق
ৰ৬भତౄৰ؞ୠॡছঈણभઈ੮৬؞
ધ৲ஷ௪૿ਊ౧ृ৾ૅ૿ਊ౧ؚঢ়બ੮৬ؚ৾ૅಉभ؞ॶشୠ५এ؞
ঢ়બ॑ૐीञੈ৮ভऩनभ৬भତ

ৱતಉपेॊସभৈःभન৳धؚਿಉपेॊয౫ং؞
থॡभତؚਔඟँॊઇపಉभෟऩැැ
ધ৲഼ীऩनؚেെ؞ಂभણटऐदऩऎؚളਯभઈர৯ૼ଼؞
भಂಉपిखञউটॢছभન৳

भ೬ു॑ਝڭ೬भाણ॑घॊৃ়ुؚਉಋधखथ؞
ෟऩਹ৷യਤ؞ਝ॑ୠॡছঈણदઞ৷घॊभ૿ೄુਁ؞
ੇ൦षभ੍ର؞

৾ૅણभऋधऩॊपؚ৾ૅधୠधभ৴ੈ؞௮पेॉ
েെभણभৃधखथତघसऌৗञऩୠॡছঈણभॉ্॑ંघ؛

⋜ ৗञऩୠॡছঈણ

ৗञऩ५এشॶ؞ધ৲഼୭भତपਊञॉؚऎभঢ়બऋ৴؞
ੈ௮खथమੑ؞पॉੌिञीؚजभਤी্ಉपणःथંघ؛

⋝ ৾ૅણभୠ৴ृ
ୠॡছঈણषभষपऐञ୭ତ

كऩઍق
ऽङम೬पउऐॊୠभ୭भତ॑ାৰपਤ؞
भ୭ତमदऌॊधऒौऊैॉੌाؚ೬भੌभਤ⎃૾யಉ؞
॑ਫ਼खؚಌऩॊ॑ਤ

ય੨ऋઈ੮৬धऩॊ৬ृؚ⋈ୠभऩઈ੮৬ऋॉੌि⋇؞
৬ऩनؚమऩ৬भତ॑ਤीॊ
ୠॡছঈણऋऩৃ়়ؚણभোृؚણ৩ಉپ
पेॉਃভ॑ન৳

؞ফ॑ਤधखथୠ৴گফ২ऽदभڳফ২ऊैഥਮڱഥਮ؞
ୠষपॉੌाणणؚୠभৰੲपૢगथ૭ચऩॉଫभৰਠ॑
৯घ

ঝಉ॑ఢੴش५ॣ४গ؞ੌઍ؞ਿलય੨म্ؚଉ؞

كऩઍق
পভਸৱતؚ॑ୠॡছঈણभভ৩ಉुਸदऌॊेअৄઉख؞

ফ২ऊैপভषभਸ॑അੳؚजभାৰऩৰڱমর৬৴मഥਮپ
৳दऌॊटऐઇపऋਬ૨खऩः৬भତؚઈपબॊిਫऩয৩ન؞
৫ಈਯभಖ৭ؚളਯभણ॑৽ୡखञःق৸বপভभॉ্भৄઉख؞
েെಉभॽش६पৌૢखञਃভ॑ਝऐॊಉك

৾ૅણभਸटऐदऩऎؚୠॡছঈણभਸभॽش६ಉप
ૢगञপভಉभઈभॉ্॑ંघ؛

⋞ পভಉभॉ্भৄઉख

؛मਁয়র৾ૅभেെ॑ऩৌधखؚৈૅृஎ৾मৰੲपૢगथॉੌिऒधऋऽखः⋟ع⋝؛मর৾ে॑ऩৌधखؚৈૅেुਉಋి৷⋚پ

出典：スポーツ庁・文化庁「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」
　　　https://www.mext.go.jp/sports/content/20221227-spt_oripara-000026750_1.pdf

資料３
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出典：厚生労働省「健康日本21」
　　　https://www.health-net.or.jp/syuppan/leaflet/pdf/kenkou_kazoku.pdf 

資料４
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㸯㸬 ᩍ  ⫱ 

 
 
 
 
 
  

  
 ࡀ⪅ࡓࡋಟࢆᮏᏛࠊ࡛ࡢࡶࡓࡋᵓᡂࢆᮾᏛኈຊࠖࠕࡢDAITO VISION 2023࠘ࠗࡣᮾᏛኈຊࠖࠕͤ  

   ㌟࠸࡞ࡽ࡞ࡤࡡ࠾࡚ࡅࡘ  ᣦ࡚ࡌ⥲ࢆᙜ⪅ព㆑㸧ࠊᣮᡓຊࠊ༠ാຊࠊၥ㢟ゎỴ⬟ຊࠊຊ㸦ໟᐜຊࡢࡘ5

 ࡚ࡗேࡘᣢࢆᬒ⫼࡞ከᵝࠊࡿࡍࡵࡌࡣࢆ⏕Ꮫ␃ࡸே♫ࠊࡣᮾᏛኈຊࠖࠕࠊ࠾࡞ࠋࡍ࡛ࡢࡶࡍ♧ࡋ   

 ࠋࡍຊ࡛࡞ᚲせ࡚ࡋඹ㏻ࡶ   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ꮫ⏕άࢆ࡚ࡍࡢᩍ⫱ࡢሙ⨨࡙ࠊࡅᏛ⏕࣭ᩍ⫋ဨࡢᇉ᰿ࢆ㉸ࠊ࡚࠼ 

 Ꮫࡢ࠸ྜࡧ⢭⚄ࢆࡇࡘࡶࢆษᩥࠊ࡚ࡋࡑࠋࡍࡲࡋࢆᏛࢆࡇࡪ㏻ 

 ࠋࡍࡲࡁ࠸࡛ࢇ⫱ࢆேᮦࡄ࡞ࡘࢆ♫ࠊࡅࡘ㌟ࢆᮾᏛኈຊࠖͤࠕ࡚ࡌ 

 

ๅ௪৶ΝৼͳͤΖٺଐ͵ٗढ़รԿɼήϫʖώϩԿͶ͑݊߃ʀਫ਼ʀڧ

ͲஇʀଲཱིϨηέ͗߶Ήͮͱ͏Ζɽ಼͞ࠅͳ͢ͱɼܢҮԿ͵ʹΝഐ߁ؽث

͵͖Ͳɼࣙ Δͳҡ͵ΖՃ؏Νͯ࣍ଠंͳڢಉͯͯ͢ɼࠞ ୌմ݀ͶͪΖ͚کـ

ਈʀָཀྵ೨ΝಁΉ͓ͯͯɼָݒΌΔΗΖΓ͑Ͷ͵ͮͱ͏Ζɽຌָͺɼٽ͗ྙ

ཱི���ब೧ΝؽͶh ชԿͲऀճΝͯ͵ָ͛ʱͳ͏͑ϝρεϥϱΝఈΌͱ͏Ζɽ͞

ϝρεϥϱΝگүͲࣰͤݳ΄͚ɼஏҮʀೖຌʀֆΝ͚ؑگΝ༙͢ɼଡ༹͵Ճ

؏Νཀྵմ͢ɼڢಉʀڠਫ਼ऀճΝ୴͑͞ͳͲ͘ΖਕࡒΝү͢ͱ͏͚ɽ 
ىΓ͑͵گүదୣͪΌͶɼ࣏ࠕௗܯغժʤh үʱχϟϱʥͲͺɼگ

�ͯخຌඬΝ͝ܟͱ͏Ζɽخຌඬ �ʛ�ͺɼگү՟ఖɼگү಼༲ʀघ๑ɼָर

Վ͵ʹگүಊͶؖΚΖ಼༲ɼخຌඬ �ͺָਫ਼ण͜ΗͶؖΚΖ಼༲ɼخຌඬ �

ͺٝ߁ָਫ਼ࢩԋʤָसࢩԋʀ࿑ࢩԋΝʥͶؖΚΖ಼༲ͳ͵ͮͱ͏Ζɽ 
ɼָ͖͢Ν༶ͤΖຌָಝ৯ΝंڂݜҮ͏߁ಊͶͯ͏ͱͺɼүگ ෨ָՌʀ

ָҮ֠ࠞΝָ͓ͪ;ʤชԿͶؖͤΖָࡏదָ;ΝʥࣰݳΝͤࢨɽ͍

Κͦͱɼ͢͏͓گ๏ʀָ;๏ʤԗֶٗढ़༽Νʥ୵ٽʀࣰભΝΌɼָਫ਼

ָसқཋʀकରΝً͢ͱ͏͚ɽָ ਫ਼ण͜ΗͶͯ͏ͱͺɼ,5ؽکԿΏָ

ਕָཻਫ਼ʀฦࠅү֨ैͶΓͮͱָंસָదϪϗϩΠρϕΝਦΖͳͳͶɼگ

ָਫ਼͵ʹण͜Ηଡ༹ԿΝਬͤΖɽָਫ਼ࢩԋͶؖ͢ͱɼસָద͵࿊ܠʤָ

 Կͯͯ͢ɼଡ༹͵ָसंωʖθͶଲԢ͢ͱ͏͚ɽکʥΝγϛʖνʖ֨Ν
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入学定員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 定員充足率 入学定員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 定員充足率 入学定員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 定員充足率 入学定員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 定員充足率 入学定員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 定員充足率

神奈川県 國學院大学 人間開発学部 健康体育学科 130 792 760 194 134 1.03 130 986 960 167 137 1.05 130 135 1.04 130 138 1.06 130 134 1.03

東京都 国士舘大学 体育学部 体育学科 220 1,484 525 240 1.09 220 1,503 625 230 1.05 220 2,056 554 247 1.12 220 2,065 560 249 1.13 220 2,519 594 247 1.12

千葉県 順天堂大学 スポーツ健康科学部 スポーツ健康科学科 600 4,490 4,411 1,269 619 1.03 600 3,490 3,410 1,241 607 1.01 440 4,077 4,038 681 0.00 440 3,588 381 0.00 440 3,798 390 0.00

埼玉県 尚美学園大学 スポーツマネジメント学部 スポーツマネジメント学科 160 231 226 205 194 1.21 160 273 268 212 207 1.29 160 375 372 261 259 1.62
開設は
2020年

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

神奈川県 東海大学 体育学部 ５学科 540 1,433 652 537 0.99 480 1,079 443 487 1.01 480 1,566 440 480 936 257 480 1,108 276

人間スポーツ学科 230 275 267 215 219 0.95 230 233 1.01 230 238 1.03 230 218 0.95 230 249 1.08

スポーツ科学科 200 183 182 147 196 0.98 200 219 1.10 200 206 1.03 200 193 0.97 200 204 1.02

東京都 日本大学 スポーツ科学部 競技スポーツ学科 300 1,121 1,079 605 314 1.05 300 1,085 1,051 679 314 1.05 300 1,388 1,339 618 314 1.05 300 1,253 1,221 501 314 1.05 300 1,612 1,581 490 314 1.05

体育学科 800 2,037 1,975 1,079 878 1.10 800 800 2,421 2,335 947 769 0.96 800 3,123 3,036 897 758 0.95 800 3,104 3,001 960 769 0.96

健康学科 195 600 577 291 203 1.04 195 195 950 916 319 193 0.99 195 730 710 290 198 1.02 195 1,264 1,192 334 196 1.01

埼玉県 平成国際大学 スポーツ健康学部 スポーツ健康学科 100 189 184 173 98 0.98 95 212 207 186 97 1.02 95 223 216 190 109 1.15 95 117 83 116 1.22 95 103 86 121 1.27

東京都 法政大学 スポーツ健康学部 スポーツ健康学科 185 3,528 3,433 576 183 0.99 185 2,744 2,663 524 185 1.00 165 3,470 3,374 344 173 1.05 165 314 167 1.01 185 351 184 0.99

3,660 16,363 5,931 3,815 1.04

埼玉県 大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科 125 903 874 369 146 1.17 125 1,024 1,003 318 144 1.15 125 1,273 1,220 296 119 0.95 125 1,406 1,368 277 134 1.07 125 1,619 1,579 230 122 0.98

※一部「受験者数」「志願者数」「合格者数」が空欄となっているのは、2023年3月1日現在各大学のHPより確認できなかったため

※順天堂大学：2022年・2021年の「入学者数」は、ホームページに掲載されている2022年5月1日現在の在学者数を引用

※東海大学：５学科とは、体育学科、競技スポーツ学科、武道学科、生涯スポーツ学科、スポーツ・レジャーマネジメント学科である

資料９　競合校における志願状況等（過去５年間）

所在地 大学名 学部名 学科名

2022 2021 2020 2019

合　　計

2018

埼玉県 東京国際大学 人間社会学部

東京都 日本体育大学 体育学部
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大東文化大学 スポーツ・健康科学部  

スポーツ科学科への高校生の入学意向に関する 

アンケート調査報告 

令和５年３月 

一般財団法人 日本開発構想研究所 

資料１０
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大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科への 

高校生の入学意向に関するアンケート調査報告 

 

１．調査概要 

（1） 調査目的 

令和 6年 4月に予定している大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の入学定員

（収容定員）の増加にあたり、予定年度の進学対象層に対する大東文化大学 スポーツ・健康科

学部 スポーツ科学科への入学意向を把握することを目的とする。 

 

（2） 調査対象高校及び対象者 

近隣に所在する高等学校、または大東文化大学に進学実績のある高等学校を中心に、15 都道

県（北海道、宮城県、福島県、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、

長野県、静岡県、新潟県、福岡県、鹿児島県）に所在する高等学校の在学者で令和 6年度大学進

学対象となる高校 2 年生を対象とした。 

 

（3） 調査方法 

近隣に所在する高等学校、または大東文化大学に進学実績のある高等学校を中心とした172校

へ、36,195 人分のアンケート用紙及び大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の

概要を示したリーフレットを送付し、教室等で直接アンケート用紙に記入する方法により実施し

た。回答用紙は、直接高等学校から一般財団法人日本開発構想研究所へ送付した。 

この結果、高校 2 年生 24,601 人から有効回答（有効回収率約 68.0％）を得た。 

集計結果より、大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科への入学意向を分析した。 

 

（4） 調査実施期間 

令和 4 年 11 月～令和 5 年 2 月 

 

（5） 有効回収率等 

調査対象者数：高等学校 172 校 36,195 人 

有効回答者数：高等学校 167 校 24,856 人の回答のうち、高校 2 年生 24,601 人 

有効回収率 ：約 68.0%（有効回答者 24,601 人÷調査対象者 36,195 人） 
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２．調査結果 

（1）現住所について 

現住所について調査した結果、高校 2 年生 24,601 人のうち、1.0%以上の割合を占めたものを

挙げると、「埼玉県」が 9,696 人（39.4%）と最も多く、次いで「東京都」3,746 人（15.2%）、

「茨城県」2,898 人（11.8%）、「群馬県」2,126 人（8.6%）、「静岡県」1,254 人（5.1%）、「千葉

県」1,224 人（5.0%）、「栃木県」815 人（3.3%）、「長野県」727 人（3.0%）、「福岡県」467 人

（1.9%）、「鹿児島県」445 人（1.8%）、「新潟県」342 人（1.4%）、「神奈川県」299 人（1.2%）

の順になっている。 ※「無回答」6 人（0.0%） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

現住所
№ カテゴリ 件数 (全体)% № カテゴリ 件数 (全体)% № カテゴリ 件数 (全体)%
1 北海道 175        0.7         18 福井県 8            0.0         35 ⼭⼝県 15          0.1         

2 ⻘森県 2            0.0         19 ⼭梨県 11          0.0         36 徳島県 1            0.0         

3 岩⼿県 6            0.0         20 ⻑野県 727        3.0         37 ⾹川県 1            0.0         

4 宮城県 152        0.6         21 岐⾩県 10          0.0         38 愛媛県 0            0.0         

5 秋⽥県 2            0.0         22 静岡県 1,254    5.1         39 ⾼知県 1            0.0         

6 ⼭形県 2            0.0         23 愛知県 4            0.0         40 福岡県 467        1.9         

7 福島県 114        0.5         24 三重県 3            0.0         41 佐賀県 0            0.0         

8 茨城県 2,898    11.8       25 滋賀県 4            0.0         42 ⻑崎県 2            0.0         

9 栃⽊県 815        3.3         26 京都府 2            0.0         43 熊本県 0            0.0         

10 群⾺県 2,126    8.6         27 ⼤阪府 5            0.0         44 ⼤分県 2            0.0         

11 埼⽟県 9,696    39.4       28 兵庫県 4            0.0         45 宮崎県 0            0.0         

12 千葉県 1,224    5.0         29 奈良県 0            0.0         46 ⿅児島県 445        1.8         

13 東京都 3,746    15.2       30 和歌⼭県 6            0.0         47 沖縄県 19          0.1         

14 神奈川県 299        1.2         31 ⿃取県 0            0.0         無回答 6            0.0         

15 新潟県 342        1.4         32 島根県 0            0.0         N （％ﾍﾞｰｽ） 24,601  100        

16 富⼭県 1            0.0         33 岡⼭県 2            0.0         

17 ⽯川県 2            0.0         34 広島県 0            0.0         
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（2）高校卒業後の進路について 

高校卒業後の進路について調査した結果、高校2年生24,601人のうち、「大学進学」が18,780

人（76.3%）と最も多く、次いで「専門学校進学」3,703 人（15.1%）、「就職」1,044 人（4.2%）、

「短期大学進学」666 人（2.7%）、「その他」369 人（1.5%）の順になっている。 

 ※「無回答」39 人（0.2%） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⾼校卒業後の進路
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 ⼤学進学 18,780     76.3         

2 短期⼤学進学 666          2.7            

3 専⾨学校進学 3,703       15.1         

4 就職 1,044       4.2            

5 その他 369          1.5            

無回答 39             0.2            

N （％ﾍﾞｰｽ） 24,601     100          
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（3）興味のある分野について 

3-1 興味のある分野（第 1 位） 

高校卒業後の進路で大学進学を希望する 18,780 人に、興味のある分野（第 1 位）について調

査した。 

その結果、「社会科学（経済学、経営学、商学、社会学・社会福祉学、法学、政治学など）」が

5,373人（28.6%）と最も多く、次いで「人文科学（文学、外国語、史学、哲学、心理学など）」

2,919 人（15.5%）、「理学、工学、農学」2,639 人（14.1%）、「スポーツ・健康・体育学関係」

2,530 人（13.5%）、「保健衛生学（看護学、リハビリテーション学、臨床検査学、診療放射線学

など）」1,581 人（8.4%）、「教育学、保育学」1,564 人（8.3%）、「医学、歯学、薬学、獣医学」

704 人（3.7%）、「芸術学（美術、音楽、デザインなど）」657 人（3.5%）、「家政学（生活科学、

食物学、住居学、被服学など）」427 人（2.3%）、「その他」347 人（1.8%）の順になっている。 

  ※「無回答」39 人（0.2%） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

興味のある分野(第1位）
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 スポーツ・健康・体育学関係 2,530          13.5            

2 社会科学（経済学、経営学、商学、社会学・社会福祉学、法学、政治学など） 5,373          28.6            

3 ⼈⽂科学（⽂学、外国語、史学、哲学、⼼理学など） 2,919          15.5            

4 教育学、保育学 1,564          8.3              

5 理学、⼯学、農学 2,639          14.1            

6 医学、⻭学、薬学、獣医学 704             3.7              

7 保健衛⽣学（看護学、リハビリテーション学、臨床検査学、診療放射線学など） 1,581          8.4              

8 家政学（⽣活科学、⾷物学、住居学、被服学など） 427             2.3              

9 芸術学（美術、⾳楽、デザインなど） 657             3.5              

10 その他 347             1.8              

無回答 39               0.2              

N （％ﾍﾞｰｽ） 18,780       100             
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3-2 興味のある分野（第 2 位） 

高校卒業後の進路で大学進学を希望する 18,780 人に、興味のある分野（第 2 位）について調

査した。 

その結果、「人文科学（文学、外国語、史学、哲学、心理学など）」が 4,126 人（22.0%）と最

も多く、次いで「社会科学（経済学、経営学、商学、社会学・社会福祉学、法学、政治学など）」

3,632 人（19.3%）、「教育学、保育学」2,431 人（12.9%）、「スポーツ・健康・体育学関係」

2,130 人（11.3%）、「医学、歯学、薬学、獣医学」1,521 人（8.1%）、「芸術学（美術、音楽、デ

ザインなど）」1,278 人（6.8%）、「保健衛生学（看護学、リハビリテーション学、臨床検査学、

診療放射線学など）」1,214 人（6.5%）、「理学、工学、農学」945 人（5.0%）、「家政学（生活科

学、食物学、住居学、被服学など）」679 人（3.6%）、「その他」329 人（1.8%）の順になってい

る。 ※「無回答」495 人（2.6%） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

興味のある分野(第2位）
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 スポーツ・健康・体育学関係 2,130          11.3            

2 社会科学（経済学、経営学、商学、社会学・社会福祉学、法学、政治学など） 3,632          19.3            

3 ⼈⽂科学（⽂学、外国語、史学、哲学、⼼理学など） 4,126          22.0            

4 教育学、保育学 2,431          12.9            

5 理学、⼯学、農学 945             5.0              

6 医学、⻭学、薬学、獣医学 1,521          8.1              

7 保健衛⽣学（看護学、リハビリテーション学、臨床検査学、診療放射線学など） 1,214          6.5              

8 家政学（⽣活科学、⾷物学、住居学、被服学など） 679             3.6              

9 芸術学（美術、⾳楽、デザインなど） 1,278          6.8              

10 その他 329             1.8              

無回答 495             2.6              

N （％ﾍﾞｰｽ） 18,780       100             
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（4）大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科への興味・関心について 

「3-1 興味のある分野（第 1 位）」において「スポーツ・健康・体育学関係」と回答した

2,530 人に、大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科への興味・関心について調査

した。 

その結果、「興味・関心がある」が 1,091 人（43.1%）と最も多く、次いで「興味・関心はな

い」939 人（37.1%）、「大いに興味・関心がある」444 人（17.5%）の順になっている。 

 ※「無回答」56 人（2.2%） 

なお、「大いに興味・関心がある」、「興味・関心がある」の合計 1,535 人（60.7%）が大東文

化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科に興味を示している。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⼤東⽂化⼤学 スポーツ・健康科学部 
スポーツ科学科への興味・関⼼

№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 ⼤いに興味・関⼼がある 444          17.5         

2 興味・関⼼がある 1,091       43.1         

3 興味・関⼼はない 939          37.1         

無回答 56             2.2            

N （％ﾍﾞｰｽ） 2,530       100          

-学則変更の趣旨（資料）-26-

6



（5）大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科への興味・関心の理由について 

5-1 興味・関心の理由（第 1 理由） 

「（4）大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科への興味・関心について」にお

いて「大いに興味・関心がある」、「興味・関心がある」と回答した 1,535 人に、興味・関心の理

由（第 1 理由）について調査した。 

その結果、「興味・関心のある分野だから」が 994 人（64.8%）と最も多く、次いで「クラブ

活動が活発そう」215 人（14.0%）、「目指す資格・免許が取得できそう」125 人（8.1%）、「学べ

る内容・カリキュラムが良さそう」83 人（5.4%）、「職業や企業への就職に有利そう」36 人

（2.3%）、「自宅から通えるから」23 人（1.5%）、「大学に伝統と実績があるから」18 人（1.2%）、

「校舎・施設が充実していそう」18 人（1.2%）、「学習サポート体制が充実していそう」10 人

（0.7%）の順になっている。 ※「無回答」13 人（0.8%） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

興味・関⼼の理由(第1理由）
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 興味・関⼼のある分野だから 994             64.8            

2 学べる内容・カリキュラムが良さそう 83               5.4              

3 クラブ活動が活発そう 215             14.0            

4 ⽬指す資格・免許が取得できそう 125             8.1              

5 職業や企業への就職に有利そう 36               2.3              

6 ⼤学に伝統と実績があるから 18               1.2              

7 学習サポート体制が充実していそう 10               0.7              

8 ⾃宅から通えるから 23               1.5              

9 校舎・施設が充実していそう 18               1.2              

無回答 13               0.8              

N （％ﾍﾞｰｽ） 1,535          100             
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5-2 興味・関心の理由（第 2 理由） 

「（4）大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科への興味・関心について」にお

いて「大いに興味・関心がある」、「興味・関心がある」と回答した 1,535 人に、興味・関心の理

由（第 2 理由）について調査した。 

その結果、「学べる内容・カリキュラムが良さそう」が 311 人（20.3%）と最も多く、次いで

「目指す資格・免許が取得できそう」300 人（19.5%）、「クラブ活動が活発そう」269 人

（17.5%）、「興味・関心のある分野だから」161 人（10.5%）、「職業や企業への就職に有利そう」

145 人（9.4%）、「校舎・施設が充実していそう」124 人（8.1%）、「自宅から通えるから」91 人

（5.9%）、「大学に伝統と実績があるから」73 人（4.8%）、「学習サポート体制が充実していそう」

26 人（1.7%）の順になっている。 ※「無回答」35 人（2.3%） 

 

   

  興味・関⼼の理由(第2理由）
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 興味・関⼼のある分野だから 161             10.5            

2 学べる内容・カリキュラムが良さそう 311             20.3            

3 クラブ活動が活発そう 269             17.5            

4 ⽬指す資格・免許が取得できそう 300             19.5            

5 職業や企業への就職に有利そう 145             9.4              

6 ⼤学に伝統と実績があるから 73               4.8              

7 学習サポート体制が充実していそう 26               1.7              

8 ⾃宅から通えるから 91               5.9              

9 校舎・施設が充実していそう 124             8.1              

無回答 35               2.3              

N （％ﾍﾞｰｽ） 1,535          100             
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（6）大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科への受験意向について 

「（4）大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科への興味・関心について」にお

いて「大いに興味・関心がある」、「興味・関心がある」と回答した 1,535 人に、大東文化大学 

スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科への受験意向について調査した。 

その結果、「受験先として検討したい」が 892 人（58.1%）と最も多く、次いで「受験先とし

て考えないと思う」389 人（25.3%）、「受験してみたい」229 人（14.9%）の順になっている。 

 ※「無回答」25 人（1.6%） 

なお、「受験してみたい」、「受験先として検討したい」の肯定的な回答を合計すると、1,121

人（73.0%）となっている。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（7）大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科への入学意向について 

「（6）大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科への受験意向について」におい

て、受験意向を示した 1,121 人に、大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科に合格

した場合の入学意向について調査した。 

その結果、「入学を検討する」が798人（71.2%）と最も多く、次いで「入学を希望する」309

人（27.6%）、「入学を希望しない」11 人（1.0%）の順になっている。 

 ※「無回答」3 人（0.3%） 

なお、「入学を希望する」、「入学を検討する」の肯定的な回答を合計すると、1,107人（98.8%）

となっている。 

  

 

 

 

 

 

 

  

⼤東⽂化⼤学 スポーツ・健康科学部 
スポーツ科学科への⼊学意向

№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 ⼊学を希望する 309          27.6         

2 ⼊学を検討する 798          71.2         

3 ⼊学を希望しない 11             1.0            

無回答 3               0.3            

N （％ﾍﾞｰｽ） 1,121       100          

⼤東⽂化⼤学 スポーツ・健康科学部 
スポーツ科学科への受験意向

№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 受験してみたい 229      14.9     

2 受験先として検討したい 892      58.1     

3 受験先として考えないと思う 389      25.3     

無回答 25         1.6        

N （％ﾍﾞｰｽ） 1,535   100      
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（8）大東文化大学の知名度について 

高校卒業後の進路で大学進学を希望する 18,780 人に、大東文化大学の知名度について調査し

た。 

その結果、「大学の名前を聞いたことがある」が 8,415 人（44.8%）と最も多く、次いで「知

らなかった」5,085 人（27.1%）、「大学の評判をなんとなく知っている」1,838 人（9.8%）、「大

学の名前の他に、キャンパスの場所、学部・学科、クラブなど 1 つ以上知っている」1,703 人

（9.1%）、「大東文化大学を進学先の候補の 1 つとして考えている」1,205 人（6.4%）の順にな

っている。 ※「無回答」534 人（2.8%） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⼤東⽂化⼤学の知名度
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 ⼤東⽂化⼤学を進学先の候補の１つとして考えている 1,205      6.4           

2 ⼤学の名前の他に、キャンパスの場所、学部・学科、クラブなど１つ以上知っている 1,703      9.1           

3 ⼤学の評判をなんとなく知っている 1,838      9.8           

4 ⼤学の名前を聞いたことがある 8,415      44.8        

5 知らなかった 5,085      27.1        

無回答 534         2.8           

N （％ﾍﾞｰｽ） 18,780    100         
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３．調査結果のまとめ 

「（7）大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科への入学意向について」より、

大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科へ「入学を希望する」と回答した高校 2年

生は309人いることがわかる。これによって、大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科

学科の入学定員 165 人に対して約 1.9 倍の入学意向を確保しているといえる。 

また、「入学を希望する」、「入学を検討する」と回答した高校 2 年生が、合計で 1,107 人いる

ことから、大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の入学定員 165 人に対して約

6.7 倍の入学意向を示したといえる。 

 

さらに下表より、「（6）大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科への受験意向に

ついて」と「（7）大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科への入学意向について」

の調査結果をクロス集計したところ、「受験してみたい」と回答した上で、「入学を希望する」と

回答した高校 2 年生が 167 人となり、これは大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科

学科の入学定員 165 人に対して約 1.0 倍の入学意向を確保しているといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上の調査結果と、調査対象の高等学校以外からの高校生の進学も考えられることから、大東

文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の入学定員を満たす学生は十分に確保できるも

のと考える。 

 

上段:度数
下段:％

合計 受験してみたい
受験先として
検討したい

1,121                     229                       892                       

100.0                     20.4                      79.6                      

309                       167                       142                       

100.0                     54.0                      46.0                      

798                       58                         740                       

100.0                     7.3                        92.7                      

11                         3                           8                           

100.0                     27.3                      72.7                      

3                           1                           2                           

100.0                     33.3                      66.7                      

受験意向 ×入学意向

受験意向

入学意向

全体

入学を希望する

入学を検討する

入学を希望しない

無回答
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調査票 
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計画概要 
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入
学
定
員
が
増
え
ま
す
　
12
5名
 ▶
16
5名
 （予

定
）

U
p

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
変
わ
り
ま
す
　
演
習
系
授
業
の
充
実
 （予

定
）

C
ha
ng
e

川
越

バ
ス
利
用
の
場
合

埼
玉
東
松
山

キ
ャ
ン
パ
ス

40
分

鴻
巣

鴻
巣
ス
ク
ー
ル
バ
ス
 4
0分

60
分

久
喜

久
喜
ス
ク
ー
ル
バ
ス
 6
0分

【
 設
置
学
部
 】
 全
学
部
の
1・
2年
次
、国
際
関
係
学
部
、ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
科
学
部
の
1～
4年
次

埼
玉
東
松
山
キ
ャ
ン
パ
ス

〒
35
5-
85
01
 埼
玉
県
東
松
山
市
岩
殿
56
0

東
武
東
上
線（
有
楽
町
線
・
副
都
心
線
直
通
）〈
高
坂
駅
〉西
口
下
車

▶
 無
料
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
約
7分

　
 路
線
バ
ス（
川
越
観
光
）鳩
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
方
面
行
き
大
東
文
化
大
学
バ
ス
停
下
車

JR
高
崎
線〈
鴻
巣
駅
〉東
口
下
車

▶
 ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
約
40
分（
片
道
10
0円
）

JR
宇
都
宮
線
・
東
武
伊
勢
崎
線
 〈
久
喜
駅
〉東
口
下
車

▶
 ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
約
60
分（
片
道
20
0円
）

高
坂

主
要
駅
か
ら
最
寄
り
駅
ま
で
の
ア
ク
セ
ス（
記
載
さ
れ
て
い
る
所
要
時
間
は
目
安
で
す
）

41
分

大
宮

JR
川
越
線
 2
2分

東
武
東
上
線
 1
9分

67
分

東
京

88
分

JR
湘
南
新
宿
ラ
イ
ン
 3
8分

東
京
メ
ト
ロ
丸
ノ
内
線
 1
7分

94
分

横
浜

池
袋

東
急
東
横
線
-東
京
メ
ト
ロ
副
都
心
線
 相
互
直
通
運
転
 F
ラ
イ
ナ
ー（
直
通
） 
94
分

東
武
東
上
線
 急
行
 5
0分

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
科
学
部
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科

〒
35
5-
85
01
　
埼
玉
県
東
松
山
市
岩
殿
56
0

ht
tp
s:
//
w
w
w
.d
ai
to
.a
c.
jp

大
東
文
化
大
学
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
科
学
部
事
務
室

　
 0
49
3-
31
-1
55
2

収
容
定
員
増
加
及
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
編
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

大
東
文
化
大
学
の
全
学
部
と
学
科

Fa
cu
lt
ie
s 
an
d 
de
pa
rt
m
en
ts
 o
f 
D
ai
to
 B
un
ka
 U
ni
ve
rs
it
y

久
喜

西
台

東
武
練
馬

東
京

池
袋

高
田
馬
場

巣
鴨

田
端

西
日
暮
里 日
暮
里

北
千
住

新
松
戸

南
越
谷

新
越
谷

春
日
部

流
山
お
お
た
か
の
森

南
浦
和

武
蔵
浦
和 西
高
島
平

北
朝
霞

和
光
市

朝
霞
台

本
川
越

ス
ク
ー
ル
バ
ス

川
越

川
越
市

所
沢

東
飯
能

八
王
子

立
川

西
国
分
寺

府
中
本
町 登
戸

町
田

相
模
大
野

中
央
林
間 藤
沢

茅
ヶ
崎

橋
本

赤
羽

上
野

飯
田
橋都営

三田
線

東
武
東
上
線

JR
武
蔵
野
線

JR
川
越
線

JR
八
高
線

JR
京
浜
東
北
線

東
武
ア
ー
バ
ン
パ
ー
ク
ラ
イ
ン

東
武
伊
勢
崎
線

JR
京
浜
東
北
線

JR
埼
京
線

水
道
橋

御
茶
ノ
水

大
手
町 有
楽
町

品
川

大
崎

目
黒

川
崎

長
津
田

新
木
場 南
船
橋

千
葉
み
な
と

西
船
橋

千
葉

南
流
山

柏

浅
草

高
坂

鴻
巣

大
宮

松
戸

横
浜

JR
武
蔵
野
線

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

JR常
磐線

東
京メ
トロ
千
代
田
線

東
武
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ラ
イ
ン

Ｊ Ｒ 武 蔵 野 線

JR
総
武
線

東
京
メ
ト
ロ
銀
座
線

千
葉
都
市

モ
ノ
レ
ー
ル

東
京
メ
ト
ロ
東
西
線

JR京
葉線

JR
山
手
線

JR
中
央
線

JR
東
海
道
線

JR
横
浜
線

JR
南
武
線

JR
東
海
道
線

JR
湘
南
新
宿
ラ
イ
ン

京
王
線

小
田
急
線

東
急
東
横
線

東
急
田
園
都
市
線

小
田
急
江
ノ
島
線

西
武
新
宿
線

西
武
池
袋
線

東
京
メ
ト
ロ
有
楽
町
線
・
副
都
心
線

東
京
メト
ロ
有
楽
町
線

東 京 メ ト ロ 副 都 心 線

JR
高
崎
線

JR
宇
都
宮
線

船
橋

ス
ク
ー
ル
バ
ス

新
宿 渋
谷

秋
葉
原

東
京
板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス

埼
玉
東
松
山

キ
ャ
ン
パ
ス

※
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科
は
4年
間「
埼
玉
東
松
山
キ
ャ
ン
パ
ス
」で
学
び
ま
す
。

ア
ク
セ
ス

A
cc
es
s

社
会
経
済
学
科

現
代
経
済
学
科

日
本
文
学
科

中
国
文
学
科

英
米
文
学
科

教
育
学
科

書
道
学
科

歴
史
文
化
学
科

中
国
語
学
科

英
語
学
科

日
本
語
学
科

法
律
学
科

政
治
学
科

国
際
関
係
学
科

国
際
文
化
学
科

経
営
学
科

ス
ポ
ー
ツ
科
学
科

健
康
科
学
科

看
護
学
科

社
会
学
科

大 東 文 化 大 学

学 部

文
学
部

経
済
学
部

外
国
語
学
部

法
学
部

国
際
関
係
学
部

経
営
学
部

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
科
学
部

社
会
学
部

▲
埼
玉
東
松
山
キ
ャ
ン
パ
ス

大
東
文
化
大
学
の
建
学
の
精
神

大
東
文
化
大
学
の
教
育
の
理
念

漢
学（
特
に
儒
教
）を
中
心
と
し
て
東
洋
の
文
化
を
教
授
・
研
究
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、そ
の
振
興
を
図
る
と

共
に
、儒
教
に
基
づ
く
道
義
の
確
立
を
期
し
、更
に
東
洋
の
文
化
を
基
盤
と
し
て
西
洋
の
文
化
を
摂
取

吸
収
し
、東
西
文
化
を
融
合
し
て
新
し
い
文
化
の
創
造
を
目
指
す
。

大
東
文
化
大
学
は
、建
学
の
精
神
に
基
づ
き
、東
洋
の
文
化
を
中
心
と
し
て
広
く
全
世
界
の
文
化
に

関
す
る
諸
学
を
研
究
・
教
授
し
、そ
の
振
興
を
図
る
と
共
に
、東
洋
固
有
の
文
化
を
尊
重
し
、そ
の
伝
統
的
な

美
徳
を
身
に
つ
け
て
豊
か
な
人
格
の
形
成
に
努
め
、併
せ
て
国
際
的
な
視
野
を
持
ち
、世
界
の
文
化
の

進
展
と
人
類
の
幸
福
の
実
現
に
寄
与
で
き
る
有
為
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

2
0
2
4
年
4
月
よ
り
、入
学
定
員
を
増
加
す
る
こ
と
を
構
想
中（
収
容
定
員
増
加
）

及
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
ま
す（
予
定
）

）

※
入
学
定
員
増
加（
収
容
定
員
増
加
）及
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
編
の
構
想
概
要
は
予
定
で
あ
り
、変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
入
学
定
員
増
加（
収
容
定
員
増
加
）及
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
編
の
構
想
概
要
は
予
定
で
あ
り
、変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
マ
ナ
ビ
を
未
来
の
チ
カ
ラ
に
。

ス
ポ
ー
ツ・
健
康
科
学
部
 ス
ポ
ー
ツ
科
学
科
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広
大
で
自
然
豊
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、ス
ポ
ー
ツ
科
学
に
関
す
る
学
識
を
修
め
、人
間
性
豊
か

な
ス
ポ
ー
ツ
指
導
と
健
康
づ
く
り
の
能
力
を
有
す
る
人
材
育
成
を
目
指
し
、2
0
2
4
年
4
月

よ
り「
入
学
定
員
増
加（
収
容
定
員
増
加
）」
と「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
編
」を
構
想
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
科
学
を
構
成
す
る
学
問
の
基
礎
・
応
用
を
中
心

に
、
語
学
や
一
般
教
養
も
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、

ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
を
社
会
に
伝
え
る
た
め
に
、知
識
を

活
用
す
る
基
盤
を
身
に
つ
け
ま
す
。

陸
上
、体
操
、水
泳
か
ら
各
種
球
技
種
目
、武
道
、ダ
ン
ス

ま
で
、そ
れ
ら
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
指
導
法
に
関
す
る

専
門
的
知
識
の
修
得
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成
を
は
じ
め
、ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ

を
伝
え
る
こ
と
や
、年
齢
や
体
力
レ
ベ
ル
に
応
じ
た

指
導
法
に
つ
い
て
、ス
ポ
ー
ツ
科
学
に
裏
付
け
さ
れ
た

知
識
や
技
能
の
伝
達
が
で
き
る
ま
で
高
め
て
い
き
ま
す
。

知
識
を
得
る

技
能
を
高
め
る

指
導
力
を
高
め
る

※
入
学
定
員
増
加（
収
容
定
員
増
加
）及
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
編
の
構
想
概
要
は
予
定
で
あ
り
、変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

“未
来
へ
つ
な
が
る
”学
び

教
員
採
用
試
験
や
、就
職
活
動
に
も
役
立
つ

資
格
取
得
へ
の
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
体
制

で
、あ
な
た
の
未
来
を
支
援
し
ま
す
。

“豊
か
”な
学
び

7千
人
の
学
生
が
集
う
豊
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス

で
幅
広
く
ス
ポ
ー
ツ
を
学
べ
る
こ
と
は

総
合
大
学
な
ら
で
は
の
強
み
。全
学
共
通

授
業
や
課
外
活
動
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ

科
学
科
以
外
の
学
生
と
の
交
流
も
図
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

“壮
大
”な
学
び

東
京
ド
ー
ム
6
個
分
の
広
さ
を
誇
る
埼
玉

東
松
山
キ
ャ
ン
パ
ス
。広
大
な
敷
地
に
あ
る

ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
ス
ポ
ー
ツ
関
連
実
験

施
設
を
使
用
し
て
ス
ポ
ー
ツ
科
学
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

“大
東
ス
ポ
科
な
ら
で
は
”の
学
び

サ
ッ
カ
ー
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
サ
イ
エ
ン
ス
、

ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
、ス
ポ
ー
ツ

と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、ア
ウ
ト
ド
ア
ス
キ
ル
な
ど
、

大
東
ス
ポ
科
な
ら
で
は
の
科
目
が
充
実

し
て
い
ま
す
。

“体
験
す
る
”学
び

講
義
に
加
え
、演
習
、野
外
実
習
、各
種

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
な
ど
で
、
実
践
的
な
ス
キ
ル
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

病
院
、医
療
、福
祉
 2
.7
%

鉄
道
、航
空
、輸
送
、運
輸
 3
.6
%

製
造
 7
.1
%

マ
ス
コ
ミ
、出
版
、広
告
、印
刷
 2
.7
%

小
売
 7
.1
%

商
社
 2
.7
%

公
務
員（
教
員
を
除
く
） 
11
.6
%

サ
ー
ビ
ス
 2
5.
0 %

教
員
、教
育
支
援
・

学
習
支
援
 2
0.
5 %

金
融
、保
険
 3
.6
%

建
設
 2
.7
%

そ
の
他
電
気
・
ガ
ス
・
熱
・
水
道
供
給
業
 1
.8
%
　
旅
行
、ホ
テ
ル
 1
.8
%
　
情
報
処
理
 0
.9
%
　

（
20
21
年
3月
卒
）

業
種
別
就
職
先

そ
の
他
 4
.5
%

不
動
産
取
引（
建
物・
賃
貸・
管
理
） 
6.
3 %

多
種
多
様
な
進
路

教
員・
公
務
員
も
多
数
輩
出
!

大
東
ス
ポ
科
の
目
的

O
bj
ec
ti
ve
s 
of
 D
ai
to
 S
po
rt
s 
sc
ie
nc
e

そ
し
て
未
来
へ
…

A
nd
 in
to
 t
he
 f
ut
ur
e.
..

大
東
ス
ポ
科

5つ
の
ポ
イ
ン
ト

5
po
in
ts
 o
f 
D
ep
ar
tm
en
t 
of
 D
ai
to
 S
po
rt
s 
Sc
ie
nc
e

ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
基
礎
知
識
と
一
般
教
養
に
加
え
て
、

大
学
生
と
し
て
の
学
ぶ
姿
勢
や
マ
ナ
ー
、モ
ラ
ル
を
身
に
つ
け
る

1年
次

球
技
や
武
道
な
ど
の
実
技
授
業
も
充
実
。専
門
知
識
の

学
修
を
進
め
な
が
ら
自
分
の
将
来
像
と
8
つ
の
履
修
モ
デ
ル

を
照
ら
し
合
わ
せ
進
む
べ
き
方
向
性
を
整
え
る

2年
次

2年
次
に
得
た
専
門
知
識
の
学
修
を
さ
ら
に
深
め
る
べ
く
、充
実

し
た
演
習
科
目
群
に
よ
り
、自
ら
が
決
め
た
学
問
領
域
を

さ
ら
に
探
求
し
4年
次
の
卒
業
研
究
に
向
け
て
の
準
備
を
行
う

3年
次

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
や
卒
業
研
究
を
通
じ
て
、将
来
を
実
現
す
る

た
め
の
具
体
的
な
知
識
と
技
能
を
磨
く

4年
次

4年
間
の
学
び

Fo
ur
-y
ea
r 
flo
w

大
東
ス
ポ
科
 8
つ
の
履
修
モ
デ
ル

8 
st
ud
y 
m
od
el
s 
of
 D
ai
to
 S
po
rt
s 
sc
ie
nc
e

保
健
体
育
教
員

ト
レ
ー
ナ
ー

ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ

ア
ス
リ
ー
ト
＆
コ
ー
チ
ン
グ

ス
ポ
ー
ツ
ア
ナ
リ
ス
ト

中
学
・
高
等
学
校
保
健
体
育
教
員
な
ど

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
、公
共
運
動
施
設
、

パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ

指
導
者
な
ど

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
、健
康
増
進
施
設
、

メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
、

ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
な
ど

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
運
営
・

管
理
者
、一
般
企
業
な
ど

障
が
い
者
支
援
、ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

指
導
員
、女
性
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
な
ど

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
メ
ー
カ
ー
、

野
外
活
動
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、野
外

活
動
施
設
ス
タ
ッ
フ
な
ど

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
、企
業
ス
ポ
ー
ツ

選
手
、地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
指
導
者
な
ど

大
学
教
員
、ス
ポ
ー
ツ
用
具
開
発
、

ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
員
な
ど

中
学
校
教
諭
一
種
免
許
状（
保
健
体
育
）

高
等
学
校
教
諭
一
種
免
許
状（
保
健
体
育
）

N
SC
A
認
定
資
格
試
験
受
験
資
格（
C
SC
S、

C
P
T）
、日
本
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
者
協
会

認
定
資
格
試
験
受
験
資
格
(J
A
TI
－
A
TI
）

（
公
財
）
健
康
・
体
力
づ
く
り
財
団

認
定
健
康
運
動
指
導
士
認
定
試
験

受
験
資
格

（
公
財
）
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
公
認

ア
シ
ス
タ
ン
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

（
公
財
）日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
公
認
ジ
ュ
ニ
ア

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
、（
公
財
）日
本
パ
ラ

ス
ポ
ー
ツ
協
会
公
認
初
級
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員

キ
ャ
ン
プ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、

ス
ク
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
（
C
カ
ー
ド
）
、

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
級
別

テ
ス
ト
、
水
上
バ
イ
ク
（
特
殊

小
型
船
舶
操
縦
士
免
許
）

（
公
財
）
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
公
認

コ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト（
共
通
科
目
Ⅰ
）

大
学
院
修
士
号

＊
卒
業
後
の
大
学
院
進
学
が
必
要

目
指
せ
る
資
格
・
免
許

想
定
さ
れ
る
進
路
・
社
会
的
役
割

履
修
モ
デ
ル

卒
業
後
の
主
な
進
路

・
国
家
公
務
員

・
地
方
公
務
員

・
高
等
学
校
教
員

・
中
学
校
教
員

・
ア
ス
リ
ー
ト

・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

 （
公
立
・
私
立
の
体
育
館
・
運
動
施
設
）

・
ス
ポ
ー
ツ
関
連
業
界
従
事
者

・
マ
ス
コ
ミ（
出
版
・
放
送
ほ
か
） 

  業
界
従
事
者

・
サ
ー
ビ
ス
業
界
従
事
者

・
金
融
・
保
険
業
界
従
事
者

・
N
G
O・
N
P
O
団
体
職
員

・
大
学
院
へ
の
進
学

※
履
修
モ
デ
ル
の
概
要
は
予
定
で
あ
り
、変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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単純集計表 
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学年
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 ⾼校2年⽣ 24,601     99.0         

2 その他 216          0.9            

無回答 39             0.2            

N （％ﾍﾞｰｽ） 24,856     100          

性別
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 男⼦ 13,116     53.3         

2 ⼥⼦ 11,076     45.0         

3 回答しない 399          1.6            

無回答 10             0.0            

N （％ﾍﾞｰｽ） 24,601     100          

-学則変更の趣旨（資料）-40-
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現住所
№ カテゴリ 件数 (全体)% № カテゴリ 件数 (全体)% № カテゴリ 件数 (全体)%
1 北海道 175        0.7         18 福井県 8            0.0         35 ⼭⼝県 15          0.1         

2 ⻘森県 2            0.0         19 ⼭梨県 11          0.0         36 徳島県 1            0.0         

3 岩⼿県 6            0.0         20 ⻑野県 727        3.0         37 ⾹川県 1            0.0         

4 宮城県 152        0.6         21 岐⾩県 10          0.0         38 愛媛県 0            0.0         

5 秋⽥県 2            0.0         22 静岡県 1,254    5.1         39 ⾼知県 1            0.0         

6 ⼭形県 2            0.0         23 愛知県 4            0.0         40 福岡県 467        1.9         

7 福島県 114        0.5         24 三重県 3            0.0         41 佐賀県 0            0.0         

8 茨城県 2,898    11.8       25 滋賀県 4            0.0         42 ⻑崎県 2            0.0         

9 栃⽊県 815        3.3         26 京都府 2            0.0         43 熊本県 0            0.0         

10 群⾺県 2,126    8.6         27 ⼤阪府 5            0.0         44 ⼤分県 2            0.0         

11 埼⽟県 9,696    39.4       28 兵庫県 4            0.0         45 宮崎県 0            0.0         

12 千葉県 1,224    5.0         29 奈良県 0            0.0         46 ⿅児島県 445        1.8         

13 東京都 3,746    15.2       30 和歌⼭県 6            0.0         47 沖縄県 19          0.1         

14 神奈川県 299        1.2         31 ⿃取県 0            0.0         無回答 6            0.0         

15 新潟県 342        1.4         32 島根県 0            0.0         N （％ﾍﾞｰｽ） 24,601  100        

16 富⼭県 1            0.0         33 岡⼭県 2            0.0         

17 ⽯川県 2            0.0         34 広島県 0            0.0         

-学則変更の趣旨（資料）-41-
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⾼校卒業後の進路
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 ⼤学進学 18,780     76.3         

2 短期⼤学進学 666          2.7            

3 専⾨学校進学 3,703       15.1         

4 就職 1,044       4.2            

5 その他 369          1.5            

無回答 39             0.2            

N （％ﾍﾞｰｽ） 24,601     100          

興味のある分野(第1位）
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 スポーツ・健康・体育学関係 2,530          13.5            

2 社会科学（経済学、経営学、商学、社会学・社会福祉学、法学、政治学など） 5,373          28.6            

3 ⼈⽂科学（⽂学、外国語、史学、哲学、⼼理学など） 2,919          15.5            

4 教育学、保育学 1,564          8.3              

5 理学、⼯学、農学 2,639          14.1            

6 医学、⻭学、薬学、獣医学 704             3.7              

7 保健衛⽣学（看護学、リハビリテーション学、臨床検査学、診療放射線学など） 1,581          8.4              

8 家政学（⽣活科学、⾷物学、住居学、被服学など） 427             2.3              

9 芸術学（美術、⾳楽、デザインなど） 657             3.5              

10 その他 347             1.8              

無回答 39               0.2              

N （％ﾍﾞｰｽ） 18,780       100             
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興味のある分野(第2位）
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 スポーツ・健康・体育学関係 2,130          11.3            

2 社会科学（経済学、経営学、商学、社会学・社会福祉学、法学、政治学など） 3,632          19.3            

3 ⼈⽂科学（⽂学、外国語、史学、哲学、⼼理学など） 4,126          22.0            

4 教育学、保育学 2,431          12.9            

5 理学、⼯学、農学 945             5.0              

6 医学、⻭学、薬学、獣医学 1,521          8.1              

7 保健衛⽣学（看護学、リハビリテーション学、臨床検査学、診療放射線学など） 1,214          6.5              

8 家政学（⽣活科学、⾷物学、住居学、被服学など） 679             3.6              

9 芸術学（美術、⾳楽、デザインなど） 1,278          6.8              

10 その他 329             1.8              

無回答 495             2.6              

N （％ﾍﾞｰｽ） 18,780       100             
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興味・関⼼の理由(第1理由）
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 興味・関⼼のある分野だから 994             64.8            

2 学べる内容・カリキュラムが良さそう 83               5.4              

3 クラブ活動が活発そう 215             14.0            

4 ⽬指す資格・免許が取得できそう 125             8.1              

5 職業や企業への就職に有利そう 36               2.3              

6 ⼤学に伝統と実績があるから 18               1.2              

7 学習サポート体制が充実していそう 10               0.7              

8 ⾃宅から通えるから 23               1.5              

9 校舎・施設が充実していそう 18               1.2              

無回答 13               0.8              

N （％ﾍﾞｰｽ） 1,535          100             

⼤東⽂化⼤学 スポーツ・健康科学部 
スポーツ科学科への興味・関⼼

№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 ⼤いに興味・関⼼がある 444          17.5         

2 興味・関⼼がある 1,091       43.1         

3 興味・関⼼はない 939          37.1         

無回答 56             2.2            

N （％ﾍﾞｰｽ） 2,530       100          
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興味・関⼼の理由(第2理由）
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 興味・関⼼のある分野だから 161             10.5            

2 学べる内容・カリキュラムが良さそう 311             20.3            

3 クラブ活動が活発そう 269             17.5            

4 ⽬指す資格・免許が取得できそう 300             19.5            

5 職業や企業への就職に有利そう 145             9.4              

6 ⼤学に伝統と実績があるから 73               4.8              

7 学習サポート体制が充実していそう 26               1.7              

8 ⾃宅から通えるから 91               5.9              

9 校舎・施設が充実していそう 124             8.1              

無回答 35               2.3              

N （％ﾍﾞｰｽ） 1,535          100             
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⼤東⽂化⼤学 スポーツ・健康科学部 
スポーツ科学科への⼊学意向

№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 ⼊学を希望する 309          27.6         

2 ⼊学を検討する 798          71.2         

3 ⼊学を希望しない 11             1.0            

無回答 3               0.3            

N （％ﾍﾞｰｽ） 1,121       100          

⼤東⽂化⼤学 スポーツ・健康科学部 
スポーツ科学科への受験意向

№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 受験してみたい 229      14.9     

2 受験先として検討したい 892      58.1     

3 受験先として考えないと思う 389      25.3     

無回答 25         1.6        

N （％ﾍﾞｰｽ） 1,535   100      
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⼤東⽂化⼤学の知名度
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 ⼤東⽂化⼤学を進学先の候補の１つとして考えている 1,205      6.4           

2 ⼤学の名前の他に、キャンパスの場所、学部・学科、クラブなど１つ以上知っている 1,703      9.1           

3 ⼤学の評判をなんとなく知っている 1,838      9.8           

4 ⼤学の名前を聞いたことがある 8,415      44.8        

5 知らなかった 5,085      27.1        

無回答 534         2.8           

N （％ﾍﾞｰｽ） 18,780    100         
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－24 －

2022年5月1日現在

計

一
般
企
業

教
員
及
び

公
務
員

自
営
業

計 2,689 2,355 2,228 1,933 270 25 62 0 399 87.6% 94.6% 82.9%

男 1,667 1,453 1,364 1,177 169 18 35 0 268 87.2% 93.9% 81.8%

女 1,022 902 864 756 101 7 27 0 131 88.3% 95.8% 84.5%

計 565 484 462 347 109 6 23 0 80 85.7% 95.5% 81.8%

男 288 237 225 165 56 4 13 0 50 82.3% 94.9% 78.1%

女 277 247 237 182 53 2 10 0 30 89.2% 96.0% 85.6%

男 79 64 61 50 11 0 2 0 16 81.0% 95.3% 77.2%

女 78 69 62 55 7 0 2 0 14 88.5% 89.9% 79.5%

男 35 29 29 22 7 0 1 0 5 82.9% 100.0% 82.9%

女 17 16 16 11 3 2 0 0 1 94.1% 100.0% 94.1%

男 57 48 43 37 3 3 2 0 12 84.2% 89.6% 75.4%

女 61 54 53 50 3 0 3 0 5 88.5% 98.1% 86.9%

男 55 47 46 18 28 0 3 0 6 85.5% 97.9% 83.6%

女 50 45 45 18 27 0 3 0 2 90.0% 100.0% 90.0%

男 9 7 5 4 1 0 2 0 2 77.8% 71.4% 55.6%

女 41 36 34 23 11 0 2 0 5 87.8% 94.4% 82.9%

男 53 42 41 34 6 1 3 0 9 79.2% 97.6% 77.4%

女 30 27 27 25 2 0 0 0 3 90.0% 100.0% 90.0%

計 355 322 305 269 30 6 3 0 47 90.7% 94.7% 85.9%

男 292 263 248 216 26 6 3 0 41 90.1% 94.3% 84.9%

女 63 59 57 53 4 0 0 0 6 93.7% 96.6% 90.5%

男 163 147 141 121 17 3 1 0 21 90.2% 95.9% 86.5%

女 39 35 34 32 2 0 0 0 5 89.7% 97.1% 87.2%

男 129 116 107 95 9 3 2 0 20 89.9% 92.2% 82.9%

女 24 24 23 21 2 0 0 0 1 100.0% 95.8% 95.8%

計 321 263 241 219 20 2 9 0 71 81.9% 91.6% 75.1%

男 148 124 110 100 8 2 3 0 35 83.8% 88.7% 74.3%

女 173 139 131 119 12 0 6 0 36 80.3% 94.2% 75.7%

男 36 33 32 30 0 2 0 0 4 91.7% 97.0% 88.9%

女 25 16 15 14 1 0 4 0 6 64.0% 93.8% 60.0%

男 84 68 58 52 6 0 1 0 25 81.0% 85.3% 69.0%

女 123 103 99 89 10 0 2 0 22 83.7% 96.1% 80.5%

男 28 23 20 18 2 0 2 0 6 82.1% 87.0% 71.4%

女 25 20 17 16 1 0 0 0 8 80.0% 85.0% 68.0%

計 376 336 310 258 51 1 3 0 63 89.4% 92.3% 82.4%

男 298 267 247 204 43 0 3 0 48 89.6% 92.5% 82.9%

女 78 69 63 54 8 1 0 0 15 88.5% 91.3% 80.8%

男 171 155 144 117 27 0 1 0 26 90.6% 92.9% 84.2%

女 50 42 38 36 2 0 0 0 12 84.0% 90.5% 76.0%

男 127 112 103 87 16 0 2 0 22 88.2% 92.0% 81.1%

女 28 27 25 18 6 1 0 0 3 96.4% 92.6% 89.3%

計 192 175 170 165 4 1 1 0 21 91.1% 97.1% 88.5%

男 101 92 88 85 3 0 1 0 12 91.1% 95.7% 87.1%

女 91 83 82 80 1 1 0 0 9 91.2% 98.8% 90.1%

男 61 56 54 53 1 0 0 0 7 91.8% 96.4% 88.5%

女 33 30 30 30 0 0 0 0 3 90.9% 100.0% 90.9%

男 40 36 34 32 2 0 1 0 5 90.0% 94.4% 85.0%

女 58 53 52 50 1 1 0 0 6 91.4% 98.1% 89.7%

計 384 351 330 311 15 4 4 0 50 91.4% 94.0% 85.9%

男 286 259 245 229 12 4 3 0 38 90.6% 94.6% 85.7%

女 98 92 85 82 3 0 1 0 12 93.9% 92.4% 86.7%

男 286 259 245 229 12 4 3 0 38 90.6% 94.6% 85.7%

女 97 92 85 82 3 0 1 0 11 94.8% 92.4% 87.6%

男 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 0.0% 0.0%

女 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0.0% 0.0% 0.0%

計 11 6 4 4 0 0 0 0 7 54.5% 66.7% 36.4%

男 8 5 3 3 0 0 0 0 5 62.5% 60.0% 37.5%

女 3 1 1 1 0 0 0 0 2 33.3% 100.0% 33.3%

計 304 254 248 215 31 2 18 0 38 83.6% 97.6% 81.6%

男 134 106 101 88 12 1 8 0 25 79.1% 95.3% 75.4%

女 170 148 147 127 19 1 10 0 13 87.1% 99.3% 86.5%

男 78 63 62 50 11 1 4 0 12 80.8% 98.4% 79.5%

女 43 35 35 29 5 1 4 0 4 81.4% 100.0% 81.4%

男 47 36 32 31 1 0 3 0 12 76.6% 88.9% 68.1%

女 40 29 28 26 2 0 3 0 9 72.5% 96.6% 70.0%

男 9 7 7 7 0 0 1 0 1 77.8% 100.0% 77.8%

女 87 84 84 72 12 0 3 0 0 96.6% 100.0% 96.6%

計 181 164 158 145 10 3 1 0 22 90.6% 96.3% 87.3%

男 112 100 97 87 9 1 1 0 14 89.3% 97.0% 86.6%

女 69 64 61 58 1 2 0 0 8 92.8% 95.3% 88.4%

(注） ・就職希望者率＝Ｂ／Ａ×100、就職決定率＝Ｃ／Ｂ×100、その他は、就職の意思なし、再受験、未届、未決定、家事手伝等。
・卒業者数は2022年3月31日の数（2021年9月卒業を含む）。
・就職希望者数は「就職決定者」及び「就職活動継続中」の者の和とする。
・一般企業は、最終的に就職した者（アルバイトを除いた全ての契約・派遣等を含む）の数。
・教員及び公務員は、臨時任用、非常勤等を含む数。
・2017年4月より文学部中国学科は中国文学科に名称変更。数値には中国学科学生数を含む。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区　分

　学部・学科等

経
　
済
　
学
　
部

外
　
国
　
語
　
学
　
部

法
　
学
　
部

就

職

希

望

者

数

Ｂ

進
　
学

学　部　計

書 道 学 科

法 律 学 科

政 治 学 科

卒

業

生

数

Ａ

計

日 本 文 学 科

中 国 文 学 科

英 米 文 学 科

教 育 学 科

歴 史 文 化 学 科

国 際 関 係 学 科

国 際 文 化 学 科

環

境

創

造

学

部

社

会

学

部

社 会 学 科

ス ポ ー ツ 科 学 科

看 護 学 科

ス
ポ
ー
ツ
･

健
康
科
学
部 健 康 科 学 科

計

経 営 学 科

企 業 シ ス テ ム 学 科

環 境 創 造 学 部

計

国
際
関
係
学
部

経
　
営
　
学
　
部

計

社 会 経 済 学 科

現 代 経 済 学 科

計

計

中 国 語 学 科

英 語 学 科

日 本 語 学 科

計

３．学生・生徒の卒業後の進路状況

① 大学（学部）学生就職・進路状況〔2021 年度〕

資料１１
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学部別就職・進路状況
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2022年5月1日現在

文　　　学　　　部

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

農業、林業 1 1

漁業

建設業 3 1 2 1 1 2 2 2 1 10 5 7 1 11 18 1 1 5 4 1 6 5 6 2 5 11 2

食料品・飲料・たばこ・
飼料製造業 1 1 1 2 1 1 2 3 2 1 1 3 1

繊維工業 1 1 1 1

印刷・同関連業 1 1 1 1 1 1

化学工業、石油・
石炭製品製造業 3 3

鉄鋼業、非鉄金属・
金属製品製造業 1 1 1 1 3 1 4 4 1 1 1 1 2 2

はん用・生産用・業務用
機械器具製造業 2 2 1 1 5 1 4 1 5 1 2 1 3 1 3 1 4

電子部品・デバイス・
電子回路製造業 1 1 1 1 1 1 1 1

電気・情報通信・
機械器具製造業 1 1 1 1 2 2 2 2 1 1

輸送用機械器具
製造業 1 1

その他の製造業 3 1 4 1 2 1 3 1 1 2 1 2 2 2 4

電気・ガス・熱供給・水道業 1 1 1 1 1 1 1 1

情報通信業 7 5 2 2 5 2 3 1 14 13 14 6 9 4 23 10 1 1 7 11 1 1 9 13 18 4 15 2 33 6

運輸業、郵便業 4 2 1 1 1 2 1 8 4 5 1 2 7 1 1 4 3 4 4 4 3 7

卸売業 3 3 3 2 3 9 1 1 1 4 2 15 17 12 2 9 2 21 4 5 2 9 7 1 1 15 10 12 1 10 3 22 4

小売業 10 7 3 1 11 14 3 2 1 3 4 6 32 33 21 5 18 5 39 10 3 1 3 11 5 4 11 16 23 6 15 3 38 9

金融業 7 1 2 2 3 4 1 3 17 8 5 9 1 17 6 2 2 2 5 4 7 6 4 5 2 11 6

保険業 1 1 1 1 2 2 2 1 1

不動産取引・賃貸・
管理業 2 1 4 2 2 1 1 1 1 10 5 13 5 2 18 2 3 3 4 6 7 9 11 3 8 2 19 5

物品賃貸業 2 1 3 3 3 3 1 1 1 4 2 2 2 4

学術・開発研究機関

法務 1 1 3 1 4

その他の専門・
技術サービス業 2 2 1 2 1 4 4 3 3 6 1 4 1 1 5 5 2 5 2

宿泊業、飲食サービス業 2 1 2 1 3 3 5 7 2 3 2 4 3 1 1 5 3 1 2 7 6

生活関連サービス業、娯楽業 3 1 1 1 1 3 1 4 7 2 1 1 1 3 2 1 3 1 1 4 1 1 3 4 1

学校教育 1 1 1 1 2 2 3 1 4

その他の教育、
学習支援業 1 1 1 1 1 1 4 2 1 1 2 3 1 4 3 3

医療業、保健衛生 1 5 1 1 1 1 2 2 10 1 2 1 2 2 4 4 2 3 1 3 3

社会保険・社会福祉・
介護事業 2 3 1 1 2 1 2 10 2 2 2 9 19 2 1 1 1 3 2 2 2 1 1 1 3 4 6 4 3 4 1 8 4

複合サービス事業 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 2 2 1 2 1

宗教 1 1

その他のサービス業 8 8 4 1 5 3 2 1 2 5 3 24 18 14 3 12 1 26 4 6 1 10 6 4 20 7 10 3 8 4 18 7

上記以外 1 1 2 2 2 2

50 55 22 11 37 50 18 18 4 23 34 25 165 182 121 32 95 21 216 53 30 14 52 89 18 16 100 119 117 36 87 18 204 54

(注)2017年4月より文学部中国学科は中国文学科に名称変更。数値には中国学科学生数を含む。

金
融
業

、

保
険
業

不
動
産
業

、

物
品
賃
貸
業

学
術
研
究

、
専
門
・
技
術

サ
ー

ビ
ス
業

219 153 105 25811627

政　治 学部計書　道 現代経済

　　　　　　　　　 学部・学科

 業　種

教
育

、

学
習
支
援
業

医
療
・

福
祉

サ
ー

ビ
ス
業

合　　計

社会経済

269 44 141 34

鉱業、採石業、砂利採取業

105 33 87 36 59 347 153

製
 
 

造
 
 

業

卸
売
業

、

小
売
業

経　済　学　部 外　国　語　学　部 法　　学　　部

日本文 中国文 英米文 教　育 歴史文化 学部計 学部計 中国語 英　語 日本語 学部計 法　律

② 一般企業決定状況（自営業を含まない）
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スポーツ･健康科学部

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

農業、林業 1 1 2 2 1 1 4 1

漁業 1 1 1

1 1 1

建設業 4 3 1 4 5 7 14 2 14 2 1 1 1 1 2 2 1 3 2 7 1 7 1 75 26

食料品・飲料・たばこ・
飼料製造業 2 1 2 3 2 1 1 1 1 1 1 2 2 13 7

繊維工業 1 1 2 2 2 3

印刷・同関連業 1 1 1 1 3 2

化学工業、石油・
石炭製品製造業 1 1 3 3 1 1 1 1 4 5

鉄鋼業、非鉄金属・
金属製品製造業 1 1 2 2 2 2 2 2 14 5

はん用・生産用・業務用
機械器具製造業 1 1 8 1 8 1 1 1 1 1 1 1 1 1 28 5

電子部品・デバイス・
電子回路製造業 1 1 4 1

電気・情報通信・
機械器具製造業 1 1 1 1 1 1 8 2

輸送用機械器具
製造業 2 2 1 1 4

その他の製造業 1 1 1 1 2 2 2 3 3 1 1 15 9

電気・ガス・熱供給・水道業 3 1

情報通信業 5 6 9 5 15 39 13 39 13 2 2 3 1 1 2 4 3 6 7 6 7 135 80

運輸業、郵便業 3 3 2 6 2 7 2 7 2 2 2 6 1 6 1 45 16

卸売業 7 3 4 6 11 9 25 13 25 13 8 1 2 10 1 12 6 12 6 131 64

小売業 9 3 6 7 15 10 36 12 36 12 7 3 2 2 9 5 23 10 23 10 203 105

金融業 3 1 1 4 1 12 10 12 10 3 1 1 4 1 4 2 4 2 59 50

保険業 1 1 2 1 1 1 1 3 7

不動産取引・賃貸・
管理業 2 3 1 5 1 26 2 26 2 2 3 1 2 4 5 1 5 1 92 29

物品賃貸業 1 1 2 2 2 2 16 5

学術・開発研究機関

法務 5

その他の専門・
技術サービス業 1 1 3 4 1 10 3 10 3 3 1 3 1 3 3 36 16

宿泊業、飲食サービス業 2 1 1 3 3 4 7 3 7 3 1 1 1 3 1 3 28 26

生活関連サービス業、娯楽業 1 1 1 1 2 4 5 4 5 4 5 1 4 6 2 1 2 1 23 28

学校教育 1 1 1 2 1 2 1 1 2 2 2 2 6 11

その他の教育、
学習支援業 2 2 1 1 2 3 1 2 2 14 9

医療業、保健衛生 1 1 1 1 2 3 16 16 7 71 23 90 1 7 1 7 32 118

社会保険・社会福祉・
介護事業 2 4 1 3 3 7 1 1 1 1 1 1 1 3 2 4 2 4 31 45

複合サービス事業 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 9 7

宗教 1 1 2

その他のサービス業 10 2 3 3 13 5 21 8 21 8 4 3 2 1 6 4 4 5 4 5 132 58

上記以外 1 1 1 1 2 2 2 1 1 3 8

53 30 32 50 85 80 229 82 229 82 3 1 3 1 50 29 31 26 7 72 88 127 87 58 87 58 1177 756 1,933

83 82 165 311 311 4 4 79 79 215 1,93357 145 145

190

11

308

109

10

121

21

5

52

54

51

17

4

215

61

195

23

150

76

16

2

20

5

5

9

19

製
 
 

造
 
 

業

33

5

10

4

24

合計

5

企業シス スポーツ科 健康科

1

鉱業、採石業、砂利採取業 1

101

合　計　　　　　　　　　 学部・学科

 業　種

看　護経　営 社　会 学部計国際関係 国際文化 学部計 学部計 環境創造 学部計 学部計

国 際 関 係 学 部 経　営　学　部 環境創造学部 社会学部

卸
売
業

、

小
売
業

金
融
業

、

保
険
業
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業

、
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賃
貸
業
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術
研
究

、
専
門
・
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ー
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ス
業
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、
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業
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・
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業

合　　計
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（専任） 2022年5月1日現在
文　　　学　　　部 外　国　語　学　部

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

高等学校 2 2 1 1 1 1

中等教育学校

中学校 1 1 2 1 4 1 2 4

小学校 10 11 10 11

幼稚園(※1)

特別支援学校 1 1

高等学校 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1

中等教育学校 1 1

中学校 1 1

小学校

幼稚園(※1) 6 6

特別支援学校

2 2 11 18 1 4 14 24 1 1 2 4 1 1 3 5 1 1

国 際 関 係 学 部 経　営　学　部 環境創造学部 スポーツ・健康科学部 社会学部

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

高等学校 2 2 3 3 6

中等教育学校

中学校 1 1 4 5 9

小学校 10 11 21

幼稚園(※1)

特別支援学校 1 1

高等学校 3 3 6

中等教育学校 1 1

中学校 1 1

小学校

幼稚園(※1) 6 6

特別支援学校

2 2 1 1 20 31 51

2022年5月1日現在
文　　　学　　　部 外　国　語　学　部

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

高等学校 1 2 1 2 1 5 1 1

中等教育学校

中学校 2 1 2 1 1 1 1 4 5 1 1 1 2 1 3 2 3 2

小学校 1 1 15 8 1 18 8 1 1 1 1

幼稚園(※1)

特別支援学校 1 2 1 3 1

高等学校 1 1 2 1 1

中等教育学校

中学校 2 2 1 1

小学校

幼稚園(※1)

特別支援学校

6 2 4 3 2 17 8 5 1 1 28 21 1 1 2 3 1 3 3 3 3 3 3

国 際 関 係 学 部 経　営　学　部 環境創造学部 スポーツ・健康科学部 社会学部

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

高等学校 1 6 7

中等教育学校

中学校 3 3 9 11 20

小学校 2 1 2 1 22 9 31

幼稚園(※1)

特別支援学校 2 2 5 1 6

高等学校 1 2 3

中等教育学校

中学校 1 1 4 4

小学校

幼稚園(※1)

特別支援学校

5 4 5 4 42 29 71

国
公
立

私
立

合　計
9 9 71

  　　　     　　 学部
　  　  　   　　 学科

 区分

合　　計
国際関係 国際文化 学部計 経　営 企業シス 学部計 環境創造 スポーツ科 健康科 看　護 学部計 社　会学部計 学部計

2 4 6 6 3 3
合　計

8 7 2 25 5 2 49 2

国
公
立

私
立

中国文 英米文 教　育 書　道 歴史文化 学部計 社会経済

国
公
立

私
立

合　計
51

経　営 企業シス 学部計 環境創造 スポーツ科 健康科 看　護 学部計 社　会

1

  　　　     　　 学部
　  　  　   　　 学科

 区分

学部計

38 1 1 6 2 8

国
公
立

私
立

合　計
4 29 5

政　治 学部計現代経済 学部計

学部計

1 1

学部計
合　　計

日本文 中国文 英米文 教　育 書　道 歴史文化 学部計 社会経済 現代経済 学部計 中国語 英　語 日本語 学部計 法　律

経　済　学　部 法　　学　　部

国際関係 国際文化 学部計

政　治

（臨時・非常勤講師）

  　　　     　　 学部
　  　  　   　　 学科

 区分

経　済　学　部 法　　学　　部

日本文

2 2 1

中国語

  　　　     　　 学部
　  　  　   　　 学科

 区分

英　語 日本語 学部計 法　律

③ 教員決定状況
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2022年5月1日現在

文　　　学　　　部 外 国 語 学 部 法　　学　　部

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

国家総合職

国家一般職

国税専門官 1 1 2 2

国 労働基準監督官

家 皇宮護衛官

公 刑務官 1 1

務 裁判所総合職

員 裁判所一般職

臨床検査技師

看護師

自衛官 2 1 3 2 2 1 1 2

その他の国家公務員

上級、I、大卒程度 1 1 1 1 1 1

中級、Ⅱ、短大卒程度

地 警察官 1 2 3 6 2 8 1 1 1 1 9 3 2 12 2

方 警察事務 1 1

公 消防官 1 1 2 1 1 2 1 1 5 5

務 東京特別区・政令指定市役所 2 2 1 1 1 2 1 2 2 2 1 4 3

員 市役所・町村役場 1 1 1 1 2 1 1 3 5 4 1 2 5 2 2 2 5 5 2 10 2

臨床検査技師

看護師

保育士

その他の地方公務員 1 1 1 3 1 1 1 1 1 1 2

3 3 3 3 1 1 2 5 1 14 8 15 1 7 2 22 3 1 1 3 1 2 4 26 3 13 5 39 8

国 際 関 係 学 部 経　営　学　部 スポーツ・健康科学部

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

国家総合職

国家一般職

国税専門官 1 1 4 4

国 労働基準監督官

家 皇宮護衛官

公 刑務官 1 1

務 裁判所総合職

員 裁判所一般職

臨床検査技師

看護師 2 2 2 2

自衛官 1 1 1 1 8 1 9

その他の国家公務員

上級、I、大卒程度 2 2 4 1 5

中級、Ⅱ、短大卒程度

地 警察官 1 1 2 2 2 5 5 3 3 36 3 39

方 警察事務 1 1

公 消防官 1 1 1 1 1 1 13 13

務 東京特別区・政令指定市役所 1 1 1 1 1 1 8 7 15

員 市役所・町村役場 1 1 4 2 4 2 3 3 25 14 39

臨床検査技師 1 1 1 1 1 1 2

看護師 10 10 10 10

保育士

その他の地方公務員 1 1 6 2 8

1 2 1 3 1 10 3 10 3 6 1 2 12 7 14 9 1 9 1 106 42 148

1 4

学部計 学部計 スポーツ科 健康科 看　護 学部計

16 9 25

国際関係 国際文化 学部計 経　営 企業シス

4 1 62 22

歴史文化 中国語教　育 書　道 学部計

47

経　済　学　部

日本文 中国文 英米文 学部計 社会経済 現代経済

　　　　　　　　　　　　　　学部
　　　　　　　　　　　　　　学科

　区分

英　語 日本語 学部計 法　律 学部計政　治

21

※その他の地方公務員の内訳は、毛呂山越生鳩山公共下水道組合1名、東京都任期付職員2名、県庁・市区町村非常勤5名（県立博物館、市の総合体育館などの非常勤職員）。

148

合　　計

1 6 29 18

学部計

社会学部

社　会

10 10

　　　　　　　　　　　　　　学部
　　　　　　　　　　　　　　学科

　区分

6 3

13 6 123
合　　計

合　　計

(注)2017年4月より文学部中国学科は中国文学科に名称変更。数値には中国学科学生数を含む。

環境創造学部

環境創造

1 3 4 13

④ 公務員決定状況

⑤ 保育士決定状況

2022年5月1日現在

9

学部　学科 公務員（保育士） 一般企業　（保育士）

9

その他の学科

合　　計 9

文学部　教育学科 9

合計 備考
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－30 －

⑥ 都道府県別一般企業決定状況（自営業は含まない）
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-学則変更の趣旨（資料）-55-

mtorikas
テキスト ボックス

mtorikas
テキスト ボックス



－32 －

⑦ 都道府県別教員決定状況（専任）
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－34 －

⑧ 都道府県別教員決定状況（臨時・非常勤講師）
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⑨ 都道府県別公務員決定状況
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大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の 

卒業生に対する企業等の採用意向に関する 

アンケート調査報告 

令和５年１月 

一般財団法人 日本開発構想研究所 

資料１２
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大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の卒業生に対する 

企業等の採用意向に関するアンケート調査報告 

 

１．調査概要 

（1） 調査目的 

令和6年4月に予定している大東文化大学の収容定員の増加に向けて、大東文化大学卒業生の採用

実績のある企業等、または卒業生の就職が見込まれる企業等の採用担当者にアンケートを実施し、大

東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の卒業生に対する企業等の採用意向を把握するこ

とを目的とする。 

 

（2） 調査対象 

大東文化大学卒業生の採用実績のある企業等、または卒業生の就職が見込まれる 47 都道府県に所

在する企業等2,569社の採用担当者にアンケートへの協力を依頼した。 

 

（3） 調査方法 

大東文化大学卒業生の採用実績のある企業等、または卒業生の就職が見込まれる企業等2,569社の

採用担当者にアンケート用紙及び大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の概要を示し

たリーフレットを郵送し、アンケートを実施した。回答は企業等から一般財団法人日本開発構想研究

所へ直接郵送し、755件の有効回答を得た。 

集計結果より、大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の卒業生に対する採用意向

を分析した。 

 

（4） 調査実施期間 

令和4年12月～令和5年1月 

 

（5） 有効回収率等 

調査対象数：2,569件 

有効回答数：755件 

有効回収率：約29.4%（有効回答755件÷調査対象2,569件） 
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２．調査結果 

（1）事業所の種別について 

事業所の種別について調査した結果、回答のあった企業等 755 件のうち、「本社」が 708 件

（93.8%）と最も多く、次いで「支社」26件（3.4%）、「単独事業所」18件（2.4%）の順になってい

る。 ※「無回答」3件（0.4%） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

事業所の種別
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 本社 708          93.8         

2 ⽀社 26             3.4            

3 単独事業所 18             2.4            

無回答 3               0.4            

N （％ﾍﾞｰｽ） 755          100          本社
93.8%

支社
3.4%

単独事業所
2.4% 無回答

0.4%

事業所の種別

N = 755
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（2）事業所の所在地について 

事業所の所在地について調査した結果、回答のあった企業等 755 件のうち、20 件以上の回答を得

られたものを挙げると、「東京都」が 237 件（31.4%）と最も多く、次いで「埼玉県」55 件（7.3%）、

「神奈川県」38 件（5.0%）、「愛知県」36 件（4.8%）、「大阪府」36 件（4.8%）、「静岡県」30 件

（4.0%）、「千葉県」26件（3.4%）、「長野県」21件（2.8%）、「茨城県」20件（2.6%）の順になって

いる。 ※「無回答」55件（7.3%） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

北海道

0.8%

青森県

0.3%

岩手県

0.5%

宮城県

0.5%

秋田県

0.4%

山形県

0.5%

福島県

0.5%

茨城県

2.6%

栃木県

1.7%

群馬県

2.0%埼玉県

7.3%
千葉県

3.4%

東京都

31.4%

神奈川県

5.0%

新潟県

2.0%富山県

1.1%
石川県

0.7%

福井県

0.1%

山梨県

0.4%
長野県

2.8%

岐阜県

0.5%

静岡県

4.0%

愛知県

4.8%

三重県

1.9%

滋賀県

0.3%

京都府

2.0%

大阪府

4.8%

兵庫県

2.1%

奈良県

0.4%

和歌山県

0.5%

鳥取県

0.7%

島根県

0.1%

岡山県

0.3%

広島県

1.7%

山口県

0.3%

徳島県

0.3%

香川県

0.7%
愛媛県

0.4%
高知県

0.3%
福岡県

1.3%

佐賀県

0.1%
長崎県

0.4%

熊本県

0.4%

大分県

0.1%

宮崎県

0.0%

鹿児島県

0.4%
沖縄県

0.0%
無回答

7.3%

事業所の所在地

N = 755

事業所の所在地
№ カテゴリ 件数 (全体)% № カテゴリ 件数 (全体)%
1 北海道 6               0.8            26 京都府 15             2.0            

2 ⻘森県 2               0.3            27 ⼤阪府 36             4.8            

3 岩⼿県 4               0.5            28 兵庫県 16             2.1            

4 宮城県 4               0.5            29 奈良県 3               0.4            

5 秋⽥県 3               0.4            30 和歌⼭県 4               0.5            

6 ⼭形県 4               0.5            31 ⿃取県 5               0.7            

7 福島県 4               0.5            32 島根県 1               0.1            

8 茨城県 20             2.6            33 岡⼭県 2               0.3            

9 栃⽊県 13             1.7            34 広島県 13             1.7            

10 群⾺県 15             2.0            35 ⼭⼝県 2               0.3            

11 埼⽟県 55             7.3            36 徳島県 2               0.3            

12 千葉県 26             3.4            37 ⾹川県 5               0.7            

13 東京都 237          31.4         38 愛媛県 3               0.4            

14 神奈川県 38             5.0            39 ⾼知県 2               0.3            

15 新潟県 15             2.0            40 福岡県 10             1.3            

16 富⼭県 8               1.1            41 佐賀県 1               0.1            

17 ⽯川県 5               0.7            42 ⻑崎県 3               0.4            

18 福井県 1               0.1            43 熊本県 3               0.4            

19 ⼭梨県 3               0.4            44 ⼤分県 1               0.1            

20 ⻑野県 21             2.8            45 宮崎県 0               0.0            

21 岐⾩県 4               0.5            46 ⿅児島県 3               0.4            

22 静岡県 30             4.0            47 沖縄県 0               0.0            

23 愛知県 36             4.8            無回答 55             7.3            

24 三重県 14             1.9            N （％ﾍﾞｰｽ） 755          100          

25 滋賀県 2               0.3            
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（3）事業所の業種について 

事業所の業種について調査した結果、回答のあった企業等 755 件のうち、20 件以上の回答を得ら

れたものを挙げると、「卸売業・小売業」が 259 件（34.3%）と最も多く、次いで「製造業」99 件

（13.1%）、「運輸業・郵便業」83 件（11.0%）、「サービス業（他に分類されないもの）」58 件

（7.7%）、「不動産業・物品賃貸業」51 件（6.8%）、「建設業」34 件（4.5%）、「情報通信業」29 件

（3.8%）、「宿泊業・飲食サービス業」28 件（3.7%）、「教育・学習支援業」25 件（3.3%）の順にな

っている。 ※「無回答」3件（0.4%） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

事業所の業種
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 農業・林業 1                  0.1              

2 鉱業・採⽯業・砂利採取業 1                  0.1              

3 製造業 99               13.1            

4 情報通信業 29               3.8              

5 卸売業・⼩売業 259             34.3            

6 不動産業・物品賃貸業 51               6.8              

7 宿泊業・飲⾷サービス業 28               3.7              

8 教育・学習⽀援業 25               3.3              

9 複合サービス業 10               1.3              

10 公務（他に分類されるものを除く） 4                  0.5              

11 漁業 0                  0.0              

12 建設業 34               4.5              

13 電気・ガス・熱供給・⽔道業 5                  0.7              

14 運輸業・郵便業 83               11.0            

15 ⾦融業・保険業 11               1.5              

16 学術研究・専⾨技術サービス業 6                  0.8              

17 ⽣活関連サービス業・娯楽業 18               2.4              

18 医療・福祉 15               2.0              

19 サービス業（他に分類されないもの） 58               7.7              

20 その他 15               2.0              

無回答 3                  0.4              

N （％ﾍﾞｰｽ） 755             100             

農業・林業
0.1%

鉱業・採石業・

砂利採取業
0.1%

製造業
13.1%

情報通信業
3.8%

卸売業・小売業
34.3%

不動産業・物品賃貸業
6.8%

宿泊業・飲食サービス業
3.7%

教育・学習支援業
3.3%

複合サービス業
1.3%

公務

（他に分類される

ものを除く）
0.5%

漁業
0.0%

建設業
4.5%

電気・ガス・

熱供給・水道業
0.7%

運輸業・郵便業
11.0%

金融業・保険業
1.5%

学術研究・

専門技術

サービス業
0.8% 生活関連サービス業・

娯楽業
2.4%

医療・福祉
2.0%

サービス業

（他に分類されないもの）
7.7%

その他
2.0% 無回答

0.4%

事業所の業種

N = 755
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（4）今年度（令和4年4月入社）の新卒採用人数について 

今年度（令和 4 年 4 月入社）の新卒採用人数について調査した結果、回答のあった企業等 755 件

のうち、「1人～4人」が208件（27.5％）と最も多く、次いで「20人以上」179件（23.7%）、「5人

～9 人」176 件（23.3%）、「10 人～19 人」163 件（21.6%）、「採用していない」26 件（3.4%）の順

になっている。 ※「無回答」3件（0.4%） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今年度（令和４年４⽉⼊社）の新卒採⽤⼈数
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 1⼈〜4⼈ 208          27.5         

2 5⼈〜9⼈ 176          23.3         

3 10⼈〜19⼈ 163          21.6         

4 20⼈以上 179          23.7         

5 採⽤していない 26             3.4            

無回答 3               0.4            

N （％ﾍﾞｰｽ） 755          100          

1人～4人
27.5%

5人～9人
23.3%

10人～19人
21.6%

20人以上
23.7%

採用していない
3.4% 無回答

0.4%

今年度（令和４年４月入社）の

新卒採用人数

N = 755
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（5）今後の採用方針について 

今後の採用方針について調査した結果、回答のあった企業等 755 件のうち、「毎年、安定的に採用

していくと思う」が576件（76.3%）と最も多く、次いで「できれば、毎年安定的に採用していくと

思う」128 件（17.0%）、「毎年ではないが、ある程度は安定的に採用していくと思う」30 件（4.0%）、

「増員が必要になった場合に、採用を考える」13 件（1.7%）、「欠員が出た場合に、採用を考える」

4 件（0.5%）、「当面、採用は行わないと思う」2 件（0.3%）の順になっている。 ※「無回答」2 件

（0.3%） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

毎年、安定的に採用していくと思う
76.3%

できれば、毎年安定的に

採用していくと思う
17.0%

毎年ではないが、

ある程度は安定的に

採用していくと思う
4.0%

増員が必要になった場合に、

採用を考える
1.7%

欠員が出た場合に、採用を考える
0.5% 当面、採用は行わないと思う

0.3%

無回答
0.3%

今後の採用方針

N = 755

今後の採⽤⽅針
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 毎年、安定的に採⽤していくと思う 576             76.3            

2 できれば、毎年安定的に採⽤していくと思う 128             17.0            

3 毎年ではないが、ある程度は安定的に採⽤していくと思う 30               4.0              

4 増員が必要になった場合に、採⽤を考える 13               1.7              

5 ⽋員が出た場合に、採⽤を考える 4                  0.5              

6 当⾯、採⽤は⾏わないと思う 2                  0.3              

無回答 2                  0.3              

N （％ﾍﾞｰｽ） 755             100             
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（6）大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の社会的必要性について 

「（5）今後の採用方針について」において「当面、採用は行わないと思う」（2 件）と「無回答」

（2件）を除く、程度の差はあるものの採用活動を行う意向を示した企業等751件に対して、大東文

化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の社会的必要性について調査した。 

その結果、「ある程度、社会的必要性を感じる」が 389 件（51.8%）と最も多く、次いで「社会的

必要性が高い分野である」339 件（45.1%）、「あまり必要性を感じない」20 件（2.7%）、「必要性は

ない」1件（0.1%）の順になっている。 ※「無回答」2件（0.3%） 

なお、「社会的必要性が高い分野である」、「ある程度、社会的必要性を感じる」の肯定的な回答を

合計すると、728件（96.9%）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 社会的必要性が⾼い分野である 339             45.1            

2 ある程度、社会的必要性を感じる 389             51.8            

3 あまり必要性を感じない 20               2.7              

4 必要性はない 1                  0.1              

無回答 2                  0.3              

N （％ﾍﾞｰｽ） 751             100             

⼤東⽂化⼤学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の社会的必要性

社会的必要性が高い分野である
45.1%

ある程度、社会的必要性を感じる
51.8%

あまり必要性を感じない
2.7%

必要性はない
0.1%

無回答
0.3%

大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の

社会的必要性

N = 751
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（7）大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の「学生に修得させる能力」で、重要と

考えるものについて 

7-1 大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の「学生に修得させる能力」で、重要と

考えるもの（第1位） 

「（6）大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の社会的必要性について」において

肯定的な回答をした企業等 728 件に対して、大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科

の「学生に修得させる能力」で、重要と考えるもの（第1位）について調査した。 

その結果、「多様な人々の考えを理解し、信頼関係の構築に取り組む力」が 205 件（28.2%）と最

も多く、次いで「他者との共同により課題を発見し、解決する力」162 件（22.3%）、「社会の一員と

して貢献する意欲・能力・責任感」139 件（19.1%）、「円滑なコミュニケーション能力」135 件

（18.5%）、「多様な経験による柔軟な対応力」47 件（6.5%）、「自律的学習者として学び続ける力」

38件（5.2%）の順になっている。 ※「無回答」2件（0.3%） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⼤東⽂化⼤学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の「学⽣に修得させる能⼒ 」 で、
重要と考えるもの(第1位)

№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 他者との共同により課題を発⾒し、解決する⼒ 162             22.3            

2 多様な⼈々の考えを理解し、信頼関係の構築に取り組む⼒ 205             28.2            

3 ⾃律的学習者として学び続ける⼒ 38               5.2              

4 社会の⼀員として貢献する意欲・能⼒・責任感 139             19.1            

5 多様な経験による柔軟な対応⼒ 47               6.5              

6 円滑なコミュニケーション能⼒ 135             18.5            

無回答 2                  0.3              

N （％ﾍﾞｰｽ） 728             100             

他者との共同により課題を発見し、

解決する力
22.3%

多様な人々の考えを理解し、

信頼関係の構築に取り組む力
28.2%

自律的学習者として学び続ける力
5.2%

社会の一員として

貢献する意欲・能力・責任感
19.1%

多様な経験による柔軟な対応力
6.5%

円滑なコミュニケーション能力
18.5%

無回答
0.3%

大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の

「学生に修得させる能力 」 で、重要と考えるもの(第1位)
N = 728
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7-2 大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の「学生に修得させる能力」で、重

要と考えるもの（第2位） 

「（6）大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の社会的必要性について」において

肯定的な回答をした企業等 728 件に対して、大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科

の「学生に修得させる能力」で、重要と考えるもの（第2位）について調査した。 

その結果、「円滑なコミュニケーション能力」が 192 件（26.4%）と最も多く、次いで「社会の一

員として貢献する意欲・能力・責任感」143 件（19.6%）、「多様な人々の考えを理解し、信頼関係の

構築に取り組む力」135 件（18.5%）、「多様な経験による柔軟な対応力」103 件（14.1%）、「他者と

の共同により課題を発見し、解決する力」97 件（13.3%）、「自律的学習者として学び続ける力」53

件（7.3%）の順になっている。 ※「無回答」5件（0.7%） 

 

  

  

 

 

 

 

  

⼤東⽂化⼤学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の「学⽣に修得させる能⼒ 」 で、
重要と考えるもの(第2位)

№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 他者との共同により課題を発⾒し、解決する⼒ 97               13.3            

2 多様な⼈々の考えを理解し、信頼関係の構築に取り組む⼒ 135             18.5            

3 ⾃律的学習者として学び続ける⼒ 53               7.3              

4 社会の⼀員として貢献する意欲・能⼒・責任感 143             19.6            

5 多様な経験による柔軟な対応⼒ 103             14.1            

6 円滑なコミュニケーション能⼒ 192             26.4            

無回答 5                  0.7              

N （％ﾍﾞｰｽ） 728             100             

他者との共同により課題を発見し、

解決する力
13.3%

多様な人々の考えを理解し、

信頼関係の構築に取り組む力
18.5%

自律的学習者として学び続ける力
7.3%

社会の一員として

貢献する意欲・能力・責任感
19.6%

多様な経験による柔軟な対応力
14.1%

円滑なコミュニケーション能力
26.4%

無回答
0.7%

大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の

「学生に修得させる能力 」 で、重要と考えるもの(第2位)

N = 728
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（8）大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の卒業生の採用意向について 

「（6）大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の社会的必要性について」において

肯定的な回答をした企業等 728 件に対して、大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科

の卒業生の採用意向について調査した。 

その結果、「採用したい」が 406 件（55.8%）と最も多く、次いで「採用を検討したい」296 件

（40.7%）、「採用は考えない」19件（2.6%）の順になっている。 ※「無回答」7件（1.0%） 

なお、「採用したい」、「採用を検討したい」の肯定的な回答を合計すると、702件（96.4%）とな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（9）大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の卒業生の採用人数について 

「（8）大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の卒業生の採用意向について」にお

いて肯定的な採用意向を示した企業等 702 件に対して、大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポ

ーツ科学科の卒業生の将来的な採用人数について調査した。 

その結果、「人数は未確定」が 358 件（51.0%）と最も多く、次いで「1 人」156 件（22.2%）、「2

人」92 件（13.1%）、「5 人以上」52 件（7.4%）、「3 人」40 件（5.7%）、「4 人」2 件（0.3%）の順に

なっている。 ※「無回答」2件（0.3%） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⼤東⽂化⼤学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の
卒業⽣の採⽤意向
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 採⽤したい 406          55.8         

2 採⽤を検討したい 296          40.7         

3 採⽤は考えない 19             2.6            

無回答 7               1.0            

N （％ﾍﾞｰｽ） 728          100          
採用したい

55.8%
採用を検討したい

40.7%

採用は考えない
2.6%

無回答
1.0%

大東文化大学 スポーツ・健康科学部

スポーツ科学科の卒業生の採用意向

N = 728

⼤東⽂化⼤学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の
卒業⽣の採⽤⼈数
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 1⼈ 156          22.2         

2 2⼈ 92             13.1         

3 3⼈ 40             5.7            

4 4⼈ 2               0.3            

5 5⼈以上 52             7.4            

6 ⼈数は未確定 358          51.0         

無回答 2               0.3            

N （％ﾍﾞｰｽ） 702          100          

1人
22.2%

2人
13.1% 3人

5.7%

4人
0.3%

5人以上
7.4%

人数は未確定
51.0%

無回答
0.3%

大東文化大学 スポーツ・健康科学部

スポーツ科学科の卒業生の採用人数

N = 702
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３．調査結果のまとめ 

 大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の卒業生に対する将来的な採用意向人数の集

計にあたっては、「（8）大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の卒業生の採用意向に

ついて」の肯定的な回答数と、「（9）大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の卒業生

の採用人数について」の将来的な採用人数の各選択肢（「1人」、「2人」、「3人」、「4人」、「5人以上」、

「人数は未確定」※）を乗じ、これを合計し、算出した。 

※「5人以上」は最低数である「5人」として計算した。 

「人数は未確定」とは、「（8）大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の卒業生の採用

意向について」において、「採用したい」、「採用を検討したい」と回答し将来的な採用意向は示すが、

アンケートの時点では将来的な採用人数について確定していないものである。したがって、本調査で

は「人数は未確定」の将来的な採用人数を最低数である「1人」として計算した。 

 

「（8）大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の卒業生の採用意向について」にお

いて、「採用したい」406件、「採用を検討したい」296件の回答を得ている。  

下表より、大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の卒業生に対する採用意向人数

は「採用したい」のみで合計した場合、766人分となる。入学定員は165人であるため、約4.6倍の

採用意向を確保できている。 

また、「採用したい」、「採用を検討したい」を合計した場合、採用意向人数は 1,086 人分となり、

これは入学定員165人に対して約6.6倍となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上の調査結果と、今回の調査対象以外への進路も考えられることから、大東文化大学 スポー

ツ・健康科学部 スポーツ科学科の卒業生の進路は十分に確保できるものと考える。 

　回答数(件) 　回答数(件)

人数(人) 人数(人)

1人(A) 88         (a) (A)×(a) 88  1人(A) 156        (a) (A)×(a) 156  

2人(B) 76         (b) (B)×(b) 152 2人(B) 92         (b) (B)×(b) 184  

3人(C) 36         (c) (C)×(c) 108 3人(C) 40         (c) (C)×(c) 120  

4人(D) 2          (d) (D)×(d) 8   4人(D) 2          (d) (D)×(d) 8    

5人以上(E) 52         (e) (E)×(e) 260 5人以上(E) 52         (e) (E)×(e) 260  

人数は未確定(F) 150        (f) (F)×(f) 150 人数は未確定(F) 358        (f) (F)×(f) 358  

無回答 2          無回答 2          

※採用人数が無回答であった場合は、計算から除外した

「採用したい」

のみ
合計

「採用したい」

「採用を検討した

い」の合計

合計

合計採用意向 766 人 合計採用意向 1086 人
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調査票 
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大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の 
入学定員増加（収容定員増加）に係るアンケート調査 

 
 

 

 

 

 

 

【 貴社についてお聞きします 】 

Q1．本社・支社・事業所等についてお聞きします。次の中から該当する番号を 1つお選びください。 
1．本社 2．支社 3．単独事業所 

Q2．所在地についてお聞きします。次の中から該当する番号を 1つお選びください。 
※Q1で「1．本社」以外を選択された場合は、その所在地をお答えください。 

1. 北海道 9. 栃木県 17. 石川県 25. 滋賀県 33. 岡山県 41. 佐賀県 
2. 青森県 10. 群馬県 18. 福井県 26. 京都府 34. 広島県 42. 長崎県 
3. 岩手県 11. 埼玉県 19. 山梨県 27. 大阪府 35. 山口県 43. 熊本県  
4. 宮城県 12. 千葉県 20. 長野県 28. 兵庫県 36. 徳島県 44. 大分県 
5. 秋田県 13. 東京都 21. 岐阜県 29. 奈良県 37. 香川県 45. 宮崎県 
6. 山形県 14. 神奈川県 22. 静岡県 30. 和歌山県 38. 愛媛県 46. 鹿児島県 
7. 福島県 15. 新潟県 23. 愛知県 31. 鳥取県 39. 高知県 47. 沖縄県 
8. 茨城県 16. 富山県 24. 三重県 32. 島根県 40. 福岡県  

Q3．業種についてお聞きします。次の中から最も当てはまる番号を 1つお選びください。 

1. 農業・林業 11. 漁業 
2. 鉱業・採石業・砂利採取業 12. 建設業 
3. 製造業 13. 電気・ガス・熱供給・水道業 
4. 情報通信業 14. 運輸業・郵便業 
5. 卸売業・小売業 15. 金融業・保険業 
6. 不動産業・物品賃貸業 16. 学術研究・専門技術サービス業 
7. 宿泊業・飲食サービス業 17. 生活関連サービス業・娯楽業 
8. 教育・学習支援業 18. 医療・福祉 
9. 複合サービス業 19. サービス業（他に分類されないもの） 

10. 公務（他に分類されるものを除く） 20. その他（              ） 

Q4．今年度（令和 4年 4月入社）の新卒採用人数について、該当する番号を 1つお選びください。 
（Q1で「支社」または「単独事業所」と回答された場合は、そちらでの採用数をご回答下さい） 

1. 1人～4人 3. 10人～19人 5. 採用していない 
2. 5人～9人 4. 20人以上 

Q5．今後の採用について、どのようにお考えですか。お考えに近い番号を 1つお選びください。 
1. 毎年、安定的に採用していくと思う 
2. できれば、毎年安定的に採用していくと思う 
3. 毎年ではないが、ある程度は安定的に採用していくと思う 
4. 増員が必要になった場合に、採用を考える 
5. 欠員が出た場合に、採用を考える 
6. 当面、採用は行わないと思う 

  

・このアンケート調査は令和 6年（2024年）4月に予定している大東文化大学 スポーツ・健康科学部 
スポーツ科学科の入学定員増加（収容定員増加）計画の基礎資料とするため、貴社の採用状況・意向
についてお聞きするものです。  

・このアンケート結果は、統計資料としてのみ用い、その目的以外に利用することはありません。 
・回答は、該当する番号を回答欄の   の中へ直接ご記入ください。 

【回答欄】 

★調査回答締め切りのお願い★ 
令和 4年 12月 23日（金）までに、同封の返信用封筒にてご投函頂きますようお願いいたします。 

番号でご回答
ください 

1～5を選ばれた方はＱ6へお進みください。 
6を選ばれた方はＱ10へお進みください。 

裏面へお進みください 
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ここからは、大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の 
概要（リーフレット）をご覧いただいた上でお答えください 

 
 
 
 
 

Q6．大東文化大学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の社会的必要性について、 
どのようにお考えになりますか。次の中から該当する番号を 1つお選びください。 

1. 社会的必要性が高い分野である 
2. ある程度、社会的必要性を感じる 
3. あまり必要性を感じない 
4. 必要性はない 

Ｑ7．大東文化大学が定員増加を計画しているスポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の「学生に修得させる能力」
で、重要と考えるものはどれですか。当てはまる番号を第 2位までお選びください。 

1. 他者との共同により課題を発見し、解決する力 
2. 多様な人々の考えを理解し、信頼関係の構築に取り組む力 
3. 自律的学習者として学び続ける力 
4. 社会の一員として貢献する意欲・能力・責任感 
5. 多様な経験による柔軟な対応力 
6. 円滑なコミュニケーション能力 

 
Ｑ8．大東文化大学が定員増加を計画しているスポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の卒業生の採用についてお

たずねします。次の中から該当する番号を 1つお選びください。 

1. 採用したい 
2. 採用を検討したい 
3. 採用は考えない 

Ｑ9．大東文化大学が定員増加を計画しているスポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の卒業生を、毎年何人程度
採用したいと考えますか。次の中から該当する番号を 1つお選びください。 

1. 1人 3. 3人 5. 5人以上 
2. 2人 4. 4人 6. 人数は未確定 

Q10．大東文化大学において定員増加を計画しているスポーツ・健康科学部 スポーツ科学科について、 
ご意見・ご要望がございましたら、ご自由にお書きください。 
その他、大学の教育内容・活動等について、ご意見等ございましたら、あわせてご記入ください。 

 

 

 

 

 

◆◆ 最後までご協力いただき、ありがとうございました ◆◆ 

大東文化大学 スポーツ・健康科学部事務室 

〒355-8501 埼玉県東松山市岩殿 560 TEL: 0493-31-1552 

1、2を選ばれた方はＱ7へお進みください。 
3、4を選ばれた方はＱ10へお進みください。 

1、2を選ばれた方はＱ9へお進みください。 
3を選ばれた方はＱ10へお進みください。 

番号でご回答
ください 

第 1位 

第 2位 
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計画概要 
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入
学
定
員
が
増
え
ま
す
　
12
5名
 ▶
16
5名
 （予

定
）

U
p

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
変
わ
り
ま
す
　
演
習
系
授
業
の
充
実
 （予

定
）

C
ha
ng
e

川
越

バ
ス
利
用
の
場
合

埼
玉
東
松
山

キ
ャ
ン
パ
ス

40
分

鴻
巣

鴻
巣
ス
ク
ー
ル
バ
ス
 4
0分

60
分

久
喜

久
喜
ス
ク
ー
ル
バ
ス
 6
0分

【
 設
置
学
部
 】
 全
学
部
の
1・
2年
次
、国
際
関
係
学
部
、ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
科
学
部
の
1～
4年
次

埼
玉
東
松
山
キ
ャ
ン
パ
ス

〒
35
5-
85
01
 埼
玉
県
東
松
山
市
岩
殿
56
0

東
武
東
上
線（
有
楽
町
線
・
副
都
心
線
直
通
）〈
高
坂
駅
〉西
口
下
車

▶
 無
料
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
約
7分

　
 路
線
バ
ス（
川
越
観
光
）鳩
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
方
面
行
き
大
東
文
化
大
学
バ
ス
停
下
車

JR
高
崎
線〈
鴻
巣
駅
〉東
口
下
車

▶
 ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
約
40
分（
片
道
10
0円
）

JR
宇
都
宮
線
・
東
武
伊
勢
崎
線
 〈
久
喜
駅
〉東
口
下
車

▶
 ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
約
60
分（
片
道
20
0円
）

高
坂

主
要
駅
か
ら
最
寄
り
駅
ま
で
の
ア
ク
セ
ス（
記
載
さ
れ
て
い
る
所
要
時
間
は
目
安
で
す
）

41
分

大
宮

JR
川
越
線
 2
2分

東
武
東
上
線
 1
9分

67
分

東
京

88
分

JR
湘
南
新
宿
ラ
イ
ン
 3
8分

東
京
メ
ト
ロ
丸
ノ
内
線
 1
7分

94
分

横
浜

池
袋

東
急
東
横
線
-東
京
メ
ト
ロ
副
都
心
線
 相
互
直
通
運
転
 F
ラ
イ
ナ
ー（
直
通
） 
94
分

東
武
東
上
線
 急
行
 5
0分

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
科
学
部
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科

〒
35
5-
85
01
　
埼
玉
県
東
松
山
市
岩
殿
56
0

ht
tp
s:
//
w
w
w
.d
ai
to
.a
c.
jp

大
東
文
化
大
学
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
科
学
部
事
務
室

　
 0
49
3-
31
-1
55
2

収
容
定
員
増
加
及
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
編
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

大
東
文
化
大
学
の
全
学
部
と
学
科

Fa
cu
lt
ie
s 
an
d 
de
pa
rt
m
en
ts
 o
f 
D
ai
to
 B
un
ka
 U
ni
ve
rs
it
y

久
喜

西
台

東
武
練
馬

東
京

池
袋

高
田
馬
場

巣
鴨

田
端

西
日
暮
里 日
暮
里

北
千
住

新
松
戸

南
越
谷

新
越
谷

春
日
部

流
山
お
お
た
か
の
森

南
浦
和

武
蔵
浦
和 西
高
島
平

北
朝
霞

和
光
市

朝
霞
台

本
川
越

ス
ク
ー
ル
バ
ス

川
越

川
越
市

所
沢

東
飯
能

八
王
子

立
川

西
国
分
寺

府
中
本
町 登
戸

町
田

相
模
大
野

中
央
林
間 藤
沢

茅
ヶ
崎

橋
本

赤
羽

上
野

飯
田
橋都営

三田
線

東
武
東
上
線

JR
武
蔵
野
線

JR
川
越
線

JR
八
高
線

JR
京
浜
東
北
線

東
武
ア
ー
バ
ン
パ
ー
ク
ラ
イ
ン

東
武
伊
勢
崎
線

JR
京
浜
東
北
線

JR
埼
京
線

水
道
橋

御
茶
ノ
水

大
手
町 有
楽
町

品
川

大
崎

目
黒

川
崎

長
津
田

新
木
場 南
船
橋

千
葉
み
な
と

西
船
橋

千
葉

南
流
山

柏

浅
草

高
坂

鴻
巣

大
宮

松
戸

横
浜

JR
武
蔵
野
線

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

JR常
磐線

東
京メ
トロ
千
代
田
線

東
武
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ラ
イ
ン

Ｊ Ｒ 武 蔵 野 線

JR
総
武
線

東
京
メ
ト
ロ
銀
座
線

千
葉
都
市

モ
ノ
レ
ー
ル

東
京
メ
ト
ロ
東
西
線

JR京
葉線

JR
山
手
線

JR
中
央
線

JR
東
海
道
線

JR
横
浜
線

JR
南
武
線

JR
東
海
道
線

JR
湘
南
新
宿
ラ
イ
ン

京
王
線

小
田
急
線

東
急
東
横
線

東
急
田
園
都
市
線

小
田
急
江
ノ
島
線

西
武
新
宿
線

西
武
池
袋
線

東
京
メ
ト
ロ
有
楽
町
線
・
副
都
心
線

東
京
メト
ロ
有
楽
町
線

東 京 メ ト ロ 副 都 心 線

JR
高
崎
線

JR
宇
都
宮
線

船
橋

ス
ク
ー
ル
バ
ス

新
宿 渋
谷

秋
葉
原

東
京
板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス

埼
玉
東
松
山

キ
ャ
ン
パ
ス

※
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科
は
4年
間「
埼
玉
東
松
山
キ
ャ
ン
パ
ス
」で
学
び
ま
す
。

ア
ク
セ
ス

A
cc
es
s

社
会
経
済
学
科

現
代
経
済
学
科

日
本
文
学
科

中
国
文
学
科

英
米
文
学
科

教
育
学
科

書
道
学
科

歴
史
文
化
学
科

中
国
語
学
科

英
語
学
科

日
本
語
学
科

法
律
学
科

政
治
学
科

国
際
関
係
学
科

国
際
文
化
学
科

経
営
学
科

ス
ポ
ー
ツ
科
学
科

健
康
科
学
科

看
護
学
科

社
会
学
科

大 東 文 化 大 学

学 部

文
学
部

経
済
学
部

外
国
語
学
部

法
学
部

国
際
関
係
学
部

経
営
学
部

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
科
学
部

社
会
学
部

▲
埼
玉
東
松
山
キ
ャ
ン
パ
ス

大
東
文
化
大
学
の
建
学
の
精
神

大
東
文
化
大
学
の
教
育
の
理
念

漢
学（
特
に
儒
教
）を
中
心
と
し
て
東
洋
の
文
化
を
教
授
・
研
究
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、そ
の
振
興
を
図
る
と

共
に
、儒
教
に
基
づ
く
道
義
の
確
立
を
期
し
、更
に
東
洋
の
文
化
を
基
盤
と
し
て
西
洋
の
文
化
を
摂
取

吸
収
し
、東
西
文
化
を
融
合
し
て
新
し
い
文
化
の
創
造
を
目
指
す
。

大
東
文
化
大
学
は
、建
学
の
精
神
に
基
づ
き
、東
洋
の
文
化
を
中
心
と
し
て
広
く
全
世
界
の
文
化
に

関
す
る
諸
学
を
研
究
・
教
授
し
、そ
の
振
興
を
図
る
と
共
に
、東
洋
固
有
の
文
化
を
尊
重
し
、そ
の
伝
統
的
な

美
徳
を
身
に
つ
け
て
豊
か
な
人
格
の
形
成
に
努
め
、併
せ
て
国
際
的
な
視
野
を
持
ち
、世
界
の
文
化
の

進
展
と
人
類
の
幸
福
の
実
現
に
寄
与
で
き
る
有
為
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

2
0
2
4
年
4
月
よ
り
、入
学
定
員
を
増
加
す
る
こ
と
を
構
想
中（
収
容
定
員
増
加
）

及
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
ま
す（
予
定
）

）

※
入
学
定
員
増
加（
収
容
定
員
増
加
）及
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
編
の
構
想
概
要
は
予
定
で
あ
り
、変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
入
学
定
員
増
加（
収
容
定
員
増
加
）及
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
編
の
構
想
概
要
は
予
定
で
あ
り
、変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
マ
ナ
ビ
を
未
来
の
チ
カ
ラ
に
。

ス
ポ
ー
ツ・
健
康
科
学
部
 ス
ポ
ー
ツ
科
学
科
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広
大
で
自
然
豊
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、ス
ポ
ー
ツ
科
学
に
関
す
る
学
識
を
修
め
、人
間
性
豊
か

な
ス
ポ
ー
ツ
指
導
と
健
康
づ
く
り
の
能
力
を
有
す
る
人
材
育
成
を
目
指
し
、2
0
2
4
年
4
月

よ
り「
入
学
定
員
増
加（
収
容
定
員
増
加
）」
と「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
編
」を
構
想
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
科
学
を
構
成
す
る
学
問
の
基
礎
・
応
用
を
中
心

に
、
語
学
や
一
般
教
養
も
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、

ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
を
社
会
に
伝
え
る
た
め
に
、知
識
を

活
用
す
る
基
盤
を
身
に
つ
け
ま
す
。

陸
上
、体
操
、水
泳
か
ら
各
種
球
技
種
目
、武
道
、ダ
ン
ス

ま
で
、そ
れ
ら
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
指
導
法
に
関
す
る

専
門
的
知
識
の
修
得
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成
を
は
じ
め
、ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ

を
伝
え
る
こ
と
や
、年
齢
や
体
力
レ
ベ
ル
に
応
じ
た

指
導
法
に
つ
い
て
、ス
ポ
ー
ツ
科
学
に
裏
付
け
さ
れ
た

知
識
や
技
能
の
伝
達
が
で
き
る
ま
で
高
め
て
い
き
ま
す
。

知
識
を
得
る

技
能
を
高
め
る

指
導
力
を
高
め
る

※
入
学
定
員
増
加（
収
容
定
員
増
加
）及
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
編
の
構
想
概
要
は
予
定
で
あ
り
、変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

“未
来
へ
つ
な
が
る
”学
び

教
員
採
用
試
験
や
、就
職
活
動
に
も
役
立
つ

資
格
取
得
へ
の
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
体
制

で
、あ
な
た
の
未
来
を
支
援
し
ま
す
。

“豊
か
”な
学
び

7千
人
の
学
生
が
集
う
豊
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス

で
幅
広
く
ス
ポ
ー
ツ
を
学
べ
る
こ
と
は

総
合
大
学
な
ら
で
は
の
強
み
。全
学
共
通

授
業
や
課
外
活
動
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ

科
学
科
以
外
の
学
生
と
の
交
流
も
図
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

“壮
大
”な
学
び

東
京
ド
ー
ム
6
個
分
の
広
さ
を
誇
る
埼
玉

東
松
山
キ
ャ
ン
パ
ス
。広
大
な
敷
地
に
あ
る

ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
ス
ポ
ー
ツ
関
連
実
験

施
設
を
使
用
し
て
ス
ポ
ー
ツ
科
学
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

“大
東
ス
ポ
科
な
ら
で
は
”の
学
び

サ
ッ
カ
ー
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
サ
イ
エ
ン
ス
、

ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
、ス
ポ
ー
ツ

と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、ア
ウ
ト
ド
ア
ス
キ
ル
な
ど
、

大
東
ス
ポ
科
な
ら
で
は
の
科
目
が
充
実

し
て
い
ま
す
。

“体
験
す
る
”学
び

講
義
に
加
え
、演
習
、野
外
実
習
、各
種

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
な
ど
で
、
実
践
的
な
ス
キ
ル
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

病
院
、医
療
、福
祉
 2
.7
%

鉄
道
、航
空
、輸
送
、運
輸
 3
.6
%

製
造
 7
.1
%

マ
ス
コ
ミ
、出
版
、広
告
、印
刷
 2
.7
%

小
売
 7
.1
%

商
社
 2
.7
%

公
務
員（
教
員
を
除
く
） 
11
.6
%

サ
ー
ビ
ス
 2
5.
0 %

教
員
、教
育
支
援
・

学
習
支
援
 2
0.
5 %

金
融
、保
険
 3
.6
%

建
設
 2
.7
%

そ
の
他
電
気
・
ガ
ス
・
熱
・
水
道
供
給
業
 1
.8
%
　
旅
行
、ホ
テ
ル
 1
.8
%
　
情
報
処
理
 0
.9
%
　

（
20
21
年
3月
卒
）

業
種
別
就
職
先

そ
の
他
 4
.5
%

不
動
産
取
引（
建
物・
賃
貸・
管
理
） 
6.
3 %

多
種
多
様
な
進
路

教
員・
公
務
員
も
多
数
輩
出
!

大
東
ス
ポ
科
の
目
的

O
bj
ec
ti
ve
s 
of
 D
ai
to
 S
po
rt
s 
sc
ie
nc
e

そ
し
て
未
来
へ
…

A
nd
 in
to
 t
he
 f
ut
ur
e.
..

大
東
ス
ポ
科

5つ
の
ポ
イ
ン
ト

5
po
in
ts
 o
f 
D
ep
ar
tm
en
t 
of
 D
ai
to
 S
po
rt
s 
Sc
ie
nc
e

ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
基
礎
知
識
と
一
般
教
養
に
加
え
て
、

大
学
生
と
し
て
の
学
ぶ
姿
勢
や
マ
ナ
ー
、モ
ラ
ル
を
身
に
つ
け
る

1年
次

球
技
や
武
道
な
ど
の
実
技
授
業
も
充
実
。専
門
知
識
の

学
修
を
進
め
な
が
ら
自
分
の
将
来
像
と
8
つ
の
履
修
モ
デ
ル

を
照
ら
し
合
わ
せ
進
む
べ
き
方
向
性
を
整
え
る

2年
次

2年
次
に
得
た
専
門
知
識
の
学
修
を
さ
ら
に
深
め
る
べ
く
、充
実

し
た
演
習
科
目
群
に
よ
り
、自
ら
が
決
め
た
学
問
領
域
を

さ
ら
に
探
求
し
4年
次
の
卒
業
研
究
に
向
け
て
の
準
備
を
行
う

3年
次

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
や
卒
業
研
究
を
通
じ
て
、将
来
を
実
現
す
る

た
め
の
具
体
的
な
知
識
と
技
能
を
磨
く

4年
次

4年
間
の
学
び

Fo
ur
-y
ea
r 
flo
w

大
東
ス
ポ
科
 8
つ
の
履
修
モ
デ
ル

8 
st
ud
y 
m
od
el
s 
of
 D
ai
to
 S
po
rt
s 
sc
ie
nc
e

保
健
体
育
教
員

ト
レ
ー
ナ
ー

ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ

ア
ス
リ
ー
ト
＆
コ
ー
チ
ン
グ

ス
ポ
ー
ツ
ア
ナ
リ
ス
ト

中
学
・
高
等
学
校
保
健
体
育
教
員
な
ど

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
、公
共
運
動
施
設
、

パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ

指
導
者
な
ど

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
、健
康
増
進
施
設
、

メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
、

ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
な
ど

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
運
営
・

管
理
者
、一
般
企
業
な
ど

障
が
い
者
支
援
、ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

指
導
員
、女
性
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
な
ど

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
メ
ー
カ
ー
、

野
外
活
動
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、野
外

活
動
施
設
ス
タ
ッ
フ
な
ど

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
、企
業
ス
ポ
ー
ツ

選
手
、地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
指
導
者
な
ど

大
学
教
員
、ス
ポ
ー
ツ
用
具
開
発
、

ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
員
な
ど

中
学
校
教
諭
一
種
免
許
状（
保
健
体
育
）

高
等
学
校
教
諭
一
種
免
許
状（
保
健
体
育
）

N
SC
A
認
定
資
格
試
験
受
験
資
格（
C
SC
S、

C
P
T）
、日
本
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
者
協
会

認
定
資
格
試
験
受
験
資
格
(J
A
TI
－
A
TI
）

（
公
財
）
健
康
・
体
力
づ
く
り
財
団

認
定
健
康
運
動
指
導
士
認
定
試
験

受
験
資
格

（
公
財
）
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
公
認

ア
シ
ス
タ
ン
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

（
公
財
）日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
公
認
ジ
ュ
ニ
ア

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
、（
公
財
）日
本
パ
ラ

ス
ポ
ー
ツ
協
会
公
認
初
級
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員

キ
ャ
ン
プ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、

ス
ク
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
（
C
カ
ー
ド
）
、

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
級
別

テ
ス
ト
、
水
上
バ
イ
ク
（
特
殊

小
型
船
舶
操
縦
士
免
許
）

（
公
財
）
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
公
認

コ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト（
共
通
科
目
Ⅰ
）

大
学
院
修
士
号

＊
卒
業
後
の
大
学
院
進
学
が
必
要

目
指
せ
る
資
格
・
免
許

想
定
さ
れ
る
進
路
・
社
会
的
役
割

履
修
モ
デ
ル

卒
業
後
の
主
な
進
路

・
国
家
公
務
員

・
地
方
公
務
員

・
高
等
学
校
教
員

・
中
学
校
教
員

・
ア
ス
リ
ー
ト

・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

 （
公
立
・
私
立
の
体
育
館
・
運
動
施
設
）

・
ス
ポ
ー
ツ
関
連
業
界
従
事
者

・
マ
ス
コ
ミ（
出
版
・
放
送
ほ
か
） 

  業
界
従
事
者

・
サ
ー
ビ
ス
業
界
従
事
者

・
金
融
・
保
険
業
界
従
事
者

・
N
G
O・
N
P
O
団
体
職
員

・
大
学
院
へ
の
進
学

※
履
修
モ
デ
ル
の
概
要
は
予
定
で
あ
り
、変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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単純集計表 
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事業所の種別
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 本社 708          93.8         

2 ⽀社 26             3.4            

3 単独事業所 18             2.4            

無回答 3               0.4            

N （％ﾍﾞｰｽ） 755          100          本社
93.8%

支社
3.4%

単独事業所
2.4% 無回答

0.4%

事業所の種別

N = 755
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北海道

0.8%

青森県

0.3%

岩手県

0.5%

宮城県

0.5%

秋田県

0.4%

山形県

0.5%

福島県

0.5%

茨城県

2.6%

栃木県

1.7%

群馬県

2.0%埼玉県

7.3%
千葉県

3.4%

東京都

31.4%

神奈川県

5.0%

新潟県

2.0%富山県

1.1%
石川県

0.7%

福井県

0.1%

山梨県

0.4%
長野県

2.8%

岐阜県

0.5%

静岡県

4.0%

愛知県

4.8%

三重県

1.9%

滋賀県

0.3%

京都府

2.0%

大阪府

4.8%

兵庫県

2.1%

奈良県

0.4%

和歌山県

0.5%

鳥取県

0.7%

島根県

0.1%

岡山県

0.3%

広島県

1.7%

山口県

0.3%

徳島県

0.3%
香川県

0.7%
愛媛県

0.4%
高知県

0.3%
福岡県

1.3%

佐賀県

0.1%
長崎県

0.4%

熊本県

0.4%

大分県

0.1%

宮崎県

0.0%

鹿児島県

0.4%
沖縄県

0.0%
無回答

7.3%

事業所の所在地

N = 755

事業所の所在地
№ カテゴリ 件数 (全体)% № カテゴリ 件数 (全体)%
1 北海道 6               0.8            26 京都府 15             2.0            

2 ⻘森県 2               0.3            27 ⼤阪府 36             4.8            

3 岩⼿県 4               0.5            28 兵庫県 16             2.1            

4 宮城県 4               0.5            29 奈良県 3               0.4            

5 秋⽥県 3               0.4            30 和歌⼭県 4               0.5            

6 ⼭形県 4               0.5            31 ⿃取県 5               0.7            

7 福島県 4               0.5            32 島根県 1               0.1            

8 茨城県 20             2.6            33 岡⼭県 2               0.3            

9 栃⽊県 13             1.7            34 広島県 13             1.7            

10 群⾺県 15             2.0            35 ⼭⼝県 2               0.3            

11 埼⽟県 55             7.3            36 徳島県 2               0.3            

12 千葉県 26             3.4            37 ⾹川県 5               0.7            

13 東京都 237          31.4         38 愛媛県 3               0.4            

14 神奈川県 38             5.0            39 ⾼知県 2               0.3            

15 新潟県 15             2.0            40 福岡県 10             1.3            

16 富⼭県 8               1.1            41 佐賀県 1               0.1            

17 ⽯川県 5               0.7            42 ⻑崎県 3               0.4            

18 福井県 1               0.1            43 熊本県 3               0.4            

19 ⼭梨県 3               0.4            44 ⼤分県 1               0.1            

20 ⻑野県 21             2.8            45 宮崎県 0               0.0            

21 岐⾩県 4               0.5            46 ⿅児島県 3               0.4            

22 静岡県 30             4.0            47 沖縄県 0               0.0            

23 愛知県 36             4.8            無回答 55             7.3            

24 三重県 14             1.9            N （％ﾍﾞｰｽ） 755          100          

25 滋賀県 2               0.3            
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事業所の業種
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 農業・林業 1                  0.1              

2 鉱業・採⽯業・砂利採取業 1                  0.1              

3 製造業 99               13.1            

4 情報通信業 29               3.8              

5 卸売業・⼩売業 259             34.3            

6 不動産業・物品賃貸業 51               6.8              

7 宿泊業・飲⾷サービス業 28               3.7              

8 教育・学習⽀援業 25               3.3              

9 複合サービス業 10               1.3              

10 公務（他に分類されるものを除く） 4                  0.5              

11 漁業 0                  0.0              

12 建設業 34               4.5              

13 電気・ガス・熱供給・⽔道業 5                  0.7              

14 運輸業・郵便業 83               11.0            

15 ⾦融業・保険業 11               1.5              

16 学術研究・専⾨技術サービス業 6                  0.8              

17 ⽣活関連サービス業・娯楽業 18               2.4              

18 医療・福祉 15               2.0              

19 サービス業（他に分類されないもの） 58               7.7              

20 その他 15               2.0              

無回答 3                  0.4              

N （％ﾍﾞｰｽ） 755             100             

農業・林業
0.1%

鉱業・採石業・

砂利採取業
0.1%

製造業
13.1%

情報通信業
3.8%

卸売業・小売業
34.3%

不動産業・物品賃貸業
6.8%

宿泊業・飲食サービス業
3.7%

教育・学習支援業
3.3%

複合サービス業
1.3%

公務

（他に分類される

ものを除く）
0.5%

漁業
0.0%

建設業
4.5%

電気・ガス・

熱供給・水道業
0.7%

運輸業・郵便業
11.0%

金融業・保険業

1.5%

学術研究・

専門技術

サービス業
0.8% 生活関連サービス業・

娯楽業
2.4%

医療・福祉
2.0%

サービス業

（他に分類されないもの）
7.7%

その他
2.0% 無回答

0.4%

事業所の業種

N = 755
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今年度（令和４年４⽉⼊社）の新卒採⽤⼈数
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 1⼈〜4⼈ 208          27.5         

2 5⼈〜9⼈ 176          23.3         

3 10⼈〜19⼈ 163          21.6         

4 20⼈以上 179          23.7         

5 採⽤していない 26             3.4            

無回答 3               0.4            

N （％ﾍﾞｰｽ） 755          100          

1人～4人
27.5%

5人～9人
23.3%

10人～19人
21.6%

20人以上
23.7%

採用していない
3.4% 無回答

0.4%

今年度（令和４年４月入社）の

新卒採用人数

N = 755

今後の採⽤⽅針
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 毎年、安定的に採⽤していくと思う 576             76.3            

2 できれば、毎年安定的に採⽤していくと思う 128             17.0            

3 毎年ではないが、ある程度は安定的に採⽤していくと思う 30               4.0              

4 増員が必要になった場合に、採⽤を考える 13               1.7              

5 ⽋員が出た場合に、採⽤を考える 4                  0.5              

6 当⾯、採⽤は⾏わないと思う 2                  0.3              

無回答 2                  0.3              

N （％ﾍﾞｰｽ） 755             100             

毎年、安定的に採用していくと思う
76.3%

できれば、毎年安定的に

採用していくと思う
17.0%

毎年ではないが、

ある程度は安定的に

採用していくと思う
4.0%

増員が必要になった場合に、

採用を考える
1.7%

欠員が出た場合に、採用を考える
0.5% 当面、採用は行わないと思う

0.3%

無回答
0.3%

今後の採用方針

N = 755
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№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 社会的必要性が⾼い分野である 339             45.1            

2 ある程度、社会的必要性を感じる 389             51.8            

3 あまり必要性を感じない 20               2.7              

4 必要性はない 1                  0.1              

無回答 2                  0.3              

N （％ﾍﾞｰｽ） 751             100             

⼤東⽂化⼤学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の社会的必要性

社会的必要性が高い分野である
45.1%

ある程度、社会的必要性を感じる
51.8%

あまり必要性を感じない
2.7%

必要性はない
0.1%

無回答
0.3%

大東文化大学スポーツ・健康科学部スポーツ科学科の

社会的必要性

N = 751
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⼤東⽂化⼤学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の「学⽣に修得させる能⼒ 」 で、
重要と考えるもの(第1位)

№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 他者との共同により課題を発⾒し、解決する⼒ 162             22.3            

2 多様な⼈々の考えを理解し、信頼関係の構築に取り組む⼒ 205             28.2            

3 ⾃律的学習者として学び続ける⼒ 38               5.2              

4 社会の⼀員として貢献する意欲・能⼒・責任感 139             19.1            

5 多様な経験による柔軟な対応⼒ 47               6.5              

6 円滑なコミュニケーション能⼒ 135             18.5            

無回答 2                  0.3              

N （％ﾍﾞｰｽ） 728             100             

他者との共同により課題を発見し、

解決する力
22.3%

多様な人々の考えを理解し、

信頼関係の構築に取り組む力
28.2%

自律的学習者として学び続ける力
5.2%

社会の一員として

貢献する意欲・能力・責任感
19.1%

多様な経験による柔軟な対応力
6.5%

円滑なコミュニケーション能力
18.5%

無回答
0.3%

大東文化大学スポーツ・健康科学部スポーツ科学科の

「学生に修得させる能力」で、重要と考えるもの(第1位)

N = 728
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⼤東⽂化⼤学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の「学⽣に修得させる能⼒ 」 で、
重要と考えるもの(第2位)

№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 他者との共同により課題を発⾒し、解決する⼒ 97               13.3            

2 多様な⼈々の考えを理解し、信頼関係の構築に取り組む⼒ 135             18.5            

3 ⾃律的学習者として学び続ける⼒ 53               7.3              

4 社会の⼀員として貢献する意欲・能⼒・責任感 143             19.6            

5 多様な経験による柔軟な対応⼒ 103             14.1            

6 円滑なコミュニケーション能⼒ 192             26.4            

無回答 5                  0.7              

N （％ﾍﾞｰｽ） 728             100             

他者との共同により課題を発見し、

解決する力
13.3%

多様な人々の考えを理解し、

信頼関係の構築に取り組む力
18.5%

自律的学習者として学び続ける力
7.3%

社会の一員として

貢献する意欲・能力・責任感
19.6%

多様な経験による柔軟な対応力
14.1%

円滑なコミュニケーション能力
26.4%

無回答
0.7%

大東文化大学スポーツ・健康科学部スポーツ科学科の

「学生に修得させる能力」で、重要と考えるもの(第2位)
N = 728

-学則変更の趣旨（資料）-87-

25



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⼤東⽂化⼤学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の
卒業⽣の採⽤意向
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 採⽤したい 406          55.8         

2 採⽤を検討したい 296          40.7         

3 採⽤は考えない 19             2.6            

無回答 7               1.0            

N （％ﾍﾞｰｽ） 728          100          
採用したい

55.8%
採用を検討したい

40.7%

採用は考えない
2.6%

無回答
1.0%

大東文化大学スポーツ・健康科学部

スポーツ科学科の卒業生の採用意向

N = 728

⼤東⽂化⼤学 スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科の
卒業⽣の採⽤⼈数
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 1⼈ 156          22.2         

2 2⼈ 92             13.1         

3 3⼈ 40             5.7            

4 4⼈ 2               0.3            

5 5⼈以上 52             7.4            

6 ⼈数は未確定 358          51.0         

無回答 2               0.3            

N （％ﾍﾞｰｽ） 702          100          

1人
22.2%

2人
13.1% 3人

5.7%

4人
0.3%

5人以上
7.4%

人数は未確定
51.0%

無回答
0.3%

大東文化大学スポーツ・健康科学部

スポーツ科学科の卒業生の採用人数

N = 702
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ホーム ⼤学案内 ⼤東⽂化について ⼤東⽂化⼤学の基本⽅針

⼤学案内／About Daito

⼤東⽂化⼤学の基本⽅針

⼤学案内
About Daito

ごあいさつ

⼤東⽂化について

建学の精神・教育
の理念

⼤東⽂化⼤学の基
本⽅針

創設からのあゆみ

⼤東⽂化歴史資料
館

百年史編纂サイト

校歌

活躍と未来への取
り組み

情報公開

コンプライアンス
等の取り組み

⾃⼰点検・評価/⼤
学FD活動

組織・付設校

⻘桐会・同窓会

⼤東⽂化⼤学基本⽅針

⼤東⽂化⼤学基本⽅針は、本学の教育研究等に係る様々な基本⽅針を定めたもので
す。⼤学の教育研究活動および運営の軸となる事項について基準別に構成されてい
ます。

⽅針 承認⽇

2014年2⽉17⽇
⾃⼰点検・評価基本事項検討委員会

2022年3⽉7⽇
⼤学評議会

⼤学の理念・⽬的（386KB）

内部質保証に関する⽅針（186K
B）

教育研究組織の編制⽅針（200K
B）

教員・教員組織に関する⽅針（19
4KB）

学⽣⽀援に関する⽅針（196KB）

教育研究等環境に関する⽅針（24
5KB）

社会連携・社会貢献に関する⽅針
（214KB）

⼤学運営・財務に関する⽅針（27
1KB）

国際化に関する⽅針（174KB）

⼤学案内 ⼊試情報 学部・⼤学院 教育・研究 学⽣⽣活 国際交流 キャリア・就職⽀援
https://www.daito.ac.jp/information/about/basicpolicy/#anc02 
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寄附をお考えの⽅

卒業認定・学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー）

教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー）

⼊学者受⼊れの⽅針（アドミッション・ポリシー）

2018.2.19

⼤東⽂化⼤学は、建学の精神である「東⻄⽂化の融合」および⼤学の理念である
「アジアから世界へ―多⽂化共⽣を⽬指す新しい価値の不断の創造」に基づき、学
問の理論と応⽤を教授・研究して真理と正義を愛する⾃主的精神に充ちた良識ある
⼈材を育成し、⽂化の発展と⼈類の福祉に貢献することを⽬的とする。この⽬的を
実現するために、以下に3つの基本⽅針（ポリシー）を定める。

卒業認定・学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシ
ー）

⼤東⽂化⼤学・各学部学科においては、厳格な成績評価に基づき、基礎教育科⽬、
専⾨教育科⽬、全学共通科⽬の所定の単位を修得し、豊かな教養と確かな専⾨的知
識、⾼い倫理性を備えていると認定した⼈に学⼠の学位を授与する。
本学が学位授与にあたって求める能⼒、⾒識は下記のようなものである。

1. 豊かな教養の基礎となる広範な知識を修得している。

2. ⾃らが学ぶ学位プログラムの基礎となる専⾨知識・技能を修得し、活⽤するこ
とによって、現代社会の諸問題にチャレンジできる。

1. 国内外における諸課題を発⾒し、解決策を構想するための思考⼒や判断⼒を⾝
に付けている。

2. ⾃分の意⾒を持ち、それを適切に表現・伝達できるとともに、背景や価値観の
異なる他者の意⾒を傾聴し、他者と協⼒・共同することにより問題を解決する
能⼒を持っている。

1．豊かな教養と専⾨的知識およびそれを活⽤する技能

2．他者との共同による問題発⾒・解決能⼒と、それを⽀える
思考・判断・表現⼒

3．⾃律的学習者として学び続け、社会に貢献する意欲と能
⼒、社会の担い⼿としての使命感
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1. ⽣涯にわたって学び続け、国際社会や地域社会の発展に貢献する意欲と能⼒を
もっている。

2. 修得した専⾨的知識と技能を使って、社会の中核・中堅として、その発展に貢
献する意欲と能⼒を持っている。

3. 広い知識を求め学び続け、応⽤的能⼒を展開させ、使命感を持って社会の発展
に寄与できる。

1. 本学の建学の精神(漢学の振興と東⻄⽂化の融合）を知り、新しい⽂化の創造を
⽬指す。

2. 本学の理念（多⽂化共⽣）に基づき、多様性を認め、地球的規模の視野と感覚
を持ち、異⽂化への理解⼒・共感⼒、コミュニケーション能⼒を発揮し、多⽂
化社会における諸問題の解決に貢献できる。

⼤東⽂化⼤学⼤学院・各研究科専攻（修⼠課程・博⼠課程）においては、⾼度な専
⾨的知識の修得に留まらず、物事を多⾓的・多⾯的に考察し⾒定めていく批判的思
考⼒（いわゆる「クリティカル・シンキング」）を備え、「世界⽔準の研究」や
「地域活性化のための中核的研究」に挑戦し続ける資質と意欲を獲得したと認定し
た⼈に修⼠または博⼠の学位を授与する。
本学が学位授与にあたって求める能⼒、⾒識は下記のようなものである。

教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリ
シー）

⼤東⽂化⼤学の学⼠課程は⽂学部、経済学部、外国語学部、法学部、国際関係学
部、経営学部、環境創造学部、スポーツ・健康科学部、社会学部から構成されてい
る。このうち国際関係学部とスポーツ・健康科学部は、全学年の教育を埼⽟県東松
⼭市にある東松⼭キャンパスで⾏い、他の学部は1年次と2年次の教育を東松⼭キャ
ンパスで、3年次と4年次の教育を東京都板橋区にある板橋キャンパスで⾏ってい
る。
本学における学部のカリキュラムは、⼤きく分けて、主に基礎教育科⽬、専⾨教育
科⽬、全学共通科⽬の3つの科⽬群から成っている。このうち基礎教育科⽬と全学
共通科⽬は主として、全学部の1、2年⽣が学ぶ東松⼭キャンパスで、専⾨教育科⽬
は、国際関係学部とスポーツ・健康科学部は東松⼭キャンパスで、他の学部は主と
して板橋キャンパスで開講されている。

4．本学の建学の精神や本学の理念に対する理解

博⼠前期課程・修⼠課程

博⼠後期課程
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学部における3つの科⽬群およびそれを⽀える科⽬等は下記のような特徴を持って
いる。

学部学科のカリキュラム・ポリシー

1. 各学部学科は、英語・中国語など外国語の運⽤能⼒を⾼める科⽬、ICTやデータ
サイエンス、数量的スキルの習得を⽬指す情報科⽬などの分野横断的な基礎教
育科⽬を設置する。

2. 広範な知識を修得させるために、基本科⽬群、課題（テーマ）科⽬群、発展科
⽬群からなる全学共通科⽬を開設する。

3. 各学部学科は、それぞれの教育⽬標を達成するために専⾨教育科⽬を独⾃に設
置する。

4. 初年次において導⼊教育科⽬を開設する。

5. キャリアデザインや就職を⽀援するために、学部学科の学びに固有のキャリア
科⽬を設置する。

6. 本学の建学の精神や教育の理念に関する科⽬を設置する。

1. 主体的な学びを促進するために、教育内容に掲げた各科⽬群等においては、通
常の講義形式のほか、演習や実験実習、フィールドワーク、インターンシップ
などの教育⽅法を導⼊する。

2. インタラクティブ（双⽅向）な授業を展開するため、初年次から4 年次まで少
⼈数の演習形式を活⽤する。

3. 学部学科を問わず、海外研修や留学を推奨する。

4. ポートフォリオなどを活⽤し、学びの振り返りを推進する。

1. 学位授与⽅針（DP）に掲げられた各種能⼒は、卒業要件達成状況、単位取得状
況、GPA、卒業論⽂、取得した資格（国家試験や教職を含む）、その他のアセ
スメント等の結果を参考に、多⾓的かつ総合的に評価する。

2. 学位授与⽅針（DP）に掲げられた各種能⼒の評価のたに、各種アセスメント
に加えて、学⽣ポートフォリオを活⽤して評価する。

⼤東⽂化⼤学⼤学院（法科⼤学院を除く）は、⽂学研究科、経済学研究科、法学研
究科、外国語学研究科、アジア地域研究科、経営学研究科、スポーツ・健康科学研
究科から構成されており、研究科の専攻ごとに、博⼠課程前期課程および博⼠課程

1．教育内容

2．教育⽅法

3．評価⽅法
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後期課程（⼀部の専攻は修⼠課程のみ）の課程が設置されている。また、別途、経
済学研究科経済学専攻と法学研究科政治学専攻が連携して「公共政策学専修コー
ス」を開設している。アジア地域研究科とスポーツ・健康科学研究科の教育は埼⽟
県東松⼭市にある東松⼭キャンパスで⾏い、他の研究科の教育は東京都板橋区にあ
る板橋キャンパスで⾏っている。
⼤学院研究科のカリキュラム科⽬群は、主に演習形式の科⽬群、講義形式の科⽬群
から成っている。また、その教育内容、教育⽅法、評価⽅法は下記のような特徴を
持っている。

⼤学院研究科のカリキュラム・ポリシー

⼊学者受⼊れの⽅針（アドミッション・ポリシ
ー）

⼤東⽂化⼤学は1923年(⼤正12年)に、東洋の⽂化を教授・研究するために創⽴され
た歴史ある⼤学であり、これまで10万⼈をこえる卒業⽣を社会に輩出してきた。ま
た、アジアを中⼼に100をこえる世界の⼤学、研究機関と交流協定を結び、多くの
留学⽣を受け⼊れるとともに、学⽣を海外に派遣し続けている。
「東⻄⽂化の融合」を建学の精神に掲げる本学では、以下のようなアドミッショ
ン・ポリシーを定め、⼀層多様性が⾼まる社会において⾃⽴と共⽣に向けた適切に
⾏動できる⼈材を育成する学びの場を提供する。

学部・学科のアドミッション・ポリシー

⼤学院研究科のアドミッション・ポリシー

詳細は各研究科専攻のカリキュラム・ポリシーを参照のこと。※

博⼠前期課程・修⼠課程

博⼠後期課程

1．知識・技能

2．思考⼒・判断⼒・表現⼒

3．主体的に学習に取り組む態度

-学則変更の趣旨（資料）-93-

mtorikas
テキスト ボックス



入学定員が増えます　125名 ▶165名 （予定）Up

カリキュラムが変わります　演習系授業の充実 （予定）Change

川越

バス利用の場合

埼玉東松山
キャンパス

40分鴻巣 鴻巣スクールバス 40分

60分久喜 久喜スクールバス 60分

【 設置学部 】 全学部の1・2年次、国際関係学部、スポーツ・健康科学部の1～4年次埼玉東松山キャンパス 〒355-8501 埼玉県東松山市岩殿560

東武東上線（有楽町線・副都心線直通）〈高坂駅〉西口下車
▶ 無料スクールバスで約7分
　 路線バス（川越観光）鳩山ニュータウン方面行き大東文化大学バス停下車

JR高崎線〈鴻巣駅〉東口下車
▶ スクールバスで約40分（片道100円）

JR宇都宮線・東武伊勢崎線 〈久喜駅〉東口下車
▶ スクールバスで約60分（片道200円）

高坂

主要駅から最寄り駅までのアクセス（記載されている所要時間は目安です）

41分大宮 JR川越線 22分 東武東上線 19分

67分東京

88分 JR湘南新宿ライン 38分

東京メトロ丸ノ内線 17分

94分
横浜

池袋

東急東横線-東京メトロ副都心線 相互直通運転 Fライナー（直通） 94分

東武東上線 急行 50分

スポーツ・健康科学部スポーツ科学科
〒355-8501　埼玉県東松山市岩殿560
https://www.daito.ac.jp

大東文化大学スポーツ・健康科学部事務室
　 0493-31-1552

収容定員増加及びカリキュラム改編に関する問い合わせ

大東文化大学の全学部と学科
Faculties and departments of Daito Bunka University

久喜

西台

東武
練馬

東京

池袋

高田馬場

巣鴨

田端
西日暮里

日暮里

北千住

新松戸南越谷

新越谷

春日部 流山おおたかの森

南浦和
武蔵浦和

西高島平

北朝霞

和光市
朝霞台

本川越

スクールバス

川越
川越市

所沢
東飯能

八王子 立川 西国分寺

府中本町
登戸町田相模大野

中央林間

藤沢茅ヶ崎

橋本

赤羽

上野

飯田橋

都
営
三
田
線

東武東上線

JR
武
蔵
野
線JR

川
越
線

JR
八
高
線

JR京浜東北線

東武アーバン
パークライン

東武伊勢崎線

JR京浜東北線

JR埼京線

水道橋

御茶ノ水

大手町

有楽町

品川大崎

目黒

川崎

長津田 新木場

南船橋

千葉みなと

西船橋

千葉

南流山 柏

浅草

高坂

鴻巣 大宮

松戸

横浜

JR武蔵野線

つくばエクスプレス

JR
常
磐
線

東
京メ
トロ
千
代
田
線

東武スカイツリーライン

Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線

JR総武線

東京メトロ銀座線

千葉都市
モノレール

東京メトロ東西線

JR京
葉
線

JR山手線

JR中央線

JR東海道線

JR横浜線

JR南武線

JR東海道線

JR湘南新宿ライン

京王線

小田急線

東
急
東
横
線

東急田園都市線

小田急江ノ島線

西武新宿線

西武池袋線 東京メトロ有楽町線・副都心線 東京メトロ有楽町線

東
京
メ
ト
ロ
副
都
心
線

JR高崎線

JR宇都宮線

船橋

スクールバス

新宿

渋谷

秋葉原

東京板橋キャンパス

埼玉東松山
キャンパス

※スポーツ科学科は4年間「埼玉東松山キャンパス」で学びます。

アクセス
Access

社会経済学科 現代経済学科

日本文学科 中国文学科 英米文学科 教育学科 書道学科 歴史文化学科

中国語学科 英語学科 日本語学科

法律学科 政治学科

国際関係学科 国際文化学科

経営学科

スポーツ科学科 健康科学科 看護学科

社会学科

大
東
文
化
大
学

学
部

文学部

経済学部

外国語学部

法学部

国際関係学部

経営学部

スポーツ・健康科学部

社会学部
▲埼玉東松山キャンパス

大東文化大学の建学の精神 大東文化大学の教育の理念
漢学（特に儒教）を中心として東洋の文化を教授・研究することを通じて、その振興を図ると
共に、儒教に基づく道義の確立を期し、更に東洋の文化を基盤として西洋の文化を摂取
吸収し、東西文化を融合して新しい文化の創造を目指す。

大東文化大学は、建学の精神に基づき、東洋の文化を中心として広く全世界の文化に
関する諸学を研究・教授し、その振興を図ると共に、東洋固有の文化を尊重し、その伝統的な
美徳を身につけて豊かな人格の形成に努め、併せて国際的な視野を持ち、世界の文化の
進展と人類の幸福の実現に寄与できる有為な人材を育成することを目指す。

2024年4月より、入学定員を増加することを構想中（収容定員増加）
及びカリキュラムを充実させます（予定）

※入学定員増加（収容定員増加）及びカリキュラム改編の構想概要は予定であり、変更する場合があります。※入学定員増加（収容定員増加）及びカリキュラム改編の構想概要は予定であり、変更する場合があります。

スポーツのマナビを未来のチカラに。

スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科
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広大で自然豊かなキャンパスで、スポーツ科学に関する学識を修め、人間性豊か
なスポーツ指導と健康づくりの能力を有する人材育成を目指し、2024年4月
より「入学定員増加（収容定員増加）」と「カリキュラム改編」を構想しています。

スポーツ科学を構成する学問の基礎・応用を中心

に、語学や一般教養も学ぶことによって、

スポーツの価値を社会に伝えるために、知識を

活用する基盤を身につけます。

陸上、体操、水泳から各種球技種目、武道、ダンス

まで、それらのスキルアップと指導法に関する

専門的知識の修得に力を注ぎます。

トップアスリートの育成をはじめ、スポーツの楽しさ

を伝えることや、年齢や体力レベルに応じた

指導法について、スポーツ科学に裏付けされた

知識や技能の伝達ができるまで高めていきます。

知識を得る 技能を高める 指導力を高める

※入学定員増加（収容定員増加）及びカリキュラム改編の構想概要は予定であり、変更する場合があります。

“未来へつながる”学び
教員採用試験や、就職活動にも役立つ
資格取得への手厚いサポート体制
で、あなたの未来を支援します。

“豊か”な学び
7千人の学生が集う豊かなキャンパス
で幅広くスポーツを学べることは
総合大学ならではの強み。全学共通
授業や課外活動を通じてスポーツ
科学科以外の学生との交流も図る
ことができます。

“壮大”な学び
東京ドーム6個分の広さを誇る埼玉
東松山キャンパス。広大な敷地にある
スポーツ施設とスポーツ関連実験
施設を使用してスポーツ科学を学ぶ
ことができます。

“大東スポ科ならでは”の学び
サッカーやランニングサイエンス、
スポーツデータサイエンス、スポーツ
とジェンダー、アウトドアスキルなど、
大東スポ科ならではの科目が充実
しています。

“体験する”学び
講義に加え、演習、野外実習、各種
スポーツイベントでのボランティア
体験などで、実践的なスキルを
身につけることができます。

病院、医療、福祉 2.7%
鉄道、航空、輸送、運輸 3.6%

製造 7.1%
マスコミ、出版、広告、印刷 2.7%

小売 7.1%
商社 2.7%

公務員（教員を除く） 11.6%

サービス 25.0%
教員、教育支援・
学習支援 20.5%
金融、保険 3.6%
建設 2.7%

その他 電気・ガス・熱・水道供給業 1.8%　旅行、ホテル 1.8%　情報処理 0.9%　

（2021年3月卒）

業種別就職先

その他 4.5%
不動産取引（建物・賃貸・管理） 6.3%

多種多様な進路
教員・公務員も多数輩出!

大東スポ科の目的
Objectives of Daito Sports science

そして未来へ…
And into the future...

大東スポ科5つのポイント

5points of Department of Daito Sports Science

スポーツ科学の基礎知識と一般教養に加えて、

大学生としての学ぶ姿勢やマナー、モラルを身につける1年次

球技や武道などの実技授業も充実。専門知識の

学修を進めながら自分の将来像と8つの履修モデル

を照らし合わせ進むべき方向性を整える
2年次

2年次に得た専門知識の学修をさらに深めるべく、充実

した演習科目群により、自らが決めた学問領域を

さらに探求し4年次の卒業研究に向けての準備を行う
3年次

ゼミナールや卒業研究を通じて、将来を実現する

ための具体的な知識と技能を磨く4年次

4年間の学び
Four-year flow

大東スポ科 8つの履修モデル
8 study models of Daito Sports science

保健体育教員

トレーナー

ヘルスプロモーション

スポーツマネジメント

ダイバーシティスポーツ

アウトドアスポーツ

アスリート＆コーチング

スポーツアナリスト

中学・高等学校保健体育教員など

フィットネスクラブ、公共運動施設、
パーソナルトレーナー、トレーニング
指導者など

フィットネスクラブ、健康増進施設、
メディカルフィットネスセンター、
ヘルスケア産業など

地 域 ス ポ ー ツ クラブ 運 営・
管理者、一般企業など

障がい者支援、ジュニアスポーツ
指導員、女性スポーツ指導員など

アウトドアスポーツメーカー、
野外活動インストラクター、野外
活動施設スタッフなど

プロスポーツ選手、企業スポーツ
選手、地域スポーツクラブ指導者など

大学教員、スポーツ用具開発、
スポーツ科学研究員など

中学校教諭一種免許状（保健体育）
高等学校教諭一種免許状（保健体育）

NSCA認定資格試験受験資格（CSCS、
CPT）、日本トレーニング指導者協会
認定資格試験受験資格(JATI－ATI）

（公財）健康・体力づくり財団
認定健康運動指導士認定試験
受験資格

（公財）日本スポーツ協会公認
アシスタントマネージャー

（公財）日本スポーツ協会公認ジュニア
スポーツ指導員、（公財）日本パラ
スポーツ協会公認初級障がい者
スポーツ指導員
キャン プ イン スト ラ クタ ー 、
スクーバダイビング（Cカード）、
ス キ ー・ス ノ ー ボ ー ド 級 別
テ ス ト 、水 上 バ イ ク（ 特 殊
小 型 船 舶 操 縦 士 免 許 ）

（公財）日本スポーツ協会公認
コーチングアシスタント（共通科目Ⅰ）

大学院修士号
＊卒業後の大学院進学が必要

目指せる資格・免許想定される進路・社会的役割履修モデル

卒業後の主な進路

・国家公務員
・地方公務員
・高等学校教員
・中学校教員
・アスリート
・インストラクター
 （公立・私立の体育館・運動施設）

・スポーツ関連業界従事者
・マスコミ（出版・放送ほか） 
  業界従事者
・サービス業界従事者
・金融・保険業界従事者
・NGO・NPO団体職員
・大学院への進学

※履修モデルの概要は予定であり、変更する場合があります。

-学則変更の趣旨（資料）-95-



資格名称 認定・公認団体名

中学校教諭一種免許状『保健体育』 各都道府県教育委員会

高等学校教諭一種免許状『保健体育』 各都道府県教育委員会

初級パラスポーツ指導員 公益財団法人日本パラスポーツ協会（JPSA）

JPSUスポーツトレーナー（JPSU-ST） 一般社団法人全国体育スポーツ系大学協議会（JPSU）

スポーツ指導者　共通科目Ⅲ　免除 公益財団法人日本スポーツ協会（JSPO）

コーチングアシスタント 公益財団法人日本スポーツ協会（JSPO）

資格名称 認定・公認団体名

キャンプインストラクター 公益社団法人日本キャンプ協会

スクーバ　Cカード（オープンウォーター） セントラルスポーツダイビング協会（DACS）

スキーバッチテスト 公益財団法人 全日本スキー連盟

スノーボードバッチテスト 公益財団法人 全日本スキー連盟

水上バイク（特殊小型船舶操縦士免許） 国土交通省

資格名称 認定・公認団体名

健康運動指導士 公益財団法人健康・体力づくり事業財団

トレーニング指導者（JATI－ATI） 特定非営利活動法人日本トレーニング指導者協会（JATI）

CSCS（認定ストレングス＆コンディショニン

グスペシャリスト）

NATIONAL STRENGTH AND CONDITIONIG ASSOCIATION

（NSCA）

NSCA-CPT（NSCA認定パーソナルトレー

ナー）

NATIONAL STRENGTH AND CONDITIONIG ASSOCIATION

（NSCA）

アシスタントマネジャー 公益財団法人日本スポーツ協会（JSPO）

ジュニアスポーツ指導員 公益財団法人日本スポーツ協会（JSPO）

３．授業を受けて所定の単位を修得すれば受験資格又は受験科目の免除を得ることができ、

　　その後団体等の実施する試験に合格すれば得ることができる資格

１．授業を受けて所定の単位を修得すれば得ることができる資格

２．授業を受けて所定の単位を修得し、且つその中で実施される資格試験に合格すれば得ることができる資格

スポーツ科学科で取得できる資格一覧
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【令和4年4月】 【定員増・教育課程変更後】

（スポーツ・健康科学部スポーツ科学科） （スポーツ・健康科学部スポーツ科学科）

変更内容 変更内容

必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

英語A 1 英語A 1

英語B 1 英語B 1

フレッシュマンセミナーA 2 フレッシュマンセミナーA 2

フレッシュマンセミナーB 2 フレッシュマンセミナーB 2

情報科学 2 廃止 スポーツ情報科学A 2 新設

応用情報科学 2 廃止 スポーツ情報科学B 2 新設

スポーツ基礎教養 2 スポーツ基礎教養 2

スポーツキャリアセミナーA 2 スポーツキャリアセミナーA 2

スポーツキャリアセミナーB 2 スポーツキャリアセミナーB 2

コミュニケーション英語A 1 コミュニケーション英語A 1

コミュニケーション英語B 1 コミュニケーション英語B 1

中国語A 1 中国語A 1

中国語B 1 中国語B 1

コリア語A 1 コリア語A 1

コリア語B 1 コリア語B 1

フランス語A 1 フランス語A 1

フランス語B 1 フランス語B 1

ドイツ語A 1 ドイツ語A 1

ドイツ語B 1 ドイツ語B 1

スポーツ科学概論 2 スポーツ科学概論 2

解剖学 2 解剖学 2

生理学 2 生理学 2

スポーツコーチング論 2 廃止 スポーツコーチング概論 2 新設

ストレングス＆コンディショニングベーシック 2 新設

水泳(基礎) 1 廃止 スポーツ実技A（水泳） 1 新設

陸上競技（基礎） 1 廃止 スポーツ実技A（陸上競技） 1 新設

器械運動（基礎） 1 廃止 スポーツ実技A（器械運動） 1 新設

バスケットボール（基礎） 1 廃止 スポーツ実技B（バスケットボール） 1 新設

バレーボール（基礎） 1 廃止 スポーツ実技B（バレーボール） 1 新設

サッカー（基礎） 1 廃止 スポーツ実技B（サッカー) 1 新設

ラグビー（基礎） 1 廃止 スポーツ実技B（ラグビー) 1 新設

ハンドボール（基礎） 1 廃止 スポーツ実技B（ハンドボール） 1 新設

ソフトボール（基礎） 1 廃止 スポーツ実技B（ソフトボール) 1 新設

バドミントン（基礎） 1 廃止 スポーツ実技B（バドミントン） 1 新設

テニス（基礎） 1 廃止 スポーツ実技B（テニス） 1 新設

剣道（基礎） 1 廃止 スポーツ実技C（剣道） 1 新設

柔道（基礎） 1 廃止 スポーツ実技C（柔道） 1 新設

ダンス（基礎） 1 廃止 スポーツ実技C（ダンス) 1 新設

マリン 2 マリン 2

キャンプ 2 キャンプ 2

カヌー 2 カヌー 2

ゴルフ 2 ゴルフ 2

スキー 2 スキー 2

スケート 2 スケート 2

スポーツ原理 2 スポーツ原理 2

健康科学概論 2 健康科学概論 2

レクリエーション概論 2 レクリエーション概論 2

スポーツ測定法 2 スポーツ測定法 2

生涯スポーツ論 2 生涯スポーツ論 2

健康と経済 2 新設

体育・スポーツ史 2 体育・スポーツ史 2

スポーツ心理学 2 スポーツ心理学 2

スポーツバイオメカニクス 2 スポーツバイオメカニクス 2

スポーツ生理学 2 スポーツ生理学 2

トレーニング生理学 2 トレーニング生理学 2

スポーツ社会学 2 スポーツ社会学 2

スポーツ運動学 2 スポーツ運動学 2

スポーツ法学 2 スポーツ法学 2

基
礎
教
育
科
目

基
礎
教
育
科
目

専
門
教
育
科
目

専
門
教
育
科
目

教育課程の変更状況

科目区分 授業科目の名称
単位数

授業科目の名称
単位数

科目区分

1
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【令和4年4月】 【定員増・教育課程変更後】

（スポーツ・健康科学部スポーツ科学科） （スポーツ・健康科学部スポーツ科学科）

変更内容 変更内容

必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

教育課程の変更状況

科目区分 授業科目の名称
単位数

授業科目の名称
単位数

科目区分

スポーツ外傷・障害学 2 スポーツ外傷・障害学 2

アスレチックコンディショニング論 2 廃止 リコンディショニング論 2 新設

スポーツ医学 2 スポーツ医学 2

スポーツ栄養学 2 スポーツ栄養学 2

安全教育及び救急法 2 安全教育及び救急法 2

スポーツ経営学 2 スポーツ経営学 2

衛生学・公衆衛生学 2 衛生学・公衆衛生学 2

発育発達論 2 発育発達論 2

野外活動論 2 野外活動論 2

予防医学概論 2 予防医学概論 2

スポーツ文化論 2 スポーツ文化論 2

スポーツ政策論 2 スポーツ政策論 2

スポーツ指導のリスクマネジメント 2 スポーツ指導のリスクマネジメント 2

スポーツマネジメント 2 スポーツマネジメント 2

英語でスポーツ科学 2 英語でスポーツ科学 2

スポーツ産業論 2 廃止 スポーツビジネス 2 新設

アスレチックトレーニング論 2 廃止 ストレングス&コンディショニング論 2 新設

スポーツとジェンダー 2 新設

アダプテッドスポーツ論 2 新設

武道論 2 新設

スポーツコーチング学 2 新設

ヘルスプロモーション論 2 新設

体力トレーニング論 2 廃止 体力科学 2 新設

トップアスリート論 2 新設

スポーツ統計学 2 廃止 スポーツデータサイエンス 2 新設

教科教育法（保健Ⅰ） 2 教科教育法（保健Ⅰ） 2

教科教育法（保健Ⅱ） 2 教科教育法（保健Ⅱ） 2

教科教育法（体育Ⅰ） 2 教科教育法（体育Ⅰ） 2

教科教育法（体育Ⅱ） 2 教科教育法（体育Ⅱ） 2

応用スポーツデータサイエンス 2 新設

スポーツ・健康科学特殊講義 2 廃止

生理学実験演習 2 廃止

体力科学演習 2 新設

スポーツ生理学演習 2 スポーツ生理学演習 2

スポーツバイオメカニクス演習 2 スポーツバイオメカニクス演習 2

スポーツ心理学演習 2 スポーツ心理学演習 2

スポーツ社会学演習 2 スポーツ社会学演習 2

スポーツ運動学演習 2 新設

ヘルスプロモーション演習 2 新設

ランニングサイエンス演習（有酸素系） 2 新設

ランニングサイエンス演習（スプリント） 2 新設

サッカーサイエンス演習 2 新設

アウトドアスキル演習 2 新設

スポーツパフォーマンス分析演習 2 スポーツパフォーマンス分析演習 2

ストレングス&コンディショニング演習 2 新設

アスレチックコンディショニング演習 2 廃止 リコンディショニング演習 2 新設

アスレチック・トリートメント演習 2 新設

スポーツボランティア演習 2 廃止 スポーツボランティア・インターンシップ演習 2 新設

水泳（発展） 1 廃止

コーチング水泳 2 コーチング水泳 2 統合

コーチング陸上競技（長距離） 2 コーチング陸上競技（長距離） 2

陸上競技（発展） 1 廃止

コーチング陸上競技（短距離） 2 コーチング陸上競技（短距離） 2 統合

器械運動（発展） 1 廃止

コーチング体操競技 2 コーチング体操競技 2 統合

テニス（発展） 1 廃止

コーチングテニス 2 コーチングテニス 2 統合

バドミントン（発展） 1 廃止 コーチングバドミントン 2 新設

専
門
教
育
科
目

専
門
教
育
科
目

2
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【令和4年4月】 【定員増・教育課程変更後】

（スポーツ・健康科学部スポーツ科学科） （スポーツ・健康科学部スポーツ科学科）

変更内容 変更内容

必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

教育課程の変更状況

科目区分 授業科目の名称
単位数

授業科目の名称
単位数

科目区分

ソフトボール（発展） 1 廃止

コーチングソフトボール・野球 2 コーチングソフトボール・野球 2 統合

ラグビー（発展） 1 廃止

コーチングラグビー 2 コーチングラグビー 2 統合

バレーボール（発展） 1 廃止

コーチングバレーボール 2 コーチングバレーボール 2 統合

ハンドボール（発展） 1 廃止

コーチングハンドボール 2 コーチングハンドボール 2 統合

サッカー（発展） 1 廃止

コーチングサッカー 2 コーチングサッカー 2 統合

バスケットボール（発展） 1 廃止

コーチングバスケットボール 2 コーチングバスケットボール 2 統合

剣道（発展） 1 廃止

コーチング剣道 2 コーチング剣道 2 統合

柔道（発展） 1 廃止

コーチング柔道 2 コーチング柔道 2 統合

ダンス（発展） 1 廃止

コーチングダンス 2 コーチングダンス 2 統合

野外活動演習サマー 1 野外活動演習サマー 2

野外活動演習ウィンター 1 野外活動演習ウィンター 2

ティーチング保健体育A 2 ティーチング保健体育A 2

ティーチング保健体育B 2 ティーチング保健体育B 2

スポーツフィールドワークI 2 新設

スポーツフィールドワークII 2 新設

スポーツフィールドワークIII 2 新設

スポーツフィールドワークIV 2 新設

ゼミナール 10 廃止 ゼミナール（3年用） 4 分割

ゼミナール（4年用） 6 分割

生化学Ａ 2 廃止 生化学 2 統合

生化学Ｂ 2 廃止

血液学 2 血液学 2

免疫学 2 免疫学 2

病理学 2 新設

栄養学（基礎と応用） 2 新設

化学 2 廃止 基礎化学A 2 新設

解剖生理学A 2 新設

分子生物学 2 分子生物学 2

病態学概論 2 新設

環境衛生学 2 環境衛生学 2

健康情報学Ａ 2

健康情報学Ｂ 2

メディカル英語 2

健康科学演習Ａ 2

健康科学演習Ｂ 2

保健医療福祉概論 2

臨床医学総論 2

総合体育A 1 総合体育A 1

総合体育B 1 総合体育B 1

専
門
教
育
科
目

専
門
教
育
科
目

全
学
共
通
科
目

A
系

B
系

C
系

B
系

C
系

課
題
科
目

D
系

D
系

A
系

課
題
科
目

全
学
共
通
科
目

3
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【令和4年4月】 【定員増・教育課程変更後】

（スポーツ・健康科学部スポーツ科学科） （スポーツ・健康科学部スポーツ科学科）

変更内容 変更内容

必
修

選
択

自
由

必
修

選
択

自
由

教育課程の変更状況

科目区分 授業科目の名称
単位数

授業科目の名称
単位数

科目区分

運動プログラムの管理 - 運動プログラムの管理 2 統合

運動負荷試験 - 廃止

救急処置法 - 救急処置法 2

健康運動指導士実技実習 - 廃止 健康運動指導演習 2 新設

健康産業施設等現場実習 - 健康産業施設等現場実習 2

健康運動指導士総合演習 - 健康運動指導士総合演習 2

障がい者スポーツ演習 - パラスポーツ演習 2 統合

障がい者福祉論 - 廃止

ト
レ
ー

ナ
ー

系

資
格

ト
レ
ー

ナ
ー

系

資
格 スポーツトレーナー実践論 2 新設

教職実技演習 2 新設

体育授業指導法 2 新設

学校保健 2 旧専門科目 学校保健 2 資格科目へ変更

教
員
養
成

教
員
養
成

パ
ラ
ス
ポ
ー

ツ
指
導
員

パ
ラ
ス
ポ
ー

ツ
指
導
員

資
格
科
目

資
格
科
目

健
康
運
動
指
導
士

健
康
運
動
指
導
士

4
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ホーム ⼤学案内 活躍と未来への取り組み DAITO VISION 2023

⼤学案内／About Daito

DAITO VISION 2023

⼤学案内
About Daito

ごあいさつ

⼤東⽂化について

活躍と未来への取
り組み

DAITO VISION 
2023

⼤東⽂化とビアト
リクス・ポター

エコキャンパス

パブリシティ

情報公開

コンプライアンス
等の取り組み

⾃⼰点検・評価/⼤
学FD活動

組織・付設校

⻘桐会・同窓会

寄附をお考えの⽅

⼤東⽂化⼤学は、1923年の創⽴以来、建学の精神に基づき、またその時代ごとの要
請に応じ、教育研究活動に取り組んで、社会とつながってきました。今、時代は⼤
きく変化し、⼤学をはじめとする学校にも変⾰が求められています。

そこで本学は、これからも永続的に発展していくために、2023年に迎える百周年へ
の連続性を視野に⼊れた計画を策定することを決め、将来基本計画「DAITO 
VISION 2023」を策定しました。この計画は本学の教育研究および経営の両⾯に
おける将来像を構想したものです。

DAITO VISION 2023では、建学の精神「東⻄⽂化の融合」を基に、「アジアか
ら世界へ―多⽂化共⽣を⽬指す新しい価値の不断の創造」を百周年に向けた新たな
⼤学の理念に据えました。

⼤東⽂化⼤学は、この新理念の下、さまざまな⽂化的背景をもつ⼈々が相互理解を
深め新たな価値を不断に育む開かれた「場」となることを地域社会との協⼒のもと
で⽬指していくことを宣⾔します。

Ⅰ 建学の精神と理念

Ⅱ ⼤東⽂化⼤学の⽬的と社会的使命 ― どのような学⽣を育てるか

Ⅲ 創⽴百周年に向けた6つのヴィジョン

Ⅳ ヴィジョンを実現するための具体的施策

Ⅰ 建学の精神と理念

⼤東⽂化⼤学は、今年（2013年）創⽴90周年を迎えた。創⽴百周年に向けて⼤学
の歴史を検証しつつ、来るべき2023年の⼤学の将来像を明らかにしていく｡

English 中⽂
図書館 情報センター DBポータル manaba アクセス バスダイヤ 資料請求 出 願 検索

⼤学案内 ⼊試情報 学部・⼤学院 教育・研究 学⽣⽣活 国際交流 キャリア・就職⽀援

https://www.daito.ac.jp/information/activity/crossing2023/ 

 

資料１７
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本学は、当時の帝国議会において決議された建議によって1923年に設⽴された。建
学にあたっては、「漢学（特に儒教）を中⼼として東洋の⽂化を教授・研究するこ
とを通じて、その振興を図ると共に、儒教に基づく道義の確⽴を期し、更に東洋の
⽂化を基盤として⻄洋の⽂化を摂取吸収し、東⻄⽂化を融合して新しい⽂化の創造
を⽬ざす」（1985年『⼤東⽂化⼤学の建学の精神』学園⻑期教育研究計画策定委員
会報告書）ことが掲げられた。

建学の精神は、社会の進展と時代の変化の中で検証されてきた。『中期経営計画
「CROSSING」（2009-2023）』(2008年理事会)では、「東⻄⽂化の融合」という
建学の精神は、「多⽂化共⽣を⽬指す新しい価値の不断の創造」と読み替えられ
た。これは、1990年代に始まり、21世紀に⼊って加速するグローバリゼーション
の現実と課題に対応する新しい理念として打ち出されたものである。

しかし、「東洋の⽂化」の研究から出発した本学の歴史においては、アジアに軸⾜
を置いた研究と教育に最も蓄積がある。さらに現在は、欧⽶を含む世界に広げ、国
際的な視野に⽴った研究と教育を特⾊としている。そのことから、「アジアから世
界へ―多⽂化共⽣を⽬指す新しい価値の不断の創造」を⼤学の理念として掲げる。

Ⅱ ⼤東⽂化⼤学の⽬的と社会的使命 ― どのよう
な学⽣を育てるか

グローバリゼーションの急速な進展によって世界は相互に関連するひとつのシステ
ムとなり、その影響はあらゆる国、地域の⼈々の⽣活に及んでいる。他⽅、⽂明・
⽂化の衝突、環境、貧困と福祉問題などが⼈類的な課題として浮上している。⼤学
は、「学術の中⼼」（学校教育法第83条）として、基礎的研究と教育を通じて、社
会が要請する新しい課題の解決に貢献することが求められている。

本学は、アジアを中⼼として国際的な⽂化研究と異⽂化交流を⾏ってきた歴史があ
り、学術・教育の創造を通じて⽂化を世界に発信し、国際的に貢献していくことが
できる強みを持っている。

わが国の⼤学政策も「グローバル⼈材の育成」を掲げ、⼤学⾃体が「国際標準」化
することを求めている。他⽅、COC (Center Of Community)構想に⾒るように、⼤
学が地域再⽣の中核としての役割を果たすことを求めている。グローバリゼーショ
ンが進むなかで、それと関わりながら、地域が経済的に⾃⽴し、独⾃の地域⽂化を
発展させることが必要になっている。またそこで⽣き働く⼈間は、「地域・⽇本・
世界を貫く教養」が必要になる。その点での⼤学の役割が求められているのであ
る。

本学は、学則第１条において、「建学の精神に基づき、学問の理論と応⽤を教授・
研究して真理と正義を愛する⾃主的精神に充ちた良識ある⼈材を育成し、⽂化の発
展と⼈類の福祉に貢献することを⽬的とする」と謳っている。これは、戦後教育法
と新制⼤学の理念を踏まえた教育の⽬的である。

本学が教育の⽬的とする能⼒と⼈格（⼤東学⼠⼒）は、以下のようなものである。
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1. 地球的規模の視野と感覚を持ち、異⽂化への理解⼒・共感⼒、コミュニケ
ーション能⼒を持ち、諸問題の解決に貢献できる。

2. 豊かな⼈間的教養と⾼度な専⾨的知識・技術を持ち、現代社会の諸問題に
チャレンジできる。

3. 修得した専⾨的知識と技能を使って、社会の中核・中堅として、その発展
に貢献する意欲と能⼒を持っている。

4. ⾃分の意⾒を持ち、それを適切に表現し、他者と協⼒・共同する能⼒を持
っている。

5. ⼤東⼈として、また⼈間としての誇りと⾃信、社会の担い⼿としての強い
使命感・モラルを持ち、⾏動できる。

Ⅲ 創⽴百周年に向けた6つのヴィジョン

⼤東⽂化⼤学は創⽴百周年に向けた施策を6つのヴィジョンとして⽰し、⼤学の理
念「アジアから世界へ―多⽂化共⽣を⽬指す新しい価値の不断の創造」を実現しま
す。

Ⅳ ヴィジョンを実現するための具体的施策

1 主体的な学びにより、⼤東学⼠⼒※を育てる「教育の⼤
東」を実現する

2 ⾃主・参加・共同による学⽣⽣活を⽀援する

3 「開かれた知の共同体」をつくり、⼤東⽂化らしい⾼度な
研究を創造する

4 国際的な学術・教育のネットワークの拠点となり、世界に
向けて発信する

5 「学術の中⼼」として地域と連携・共同し、社会の発展に
貢献する

6 ⼈権と⾃由を尊重し、公正な⼤学運営を⾏い、社会に信頼
される組織となる
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⼤東⽂化⼤学 東京板橋キャンパス 〒175-8571 東京都板橋区⾼島平1-9-1
⼤東⽂化⼤学 埼⽟東松⼭キャンパス 〒355-8501 埼⽟県東松⼭市岩殿560

お問い合わせ サイトポリシー プライバシーポリシー ソーシャルコンピューティングガイドライン

教員公募 職員公募 教員情報検索 ⼤東⽂化⼤学機関リポジトリ コンプライアンスの取り組み

⼤学案内
ごあいさつ
⼤東⽂化について

活躍と未来への取
り組み
情報公開

コンプライアンス
等の取り組み

⾃⼰点検・評価/⼤
学FD活動
組織・付設校

⻘桐会・同窓会
寄附をお考えの⽅

⼊試情報
⼊試トピックス
受験⽣サイトCR
OSSING

⼤学院⼊試
外国⼈留学⽣特
別選抜試験
社会⼈特別選抜
試験

編⼊学試験
科⽬等履修⽣

研究⽣制度
教職特別課程

障がいのある⽅
へ

学部・⼤学院
⽂学部
経済学部

外国語学部

法学部
国際関係学部

経営学部
スポーツ・健康科学
部

社会学部
全学教育

教職課程・免許取得
⼤学院

教育・研究
図書館
研究所案内

研究推進

地域連携
リカレント教育

学⽣⽣活
学⽣⽀援センター
のご案内

学年暦（総合カレ
ンダー）
授業・試験につい
て
⽣活⾯サポート

施設の利⽤

困った時/ヘルプ
が欲しい時

障がい学⽣⽀援
証明書の発⾏

学費・奨学⾦制度

課外活動(クラ
ブ・サークル)

コンテスト⼀覧
スクールバス時刻
表

災害時の対応につ
いて

学⽣調査
お問い合わせ

国際交流
国際交流センターか
らのお知らせ

国際交流センターの
ご案内
留学・研修制度

海外留学希望者への
⽀援

⼊試情報

外国⼈留学⽣への⽀
援

語学検定試験受験料
助成制度

協定校

海外拠点
海外同窓会

海外教員派遣
各種留学データ

国際交流センター開
講科⽬

キャリア・就職⽀
援

キャリアセンターか
らのお知らせ

キャリアセンターの
ご案内

就職⽀援

就職実績
就職⾏事カレンダー

ダブルスクール講座
教員・公務員をめざ
す⽅へ

卒業⽣の声
内定者の声

求⼈のお願い
卒業⽣の⽅へのサポ
ート

教職課程センター

1 主体的な学びにより、⼤東学⼠⼒を育てる「教育の⼤東」
を実現する

2 ⾃主・参加・共同による学⽣⽣活を⽀援する

3 「開かれた知の共同体」をつくり、⼤東⽂化らしい⾼度な
研究を創造する

4 国際的な学術・教育のネットワークの拠点となり、世界に
向けて発信する

5 「学術の中⼼」として地域と連携・共同し、社会の発展に
貢献する

6 ⼈権と⾃由を尊重し、公正な⼤学運営を⾏い、社会に信頼
される組織となる

前の画⾯に戻る
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カリキュラムマップ：スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科（2022年度）

NO 科目 開講期間 授業形態 DP1(1) DP1(2) DP2(1) DP2(2) DP3(1) DP3(2) DP4(1) DP4(2)
1 英語Ａ 半期 講義 〇 〇 〇 〇
2 英語Ｂ 半期 講義 〇 〇 〇 〇
3 コミュニケーション英語Ａ 半期 講義 〇 〇 〇 〇
4 コミュニケーション英語Ｂ 半期 講義 〇 〇 〇 〇
5 情報科学（スポーツ科学科用） 半期 講義 〇 〇 〇
6 スポーツ科学概論 半期 講義 〇
7 解剖学 半期 講義 〇
8 生理学 半期 講義 〇
9 スポーツ運動学 半期 講義 〇

10 スポーツバイオメカニクス 半期 講義 〇
11 スポーツ測定法 半期 講義 〇
12 スポーツ栄養学 半期 講義 〇
13 スポーツ心理学 半期 講義 〇
14 発育発達論 半期 講義 〇
15 体育・スポーツ史 半期 講義 〇
16 スポーツ社会学 半期 講義 〇
17 スポーツ法学 半期 講義 〇
18 レクリエーション概論 半期 講義 〇
19 学校保健 半期 講義 〇
20 スポーツ医学 半期 講義 〇
21 スポーツ外傷・障害学 半期 講義 〇
22 スポーツ経営学 半期 講義 〇
23 野外活動論 半期 講義 〇
24 生涯スポーツ論 半期 講義 〇
25 スポーツ政策論 半期 講義 〇
26 スポーツ指導のリスクマネジメント 半期 講義 〇
27 フレッシュマンセミナーＡ 半期 演習 〇 〇 〇 〇
28 フレッシュマンセミナーＢ 半期 演習 〇 〇 〇 〇
29 スポーツキャリアセミナーＡ 半期 演習 〇 〇 〇 〇 〇
30 スポーツキャリアセミナーＢ 半期 演習 〇 〇 〇 〇 〇
31 応用情報科学 半期 演習 〇 〇 〇
32 スポーツ原理 半期 講義 〇
33 安全教育及び救急法 半期 講義 〇 〇
34 体力トレーニング論 半期 講義 〇
35 衛生学・公衆衛生学 半期 講義 〇

ディプロマ・ポリシー

(1) 豊かな人間性と社会性の基となる幅広い教養を有し、
スポーツ科学に関する専門知識や技能を総合的・学問的に
理解している。
(2) スポーツ科学に関する実践的知識・技能を修得し理解
している。

(1) スポーツ現場のさまざまな課題に対して、スポーツ科
学に関連する研究方法を用いて考察することができる。
(2) スポーツをはじめさまざまな場面において、自ら判断
して科学的・体系的に指導することができる。

(1) スポーツ科学に関する課題を探求し、主体的・継続的
に学修することができる。
(2) 社会の一員として自分の役割を自覚し、与えられた課
題に対して挑戦力、問題解決力、及び行動持続力をもって
対処することができる。

(1) 多様な社会のニーズを理解し、人間がもつ様々な能力
を理解し、尊重することができる。
(2) 本学の理念（多文化共生）に基づき、多様性を認め、
地球的規模の視野と感覚を持ち、異文化への理解力・共感
力、コミュニケーション能力を発揮し、多文化社会におけ
る諸問題の解決に貢献できる。

1.豊かな教養と専門知識およびそれを活用する技能 2.他者との共同による問題発見・解決能力とそれを
支える思考･判断･表現力

3.自律的学習者として学び続け、社会に貢献する意
欲と能力、社会の担い手としての使命感

4.本学の建学の精神や本学の理念に対する理解
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カリキュラムマップ：スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科（2022年度）

NO 科目 開講期間 授業形態 DP1(1) DP1(2) DP2(1) DP2(2) DP3(1) DP3(2) DP4(1) DP4(2)

ディプロマ・ポリシー

(1) 豊かな人間性と社会性の基となる幅広い教養を有し、
スポーツ科学に関する専門知識や技能を総合的・学問的に
理解している。
(2) スポーツ科学に関する実践的知識・技能を修得し理解
している。

(1) スポーツ現場のさまざまな課題に対して、スポーツ科
学に関連する研究方法を用いて考察することができる。
(2) スポーツをはじめさまざまな場面において、自ら判断
して科学的・体系的に指導することができる。

(1) スポーツ科学に関する課題を探求し、主体的・継続的
に学修することができる。
(2) 社会の一員として自分の役割を自覚し、与えられた課
題に対して挑戦力、問題解決力、及び行動持続力をもって
対処することができる。

(1) 多様な社会のニーズを理解し、人間がもつ様々な能力
を理解し、尊重することができる。
(2) 本学の理念（多文化共生）に基づき、多様性を認め、
地球的規模の視野と感覚を持ち、異文化への理解力・共感
力、コミュニケーション能力を発揮し、多文化社会におけ
る諸問題の解決に貢献できる。

1.豊かな教養と専門知識およびそれを活用する技能 2.他者との共同による問題発見・解決能力とそれを
支える思考･判断･表現力

3.自律的学習者として学び続け、社会に貢献する意
欲と能力、社会の担い手としての使命感

4.本学の建学の精神や本学の理念に対する理解

36 マリン 半期 実習 〇 〇 〇
37 ゴルフ 半期 実習 〇 〇 〇
38 キャンプ 半期 実習 〇 〇 〇
39 カヌー 半期 実習 〇 〇 〇
40 スキー 半期 実習 〇 〇 〇
41 スケート 半期 実習 〇 〇 〇
42 野外活動演習 サマー 半期 演習 〇 〇 〇
43 野外活動演習 ウィンター 半期 演習 〇 〇 〇
44 スポーツ基礎教養 半期 演習 〇 〇 〇 〇
45 スポーツコーチング論 半期 講義 〇
46 水泳（基礎） 半期 演習 〇 〇 〇
47 水泳（発展） 半期 演習 〇 〇 〇
48 陸上競技（基礎） 半期 演習 〇 〇 〇
49 陸上競技（発展） 半期 演習 〇 〇 〇
50 器械運動（基礎） 半期 演習 〇 〇 〇
51 器械運動（発展） 半期 演習 〇 〇 〇
52 健康科学概論 半期 講義 〇
53 スポーツ生理学 半期 講義 〇
54 トレーニング生理学 半期 講義 〇
55 アスレチックコンディショニング論 半期 講義 〇
56 アスレチックトレーニング論 半期 講義 〇
57 スポーツ統計学 半期 講義 〇 〇
58 スポーツ産業論 半期 講義 〇
59 スポーツマネジメント 半期 講義 〇
60 スポーツ文化論 半期 講義 〇
61 テニス（基礎） 半期 演習 〇 〇 〇
62 テニス（発展） 半期 演習 〇 〇 〇
63 ソフトボール（基礎） 半期 演習 〇 〇 〇
64 ソフトボール（発展） 半期 演習 〇 〇 〇
65 ラグビー（基礎） 半期 演習 〇 〇 〇
66 ラグビー（発展） 半期 演習 〇 〇 〇
67 バレーボール（基礎） 半期 演習 〇 〇 〇
68 バレーボール（発展） 半期 演習 〇 〇 〇
69 ハンドボール（基礎） 半期 演習 〇 〇 〇
70 ハンドボール（発展） 半期 演習 〇 〇 〇
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カリキュラムマップ：スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科（2022年度）

NO 科目 開講期間 授業形態 DP1(1) DP1(2) DP2(1) DP2(2) DP3(1) DP3(2) DP4(1) DP4(2)

ディプロマ・ポリシー

(1) 豊かな人間性と社会性の基となる幅広い教養を有し、
スポーツ科学に関する専門知識や技能を総合的・学問的に
理解している。
(2) スポーツ科学に関する実践的知識・技能を修得し理解
している。

(1) スポーツ現場のさまざまな課題に対して、スポーツ科
学に関連する研究方法を用いて考察することができる。
(2) スポーツをはじめさまざまな場面において、自ら判断
して科学的・体系的に指導することができる。

(1) スポーツ科学に関する課題を探求し、主体的・継続的
に学修することができる。
(2) 社会の一員として自分の役割を自覚し、与えられた課
題に対して挑戦力、問題解決力、及び行動持続力をもって
対処することができる。

(1) 多様な社会のニーズを理解し、人間がもつ様々な能力
を理解し、尊重することができる。
(2) 本学の理念（多文化共生）に基づき、多様性を認め、
地球的規模の視野と感覚を持ち、異文化への理解力・共感
力、コミュニケーション能力を発揮し、多文化社会におけ
る諸問題の解決に貢献できる。

1.豊かな教養と専門知識およびそれを活用する技能 2.他者との共同による問題発見・解決能力とそれを
支える思考･判断･表現力

3.自律的学習者として学び続け、社会に貢献する意
欲と能力、社会の担い手としての使命感

4.本学の建学の精神や本学の理念に対する理解

71 サッカー（基礎） 半期 演習 〇 〇 〇
72 サッカー（発展） 半期 演習 〇 〇 〇
73 バスケットボール（基礎） 半期 演習 〇 〇 〇
74 バスケットボール（発展） 半期 演習 〇 〇 〇
75 バドミントン（基礎） 半期 演習 〇 〇 〇
76 バドミントン（発展） 半期 演習 〇 〇 〇
77 剣道（基礎） 半期 演習 〇 〇 〇
78 剣道（発展） 半期 演習 〇 〇 〇
79 柔道（基礎） 半期 演習 〇 〇 〇
80 柔道（発展） 半期 演習 〇 〇 〇
81 ダンス（基礎） 半期 演習 〇 〇 〇
82 ダンス（発展） 半期 演習 〇 〇 〇
83 コーチング水泳 半期 演習 〇 〇 〇 〇
84 コーチング陸上競技（⻑距離） 半期 演習 〇 〇 〇 〇
85 コーチング陸上競技（短距離） 半期 演習 〇 〇 〇 〇
86 コーチング体操競技 半期 演習 〇 〇 〇 〇
87 コーチングテニス 半期 演習 〇 〇 〇 〇
88 コーチングソフトボール・野球 半期 演習 〇 〇 〇 〇
89 コーチングラグビー 半期 演習 〇 〇 〇 〇
90 コーチングバレーボール 半期 演習 〇 〇 〇 〇
91 コーチングハンドボール 半期 演習 〇 〇 〇 〇
92 コーチングサッカー 半期 演習 〇 〇 〇 〇
93 コーチングバスケットボール 半期 演習 〇 〇 〇 〇
94 コーチング剣道 半期 演習 〇 〇 〇 〇
95 コーチング柔道 半期 演習 〇 〇 〇 〇
96 コーチングダンス 半期 演習 〇 〇 〇 〇
97 ティーチング保健体育Ａ 半期 演習 〇 〇 〇 〇 〇
98 ティーチング保健体育Ｂ 半期 演習 〇 〇 〇 〇 〇
99 アスレチックコンディショニング演習 半期 演習 〇 〇 〇 〇 〇

100 スポーツパフォーマンス分析演習 半期 演習 〇 〇 〇 〇 〇
101 生理学実験演習 半期 演習 〇 〇 〇 〇 〇
102 スポーツ生理学演習 半期 演習 〇 〇 〇 〇 〇
103 スポーツバイオメカニクス演習 半期 演習 〇 〇 〇 〇 〇
104 スポーツ心理学演習 半期 演習 〇 〇 〇 〇 〇
105 スポーツ社会学演習 半期 演習 〇 〇 〇 〇 〇
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カリキュラムマップ：スポーツ・健康科学部 スポーツ科学科（2022年度）

NO 科目 開講期間 授業形態 DP1(1) DP1(2) DP2(1) DP2(2) DP3(1) DP3(2) DP4(1) DP4(2)

ディプロマ・ポリシー

(1) 豊かな人間性と社会性の基となる幅広い教養を有し、
スポーツ科学に関する専門知識や技能を総合的・学問的に
理解している。
(2) スポーツ科学に関する実践的知識・技能を修得し理解
している。

(1) スポーツ現場のさまざまな課題に対して、スポーツ科
学に関連する研究方法を用いて考察することができる。
(2) スポーツをはじめさまざまな場面において、自ら判断
して科学的・体系的に指導することができる。

(1) スポーツ科学に関する課題を探求し、主体的・継続的
に学修することができる。
(2) 社会の一員として自分の役割を自覚し、与えられた課
題に対して挑戦力、問題解決力、及び行動持続力をもって
対処することができる。

(1) 多様な社会のニーズを理解し、人間がもつ様々な能力
を理解し、尊重することができる。
(2) 本学の理念（多文化共生）に基づき、多様性を認め、
地球的規模の視野と感覚を持ち、異文化への理解力・共感
力、コミュニケーション能力を発揮し、多文化社会におけ
る諸問題の解決に貢献できる。

1.豊かな教養と専門知識およびそれを活用する技能 2.他者との共同による問題発見・解決能力とそれを
支える思考･判断･表現力

3.自律的学習者として学び続け、社会に貢献する意
欲と能力、社会の担い手としての使命感

4.本学の建学の精神や本学の理念に対する理解

106 スポーツボランティア演習 半期 演習 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
107 ゼミナール（３年用） 連年 演習 〇 〇 〇
108 ゼミナール（４年用） 連年 演習 〇 〇 〇
109 英語でスポーツ科学 半期 演習 〇 〇 〇
110 教科教育法（保健Ⅰ） 半期 実習 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
111 教科教育法（保健Ⅱ） 半期 講義 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
112 教科教育法（体育Ⅰ） 半期 講義 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
113 教科教育法（体育Ⅱ） 半期 講義 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
114 スポーツ・健康科学特殊講義 半期 講義 〇
115 健康産業施設等現場実習 半期 実習 〇 〇 〇 〇 〇
116 運動プログラムの管理 半期 講義 〇 〇 〇 〇
117 運動負荷試験 半期 演習 〇 〇 〇
118 健康運動指導士実技実習（トレーニング・エアロビクス） 半期 実習 〇 〇 〇 〇
119 健康運動指導士総合演習 半期 演習 〇 〇 〇 〇
120 障がい者スポーツ演習 半期 演習 〇 〇 〇 〇 〇 〇
121 障がい者福祉論 半期 講義 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
122 化学 半期 講義 〇
123 生化学Ａ 半期 講義 〇
124 生化学Ｂ 半期 講義 〇
125 血液学 半期 講義 〇
126 免疫学 半期 講義 〇
127 環境衛生学 半期 講義 〇
128 分子生物学 半期 講義 〇
129 健康情報学Ａ（医療情報学） 半期 講義 〇 〇 〇
130 健康情報学Ｂ（医療統計学） 半期 講義 〇 〇 〇
131 メディカル英語 半期 講義 〇 〇 〇 〇
132 健康科学演習Ａ 半期 講義 〇
133 健康科学演習Ｂ 半期 講義 〇
134 保健医療福祉概論 半期 講義 〇
135 臨床医学総論 半期 講義 〇
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教
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手

1前 1 ○ 兼5

1後 1 ○ 兼5

1前 2 ○ 2 3 共同

1後 2 ○ 2 3 共同

1前 2 ○ 兼2

1後 2 ○ 兼2

1後 2 ○ 2 2 共同

2前 2 ○ 4 1 1 共同

2後 2 ○ 4 1 1 共同

2前 1 ○ 兼3

2後 1 ○ 兼3

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

－ 16 10 0 8 6 1 0 0 兼11 －

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 3 4 オムニバス

1前・後 2 ○ 2

1前・後 1 ○ 1

1前・後 1 ○ 1 1 兼1

1前・後 1 ○ 1

2前・後 1 ○ 1 兼1

2前・後 1 ○ 2

2前・後 1 ○ 2

2後 1 ○ 1 兼1

2前 1 ○ 1 兼1

2前・後 1 ○ 1 1

2前・後 1 ○ 1 兼1

2前・後 1 ○ 1

2前・後 1 ○ 兼1

2前・後 1 ○ 兼2

2前・後 1 ○ 1 兼2

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前・後 2 ○ 1

2後 2 ○ 2

2後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（スポーツ・健康科学部スポーツ科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基
礎
教
育
科
目

英語A

英語B

フレッシュマンセミナーA

フレッシュマンセミナーB

スポーツ情報科学A

スポーツ情報科学B

スポーツ基礎教養

スポーツキャリアセミナーＡ

コリア語B

フランス語A

フランス語B

ドイツ語A

ドイツ語B

小計（19科目）

スポーツキャリアセミナーB

コミュニケーション英語A

コミュニケーション英語B

中国語A

中国語B

コリア語A

スポーツ実技B（バスケットボール）

スポーツ実技B（バレーボール）

スポーツ実技B（サッカー)

スポーツ実技B（ラグビー)

スポーツ実技B（ハンドボール）

スポーツ実技B（ソフトボール)

－

専
門
教
育
科
目

スポーツ科学概論

解剖学

生理学

スポーツコーチング概論

ストレングス&コンディショニングベーシック

スポーツ実技A（水泳）

スポーツ実技A（陸上競技）

スポーツ実技A（器械運動）

キャンプ

カヌー

ゴルフ

スキー

スケート

スポーツ原理

スポーツ実技B（バドミントン）

スポーツ実技B（テニス）

スポーツ実技C（剣道）

スポーツ実技C（柔道）

スポーツ実技C（ダンス)

マリン

健康科学概論

レクリエーション概論

スポーツ測定法

生涯スポーツ論

健康と経済

体育・スポーツ史

スポーツ心理学

スポーツバイオメカニクス

スポーツ生理学

トレーニング生理学

スポーツ社会学
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（スポーツ・健康科学部スポーツ科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼1

2前・後 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2前・後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 2 共同

2前・後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 2

2前 2 ○ 2

2後 2 ○ 2

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 2 共同

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前・後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 2 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1 兼1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 兼1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 兼1

専
門
教
育
科
目

スポーツ運動学

スポーツ法学

スポーツ外傷・障害学

リコンディショニング論

スポーツ医学

スポーツ栄養学

安全教育及び救急法

スポーツ経営学

衛生学・公衆衛生学

発育発達論

英語でスポーツ科学

スポーツビジネス

ストレングス&コンディショニング論

スポーツとジェンダー

アダプテッドスポーツ論

武道論

野外活動論

予防医学概論

スポーツ文化論

スポーツ政策論

スポーツ指導のリスクマネジメント

スポーツマネジメント

教科教育法（保健Ⅱ）

教科教育法（体育Ⅰ）

教科教育法（体育Ⅱ）

応用スポーツデータサイエンス

体力科学演習

スポーツ生理学演習

スポーツコーチング学

ヘルスプロモーション論

体力科学

トップアスリート論

スポーツデータサイエンス

教科教育法（保健Ⅰ）

ランニングサイエンス演習（スプリント）

サッカーサイエンス演習

アウトドアスキル演習

スポーツパフォーマンス分析演習

ストレングス&コンディショニング演習

リコンディショニング演習

スポーツバイオメカニクス演習

スポーツ心理学演習

スポーツ社会学演習

スポーツ運動学演習

ヘルスプロモーション演習

ランニングサイエンス演習（有酸素系）

コーチングテニス

コーチングバドミントン

コーチングソフトボール・野球

コーチングラグビー

コーチングバレーボール

コーチングハンドボール

アスレチック・トリートメント演習

スポーツボランティア・インターンシップ演習

コーチング水泳

コーチング陸上競技（長距離）

コーチング陸上競技（短距離）

コーチング体操競技
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（スポーツ・健康科学部スポーツ科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1 兼1

3後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 1 兼1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 3 兼1 共同

3後 2 ○ 3 兼1 共同

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3通 4 ○ 11 9 2 兼1

4通 6 ○ 11 9 2 兼1

1 2 ○ 兼1

1 2 ○ 兼1

1 2 ○ 兼1

1 2 ○ 兼1

1 2 ○ 兼1

1 2 ○ 兼1

1 2 ○ 兼1

2 2 ○ 兼1

2 2 ○ 兼1

2 2 ○ 兼1

－ 8 224 0 12 9 2 0 0 兼24 －

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼4

1・2前・後 2 ○ 兼4

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

スポーツフィールドワークI

スポーツフィールドワークII

スポーツフィールドワークIII

スポーツフィールドワークIV

ゼミナール（3年用）

ゼミナール（4年用）

専
門
教
育
科
目

コーチングサッカー

コーチングバスケットボール

コーチング剣道

コーチング柔道

コーチングダンス

野外活動演習サマー

野外活動演習ウィンター

ティーチング保健体育A

ティーチング保健体育B

解剖生理学A

分子生物学

病態学概論

環境衛生学

小計（120科目） －

生化学

血液学

免疫学

病理学

栄養学（基礎と応用）

基礎化学A

考古学Ｂ

文化史Ａ

文化史Ｂ

芸術学Ａ

芸術学Ｂ

地理学Ａ

倫理学Ｂ

宗教学Ａ

宗教学Ｂ

歴史学Ａ

歴史学Ｂ

考古学Ａ

地理学Ｂ

言語学Ａ

言語学Ｂ

全
学
共
通
科
目

１
．
基
本
科
目

Ａ
系
　
人
間
と
文
化
（

人
文
系
）

哲学Ａ

哲学Ｂ

文学Ａ

文学Ｂ

論理学Ａ

論理学Ｂ

倫理学Ａ
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（スポーツ・健康科学部スポーツ科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 7 7 1 兼1

1前・後 1 ○ 7 7 1 兼1

1・2前・後 1 ○ 兼2

1・2前・後 1 ○ 兼2

全
学
共
通
科
目

１
．
基
本
科
目

Ｂ
系
　
社
会
と
生
活
（

社
会
系
）

法学Ａ

法学Ｂ

社会学Ａ

社会学Ｂ

教育学Ａ

教育学Ｂ

民俗学Ａ

民俗学Ｂ

文化人類学Ａ

文化人類学Ｂ

政治学Ａ

政治学Ｂ

経済学Ａ

経済学Ｂ

心理学Ａ

心理学Ｂ

現代科学Ｂ

情報科学Ａ

情報科学Ｂ

自然科学Ａ

自然科学Ｂ

Ｄ
系

健
康
と
ス
ポ
ー

ツ

（

保
健
体
育
系
）

総合体育Ａ

総合体育Ｂ

Ｃ
系
　
自
然
と
環
境
（

自
然
系
）

数学Ａ

数学Ｂ

地学Ａ

地学Ｂ

生物学Ａ

生物学Ｂ

生態学Ａ

生態学Ｂ

現代科学Ａ

E
系

知
識
創
造
と
実
践

（

総
合
系
）

データサイエンスＡ

データサイエンスＢ
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（スポーツ・健康科学部スポーツ科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼4

1・2前・後 2 ○ 兼4

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 〇 兼1

－ 2 144 0 7 7 1 0 0 兼52 －

1・2前 2 ○ 兼1

1・2後 2 ○ 兼1

1・2前 2 ○ 兼1

1・2後 2 ○ 兼1

1・2前 2 ○ 兼1

1・2後 2 ○ 兼1

1・2前 2 ○ 兼1

1・2後 2 ○ 兼1

1・2前 1 ○ 兼2

1・2後 1 ○ 兼2

1・2前 1 ○ 兼2

1・2後 1 ○ 兼2

1・2前 1 ○ 兼2

1・2後 1 ○ 兼2

－ 0 22 0 0 0 0 0 0 兼8 －

2後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

4後 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 1 1 オムニバス

3後 2 ○ 2 オムニバス

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

－ 0 0 20 3 4 1 0 0 兼1 －

全
学
共
通
科
目

２
．
課
題
（

テ
ー

マ
）

科
目

第
１
群

地域・国家・民族の考察Ａ

地域・国家・民族の考察Ｂ
第
２
群

女性・子ども・老人への視点Ａ

第
５
群

異文化・世界にふれるＡ

異文化・世界にふれるＢ
第
６
群

自己・人間をみつめるＡ

自己・人間をみつめるＢ

女性・子ども・老人への視点Ｂ
第
３
群

人権・民主主義・平和を考えるＡ

人権・民主主義・平和を考えるＢ
第
４
群

現代社会の諸問題Ａ

現代社会の諸問題Ｂ

第
９
群

全学共通特殊講義Ａ

全学共通特殊講義Ｂ

発
展

科
目

日本国憲法

小計（75科目）

第
７
群

キャリアデザインＡ

キャリアデザインＢ
第
８
群

インターンシップＡ

インターンシップＢ

－

外
国
人
留
学
生
に
関
す
る
日
本
語
科
目
等

内
容
コ
ー

ス

日本の政治・経済・社会Ａ

日本の政治・経済・社会Ｂ

日本の文化・芸術Ａ

日本の文化・芸術Ｂ

日本の歴史Ａ

日本の歴史Ｂ

現代日本の諸相Ａ

－

資
格
科
目

健
康
運
動

指
導
士
に

関
す
る
科
目

運動プログラムの管理

救急処置法

健康運動指導演習

健康産業施設等現場実習

健康運動指導士総合演習

現代日本の諸相Ｂ

言
語
コ
ー

ス

（

発
展
）

理解とコミュニケーションＡ

理解とコミュニケーションＢ

資料・文献読解Ａ

資料・文献読解Ｂ

日本語文章表現Ａ

日本語文章表現Ｂ

パ
ラ
ス
ポ
ー

ツ

指
導
員
に

関
す
る
科
目

パラスポーツ演習

ト
レ
ー

ナ
ー

系

資
格
に

関
す
る
科
目

スポーツトレーナー実践論

教
員
養
成
に

関
す
る
科
目

教職実技演習

体育授業指導法

学校保健

小計（14科目）

小計（10科目） －

-学則変更の趣旨（資料）-114-



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（スポーツ・健康科学部スポーツ科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

Basic Skills(Reading,List

　ening,Writing,Speaking)

Reading and WritingⅠ 1前・後 1 ○ 兼1

Reading and WritingⅡ 1前・後 1 ○ 兼1

Communication and DiscussionⅠ 1前・後 1 ○ 兼1

Communication and DiscussionⅡ 1前・後 1 ○ 兼1

Academic Writing 1前・後 1 ○ 兼1

Discussion and Presentation 1前・後 1 ○ 兼1

グローバルスタディ1 1前・後 2 ○ 兼1

グローバルスタディ2 1前・後 2 ○ 兼1

グローバルスタディ3 1前・後 2 ○ 兼1

グローバルスタディ4 1前・後 2 ○ 兼1

グローバルスタディ5 1前・後 2 ○ 兼1

グローバルスタディ6 1前・後 2 ○ 兼1

グローバルスタディ7 1前・後 2 ○ 兼1

グローバルスタディ8 1前・後 2 ○ 兼1

－ 0 23 0 0 0 0 0 0 兼6 －

－ 26 423 20 12 9 2 0 0 兼96

留
学
（

英
語
）

副
専
攻
科
目

語
学
系
科
目

初
級

1前・後 1 兼1

中
級
（

必
修
）

○

合計（253科目） －

学位又は称号 学士（スポーツ科学） 学位又は学科の分野 体育学

上
級

教
養
系
科
目

小計（15科目） －

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

　『基礎教育科目』のうち18単位以上（必修科目16単位、選択科目2単位）、
『専門教育科目』のうち74単位以上（必修科目8単位、選択科目66単位以
上）、『全学共通科目』のうち10単位以上（必修科目2単位、選択科目8単位以
上）の合計124単位以上を修得すること。
　外国人留学生は、外国人留学生に関する日本語科目のうち、内容コース及び
言語コース（発展）の中から12単位までを選択科目の単位とすることができ
る。
（履修科目の登録の上限：1～3年次〔44単位〕、4年次〔49単位〕）

１学年の学期区分 ２期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ９０分

　ようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を

　受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合は，この書類を作成する必要はない。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

５　「授業形態」の欄は，各授業科目について，該当する授業形態の欄に「○」を記入すること。ただし，専門職大学等又は専門職

　学科を設ける大学若しくは短期大学の授業科目のうち，臨地実務実習については「実験・実習」の欄に「臨」の文字を，連携実務

（注）

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科における通信

　教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与する学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専

　門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関する基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備

　考に係るものを含む。）についても作成すること。

２　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受け

　　　に授与する学位を併記すること。
　（３）「卒業・修了要件及び履修方法」の欄には，当該専門職大学の卒業要件及び履修方法に加え，前期課程の修了要件及び履修

　　　方法を併記すること。

　演習等については「演習」又は「実験・実習」の欄に「連」の文字を記入すること。

６　課程を前期課程及び後期課程に区分する専門職大学若しくは専門職大学の学部等を設置する場合又は前期課程及び後期課程に区

　分する専門職大学の課程を設置し，若しくは変更する場合は，次により記入すること。

　（１）各科目区分における「小計」の欄及び「合計」の欄には，当該専門職大学の全課程に係る科目数，「単位数」及び「専任教

　　　員等の配置」に加え，前期課程に係る科目数，「単位数」及び「専任教員等の配置」を併記すること。
　（２）「学位又は称号」の欄には，当該専門職大学を卒業した者に授与する学位に加え，当該専門職大学の前期課程を修了した者
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